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昭和 50年度長野県中央道用地 内埋蔵文化財包蔵地発掘調査 の一 環 として、諏訪市内その

4地区 3遺跡 (追加 1)の発掘調査 力`、 4月 18日 か ら 9月 17日 ンこかけてI実施 された。

この諏訪市有賀・真志野・ 大熊地区は、諏訪湖の南部、盆地西南縁か ら有賀峠・ 真志野

峠を経て守屋 山に続 く山地 の山麓にあって、断層崖下に崖錐面 の連続す る所である。湖東

北の濃厚な遺跡地帯に比べて、湖南はやや稀薄か と見 られていたが、48049年両年度の調

査に よ り極めて濃厚 な遺跡 の発見が多 く、一躍脚光を浴びる地域 ともな り、今回の調査 に

は大 きな期待がかけ られていた。

発掘調査 の結果 は、報告書に見 られ る通 り、当地域 では最大規模 の調査 とな り、かつそ

の成果 も多大であ った。昨年度か ら継続の金鋳場遺跡 は、県下では余 り例のなか った古墳

時代後期 の集落をほぼ露呈 し、その変遷 のあ とを辿 る良好 な資料が得 られ、同 じく十二 ノ

后遺跡 も最終的には140余 りの住居址を検 出 し、それが前期縄文時代 と奈良 :平安時代に主

体を置 く、県下有数 の大集落址であることが判明 した。縄文 中期文化 の中心地 として著名

な諏訪地方 で、そ の先駆 をなす前期文化や、奈良・平安期 の質、量 ともに豊富 な資料を得

られた ことは、当地方 は勿論、全国的にみて も学界や地域社会に寄与す るところ大である

といえよう。

報告書の刊行に当 って、 この発掘調査の実施に深い ご理解 をいただいた 日本道路公団名

古屋建設局、同諏訪工事事務所、余寒 まだ去 りや らない 4月 か ら、 9月 中旬にかけて、長

期間 この発掘調査 に精励 された大沢団長を始め とす る調査団の各位、 この調査 のために ご

協力いただいた諏訪中央道事務所、諏訪市当局 な らびに同市各地区地権者組合・ 各区各位

に対 し、深甚な謝意を表す る次第である。

日召不日511三 3り弓20日

長野県教育委員会教育長  ガく 口 米 雄



例 口

1 本書は、昭和 50年度に 日本道路公団 と長野県教育委員会 との契約に基づいた発掘調査の うち、長野県

諏訪市その 4地区の調査報告書である。

2 調査結果については、検出された遺構・遺物をよ り多 く図示す ることに重点をおき、他は時間の許す

範囲にとどめたため、十分でない点が多いことを了承 されたい。

3 複合す る遺跡のため、縄文、弥生、古墳、奈良・平安の 4時期に大別 して、編年的に記述 してあるが、

住居址・集石など遺構の部分では、例えば土拡な どについては一括 した項 もあ り、全体的に統一 され

ていない部分 もある。

4 遺構図中、 ドットは焼土を、柱穴・ ピット周辺の数字はそれの床面か らの深 さをそれぞれ表わ してい

る。住居 l■Lの切 り合い関係については、遺構が非常に複雑なため、統一的記号を示す ことができず、

点線、一点鎖線等の用法がまちまちの部分がある。記述の面で理解 していただきたい。

5 遺物図中、縄文時代石器、土製品、古墳、奈良・ 平安時代土器、鉄製品、土製品については、観察表

を別表 として付 したが、縄文土器のみそれがないので、図 と出土地点の関係のみ記 した表を添付 して

ある。

6 須恵器、灰釉陶器類については名古屋大学教授檜崎彰一先生の御教示を受けた。

7 本書の整理、復元、執筆等の分担は複雑になるので、巻末に一覧表で示 した。

8 本書掲載の遺物、実測図、写真類などは、上伊那郡辰野町平出、辰野東小学校内、長野県中央道遺跡

調査団本部に保管 してある。

・Ⅳ
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図 21 十二 ノ后遺跡41010401050106号 住居址実測図

図 22  」卜三ニノ圧ヨ贅葦励亦430450100輩計生通拝]l■L5足

`lJ優

コ

図 23 十二 ノ后遺跡44049号住居 t■L実測図

図 24  十三ニノ后遺阪 6056ザ子准L拝∃llL, 墨墨フマ5, 」ヒカ六1000 101・ 108:美 1沢J図

図 25 十二 ノ后遺跡48050号住居址実測図

図 26  」卜三ニノ月ヨえ萎励ホ51 053・ 54062=子生L涯∃山止, 」ヒカム103リヒ落覇厖コ

図 27  十三ニノ后遺跡 52・ 59・ 61 064号住居 l■L, 集石 1, 」L拡 102・ 1270 128・ 13101355に尊lJ図

図 28 十二 ノ后遺跡55060・ 63号住居IIL実 測図

図 29  十三ニノ后遺跡5得住居址 , 三L拡10901100122・ 13001810182実 沢J図

図 30 十二 ノ后遺跡58・ 66号住居址実測図

図 31  デト三ニノ万ヨ贅彗励ホ65091ザチ生ヒ娠∃力山, ILカム11401150119・ 120・ 12101395足

`lJEヨ
図 32  十三ニノ后遺跡670730 101013鳴住居址 , 」ヒ拡11601180 125・ 1260191実 i測図

図 33  司卜三ニノ圧ヨえ載励ホ68069070089ザチ生L涯∃力止5に落lJOコ

図 34  」卜三ニノ圧ヨ贅封励ホ72097・ 1030 109ザ チ生ヒ鷹∃t■Lワヒ瀬lJEコ

図 35 十二 ノ后遺跡74085号 住居址,土拡187～ 1"実測図

図 36  十二 ノ后遺跡750860132・ 13舅住居 l■L, 」ヒ拡1460168-174 0177・ 178実 演J図

図 37  」卜三ニノ圧ヨ贅蓋励ホ76078096輩子准追涯∃力止5ミ 薄覇04

図 38  十三ニノ后遺跡7得住居 l■L, 土拡192-197実沢J図

図 39 十二 ノ后遺跡79080号住居址実測図

図 40 十二 ノ后遺跡82083号 住居址実測図



図 41  -十二 ノ后遺跡840870134号 住居址, 集石炉 1実測図

図 42 十二 ノ后遺跡90092号住居址,土拡 159実 測図

図 43 十二 ノ后遺跡93094098号住居址実測図

図 44 十二 ノ后遺跡9501020110号 住居址,土拡 136実測図

図 45  十二 ノ后遺跡99号住居址 , 土拡1460168^-1750178実 沢j図           =

図 46  十二 ノ后遺跡1080116・ 141号住居 l■L, 土拡123実沢J図

図 47 十二 ノ后遺跡11101120113号住居址実測図        
」

図 48  十二 ノ后遺跡1140124012晴 住居址 , 土拡141実沢j図

図 49 十二 ノ后遺跡11501170119・ 133号住居 l■L,土拡 140実 測図

図 50  十三ニノ后遺跡118012001210129013晴住居址 , 」L拡124実測 Dコ

図 51  十二 ノ后遺跡122012得 住居址 , 土拡1370 142・ 1430145・ 1660167実測 Dコ

図 52  -「三ニノ后遺囲 24ザチ准L拝啓t■L, 澤署澤暮1, 」ヒカ六137014001410160・ 1660167017601790

180・ 183実測図

図 53 十二 ノ后遺跡1230126号住居址,柱列 1,フ ン ド4,土拡144実 測図

図 54 十二 ノ后遺跡 125・ 142号住居址,土拡1130117実 測図

図 55  十二 ノ后遺跡13101360140号住居 l■L実沢J図

図 56 十二 ノ后遺跡88号住居址敷石部実測図

図 57 十二 ノ后遺跡88号住居址柱穴,土拡部実測図

図 58 十二 ノ后遺跡81号住居址実測図

図 59 十二 ノ后遺跡81・ 1070137号住居 t■L実測図

図 60 十二 ノ后遺跡137号住居址実測図

図 61 十二 ノ后遺跡8101070137号 住居 l■L実測図

図 62 十二 ノ后遺跡土拡29～ 32・ 34～ 40046～ 62・ 67～ 70・ 85～ 97実測図

図 63 -十二 ノ后遺跡三L拡111011201380148～ 1580161～ 165・ 184-186実測図

図 64 十二 ノ后遺跡土拡群 1・ 2,土広147・ 160実 測図

図 65 十二 ノ后遺跡方形配列土拡群 1実測図

図 66 十二 ノ后遺跡 フン ド102実 測図

図 67 十二 ノ后遺跡土層断面図

図 68 十二 ノ后遺跡土層断面図

図 69 十二 ノ后遺跡 8011・ 12015‐ 16号 住居址出土土器実測図

図 70 十二 ノ后遺跡21・ 28・ 37046047056号 住居址出土土器実測図

図 71 十二 ノ后遺跡56064066号 住居址出土土器実測図

図 72  十二 ノ后遺跡75・ 86093・ 96・ 98号住居 l■Lた日土土器実測優コ

図 73 十二 ノ后遺跡102010601110112号 住居址出土土器実測図

図 74  」卜三ニノ圧ヨ贅議励ホ1180 119・ 131 026049・  50菱発生L涯∃力止たЦ」三 L暑号5竜 みlJEコ

図 75 十二 ノ后遺跡 65・ 100038039081099号住居址出土土器実測図

図 76 十二 ノ后遺跡137号 住居址,土拡 30506601730174, 遺構外出土土器実測図

図 77 十二 ノ后遺跡遺構外出土土器実測図



図 78  十二 ノ后遺跡46065038081 ・ 110・ 137号住居址たL土土器実測 Eコ

図 79 十二 ノ后遺跡137号 住居址及び遺構外出土土器実測図

図 80 十二 ノ后遺跡 1号住居址 出土土器拓影

図 81 十二 ノ后遺跡 6号住居 l■L」 8号住居址 (そ の 1)出土土器拓影

図 82 十二 ノ后遺跡 8号住居 t■L(その2)出 土土器拓影

図 83 十二 ノ后遺跡 8号住居址 (そ の3)出 土土器拓影

図 84 十二 ノ后遺跡10号 住居址 出土土器拓影

図 85 十二 ノ后遺跡11号 住居址 (そ の 1)出土土器拓影

図 86 十二 ノ后遺跡11号 住居址 (そ の2)出 土土器拓影

図 87 十二 ノ后遺跡12号 住居 t■L出土土器拓影

図 88 十二 ノ后遺跡15号 住居 l■L出土土器拓影

図 89 十二 ノ后遺跡16号 住居 l■L(その 1)出土土器拓影

図 90 十二 ノ后遺跡16号 住居址 (そ の2)出 土土器拓影             |

図 91 十二 ノ后遺跡16号 住居 t■L(そ の3)出 土土器拓影           |

図 92 十二 ノ后遺跡17号 住居址 (そ の 1)出土土器拓影

図 93 十二 ノ后遺跡17号 住居址 (そ の2)出土土器,19号住居址出土土器拓影

図 94 十二 ノ后遺跡20号住居址出土土器拓影

図 95 十二 ノ后遺跡21023号住居址出土土器拓影

図 96 十二 ノ后遺跡24025・ 26・ 27号住居 l■L出土土器拓影

図 97 十二 ノ后遺跡37号住居址,38号住居址 (そ の1)出土土器拓影       1

図 98 十二 ノ后遺跡38号住居 l■L(そ の2)出土土器拓影

図 99 十二 ノ后遺跡38号住居址 (そ の3)出土土器拓影

図100 十二 ノ后遺跡38号住居址 (そ の4)出 土土器拓影

図101 十二 ノ后遺跡39号住居址出土土器拓影                 ‐

図102 十二 ノ后遺跡46号住居址 (そ の 1)出土土器拓影

図103 十二 ノ后遺跡46号住居址 (そ の2)出土土器拓影

図104 十二 ノ后遺跡47号住居址 (そ の 1)出土土器拓影

図105 十二 ノ后遺跡47号住居址 (そ の2)出 土土器拓影           :

図106 十二 ノ后遺跡47号住居址 (そ の3)出 土土器拓影

図107 十二 ノ后遺跡50号住居址,52号住居址 (そ の 1)出土土器拓影

図108 十二 ノ后遺跡52号住居址 (そ の2),56号住居址 (そ の 1)出 土土器拓影

図109 十二 ノ后遺跡56号住居址 (そ の2),58号 住居址 ,′59号住居址 (そ の 1)出 土土器拓影

図110 十二 ノ后遺跡59号住居址 (そ の2),61号 住居llL出 土土器拓影        ■

図111 十二 ノ后遺跡

“

号住居址 (そ の1)出 土土器拓影              「

図112 十二 ノ后遺跡64号住居 l■L(そ の2),65号 住居址,66号住居址 (そ の 1)出 土土器拓影

図113 十二 ノ后遺跡66号 住居址 (そ の2),68号 住居址,69号住居址 (そ の 1)出 土土器拓影

図114 十二 ノ后遺跡69号住居址 (そ の2),73号 住居址出土土器拓影

図115 十二 ノ后遺跡74号住居址,75号住居 l■L(そ の1)出土土器拓影       `



図116 十二 ノ后遺跡75号住居 l■L(その 2)出土土器拓影

図117 十二 ノ后遺跡80号住居址 出土土器拓影

図118 十二 ノ后遺跡81号住居址 出土土器拓影

図119 十二 ノ后遺跡86号住居址 (そ の 1)出土土器拓影

図120 十二 ノ后遺跡86号住居 l■L(そ の2),88号住居 l■L(そ の 1)出土土器拓影

図121 十二 ノ后遺跡88号住居址 (そ の2),90号 住居 l■L,92号住居 l■L,93号住居址 (そ の 1)

出土土器拓影

図122 十二 ノ后遺跡93号住居五L(そ の2),95号住居址 (そ の 1)出 土土器拓影

図123 十二 ノ后遺跡95号住居 l■L(そ の2),96号住居址 (そ の 1)出 土土器拓影

図124 十二 ノ后遺跡96号住居 t■L(そ の2),98号 住居址,99号住居 t■L出土土器拓影

図125 十二 ノ后遺跡1000102号 住居址出土土器拓影

図126 十二 ノ后遺跡 104号住居址,106号住居址 (そ の 1)出土土器拓影

図127 十二 ノ后遺跡106号住居址 (そ の2)出 土土器拓影

図128 十二 ノ后遺跡108号住居址 (そ の 1)出土土器拓影

図129 十二 ノ后遺跡 108号住居址 (そ の2),110号住居 t■L出土土器拓影

図130｀ 十二 ノ后遺跡111号住居 l■L出 土土器拓影

図131 十二 ノ后遺跡112号住居址 (そ の 1)出土土器拓影

図132 十二 ノ后遺跡112号住居址 (そ の2)出 土土器拓影

図133 十二 ノ后遺跡113号 住居址出土土器拓影

図134 十二 ノ后遺跡118号住居址出土土器拓影

図135 十二 ノ后遺跡 119号住居址出土土器拓影

図136 十二 ノ后遺跡 122号住居 l■L出 土土器拓影

図137 十二 ノ后遺跡1250127号 住居址出土土器拓影

図138 十二 ノ后遺跡 131号 住居址出土土器拓影

図139 十二 ノ后遺跡 132号 住居址 (そ の 1)出土土器拓影

図140 十二 ノ后遺跡 132号 住居址 (そ の2)出 土土器拓影

図141 十二 ノ后遺跡 135・ 137号住居 t■L出 土土器拓影

図142 十二 ノ后遺跡 139号 住居址出土土器拓影

図143 十二 ノ后遺跡1400141号 住居址出土土器拓影

図144 十二 ノ后遺跡竪穴 1,集石炉 1,集石 1出土土器拓影

図145 十二 ノ后遺跡集石 2,濤状遺構,土拡 1～ 7出土土器拓影

図146 十二 ノ后遺跡土拡 9～ 13・ 15～ 19,35～ 38出 土土器拓影

図147 十二 ノ后遺跡土拡39～ 45出土土器拓影

図148  十三ニノ后遺跡二L拡22-26, 30033・ 34 0 44 0 104 0 107LЦ ttLttL器拓漂杉

図149  十三ニノ后遺跡土広45^-49053057010101050106出 土土器拓影

図150 十二 ノ后遺跡土拡107～114011901200121出土土器拓影

図151  十二 ノ后遺跡三L拡 122-1250127--129七 日二LttL器 拓漂移

図152  十三ニノ后遺跡EL拡 131・ 1340136014001420143014601550 1590160出 ΞLEL器 拓牙杉



図153  十三ニノ后遺跡三ヒ拡160・ 1640 166-172・  174出 」ヒニL器拓景杉

図154 十二 ノ后遺跡土拡17401760180～1870191出 土土器拓影

図155  十二 ノ后遺跡三L拡 1280 13001320 137-140・  148-1500 15301760178七日ELttL器 拓影

図156 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の 1)出 土土器 (I群 1類 )拓影

図157 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の2)出土土器 (I群 2類 )拓影

図158 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の3)出土土器 (I群 3類 )拓影

図159 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の4)出土土器 (I群 4類 )拓影

図160 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の5)出土土器 (I群 405類 )拓影

図161 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の6)出土土器 (I群 5類 )拓影

図162 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の7)出土土器 (Ⅱ 群 1・ 2類 )拓影

図163 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の8)出土土器 (Ⅱ 群 2類 )拓影

図164 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の9)出土土器 (Ⅱ 群 3類,I群 6類,Ⅱ 群 4類,Ⅲ 群 2・ 3類 )拓影

図165 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の10)出 土土器 (Ⅳ 群 1・ 2類 )拓影

図166 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の11)出 土土器 (Ⅳ 群 2類 )拓影

図167 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の12)出 土土器 (Ⅳ 群 2類 )拓影

図168 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の13)出土土器 (Ⅳ群203類 )拓影

図169 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の14)出 土土器 (Ⅳ群 3類 )拓影

図170 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の15)出 土土器 (Ⅳ 群302類 )拓影

図171 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の16)出 土土器 (Ⅳ 群 2類 ,Ⅳ 群,V群 1類 A)拓影

図172 十二 ノ后遺跡出土弥生土器 (そ の 1)実測図・拓影

図173 十二 ノ后遺跡出土弥生土器 (そ の2)拓影

図174 十二 ノ后遺跡第48・ 116号 住居址 ,包含層出土土器実測図

図175 十二 ノ后遺跡第82号住居 l■L出 土土器実測図

図176 十二 ノ后遺跡第 128085号 住居 l■L,包含層出土土器実測図

図177 十二 ノ后遺跡第 7014号 住居 l■L出 土土器実測図

図178 十二 ノ后遺跡第 9013号住居 l■L出 土土器実測図

図179 十二 ノ后遺跡第31032044077号 住唇址,包 含層出土土器実測図

図180 十二 ノ后遺跡第1140133号住居 t」L出土土器実測図

図181 十二 ノ后遺跡 142号 住居址,包含層出土土器実測図

図182 十二 ノ后遺跡 4号住居llL出 土土器実測図

図183 十二 ノ后遺跡910117・ 126号住居址出土土器実測図

図184 十二 ノ后遺跡30号住居址出土土器実測図

図185 十二 ノ后遺跡35・ 57号住居址出土土器実測図

図186 十二 ノ后遺跡123076号 住居址出土土器実測図

図187 十二 ノ后遺跡78・ 840105号 住居 l■L出 土土器実測図

歴0188  -卜 三ニノ圧]黄蓋励ホ55・ 79・ 94・ 51 ・ 1030 130=テ [L涯∃l■LたЦ」三二L暑詈5竜 み刊優コ

図189 十二 ノ后遺跡40号住居 l■L出 土土器実測図

図190 十二 ノ后遺跡60・ 67097号 住居址出土土器実測図



図191 十二 ノ后遺跡83号住居址出土土器実測図

図192 十二 ノ后遺跡 62089・ 101号 住居址出土土器実測図

図193 十二 ノ后遺跡 101087号 住居址出土土器実測図

図194 十二 ノ后遺跡 2号住居址出土土器実測図

図195 十二 ノ后遺跡 5・ 45号住居址出土土器実測図

図196 十二 ノ后遺跡53号住居址 (そ の1)出土土器実測図

図197 十二 ノ后遺跡53号住居址 (そ の2)出土土器実測図 1

図198 十二 ノ后遺跡 115住 居址出土土器実測図

図199 十二 ノ后遺跡63036号住居 l■L出 土土器実測図

図200 十二 ノ后遺跡43号住居址出土土器実測図

図201 十二 ノ后遺跡71・ 124号 住居址出土土器実測図

図202  十三ニノ后遺跡1200129・ 134070054・ 72号住居 l■L LЦ ttL三ヒ器実沢J図

図203 十二 ノ后遺跡 3号住居址出土土器実測図

図204 十二 ノ后遺跡41号住居址出土土器実測図

図205 十二 ノ后遺跡18029033号住居址出土土器実測図

図206 十二 ノ后遺跡 34・ 121号 住居 t■L出 土土器実測図

図207 十二 ノ后遺跡 3号 フン ド出土土器実測図

図208 十二 ノ后遺跡 3・ 2号 フン ド出土土器実測図

図209 十二 ノ后遺跡 1・ 4号 フン ド,集石列出土土器実測図

図210 十二 ノ后遺跡 401号 フン ド,包含層, 1号墳墓出土土器実測図

図211 十二 ノ后遺跡包含層出土土器実測図

図212 十二 ノ后遺跡 1号住居址 (その 1)出土石器実測図

図213 十二 ノ后遺跡 1号住居址 (そ の2),6号住居址,8号住居址 (そ の 1)出土石器実測図

図214 十二 ノ后遺跡 8号住居 l■L(そ の2)出土石器実測図

図215 十二 ノ后遺跡10011号 住居址,12号住居 l■L(そ の 1)出 土石器実測図

図216 十二 ノ后遺跡12号 住居址 (そ の2)出土石器実測図

図217 十二 ノ后遺跡12号住居址 (そ の3)出土石器実測図

図218 十二 ノ后遺跡15号住居 l■L出 土石器実測図

図219 十二 ノ后遺跡16号住居 l■L(そ の 1)出土石器実測図

図220 十二 ノ后遺跡16号住居址 (そ の2)出土石器実測図

図221 十二 ノ后遺跡16号 住居 l■L(そ の3)出土石器実測図

図222 十二 ノ后遺跡16号住居址 (そ の4)出 土石器実測図

図223 十二 ノ后遺跡16号 住居址 (そ の5)出土石器実測図

図224 十二 ノ后遺跡16号住居 t■L(そ の6),17・ 19020号 住居 l■L出土石器実測図

図225 十二 ノ后遺跡21号住居 l■L(そ の 1)出土石器実測図

図226  十三ニノ后遺跡21号住居 l■L(そ こ)2), 22023024・ 25号住居 l■L, 26号住居址 (そ C)1)出土

石器実測図

図227 十二 ノ后遺跡26号住居址 (そ の2),27・ 28号住居址 ,37号住居址 (そ の 1)出 土石器実測図



図228 十二 ノ后遺跡37号住居址 (そ の2)出 土石器実測図

図229 十二 ノ后遺跡38号住居址出土石器実測図

図230 十二 ノ后遺跡39号住居 l■L,46号住居址 (そ の 1)出 土石器実測図

図231 十二 ノ后遺跡46号住居址 (そ の2),47・ 49050号住居址 出土石器実測図

図232 十二 ノ后遺跡 52・ 56・ 58・ 61号住居 l」L出土石器実測図

図233 十二 ノ后遺跡64065号住居 l■L,66号 住居址 (そ の 1)出土石器実測図

図234 十二 ノ后遺跡66号住居 l■L(その2),68069073号住居址出土石器 実測図

図235 十二 ノ后遺跡74075号住居 l■L出 土石器実測図

図236 十二 ノ后遺跡81086090092号 住居 l■L,93号住居址 (そ の 1)出土石器実測図

図237 十二 ノ后遺跡93号住居址 (そ の2),95・ 96号住居址出土石器実測図

図238  十三ニノ后遺跡 98・ 99・ 100・ 1020 104号住居 t■ LたЦ」三石器実沢J図

図239 十二 ノ后遺跡 106・ 108号住居址出土石器実測図

図240 十二 ノ后遺跡 111号 住居址出土石器実測図

図241 十二 ノ后遺跡 112号 住居址出土石器実測図

図242 十二 ノ后遺跡 113号 住居 l■L出 土石器実測図

図243 十二 ノ后遺跡 118・ 119・ 1220125号住居址ぅ127号住居址 (そ の 1)出土石器実測図

図244 十二 ノ后遺跡127号住居址 (そ の2),131号住居 l■L出土石器実測図

歴0245  」卜三ニノ后琵艶励ホ132・ 135・ 1370139専チi二 月∃l■LたЦttL7ヨ 暑号5ミ 沢JEコ

図246 十二 ノ后遺跡 141号 住居址,竪穴 102,集 石 1出土石器実測図

図247 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の 1)出土石器実測図

図248 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の2)出土石器実測図

図249 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の3)出土石器実測図

図250 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の4)出 土石器実測図

図251 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の5)出土石器実測図

図252 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の6)出土石器実測図

図253 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の7)出 土石器実測図

図254 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の8)出土石器実測図

図255 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の9)出土石器実測図

図256 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の10)出土石器実測図

図257 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の11)出土石器実測図

図258 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の12)出土石器実測図

図259 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の13)出土石器実測図

図260 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の14)出土石器実測図

図261 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の15)出土石器実測図

図262 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の16)出土石器実測図

図263 十二 ノ后遺跡遺構外 (そ の17)出 土石器,古墳時代,平安時代以降,7703404・ 94号住

居 l■L,フ ン ド103出 土石器実測図

巨0264  -卜 三ニノ圧]美童励ホ三Lカム2 ・ 3 ・ 5 0 7 ・ 9 ・ 12・ 15・ 17・ 25026・ 34035040・ 42た場二LZヨ 暑景



実測図

図265  
「

三ニノ后遺跡三L拡 44・ 45・ 59066077078083084e 101 . 107012301300 142 0 1460

164・ 1770179出 土石器実測図

図266 十二 ノ后遺跡出土打製石斧 (そ の1)実測図

図267 十二 ノ后遺跡出土打製石斧 (そ の2)実測図

図268 十二 ノ后遺跡出土磨製石斧 (そ の1-小形)実測図

図269 十二 ノ后遺跡出土磨製石斧 (そ の2-定角・予L棒状)実測図

図270 十二 ノ后遺跡出土磨製石斧 (そ の3-乳棒状)実測図

図271 十二 ノ后遺跡出土打製刃器類,石錘実測図

図272 十二 ノ后遺跡出土敲打器類実測図

図273 十二 ノ后遺跡出土磨石実測図

図274 十二 ノ后遺跡出土特殊磨石,凹石実測図

図275 十二 ノ后遺跡出土凹石 (そ の1)実測図

図276 十二 ノ后遺跡出土凹石 (そ の2)実測図

図277 十二 ノ后遺跡出土凹石 (そ の3)実測図

図278 十二 ノ后遺跡出土凹石 (そ の4)実測図

図279 十二 ノ后遺跡出土凹石 (そ の5)実測図

図280 十二 ノ后遺跡出土石皿実測図

図281 十二 ノ后遺跡出土縄文時代土製品 (そ の1)土偶実測図

図282 十二 ノ后遺跡出土縄文時代土製品 (そ の2)土錘 (土器片)実測図

図283 十二 ノ后遺跡出土縄文時代土製品 (そ の3)土錘 (土器片)実測図

図284 十二 ノ后遺跡出土縄文時代土製品 (そ の4)土錘 (土器片)実測図

図285 十二 ノ后遺跡住居 l■L出 土鉄製品 (そ の 1)実測図

図286 十二 ノ后遺跡住居 t■L出土鉄製品 (そ の2)実 測図

図287 十二 ノ后遺跡31032号住居址 ,フ ン ド10203,墓 拡1,グ リット(そ の 1)出 土石製品・鉄製品実測図

図288 十二 ノ后遺跡 グリット(そ の2)出 土鉄製品実測図

図289 十二 ノ后遺跡 グリット出土古銭実測図

図290 十二 ノ后遺跡出土土錘 (そ の1)実測図

図291 十二 ノ后遺跡出土土錘 (そ の2)実測図
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図版 1 全景 , 1～ 4号住居 址,溝 1
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図版 3 14～ 16号住居 址
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図版 16 1号 古墳
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図版 22 1号古墳出土遺物
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図版 27 39号 住居址出土遺物

図版 28 34～ 36・ 38号住居址出土遺物

図版 29 鉄製品

図版 30 土錘他
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図版 34 11～ 14号 住居址             図版 50 集列石
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図0周反38  43048・ 50055・ 60061・ 142ザチ[L涯]力止     歴]ん反54  フリ升′酉己夕J」Lカム君羊, 」ヒカ六

図版 39  56・ 57・ 65号住居 l■L                      図版 55  糸1詢と L暑詈 (舞彗I群手1)扉ミ)

図版 40  68-70073-75085089号 住居址         図版 56  縄文三L器  (第 I群 1 ・ 4類 )

図版 41  75・ 770780 86・ 1320 135号 住居址       図版 57  糸1郵と L暑号 (舞事I群r2)頃 )

図版 42 79～ 81号住居llL             図版 58 縄文土器 (第 I群 2類 )

図版 43 82～ 840134号 住居址           図版 59 縄文土器 (第 I群 2類他)

図版 44  88・ 93号住居 t■L                          図版 60  縄文三L器  (第 I群 3類 )

図版 45 95099・ 110号住居址          図版 61 縄文土器 (第 I群 3類 )



図版 73 縄文土器 (第 I群 405類 ,Ⅱ 群 102類)  図版 107 縄文石器 (ス クレイパー)

図版 62 縄文 土器 (第 I群 3類 )

図版 63 縄文土器 (第 I群 4・ 5類 )

図版 64 糸電文 土器 (第 I群 4・ 5類 )

図版 65 縄文 土器 (第 I群 4・ 5類 )

図版 66 縄文 土器 (第 I群 405類 )

図版 67 縄文土器 (第 I群 4・ 5類 )

図極 68 縄文土器 (第 I群 4・ 5類 )

図版 69 縄文土器 (第 I群 405類 )

図版 70 縄文土器 (第 Ⅱ群 1類 )

図版 71 縄文土器 (第 Ⅱ群 1類 )

図版 72 縄文土器 (第 Ⅱ群 1類 )

図版 74 縄文土器 (第 Ⅱ群 2類 )

図版 75 糸電文土器 (第 Ⅱ群 1・ 2類 )

図版 76 縄文土器 (第 I・ Ⅱ群)

図版 77 糸電文土器 (第 Ⅱ群 4類 )

図版 78 縄文土器 (第 Ⅱ群 4類 )

図版 79 縄文土器 (第 Ⅲ群 3類 )

図版 80 縄文土器 (第Ⅳ群)

図版 81 縄文土器 (第Ⅳ群)

図版 82 縄文土器 (第Ⅳ群)

図版 83 縄文土器 (第Ⅳ群 1～ 3類 )

図版 84 縄文土器 (第Ⅳ群 2～ 5類 )

図版 85 縄文土器 (第Ⅳ群 2類 )

図版 86 縄文土器 (第Ⅳ群 4・ 5類 )

図版 88 弥生土器 (包含層)

図版 89 弥生土器 (包含層)

図版 90 弥生土器 (土拡)

図版 91 奈良・平安時代土器 (そ の1)

図版 92 奈良・平安時代土器 (そ の2)

図版 93 奈良・平安時代土器 (そ の3)

図版 94 奈良・平安時代土器 (そ の4)

図版 95 奈良・平安時代土器 (そ の5)

荒神山古墳

図版 128 和鏡,鉄製品

図版 96 奈良・平安時代土器 (そ の6)

図版 97 奈良・平安時代土器 (そ の 7)

図版 98 奈良・平安時代土器 (そ の 8)

図版 99 奈良・平安時代土器 (そ の9)

図版 100 奈良・平安時代土器 (そ の10)

図版 101 奈良・平安時代土器 (そ の11)

図版 102 奈良・平安時代土器 (そ の12)

図版 103 奈良・平安時代土器 (そ の13)

図版 104 縄文石器 (石鏃)

図版 105 縄文石器 (石鏃,石槍,決入刺突具,石匙)

図版 106 縄文石器 (石匙)

図版 108 縄文石 器 (小型有扶顕磨石器 )

図版 109 縄文石 器 (複数扶入石器 )

図版 110 縄文～平安 時代石 器 (石錐,装身具,紡

錘車)

図版 1■ 縄文石 器 (使用痕ある剥片・石核・原石 )

図版 112 16号 住居 l■L出土小形石器 (そ の 1)

図版 113 16号 住居址 出土小形石器 (そ の 2)

図版 114 縄文石 器 (打製石斧)

図版 115 縄文石 器 (打製石斧)

図版 116 縄文石器 (小型磨製石斧)

図版 117 縄文石器 (定角石斧,乳棒状石斧)

図版 118 縄文石 器 (乳棒状石斧)

図版 119 縄文石 器 (打製刃器,石錘 )

図版 121 縄文石器 (磨石,石棒)

図版 122 縄文石器 (特殊磨石,凹石 )

図版 123 縄文石器 (凹石)

図版 124 鉄製品 (そ の 1)

図版 125 鉄製品 (そ の2)

図版 126 土器片錘

図版 127 土錘,土偶,土製品

図版 129 石製品 (石帯,子持勾玉)

図版 87 縄文土器 (第Ⅳ群 4～ 6類,V群 1類)   図版 12o 縄文石器 (敲打器)

〈付図 十二ノ后遺跡における奈良・平安時代の土器編年〉
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調

1.調査にいたるまで

1)中 央 道 関係 の経 過

昭和32年 4月 に公布 された「国土開発縦貫 自動車道建設法」 に基づ く中央 自動車道西の官線は、小牧・

東京間約 360 km、 その うち長野県内は岐阜県中津り|1市 か ら恵那山 トンネルで飯田盆地に通 じ、天竜メ||に 沿

って北上 し、諏訪盆地を横切 りく八 ケ岳山麓をかすめて山梨県に至 る間約122kmの長 さである。

買収 された用地は、昭和52年 3月 現在 6,826,218ポ の広 さに及ぶ。ルー ト内に含 まれる埋蔵文化財包蔵

地は195遺跡を数え、調査対象面積 も1,125,495ポ 以上に及んでいる。昭和42年 9月 に文化庁 と日本道路公

団 との間に取 り交わ された「 日本道路公団の建設事業等工事施工に伴 う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関す

る覚書」に基づき、昭和45年 までの数年にわた り度重なる協議が 日本道路公団名古屋支社 との間に続け ら

れ、漸 く昭和45年 9月 に下伊那郡阿智村小野り|1地籍か ら発掘調査が開始 され、本年で 7年を経過 した。そ

の間、用地買収・登記 の終了を待 って、原貝Jと して下伊那・上伊那・諏訪郡の順に発掘調査が進め られ、

昭和50年度末までに184遺跡の調査が終了 した。  、

発掘調査には県独 自の組織が持てないので、「長野県中央道遺跡調査会」を特設 し、その中に調査団を組

織 してこの業務を遂行 している。調査団の運営には、団長 と共に、県教育委員会文化課に置いた指導主事

が調査主任 として現地へ出向 し、当っている。昭和45046年度には調査主任 2名、調査班 2班編成であっ

たが、昭和47年度か ら増員 され 6名 の調査主任が数班編成で業務に当たることになった。

昭和49年度は、 4月 に宮田村内その 2地区 1遺跡 (調査費7788万 円)、 岡谷市その 1地区 4遺跡 (調査費

1032。 8万円)、 諏訪市内その 3地区 6遺跡 (調査費2761。 3万円)、 鼎町その 2地区 1遺跡 (調査費_302。3万

円)を契約 した。更に 7月 には岡谷市その 2地区 6遺跡 (調査費2193.3万 円)を契約 している。その後、

鼎町その 2地区は遺構続出のため調査費502。 3万円と契約変更、諏訪市内その 3地区は十二の后・金鋳場・

荒神山遺跡での遺構続出と、土砂運搬のためのパイロット道路早期着工のため調査遺跡を変更 し、岡谷市

その 2地区 3遺跡 (調査費2116。 9万円)、 諏訪市内その 3地区 6遺跡 (調査費3514.4万 円)と 契約変更 し、

49年 11月 25日 発掘作業を終了 し、50年 3月 20日 業務を終了 している。

昭和50年度は、 ど月14日 に岡谷市内その 3地区 3′ 遺跡 (調査費3,302。 6万円)、 諏訪市内その 4地区 4遺

跡 (調査費3,327.8万 円)、 茅野市・原村・富士見町内 6遺跡 (調査費2,767。 7万円)を契約 し、3班編成に

よ り調査を開始 し、各調査区共多大の成果をあげ、調査区により終了時期の差はあるが、原村塩水 (阿久)

遺跡の発掘調査を最後に50年11月 17日 発掘調査を終了 し、51年 3月 20日 業務を終了 している。なお、原村

大石遺跡は遺構続出により、調査面積が増大 し、塩水 (阿久)・ 居沢尾根遺跡が調査未了 となったので、昭

和 51年 1月 茅野・原・富士見町内 4遺跡 と契約変更 している。

茅野市・原村地籍の山林中に、新 しく8遺跡が発見 されたが、本年度の調査体制が整わないため、公団

名古屋建設局 と協議の結果、昭和51年度に実施す る事に決定 している。

I
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2)発 掘 調 査 委 託 契 約

中央 自動車道用地内埋蔵文化財包蔵地発掘調査は、「 日本道路公団の建設事業等工事施工に伴 う埋蔵文

化財包蔵地の取扱いに関す る覚書」によると、事業施工前に 日本道路公団は県教育委員会 の意見聴取の上、

文化庁 との間で保護協議す ることになっている。 この結果、記録保存 と決定、発掘調査が必要 となった場

合、公団は県教育委員会に委託 して調査を実施す ることになっている。そのため県教育委員会は、公団 と

現地協議など度重なる事務接衝の上、調査遺跡の発掘面積・調査費・調査期間・調査方法が定め られ る。

その後相互の委託・受託の文書の往来があって、発掘調査委託契約が締結 される。契約書 の内容につしヽて

は、調査発足以来その条項に変更がないので「諏訪市その 102」 等の既刊報告書を参照 してし、た だ き、

関係分のみ記載 したい。

1 委託事務の名称 中央道埋蔵文化財発掘調査 諏訪市内その 304

2 委託期 FH3と 金額  昭和49年 4月 10日 か ら 昭和50年 3月 20日 まで (そ の 3)35,1襲,000円

昭和50年 4月 14日 か ら 昭和51年 3月 20日 まで (そ の 4)33,278,000円

この うち、昭和49年度の千鹿頭社 0本城・女帝垣外・荒神山 4遺跡 の報告書は年度内に刊行を終了 し、

50年度は後続調査 した金鋳場・十二 ノ后の 2遺跡 と新 しい神送山、年度終了間際、工事中に発見 された荒

神山遺跡地内の古墳の 4遺跡の報告書 となる。

3)´ 長 野 県 中央 道 遺 跡 調 査 会

長野県教育委員会では、直接発掘調査す る組織を持 っていないので、 この発掘調査にだけ当る長野県中

央道遺跡調査会を結成 し、同調査会に再委託 し、同調査会が組織す る調査団が発掘調査に当ることになっ

ている。

昭和45年 7月 22日 に、長野県中央道遺跡調査会が結成 されて以来、年 2回 の理事会が開かれている。年

度当初の理事会において、発掘調査の受託が決定 し、年度末のそれは、発掘調査結果や現状・対策につい

て検討 されている。調査会の規約は「諏訪市その 1・ 2」 にあ り、また、県教育委員会 との委託契約書の

内容は、公団 と県教育委員会のそれ と大差ないのでそれぞれ省略す る。昭和49050年度役員・諏訪市地内

調査団組織はつ ぎのとお りである。

ア 昭和 49050年 度長 野県 中央道遺跡調査会役員名 簿 (昭和49050年 10月 現在 )

(○ 印49年度のみ、 ●印50年度のみ )

顧問 一志 茂樹

会長 水 日 米雄

理事 金井喜久一郎

樋 口 昇一

木内 仁平

○馬場  昌人

○羽生 保吉

笠原 信平

(県文化財専門委員 )

(り辱議   Jレに   ¬棄薫   J妻≧)

(県文化財専門委員 )

(県文化財専門委員 )

(県 教 育 次 長 )

(飯 田教育事務所長 )

(下伊那地区教委協議会長 )

(諏訪地区教委協議会長 )

米山 一政

原  嘉藤

太田 波夫

瀬尾 忠幸

坂井 喜久

下島  節

(県文化財専門委員 )

(信濃史学会理事 )

(県 文 化 課 長 )

(伊那教育事務所長 )

(上伊那地区教委協議会長 )

(鼎 町教育長 )
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林  金茂

久保 義幸

木川 千年

小林 繁治

○木下  衛

林  茂樹

監事 小栗栄重郎

幹事 ○金井 汲次

●浅井 舎人

●浅川 欽一

宮島 孝明

○斉藤 文男

○下平 久雄

久保田秀明

星野 政清

土屋喜久治

桐原  健

伴  信夫

丸山餃一郎

イ 長野県中央道遺跡調査会調査 団編成 (諏訪班 )

(宮 田村教育長)        熊谷 大一

(岡谷市教育長)        中村 文武

(茅野市教育長)        小泉 真澄

(富士見町教育長)      ○倉田 利久

(上伊那教育会長)      ○藤森 純一

(長藤小学校長)       ●岡西 良治

(県文化課課長補佐)      田中一太郎

(県文化課文化財係長)     泉 勇一郎

(県文化課文化財係長)     堀内規矩雄

(県文化課主査)        平野 益雄

(県文化課主事)       ○佐藤  陸

(飯 田教育事務所総務課長)   矢野 公一

(飯 田教育事務所主事)     唐沢 茂門

(伊那教育事務所主任)    ○麻生 弘明

(伊那教育事務所社会教育課長) 武井今朝人

(伊那教育事務所諏訪支所長)  今村 善興

(県文化課指導主事)      山田 瑞穂

(県文化課指導主事)      宮沢 恒之

(県文化課指導主事)      岡田 正彦

伴 信夫  宮沢恒之

根津清志  福沢幸一

松永満夫  郷道哲章

村上 孝  矢島宏雄

山内志賀子 板倉たせ子

(辰野町教育長) 、

(諏訪市教育長 )

(原村教育長 )

(下伊那教育会長 )

(諏訪教育会長 )

(諏訪教育会長 )

(諏訪市社会教育課長 )

(県文化課文化係長 )

(県文化課主事 )

(県文化課主事 )

(飯 田教育事務所主任 )

(伊那教育事務所総務課長 )

(伊那教育事務所主任 )

(伊郡教育事務所主任 )

(伊那教育事務所主任 )

(県文化課指導主事 )

(県文化課指導主事 )

(県文化課指導主事 )

(県文化課指導主事 )

岡田正彦  今村善興 (総括 )

小松原義人 堀 知哉  細川光貞 木下平八郎

高桑俊雄  田畑辰雄  小林正春  福島邦男

長沼英光       ゴ

丸山雅子

調 査 団 長

調 査 主 任

調 査 員

調査補助員

大沢和夫

山田瑞穂

辰野伝衛

平出一治

三浦孝一

片山 徹

2.調査の実施と経過

1)調 査 の経 過                            
｀

昭和49年度は、下伊那・上伊那・諏訪 3郡下で調査が実施 されたが、 とくに諏訪地区では、48年以来、

遺構・遺物の多出す る遺跡にあた り、調査体制 自体一わけて も調査期間やその後の整理・報告書出版等に

関連 して種 々の問題が生 じた年度であった。 こうした状勢下で調査 された金鋳場以下 6遺跡 の うち、金鋳

場 0十二 ノ后両遺跡は大幅に期間の延長を必要 とす る状況 とな り、工事終了直前発見 された荒神山遺跡内

の古墳 とともに50年度へ継続 されることになった。先の 2遺跡を除 く千鹿頭社 0本城・女帝垣外・荒神山

-3-



4遺跡については、『諏訪市一その 3』 に報告ずみなので省略 し、以下、簡単に49～50年度にわたる調査に

ついて一覧表に して示すにとどめたい。なお、49・ 50両年度を通 し、 4遺跡の発掘調査に要 した実 日数 の

みでも、400日 以上に達 し、延人員は 1万人をこす数字 となっている。

遺 跡 名

体

積

ポ

全

面

地
積面

ポ

用
内

査

積

ポ

調

面
昭 和 49年 度 昭 和 50年 度

7月 8月 9月 10月 11月 12～ 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10～ 3月

神 送 山 4,000 4,000 1,600 整
理
ｏ報
告
書
作
成

整
理
・報
告
書
作
成

金 鋳 場 18,000 12,925 3,200
・７

Ｚ

十二ノ后 20,000 11,125 3,000
Ｗ
″

荒神山古墳 7,000 5,375

※荒神山古墳の面積数字は一般遺跡分

2)発 掘調査協 力者

発掘作業は諏訪市当局の好意で応募 した下記のような市民の方々を中心に、近隣市町村からも参加者を

得て実施 した。

〈諏訪市〉

青柳 巻子  赤沼 絹子

伊藤 大三  伊藤はなえ

小笠原礼次  小川 健二

笠原 勘治  笠原 重幸

春 日かよ子  春 日 多鶴

金子  都  金子ヤチ ヨ

小泉いそ子  小泉 松平

/Jヽ松  大三    /Jヽ 松 とよみ

下島とし子  城倉けさみ

関  雅一  関  ミヨシ

田中 千之  中沢  明

野沢 和代  野沢 博子

原 よし子  平林登喜子

藤森 俊孝  藤森 正子

松沢  晶  三品 隆司

向山 利見  森野  勇

矢崎つな子  矢崎み どり

〈岡谷市〉

味沢 一子  味沢さよ子

伊藤 三郎  伊藤  茂

小坂 節子  小坂千恵子

笠原 良子  片倉けさの

小林三八子  小松みつ子

浅メ|1 淑恵  有賀 仲人

伊藤 陸二  伊藤 よしえ

小沢 タイ  小野塚信雄

笠原 としえ  笠原 智明

春 日 哲子  金井 三郎

金田 一郎  上條 俊一

小林 常子  小林 はな

後町  弘  五味 とき

関 すみ子  関  つね

関  喜子  高山 なか

中島 きみ  中島 保男

野沢 正美  野村 しめ よ

平林 朝治  平林 中子

藤森 光子  藤森 ミツ子

水野  淳  宮坂 一正

森野さとみ  守屋 かの

矢沢 静子  矢島 槙郎

有賀二三子  飯野 竹由  伊藤 倭男

岩波けさ江  岩波 輝明  岩波や よひ

折井  敦  河西  勇  笠原あさ子

笠原はる子  笠原  信  笠原  とり

金子 克幸  金子 菊子  金子 哲治

唐木 孝雄  北沢 志叙  北原 ふ く

小林み さえ  小林八千代  小松 賢次

佐久間 香  佐藤  剛  篠原  悟

関 ツルギ  関   花  関   弘

竹渕ちか子  竹渕 うけ子  竹渕はつ子

長峰 ウタ  新村 和好  野沢 明子

服部 達雄  原 お志ん  原   トメ

藤森 栄一  藤森佐久恵  藤森  しず

保坂 泰正  細野 たつ  増沢 政光

宮阪 庄平  宮坂み さ子  宮下  武

守屋 くにゑ  守矢 たつ  守屋 としえ

矢花 民次  矢花 保朗  小 口 卓郎

味沢 千恵  味沢千万喜  味沢 正子  鮎沢 静子  鮎沢はつ子

今井 国雄  円山 計意  小 口 鈴子  小坂けさ子  小坂 しげの

小坂  寛  小坂 裕子  小坂まち子  小坂 嘉子  加賀  寛

加藤 イホコ  栗山せ き子  小泉 酉男  小林 昭子  小林 常子

斉藤  正  高沢 富治  田中てる子  中村 亀義  花岡 公子
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花岡 清子  花岡千代子  花岡 富子  花岡 博茂  花岡 弘子  花岡ふ く子  花岡まさ子

花岡みつ子  花岡八重子  藤沢 藤雄  星野 清治  松下 永喜  宮沢 隆良  向山すみ子

山岡 真一  山田 忠夫  山田 兼敬  横内ゆき子  陸メ|| 三郎

く下諏訪町〉        く辰野町〉         〈飯 田市〉  〈下伊那郡〉

栗沢 義雄  高木 幸雄  武井ス ミエ  赤羽 義洋  飯島 洋一  今村 俊文

〈事務局〉鈴木御恵子  丸山 優子  田中 惇子  春 日 房子

3)現 地 指 導 ・ 視 察 者 (順不 同 )

日本道路公団

県教委事務局

諏 訪 市 当 局

名古屋建設局総務管理課長代理他・諏訪工事事務所所長・ 同副所長・ 同庶務課長・ 同工

事長他

県文化課課長 0同文化財係長・ 同文化財担当指導主事・義務教育課課長他 0伊那教育事

務所所長・同総務課長・同主事・ 中央道遺跡調査会理事会・ 同伊那事務所係員他

市長・教育委員長他・教育長 0社会教育課長・ 同係長・ 同主事・企画課課長・市議会議

員・市文化財審議委員他

一志茂樹・ 中村龍雄・細野正夫・林茂樹 0江坂輝爾・徳丸始朗・藤森みち子・武藤雄六

武居幸重・樋 口昇一・戸沢充則・神村透・宮坂光昭・河野春江・矢崎忠衛・土肥孝・梅

沢太久夫・松下芳叙・会田進 0高島徹・吉村進・ 小林公明 0長崎元広・唐木孝雄・竹内

三千夫・星田享二・八木光貝U・ 鵜飼幸雄・慶応大学孝古学研究会 0笹沢浩 0井上肇・河

西清光 。伊藤 克司・斉藤弘道・松井征幸

諏訪市小中学校長会 。高校教文会議諏訪地区社会科研究会・岡谷東高校地歴 クラブ 0諏

訪西中学校郷土班 0市城北小学校教頭及び児童・市公民館・ 中州公民館老人学級・真志

野地区敬老会・地券者組合役員・東映教育映画企画班・同撮影班・地元諏訪市住民の皆

さん多数

者

他

3.発掘調査の方法

中央道用地内の遺跡発掘調査は、工事により破壊 される遺跡を事前に記録保存す ることを 目的 とし、 ど

のような時期 の遺構・遺物かをさぐり、それを報告書 としてまとめることが主眼 となる。

遺跡の範囲 。時期は分布調査により確認 されているため、中央道がいかなる部分を通過す るかによって

4区分 し、遺跡名 の略記号の末尾にそれを付 した。 A―遺跡 の頂部、 B―遺跡の中央部、 C―遺跡 の先端

部、 O―全面がそれである。用地内の遺跡全面に 2m間隔の基準方眼 グリットを設定 し、中央道の幅員方

向に01～ 99の 2桁の数字を用い、それに直交す る長軸方向にA～ Yの 25の アルファベ ットを用い、50m毎

にA地区000B地 区 00・ とした。但 し、中央道のセンターライン (20mお きにセンター杭あ り)は 50と す
・る。

これにより25地区1250m力 と`れる。だか らそれぞれのグリッ ト地点は「 SHJC A C55」 の如 く表示 で`き

る。これは遺跡の先端部を中央道がかかる本城遺跡のA地区 C55地点を意味する。 グ リット設定後、適宜

それを掘 り、遺構が確認 されるとその周辺を拡張する方法を とった。詳細な調査方法については、「長野県

中央道埋蔵文化財発掘調査方針」 と云 う小冊子にまとめた ものを基に している。
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Ⅱ 取訪 市 の概 況

諏訪市の自然的・歴史的環境や、中央道の通過する諏訪湖西・ 湖南地区の遺跡分布や特色については、

「諏訪市その 102地 区」 (昭和48年度)。「同その 3地区」 (昭和49年度)に掲載 してあるので、今 回は省 略

し、その後新たに諏訪市教育委員会で作成 した、遺跡地名表 と関係地区の分布図のみ収録 させていただ く

ことに した。

表 1 諏訪市中央部遺跡一覧 (図 1)

番
　
号

遣  跡  名 所 在 地
先
土
器

縄 文 時 代 弥生 時代 古墳・平安時代 中
　
世

備  考

創 早 一剛 中 後 晩 二剛 中 後 土師 須恵 灰釉

シ ャ  グ チ 大 和 ○

曽 根 諏訪湖底 (大和沖) ○ ○

大 和 大 和 ○ ○ ○ 石 棒

山 口 ○

御 堂 ○ 石 棒

ウ ル シ ガ イ ト ○ ○

糎 田 ○

篠 鉢 古 墳

新 井 大 和 ○ ○

中 浜 町 湖 岸 通 3 ○ 骨角器

天 神 山 湯 の 脇 1 ○

天 神 山 道 上 茶  臼   山 ○

天 神 山 道 下 ○

片 羽 町 A 諏 訪 ○ ○ ○ ○ ○

片 羽 町 B ○

温 泉 寺 横 湯 の 脇 1 ○

17 踊 場 エエ 石 ○

踊 場 ○

19 踊 場 下 ○

20 上 平 茶 日 山 ○

21 手 長 丘 ○ ○

ハ
ロ 戦 場 桜 ケ 丘 ○

踊 場 古 墳 立 石 ○

本 松 茶 日 山 ○ ○

エエ 石 立 石 ○

26 ヵ ― ゴ 石 双 葉  ケ 丘 ○ 洞穴保燿石原石)

27 唐 沢 ○ ○ ○ ○ ○

山 の 神 古 墳 ○
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番
　
号

遣  跡  名 所 在 地
先
土
器

縄 文 時 代 弥生 時代 古墳・平安時代 中

世
備  考

創 早 二則 中 後 晩 二剛 中 後 土師 須恵 灰釉

29 穴 場 双 葉  ケ 丘 ○ ○ ○ 敷石住居址

30 百 姓 地 ○ ○ ○

茶 臼 山 桜 ケ 丘 ○ ○

32 茶 臼 山 古 墳 群 古墳 3基

33 手 長 丘 古 墳 諏 訪

綿 の 芝 古 墳 岡 村 ○ ○ ○ 直刀・馬具

35 綿 の 芝 ○

36 Jヽ  川  屋  前 諏 訪 ○ 石 棒

37 不 動 尊 ユ馴 岡 村 ○

貞 松 院 入 口 諏 訪 ○

39 南 沢 一九 町 ○ ○

40 地 蔵 寺 墓 地 ○ ○

若 宮 ○ ○

42 諏 訪 中 学 校 横 ○ ○ ○

カ ジ 畑 双 葉  ケ 丘 ○ ○

尾 玉 ○ ○

清 陵 高 校 庭 一九 町 ○ ○ ○

小 ダ ッ シ ョ ○

の 丸 音
同 島 ○

島 城 ○ ○ ○ ○ 人骨・鹿骨

御 蔵 島 ○ ○ ○ ○ 旧半島

大 石 古 墳 清 水 ○ ○ ○ 直刀・鉄鏃

清 水 窪 清 水 ○ ○

ア  カ  ッ  ノく  ナ 赤 羽 根 ○ ○ ○

赤 羽 根 古 墳

大 里
朴

様 ○ ○ ○ ○

先 の 宮 団 地 角 間 新 田 ○ ○ ○

山 の 神 ○ ○

57 武 津 通 四 賀 武 津 ○

58 峰 火 台 四 賀 細 久 保 ○ 土 壇

59 細 久 保 通 り ○ ○

60 親 塚 四 賀 普 門 寺 ○ 経塚(和鏡 数珠)

伝 普 門 院 跡 ○

62 御 曽 儀 社 ○ ○ 梵字石柱

63 有 賀 氏 祝 神 ○ ○ ○ 石棒・古式須恵器

64 シ ャ グ チ 平 ○ ○ ○ 銅剣形石器

65 桑 原 址城 四 賀 桑 原 ○ 土壇・空濠・曲輪

66 太 夫 窪 ○

67 寺 家 ○
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番
　
号

遺  跡  名 所 在 地
先
土
器

縄 文 時 代 弥生 時代 古墳・平安時代 中

世
備  考

創 早 一剛 中 後 晩 一則 中 後 土師 須恵 灰柚

四 賀 小 学 校 々 庭 四 賀 桑 原 ○ ○

四  賀  ・小  上 ○ ○

山 崎 通 ○ ○ ○ 勾 玉

金 山 通 ○ ○ ○ 直 刀

72 角 道 通 ○

73 沢 久 保 ○

74 角 道 古 墳 1 直刀・玉

75 角 道 古 墳 2

76 角 道 古 墳 3

77 御頭 ミシャグチ古墳

78 四 ツ 塚 古 墳 A 四賀桑原丸山腰 須恵器

79 四 ツ 塚 古 墳 B 直刀・鉄鏃・玉

80 四 ツ 塚 古 墳 C 四賀桑原南沢日向 直刀・鉄鏃・玉・馬具

四 ツ 塚 古 墳 D 醐 ・ 誤 ・
`駁

82 金 山 古 墳 四賀桑原金山通 り 直刀・玉

83 藤 塚 古 墳 四賀桑原新林越 鉄鏃 0人骨

84 丸 山 四 賀 桑 原 丸 山 ○ ○

85 仏 法 寺 四 賀 桑 原 ○

86 廻 場 古 墳 四 賀 桑 原 廻 場

昼  タ  タ  エ 四 賀 桑 原 ○ ○

大 窪 下 四 賀 神 戸 ○ 石 棒

扇 平 通 り ○ ○

在 家 屋 敷 ○ ○ ○ 石  仏

オ オ ガ ミ 屋 敷 ○ 石 棒

神 ノ 木 神 社 ○

神 一月 神 社 ○ 古 墳

94 頼 重 院 ○ 五 輪

95 灰 塚 古 墳

96 仲 畑 中 ナ‖神 宮 寺 ○ ○

97 矢 穴 古 墳 四 賀 神 戸 須恵器

98 矢 穴 ○

99 上  ノ  矢  穴 ○ ○ ○ 鉄  器

100 神 一月 上 ○ ○

八 幡 社 ○

神  送  り  山 有 賀 ○ ○ (中央道発掘 )

鋳 あ げ 有 賀 鋳 あ げ ○ ○ ○

104 コ  シ  キ  原 有 賀 二 本 松 ○ ○ ○

鐘  (金 )鋳  場 有 賀 金鋳 場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ (中央道発掘 )

106 千 鹿 頭 社 有 賀 宮 垣 外 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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番
　
号

遣 跡 名 所 在 地
先
土
器

縄 文 時 代 弥生 時代 古墳・平安時代 中

世
備  考

創 早 一剛 中 後 晩 一剛 中 後 土師 質恵 灰釉

十  二  ノ  后 有 賀 宮 垣 外 ○ ○ ○ ○ ○ ○ (中央道発掘 )

女 帝 垣 外 有 賀 町 屋 ○ ○ ○ ○ ( )

109 女 帝 塚 ○ ○ 剣形石製模造品

久 保 塚 古 墳 有 賀 直 刀

丹 羽 屋 敷 ○ ○ ○ (皿 集
し
)

清 水 ○ ○ ○ ○ ○ (中央道発掘)

清 水 古 墳

Jヽ 丸 山 古 墳 有 賀 小 丸 山 (中央道発掘)

平 林 有 賀 平 林 ○ ○ 直 刀

有 賀 城 址 有 賀 ○ 土塁・石垣

中 道 ○

鐘 鋳 場 古 墳 有 賀 鐘 鋳 場 (中央道発掘)

大 安 寺 湖 南 北 真 志 野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大 安 寺 南 ○
(単顧葛璧担発

して
)

塚 屋 古 墳 直刀・馬具・金環

122 ク ル ミ 沢 社 ○ ○ ○ 石 棒

123 中 塚 古 墳 蕨手刀

124 北 山 の 神 古 墳

125 西 原 古 墳

本 城 ○ ○ ○ ○ ○ ○ (中央道発掘)

127 的 場 湖 南 真 志 野 ○

128 山 姥 塚 古 墳

129 真 弓 塚 古 墳 湖 南 南 真 志 野

御 屋 敷 ○ ○

金 山 ○ (中央道発掘)

金 山 空
（

址

133 馬 場 通 ○

134 南 沢 ○ ○

135 西 沢 ○ ○

136 福 松 砥 沢 ○ ○ ○

砥 沢 湖 南 大 熊 ○

138 城 山 ○ ○ ○ ○ ○ ○ (中央道発掘)

大 城 址 ○ ○ ○ ○ (中央道発掘)

140 荒 神 山 ○ ○ ○ ○ ○ ○ (中央道発掘)

荒 神 山 上 ○ ○ ○

荒 神 山 l号 墳 繊 霧 機
荒 神 山 2号 墳

144 大 熊 御 頭 屋 敷 ○ ○

双 子 塚 古 墳 直刀・勾玉・金環
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番
　
号

遣  跡  名 所 在 地
先
土
器

縄 文 時 代 弥生 時代 古墳・平安時代 中
　
世

備  考
創 早 一則 中 後 晩 一剛 中 後 土師 須恵 灰釉

塚 屋 古 墳 湖 南 大 熊

147 大  熊  道  上 ○ (中央道発掘)

148 月 畑 ○ ○ ○ 馬 具

149 新 城 ○ 石段状遺構

片 山 古 墳 直刀・玉・鏡

湯 の 上 ○ ○

宮 の 脇 墓 地 中 州 神 宮 寺 ○

不ヽ 古 墳 湖 南 大 熊

154 入 込 畑 中 州 神 宮 寺 ○ ○

諏 訪 神 社 上 社 社地 ○ ○ ○ ○

神 宮 寺 跡 ○ 三重塔礎石

武 居 畑 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 白 磁

保 科 畑 ○ ○

武 居 城 址 ○ ○ ○ ○

根 祝  1屋  敷 ○

大 祝 屋 敷 ○

金 子 城 址 湖 南 下 金 子 ○ ○

有 賀 峠 積 石 塚 有 賀 真 虫 久 保 ○ ○ 古銭一貫目

164 仙 妙 塚 ○

明 星 屋 敷 有 賀 明 星 ○ ○ ○ ○ ○ ○

明 星 池 ○ ○ ○

赤 実 口 湖 南 欄 平 ○

花 木 久 保 湖 南 後 山 ○
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調

1.神 送 山 遺 跡 (SKOB)

1)1陸  擢呈 (挿 図 1,図 102)

本遺跡は、岡谷市 と諏訪市 との境、諏訪市豊田有賀にあ り、諏訪盆地の西縁を形成す る西山山系の中腹

下端に位置 している。隣接す る馬捨場遺跡 (昭和50年度調査)の高台か ら東につき出 した通称神送山 と呼 ば

れる標高 835mの 丘陵を中心 とした非常に起伏に富む地形の上に立地 している。丘陵の東側か ら北側にか

けては急激に傾斜 し、一段低い所に諏訪湖へ向かってテラス状の緩傾斜面が続 く。丘陵の北側か ら西側に

かけては凹地を隔てて通称有賀公園と呼ばれる高台があ り、そ こか ら東に張 り出す尾根には次章に記す金

鋳場遺跡がある。

調査は、神送山の頂部を通 るセンターライン100+90か ら101+70の間、幅20mに グリッドを、また、 こ

の丘陵の北東部、テラス状になった所には、センターラインと平行に 2m幅の トレンチを数本、更に南西

部有賀公園 との間の凹地に もグリッドをそれぞれ設定 して実施 した。遺跡付近における土層は、丘陵部は

礫混 じりの褐色土が地山に薄 く堆積 していた。 この丘陵の北東部 と南西部の低地での層序は、70cm～ lm

とその深 さは若干異なるが、上面か ら耕作土 (黒褐色土)、 褐色土、漸移層、地山 (ロ ーム)であ り、南西

部の土層中には神送山か らのものと思われる礫の混入が 目立 ったgま た、西山山系か らの伏流水がこの低

い地で湧 き出るため、西際は多分に湿気を帯びていた。有賀公園は地表の風化がすすみ、東側が急傾斜で

あるため、土砂の流出があ り、その頂部か ら裾にかけて一面 ロームを露出させていた。

2)遺  物 (挿図2)

調 査 の結 果、遺構は確認

されず、丘陵 よリー段低い

ゴヒ東部のグリッドか ら20点

余の遺物を得たにとどまる。

少ない出土遺物の中では縄

文時代後期の土器片が多 く

(1～ 4)、 他に灰釉不 (5)、

須恵器不 (6)、 近世の陶器

と思われるもの (7)等 も出

土 した。外縁をつぶ した痕

跡がみ られ何かに転用 しよ

うと試みた 内 耳 鍋 の破片

(8)も ある。
挿図 1  神送山遺跡近景

泣退Ⅲ
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4

挿図2 神送山遺跡出土遺物 (1:2)

3) ま とめ

本遺跡は、起伏の激 しい地形、不安定な水の確保などか ら、定置性の遺構を考えるよりむ しろ、諏訪湖

を一望す る絶佳の地形、「神送 山」 とい う地名などか ら、何 らかの信仰的な性格を帯びた遺構の検出を期

待 したのであるが、最近の、畠 の石を積んだものが存在 したにす ぎなかった。この地は西接す る馬捨場遺跡

と併せて考える必要があ り、わずかに散布する各期の遺物か らして、 と
・
もに通過地 としての性格や生産活

動の場が考えられる。なお、神送山の南西部の高台には古字で「お天丼」 とい う地名が残 ってお り、中世

にもこの地がある程度の重要性を もっていたことが うかがわれる6 (高桑 俊雄 )
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2.金 (鐘)鋳 場 遺 跡 (SKIB)

1)位  置  (図 1, 4,図版 1)

本遺跡は、諏訪市豊田区有賀字金鋳場

“

41番地 他一帯に所在する。諏訪湖の西岸に連 なる守屋山系の東
｀

側山麓は、諏訪盆地に突 き出す尾根 とその間に挟 まれた狭い傾斜地が続 く、かな り起伏に富んだ地形を呈

している。有賀峠への谷筋の北側尾根が諏訪盆地に接する地点に千鹿頭社が存在 し、 この残丘状地形が、

本遺跡の南を限っている。北限は有賀公園の独立丘状か ら東に張 り出す尾根であ り、 この間の山麓テラス

状台地の東傾斜面が遺跡地である。 この中央辺に常時は枯れた東流す る沢筋が存在 し、遺跡は これを最凹

地 とす る東に口を開 く日だま り地形を呈 している。現状は谷筋 と傾斜面の普通畑で、標高805～ 835mを測

る。眼下には諏訪湖 と諏訪盆地の穀倉地帯、東方には霧 ケ峰、八 ケ岳か ら富士見高原一帯の山脈を眺望す

る景観の地である。また北西上方には豊かな引水があ り、現在 この水を禾U用 して一部耕作が行なわれてい

る高所水田がある。

附近の遺跡 としては、南限の小丘陵の南に、千鹿頭社、十二 ノ后、女帝垣外、清水の各遺跡が続 き、北

側には、本遺跡、金揚、神送山の三遺跡、更に岡谷市馬捨場遺跡か ら新井南遺跡が続いて存在 してお り、

遺跡の密集する山麓である。また本遺跡の呼称 ともなった地字は、寺の鐘を鋳た ところか らつけ られた と

ぃわれる伝承の地である。かっての分布調査では、縄文中期土器片、弥生後期土器片、土師器片、須恵器

片等を採集 してお り、各期の遺構の存在が予測 され、問題視 されていた遺跡である。

調査は、 この地がサー ビスエ リアになるため、道路公団の要請か ら2年次にわたって実施 された。49年

は、早急なパイロット道路部分の確保 とい うことか ら、103+00を AAと し、105+80ま でを結ぶセ ンター

ライン東側用地内にグリットを設定 して行ない、50年度は、セ ンターライン西側の調査に当 った。

(山 田 瑞穂 )

2)遺 構 と遺物

ア 古墳時代後期土器の手法と器種分類

金鋳場遺跡の第一次・第二次調査によって、多量に検出された土器の主体は、古墳時代後期 に属す るも

のであった。南に隣接す る十二 ノ后遺跡の調査においても、同様式に属する土器群が一部検出 されたため

ここで一括 して取 扱 う。両者 を併せるとこの様式における大部分の器種 と器形を備えていた。

器種分類の主眼は、個 々の土器の分折を通 してその構成形態を求めると同時に、背後にある土器製作集

団や、広 く社会構造 も含めた包括的かつ系統的研究に資す ることである。ここで取 り扱 う古墳時代後期の

土師器は、弥生式土器製作の延長線上に基本を置 くものであるが、新 しく焼成技法の分野に、炭素吸着法
(1)

による内面黒色手法を加えた黒色土器の成立が認め られる。また、器形の新たな編成が須恵器 の影響によ
(2)                                              (3)

って起 っている。黒色土器は、土師器一般の器種構成の中に包括 されることと出土量が少ないため、 ここ

ではあえて別項での分類をさけた。なお本報告では、金鋳場遺跡 の土器を中心に土師器の大別 を試みた。
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それに関 しては、土器の大別 (56頁)を参照 されたい。

器種分類の方法は、第一次的に土器の完成を 目的 とす る成形技法、焼成1手法、調整手法、胎土の差異、

および使用 目的による■次的な加工、穿孔
吉

に基づ くものである。また、土器の用途や使用 目的は原則 と

して、形態のもつ機能性か ら推定 した。本遺跡で看取 される土師器は、供膳形態 と貯蔵形態、お よび煮沸

形態の三つの構成形態に集約される。供膳形態の うち不類は、器形を系統的に分類す るための基準 として、

径高指数 (器高/口径X100)(挿図 6)を用いた。
(5)

(i)手法の分類

土器は一般に、粘土紐を巻き
キ

げて三つの手
警

を基本 として成形 される。ただ一部の小形容器は「手づ

くね」手法で成形 され、その一端が本遺跡でもみ られる。成形後、器体を調整す るために、「 よこ撫で」、

「ヘ ラ削 り」、「ヘ ラ磨 き」、「刷 目」等が施 される。 よこ撫ではあらゆる器種の口縁部にお よぶが、供膳・
(7)

貯蔵容器は、ヘ ラ削 りとヘ フ磨 きを組合せた手法が主体である。煮沸容器は、ハケロを器体 の内面に施す

ことを二般 とす る。その外面は、ハケロ、 ごくまれにヘ ラ削 り等によって調整 される。各手法の有無 と範

囲、施 し方の検討を通 して、個々の土器を一つの系統でとらえる手がか りとしたい。

供膳形態は、手■
の組み合せヤ|よ る分

管
を行 った。成形後、ヘ ラ削 りをまった く施 さないため、底部か

ら口縁下部に木の葉文や指圧痕等の成形痕をそのまま残す a手法、ヘ ラ削 りを底部外面に施 して成形痕を

除去する b手法、 口縁部の下半か ら底部をヘ ラ削 りす る c手法、底部 と口縁部の外面全体をヘ ラ削 りす る

d手法がある。不類のヘ ラ削 り調整は丁寧に行われているため、成形時の痕跡を とどめる例 はほ とんどみ

られない。次に、ヘ ラ磨 きをまった く施 さないものを 0手法、 口縁部の外面をヘ ラ磨 きす る 1手法、 口縁

部の内面をヘ ラ磨 きす る 2手法、 口縁部の内外面ょ 底部内面をヘ ラ磨 きす る 3手法、 口縁部・底部の内外

全面をヘ ラ磨 きする 4手法に区別できる。こうして両者を組合せ ると、 a。 ・a10a2° a3° a4ヽ 同様に b・

cOdの 20手法に区別 される (表 2)。 さらに、ヘ ラ磨 きは、線上に細長 く施 される長 さ 6γ 9cm、 幅 0。 1

0。2cmの ものと、小刻みに短 く、やや幅の広い面をつ くる長 さ 3～ 6 cm、 幅 0.3～ 0。5cm前後の 2種がみ られ

る。前者をヘ ラ磨 きの (A)、 後者をヘ ラ磨 きの (B)と 称する。 この 2手法は、器種による区別を必ず し

も限定できないが、 (A)手法の主体は不類で、 (B)手法は鉢、高不、壷類を中心にみ られ る。ただ し、

(B)手 法は不類にもおよぶが、 (A)手法は後者の器種の うち極 く一部の例外を除いて認め られない手法

である。不類にみ られる (A)は、 口縁部の内外面にはぼ平行 して外面では右回 り、内面では左回 りに 4～

6回を 目安 として行われている。内底部では同心円状に施 されることが多い。 (B)は 、不定方向 とほぼ一

定 した方 向の 2様があ り、鉢や小形壷の口縁部内外面 と、大形壷の胴部内面は主 として横方 向である。黒

色土器は概 して (B)手法によってお り、器表に光沢がみ られる。 これ らのヘ ラ磨 きは、装飾的効果をか

ねるが器表の平滑化 と級密化をね らいとした調整手法である。実測図では繁雑になることを防 ぐため、そ

の施 し方が判読できる程度に簡略化 した。壷の うち大形のものは、ヘ ラ磨 きを省略 したので代表例を細部

写真 (図版  -367)で補足 した。

(ii)土器の分類 (挿図 3・ 4・ 6,表 3)

供膳形態 不・鉢・小形壷・高不の 4器種である。高不は、一般の供膳容器 と区別 される面を もつが伴

出関係か ら一括 した。前三者の主要な調整手法は、ヘ ラ削 りb・ ヘ ラ磨 き 3、 すなわち b3手法である。不

は口縁部の稜の有無によって、無稜・有稜 に区別 される。無稜の不は A～ Eの 5種で、 a。
O a2° bi・ b2° b3・

b4手法がみられ、内黒手法が一般的に認められる。有稜のネは、須恵器との関係が指摘できるものがある。

稜部の位置と器形によってF～ Lの 7種に区別される。調整は、a00a2° a3° a4° bO° b10b2° b3° C2°
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主不 Aェ itt B I ナ不 C               l'不  D

26

i不 AⅡ

屹
バ

霞 埒 冒 冒 М 鶉
が

10

320

250 1Tu L

小形壺 CI

挿図 3 金鋳場遺跡出土古墳時代後期土器の分類 (そ の 1)(1:6)
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土不 Fェ
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壺 AⅡ
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挿図 4 金鋳場遺跡出土古墳時代後期土器の分類 (その2)(1:6)
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表 2

金鋳場 。十二后遺跡出土古墳時代後期土器供膳形態の手法・器種構成分類一覧 (点線左が金鋳場,右が十二ノ后)

器種, 手法 合 計 % 器 種 構 成

無

稜

杯

4

18

18.2

81。 8 100

有

稜

杯

3.6

94.2

1。 2

1.2

100

0

鉢
10

5

66.7

33。 4

33.3

66。 6

/Jヽ

形

壷

20。 0

80.0 66。 6

33.3

合計 127 100 100 127 32

% 9。 0 24.4 22。 0 520 60.0 20.5 90 100 100

手

　

法

18

1

8

112

6

1

6。 0

89.0

4.0

1.0

93.8

6.2

C3・ dl手法である。漆黒色の塗彩 (漆黒彩)、 1(細 部写真の図版 25-353)が 一部に認められる。不類はb3手法
(9)

が支配的である。鉢は A～ Dの 4種で、al・ a2° bO° b3° b4° CO・ C2° C3手法である。小形壷は有稜 の不

と同様、須恵器の影響を受けた器形があ り、 A～ Cの 3種である。 a4° bl° b3° C4手法である。有稜 の不

と同様器体 の内外面に漆黒彩がみ られるものがある。高不は器形 と成形方法か らA～ Cの 3種に区別 され

る。供膳形態の胎土は、粘質性が高 く良質である。白色 と赤褐色の微砂粘 (鉱物質)、 および若干の金雲母

が含まれる。焼成はいずれ も良好である。

貯蔵形態 壷類 A・ Bの 2種がある。調整は必ずヘ ラ磨 き (B)手法によっている。胎土は、石英粒 (2

～ 5 mm)を 混和 材 として添加 されている。粘質は良好で微石粒・金雲母を含む。焼成は良好である。漆黒
(101

彩が一部にみ られる。大形壷の成形は原貝Jと して木の葉底手法によっているため、底部の調整が不徹底で

ある場合、その圧痕が観察 される。

煮沸形態 甕 と甑である。副次的には鉢や壷類が使用 されている。大形甕 と小形甕は共に A～ Eの 5種

で ある。甕はほとんどすべ て木 の葉底手法 によって成 形されるため、 底部には木の葉の圧痕が認 め られ

る (図版・25左下)。 大形甕の胎土は、石英粒が多 く混和 されてい る。また砂粒や金雲母を多 く含み粗質で、

焼成不良のものがみ られる。甑は把手を左右対称につけた大形のA種と、把手をつけない小形のB種が |あ

る。胎土・焼成は壷類 と似 る。各器種の分類の大要を以下表形式に し1て 説明す る。
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表 3 金鋳場遺跡出土古墳時代後期,土器の器種分類一覧

器 種 殖重 男J 図 No。 口獅 器高帥 径高指数 手 法・調 整 胎土・製作等 説 明

Ｉ

　

　

Ⅱ

Ａ

15.0

11.8
～ 9。 8

(8.5)

6.2
-5。 0

③き磨

ｂ３

ラヘ
良質、淡明褐色

若干の雲母、微

砂粒

強 く内湾する口縁部が大きな弧をえがい

て、日端まで連続する半球形状の深い器

形である。底部は丸底である。

Ｉ

　

　

Ⅱ

Ｂ

16.5
-15。 3

13.0
-11.0

7.6
-6.6

6.2
～4.7

ヘラ磨き③

b4

内面黒色手法

Aと 同じ良質

丸底に近い小さな平底から漸進的に口縁

部へ移行して、下部は強 く内湾するが上

部でたちあが り気味になる。

C
14。 0
-12.1

5。 2
～4.3

ヘラ磨きlBl

bl

AOB種に対

し調整がやや

粗雑

砂粒を含み良質

偏球形状を呈するやや浅い器体で、日縁

部は内湾する弧をえがきつつ底部へ連続

している。底部は丸底に近い平底である。

Ｉ

　

　

Ⅱ

Ｄ

14.5
-13.8

12.2
-10.6

4.6
-3.6

4.2
-3.4

32

ヘラ磨きlA)

b2

Cと 同じ良質

丸底の底部から内湾しつつ口縁部が開く

浅い器形である。

E 15。 0 (6.9) (46)

内外面ヘラ磨

きlBl

b3

良好、

金雲母、微砂粒

口端が外反して大きく弧をえがくもの■

丸底の底部への移行は漸進的である。

有

稜

Ｉ

　

　

Ⅱ

Ｆ

16.2
～ 15.5

13.0
～11.0

7.5
-7.4

6.2
-5。 4

内外面ヘラ磨

きlA3

b4

淡橙褐色。良質

で雲母を含まず

漆黒彩

内傾 して立ち上がる口縁部が稜を境に、

下部は大きく弧をつくって平底に近い丸

底へ移行する深ぃ器形である。

G

17.8

13.4
～11.3

(6。 1)

4。 3
～2.7

(34)

{濫

ヘラ磨きlAl

b3

良質、淡褐色、

微赤粒、金雲母

漆黒彩

口縁部の中位からやや下位を折 り返して

明瞭な稜をつくるもので、その上部は内

湾しつつ立ち上がる。.下部はゆるく弧を

えがいて丸底の底部に連続している。杯

類の主体をなすものである。

Ｉ

　

　

Ⅱ

Ｈ

12.2
～11.8

10。 3
-10。 1

3.3
～3.1

3.4
～3.1

ヘラ磨きlAl

b3
良質、微赤粒

内傾する短い立ち上がりを有するもので、

丈の低い器体の上位に稜がみられる。底

部は平底でわずかに上げ底風につくられ

る。

13.5
-11.5

4。 5
～3.7

34
ヘラ磨きlBl

b3
微赤粒。漆黒彩

外方へ大きく開いた口縁部が稜を境に内

湾して、丸底の底部へ漸進的に移行する

器形である。

11.8 ヘラ磨きlAl

b3

良質、微白砂粒

やや小形のもので、平底の底部から強く

内湾する日縁部が、稜を境に短かく外傾

している。資料にとばしい。

Ｉ

　

　

Ⅱ

Ｋ

415

419

13.6
-13.4

9。 6

(6.6)

4.6

(48)

48

ヘラ磨きlAl

も3
良質、微赤粒

直立する口縁部と強く内湾する体部とか

らなる小形のものである。
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′器種 種 別 図No. 口獅 | 器高帥 径高指数 手 法・調 整 胎土・製作等 説 明

有
　
稜
　
岬

Ｉ

　
　
　
Ⅱ

Ｌ

14.8
～14.0

13.6
-12。 6

5.3
～4.4

(4。 2)

～ (3。 7)

内面のみヘラ

磨き(B)

b2

内面黒色手法

良質、B種 と同

じ

内湾しつつ大きく開いた口縁部下位の内

外面に、小さな稜をつくって丸底の底部

へ移行している。この器形は黒色土器に

ほぼ限定される。

鉢

A

Ⅱ

429 19.2

14。 7
-10。 0

10。 8

(10。 9)

～ (7.5)

口縁部上半はよこ撫で

下半と内面はヘラ磨き

(B)下半は横斜ヘラ磨き

C3

内外面ヘラ磨き(B)|

b4

良質、明褐色

砂粒、金雲母

Iは二次加熱

やや広い平底風の底部から内湾する口縁

部へ移って、上部が外反する深い器形で

ある。

B 17.2 13.4
内外面ヘラ磨きlB)

b4

内面黒色手法

石英粒混合

二次加熱

端部が短く外反する半球形状の深い器形

である。平底の底部から大きく内湾する

弧をえがいて口縁部へ移行 している。

C 23.8
-22。 0

(12。 8)
～ (7.5)

口縁 よこ撫で体部全体

ヘラ削 り内面ヘラ磨 き

(B)

C2

微砂粒、金雲母

砂質性

偏球形状の体部に外傾する日縁部がつく

もので、鍋形状を呈する。底部は平底風

の丸底である。

Ｉ

　

　

Ⅱ

Ｄ

21.2
-20.8

15。 4
-12。 0

7.0
～6.2

8.2
-5。 6

内外面ヘラ磨き(B)

b3

a4 °b2

内面黒色手法

良質、細砂粒

微赤粒

大きな弧をえがいて内湾する口縁部が口

端まで連続する浅い器形である。

形

壺

A 220
10.0
-8.3

8。 2
-7.0

内外面ヘラ磨き(B)

b4

淡明褐色、金雲

母、微白砂、漆

黒彩

偏球形状を呈する体部と、短く立ち上る

口頚部とからなる丈の低い器形である。

須恵器、短頚壷の模倣と考えられる。

B 433 12.0 10.0

頚・体部内面よこ撫で

外面ヘラ磨き(B)

bl

並質、微細粒
外反する日縁部と小さい球形状の体部と

からなる。

12.6
-11。5

9.3

10.2
-7.2

9。 0

内外面ヘラ磨きlB)

C4

くもの巣状にハケロ調

整 してあるが不明瞭

良質、砂粒

二次加熱

外傾する短い頚部と内湾する深い体部と

からなるもので、丸底に近い平底を有す

る。

一呂

杯

A 298
17。 1

-16.5 (17.5)

不部内外面ヘラ磨きlB)

脚部内面上部刺突痕

下半ヘラ削り、柱状部
ヘラ磨き

内面黒色手法

良質、淡明褐色

砂粒

内湾して弧をえがく不部を、長い柱状部

の裾が大きく開いた脚部に接合する器形

である。成形は3段手法住lL不 と脚の接合

は不の底部につくられた「へそ」状凸部

を脚内に挿入して接合する。

B 16.7
～14.3 (16。 0)

不部内外面ヘラ磨 き

lB)

内面黒色手法

砂粒、粘質性が

やや劣る

不部の内外面に稜をつくって大きく拡が

る器体を、下部で折 り曲げて裾を開く脚

部に接合するもので成形は3段手法であ

る。資料少し
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権 種 別 図No. 口鰤 器高m 手 法 胎土・製作等 説 明

高
　
　
岬

C 271 11。 3 9.0

脚部ヘラ削り、不部

内底部と脚部外面ヘ

ラ磨きlA)

脚部内面「クモノ巣

状」ハケロ調整

黒色手法

や 砂ゝ質

微赤粒

丈の低い小形の高不である。不部は中央

に稜をつくるごく浅いものである。脚部

は太く短かいもので、不部と連続 してつ

くられている。

壺

A

Ⅱ

29.1
-20.3

19。 2
-14.2

31.8
～(27.2)

19.2

内外面丁寧なベラ磨

きlB)

外面一口端から頚部

へ粗く斜めに

肩部は横、胴

部は下から上

へ 4回に分け

縦に

内面一口縁部緻密に

横、胴部は横

縦に幅広く下

部から底部は

まわすように

乱磨

粘質性は良好

明褐色、石英粒

二次加熱

縦にや 長ゝい不整球状を呈する大形の体

部に、外反する口縁部をつけたものであ

る。底部は体部に比し、小形であるため

周縁に凸部をつくって安定させている。

凹部には成形時の木の葉圧痕がのこる例

も稀にみられる。体部は 4回 にわけて成

形され、日縁部と併せて 5段成形をなし

ている。

B 15。 6 (16.0)

体部上半はヘラ磨き

lB)体部下半はヘラ

削り調整。口縁内面

はハケロ

Aと 同様

砂粒多 く含む

強い屈曲を示す口縁部から、肩部が大き

く張 り出す体部へ移行している。底部は

やはり平底である。

甕

A

421
21.5
-18。 5

23.0
-19.1

43.3
～39。 1

37。 5

-33.2

器体調整は指頭によ

る撫でつけ痕が一般

的

外面一指頭痕が除去

されないもの

とハケロ調整

の 2種法

内面―右回リハケロ

調整が主とな

り、指頭痕は

ほ 除ゞ去

下部から内底部は「

クモノ巣状」ハケロ

調整

粗雑、砂粒と金

雲母、石英粒

胴張りを有する筒状の細長い体部に、外

反する日縁部をつけたものである。底部

は平底で、一般に周縁に幅 l cm前後の低

い凸部を加えて安定させている。凹面に

は、殆どすべて木の葉圧痕、凸面は草茎

や種子圧痕が観察される。大形の甕の成

形は体部全体を一気に作 り上げたのでは

なく、下部から3～ 4段に分けて自重に

耐えるべく積重ねる。口縁部とあわせて

4～ 5段成形。 (口 縁と底部の軸がずれ

て不整形なものあり)粘土紐を巻き上げ

た痕跡 (紐 目)の 目立つものが多い。

B 375 22.3 40.6 Aと ほ ゞ同 じ
石英粒添加なし

焼成は良好

外反して口端を丸くおさめる日縁部に、

筒状の体部を接合している。底部は平底

でやはり木の葉圧痕がみられる。

C 374 20。 0 29。 8

体部外面にハケロ調

整。成形は粗雑、日

縁部にゆがみ、粘土

紐巻上げ痕が目立つ。

砂質性が強 く、

粗雑、石英粒

やや小形のもので外傾する短い口縁部と

テーパー状に開く体部とからなり、平底

の小さい底部をもつ。
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器種 種 別 図No. 口 径 帥 器高帥 手 法 胎土・製作等 説 明

甕 D 18.6 33.7

粗雑、粘土紐の痕跡

目立つ

体部外面上部、日縁内

面上部と下部にハケ

目調整、胴部中央の

内外面にヘラ磨きlB)

小石粒、粘質性

A、 B、 Cに比

して異質

強く外反する口縁部と、胴上位に最大径

をもつゆがみの著しい体部とからなる。

丈がやや短かく器壁が厚いものである。

底部は小さく丸底風の平底。器形、調整

胎土からみてA・ B・ Cと は異質。

形

甕

A

222

17。 0
-15.0

14。 5

-11.0

22。 8
-20。 7

13。 4

外面は肩部、日縁部

胴上部調整、底部に

ハケロ

体部下半は指頭によ

る撫でつけ、内面は

ハケロ

良好、石英粒若

干粗雑、小石粒

胴部中央に最大径をもつ丈の短かい体部

と、わずかに外反する日縁とからなるも

のである。底部は木葉底手法で、周縁に

幅約1.5cmの 凸部をつくっている。

AⅡ 底部は丸底風の平底。

B

223

113

19。 8

-18。 4

15.3
-13。 4

(19。 2)

(19。 4)
～(17.4)

内面はハケロ調整、

底部はくもの巣状。

113は器壁厚く短い筒

状の体部、丸底風の

平底。撫で調整

粗雑、砂粒

体部外面をヘラ削りするものである。わ

ずかに外反する短い口縁部と不整形な体

部とからなる。底部は上げ底のものと平

底風のものがあり、木葉圧痕をのこす。

C 390 14.5 (20.4)

体面外部、丁寧なハ

ケロ調整、内面は強

く押し引きその下半

はヘラ削り (図版

、 390)

良質、雲母を含

まない。

わずかに肥厚して外傾する日縁部の口端

を、小さくつまみ上げるものである。なで

肩で胴の中央に最大径をもつ体部が薄く

つくられている。器形、手法、焼成、胎土か

らみて、在地の土器群とは区別される。

D 303 13.6 (17.0)

体部外面の下半と内

面はハケロ調整。

接合部は内外面とも

指頭によるなでつけ

良好、微赤粒

大きく内湾して弧をえがく偏球形状の体

部を、脚台部に接合するものである。日

縁部は強く外反して日端をまるめる短い

ものである。

甑

A 13 24.1 (24。 0)

把手より下半と内面

の下部はヘラ削り、

それ以外はヘラ磨き

(b)

良好、粘質性

石英粒

大形の深鉢形を呈する器体の上位に、左

右対象の把手を貼 り付けたものである。

日端でわずかに外反するが、下方へ向っ

て次第にすばまり、底部はつくられない。

B
16.5
-12.5

9.3
-8.2

口縁部内外ヘラ磨き

lB)(5)

口縁部外面ヘラ削り

(6)

良質

石英粒単混合

把手をつけないものである。鉢Aに よく

似た形状を示す。底部は単孔のものと多

子Lにつくられたものがあり、 5は直径0。

5cm程 の孔を13箇所に穿っている。

手づくね土器

榊 種 別 図No。 口僣鉾m 器高輛
. 手 法・調 整 胎土・製作等 説 明

Ｉ

　
　
　
Ⅱ

Ａ

６７

　

　

４

12。 2

8.4

5.1

3.7

底部外面はヘラ削り

口縁下部は指圧痕目

立つ b。 手法

粘質く小石粒
偏球形状を呈する小形のものである。日

縁部は強く内湾して口端で立ちあがる。
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器種 種 別 図No。 口獅 器高Cm 手 法・調 整 胎土・製作等 説 明

杯

B 426 8.4 4。 7

口縁上部外面をのぞ

き全面に丁寧なヘラ

磨きlB)

b3

内面黒色手法

良質

微砂粒

小さい平底の底部から口縁部が内湾して

口端で外反する。焼成は内面黒色手法で

ある。

C 266 11.3

稜の下部内外面は荒

くヘラ磨きlA)

た 指ゞ圧痕のこる

Aと 同様、粗質
口縁部中位に程をつくって、外反気味に

立ち上がるもので、不整形な丸底風の底

部をもつ。口縁部は大きくゆがんでいる。

鉢

I

A

Ⅱ

13.4

10.5

10.8

6.5

I・ Ⅱとも粘土紐巻

き上げ痕目立つ、Ⅱ

は体部外面ヘラ削り

粗質、小石粒

二次加熱

内湾してわずかに開く口縁部と小さい平

底風の底部とからなる。口端は不整形で

指圧によって波 うっている。

甕 A 324 8.5 9.6
体部形成粗雑、下部

にヘラ削り

粗質、石英粒

雲母

短く外反する口縁部と、袋状の小さい体

部とからなるもので、丸底風につくり出

された小さい底部をもつ。

金鋳場遺跡手法構成

0手法 1.6%

ヘ
ラ
削

り

ヘ
ラ
磨
き

十二ノ后遺跡手法構成

ヘ
ラ
削

り

ヘ
ラ
磨
き

挿図5 金鋳場・十二ノ后遺跡出土古墳時代後期土器の器種・手法分類構成一覧

十二ノ后遺跡器種構成金鋳場遺跡器種構成

有稜の不 67% 有稜の不
59.4%
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挿図6 金鋳場遺跡出土古墳時代後期土器の不各種径高指数相関

(i五)ま とめ

金鋳場遺跡 の土 師器 は、以上 の器種分

類 と手法の分析 の結果、手づ くね成形の一

部器種 と甕を除 くすべての器種に、原則 と

してヘ ラ削 りとヘ ラ磨 きが施 されていた。

供膳形態は90%以上が、ヘ ラ削 りとヘ ラ磨

きを組合せた手法で調整 されていた (挿 図

5右 )。 ことにヘ ラ磨 きは98%の 土器に施 さ

れた手法である。ヘラ削 りは、底部外面を

削る b手法が圧倒的多数を占め89%の 高さ

にのぼる。ヘラ磨 きは、 口縁部の内外面 と

底部の内面を磨 く3手法が半数の52%を 占

め、次 に2手法24。 4%、 4手法 20。 5%の順

である。貯蔵形態は必ずヘラ磨 きが施 され

ることが特徴である。副次的には煮沸用具

として一部のものが使用 されたが、しか し、

煮沸を本来の目的 とした甕類 とは峻別 され

る調整手法であった。煮沸容器 の うち甑 は、

壷 とほ とんど変 らない良好な胎土で、調整

手法 も内面はヘ ラ磨 きが丁寧に施 されてい

た。大形甕の調整手法は、ハ ケロを主体 と

し、その施 し方 は器壁を薄 くす ることと同

時に、器表の平滑化を狙いとした ものであ

った。特徴的なことは大形、1小形の甕すべ

てにおいて、関東地方で一
:般

にみ られる外

面をヘ ラ削 りす る手法が徹底 して回避 され

ていた ことである。 このような地方色は上

述 してきた とお′りで重ねて指摘 しないが、

土器の形態・成形技法・各種の手法を通 し

て随所にわたって看取 される。要するに各

器種にみ られる調整手法の差異は、土器の

用途から規定 された結果であった。

一般に供膳形態に属するものは、胎土が

良質で精選度の高いものであった。微白砂、

微赤粒等を混和材 とみなせるか否かは問題

を残す が、不類を中心に認め られた。また

当地方で看取 される大形の貯蔵・煮沸容器
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は必ず石英粒を混和材 としているといって も過言ではない。混和材は成形後、直接加熱 しない ものに も添

加 されていたことか らすれば、成形 と焼成の過程に於ける対処の仕方であったことは明 らかである。

次に視点を変えて、供膳形態の器種構成 のあ り方を促えてみ よう。まず前様式か らの系譜 を もつ無稜 の

不 が17。 3%、 須恵器の器形を受容 した有稜の不類は約 7割、67%を 占めている。鉢類は12%、 小形壷 4%

となる。 (挿図 5左 )。 また、有稜 の不は、不類全体で占める割合が実 に 8割、 79。 4%である。従 って、当

遺跡の供膳形態の主体が須恵器の影響下で成立 した有稜の不 であったことになる。 こうした器種構成 の傾

向は、十二 ノ后'遺跡において も挿図 5左下の如 く、おおむね同 じ傾向が認められる。ただ十二 ノ后 との関

連で注 目されることは、b3手法の減少 (53。 1%)と ヘ ラ磨 きを施さないa手法がやや増加 (15。 6%)す る こ とで

ある。すなわち金鋳場遺跡 と十二 ノ后遺跡 とでは、全体 として器種 自体の差異は顕在化 していないが、土

器の調整手法において、すでに省略化傾向の進行が看取されるのである。

なお、 この器種分類では整理期間の関係でほかの地域の遺物 との比較にまで及んでいない。 しか し小形

甕 C種は、東海地方 の土師器 との関連性が指摘 されるものである。 ここで特に注 目されることは、関東地

方の相模メ|1東・ 西岸地域 との関連がみ られることである。金鋳場・十二 ノ后遺跡の不 の一部が東岸 の当麻

遺
留 ?も

のと共通性がみ られる。すなわちヽ不 G種 I群は稜部が強 く折 り返えされた器形で、径高指数 31、

不 Iは 同指数が33と ほぼ一致 (挿図 6)してお り、調整手法 も変 らない。また漆黒彩が施されていることで

ある。加えて、大形甕でハケロ調整 される手法が多 く認め られるのは、西岸域の草山遺跡である。 この種
(131

のものは、やは り外 1面 にヘ ラ削 りが施されていないのである。 (坂野 和 信 )

註 1 田中琢「畿内」『日本の考古学Ⅵ』 1967

2 小笠原好彦「丹塗土師器と黒色土師器 (1)(2L『考古孝研究』70・ 71 1971

3 横山浩一「手工業生産の発展」『世界考古学大系 3 日本Ⅲ』 1959

4 供膳・貯蔵・煮沸容器の口縁部・体部・底部を焼成後穿孔、打ち欠きによって機能を変質させたもの。例えば、壷類

の底部を打ち欠いて古墳に飾られた仮器等である。

5 西弘海『飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅱ―V考察-2遺物』奈良国立文化財研究所学報μ 1978

6 註 (1)に よる。当遺跡では「木の葉手法」、「左手手法」によるものが圧倒的多数を占めている。

7 横山浩一「刷目工具に関する基礎的実験」九州大学文学部研究論集 1978 この論文によって「刷目は一枚の板であ

る」ことが証明された。

8 吉田恵二・西弘海・小笠原好彦「平城宮発掘調査報告Ⅳ一Ⅵ遺物 3」 奈良国立文化財研究所学報26 1976

9 ここで漆黒彩と称しているものは不類のヘラ磨き調整後、内面から口縁部外面に漆黒色を呈する塗彩が施されたもの

である。資料の化学分析を行なっていないため、素材が何であったか判明していない。

10 佐原真「土器」『原色陶器大辞典』 1972 「混和材の多くは素地作成工程で粘土の粘性を弱める働きをもつが、さら

に乾燥・焼成によるひび害Jれ を防ぎ、また耐火度を増すなどの目的を果たしている」とされる。こうした目的から、

「大形土器」や「火にかける飾らぬ土器」に用いられたものと解されている。

11 笹沢浩「信濃における鬼高式土器の開始」『信濃』20-3 1968

12 上田薫「第Ⅶ章第 2地点発見遺構と遺物」『当麻遺跡 0上依知遺跡』神奈川県埋蔵文化財調査報告12 1977

13 山本暉久「第V章発見遺構と遺物」『草山遺跡』神奈り|1県埋蔵文化財調査報告11 1976
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イ 縄 文時代 の 出土遺物 (図譴 035)

該期遺構の確認はなかったが、沢筋への流れ込み土中や耕作土中に若干量の遺物出土をみた。土器は、

すべて破片であ り、器形の判明するものはない。図34-1～ 30は、縄文を もつ もので、前期前半に比定 さ

れる一群である。遺跡の南限である残丘状の尾根を越 した南隣 りは千鹿頭社遺跡であ り、それに続いて十

二 ノ后遺跡 が存在 している。 この千鹿頭社遺跡 2、 3、 4、 6、 7、 8号住居址 と同時期 であ り、それ と

の関連 としてみ られる一群の土器片である。図35-31は浮線縄文の顕著なもの、32は いわゆるボタン状突

起を もった下島式土器の特長を示す ものであ り、 33、 34と 共に前期後半か ら最末期に位置づ くものである。

35～ 39は 中期初頭の梨久保式土器の範疇に入るもので、平行線文にその特長がみ られる。40～ 51は中期後

葉 曽利式土器の一群である。52～ 56は後期土器であ り、やは り千鹿頭社遺跡 に関連が求め られる。

石器は、刃部磨痕が認め られる打製石斧や石鏃・石錐・ 石匙、スクレイパーの出土 もみたが量は少ない。

(山 田 瑞 穂 )

ウ 弥生 時代 の遺構 と遺物

ア)14号住居址 (図 6、 36,図版 3)

遺構  本址 は、調査区の南部に確認 された弥生後期のものである。中央部か ら東側半分は、15号住 に よ

って切 られているため西半部の確認のみに終わ ったやや胴張 りの隅丸方形プランと推察 され る住居址であ

る。壁高は西壁が高 く、 35clnを 測 るが、東への傾斜地のため順次、その高 さを減 じている。床面は 口∵ム

土を固めた堅緻な面で良好である。柱穴は西側 2箇 所に検出されたPl(20× 22、 -37cm)と P2(23× 21、 -42

cm)が あ り、その中間に 2個の石で囲まれた埋 甕炉が存在す る。胴部下半を欠損す る口径 18 cm、 高 さ12。 5

cmの ものを逆位に埋めてあ り、付近には焼土の堆積がみ られた。

遺物  図36に掲 げた もので、量的には多 くない。いずれ も波状文、簾状文、斜走短線文が施 される弥生

後期のものである。 1は底部欠損のもので、床面上に横倒 しで、つぶれた状態で出土 している。口径 18 crrl

で口唇部に刻みを入れ、頚部には波状文間に簾状文が施 されている。 2は埋甕炉に使われた もので、 日唇

に刻みを入れ、その直下に斜走短線文が施されてお り、頚部は波状文で飾 られている。 (小 松原義人 )

イ)30号住居址 (図 6、 36,図版11,12)

遺構 本址 も調査区南部にあた り、14号住 より西35mに検出された弥生後期の もので、東側半分を 39号

住 により切 られている。確認できた西壁などか ら、ほぼ南北 5mの 隅丸方形 と考えられる。残存す る西壁

で15～ 20cmの壁高を測るが、東壁は不明である。床面は東へ緩るく傾斜 しているが、ほぼ平 坦で、 ローム

面が比較的 よく固められている。柱穴は、主柱穴であろ う両壁沿 いの 2本のみで、共にこの期に多い長楕

円形の平面を呈す る。 このPl(35× 17、 -36cm)・ P2(35× 19、 -33cm)の 中間、径 60 cm、 深 さ50 clnの ピット内

に更にコの字に 3個 の石で囲まれた埋甕炉がある。正位に埋め られた口縁、底部を欠 くこの炉の外側の ピ

ット内には焼土や炭化物混入の黒色土が充満 してい た。この埋甕炉 と西壁の間には浅い小さなピット以外何

も検出できなかった。

遺物 図36-16～ 23に示す少量の土器のみで、14号住同様16を 除 き波状文、簾状文のある弥生後期に属

する土器である。16は埋甕炉で、 口縁部 と底部を欠き無文である。灰白色を呈 し、わずかにケゾリや ミガ

キの痕跡がみえる。甕が大半を占め、壷・ 高不類はない。
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工 古墳時代 の遺構 と遺物

ア)1号 古墳 (挿図 7、 表 4、 図 7、 8、 44～ 46、 65,図版16,19～ 22)

経過  本古墳はいままで全 く存在が知 られていなか ったが、昭和50年度の発掘調査の一環 として発見 さ

れた ものである。すでに大部分は破壊 されてお り、墳丘、石室の大部分は残存せず、横穴式石室の基底部

と墳丘を とりま く列石、周濠の確認ができたにす ぎなか った。また、石室内、列石の間、周濠内、古墳周

辺か ら遺物の収集ができたが、ほとんど破壊 されていたので、その出土状態については、特 に層位的に問

題があ り、埋葬当時の状況を復元す ることはほ とんど不可能であった。前述 した ように、最初か ら古墳 と

意識 して調査 した ものでな く、墳丘北側の周濠、列石の発見が調査の発端であったため、他の住居 l■Lの調

査 と同 じように平面発掘で行なわれた。古墳の外表部の列石、周濠、横穴式石室の残存部の順で調査 され、

墳丘外表部か ら灰釉水鳥鉦蓋付平瓶の大部分、玄室内か らその頭部が出土 し、他にも外表部～列石間か ら

土師器、須恵器、灰釉陶器片の出土があった。玄室内の出土状況は図 8-2の 通 りであるが混在 している。

石室内の埋土 は黒色土で、この地層は、「古墳周濠 上面および古墳時代遺構検出面をおお う黒色土」であ

る。 このような地層か ら考えるとかな り石室内の混乱は推測でき、各遺物の相関関係はとらえに くい。後

述す るように、築造年代 と追葬、墳丘出土の土器 との関係、玄室内出土の灰釉水鳥鉦蓋付平瓶の年代 との

関係な ど問題は残る。

調査は墳丘がほ とんど残存 していなかったこともあって、墳丘をとりまく列石が中心になった。玄門か

ら一周す る内側の列石、羨門か らとりまく外側の列石の 2列がめ ぐっていた。なお、墳丘西側は発掘用地

外で調査できず、また、墳丘北側に23号住 があ り、墳丘構築時にその%が破壊 されている。

遺物の出土状況 とその年代 遺物の出土状況は大 きく3つに分け られる。玄室内、羨道内、墳丘 外表部

(列石または周濠内)各 々出土の一群であるが、いずれ も混在 し、埋葬当時の状況を保 っていない。 そのた

め確実に古墳に伴 うものか どうかは疑間である。玄室内の場合 も埋葬当時そのままとは思えない。発掘調

査時の観察によれば、玄室内は耕作土直下の歴史時代遺

物包含層である黒色土でおおわれていたとい う。前述 し

た ように破壊 されていること、内部主体が横穴式石室 と

い う性格上、玄室内の遺物の出土状態は混在す るのもい

た しかたないが、かな り攪乱 された と見る方が無難であ

ろ う。玄室内出土の遺物である程度時期が明 らかにされ

るのは土器の類で、時期的に 2つ に分けられる。土師器

不 と同甕の類 (図46-201ヽ 202。 2030204)と 、灰釉水鳥鉦

蓋 (図44・ 45)で、前者 の201～203の 土師器が 7世紀後

半、後者は 9世紀前半の時期があて られている。前者は

横穴式石室の追葬とされる例とは少し異なる状況である)正

確な出土状況の把握がなされないのが残念であるが、 こ

こで一番問題 となるのは、灰釉水鳥鉦蓋の出土である。

表4 金鋳場 1号古墳遺物出土箇所一覧

出土箇所 出 物遣土 図 番 号

玄 室

土師器不 (CIOb3)
″ 鉢

ク 小形甕 (AI)
ク 壻((COA2■ )

灰釉水鳥紐蓋 0尾部

鉄鏃

人骨 (頚骨・頭骨片・歯)

骨片・骨粉

くるみ・木炭片・鉄片

,コ46--201

//   202

//   203

//   204

,C44--200

,465-- 23

//    24

//    25

羨 道
土師器不 (GⅡ・ b3)

灰釉短頚壷

,046--206

//   207

周 濠

灰釉長頚壷

土師器不 (GⅡ・ b3)

須恵器不 (A2Ⅱ )

ク 長頚瓶

″ 横瓶

,446-205

,C46--208

//   209

//   210

//   211
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玄室内が前述の通 りであるために、 この出土の意味す るものは不明である。調査者の小林正春氏 は、「本

資料の主体部が古墳 とは若干離れて出土 したこともあって、古墳 との関係は即断できない。 しか し古墳周

濤内か ら本資料 とほぼ同時期 と考えられる灰釉長頸瓶 なども出土 してお り、付近に本資料 と直接結びつ く

遺構のないことなど考えれば、古墳への供膳供養の器であったことも十分考えられる」 とされ、古墳 との

関係を示唆 された。 この是非は ともあれ、玄室内出土は興味深い事実である。
(1)

古墳の周濠か ら出た遺物は、灰釉長頸壷 は09、 須恵器長頸瓶 は10)ヽ 須恵器横瓶 唸11)、 須恵器高台付不

(200、 土師器不 (208)で ある。いずれ も7世紀後半の時期が与え られている。玄室内出土の土器に比べ る

とやや新 らしい傾向にあるが、玄室内出土の一群の土器 と非常に近い関係にある。

羨道内出土の土器は灰釉短頸壷 唸0つ 土師器坪 は00であ る。灰釉短頸壷は10世紀後半の時期 とされ直

接古墳 と結びつけ られるのか疑間のあるところである。

土器以外の遺物で、刀子 (図65-22)以外は玄室内出土遺物 であ る。大部分は玄室内中央か ら混在 して

出土 したが、特徴のある出土状態ではな く、また時代を決定す るものではない。 なお刀子の 2個 (図65-

24・ 25)は平根有茎定角形で造は両端丸みを もつが平造 りで、他の 1個 (23)は尖根形の茎の残欠である。

以上、出土遺物を時期的に区分 して見 ると、①玄室内出土遺物 ②周濠内 (墳丘外側列石内)③ 灰釉水

鳥紐蓋 ④羨道内出土遺物 とい うように 4回に分け られる。年代的には 7世紀後半か ら9世紀前半、10世

紀後半 とい うように長期にわたっている。このような土器のあ り方か ら、古墳の築造は 7世紀後半 ころで、

その後まもな く墳丘上において何 らかの儀式が行なわれ、 この段階で古墳 との直接の関係はな くな り、 7

世紀代において古墳に埋葬す ることはな くなった ものと思われる。 このことは、内部主体の項で もふれる

ように、石室内に改築の跡などが見 られないところか らもうかがえる。玄室内出土の灰釉水鳥紐蓋がいつ

混入 した ものか、時期を決定す るものはない。水鳥鉦蓋 と水鳥尾部の一部が玄室内か ら出土 したのみで、

む しろ本体の平瓶は羨道部を中心に墳丘南側か ら検出された とい う。同様な水鳥鉦蓋の出土 した諏訪市十

二 ノ后遺跡 (本報告書記載)も 同様にあま りはっきりした出土状態ではないが、祭祀址 と思われる 3号 フン

ドか ら水鳥鉦蓋部のみが出土 した。両資料 ともに出土状態には問題の残 るところである。出土層位は既述

したように古墳周辺の歴史時代遺物包含層 とされた黒色土層である。玄室内に落ち込んだ石の下には、黒

土層の下に、褐色土層が見 られたことが観察 されているが、 この事実がこの問題を解 くもの と思われる。

羨道部で発見 された一群の遺物の時代―-10世紀後半 までには古墳は破壊 されてお り、水鳥鉦蓋部は黒土

層中であ り破壊 された時点に玄室内に混入 した ものと思われる。 しか しなが ら、本体はむ しろ羨道付近の

列石にあったことか らその出土は全 く古墳 との関係を断ちきれないままである。10世紀後半 よりも以前の

段階で、古墳を利用 した集石等の祭杞的性格を持 った遺構の存在 も考えられる。今後類例を待ちたいと思

う。

墳丘の構築 墳丘は南北約10.5m、 東西推定約12m、 周濠は約40cm～ 50cmの幅 と思われる。墳丘高は破

壊 されているので不明であるが、それほど高 くなかったであろ う。周濠は浅いところで30cm、 深い ところ

で50cmほ どで、特に北側は深い傾向にある。墳丘にはた くさんの礫石が残存 していた。この礫はある一定

の レベルと方向を持 っているものと思われるので、この礫群の石の配列を手がか りに墳丘の構築を考えた

い。

第 1段階 として横穴式石室の堀方を掘 る。これはあま り深 くな く、側壁の 4段 目あた りが入る位 までで、

堀方は石室構築ができる範囲で長軸 8。 4m、 奥壁で2.8m、 中央部で3.5m、 羨道部で2.4mほ どの石室の形

態にあわせて掘 りこんだ ものと思われる。石室は墳丘の列石に用いた ものと同様な割石を横積みに して構
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0       1       ?m

挿図7 金鋳場 1号古墳墳形・石室の復元 (1:100)

築する。

墳丘には内側をめ ぐる列石 と、外側をめ ぐる列石の 2列があ り、大 きな石で70cm大 、小 さなもので20cm

大の礫を用いている。現状は図 7の通 りであるが、 レベル、石の配列でみてい くと、挿図 5の ような関連

性を うかがえるものがある。内側の列石は横穴式石室を とりま くように、石室前面か ら西側、東側へ と方

形に配列 される。この配列は玄門部を年′きにめ ぐり、墳丘の構築の過程で組み こまれていったものであろ

う。比較的保存状態のよい西側では、何列にもわたっている。石室の控え積みの意味を持つ ものかどうか

は、不明であるが、西側 の列石 と石室側壁の現存部分の最高部 とレベルは、ほぼ同様である。列石の状況

を見ると、墳丘盛土の上に、列石が据え付け られたものと観察 された。 どの程度の規模で配列 された もの

かは今回の調査では確認できなかった。内側の列石は、石室の構築が終 り、墳丘に盛土を し石室の形態に

あわせてめ ぐらせた ものと思われる。

外側の列石は、羨 門部か らほぼ墳丘を一周す るようにめ ぐらした もので、羨道部か らず っと続 き、墳丘

外表面に裾石状に配置 されている。内側の列石が方形状にめ ぐったのに比べて外側は円形である。特に東

側は密であって、内側 と対応 して、 レベルも羨道部 と同様である。石室床面 よリレベルが上部であるとこ

ろを見 ると石室前面の墳丘外部を飾 るための列石 と考えることも可能であろ う。前述 した ように羨道外列

石 (外側の列石)と 同 じような列石が石室背後までめ ぐっている。石室背後は現状では列石が散在的である。
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墳丘の盛土については、すでに破壊 されて確認できる状態ではないが、石室構築が終 リー部盛土を行い

なが ら、内側の列石をめ ぐらせ、外側の列石は墳丘裾石の性格を持たせなが ら、墳丘を一周 させた ものと

考えられる。盛土は外倶J列 石のぎりぎりの範囲までに行なわれた と推定 される。

墳丘北側で見 られた周濠状遺構は、通常古墳の周濠 とされた ものと異なる。一番深いところは墳丘北側

で、幅50cm、 深 さ50cmと かな りはっき りと調査時に確認 された とい う。反面、墳丘東 西側 (倶j壁倶1)は あ

ま りはっき り断面形に現われていない。周濠が部分的なものか どうかは不明であるが、調査時の観察 に よ

れば 、 図版 16の ようなかな り幅の広い高低差のない周濠 とされたが、列石 と墳丘基盤 との レベル差を検討

すると、む しろ復元 したような周濠 と考えた方が、古墳 と接続す る23号住 との切 り合い関係 も合理的な状

況 となる。周濠については今後類例を集めて改めて考えたい。

墳丘をめ ぐる列石については、最近、墳丘全体にわたる調査例が多 くな り資料が増加 している。た とえ

ば、京 都府亀岡市小金岐古墳群の調査などがある。このなかの小金岐第71号古墳例 と本古墳を比較 してみ
(2)

ると、列石のめ ぐり方は、玄門部か らめ ぐる内側の列石 と、羨道部か らの外側の列石 と2列 になることは

共通す る。列石の性格については、小金岐71号古墳例は、「列石の下部が石室最下段の石 より上部か ら始 ま

ることにより、石室前面の墳丘外部を飾 るための列石 と考えることができる。」とされたが本古墳例は、石

室 と列石の レベルについては資料が不足す るが、玄門部 と羨門部の列石の レベル差が、約40cm～ 50cm、 石

室最下段 と列石下部の レベル差は、20cm前 後列石の方が低い。列石の状況を見て も内側の列石は、横穴式

石室の控え積みに関係するものとは思えない。外側の列石については前述 したように裾石的性格を持 って

いたか も知れない。いずれに しろ京都小金岐71号墳例で見た ように、「石室前面の墳丘外部を飾 るための性

格」 と共通するものと考えられる。

この列石一―特に外側の列石の間か ら土師器、須恵器、灰釉陶器片の出土があった。出土状態は特別 な

ものでな く、出土地点 も数箇所に散 っている。破壊 された墳丘であるので速断できないが、墳丘外表部か

ら出土す る供膳形態の土器のあ り方 と共通 している。 このことか ら見て も外倶Jの列石の上には、墳丘盛土

がなかった ものと考えられる。外側の列石がほぼ墳丘を一周す るのと比較 して、内側の列石は保存状態の

よい西側でみると、何列にもわたっていた可能性がある。墳丘前面か ら側壁部にかけて葺石的な意味 も含

んでいたか も知れない。

金鋳場古墳の立地を検討 してみると、北側に守屋山系が続 き、南側は諏訪湖に向って傾斜 しているテラ

ス状の地である。かな り起伏に富んだ地形で、尾根状に残 ったような状態の地である。東西 ともにやがて

傾斜面に達する。古墳は南側に開 口している。視角的にも、墳丘列石の状況 と、合 致 して くることがわか

る。同様な外護列石は、茅野市り|1久保古墳、茅野市王経塚古墳に類例があるとい うが、報告書には図がな
(3) (4)

いので詳細は不明である。時期的には、あま り変わ りない。参考 となる資料である。

石 室 全 長  7m40cm
玄   室   長   51r140cm

羨 道 部 長  2m
奥 壁 部 幅  ―

玄室中央部幅  l m88cm
玄 F]部 幅  l mttcm
う難「1 部 幅  l m44cm
石  室  高   一

羨 道 部 高  一

内部主体 内部主体は両袖式 と思われる横穴式石室で、細部の計測は左の

通 りである。古墳の大部分は破壊 され石室の細部については不明の部分が多

い。ここでは発掘 された状況 と、破壊 されたがゆえに判明 した石室の構築方

法についてふれたい。

奥壁はすでに抜かれているが、床面に残 った痕跡か ら80cm～90cm大 の方形

の 2枚 の板石であったと思われる。堀方が残 り、奥壁の割栗石状 のものが残

っている。側壁は現存 している部分で最高は 4段、他は 1～ 2段 とい う状態

である。横割 りされた石を横積み しているが、控え積みはあま りなされてい
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ない。羨道部 も同様な状態である。玄門部に間仕切石があ り、玄室部にはほぼ全面に、奥壁下端か ら間仕

切石前 まで20cm～ 30cm大 の平 らな自然石の敷石がある。間仕切石は敷石 と比べると大 きく、玄門 より内側

にある。間仕切石 と敷石の レベル差は約20cmで あった。玄門は東側については、はっき りしているが、西

倶jは不明の部分が多い。 しか し、羨道部の状態や堀方の状況か ら西側に も玄門が存在 していたことは充分

に うかがえるところである。また発掘時の所見や、写真か らも60cm大 ほどの割石の存在が認め られる。墳

丘 の項で前述 したように玄門部か ら内側の列石に連 らな り、玄門 と列石の上端部の レベルの差 もほ とんど

ないところを見 ると墳丘 と石室の構築が関連性を持 ってなされているものと考えられる。

羨道部は玄室に比べ るとやや高 くな り、敷石の存在がない。閉塞石は玄門部 と羨門部 との 2箇 所にあっ

た。いずれ も20cm大 の、敷石に用いられた石 と同様のものである。現存す るところで約30cm～ 40cmほ どの

高 さまで積んである。玄門部 と羨道部の閉塞状態を比較す ると羨道部の方がやや低 く、石 も小 さい傾 向が

ある。確実に天丼石 と思われるものはなかぅたが、玄室内奥壁 よりに l m50cm大 の板石 と、 lm大 の 2枚

の板石が落ち込んでいた。側壁基部の石が lm以内である点か ら天丼石 と考えることも可能であろ う。石

室床面の層序 (図 8)は 、発掘調査時の所見によれば、敷石直下か ら第 1層一―軟弱でざらざらした黒褐色

土層が石室全面に広が り、石室を構成す る土層 となっている。第 2層 は粘質の強い貼床状 の堅い黒色土 と

ロームを交互に築 き固めた層で、玄室内に敷かれたものである。石室構築のために、堀方を掘 った際、安

定 した基盤を造 るために造成 された土層であろ う。第 3層は褐色土層―一 ローム漸移層である。玄室中央

か ら羨道部にかけて、第 4層 、 ローム層―一 地山を平坦にす るために盛土 された ものであろ う。以上 のよ

うな層位 の観察か ら石室の構築を推定す ると、まず堀方を掘 る。 ローム層上面に合わせて、第 3層 を盛 り

上げ平担面を造 る。続いて玄室にあたる範囲を第 2層 とした築 き固めた層を造 り石室を構築す る。側壁下

部には確実に第 2層が入 っていることが観察 されている。奥壁 のあった と思われるところに第 1層 の黒褐

色土層が深 く、敷石面 まで堆積 していたが、奥壁が抜 きとられた状況では倶j壁 との構築関係は不明 といわ

ざるを得ない。 しか し、間仕切石の部分での第 1層の入 り方を見 ると、い くぶん掘 り下げて間仕切石を据

え付けているのが観察 される。玄室内に見 られる敷石は第 1層 の上に据えられ、間仕切石の直前で とまっ

ている。北側一― 奥壁側では奥壁の存在を想定 した下端か ら敷石が続いている。 このことか ら、奥壁を据

え付けた後、第 1層一一 黒褐色土を敷 きつめ平坦に し奥壁下端部に合わせて敷石をひいたもの と考えられ、

本古墳の平面形 の構成はかな り計画的になされていた ことが想定 される。

玄門部は内倶jの列石に、羨 門部は外側の列石にそれぞれつながるものと思われる。特に内側 の列石は、

石室開 口部一― 南倶1か ら東西にかけて巡 り北側 には まわ って いない。また、羨道部の側壁は比較的低い

ものと思われ羨門蔀か ら巡 る外側の列石 と合わせて推定す ると、石室構築の面か らも墳丘外部を飾 る意味

を強 くもたせた ものと考えたい。

玄室部 と羨道部 との関係は、玄門部 と羨 門部の両方に閉塞石状 の石があ り、羨道部か らも土師器不、灰

釉短頸壷等の出上があった。 時期的には新 しく、直接古墳 とは関係なさそ うであるが、横穴式石室内に 9

世紀代、10世紀代の遺物が出土す る例は長野県内では しば しば経験す るところであ り、このあ り方につい

ては資料の増加をまって検討 したい問題である。 (小林 秀夫 )

小林正春「長野県諏訪市金鋳場遺跡出土の灰釉水鳥鉦蓋付平瓶」『信濃』 28-4 1978

堤圭三郎他『京都府埋蔵文化財発掘調査概報 7-昭和51年度国道 9号バイパス関係遺跡調査概要』京都府教委 1977

石野博信「宝塚市長尾山古墳群」『兵庫県埋蔵文化財調査集報 1』 兵庫県社会文化協会 1971

註 1

2

-30-



宮坂光昭『川久保古墳』茅野市教委 1975

斎藤忠・宮坂光昭・宮坂虎次『王経塚』茅野市教委 1975

イ)1号 住居址 (図 9-1,37-1～ 3,65-1,図 版 1,18)

遺構 調査 区南部でも最 も東寄 りの低位傾斜面上に位置 して検出された。 ttl■Lは東半を 2号住 および、

溝状遺構 1に切 られているため、西半部の確認に終わ った方形 プランと思われる住居址である。カマ ドは

焼土か ら北壁に存 した ものと考えられる。 ローム面を掘 り込んで構築 されているが、耕作土が浅いため、

鍬先が床面にまで及び 2号住寄 りの床面は破壊が進んでいる。西壁高20cmで、東す るにつれ順次壁高を減

じている。周溝が西壁直下にめ ぐらされ、 この周濤寄 りの床面は平坦で堅級である。カマ ドはすでに破壊

され、僅かに焼土が残 ってその痕跡を北壁に認めた。北西隅にはかためた状態で石が存在 した。主柱穴の

確認はな く、北西部に小 さな ピット1が存 したのみである。

遺物 本 l■Lか らの遺物の出土は少な く、土師器甕 (1)と 不 (2)の他に図65-1の 鉄鏃が出土 したのみで

ある。不は丸底の口径 8 cm、 高 さ 4 cmの 内面黒色土器である。            (福 島 邦男 )

ウ)2号 住居址 (図 9-1,37-405,図 版 1)

遺構 耕作 に よる破壊 と、更に、清状遺構 1に切 られるとあって、西倶j壁沿いと柱穴が確認 されたのみ

で全体 プランは把握 し得なかった。西壁か ら想定 して、5。 7m程 の方形 プラン規模になるか と思われる。床

面は西壁沿いに堅い面が残 っているが、東部はすでに破壊 されている。主柱穴はPl(39×41,-20cO,P208

×35,-40cm),P3(44× 45,-34cm),P4(31× 28,-23cm)の 4箇所 に検出され、北側のP10P3内 には詰め石に

使用 したか と思われる石が入 り込んでいた。

遺物 本址か ら出土 した遺物 も少な く、土師器片があるのみである。 4は 口縁内側に細い隆帯が施 され

るもので注意をひ く。 5は甕底部である。                     (福 島 邦男 )

工)3号 住居址 (図 10-1,37-6・ 7,図版 1)

遺構 調査 区の最南部 に位置する本 l■Lは、東半分を 4号住 に切断されて検出された。西側壁沿いが原形

を保つが、他は耕作による破損が著 しく全貌は不明である。南北 5。35mを測 る隅丸長方形 プランを呈する

ものと想定でき、石組粘土カマ ドを北壁に有する。主柱穴は、北倶12箇所 にP108× 40,-54cm),P2(38× 42,

-40cm)が ある。カマ ドもすでにこわされていて、僅かに残 る石 と焼土か らその痕跡が知れる状態であった。

遺物 本址 からの出土遺物 も少な く、土師器小片が 出土 したのみである。 6は 口縁が外反 した丸底不で

あ り、 7は甕 口縁部である。 (堀  知哉 )

オ)4号 住居址 (図10-1,37-8,65-16,図 版 1)

遺構  3号住を切 って、その東側に検出された本 l■Lは、 3号住同様に耕作による攪乱が進んでお り、全

貌が明確に把握できなかった ものである。南北で 5。2mを測 る隅丸方形 プランを呈す るものと思われ、主

柱穴はPl(40× 38,-45cm),P2(44× 40,-15cm),P3(17× 20,-17cm),P4(17× 18,-15cm)の 4本検出されたが、

P2はややずれている。西側のPlをのぞ く東側のP2～ P4は浅いが、これは貼床部が耕作により削平 されたた

めであろ う。西壁残高15cmを数えるのみで、他の壁は不明であ り、この壁沿いに堅い床面がみ られたのみ

である。カマ ドの位置を知 る痕跡はない。
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遺物 本IILも 出土遺物が極めて少な く、土師器小片が 少量出土 したのみである。図に示せ るのは、 8の

i甕底部片のみである。また図65-16の 刀子 の出土がある。              (堀   知哉 )

力)5号 住居址 (図11-1,37-9～ 12,図版 2)

遺構 本址 は、 6～ 10号の各住居址 との切 り合い関係を もつ もので、 これ ら一群の密集 した住居址は、

調査区内農道南に接 してあり、一部農道下へ入るものもある。す ぐ北には、かつての自然流があった沢状地

形があ り、 102号 住 も1同様、 この沢に沿 った地点に営 まれた ものと考えられる。 5～ 10号住は、いずれ

も耕作による削平で、壁 と僅かな床面を残すだけ といった状態で確認 された。発掘時の所見か ら構築順序

は、 7→ 6-→ 5→ 9-→ 8→10の 順になろ う。

さて本 5号住は、6・ 7号住 の上に貼床を行なって構築 された後、9010号住 に切 られている。全貌 は

不明であるが、南北4。9mを測 る隅丸方形 プランのものであったろ う。床面は堅いタタキ状を呈 しているが、

貼床部は薄 く、 6号住 との レベル差は約10cmで ある。 6号住上の貼床部は、荒れているため、検出された

Pl162× 64,-45cm)、 P2(55× 50,-26cm),P3(48× 50,-38cm),P4(18× 22,-45cm)の 4柱穴は、 506号 住のい

ずれに伴な うものか明 らかにでき得なかった。壁は比較的 もろ く、 コーナーは不定形な感 を受ける。

遺物 本址 も出土の遺物は少な く、床面直上 よ り土師器 (9～ 12)の出土をみただけである。

(福 島 邦男 )

キ)6号 住居址 (図 11-1,図 版 2)

遺構 本址 は、 5号住床面精査中に貼床を認め、掘 り下げて確認 されたものである。 7号住 の上に貼床

を施 して構築 してあるが、北か ら東側は 9010号住に切 られて、全貌は不明である。規模、形状は測 るす

べ もないが、南北 (西壁からして)3m程 の方形 プランではなかったか と想像 される。床面は礫 の散乱 と起

伏があって良好 とはいえない。先のPl～ P4の 4柱穴 も506号 住のいずれか判定 しがたい。西側壁は 5号

住床面 より10cmの差がある。遺物の出土はなかった。 (福 島 邦男 )

ク)7号 住居址 (図 11-1,図版 2)

遺構 本 l■Lは、北側を10号住 に切 られ 、 西壁は 506号 住 の貼床下に確認 されたが、西壁沿いの僅か一

部の検出のみで、プラン規模は不明である。西壁か ら判断 して胴脹 りの方形 プランではなか ったか と推察

す る程度である。西壁面は良好であ り、その直下に周濤が存在 している。これに沿 った僅かの床面は、タ

タキがなされて堅く平坦良好である。柱穴、カマ ド等の検出はない。本 l■Lは切 り合いをもつ」群 の中で最

も古い位置におかれる住居址である。遺物の出土はない (福 島 邦男 )

ケ)8号 住居址 (図11-1,37-13,図版 2)

遺構  9号住 の上に、貼床をな している一部分が確認 されたのみで、他の部分は農道下にひろがるため

拡張す ることができなかった。床面は ローム上面 より10cm下 で、 9号住の上に黒色土を25cmの 厚 さに埋め

タタキがなされている。壁はあま り良い状態 とはいえない。部分的な壁の形状か ら方形 プランを呈す ると

思われるが、規模等不明である。切 り合い関係を有す る一群の住居 t■Lの うち、本址のみが、その方向性を

異に している点注意をひ く。

遺物 土師器甕底部 1点 に3)が床面上か ら出土 したのみである。
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コ)9号 住居址 (図11-1,37-14,図 版 2)

遺構 本址 も農道に接 して確認 されたもので全貌 は不明である。 506号 住 の北部を切 って構築 され以

後東南部を10号住 に切 られ、更に北西部には 8号住 の貼床がのっかっている状態で検出された。規模等不

明であるが、方形 プランを呈す るものと思われる。床面は 5号住 より25cm、 6号住 よ り15cm低 位にあ り、

割合堅緻である。

遺物 土師器不 片 1点 (14)の 出土をみたのみである。 (福島 邦男)

サ)10号住居址 (図 11-1,37-15♭ 67-15,図 版 2)

遺構 本址以外 の 5住居址 全体 プランを想定す ると、総てが本址に切 られるとい う関係を有 し、一群の

切 り合い関係を持つ住居址の 中で、最 も新 しい時期に位置する住居 t■Lである。耕作による撹乱が進 んでい

て西側壁がかろ うじて残 っている状態である。西側壁 よ り想定す ると、一辺 4m程 の方形 プランを呈す る

か と思われる。床面 も壁直下に僅か堅いタヌキ面が確認 されたのみで、柱穴、カマ ド等不明である。

遺物 土師器高台付底部片 (15)と 紡錘形土錘 (図67-15)が床面上か ら出土 しただけである。

(福島 邦男)

シ)‖号住居址 (図 12-1,37-16～ 19,図版 2)

遺構 本址は10号住の東、農道に接 して確認 された もので、東部は12号住上に深い埋め土 と貝占床を施 し

て構築 してある。北壁中央に石組粘土 カマ ドを有す る、隅丸方形 プランの住居址である。壁高は西側で50

cmロ ーム土を掘 り込んであ り、東へ移行す るにつれてそれは減少 している。南側壁の中央辺は、 土IFA 6・

15を切 り、また12号住 と重複す る所には土城 7が掘 り込 まれている。床面は一部12号住に厚い貼床を行な

い、やや傾斜 しているが全体に堅級で良好である。西壁に沿 って幅10～ 15cm、 深 さ 5～ 10clnの周溝が南壁

までめ ぐらされている。柱穴はPl(23,-30cm),P2(28× 26,-34cln),P3(47× 42,-31cm),P4(35× 37,-33

Cm),P5(42× 43,-30cln),P6(46× 44,-15cm)の 6箇 所確認されているが主柱穴はPl～ P4の 4箇所であろう。

Plのみ袋状に底が広がる。カマ ドは北壁中央に接 してあ り1個の支脚石 と僅かな焼土を残すのみであるが、

その痕跡か らして、石組粘土 カマ ドであったろ う。カマ ド付近か ら中央辺にかけて礫 の散乱があったが、

住居 t■L廃絶に伴 うものか も知れない。

遺物 覆土 よ り土師器甕 (16)、 須恵器不 (17,10,土 師器甕底部で内面に櫛状工具 に よる調整痕 のある

もの (19)が出土 している。覆土、床面 とも少量の出土であった。           (福 沢 幸一 )

ス)12号住居址 (図12-102,38-20～ 42,39-43～ 56,図版2,18)

遺構 本址は11号住貼床下に西壁をもつ住居 l■Lで、東側は土手構築により破壊 されて全貌 はつかめ得な

かった。隅丸方形 プランを想定できる。西壁は中央部で1土拡 7に切 られ、そ して11号住南東部貼床下に存

在す る。壁高は西壁で140cmを 計る深いものであ り、 ローム土を垂直に掘 り込んでいる。地形 が傾斜 して

いるため東側ほ ど壁高が低 くなる。床面は ローム土をかためて、多少凹凸はあるが堅緻良好である。柱穴

ヤまPl(40× 24,-42cm), P2(43× 28,-30cln), P3(42× 38,-15cm), P4(40× 46,-20cm)P5(42×39,-19cm)の クま

か小 さく深 さが10m以下の 3イ固が検出されている。Plを のぞ くと南壁寄 りにかたまる傾向がある。おそ らく

主柱穴は 4個であろ う。 P10P2と 他 2個が外側へ傾斜す る掘 り方を している。北壁直下のカマ ド西側 か

ら西壁をまわって南壁 まで幅10～ 20cm、 深 さ 5～ 10cmの周溝がめ ぐっている。カマ ドは、1壁のほぼ中央に
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位置 して構築 された石組粘土 カマ ドで、焚 口両袖は平石が直立に置かれ、中には 5～ 10crnに及ぶ焼土の

堆積があった。

遺物 覆土、 カマ ド内・その周辺か ら多量に土師器の出土をみた。図田-20～ 42、 39-43～ 56紡る。器

形か ら大別 して図上復元可能なものは土師器不 9点、同甕 口縁部26点、高不脚部 2点 の計37点 に も及ぶ。

また器形や形態 もそれぞれ異なってお り変化に富んだ様相を示す。20は柱穴か らの出土で、外面ヘ ラ整形

の内面黒色研磨の丸底不 、21は内外面 ともに研磨 された精製品で肩部がやや張 り出 し、 日縁が内湾気味の

丸底不 でこの二者は他に比 し大型である。22は内面黒色研磨の丸底不 で、ヘラ記号 と思われ る線刻が底部

にある。29は カマ ド内の火床 より出土 した広 口の甕で口径 21cln、 胴部最大径29cmを計る焼成 良好な もので

ある。50は カマ ド外粘土塊上に伏せた状態で出土 したもので、底部はかな り不安定であ り、内面には櫛状

工具による調整痕がみ られる。

出土量の多いことと器形の変化に富む様相か ら注 目すべ き住居址 といえよう。 (福沢 幸一 )

セ)13号住居址 (図10-2,39-57～ 69,図版18)

遺構 本址は調査区の中央部、道路北側の傾斜面に独立 して確認 された。この辺か らやや急傾斜になり、

また耕作が遺構面に まで届いているため、西倶j壁面 とその直下に存在する僅かの床面が検 出されただけで

プラン規模等不明である。壁上面 は当然 削られて しまっているが20crnの 壁高を測 り、これに沿 って周溝が

存在 している。北側撹乱部に柱穴 Pl(48× 47,-38cFn)が 1箇 所あるのみで内部施設 も全 く不 明で あ る。ま

た本址南側は溝状遺構 67こ よって切 られている。

遺物 土師器 と須恵器の出土がある。土師器は不、甕、高不 であ り、須恵器は壷である。67は胴部上半

か ら底部 まで片寄 った もので底部は丸味を帯びて不安定である。 口径 10。 5crrl、 高 さ11。 5cmの 完形品で、茶

褐色を帯びて焼成はやや不良である。68は須恵器の丸底を有する短頚壷 もしくは長頚壷になるか と思われ

るもので、外面肩部 と内面底部辺に自然釉がかかっている。58は全体が茶褐色を呈 し、不部内面に黒色研

磨を施 した高不 脚部である。また、64、 65、 69の 底部には木葉痕がみ られる。 (福 島 邦男 )

ソ)15号住居址 (図 6-1,40-70～76,図版3)

遺構 本址は弥生後期の14号住の東部を切 って構築 してあるが、土手造成によって、東半分はすでに削

り取
´
られて全貌 は不明である。南北3。9mを測 る隅丸方形 プランであろ う。主柱穴 と思われ るPl(32× 34,

-12cm)1個 が確認 された他、内部施設の判明す るものは何 も得 られなかった。残存床面は ローム土を固め

た もので堅 く良好である。壁高は西側が最 も高 く35crrlを測 |る が、東へい くにつれそれを減 じている。

遺物 破片のみであるが土師器の甕 と高不脚部の出土がある。 (小松原義人 )

夕)16号住居址 (図 13-3,41二 88～116,図 版4,18)

遺構 本 t■Lは 13号住の北西に位置 している。黄色 ロームの地山はこの付近か ら急激に傾斜を増 している。

西側壁面は傾斜 しているローム面を掘 り込んで作 られているが、他 3壁面は、床面をも含めて黒色土中に

存在 している。北側壁中央にカマ ドを持つ長方形状の不定形なプランを呈する。側壁は傾斜を もって掘 り

込まれて約10cmを有 し、東側に周溝を もつ。床面はカマ ド付近が堅ぐ残存 していたが他はやや軟弱で、東

へ僅か傾斜 している。カマ ドは北壁中央にあ り、耕作による撹乱のため、礫の散乱 と55～ 95cIIlの範囲にわ

たって焼土の残存が認め られた程度である。柱穴 と思われるPl(29×28,-14cm)が北東 コーナ ーに石を
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有 して 1箇 所だけ検出されている。

遺物 土師器 と須恵器がある。88は、本 l■L唯一の須恵器不 で、張 った肩部か ら強 く内側へ折れ る口縁を

もつ。土師器は不 、甕、高不 がある。89～ 93は不 であ り、 うち90、 93には内面黒色研磨が施 されている。

甕はその殆んどが 口縁部 で全器形の判明す るものはない。 口縁の器形か らして変化に富んだ様相を もって

いることに注意 したい。114～116は高不脚部で脚底部は強 く外方にひろがる器形を とる。カマ ド内 とその

周辺に集中的に出土 している。 (福島 邦男)

チ)17号住居址 (図 13-102,40-77～ 87,67-12013)

遺構 本址 は調査区の北部地区に確認された もので、住居址上に後世の石垣があって発掘には苦労 した

しか し耕作による撹乱で、北壁 と床面上に残存す る焼土の確認ができた程度で全貌はつかめ得なかった。

北西 コーナーか ら推定 し、隅丸方形 プランのものであった と思われる。側壁は北側のみの検出で、約20m

を有す る。床面はやや凹凸はあるが1堅 くしまってたやす く判別 できるところが多い。床面上には 4箇 所に

焼土の堆積があるが火災に遭遇 した痕跡は認め られなかった。柱穴はPl C54× 45,-29cln)1箇 所 のみの確

認に終わっている。カマ ドは北壁中央辺に構築 された 石組粘土 カマ ドである。断面でみるよ うに、上下三

層に焼土の堆積があって二回の修築を物語 っている。二層の焼土は顕著に使用 された と思われ る赤色を呈

しその間に炭混 り茶褐色土の一層を もつ。 この炭混 り茶褐色土中につぶれた状態で甕 (86,87)の 出土があ

った。住居址全体か らは修築、改築、建て直 しを うかが う所見は得 られなかったが、カマ ドは明 らかに二

期に分け られる。

遺物 本址 出土遺物に土師器、と土錘がある。土師器は不 と甕で77、 78、 83の不 は内面黒色研磨が施 され

ている。また81な ど甕底部の内面には櫛状工具による調整痕がみ られる。86、 87は長胴の甕で、カマ ド内

出土である。土錘は図67-12013の 紡錘形のもので覆土中か らの出土である。 (堀  知哉 )

ツ)18号住居址 (図 14,47-212～218,48-228,図版 4,23)

遺構 調査区北半の南への傾斜面に検出された金鋳場 I期の堅穴住居 t■Lである。住居址 としての落ち込

みを確認 した時点では、覆土中に 2～ 3個 の石は見えた ものの、図14-1に見 るような集石は予想できな

かった。石は拳大か ら大 きいもので60cmに及び、床面密着はな く5 crn以 上浮いた状態で、住居址内南半に

集中的にみ られた。集石は意識的に配列、配置す るとか積んだ り組んだ りする様子は見 られず、無雑作に

寄せ集めた とい う表現の方が適切であった。 この集石の性格であるが、同内容のものが、20、 26、 27、 31、

34号各住居址にみ られる。本 l■Lは火災に遭遇 しているため覆土中に炭化物の混入がみ られ、掘 り下げのI察

消火の目的で投げ込 まれた石ではないとい う考えも出されたが、全貌を見るに至 って、廃屋墓的な性格を

もつ ものではないか と見 られるに至 った。床面か ら焼土 と共に骨粉並びに金環の出土があ り、考えるべ き

資料提示 となった。

次に本址は、石組粘土 カマ ドを北壁の中央 に持つ隅丸方形を呈 し、 ローム土を掘 り込んで構築 されてい

る。南傾す る土地ゆえ、北壁 58cm、 西壁中程で50cmと 側壁は高 く、南壁 32crrl、 東壁北寄 りで40clnと 低 くな

っている。壁直下には、幅10～ 15cmの 周溝が、カマ ド西か ら北東隅まで一周 してお り、焼土は この周溝上

とそれに沿 った床面上にみ られた。床面は平坦で、概 して堅緻であ り、 4主柱穴 (Pl～P4)を 持 つ。Pl(36

×32,-13cm)は 西側底面に石を持つ。P2(44× 34,-20cm)、 P3(28× 24,-16cm)、 P4(32× 32,-33甲 )の 他 に

補助柱穴 と思われ る径18cmほ どのP6ヽ P7があ り、カマ ド東には、貯蔵穴 と思われるP5(52× 36,29cm)力 あ`
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る。また床面上 には焼材 と焼板材の検出があった。カマ ドの石組みは、ほ ゞ原形を保 ってお り、完形の長

胴甕が、かけ られていた。焚 口は幅70cln、 高 さ30cmで 石組み もしっか りしている。壁外の煙道 も平石を立

てて使い、幅30cm長 さ40crrlが 遺存 していた。出土状況は、カマ ド前に金環 と土師器不、カマ ド東に土師器

不 、東壁沿いに土師器不 の出土をみた。また骨粉は、P4周辺に多 くみ られた。本 t■Lの 発掘調査は故人 とな

られた辰野伝衛氏の担当に よるものであることを付記 したい。 (山 田 瑞穂 )

遺物  出土量は少ない。土器は土師器が主体で、不、鉢、壷、甕類などがある。不類ではF Ⅱ Ob4(214),

CⅡ・b3(212)、 I・ b2(213)、 鉢はAⅡ・C2(215)、 壷はAI(218)、 甕はAⅡ (228)な どがある。金属製品としては、

環 (図65-13,図版29)が カマ ドの前から検出されたが遺存状態は悪い。 (坂野 和信 )

テ )19号住居址 (図 15-1,47-219～ 227,48-229～231,図版 5,23)

遺構 本址は調査区北半の西側用地境に近 く、北東側に21号住、西倶j38号住に隣接 し、東方向への傾斜

地に位置 している。褐色土の上面まで除土 し、プランが検出された本址の側壁は地表面 と同 じ東方向へ傾

斜す る。西壁 は垂直に近 く、壁面はロームで堅く良好であるが、東壁にあっては削 り取 られて立上 りは皆

無である。床面は ローム土そのものであるが遺存状態はかな らず しも良好 とはいえない。床面中央の一部

に軟弱 の箇所があ り、東側は壁 と同様に削られている。周溝は東側を除 く壁直下を囲周 している。主柱穴

Pl(37×38,-24cm)、 P2(37× 33,-1lcm),P3(36× 34,-8 cm)、 P4(38×40,-12cm)は、ほぼ等 間隔に配列 して

いるがPlを のぞ くとやや浅い。カマ ドは北壁中央に築かれた石組粘土 カマ ドで、破壊が進 んでいる。焚 口

の西側には平板石の袖石が残存 し、東側には粘土 と袖石が僅かに 1個残存 しているのみである。西側壁直

下の床面上にやや広い範囲で焼土の堆積が 2箇 所にあ り、火災に遭遇 したものと思われる。

遺物  カマ ドの東側床面か ら集中 して出土する。実測可能な土器は11個体である。供膳類は僅か 1個の

内黒の不 GⅡ・B3(219)の みで、他は壷 と甕である。ttAⅡ (229023の はほぼ完形である。。 Jヽ 形甕は 6個体

(221022202240226-AI,225-A2,223-BI)と 多い。またJヽ 形の壷A●20)と 壷AI(229)力 1`個ずつある。

出土遺物か らして本住居 t■Lの 時期は金鋳場 Ⅱ期である。               (福 沢 幸一 )

卜)20号住居ユ (図15-2,49-232～ 241,図版5,23)

遺構 調査区の中央部に位置 し、他の住居 l■Lと の複合関係がな く、ほぼ完全な状態で検 出された。地形

的には、西か ら東へゆるやかな傾斜地であるために、西壁 と東壁 とでは、壁高にかな りの差がある。西壁

での観察では、 ローム層上 褐 色土 からの切 り込みであった。住居 f」L内 は黒色土の堆積が認め られた。小形

な方形の住居 l■Lで北壁の中央にカマ ドが存在する。全形はほ とんど破壊 されて明らかでないが、板石状の

石を組み合わせ、その上を粘土で被った構造で、石はほ とんど抜 き取 られていた。規模は南北80crn、 東西

60cmほ どであろ う。主柱穴は 4本でPl(30×40,-38cm),P2(48× 55,-30cm),P3(27× 22,-39cm,64× 46,-19

Cm),P4(28× 25,-45cm,57× 56,-28cm)が対応す る。P6～ P7の 2本 は規模は柱穴 としても充分と思われるが

位置的にややずれ、P5は貯蔵穴 ともみ られる袋状の ビッ トである。壁は前述のように壁高に差があるが検

出の状態の差によるものである。残存状態のよい西壁で見 る限 り、垂直に近い状態である。周溝はカマ ド

西側か ら西壁、南壁にかけて他は深さ10cm、 幅15cmで検出された。床面は、東壁側で桑の抜根のため判然

としない部分があるが、他は堅 くよくしまっている。東壁中央に40cm大 の焼土があ り、周辺か ら土師器不

が出土 している。住居址中央部に約20cm～40cm大 の自然石が約40個ほど、一部は床面に接 して、大部分は

住居 l■L内 に堆積 した黒土の上、約10cmほ どのところにみ られた。土器の出土状況は、甕はカマ ド周辺に多
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く、不 は東壁近 くの焼土 と、西壁中央の床面か らの出土である。

遺物 遺物は土師器が中心である。不 は 2点で、GⅡ・b3(232)と BⅡ・b4(233)

小形甕AⅡ (235)、 手づ くね鉢 I・ a。 (234)、 同AⅡ・c。 (236)、 甕AI(231)が各 1点、

い う組み合わせである。時期的にば金鋳場 Ⅱ期に属す るものであろ う。

に分類 され る ものである。

壷AI(237～ 238)が 2′点と

(小林 秀夫 )

ナ)21号住居址 (図 16,50-242～261,図版 6,23)

遺構 調査区北半センター杭104+20の 西側、17・ 18号住の中間にあって、南方向へのi傾斜地に位 置 す

る。本址は褐色土か らローム層を外傾斜に掘 り込んでいる。壁面はロームで、壁高は地表面 と同 じ南方向

へ傾斜す るので、北西壁は深 く、南東へい くにつれ高 さを減 じ、東南のコーナーは壁の立上 りは低い。床

面はロームその ものを固めてあ り、カマ ドの前は特に堅 く、遺存状態は良好であった。周溝 はカマ ドを挟

み四囲の側壁直下に認め られる。柱穴 も等間隔にPl(45×47,-29ω ,P2(38× 37,-16cln)、 P3(37× 35,-24

Cm)、 P4(58× 67,-53cm)の 4本があ り、P2に は転落 した と思える礫があ り、P3は段 をつ けて穿たれている。

カマ ドは北壁の中央に設け られた石組粘土 カマ ドで、両袖石は平板石であ り天丼石はな く上部は崩れ:陥没

している。 火床は良 く焼け赤色を呈 してお り、煙道は認め られなかった。

遺物 総べて土師器である。実測可能な土器は21個体で、カマ ド周辺、特にカマ ドの西側 よ り、壷・ 甕

類の出土を見 る。壷AI(2570250、 壷 (261)、 甕 (239・ 2560260)、 甕Aは40)、 甕AI(2410255・ 0'25め 、甕 C(259)、

不 は内黒の高不 を含め11個体で、覆土 と床面 より出土す る。ttG Ⅱ・ B3(245)、 FⅡ ・ C3(251)、 内黒の高不

A(252)。 以上の不 のほかの不は、 総て漆黒彩である。 GⅡ・ B3(24202430240246・ 2470249)、 不 I・ B3(24

8)、 不 JO B3(250)力 あ`る。以上の出土遺物か ら本住居址の時期は金鋳場 I期である。  (福 沢 幸一 )

二)22号住居址 (図 lz 51-262～277,52-278～ 284,図版 6,7,23,24)

遺構 調査区の中央部に位置 し、検出された住居址の内では大規模なものである。検出面は耕作土下の

褐色土層である。他の住居址 との複合関係はない。住居 l■Lは ロー

^面
に切 りこむ状態であったが、東へ傾

斜する地形であ り、桑な どの後世の耕作により、住居 t■L西側の壁は、 lm余 りも存在す るのに比べて、東

側の壁は検出できなかった。住居址内の堆積土 は褐色土、または黒褐色土で自然堆積の状態であった。住

居 t■L全体の層位は、耕作による撹舌Lに よって確認できない。住居址のプランは壁、床面 ともに明確でない

がほぼ方形であろ う。カマ ドは北壁の中央部にあ り、20crrl～ 30cIIl大 の平板な石を組み合わせて、その上を

粘土で覆 った構造である。規模は、70cIIl× 90clnほ どでやや くずれているがほぼ完存に近い。内部に甕の破

片が出土 している。カマ ド前に十数lfmの 集石があ り、実測された断面図によると床面 よりやや上にあって、

据えつけ られた状況 とは異なる。柱穴はPl(105〈 65〉 ×53,-61cm)、 P2(73×75,-67cm)、 P3(120× 98,-43cm)、

P4(80× 105,-66cm)の 主柱穴が 4本でP3は袋状を呈 していた。カマ ド東にP8、 南壁 中央沿いにP7がある他

西壁隅、南壁隅に ピットがあるが浅い ものである。 幅10cm～1助m、 深さ10cmほ どの周溝は力■ ド西側か ら西

壁 更に南壁へ と巡 り、東側は確認できなかった。床面は多少の凹凸があるが堅い。東側の一部 は桑の抜根

で破壊 されていた。南壁下中央部に焼土が見 られた。

遺物の出土状態は、ほ とんど床面出土である。大部分はカマ ド周辺であるが、甕は、住居llL全面に散 っ

ている。刀子はカマ ド西側か ら出土 した。他に灰釉皿、不 の出土があったが、いずれ も堆 1積 土内であった。

本址の上面になん らかの遺構が存在 したものと思えるし、カマ ド前の集石 と関連す るか もしれ ない。

遺物 図示できるもので22点、いずれ も土師器である。供膳形態は、不 GⅡ・ b3(262～ 265)、 手づ くねCO
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b2(266)、 AI・ aO(267)、 鉢AI・ b3(270)・ AⅡ・ c。 (268)OAⅡ ・ b4(269)・ CI・ b3(276)、 高不 C(271)である。

壷AI(2740275)OAⅡ (2730274)、 B(272)、 小形甕AI(2800281)OAⅡ (2780279)OBI(282)、 甕AI(277)・ A(28

Э の出土があった。この うち262～26502690271は 黒色土器である。器形的なバ ラエティーも多 く、煮1沸

形態の中での小形
1甕の比重が高いのが注 目される。鉄製品は刀子 と鉄鏃がある。刀子 (図65-4)は茎尻の

一部を欠いているが、ほぼ完存に近い。全長 13。 5crrl、 刀長 8。5帥、先幅 l crn、 元幅1。 5cmに なるもの と思わ

れる。鉄鏃 (図65-18)は 尖根形式の茎の一部である。 出土遺物か ら本址 は金鋳場Ⅱ期 の住居址 である。

(小林 秀夫 )

ヌ)23号住居址 (図 18-1,52-285～ 289,65-15,図 版 7,24)

遺構 調査区の北西端に近い 1号古墳の北側に検出された。南側を古墳周溝によって切 られているが、

比較的形状 自体 は明瞭で、 ローム層を60cln掘 り凹めている。。東壁中央部にあるカマ ドは、袖石の一部 と

焼土が残存す るが、石組粘土であろ う。北壁側に対照的にPl(24× 25,-14cln)、 P2(24× 25,-23cm)の 主柱穴

がある。幅はせ まいが周溝は全周す るらしい。周壁はほぼ直立 した形態で保存 もよい。床面 も全面的によ

く固め られている。胴張 りの隅丸方形 プランを推定できる。 (山 田 瑞穂 )

遺物 住居址 が半壊 していたため、出土量は少ない。土師器は、壷AⅡ (288)、 甕A(2870289)力 あ` り、須

恵器では不 (285)が み られるのみである。金属製品 として刀子 (図65-15)の身部残片が あ るが、関は腐蝕 の

ため不明瞭である。金鋳場 I期に属す る住居 l■Lで あろう。 (坂野 和信 )

ネ)24号住居址 (図18-2,52-290～ 292,図版 8)

遺構 本址は調査区中央部に確認された。南壁側は、現在の清 によって東壁側 は溝状遺構 7に よってそ

れぞれ肖Jり 取 られるとい う状態で検 出されたため、全貌 は不明である。推定規模、東西 5。20m、 南北 5。80

m程の方形 プランと思われ、主柱穴 もPl(60× 64,-32cm)、 P2(76×45,-60cm)、 P3(40×40,-58cm)ま で確認

されているところか ら4穴あったであろ うが、南東隅は形跡もない。カマ ド横の貯蔵穴 と思われるP4、 (56

cm× 60cm)は 底面が二段になった ものである。カマ ドヤ測ヒ壁中央に構築 された、石 組粘土 カマ ドであるが、

これ も破壊が進 んで、その痕跡を認めるだけである。推定規模80cm× 100clnほ どである。側壁 は、西か ら東

へ傾斜す るため、西壁が50cmと 一番高 く、残存北壁は西か ら東へ と順次その高 さを減 じている。壁直下 に

は、カマ ド西か ら西壁に周溝が掘 られている。残存床面は、ほぼ平:坦であ り、概 して堅い面を もつ。また、

西壁中程に張 り出 し状に小 ピッ トがある_。 北西隅床面上に 3 cln程の厚 さで焼土が確認 されている。

(山 田 瑞穂 )

遺物  出土遺物は少な く、実測可能な 3点 の土器以外は小片のみである。土師器は不 のGⅡ ・ b3(290)と

甕の底部 (291)、 須恵器は黙の口縁部片は92)の みである。               (坂 野 和信 )

ノ)25号住居址 (図 19,53-293～306,図版 8,24)

遺構 本址は調査 区中央部の用地境西端にあ り、遺跡 内では地形的に高所に位置す る。耕作土は流れ、

10cmほ どで ローム層に達す るところがあるため、遺構の検出面は ローム層上面であった。住居址の一部 は

桑の抜根のため破壊 され確認できない部分があ り、特に東側の壁は確められなかった。地形上西か ら東へ

傾斜 しているため、西壁の残存状態はよく、壁が50clnに も達す る部分 もある。他の遺構 との切 り合い関係

は確め られなかった。カマ ドは北壁中央に位置す る。残存状態は良好で、40cm～ 50clnの 板 石を長方形の箱
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状に組み合わせた もので、壁に近い部分 と、焚 田部に各一枚の板石をのせ、煮沸容器をのせ る天丼部を形

成 し、中心部に一枚の石を支柱状に組み込んでいる。この板石の上を粘土で覆 った、いわゆ る石 組粘土固

めの力■ ドである。柱穴はPl(40× 51,-36cm)、 P2(40× 47,-35crn)、 P3(49× 50,-34cln)、 P4(54× 47,-40m)の

4本、それぞれ対になるもので、 口径、深 さともにほぼ同規模である。カマ ド東側に、北壁 に接 して60cm

大の方形のP5が検出されたが、埋没の状態には特に問題はな く、底面は床面 と同様 堅く叩きじめてあった。

周溝はカァ ド西側か ら西壁、南壁にかけて検出された。床面は残存部分ではかな り1堅 く良好であった。焼

土はカマ ド周辺で検出されただけであ り、屋外施設は認め られなかった。遺物の出土状態は、カマ ド周辺、

北壁倶jに集中 している。特に北側に片寄った ものか、遺構の残存状態によるものなのかは不 明である。ほ

とんど床面出土である。鉄製品が 3本、床面 より少 し上の堆積土内か ら出土 した。

遺物 土師器不 4、 鉢 2、 高不 1、 高不 脚 2、 小形甕 1、 甕 3、 須恵器高不 脚 1点 と鉄製 品 3点の出土

があった。土師器の不 (293～ 295)はいずれ もカマ ド東側か ら重なって出土 した もので、不 L O b2に分類され

ている黒色土器である。他に不 BI Ob4 096)がある。鉢はDⅡ・a4(297)と DI・ b4(302)の 2個 と高不 は分類でき

るものは298の Aである。小形甕 D(303)が ある。須恵器は高不脚 (301)があ り、Pl北側か らの出土である。鉄製品

の うち図65-5は 先端部が銹 で判別できない。鞘状の ものが付いているので、刃部―利器になるところが鑑

別できない。細い棒状のものが続いているように見える。何か工具になるものか とも思われ る。発掘時点

では刀子 とされ たものである。 他に鉄鏃の尖根の茎 (6)の部分と思われるものと刀子の残欠 (7)力 あ` る。

本l■Lは出土土器から判断して金鋳場Ⅱ期に属するものであろう。 (小林 秀夫 )

ハ )26号住居址 (図20,53-307～310,図版 9,25)

遺構 調査区北半の南への傾斜面に検出された金鋳場 Ⅱ期の竪穴住居址である。18020027031・ 34各

住居址 と同様に覆土中に集石を持つ もので、本 t■Lはやや北寄 りに拳大か ら60clnの 長 さに及ぶ自然石が床面

密着のものもあったが、大部分は 5～ 20cm程 の間層をおいて、寄せ集め られていた。覆土掘 り下げ中炭化

物の混入があ り、また、集石取 り上げ後の床面に、は焼土がみ られ、特に北西隅にはそれが多量に存在 して

いたことか ら火災に遭遇 したことが うかがわれる。火災 と集石 との関係は不明といわねばな らないが、 こ

の集石は廃屋墓的性格を有す るものではないか と考.え られる。

本址は、石組粘土 カマ ドを北壁中程に持つ、やや不整の隅丸方形 プランを呈する。側壁高は西壁 60cIIl、

南壁 50cln、 東壁 18cln、 北壁44clnを測 る。周溝は西南隅にあるのみで、他は検出できなかった。床面はやや

起状があるものの平坦 といえる状態であ り、堅 くしまっていた。柱穴 と思われるものは、Pl(40× 32,-22

Cm)ヽ P2(42×40,-36cm)の 2穴が確認 されたのみである。 カマ ドは焚 口部の破壊がみ られるが、立 てて並

べた袖石や天丼石の一部が残存 し、推定規模75× 100clrl程 と考え られる。カマ ド内 より土師器片の出土な

た。壁外は精査 したが、 ピッ ト等確認できなかった。本址の発掘調査は、故人 とな られた辰野伝衛氏の担

当によるものであることを記 してお く。

遺物kカ マ ド周辺に少量検出された。 土師器の不 GⅡ Ob3(307)、 壷AI(308)力 あ` り、 同器種 の木葉圧

痕ある底部 009)も ある。その他甕 (310がある。                  (山 田 瑞穂 )

ヒ)27号住居址 (図21,54-311～319,65-9014,66-21,図 版 10,24)

遺構 本 l■Lは調査区北半の中ほどに位置 し、褐色土か らロームヘ掘 り込まれた住居址である。 この付近

は南への緩斜面 とい うよりは、用地北縁部が微高地のために耕作土を取 り除き、さらに検出面 まで至 ると
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南西へ向かってかな り傾斜 しているのがわかる。そのため、北西か ら南東部にかけての方 向か ら本址への

土砂 の流入が多量に見 られた。特に北東部は赤褐色の堅い古期 ロームヘの掘 り込 みであ り、流れ込んだ覆

土 も同質の土で非常に堅 く、壁面、床面の検出もなかなか大変であった。覆土中には人頭大程の石を中心

に、直径 3 cmか ら60cm程 度の角石、平石が約50個程、 カマ ド正面から住居址中央部にかけて散在 していたσ

これ らの集石は、覆土上層より見 られ、低いもので も床面 よ りはわずかに浮いた状態であった。カマ ドは、

北壁中央やや東寄 りに設 けられた石組粘土 カマ ドである。遺存状態は非常に良好であ り、袖、天丼の部分

に平石を配 し、周囲を粘土で固めてあるのが明瞭に確認できた。また、甕がカマ ドにかけ られたままで検

出された。柱穴は対象的にPl(57× 56,-50cm)、 P2(52× 45,-46cm)の 2本をコーナーに確認 で きた。壁は、

検出面か らみると、北側、東側が高 く、南側、西側は低い。なお北、東壁はロームであ り、南・西壁 も明

瞭であ り良好な状態であった。床面はタタキを施 されて堅 く良好な状態である。なお、覆土中に見 られた

集石は、遺物をほ とん ど含んでお らず、検出時の状態 よ りみて、本址埋没途中に投げ込まれた ものと思わ

われる。

遺物 本 l」Lか らの出土遺物の うち図示できるものとしては土器、紡錘車、環、刀子等がある。土器は、

器種が多 く、 これ らのほ とんどがカマ ド内、或 はその周辺、または壁際、床面上か らの遺物であ り、いわ

ゆる覆土中か らの出土 として とらえられるものは少なかった。ttA I(319)は 、ほぼ完形であ リカマ ドに

かけ られたままの状態で出土 した ものである。また、不 3点 (311～ 313)も カマ ド内か ら得 られた ものであ

るが、 とくにBⅡ・b3(313)は 完形のまま、焚 口のやや奥 に置かれた状態のまま出土 した。な お小形甕 BⅡ

(316)も カマ ド内か らの遺物である。紡 錘車 (図66-21)は土製のもので、比較的大 形である。周囲は、ヘ

ラ状工具で丁寧に磨かれ、中央の穴に木製、或は鉄製の軸棒を入れ使用 したものであろ う。刀子 (図65-

9)は、茎元のあた りに木質部が残 っている。刀子の刃部は欠損 していて不明であるが、茎 は、 ほぼ全体

が残 っていた。環 (図14)は錆のために鍍金状態が変化 してお り詳 しくは分 らない。

なお、遺物か ら見て本址は、金鋳場 I期 に属す る。 (高桑 俊雄 )

フ)28号住居址 (図22,55-320～335,図版11,26)

遺構 調査区中央部の西端の地形的には高所に位置す る。耕作土が浅 く、20cmほ どで ローム層に達する。

桑の抜根によって壁の一部、床面が破壊 され住居址全体 の検出はできなかった。層位的には検出面はほ と

んど確認できずわずかに ローム層への落ちこみ面のみ検出できた状態であった。住居址南側 の大半を消状

遺構 7に よって切 られているが、ほぼ隅丸方形のプランを持つ ものと思われる。カマ ドと確定できる遺構

は発見 されなか ったが、住居址東側の壁にあたる部分に、90cln大の円形の焼土が検出されている。この焼

土が カマ ドにあたる部分 と思われる。柱穴は主柱穴 と思われるものPl(92×76,-50cm)、 P2(70× 78,-72crn)、

P3(87× 120,-67cm)、 P4(90× 63,-74cm)の 4本、他 3本 (P5～ P7)がある。主柱穴はそれぞれ対応す る も

のである。壁は残存状態はあま り良好でないが、南西壁側では壁高80clnに 達 し、垂直に近い状況で形成 さ

れている。周溝は壁が残存 している部分では廻 らされていて、幅 15cln、 深 さ10clnである。床面は叩きしめ

られているが多少の凹凸がある。屋外施設の検出はなかった。遺物の出土状況には特色はな く、ほとんど

床面に散布 している状態であった。

遺物 土師器13点 と須恵器 3点 の出土があった。そのほとんどは破片で、図上復元 している。土師器 (320

～332)は不 の出土が多 く、また、器形的なバ ラエティーに富んでいる。G Ⅱ Ob3(320)・ b2(321)・ bO(322ら AⅡ・

b3(32oら JO b3(325ヽ C O bl(326)Jtt O a3 027)に 分類される。ttCIO CO G28),手づ くね甕 A(324)各 1点の出土 し
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た。 煮沸 形態 で は、脚部 のみ であ るが小形 甕 D(329～ 330)と 甕 A(331～332)力 各` 2点 ず つ 出土 してい

る。須恵器 (333～ 335)は不 A(333～ 33の 力` 2点、高不 (335)が 1点の出土で、陶邑古窯址 群 の編年でい う

TI“3の 時期にあたるものである。本址の年代 は金鋳場 I期 に属す るものである。 (小 林 秀夫 )

へ )29号住居址 (図23-102,55-336～ 338,図 版 11,26)

遺構 本 t」Lは、遺跡用地内北西隅、 1号古墳の北西にあ り、地形的には古墳の上方に位置す る。北西の

高台 より流れ込んだ と思われる黄褐色土へ掘 り込 まれ、覆土は黒褐色を呈 していた。全体的 にややゆがん

だ比較的小形の住居址である。覆土中か らは、拳大か ら人頭大程の石が17・ 8個約80cm四方 の中にまとま

り、ほぼ住居址 の中央に当たる位置 より出ている。カマ ドは、北壁中央にあ り、壁に対 して直角に設け ら

れた石組粘土 カマ ドである。遺存状態は、非常に良好であ り、焚 口上にある 1枚 と、奥の 2枚の天丼石を

支えるように左右の袖の中には平坦な石を立てて配 し、土師器甕片をその補強材 として中に入れ、囲 りを

粘土で固めてお り、細長い支脚 も深 く土の中に埋め構築 されていた。カマ ド内に見 られる焼土 は非常に少

な く、奥の部分に若干検出できたのみである。柱穴は、西壁中央に検出されたP198× 26,-40cm)があるの

みであった。壁は、黄褐色土 のため全体的に軟弱であ り、検出面 より測 ると北側は高い。床面は黄褐色土

混入の黒褐色土で、北側部分は堅 くて良好、他の部分は若干の固さがわかるのみの状態であった。なお、

床面ほぼ中央 よ り少量の焼土 と炭化材片を検出 した。

遺物 遺物は非常に少な く、図示できるものは土器 3点 のみである。土師器の甕A(338)は、カマ雌

の際に中に入れ られ使用 されたものである。また、土師器小形甕AI(337)|ま 、カマ ド内に破損 していた

ものである。 このほかに住居 l■L中央の焼土脇か ら炭化 したモモの種子 1果を検出できた。遺物か らす ると

本 t」Lは金鋳場 Ⅱ期 にお くことができる。 (高桑 俊雄 )

ホ)31号住居址 (図23-304,56-3510352,図版12,26)

遺構 本址は、用地内中央北西寄 りに、北側 を黄褐色土、他の側は黒色土に掘 り込んだ端正な形を した

小形の住居址である。南側は当初プランがはっき り掴 めず、床面でとらえた。覆土中か らは、拳大か ら人

頭大までの大 きさの石を中心に30余個が住居址 の中央部 と、 カマ ド南側か ら検出された。いずれ も床面に

は達せずに低い もので も床面か らは 7 cnl程浮いている。また、焼土が、カマ ド正面 と、住居址 中央やや西

側にあ り、前者 は床面上、他は床面 より2～ 5 cm浮 き、焼土下には炭化 したカヤ材を多量 に検 出 した。カ

マ ドは東壁中央やや北側へ寄 った位置に設けられた石組粘土カマ ドである。耕作により上面が破壊 されて

欠失 してお り、右側の袖石 と左側の一部が残っている程度であった。柱穴は、南東隅 と、南西隅のPl(44×

39,-15cm)、 P2(40× 37,-19cm)の 2本を検出 した。なお、図示 してはないが北東隅に直径 8 crn程 の小穴が

2個、50cln程間隔をもって検出されている。壁は、検出面 より見て一番高い北倶Iが黄褐色土で約80cm、 低

い側にあたる南西は40cmで あった。また東・西の壁は、上層が黒色土、床面に近い下層が黄褐 色土であり、

南壁を除いて良好な状態であった。床面は、黄褐色土を混 入した黒褐 色の堅い床である。

遺物 本址 も遺物はきわめて少な く、図示できるものは土器 2点 (図56-3510352)である。土師器壷AI

(351)は 、P2の北側か ら床面上に横位のまま上か らの圧力でつぶれて出土 した。また、土師器甕AI(352)

は、カマ ドの南側か らの出土である。カマ ド正面、床面上には炭化 した千モの種子 1果が残 っていた。

遺物か らして本 t■Lは金鋳場 I期 の住居址であろ う。
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マ)32号住居址 (図 24-102,56-346～ 350)

遺構 調査区中央部の西端にあたる傾斜面に検出された小形方 形の住居址である。住居址 のほぼ東西方

向に溝状遺構 7が横断 している。耕作土下に褐色土が続 き、その下に20clnほ どの黒色土層が レンズ状 に入

りこんでいるのが観察 される。溝状遺構は褐色土層か ら切 りこみ、下層の茶褐色土層まで深 く入 りこんで

いる。本 t■Lは この茶褐色土層か らローム層へ と切 りこんでいる。傾斜面上にあるので壁面 の残存状態には

差がある。カマ ドは北壁中央に位置す る。その構造は板石を組み合わせ、その上に粘土で覆 った もので、

煙道部はかな り残存 していた。柱穴は南壁中央付近に 1箇 所Pl(50× 41,-21cm)が存在するのみで、他は溝

状遺構で破壊 されたのか検出不可能であった。壁は西側壁の保存状態が良好で壁高50cIIIで 、ほぼ垂直近い

状態である。周溝は検 出されなかった。床面は ローム面を叩いてあ り堅い。屋外施設は認め られなかった。

遺物の出土状況 は、かまど周辺を中心 としている。量的には少ないが床面を中心 とした資料 である。

遺物 図示できるのは土師器 5点で、不 GⅡ・ b3(3460347)が 2点、高不脚 (348)力 1`点 、小形甕B(349)

が 1点、壷AIが 1点 である。時期的には金鋳場 I期に属するものである。 (小 林 秀夫 )

ミ)33号住居址 (図 -24-304,56-339～ 345,図版13,26)

遺構 本址は、調査区北半 1号古墳の東側に位置 し、軟弱な ロームか ら黒褐色土鳴かけて掘 り込まれた

不整方形プランの竪穴住居IILである。住居 t」Lの西隅には集石 5が本 t■L上に存在 している。覆土は黒褐 色を

呈 し、下層中か ら炭化 した丸材片を数本検出 した。それは最大のもので直径 7 cln程であ り、長 さは lm前

後のものまでである。 また、荒削 りした平材 もあ り、それ らは床面には着いてお らず、床面上 6～ 18clnの

間に不規貝Jに倒れていた。また、P3近 くと、住居址中央やや南寄 りの 2箇 所か ら焼土を検 出 したが、いず

れ も床面上ではな く、炭化材の下から、或は、それ と同 レベルか らのものである。カマ ドは石組粘土 カマ

ドであ り北東壁に対 して直角に設け られている。遺存状態 は害J合良好であった。カマ ド内部 には土器片が

散在 してお り、カマ ドを作 る際に石 と土器 とを芯に して構築 した ものが、使用時の加熱に よ り、内側にあ

った ものが剥げて落ちた と推察 される。また、発掘時、 カマ ド内に落ちていた平石は、天丼 の部分にあっ

た ものらしく、裏面が炭化物の付着により黒色を呈 していた。柱穴は、力を ドのある北東壁 を除いて、各

壁のほぼ中央部、やや内側にPl(39× 43,-24cm)・ P2(23× 25,-59cm)・ P3(20×14,-28cm)の 3本 が検 出され

た。壁は各壁に よって土色が若干違 うが、ほぼ上層が黄褐色土、床面に近い下層が黒褐色土で軟弱な状態

であった。周溝は、西隅 と東隅には検出できず、南西壁側 の一部が15～ 30crn壁か ら:離れてP3を 中心に長 さ

170cln程 の独立 した溝をつ くり、他の溝は、ほぼ壁直下に 3本 を検出 した。床面は、黄褐 色 の堅 い床 で あ

り、部分的に若干の高低差はあるが、良好な状態であった。

遺物 図示で きるものは土器のみである。 この うち土師器不GⅡ ・b3(3390340)は 2点、ともにカマ ド内

か らの出土であ り、ほぼ完形であった。また、不BI・ b4(34⊃ は、若干 口縁部を欠損 して力■ ド左袖手前

床面上 より正位で出土 した。 この他に床面か らは、底部がかな りの器厚を もつ小形壷CI(342)と 、 同 じ

CI° C4(340カ 出`土 している。小形壷CI・ C4(344)と 小形甕AI(349は 、覆土 か らの遺物であ り、モ

モの種子 1果 も検出 している。なお本址は、遺物か らして金鋳場 I期 の遺構である。 (高 桑 俊雄 )

ム)34号住居1址 (図 -25,57-353～ 369,58-370～ 373,65-8016,図版 13,14,25,28)

遺構 本址は、調査区北西部に位置 し、北西か ら南東へ緩やかに傾斜 した地に検出された。北西 170 crn

の所には、本 t」Lと 時期的に並行す る33号住がある。北東部は黄褐色土、西～南にかけては黒褐 色～黒色 と
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い う土層へ掘 り込 まれてお り、覆土は、検 出面か らみ ると、中央部が黄褐色、その周囲が黒褐 色 を塁 して

床面 までかな りの深 さを想像 させた。なお、本址北隅には土壇 21が あ り本址を切 っている。覆土中には、

人頭大程を中心に した約100個 の石が、主に住居址中央、やや カマ ド寄 りか ら出土 したが、すべて床面には

着かず、覆土下層中か らのものである。また、同 じ下層中か らは、焼土が南東壁、南隅寄 りか ら、炭化材

片がP2と P4の 中間、やや内側か ら検出されたが、いずれ も少量であった。カマ ドは、石組粘土 カマ ドであ

り、西接す る33号住 と同 じく、北東壁ほぼ中央に直角に設け られている。遺存状態 は割合に良好であ り、

焚 口部から煙道部 まで よく残っている。本址 の掘 り込みが深いため、焚 口か ら煙出 しの部分 までは さは、

約1.5“ 、両 国の比高差 は、 lmであった。なお、焚 口部 と煙出 し部分の幅は、それぞれ、 50cm、 15 cmで

あった。カマ ド焚 口部上面は若干破損 してお り、天丼の部分に用い られた と思われ る長い平石が床面上に

転がっていた:柱穴は、四隅やや内側にPl(23× 25,-55cm)、 P2(33× 35,-60cm)、 P3(24× 23,-59cm)、 P4(21

×18,-60cm)の 4本が検出された。 これ らは、径は小 さいが深 さは50～ 60cmと かな り深い。 P6° P8は補助

的な柱穴 と考えられる。また、 P3° P4の 周囲、及 びP5は 貼床 されていた。壁は、北～東壁にかけては黄褐

色土であ り、南壁は、上層が黒色で、床面近 くが黄褐色土、西壁は黒褐 色土であ り、良好であった。壁高

は、検出面か ら床面 まで、北西～北東部で約%cnl、 南西～南東で約60clnと かな り深い。周溝は、 カマ ド部

分を除 き、壁直下に全周 してお り、その幅は10～ 15cln、 深 さは 2～ 8 cmで あった。床面は、黒色を呈 し、

かな り堅 く良好、 また、P2よ り北西壁に向かって周溝 よりやや深い溝があ り、小 ピットがPlと P2の 間、及

び、住居址中央部に検出された。 これ らは間仕切 りの用途のために設 けられた もの ではなかろ うかと思われ

る。

遺物 土器、鉄器が出土 した。土器の うち図示できるものは割合に多い。器種 も多 く、不、鉢、高不、

甕、壷などを見 ることができる。ほとんどが、床面、或は、床面近 くの覆土か ら出土 してい る。不は量的

に多いが完形品はない。種別 としてはGⅡ・ b3(353～ 357)力 多`い。また本llLか らは高不が 3点出土 している。

361は、西隅か ら、363は本 l■L中央ややカマ ド寄 りか らの もので、 3点共に床面か らの出土である。不部、

または脚部のみの完形品は見 られなかった。 4点の小形甕AI(3450364～ 366)は、すべて床 面か ら得 られ

た。ttA I(367)|ま、ほぼ完形であ り、東隅壁際、覆土中の若干高い レベルか ら出土、甕AI(370)は一部

が床面か らで、ほとんどがカマ ドを作る際に芯などとして用い られていた ものである。おそ らく 371と 同

一イ固体であろ う。小形甕A(373)は、カマ ドの右側、壁近 くに底部を欠いてお り、正位 で出土 したもので

ある。貼床下のP5の存在 と置かれたようなこの遺物は何か関連があるのか もしれない。

鉄製品 (図65-8・ lb)|ま 、刀子である。 8は刀子の刃部がほぼ残 っているが、茎の部分は欠失 していて

不明で、刀子の中では小形のものである。16は刀子の茎で区の状態が分 らない。Jヽ さな 目釘穴が 1個 あり、

全体 の茎の重は薄い。また、 カマ ド内、及 びカマ ド正面、集石中などより、タール状 になった小塊を検出

したが、何が変化 した ものであるかは分 らない、遺物か ら見て本址 は金鋳場 I期の遺構である。

(高桑 俊雄 )

メ)35号住居址 (図26-102,59-377～ 394,60-395～ 399,65-10,67-4,図 版25,28)

遺物 本址は、調査区北西部 、34号住 の西側に検出された。北西か ら南東への微傾斜地であ り、褐色土

か ら黄褐色土にかけて掘 り込まれてお り、覆土は、若干黄色味を帯びた黒褐色土であった。本址西倶1は、

一部分用地外へかかってお り、今回調査で きたのは約70%程 と思われる。覆土中には、隣接す る33034号

-43-



住覆土中に見 られた ような多数の石は見 られず、焼土 が床面 よ りやや高い レベルか ら検出されたのみであ

る。カマ ドは石組粘土 カマ ドであ り、未調査の部分を考え併せると北壁中央やや東 に寄 ると思われる位置

に、壁に対 して直角に設け られている。焚 口か ら煙道 まではよく残存 してお り、焚 口かち 煙出 しの部分ま

での距離 1.8m、 比高差 lm、 焚 口の幅48cm、 煙出 し部分の幅30cm、 煙道の最 も細 る部分で10crrlを測 った。

焼土は、焚 口、 カマ ド内、煙道の中に多量に見 られる。また、カマ ド上か らは遺物が 2個倒れたままつぶ

れて出土 した。柱穴は、Pl(28× 31,-19m)、 P3(23× 24,-40cm)、 P4(35× 23,-39cln)の 3本 が主柱穴 と思わ

れる。この配列、間隔か ら見て、恐 らく主柱穴の 1本が用地外にあるものと考え られる。 これ らの柱穴は

共に径は細いが、床面からの深さは40cm前後である。なお、カマ ド右側のP2は27cmと 若干浅 く、貯蔵穴 と

して使用 された ものであろ うか。壁は上層が褐色～黒褐 色を呈 し、床面近 くが黄褐 色土で、良好 な状態で

あった。斜面 のため、北壁では検出面 より床面 まで約60crn、 南壁で45crrlを 測 る。周溝は、幅10～ 15cm、 深

さ 5～ 10cmで壁直下にカマ ド部分を除いて、東壁か ら北壁 まで廻 り、南壁には一部に見 られるのみである。

床面は小石、礫 を含むが黄褐色土であ り:堅 くて良好な状態を示 していた。

遺物 土器、鉄器、土製品等が出土 した。 土器には、図示できるものも多いが、完形のまま、床面か ら

の出土は多 くない。器種は多 く不、甕、甑 、壷、提瓶等がある。不の中ではGⅡ Ob3種 が比較的多い。不

b4(385)は 完形のまま東壁寄 り床面上か ら出土 した。他にも37703790385の 3点 が床面か ら得 られた もの

である。また、本遺跡 より唯 1点の甑 (386)ヤ ま底部のみであ り、全体を知 ることはできない。甕には様 々

な器形のものがあるが、そのほとんどが破片であった。床面か らの遺物 としては、3820389・ 390の 3点が

ある。3950396の 2点 はカマ ド上か らの出土である。いずれ も西へ向いて並んで倒れてお り、395の 上には

人頭大程 の石がのっていた。 この 2点は、のちにほぼ完全に復元できた資料である。本址か らの須恵器で

は唯 1点、提瓶 694)力 あ`る。 これは、P4° P5の間、床面近 くの覆土中か らの遺物であ り、胴部 のみ しか

得 られなかった。鉄器は、 身の大半が残る鎌 (図65-10)力 あ` る。 土製品は 1点 のIC型 に属す る土錘 (図

67-4)で、住居址外、カマ ド煙出 し部分の石組の際 より出土 したが、本址の遺物か ど うか は疑間である。

また、カマ ド前の焼土を中心 として、その周囲、80cln× 180mの 範囲内の、床面、或は、床面近 くの覆土中

より植物種子の実が多数検 出された。種 類が多 く、 クリ、 ヒシ、スモモ、クル ミ、モモ、 ドングリ等が判

別できた。カマ ド焚 口中央部、焼土中か らは微量の骨粉 も検出できたが、何の骨 なのかは不明である。な

お出土遺物 より本址 は金鋳場 I期の遺構である。 (高桑 俊雄 )

モ)36号住居址 (図27-1,61-400～ 413,図版14,28)

遺構 調査区北半では一番南に位置する単独住居 t■Lである。検出状況は、東側にゆるやかな傾斜を して

いる地点で褐色土層か らローム層に切 りこんでいる面でプランを確認 した。プラン内には黒褐 色土が堆積

していた。他の遺構 との複合関係は確認できなかったが、36号住東南側に一部色調、土質の変化を認めた

が、時間的、用地界な どの関係で調査できなかった。かつての沢筋の落ち込み と考 えられる。住居址 は方

形のプランで、その東側の壁中央部に石組の粘土被いカマ ドがある。カマ ドは板石の組みあわせである力ヽ

一部の石は抜 き取 られ、カマ ドの全容は明 らかでない。図示 してないがく調査 カー ドによると、 カマ ド周

辺に30～40cm大 の自然石が12個投げ込 まれた ような状態で検出された。同様な状況は、本遺跡で も、180

20022023・ 26027031034各 住居址 などにも見 られる。床面に密着 している状態でな く、 10crrlほ ど堆積

土上にある。床面上に構築 された遺構ではなく2次的なものと思われる。今後類例を集めて検 討が必要で

あろ う。カマ ドと対応するように西側壁近 くに、50cln大 の焼土があった。焼土の厚 さ10clnでかな り厚 く、
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焼土 の内か ら土師器片 と、紡錘車の残欠が発見 された。柱穴はPl(30× 32,-59cln)、 P2C34× 28,-65cm),P3(40

×38,-35cln)、 P4(23× 22,-50cm)の 4本で あ るが、いずれも堀方状 の ものよりも細いものである。周 溝 は

東壁の一部か ら北壁へ、 さらに西壁の半分ほどまで巡っている。壁は垂直で、壁面に10cm大 の自然石が露

出 している。床面は平でかたい。屋外施設は確認で きなか った。遺物の検出状態は、土師器が床面 に密着

し、大部分が西壁の焼土周辺か ら出土 した。他は紡錘車の残欠 と刀子状鉄片が住居址上面か ら出土 した。

遺物  土師器は不が 5点 出土 した。器形はバ ラエテ ィーがあ り、GⅡ Ob3(4000401)が 2点 、JO b2(402),

K e c4に 04)、 L・ &(403)が 1点ずつ あ る。高不 (407)はBに、鉢 (405)は DⅡ にあて られ る。 小形甕は

3点あったが、 この中 も、小形甕AⅡ (480、 BⅡ K410、 手づ くね (409)の 3つに分類される。甕 (411-41

3)は 3点 あったが甕Aに属するものであろ う。鉄製品 と しては刀子状の鉄片、また、紡錘車の滑石製 の残

欠が出土 したが共に図示 していない。土錘 (図67-5～ 8)は 4箇 あ り形態的にはIBa、 ⅡB、 ⅡA(2個 )と

ある。本址 の時期 は金鋳場Ⅱ期に属す るものであろ う。 (小 林 秀夫 )

ヤ)37号住居址 (図27-1、 62-414～ 418、 図版14)

遺構 調査区北半の南への傾斜面に検出された金鋳場 Ⅱ期の竪穴住居址である。黒色土 の落ち込みを掘

り下げて行 った ところ、更に黒色土の落ち込みが現われ、周壁が二段になることが判明 した。前後関係を

問題 に し、貼 り床の存在等を予期 して精査に当ったが、その確認はな く、 同時存在か、縮小 しての掘 り込

み と判断すべ きに至 った。覆土の状態 も検討 したが違いは把握できず、問題 として残 る。

本址は外 0内側 ともやや不整の隅丸方形を呈 し、北東隅は周壁を同 じにするが、他は二段の倶]壁を持ち、

西側で42cln幅、フ耗倶jで20cm幅 の棚状 1部 分をもて⊃ことンこなる。側壁 のF載 さヤま、 西が24と 62crn、  T打 力■2と 32m、

東が10と 30cm、 北が20と 55cmを測る。柱穴は確認 されず、南西隅に底の丸い凹み (-20cm)があるだけであ

る。床面は小石を含んだ ローム土が固められてお り、平坦ではあったが、北壁か ら東壁には礫 が多 くみ ら

れた。カマ ドは北壁中程に構築 されていたが、すでに破壊 され、袖石の一部 と焼土が残存 したのみで、規

模等不明である。出土遺物は少ない。

遺物 土師器 と須恵器が少量ある。土師器は不 GⅡ・ b3(41の 、KI・ b4に19ヽ 小形壷CI・ b4に16)、 高不

A(417)が あ り、小形壷は本遺跡では 1点 のみ紅彩が施されたものである。須恵器では高不 (418)が1点 の

みある。                                    (山 田 瑞穂 )

ユ )38号住居址 (図28-1,62-419～ 422,図版15,28)

遺構 調査区北半の東への傾斜面に検出された金鋳場 Ⅱ期 の竪穴住居 l■Lで ある。北東隅が石垣造成 のた

め破壊 されて不明 となっているが、隅丸方形であることが判明 した。主柱穴は 4本であった と思われ るが

石垣部分は確認できなかった。P10× 21,-37cm)、 P2(24,-42cm)、 P3(22,-57cm)がある。側壁 は西壁52

cln、 南壁32cm、 北壁22cm、 東壁 3 cmの 高さを有 し、西壁直下に一部周溝がある。壁にも床面にも礫 の混在

があって、床面は粗雑な様相を呈 し、やや起伏に富んだ傾斜をもつため平坦 とはいえない。北東隅には径

40cln、 深 さ19cmの小 ピッ トが穿たれている。カマ ドは確認部にはないところか ら、破壊 された石垣部分に

あった とすれば、北壁中央やや東寄 りとい うことになる。出土遺物 は少な く、南壁西隅寄 り床面に土師器

甕がつぶれた状態で出土 している。

遺物 完形に近い大形の土師器甕 2点 と不 1点、および須恵器の不 1点などが検出されている。土師器

は不 KⅡ・ b3に19)、 甕AI・ AⅡ に210422)が あ り、須恵器不 (42の は床面出土である。 (山 田 瑞穂 )
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ヨ)39号住居 址 (図28-203,58-3740375,63-423～ 440,図版15,27)

遺構 本址は調査区南半、用地西端近 くに検出された。西南にある弥生期の30号住を調査 中、更に落ち

込みが確認 されたのが本址である。構築時には30号住 の床面 の存在は考 えられるので、その床面を掘込ん

で作 られた住居址である。 カマ ドは東壁 のほぼ中央にあ り、石組粘土作 りで、規模は65× 70clnを測る。左

袖 は平石 を 3個縦 にな らべそれを芯として白粘土で覆 ってあ り、煙道部へ続 く石 も2個ほぼ築造時の原型

を とどめているが、右袖は石組粘土共に破壊 されてお り煙道部入 口の 2個の石が残っている。天丼石 は住

居外へ持ち出されてない。支脚 も見当 らず、火床を精査 したが据 えられた痕跡 も無い。焼土 は火床に 4 cln

の厚 さで堆積 してお り、煙道 入口附近にも黒褐色の中に混入 している。焚 日前にも散 っている。柱穴は床

面上にある 3個の ビッ トの うち、西隅 と南隅は浅す ぎ、東壁北隅寄にあるP3(25×40,-38cm)のみ形状、深

さ、位置共によいが他は不明である。住居 内を精査 したが他時期 の土拡が貼床の下 よ り2個検出された以

外はない。壁は砂質 ロームを掘込んで作 られてお り良好である。東西の壁 は比高差が少な く、南北の壁は

南西か ら東へ傾斜す る地形のため比高差が大 きい。東壁は30cm前 後、西壁は70～ 5oclnで、南壁は70～30cm

北壁は50～ 30crrlと 北東 に傾斜 している。周溝は浅いが東壁を除 き壁の直下を巡 る。床面は貼床の上面以外

良 く締 り良好であ る。図示 しなかったが焚 口附近か ら右袖にかけて住居廃棄後に投入 された人頭大の礫 が

多数散在 してお り、右袖 もこの礫 による破壊が考えられる。遺物の出土量多 く特に完形 となる土器が多い。

住居IIL内 で使用 された土器のセ ット関係を知 るには良好な資料を提供 して くれた住居址である。須恵器の

提瓶 (440)は使用時そ のままの状態でカマ ドの左袖が東壁に接す る位置に立て掛けてあ り、 その左へ30cm

離れた壁の縁に内側へ僅かにずれて、手捏 ね不 (426)と 土師器の不 (432)力 あ` り、 この 2点 は壁 上 テラス

に置かれていた ものであ り、以上の 3点 は同時に使用 されたものであろ う。提瓶が住居 t」Lか ら出土す るこ

とはまれで数少ない例である。右袖が東壁に接す る位置に投入された礫 の下 より黒色土器の鉢 (430)が、

その南茜へ10cm離れた床面上に土師器の壷 (438)が 張 り付 く状態で潰 されている。西隅 コーナー より東ヘ

60cm寄 った周溝近 くに土師器の甕 G74)が床面上に倒れて土圧に より潰れている。北東の隅 より80cln西へ

離れた壁近 くに土師器の甕 (375)が余 り毀れずに北東 に倒れてお り、底部で16cm口縁部が30cm床面か ら浮

いている。 この甕の 口縁部に重ねた状態で土師器の鉢 (429)が ある。甕 (375)の 底部 か ら内側へ50cnl入 っ

た所 と、右袖石前方20cmの床面上に高不の不部 と脚部の破片があ り、東隅コーナーか ら中央へ95cm入 った

所に床面か ら12cm浮 いた覆土中 よりほぼ完形の刀子が出土 している。

遺物  出土量は本遺跡中でも多い方で、完形やそれに近いものもある。土師器は器種 もバ ラエティーに

富んでいる。不類ではGⅡ Ob3(4230425)、 FⅡ・ b3(432)、 鉢AⅡ O b414270 428)、 AI・ c3に 9)ヽ 高JttA(431)

壷 A(437)、 AⅡ (430、 小形壷AⅡ (434)・ B(433)、 甕B(375)・ C(374)な どがある。黒色土器では不 GⅡ・ b3

(424)、 鉢 BI・ b4に30、 手捏ね不B O b4に 26)、 須恵器はほぼ完形に近い提瓶 (440)と 蓋 (439)が検 出 され

た。鉄製品 としてほぼ完形の刀子 (図65-20)が 出土 している。 (ラ代
~F[平

1ノ 良ヽ『 )

ラ)40号住居址 (図26-3,58-376)

遺構 調査区中央部に確認 された住居址であるが、破壊が進み、全容が不明である。住居址南半は、現

在 の溝によって削 り取 られ、東半は西から東へのかな りの傾斜面のため耕作で不明になっている。従って

確認された部分は北西隅を中心 とす る 3× 2.5m程度である。北西隅か ら推定 して隅丸方形 プランを呈する

もの と思われる。西壁高 16cmで、確認 した南部に周溝がある。北壁高は傾斜のた,め 順次減 じてみ られない。

床面 も西壁沿いにやや堅い面がみ られたが、耕作によって荒れている。西壁近 くに径40cmの浅い ピッ トが
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検出されたのみで、 カマ ドや柱穴の確認はなかった。出土遺物 も少ない。

遺物 計測できる資料は土師器不 GⅡ・ b3(376)の 1点 のみである。 (山 田 瑞穂 )

り)41号住居址 (図58-376)

遺構 調査区では最 も北西に確認 された竪穴住居 llLで あるが、用地内では、その北東隅の極 く一部がか

かるのみで、主体 は用地外にあるため、位置の確認のみに終わ ったものである。土師器不の出土がある。

遺物 土師器不 GⅡ ・ b3076)である。やや薄手のつ くりで、胎土は砂粒が少な く良質で、漆黒彩がみ ら

れる。                                     (山 田 瑞穂 )

オ 竪穴状遺構  (図11-2)

遺構 本遺跡中唯一の確認で、調査 区最南端に位置 している。南ゴυ .60m、 東西2。65mの 小規模な方形

プランで、北壁 と南壁に沿って柱穴 と思われるピットが並んでい る。側壁は西側で20cmを測 るが、東へ移

るにつれて壁高を減 じている。床面は ローム土を固めた堅い面で、東南部が一段低 くなっている。火気使

用の痕跡は認め られず、住居址 の範時か ら除外 して竪穴状遺構 と呼称 した。出土遺物 もな く、時期お よび

性格等不明である。

九 ,土 城

土拡は一覧表にして記述する。

表 5 金鋳場遺跡土拡一覧

(小松原義人 )

土墳

No。

挿図

No.

平 面

プラン

規  模 (cm)
態月犬 出 土 遣 物 考備

東西 南北 深 さ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16 33

円

　

円

円

　

円

　

円

　

　

円

　

円

楕

楕

円

　

円

円

　

　

円

　

　

　

　

円

　

円

　

　

円

楕

楕

円

楕 円

135

90

100

90

100

90

130

50

70

175

45

65

75

55

70

100

５５

２０

３０

６０

？

150

135

105

110

110

110

140

85

100

180

５０

３５

２５

２５

２５

32

北壁は垂直に近い掘 り込み

底部に凹みをもつ

底面に30cm大 の石と拳大の石
4個をもつ

11号住に切られる

11,12号 住を切っている

壁面は堅いたたき、底面も同
じく堅い。集石と貝を内包。

16号住床面下、底面に凹みを
もつ
16号住床面下、底面に凹みを
もつ

内に拳大の石 8個をもつ

11号住に切られている

39号住の貼 り床下

な し

土師器甕片

土師器甕片、
部
土師器甕片、
内黒不片

土師器甕片、

内面丹彩不底

高不脚部片、

須恵器片

土師器甕片

土師器甕口縁部片

土師器甕口縁部、不

土師器甕口縁部、不、高不
脚部、骨片、炭火物

多量の巻貝と蜆の殻

土師器甕片、内黒丸底不底
部片、炭化物小片

土師器甕口縁部、不底部片

な し

な し

な し

縄文前期土器片

時期不詳

古墳時代

時期不詳

古墳時代

39号住以前
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17

18

19

20

21

８２

２４

３２

？

“

楕 円

不整円

楕 円

楕 円

円

102

148

140

140

76

39号住の貼 り床下 0底面に 2
個の小ピットをもつ。

土羨20を切っている。

土羨19と 28号住に切られる。

34号住堆積土中にある。

な し

な し

な し

縄文前期土器片

炭化物

時期不詳

時期不詳だが遺物か
らすれば縄文前期

時期不詳

二年次に亘 る調査で、一覧表 のように21基の土拡の確認があった。年次別にいえば 1～ 15ま でが初年次、

土拡16～21が二年次であ る。分布的にみると調査区北半に 2基、中央部 に 8基、南半に11基 とな り特 に中

央部では16号住周辺 と28号住 西側に、南半でば11号住南側に集中 している。形態的には、土拡19の ように

1.4m× 2。32m、 深さ56cmと い う大 きなものか ら、土拡11の ように45cm× 55cIIl、 深 さ35clnと いう小さな もの

まであるが、大きく円形 プランのもの と楕円形 プランのものとに二大別できる。時期的には不明なものが

あるが大部分は住居址構築年代のもの と考えたい。特記 したいものとして次のものがある。土拡 10は、構

築及び伴出した貝等か らして後世 のものであろ う。土拡 809012013の 楕円形を呈 した16号住 周辺にあ

るものであるが、出土土器や小骨片、木炭化物等か らして速断はできないが、埋葬的な感を受ける。 また

土拡16020か らは縄文前期土器片の出土があるが、偶然埋土に入 り込んだ とばか りには考え られず、縄文

前期にお くべ きものか も知れない。土 拡21は 34号住が埋没後に作 られた もので後世 のものであろ う。

(山 田 瑞穂 )

キ 夢u石 状遺構 (図 31,図版17)

調査 区中央部 の東へ下 る傾斜面に検出された石列で、南西に接 して集石 102が 確認されているが、そ

れ とは全 く異 なる構築である。傾斜面の黒土層を幅 40～ 60cm、 深 さ20～30cm掘り込み、そ こに一辺が20～

40crnの 自然石を直線列状に配列 した もので、確認 した長 さは約 7mを測る。本列石の周辺か らは土師器片

の出土があるが、伴 う遺物 とは考えられず、時期不詳である。地元耕作者の話に よれば、傾斜土地 の境界

線に本列石 と同 じ状態のものを見たことがあるとのことだが、それ とする確証はない。いずれに して も後

世のものであろ う。 (福沢 幸一 )

ク 集 石

ア)集石 l(図 31,43-146～166,65-12)

遺構 農道の北西に検出された。西方に13号 住 、北方に集石 2と 列石状遺構が続 く地点に位置 している。

この地点 は以前 沢筋になってお り、黒色土の堆積が厚 く、本集石 1は黒色土層上面に構築 され、南北方向

にのびている。20～ 30clnの 自然礫 を二段ない し三段に積重ねた箇所が一部にみ られるが規則性には欠ける。

30～ 40crrlの礫 は平 らな面をやや斜めに して並べた形跡がみ られるがこれ とて当初か らかは疑間である。本

集石 1の東には黒色土層に二箇所の焼土があ り、その周辺から土師器片と金環の出土があった。

遺物 礫 と礫 の間 と集石東の焼土辺にかけて多 く出土をみた。土師器 と少量の須恵器片である。土師器

は不、甕、高不 脚部で、特に不形土器は器形の変化に富む。図65-12は銅芯の鍍金 に よる金環である。

(福 沢 幸一 )

イ)集石 2(図 31,43-1670168)

遺構 集石 1と 列石状遺構にはさまれた位置ある東西に長い集石で、黒色土中にある。集石の大部分は
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崩れているが、一部残存 している箇所から、礫の並べ方、積み重ね方、遺物の出土状況など、集石 1と 同

じであり、関連する遺構 と思われるが如何なる性格かを決める手がか りはつかめなかった。

遺物 須恵器不片 (167)と 同高台付底部片 (168)の 他に土師器甕片の出土があった。

以上記 した集石 102は、いずれも東・ 南に焼土面をもつ箇1所に構築され、この三者は何 らかの関連性

をもつものと思われる。出土 した金環、高不等の遺物から、祭杞、信仰に関連する遺構かも知れないが即

断 しかねる。また、個の集合で全体的にかかる集石になったのか、当初からこの姿であったのかも不明で

あ り、集石下には何 ら遺構をつかめなかった。 (福沢 幸一 )

ウ)集石 3(図30-3,64-41～ 451)

遺構 調査区最北部に近い古墳周溝 と33号住の間に 3箇′所の集石がみ られた。集石 3はその 1つであり、

3箇所中では一番 規模 の大 きなものである。石の範 囲は 4m四方に及ぶが、その中心は、 3。 5× 1。 6mの範

囲となろ う。そ してこの集石は、 6つほ どの単位で構成 されているものらしい。集石周辺には焼土の他、

北側 に土拡、南か ら西側に 7個のビットが発見 されているが、いずれ も集石 との関連を明確にな し得 られ

なかった。一応 ここでそれ らについて記 しておきたい。焼土は、径60～ 70clnの 範囲で、厚 さ 2～ 4 cmほ ど

あ り、単位集石の直下にはみ られず、若干ずれた位置にある。焼土 と石 との間には 1～ 3 cm程 の間層がみ

られた。土拡 |クま集石の端に接 した状態にあ り、東西 1。 6m、 南北 1。 lmの,円円形状で lmの深 さを有する。

F― ム土を掘 り込み、覆土に黒褐色土をもつが遺物の出土はなかった。次に 7個 の柱穴状の ピッ トである

が、40～60cmの径を もち、深 さも12～ 52cmと 一定 した規模でな く、また配置にも何 ら特別 な規則 性は うか

がえない。 Pl、 P2ヽ P4は底面に石を有する。集石 3の周辺か ら、土師器片の出土をみているが、集石に関

するものか判別 も困難であ り、む しろ古墳 との関連 もあって、ただちに集石 3の時期を決める資料 とはな

り得ないと思われ る。一応以下に集石 3周辺出土土器 としてのせてお く。

遺物 比較的 まとまった土師器の出土がみ られた。不GⅡ・ b3(441～443)や器種分類では示さなかった不

類 として黒色土器 (444)も ある。ttAⅡ O b3(445)は完形である。ttA(447)、 小形甕AI(4480449)、 甕B(451)

のほか、器形が不明確なもの (4460450)も ある。                  (山 田 瑞穂 )

工)集石 4(図30-3,64-4520453)

遺構 集石 3の東に続いて確認 されたもので、意識的に石を組んだ様子がみ られる。十数個かの石であ

ったろ うが、 9個 の石が組み集め られた状態で検出された。その直下に60× 220cmの 細長い、深 さ40cmの土

拡が穿たれている。集石に伴 うものとみたい。

遺物 土師器 と須恵器が 1点づつ検 出されている。土師器は小形鉢 (453)、 須恵器は不 CⅡ ・ a3(452)で

ある。 (山 田 瑞穂 )

オ)集石 5(図33-3,64-454,66-6)

遺構 33号住の西隅上にあたる地点に構築 された集石で、 3単位から成 ることが判明 してい る。図33-
3の断面 A～ B、 c～ D、 E～ Fがその単位を示す ものである。北に当たる断面A～ Bの集石は、13個の石か

ら成 り、その下に75文 120crn、 深さ16clnで底面中央に石をもつ土拡が確認され、院 1祐通宝 (図66-6ノtゴ [宋lo56

～1063)の古銭と灰釉陶器婉の出土をみた。他の 2個からは遺物の出土も、土拡の確認もなか った。出土

遺物からして埋葬に関する性格が強 く感 じられる。
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遺物 出土遺物のうち灰釉陶器 1点の不AⅡ・a2(454)が 計課Jで きたのみで、他には、嘉祐通宝が 1個ある。

(山 田 瑞穂 )

ケ 溝状遺構 (図 9-2,32-1～ 3,10-2,33-2,64-455～457,図版 1)

調査区内から、表に示すような溝状遺構が7箇所確認された。

調査区中央部 と南半を区画 した現在の沢筋が農道のUカ ーブする地点にあるが、二年間の調査 中は 流水

をみることはで きなかった。 しか し、雨期や集中豪雨等のあった際は水流をみるとのことで、調査時 も地

元か ら、 この沢筋への土の投入を強 く禁止 された。溝状遣構 7は、この沢筋に平行 してお り、24号住 の東

半を切 ってほぼ直角に曲が り、現沢筋に合 していることか ら、前身的な感を受けて興味深い。また、36号

住 の南か ら、16号 住の北側にかけて深 く埋 った古い沢筋があることから、この地 は相当に流水によって地

形変貌 した ことが観察 されている。従 って確認 された 7箇所の溝状遺構は住居 t■Lへ の水の進入を防 ぐため

の計画的または応急的なものであったと推測 される。特に調査区最南端 の千鹿頭社西方の丘陵北側直下に

確認された溝状遺構 2～ 4は一連のもので、溝 7と ともに計画的な長い溝であったに違いない。時期的に

は、金鋳場 I期以降であることは事実であるが決め手を欠 く。おそ らく、金鋳場 Ⅱ期 とした時期 のもので

あろ う。

消状遣
構番号 図番号 方  向 形 J犬 出 土 遣 物 備  考

西→東

2号住を切って構築された断面U字状のもので

西は 1住 の東からはじまり東は未確認。確認部

9m、 幅約1.5m、 深さ約35cm

土師器片23、 須恵器片 6

32 西→東

調査区最南端丘陵下に確認された断面ゆるいV
字状のもので途中で分かれる。西、東いずれも

未確認。確認部11。 5m、 幅約1。5m、 深さ60cm

土師器片 3

同一のもの

でつながる
32 西→東

溝2と 途中で分かれる。形状 2と 同じ。確認部

10m、 幅約1.5m、 深さ30cm

弥生片 1、 土師器片 1

32 西→東

調査区最南端丘陵下に確認された断面U字状の

もので、溝内に大礫、小礫、砂層の混入あり。

西東いずれも未確認。確認部12m、 幅約 1。5m
深さ約60cm

縄文前期土器片、中期土器片、

土師器片、須恵器片、刀子 ?

32 西→東

12号住の南に確認された断面U字状のもので東

は土手で不明、確認部4.5m、 幅約1。4m、 深さ

約30cm

土師器片 1

西→東

13号住を切って構築された断面U字状のもので

西東未確認、確認部 6m、 幅約 1.5m、 深さ約

30cm

土師器片 2、 須恵器片 1

33 西→東

32、 28、 24号各住居址を切って構築されており

断面台形の溝で、確認した総延長は45mに及ぶ

長いものである。 (道路下は想定)幅は平均で

1.5m、 深さは40～ 60cm。 底部は流水の痕跡を

示す礫と砂がたまった面が観察できた。

土師器、須恵器、石製紡錘車
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コ i水鳥 紐付 童平 瓶 につ いて (図 8、 44～ 46,図版19～ 22)

この「水鳥紐 付蓋平瓶」は、長野県に搬入 された東海地方産の諸製品の うち最 も傑出 した ものの一つで

ある。既に公表 されたものであるが、 102の 知見を加えて説明す るこ とにす る。
(1)

本資料は第二次調査に よって、遺跡 の西北端に位置す る古墳の玄室埋土 中と周濠状の浅い凹部、および

その周辺に散乱 して出土 した。 この うち、鉦部 と尾部は玄室埋土中の上位から検 出されたものである。ま

た、凹部か らは長頸壷 (図46-205)が 伴出 している。 しか し、古墳は削平・盗掘等で墳丘の大半 と石 室上

半部が破壊 されてお り、わずかに玄室両側壁の一部 と、奥壁 の手前か ら玄門部までの敷石床面が遺存 した

だけであった。 したがって、出土状態か らは古墳の副葬品 とはみな し難 く、また、後代 の祭杞・供膳供養

の器であったこともただちに求めることはできない。

水鳥鉦付蓋平瓶は、通有の平瓶に水鳥の頭部を形象化 した鉦付蓋 とその尾部を把手に備えるものである。

鉦部 と把手部はヘ ラで成形 して、端正に造 り出されている。淡灰白色を呈する堅緻な胎土 と、やや黄味を

帯びた淡緑色に発色 した灰釉が施 される優美な もので、鉦付蓋 と肩部によって水鳥を形づ くる調和 のとれ

た姿態を呈す る。規模は蓋をかむせた総高25。 8crn、 体部最大径 27。 Ocrrl、 高台径 16。 6cln、 把手部高23。 7cm、

体部高 13。 lcln、 注目径 9。 8cln、 鉦付蓋径 10。 9cln、 高 さ8.跡である。器体は小破片で検出されたが、復元に

たえるものである。体部・把手部・鉦付蓋 の順に述べる。

体部は、直線的に大 きく外傾 して肩部を鋭角につ くる高台付の浅鉢形のものと、それを覆 って中央部で

盛上 る偏球状のものとか らなる。 この体部にやや外傾 して開 口する太 目の注目を挿入 している。注 目は 口

端でやや外反 して丸 く仕上げられているが、 口端を よこ撫で した際にわずかな突線がつ くられている。体

部の成形は、広 く浅い鉢形の体部を覆 うために、体上部の天丼に円孔を穿ち、その上か ら粘土板を貼 り付

けて蓋をす る技法である (図 44-200b、 図版 26-2000。 したがって断面からみると凸状 に梁 をかけて もた

せる構造的なつ くりになっている。同様の技法は古墳時代の提瓶にもみ られるもので、須恵器の伝統的技

替
である。上記のように体部を成形 した後、一方 の肩部に円孔を穿って注目を挿入 している。 このため体

上部内面は、粘土板を貼 り付けた後ろ くろ撫で調整されるが、しか し、注 目と体部 との接合部 は指が入 らな

いため挿 入時のまま未調整である。高台は、縦にやや長い断面台形状のものが貼 り付け られている。底部

外面 と肩部は丁寧なヘ ラ削 り調整が施 されている。また、内底部は仕上げ撫でが施 されている (200k)。 肩

部は極 くわずかな釉のふきだ しがみえる程度で施釉 されていないため、胎土中の微黒粒と細 い長石粒の移

動が明瞭である。ろ くろ成形回転は右回 りである。

把手部は、中央 より右側 と尾部の末端が欠失 している。注 目か ら肩部 までをいっばいに使 うもので、推

定約18cmの安定 した基部 と、中央部で注 目に向って立ち上 りなが ら反 り返える鴎尾状の尾部 とか らなる。

基部は体部 との接合部でほぼ垂直に折れ曲って、左右か ら次第に高ま りなが ら拡幅 して中央部で最大にな

っている。断面形は曲折部で短辺1.5cm、 長辺2。4clnの 長方形であるが、体部 との接合部はやや拡 く方形状

を呈する。尾部は、基部 との分岐点で幅4。6cmを測るが、上方へ向って幅・ 厚さとも減 じてお り、末端では

尖 っていた と考え られ る。尾部の下部には、人差 し指ほどの半円弧状の今日り込みを もつ指掛 りがつ くられ

ている。また把手部は、基部の裏面 と接合部の正面を除いて、羽毛を抽象化 して表現された幅 0。2 mm程の

細線刻が浅 く施 されている。 この線刻は基部の側面 と尾部の側面上部で斜め、その下部はゆるい弧状 、正

面 と平面は短 く横にそれぞれ施 されている。

鉦付蓋は、嘴が 根元 の間際か ら折 れてい るだけで、遺存状態は良好である (図44-200a・ 図版 19～ 21二

200i～ L)。 口縁部を短 く折 り曲げ、わずかに内傾す る口端 と、水鳥の頭部を巧みな造形で表わ された鉦部
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とか らな る ものであ る。嘴 は基部の幅1。 8crnか ら推定 して、幅の広い ものが考え られるが、図示 したもの

よりやや細長 く 3 cln程 になることも考慮 される。上嘴 と下嘴は沈線 によって表 わ されて い る。嘴 の背後

は、面取によって立ち上 った鼻部が造 り出され、さらに頸部後方には冠毛にあたる箇所が小 さく三角形状に

突出 し、下方か らのヘ ラの切 り込み も加わって強調 されている。頭下部か ら頚部は中空で、陶土を縮めるた

めに直径約 3 cmの 円孔が穿たれている。内面の上部は、指圧痕を残 しているが、倶j面下部 と口縁部の境は

丁寧にヘ ラ削 り調整 されている。鉦部正面 と両倶j面は、把手部 と同様鋭いヘ ラ状具で格子 目状に斜の細線

刻が施 され、羽毛を菱形に簡 略化表現 している。また頭部上面か ら冠毛にかけて、尾部 と同 じように、斜

か ら横の短い線刻がみ られ る。施文の順序は、右下 りの斜線、次いで左下 りの順である。眼 は羽毛を施 し

た最終段階に入れ られた もので、竹管の小 口にわずかな面取 りを施 して突き刺 している。

施釉は体部の側面 と注 目の外面を除いて、底部 の外面 も含めた器体 と把手部、お よび鉦付蓋のほ とんど

全面に淡緑色灰釉がゆきわたっている。体上部は厚 くどっぶ りと施され、鹿子斑状の濃淡がみ られ る。把

手部の倶j面にも釉の流れたあとがみ られる。高台の内側約 0。 5cmの 所より外底部に施釉の痕 跡 が認 め られ

る (図版 21-200L)。 窯内での温度の上昇が充分でないため釉の大部分は剥落 している。また、注 目下部

にあたる内底部に li■降灰による釉の融着が認め られる。鉦付蓋は黄味を帯びた釉が薄 くかけ られている。

頭部右側には小 さな「 ブク」がみ られ、左側面はわずかにかかっている程度である。上記の如 く注目の下

部に降灰がみられる (図版 21-200Dた め、焼成時には蓋をのせていなかったことば無論である。しかし、

体上部に降灰が一切観察 されないことか らすれば、本品は鉢 匝入焼成であった可能 性も充分考えられる。

上記 の平瓶 と伴出関係あるものは長頸壷 (剛6-203)で ある。二段構成技法でつ くられた もので 口径 8。

7cln、 頸長6。 8clrl、 器高20。 Oclrlで ある。径頸指数 (口 径 /頸長×100)128で 、灰釉陶二段構成 2群に属する。
(3)

頸部が開 き口端 の内外面に段を有す る。肩部 はゆるいなで肩で、胴部の張 りもあま り目立たない。調整は

内底部か ら体上部までをろ くろ撫で、外面の下半はヘ ラ削 りされている。体部のろ くろ:成形は不備である。

口縁部か ら体部には、淡緑黄色から濃緑色に発色 した灰釉が施 され体下部まで釉流れがみ られる。胎土は

灰 白色を呈 し良好である。

ところで、本資料 と類似の出土例は猿投窯において、 3うの既報告例がある。黒笹 4号 と同 7号 では鉦
(4)

付蓋、黒笹 8号では把手部がある。今それ らに猿投窯井 ケ谷地区の州原 6号から出土 した把手 部 (挿図 8
(5)                                             (6)

-1)を 加える。基部か ら尾部へかけての残欠で、差 しわた し13。 5cm、 高さ7。 5cln程 である。尾部の背面で

基部 との境 には ヽ三角形状の小 さな凸部がつ くられている。基部は側面に対 し平面の幅が広い もので、短

辺 6 cm、 長辺 2。 4cmの断面長方形状である。尾部 は上部を欠失 しているが、金鋳場遺跡 や黒笹8号 のものと

同 じように、鴎 尾状に反 り返 るものとみ られる。羽毛は側面において二条を一対 とする深い沈線で具象的

に彫 り込 まれている。平面は縦位に、凸部の下方で三条、上方で二条、 さらに尾部先端に向って一条の沈

線 で表現 されている。施釉は、基部の裏面を除いて全面に厚 く淡緑灰色釉がみ られる。胎土 は緻密で灰白

色を呈 し、やは り微黒点の混入がみ られる。

州原 6号窯 の把手部 に伴 っ|て 出土 した須恵器は、不 B・ C・ 皿、蓋、壷、把手付盤、長頸壷、短頸壷等

である (挿 図 8)。  また特殊品 として、十字透か し彫不 (2)が ある。tt B(4)は 器高が高 く深いもの―口径

18。 3cm、 器高7。 2cm一 と、盤状を呈する浅い もの (6)一 口径24。 8cln、 器高3.5cln一 、および両者の中間的な

器形 (5)一 口径 15。 lcm、 器高4.Ocm一 がある。深いつ くりのものは、 日縁部がまっす ぐに立ち上が り口端

でわずかに外反す る。盤状を呈する浅いものは、 口端が外反 している。高台はいずれ も低 く断面台形状を

呈する。調整は内底部か ら口縁部をろくろ撫で、外底部はヘ ラ削 りされる。胎土は青灰色～淡青灰色 を呈

-52-



挿図8 州原 6号窯出土土器 (1:3)
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し、ことに深い ものは良質で、ろ くろ成形 も丁寧である。ttC(9)は浅 く小形である。 口径 12。 7cln、 器高

3。2cm、 口縁部 と内底部はろ くろ撫で、底部外面はヘ ラ削 りされる。皿 (7)は高台があ り、 口端 を 強 く折

り返 して外反す る。高台は不 と変 らない。 口径 19。 5crn、 器高 2。 3crn。 口縁部内面か ら底部をろ くろ 撫 で、

口縁部の外面 と底部はヘ ラ削 りされている。この器形 は天地 を逆 に して、環状の鉦を付けた蓋 とす るこ

ともできるがここでは皿 とした。ttC(3)は頂部に宝珠状の高い鉦を有す るもので、口端 を断面三角形状

に折 り曲げて身受けがつ くられている。 口径 17。 lcm、 器高4。6cmで ある。調整手法は口縁部上 半 の外面を

ヘ ラ削 り、その下半 と内面はろ くろ撫でされる。胎土は青紫色を呈 し精良である。把手付盤 (10)は平 らで大

きな底部 と外傾する口縁部 とか らな り、口縁部中央に把手が付け られる。 口径33。 3cm、 器高 8。 O cm、 日端

の中央に小 さな凹部をつ くる。底部内面か ら口縁部の上半をろ くろ撫で、下半 と底部外面 はヘ ラ削 りされ

る。胎土は淡青灰色を呈 し良好である。三段構成 で頸部がつ くられる長頸壷 (8)ヤま口縁部 が細 く締 って

口端内面に段をつ くる。 口径 8。 4cm、 頸長 10。 6cm、 径頸指数106で ある。肩部に自然釉の付着がみ られる。

胎土は淡青灰色を呈 し良好である。猿投窯で一般に認め られる三段構成長頚壼である。十字透か し彫ネ は)は

箱形の体部に短 く外反す る口縁部がつけ られ、体上部 と下部 に各一条ずつめ ぐらされた沈線の間に、十字

透かし窓が 4箇所割 り付けられている。口径 7。9cm、 器高7。Ocmで ある。 内底部か ら口縁部はろ くろ撫でされ

る。外底部は糸切の後、周辺がヘラ削 りされる。体部外面 と口縁部内側は、暗緑褐 色を呈す る灰釉がみ ら

れる。胎土は青灰色を呈 し須恵質である。灰釉陶器は、極 くわずかで先記 した水鳥鉦付蓋平瓶 と、短頸壷

蓋がある。当窯は全面的な発掘調査が行われていないため灰釉陶の実態は明 らかに し難いが初期の灰釉陶

窯である。

本遺跡の水鳥鉦付蓋平瓶は、猿投窯における特産品の一つであるが、これまでに出土 したものに比 し、

羽毛の表現 の仕方に顕著な差異が認められる。黒笹 4号、同 7号の鉦付蓋に描かれた羽毛は、一羽ずつ具

象的に表現 されてお り写実性が高い ものであるのに対 し、本資料は、斜線の組合せによる格子 目状であり、

表現方法に簡略化 と形骸化が認め られる。同様に把手部の斜めや横の細線による羽:毛の抽象化 も、黒笹 8

号、州原 6号 の退化形式と考え られる。一方、体部の形態をみると、平城宮東三坊大路側 溝SD 650A様式
(7)

に類似例があること、また古墳の周溝状凹部か ら検 出された長頸壷 もこの様式 で理解 され るものであるこ

ことか ら、 9世紀前半の所産 とす ることができる。 したがって、羽毛の表現の仕方か らみれば黒笹 4号、

同 7号、同 8号、州原 6号 の水鳥鉦付蓋平瓶は本資料 よりさらに遡 ることは明 らかである。また、同窯の

須恵器は、平城宮6ABO地区のSE31lI丑 同宮6AAB地区のSE715に よって代表 される平城宮Ⅶに比定さ,な
(8)

その下限は天長元年 (825)頃 とされる。要するに、水鳥鉦付蓋は初期灰釉陶生産開始段階の高度な施釉陶

技術に支えられて成立 した もの と把握 されるのである。また、その系譜の示唆的なものとして愛知県●よ
1 /(9)

後期古墳に副葬された有蓋高不の鉦に鳥形のものがあ り、岡崎市の岩津 1号
葡

、宝飯郡一宮町の炭焼14号

墳、名 古屋市師長町の師長古墳、犬山市羽黒の自山神社古墳等か ら出土 している。 6世紀末～ 7世紀前半
(11)                                            (12
の年代 が与え られるものである。こうした伝統的須恵器生産の中に既にみ られる系譜の延長 として、水鳥

鉦付蓋平瓶は把えられるものであろ う。また、原形 となった水鳥は、頭部の造形か らみて、池や沼地に群

泳 ぐお し鳥であった可能性を指摘することができよう。
(131

州原 6号窯の資料は、谷沢靖氏の御好意によって掲載させていただいたものである。

註1 小林正春「長野県諏訪市金鋳場遺跡出土の灰釉水鳥釦付蓋」『信濃』28-4 1976

2 槍崎彰一「彩釉陶器製作技法の伝播」『名古屋大学文学部研究論集』 1967

3 坂野和信「日本古代施釉陶器の再検討 I」 『考古学雑誌』65-2 1979
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4 檜崎彰一「白充」『日本陶磁全集 6』 1976

5 槍崎彰一「古窯址地名表及出土品実測図」『愛知県猿投山西南麓古窯址群』 1957

6 谷沢靖「井ケ谷古窯跡群」『刈谷市の古窯』 1958

7 吉田恵二・小笠原好彦「平城宮発掘調査報告Ⅵ―遺物3」 『奈良国立文化財研究所学報』23 1974

8 西弘海・小笠原好彦「平城宮発掘調査報告Ⅶ一考察 3」 『奈良国立文化財研究所学報』26 1977

9 註 3と 同じ

10 斎藤嘉彦・久永春男「岩津第一号墳」『愛知県岡崎市岩津古墳群』 1964

11 槍崎彰一「須恵器・覧器編年表」『日本の考古学V』  1967

12「白山神社古墳」『愛知県犬山市埋蔵文化財調査報告書』犬山市教育委員会 1967

13 坪井清足氏の教示による。

サ その他 の 出土遺物

ア)包含層 出土の土器 (図64-458～ 460)

本遺跡の包含層出土の古墳時代後期土器は、その大半が各住居址か ら検出された ものと同様であったた

め、以下に記す もの外を割愛 した。ttE(458)は 丸底の底部か ら腰の強い口縁部へ移行 し、 口端 を受 口状

に大 きく拡げるものである。調整手法はb4に よる丁寧な もので、胎土は明褐 色を呈 し精良である。tt G Ⅱ

(459)は やや厚手のつ くりで稜部が大 きくえ ぐられている。黒色土器の鉢 CⅡ (460)は、器形、調整手法 と

も鉢 Cの 典形である。以上の土器は、金鋳場 Ⅱ期に属するものである。

なお、本遺跡か らは平安時代後期め土器 (挿図 9-1～ 4)も 出土 して

いるので触れておきたい。中央 区に位置す る 22号住居址の上層位か ら、

灰釉陶器椀A2個体、皿B2個体が出土 している。遺構は確認 され な か

ったが、遺物はいずれ もほぼ完存の遺存状態であった。 したがって土墳

等何 らかの遺構 の存在が想定 される。器種分類は、十二 ノ后遺跡奈良・

平安時代の土器分類によっている。

椀 AⅡ (1～ 2)ヤま大 きく開 く口縁部が口端でわずかに外 反するもので

ある。 口径15.6～ 14。 3cm、 器高4。 2clnを沢Jる 。 ア調台は 1、 2と も倒断面i三

角形状を呈 し、外面の端 が面取 りされている。内底部か ら口縁部はろ く

ろ撫でされるが、底部外面はヘ ラ削 りされる。 2は底部の調整が不徹底

で糸切 り痕が残 っている。いずれ もろ くろ 目が 目立ち成形はやや不備で

ある。施釉 は灰 白色～灰緑色を呈する釉が薄 くツケがけされてお り、外

面は極 く薄 くかか っている程度である。胎土は淡灰白～灰黄色を呈 し、

比較的良質である。

皿A(3～ 4)は 4つの輪花を配する口径の大 きい 3と 、小形 の4が ある。輪花は指頭によって加えられ

た もので退化的である。 口径 14。 5cm～ 12。 2cm、 器高 3。3cm～2.8cmで ある。高台は低いもので外方へふんば

っている。調整は椀 と同 じであるが、やは りろ くろ成形は不備である。施釉は淡 緑灰釉が内面にみ られる。

304と も外面は椀 と同様ご く薄い。胎土は自色に近い灰 白色を呈 し良好である。 ことに 4は焼成 も良好

で堅級である。

以上の灰釉陶器は、東濃系を主体 とす る製作地が求められるもので、十二 ノ后Ⅸ期に位置づけられるもの

である (十二ノ后遺跡出土土器の大別参照)。                       (坂 野 和信 )

4

輛

挿図 9 金鋳場遺跡包含層出土灰

釉陶器 (1:4)
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まとめ

山麓 テラス状台地の 日だま り地形である本遺跡は、調査以前か ら、各期の遺物 の採集があって、それに

伴 う遺構の存在が予想 された り、地字である寺の鐘を鋳た とい う伝承か ら、それに関す る何 らかの手がか

りがあるや も知れない とい うことで重要視されていた。二年次に亘 る発掘調査で、鐘を鋳た ということは、

用地内調査 では、何の手がか りも把め得なかったが、すでに記 したように、弥生後期住居址 2軒、予想 も

し得 なかった半壊古墳 1基、古墳時代後期住居址39軒、同期 と考えたい竪穴状遺構 1、 時期不詳も含めた

土拡21基、集石 5箇 所、溝状遺構 7箇 所、列石状遺構 1箇 所と多 くの遺構の確認とそれに伴 う遺物の出土

をみた。わけて も古墳時代後期の集落の一端を把握 した ことは、この西山地帯では大 きな意義を もつ と同

時に重要な成果 といわねばな らない。以下、問題点の多い古墳時代後期土器を一項 にまとめ、他に住居址・

集落・古墳等につ き若干の所見を記 してまとめ としたい。

ア 古墳 時代 後 期土器 の時期 区分

諏訪地方の土師器は、主 として諏訪盆地周辺の山麓に形成 される後期古墳群の研究 と併行 し、その築造

年代を求めるための資料 として取 り上げ られてきた。ここでは、金鋳場遺跡を中心に十二 ノ后遺跡 も含めて、

集落 t■Lか ら出土 した土器群の形式差か ら編年的位置についての基礎的な作業を試みることにす る。各住居

址か ら出土 した土 器は、若干の混入を除けば一括資料 として、一時期 あるいは単一様式の土器群 とす るこ

とができる。これらの土器群の形式差を基準 として、6世紀後末葉～ 7世紀前半までを 2期 に大別 した (表

6)。 ただ し、遺構の重複関係か らみて も明 らかな如 く、古墳時代後期の住居 l■L群は 2期以上のまとまりが

み られる。 したがって住居 t■Lの あ り方か らみれば、70年前後の間を3期ない し4期に区別す ることも不可

能ではない。 しか し、現状での土器の分析では、不徹底な部分が生ずるため、あえて細分 を行なわなかっ

た。加えて、今回の調査では古墳時代後期のごく一端を知見 したのみである。また、当遺跡 において も奈

良・平安時代 I期に属す るものもみ られるが、それについては十二 ノ后遺 跡の該当の項 目 (本書 82頁)を

参照されたい。

さて、当地方 における 6世紀後半～ 7世紀前半 の土器は、約 1世紀の間、成形技法、器形、調整手法に

大 きな差異を看取す ることができなかった。総 じて、その変遷過程は極めて漸進的で、 と りわけ調整手法

における停滞が認め られる。その中で も比較的器形に変化がみ られる不 G・ L、 壷A種の形式差を とりあげ

て時期 区分の指標 としたい。不類では主体をなす G種の製作手法の変化によって生 じた器形の差異 と、 L

種における新たな形態の出現 を契機 としている。また、壷 Aでは径体指数 (口径 /体部径×100)に よる分析

を行なってみた。

土器の大別 (挿 図10～ 13、 表 607)

I期に属す る不 G種 の うちの 1群 (挿図10-15・ 212・ 320)は 、稜部のつ くりが鋭 く、 口縁部 に何回 も

よこ撫でを施す ことによって、大 きく弓な りに内湾す ることが一般的である。底部外面は必ずヘ ラ削 りさ

れている。ヘ ラ磨 きは、底部の一部にまで及ぶ ものがあ り、緻密に施されている。金鋳場18号 、21号 、28

号、34号 、十二 ノ后116住 居址に典型がみ られる。 2群 (37つ は、 1群に比べ器高の低いもので数 量は多 く

ないが調整手法は前者 と変 らない。不 L種 (22・ 321)は 口縁部が内湾気味に大 きく開 くもので、底部 との境

の内面に段を有す る。 この器種は、 I期 より古い形式のものにおいて も、 口縁部外面にヘ ラ磨 き調整を施

さないことが特徴である。内面は黒色手法によって処理 され、底部外面はヘ ラ削 り調整 され るが、指圧痕

3)
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器    (図 No。 )師土 須恵器(図 No.)

古

墳

期

3号住

5号住

8号住

11号住

12号住

16号住

18号住

21号住

23号住

24号住

28号住

31号住

32号住

33号住

34号住

35号住

39号住

40号住

6

11, 12

20, 21, 22, 25, 26, 27

91, 113, 115, (102)

212, 214, 215, 218

241, 242, 246, 247, 250, 252, 252, 258

287, 289

290

320, 321, 324, 325, 326, 327, 328, 329, 330

351, 352

339, 340, 341, 342, 343, 344, 345

353, 356, 358, 359, 360, 361, 362, 363, 367, 369, 370, 371, 372

375, 377, 379, 383, 391, 395, 399, (385)

423, 427, 428, 429, 430, 431, 432, 438

376

285

292

333, 334, 335

394,

(439, 440)

古

墳

Ⅱ

期

1号住

6号住

9号住

17号住

19号住

20号住

22号住

25号住

26号住

27号住

29号住

36号住

37号住

38号住

一号古墳

善葦    7

土疲 7
9

12

集石 1
//   3

1

?

14

77, 80, 87

219, 220, 222, 223, 227, 229, 230

231, 232, 233, 237

262, 265, 266, 267, 268, 269, 270,

293, 294, 295, 296, 297, 298, 303,

307, 308

311, 312, 313, ・316, 318, 319

336, 337,

400, 402, 404, 405, 407, 408, 409,

414, 415, 416, 417

419, 421, 422,

201, 202, 203, 205, 208, (204, 206,

455, 456

117

129, 130, 132

144

146, 147, 148, 152, (151, 153)

441, 443, 444, 445, 451

271, 272, 276,

306

411

209, 210, 211)

０１

　

　

・４

418

420

奈

良

・
平

安

Ｉ

期

2号住

4号住

7号住

10号住

13号住

15号住

墳

石

土

集

(4)

57, 58, 59, 61, 67

76, (70)

122, 123, 124, 128

453

(15)

68

167, (168)

452

表 6 金鋳場遺跡時期:・ 遺構別出土土器二覧
の残る例 もみ

られる。

Ⅱ期 の不 G

I種 (2・ 7)

の 1群は、稜

部に鋭 さがな

くな り、 口縁

部 との境いは

やや不明瞭に

なる。 よこ撫

での省略によ

るもので、 口

縁 部 は 湾 曲

がゆるやかに

な りわずかに

のこる程度に

なる。法量は

小形化す る傾

向もみ られる

が明瞭でない。

ヘ ラ磨 きの施

し方がやや粗

くなって、調

整手法に不徹

底な要素の促

進がみ られる

よう7こ なる。

金鋳場20号、

27ザチ、 36ザ手、

十二 ノ后9号、

13号住居址 に

典型例がみ ら

れる。手法に

おける簡略化

傾向は、やや

浅い器形的特

徴を もつ 2群

(201)ンこついて
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不 Gl群 ネ G2群

320

Ⅱ 期

ヽ一一
｀ こ ← 一

挿図 10不 G・ L製作手法分類図_(1:4)

も一致 して指摘す ることができる。 この段階において不 L種 (2940295)は新たな器形の出現が金鋳場 19号・

25号にみ られる。前段階までみ られた ものがほとんど認め られな くな り、 これにかわって同一技法・手法・

焼成による新たな器形の造形がみ られる。 口縁部は立ち上 りつつ 内湾気味に開 き、器高が深 いものとなっ

ている。

次に、壷 Aは大 きな体部に外反す る口縁部をつけた もので、器形の変化は体部に集中 している。 これを

径体指数で表わ した ものが、挿図11である。 I期は体部の張 り出 しが強 く略球形状を呈す るもので、 この

ため体部径は口径を大 きく上まわ り、径体指数が80～ 77前 後に集中 している。器高は32～ 28cm。 金鋳場21

号 、32号、34号住居址 が代表例 としてあげ られ る。 AⅡ も同様の傾向がみ られ、39号 住居 t■Lでは同指

数76である。 Ⅱ期になると、体部がやや縦長の不整楕円形にな り、 口径 と体部径がほぼ等 しくなるものヘ

と変化 している。径体オ旨数98～ 95ほ どになる。器高は30～ 27.5cm、  I期 のものに比 し低 くな っている。つ

ま り、壷 AIは体部の最 も発達 した I期の段階の法量が最大であ り、 Ⅱ期では体部径が小 さ く、丈 も低 く

なって容量が減少 しているのである。 I期の前段階のものは、まだ体部の発達がみ られずやや小形である。

ところで、先 に表 6であげた時期区分の一部を図表にまとめた ものが、挿図 12013である。土師器は、

器種分類 (13頁 )で述べた ものの うち、比較的資料の豊富なものを構成形態別に I期 とⅡ期 に区別 した。

いちいち言及 していないが、 I・ Ⅱ期はそれぞれに新、古を含む ものである。

供膳形態

不類ヤまA、 B、 C、 D、 E種と口縁部 7こ稜を有する G、 H、  I

2

20:
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J、 L種の形式差を把えてみた。Ⅱ期で



IttA I

Ⅱ期AI構
32号

山岸56号 o

I期 AⅡ

●金鋳場34号
1金

鋳場」
=

● 同20号

.清水22号

金鋳場39号 ●

綿之芝古墳
●    同古墳●

挿図 11 壷Aの変遷 (径体指数=口径/体部位×100)

は不 D、 Hの良好な資料を欠いている。 I期 とⅡ期の差異は、大づかみに把えて法量の小形化 と、一部器

種における調整手法の簡略化 といえよう。 こうした傾向については先に不 G種等で記 したg法量の小形化

は不 B(20034102960233)、 不 C C326・ 1)、 不 I(3580311)において明瞭であ り、ヘ ラ磨 きの省 略化 は不 J

(250・ 402)に顕 著 である。不類にみ られる I期か らⅡ期への今一つの特徴的 変化は、概 して丸底風のもの

か ら平底風のものへ底部が変化 していることである。また、不 Eは、古い時期か らの系譜がみ られるもの

であるが、 Ⅱ期においてはほ とんど皆無 となっている。

鉢類は A、 B、 C種に器形の差が認められる。 D種は Ⅱ期において出現 した器種 と考えられるもので、

金鋳場25号 、29号住居址、十二 ノ后43号 住居 l■Lに み られる。 Ⅱ期ではAIの 良好な資料を欠 く。鉢 AI
(429)I期 は、外方へ開 く口縁部 と内湾す る体部 とか らなるものである。 AⅡ (215)は 、内面 にヘ ラ磨 きが

み られる。この図では示 していないが、39号 住居址にほぼ全面をヘ ラ磨 きしたものもみ られ る。また、34

号住居址には口縁部外面にヘ ラ削 りを施 した ものがある。 Ⅱ期の AⅡ は口縁部にヘ ラ削 りを施すが、成形

技法の劣るものや、器壁が厚 く鈍重なものもみ られる。tt B(43の I期は、 口縁部が偏球形状に大 きく内

湾 して口端が短 く外反するもので、 Ⅱ期 (270)に なると大 きく内湾す る厚い器壁が、 口端でつまみあげら

れるものになる。底部は丸底風の平底が小 さくつ くり出されている。tt C(328)の I期は、 口縁部が外反

して鍋状の浅い体部を有するもので、それが Ⅱ期 (276)に は器体が大 きく深いつ くりのものになる。 口縁

部が強 く外傾 し肩部に凸線がみ られる。

小形壷 A(70220).Iは 体部に大 きな変化がみ られる。 I期 (7)はほぼ直立する短い頚部が大 きく張 り出

す体部につけ られ、 Ⅱ期 (220)は体部の張 り出 しが弱まって、孤状に内湾するものになっている。

高不 A(362,363・ 5)は不部 と脚部の変化が特徴的である。 B種は良好な資料を欠 く。 I期 (362,36Э

は大 きく内湾す る不部 と柱状の脚部が裾で「く」の字形に折れ曲って開 くものである。 Ⅱ期 (5)の不部は

内湾気味に立ち上 りつつ開 くが、脚部は裾を大 きく拡げていない。

貯蔵・煮沸形態

器
　
一局
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挿図12 金鋳場遺跡出土古墳時代後期土器分類 (そ の1)(1:8)

壷 A(258・ 237)7こ は先記 したとお りの変化がみ られる。

甕 A tt G70,371・ 31の における I期か らⅡ期への変化の仕方は、大略壷 Aと 同様で、体部に大 きな変化が

み られる。 I期 G7d371)は完形ではないが34号住居址を典形例 とす る、強 く外反する口縁部 と体上部で

大 きく張 り出す体部 とか らな り、 Ⅱ期 (319)ヤ まその体部が細長い筒状やテーバー状を呈す るようになる。

小形甕 A o450337,222)は 口縁部 と肩部に変化がみ られる。 I期 (34つ では肩部 が張 り出す体部に、外

傾する口縁部をつけて、 Ⅱ期 (337,222)に なると口縁部が肥厚 して外反す るものがみ られ、体部 は短い筒

状を呈 し、不整形な ものが多い。 AⅡ は良好な資料にあ ぐまれなかったが、成形は粗雑である。調整手法

は I・ Ⅱ期を通 してほとんど変わ らない。 Jヽ 形甕 B(113・ 220は体部外面にヘ ラ削 りを有する一群である。

I期 (113)は 口縁部が若干肥厚す るもので、肩部に明瞭な突出部がみ られ、底部 は丸底風の平底である。

Ⅱ期 (223)は A種と同様、体部の成形が不整形で、底部は上げ底風の平底である。

金 鋳 場 Ⅱ 期
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挿図13 金鋳場遺跡出土古墳時代後期土器分類 (そ の2)(1:8)

土師器 と伴出関係がみ られる須恵器は、不、蓋、高不、短頚壷、提瓶、魅、等で、東海地方で製作 され

ものと、当地方産のものがみ られる。諏訪地方で須恵器の生産が 7世紀代に行われたことを知 る古窯 l■Lは

鬼戸窯で、埴輪 と須恵器が併焼 されてお り、須恵器か ら同紀後半の稼動年代が考えられる。 当遺 跡では、
(1)

須恵器の検出量が少な く器種分類を行 っていない。 I期 とⅡ期の時期区分を述べる (挿図12013)。

I  頭明

不 (2850333) 内傾する立ち上 り部 とわずかに突出す る蓋受を有するものである。 口径 11。 4～ 10.8cm、

器高 4。 1～ 3。 4 cm。 底部外面の下半はヘラ削 りされるが、内底部か ら口縁部はろ くろ撫で調整 される。

蓋 (439)偏球形状の天丼部 との境に小 さく突出する稜部をつ くり、 口縁部がわずかに内湾 している。 口

径 11.5cm、 器高 3.7cm。 天丼部外面下半か ら内面はろ くろ撫で、外面上半はヘラ削 りされる。

高不 (335)有 蓋のもので、不部は内傾 してたちあがる口縁部を有 し、丈が低い。脚部は細 くラッパ状に

開くもので、長方形状の 2段透か し窓を四方に穿っている。口径 11。 2cm、 推定器高 12.lcm。 外部の調整は不

と同 じである。
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提瓶 (440) 正面 円形を呈す る体部に短い口縁部を付けた ものである。肩部に小 さく突出 した紐掛を一

対配 している。また体部には、 うず巻状に細 く沈線がめ ぐらされ、側面はヘ ラ削 りされ、その成形は、平

瓶 と同 じ技法で側面頂部に粘土板を貼 りつけて行われている。なお提瓶 と蓋 (439)は I期末に属す る。

Ⅱ 期 :

不 (420・ 457) I期 に比 し著 しく小形化す ることが特徴である。 ごく短いたちあが り部 と蓋受を有す る

ものである。 口径 9。 9～ 9。 8cm、 器高3.8～ 2。 8crrl。 底部外面の下半はヘ ラ削 りされてお り、調整手法は I期

と変 らない。

高不 (418) 脚部の残欠であるが、無蓋のものとみ られる。丈が短 く、裾を大 きく拡げるもので、四方

に長方形状の透か し孔を有す る。

直 口壷 (314) 直立す る口径部を略球形状の体部に接合す るもので、底部は尖 り気味の丸底である。な

で肩の肩部に一条の沈線がめ ぐらされ、沈線の下か ら底部 までヘ ラ削 りされている。

以上述べてきた金鋳場 I期・ Ⅱ期の実年代の推定は、結局、須恵器の編年によって導かれ るものである

先記 した如 く須恵器の大半は東海地方産のものである。しかし、東海地方の須恵器編年で実年代が限定 さ

れる資料が皆無に等 しい現状では、畿内「陶邑古窯址」や「飛鳥地方」の須恵器・土師器の編年に比定 し
(2)

て求めざるを得ない。すなわち、金鋳場 I期は、陶邑第 Ⅱ期 (T K43～ T K 209)頃 までの6世紀後末葉、同Ⅱ

期は飛鳥 Ⅱ～Ⅲ期頃までの 7世紀前半代に位置づけることができる。

小稿では、金鋳場遺跡の時期を明確にす るため、南信地方における古墳時代後期の土器群を、天竜川 中

流域か ら上流域の下伊那 0上伊那・諏訪の三つの地域に分けて編年的試みを行 うことに していた。主 とし

て、初期須恵器 と土師器の伴出関係が認め られる 5世紀後半か ら、奈良前期 までの 7世紀前半に四つの画

期を求めて把えようとす るものであった (表 7)。 編年の根拠は、住居址の重複関係 と土師器・ 須恵器の形式

差である。 しか しなが ら緊

急発掘調査報告 とい う性格

上の限界 と整理期間の関係

等か ら、既報告遺物に関 し

ても充分な観察が行なえず、

加 えて紙幅の制約著 しいた

め今回の報告では詳細につ

いては割愛せざるを得ず試

案 (表 7)のみをかかげた。

今後の研究によって訂正 と

補充を積み重ねてゆ くこと

が必要であると同時にその

成果に期待するところ大で

表 7 天竜川中・上流域における古墳時代後期土器の編年

必 諏 訪 上 伊 那 下 伊 那

480 本城-1, 2号墳

中通 り下-1号墳

天イ白B-20607
9 ・28准≧

山岸-5・ 52053住

伊久間原-8住

Ⅱ

小丸山古墳

綿之芝古墳

中通 り下-21022住
天伯B-1・ 305住

山岸-13021022032・
34住

600

Ⅲ

金鋳場 I期 天伯-1住

天伯古墳

天伯B-4080100
22・ 23生ヒ

山岸-17056住

650

Ⅳ

金鋳場Ⅱ期
ある。 (坂野 和信 )

-62-



註 1 藤森栄一 ワ‖岸村三沢鬼戸埴輪窯址」『諏訪考古学』8 1952 当窯の資料を実見する機会を得た。須恵器の高台不、

蓋、高不等から年代を推定すれば、「飛鳥Ⅳ」～「飛鳥V」 に相当する、 7世紀後葉に稼動 していたものとみられるl。 埴

輪は円筒形のものが多く底部へ向かって、テーパー状に細くなっている。残存部からみて 3段に鈍い突帯がめぐらされ

る小形のものと考えられる。形態は退化的なものであるが、ハケロ調整は比較的丁寧に施されているQ

2 田辺昭三『陶邑古窯址群 I』 平安学園考古学クラブ 1966

3 西弘海「V考察-2遺物」『飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅱ』 奈良国立文化財研究所学報 26 1976

イ 1号 古墳

諏訪湖盆地の古墳については、古 くは藤森栄一氏による「信濃諏訪地方古墳の地域的研究」力`あ り、地
(1)

域的特色は明 らかにされている。また最近では桐原健氏、宮坂光昭氏によって論考が発表 されている。 ま
(2)        (3)

た個 々の古墳について も、「諏 訪上社 フネ古墳」「諏訪市大熊 片山古墳」などがあ り、中央道用地内に も
(5)

「本城 1号、 2号墳」「小丸山古墳」など内容のある程度判明 しているのもある。金鋳場古墳について も、
(7)

調査者の小林正春氏に よって報告がなされ特に、灰釉水鳥鉦蓋付平瓶について詳細にされている。歴史的
(8)

環境については『長野県中央道遺跡発掘報告書――諏訪市その 1。 2』 に詳わ しい。 これ らの先学に学び、
(9)

諏訪湖東縁山麓一―いわゆる西山山麓の古墳群の中での位置を明 らかに したいと思 う。 (図 1)

諏訪湖東縁山麓一一西山山麓の古墳群は、桐原健氏の分類の守屋古墳群である。 この一帯には約36の 古

墳が知 られ、その分布は散在的で群集化 していない。時代的に も諏訪上社 フネ古墳を 5世紀前半期 とし、

金鋳場古墳、荒神山古墳のように 7世紀終末の築造 と考えられる古墳 まで約 200年の長期にわたっている。

守屋山麓一帯の古墳の分布のあ り方一―支群のとらえ方など立地についての問題、時期的な問題一一古墳

群形成の過程、その中に内在す る地域的特色な ど、また終末期の古墳の問題一一古墳出土の 8～ 9世紀代

の遺物などこの地域での解決 しなければな らない問題が多い。

現在内部主体 の判明 している古墳は18基 で、 フネ古墳、片山古墳 (と もに粘土床)以外は横 穴式石室であ

る。築造年代 と副葬品 との間に大 きな幅が考えられるのは横穴式石室である。横穴式石室の性格上追葬や

また後世の混入や、再禾U用 な ども考えられ、出土品がそのまま築造年代 とすることは、一概 に決定できな

い。ほとんどの古墳が古 く破壊 され出土現状が不明 とい う状態では年代決定は不可能に近い。先学の示 さ

れた古墳の年代 も再検討の必要があろ う。守屋古墳群全体 の古墳の再検討は資料的に も、時間的にもまた

筆者が諏訪の古墳について全 く不勉強 とい う現状では無理である。今回は特に特色ある遺物の検討を行 う

ことによって年代を推定 した。先に桐原健氏によって年代観が発表 されたが、氏の年代決定方法 とまた古

墳の年代観には若干問題がある。それは、築造年代 と追葬品 とを全 く同一視 したことにあ り、氏の 8世紀

代築造 とした古墳の多 くは疑間の残るところである。(宮坂氏も7C末の年代をあたえている)例 えば諏 訪双

子塚古墳について検討 してみると、墳丘は前方後円墳 とされたこともあるが、現状は壇滅 して不明である。

内部主体は横穴式石室であった らしい。副葬品は豊富で、藤森栄一氏の「信濃諏訪地方古墳の地域的研究」

および「信濃考古綜覧」によると直刀、鎮、刀子 2、 鉄鏃 (尖根、片刃、平根形の両丸造柳葉式 と称されるも

の)、 錠、釘、轡、欽具、辻金具、勾玉 5、 管玉 3、 切子玉 3、 小玉、金環 3、 石製鍔 2、 土師器、須恵器の

出土があった。 この内古墳の築造の年代 と明 らかに異なる遺物、例えば石製鍔などを除いて、築造年代を

明確にできるものは、土器の類である。藤森栄一氏の前著中の須恵器、不、不蓋、土師器高不の脚部の実

測図で判断すれば、須恵器は陶邑古窯 t■L群 の編年の第 Ⅲ期にあて られ、また、土師器 もいわゆる鬼高式 の
(101

範ちゅうに入るものであ り、副葬品の豊富 さはとて も桐原氏のい う8世紀の築造古墳 とは考 えられず、 7

(6)
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世紀代の前半期に比定 されるものである。他にも塚屋古墳は銅鈍が出土 した古墳 として知 られるが、 この

銅鈍 も小田富士雄氏の編年による第 1形式の 1類に、また、毛利光俊彦氏のAⅢ に分類 されるもので 7世
(11)                                        (121

紀代のものであろ う。小丸山古墳 も氏 自身によって 7世紀前半に変更されている。他に も同様な例 もある

がほとんど 7世紀代 と考えられるものである。蕨手刀や和鏡を副葬 した古坤の中で築造年代を決定 できる

古墳はない。破壊 されて、他 との共存関係が明確でな く追葬か どうか決定できる資料ではない。 この地域

での横穴式石室を内部主体 とす る古墳の多 くが、 8世紀代、 9世紀代の遺物が出土す るところを見 ると、

はた して、和鏡や蕨手刀の出土を持 って築造年代 とす ることは疑間である。む しろ他の横穴式石室 と同様

7世紀代を もって古墳の築造 と考えたい。

このように考えて くると、諏訪湖盆の古墳 も古墳文化の発達 の中で特別な地域でな く、全国的な古墳文

化の変遷の中で とらえられるものと思われる。守屋古墳群の変遷を追 ってみると、フネ古墳を 5世紀代中

葉、 これに続 くのが本城 1号 02号墳、片山古墳など、 6世紀後半になると守屋古墳群 も群集墳化 し綿 の

芝古墳、双子塚古墳などが築造 され、四賀四ツ塚古墳、小丸山古墳などが続 き、有賀塚屋古墳、荒神山古

墳、金鋳場古墳などが 7世紀後半に形成 されて行 った ものと私考す る。ほとんどの古墳は守屋古墳群が群

集墳化 してい く中で築造 され、 8世紀代に新 しく築造 されることはほとんどなかったであろ う。かな り先

学の古墳年代観 とずれが生 じたが、 もしこの年代が推定通 りとすると、先学の諏訪地域古墳文化全般の見

解 と相違す る部分がある。墳丘、内部主体、副葬品な どは、古墳文化の中では全国的な時代的背景を よく

反映 しているものである。長野県内の古墳文化の中では副葬品の豊富 さ (残存状態のよさ)は とびぬけてい

る。 こうした点今後更に詳細な検討を必要 とするであろ う。

8世紀代、 9世紀代 とも思われる古墳の うち、東 日本における横穴式石室では しば しば遺物が出土す る

ものであ り、長野県内でもよく経験す るところである。諏訪湖盆の古墳の分布をみると、盆地にのぞむテ

ラス状の山麓部に 2～ 3基、多 くて も 4～ 5基とい う分布のあ り方を示 している。仮に諏訪湖の西側一帯

一―守屋古墳群を一つの古墳群 と設定すると、散在的な分布を示す これ らを一つの単位 と考 え支群 とす る

と、関連性を持ち年代的な系列に気がつ く。い くつかを例示す ると、フネ古墳 と片山古墳一一 ともに内部

主体を粘土床、または粘土椰を用い、前者を 5世紀前半、後者を 6世紀初頭とされるなど系列が考え られ

る。本城 1号墳 と同 2号墳 も同様である。細部は不明であるが四ツ塚古墳群、まわ り場古墳、金山古墳、

角道 1・ 203号 古墳で構成する岬 、小丸山古墳、北山ノ神古墳、有賀塚屋古墳の支群、双子塚古墳、

荒神山古墳の支群など小 さな地域で一つの支群一一単位を形成す る。これ らは築造年代が近接 し、またこ

れ らの間には、成層的な関連を暗示 させるものがある。金鋳場古墳はその存在 さえ知 られなか った古墳で

あるので、現在の段階では、直接関連を予想できる古墳はないが、当然近接す る古墳は存在 したであろう。

一つの支群を構成す る系統は、古墳の築造を継続 させなが ら、追葬を行い、古墳そのものへの利用が終 っ

た後 も、何 らかの利用がなされていたことが考えられ よう。 8世紀代、 9世紀代の遺物が古墳か ら出土す

るのもこのような事情があったか も知れない。先学が説かれたように、諏訪地方の古墳の盛行が 8世紀代

に くるのでな く、全国的な古墳文化の発達のなかで、他地域に比較 して群集墳化 してい く波が小 さく、伝

統的な力が続いていたものと思われる。

最近終末期古墳の問題が検討 されているが、 この地方で も宮坂光昭氏、、桐原健氏の論考がある。 この
(131                  (141

なかで宮坂氏は「墳 (盛)土はあるが、石室の消滅 した時期の墳墓か ら、火葬墳墓出現までの墳墓を終憶

期古墳 と呼称 して扱 う」 とされ、「斎藤忠博士の終末古墳第二期に属す」 と年代を規定 されている。

いずれにせ よ、地方 一 本県 |に おけ る古墳築造の終末の問題は、中央 (幾内)の古墳構造の終末 との関連で
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とらえる問題である。墳丘、内部主体、副葬品に終末期 古墳 としての特質、文献資料 との対比 など検討を

要す る課題 は多 い。今後、諏 訪地方 に限 らず、長 野県 内において 7世紀後半以後 とされ る古墳を抽出

し再編成す る作業が必要であろ う。また、明 らかに古墳築造以後 と考えられる遺物 の出土状態の検討が急

がれ る問題 であ る。

註 1藤森栄一「信濃諏訪地方古墳の地域的研究」『考古学』10-1『古墳の地域的研究』所収 1939

藤森栄一「信濃上代文化の考古学的試論」『信濃』20-10 1968

2桐原 健「諏訪盆地古墳群にみられる一姿相」『信濃』16-10 1964

3宮坂光昭「諏訪盆地湖北における古墳発達の一試案」『信濃』20-4 1968

宮坂光昭「長野県釜石古墳」『信濃』19-4 1967

4藤森栄一「諏訪上社フネ古墳」『考古学集刊』 3-1 1965

5藤森栄一「諏訪市大熊片山古墳」『長野県考古学会誌』 7 1969

6岡田正彦「本城 102号墳」『長野県中央道報告書一―諏訪市内その 3』  1975

7聾
果孝握 Ч V`LLL古墳」哩 野県中央道報告書

―
諏訪市内その 1・ その 2』 Ю貿

8小林正春「長野県諏訪市金鋳場遺跡出土の灰釉水鳥鉦蓋付平瓶」『信濃』28-4 1976

9 註 7に同じ

10田辺昭三『陶邑古窯址群 I』 平安学園考古学クラブ 1966

11小 田富士雄「日本の古墳出土銅銃について」『九州考古学研究 (古墳時代篇)』 学生社 1979

12毛利光俊彦「古墳出土銅鈍の系譜」『考古学雑誌』64-1 1978

13宮坂光昭「地方における古墳時代末期墓制の展開」『信濃』25-4 1973

ク 「諏訪湖盆東縁の終末期古墳群の考察」『信濃』22-4 1970

14桐原 健「諏訪盆地に見られる終末期古墳の様相」『長野県考古学会誌』 7 1969

(小 林 秀夫 )

ウ 住居址・集落

まず、この地への人々の到来は、縄文期か ら確認でき、前期、中期、後期 と断片的に訪れを裏付ける遺

物の出土がある。遺跡の南を限る丘陵の南側には、千鹿頭社遺跡、十二 ノ后遺跡があって、縄文前期、中

期、後期の集落が確認 されてお り、そちらとの関連を強 くもつ ものと思われる。今回調査に よる出土は沢

筋の流れ込みによるものが大部分であることか ら、縄文期の遺構は西方用地外に求め られると同時に、居

住地 として も生産活動の場 としても好適な地であった といえよう。

弥生後期の住居址 2軒が確認 されたことは、諏訪湖西方の山麓地帯における該期集落の在 り方を知 る好

資料を提示 した ものといえる。隅丸方形ない し長方形 プランで主柱穴間中央辺に埋甕炉を もつ形態の竪穴

住居 l■Lは 、西山を越 した伊那谷にみ られる弥生後期の一般的な姿であ り、検出された二軒 とも、西側主柱
(1)

穴間に埋甕炉を もつ ものである。二軒 とも古墳時代の住居 t」Lにその東半部が破壊 されて、全貌が判明 しな

か ったのは残念であるが、諏訪湖西岸山麓での弥生後期の住居址の確認は初めてであ り、意味深いもので

ある。荒神山遺跡では、弥生中期初めの庄の畑期の竪穴住居址が 2軒確認 されてお り、やや不明な点はあ
(2)

るが楕円形 プランの住居址中央辺 よりやや寄 った箇所に楕円形に組んだ石囲炉を もつ ものと報 じられてい

る。また本城遺跡では、弥生中期末の天王垣外期の竪穴住居址が 4軒確認 されてお り、隅丸方形を呈する
(3)

住居址の中央辺か ら壁側へやや寄 った箇所に、 3個の石を「コ」の字に配 した方形石囲炉をもつ ものと報
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告 されている。 ここに弥生後期初めの資料を得たことは、当地方における該期集落の在 り方、竪穴住居址

や炉の変遷を知 る上で貴重 といえる。柱穴間に埋甕炉を もつ本遺跡の炉には共に石囲いがみ られ注 目すべ

きことである。三遺跡 とも沖積平地を東方に持ち、守屋山系か ら流れ出す小河り||を近 くに持つ小高いテラ

ス状高台に居住地を もつ ことで共通 してお り、立地を考える二つのポイン トになる。生産活動の場は、や

は り東方の沖積平地に求めるのが妥当 と思われる。

古墳時代末の金鋳場集落の露呈は、何 といって も圧巻であった。古墳時代後期の割合短期 間の集落 と考

えられるが、23号 住居 t■Lを 破壊 して古墳が構築 されるとい う事実や住居 l■Lの重複関係か らして、時期差を

考えないわけにはいかない。

まず住居址 とその立地についてである。現在残 る沢状の凹地が示す ように、この地域は雨水に よって相

当の地形変貌を していることである。16号 020号住居址北側か ら36号住居 l■Lの 南にかけての間は、現地形

には著 しくないが、かつては沢筋の存在 したことが深い堆積層か ら判明 した。現在の沢筋 とこの埋 った沢

筋により、 この地は、北、中、南 と三区分 されるく起伏の多い地形で、沢筋間に低い台地を形成 している

そ して居住地は、 この微地形を巧みに利用 して住居を構築 していることである。北半には36号住居 t■L以北

7こ古墳 1基とイ主居 t■L16車干力`、 中央部ンこヤま20号 と24号住居 l■Lの 間ヤこ9軒が、 南Jttiに |ま 11号住居 l■LttF胃 ンこ14軒

と竪穴状遺構 1がそれぞれ存在 していたことになる。南部は最 も土地の低い地点で、それだけ流水に対 し

ては不安定な地であった。重複関係を多 くみせ る住居 t■Lや溝状遺構の多いのは、それを物語 るかの如 きで

あ り、本遺跡全体をみて も沢水支配ならびに利用 とい う立地制約が、居住に関 して相当な面 を もっていた

ものと思われる。南限の溝状遺構 4 0203と 構状遺構 7は長大なものであ り、そ ういった意欲の現われ と

見れ ようし、現沢筋 と平行 して構築 された溝状遺構 7は前身的な感 じもして興味深い。 しか し、二年間の

調査で沢筋に水の流れるのを遂に見 ることのできなかっことか ら、果 して年間通 して、生 活 に必要 な水

は如何に して得ていたのか疑間に思えてな らなかった。

次に住居 l」Lについてである。別項のように出土土器の検討の結果、古墳時代後期に当たる本遺跡の出土

土器を二時期に分類 し、更にそれに続 く奈良時代に比定できるものを十二 ノ后 I期 として、三大別 してみ

たので表 6を参照 されたい。 この尺度を もって住居 l■Lを見 ると、金鋳場 I期住居 t」L18、 金鋳場 Ⅱ期住居址

14、 十二 ノ后 I期 6と い う数になる。 しか し重複関係 (金鋳場 I期同志である11号 と12号住居址の重複、同Ⅱ期

同志 の 6・ 9号 と他 の 5・ 7号各住居址の重複)や、接近 しす ぎる配列ミ住居の規模の大小や主軸方向、更

に廃屋要因になったのではないか と思われる火災に遭遇 した住居 と廃屋墓的色彩のある集石を もつ住居、

そ して出土土器の少ない住居等 々を考慮に入れると、必ず しも 3期にはな らず疑問点 として残 る。特に金

鋳場 I期 とした18号 、31号 、33号住居址 と同 Ⅱ期 とした17号 、19号、26号住居址は接近 して北地区にあり、

いずれ も焼土が存在するとい う共通点を もち、想像を邊 しくするな らば、水便の悪 さか ら火災で類焼 した

とす るな らば、同時存在を考慮 しなければならな くなるのである。また、18号、20号 、22号、26号 、27号 、

31号 、34号 、36号 の各住居 l■Lに は、それぞれの住居址の項で記 してあるように、拳大か ら長 さ40～ 60clnの

集石があることである。金環、骨粉等の出土 もあ り、即断はさけて、廃屋墓的なものとして今後の類例の

集積 とその検討に待ちたいが、そ ういった風潮 と埋没進行状況を考えるとまた同時的存在が考えられて、

土器分類上だけでの方法では うまくいかないとい う当然 といえば当然の結果 となる。従 って問題点 として

残るが、遺物の少ない十二 ノ后 I期の土器出土住居は、金鋳場 Ⅱ期に含め、出土土器を中心 に して二時期

に大別 して住居址の時期決定を行 っている。

次に古墳についてである。金鋳場 I期 とした23号住居 l■Lの 南半を破壊 して構築 された ものであるが、す
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でに古墳 自体 も完全に消滅削平 されて、地字に も伝承に も残 っていない。全面発掘調査によって考古資料

として確認できたことは成果の一つで もあ り、この よ うな例 が西 山地 域 では、荒神 山遺跡 に 1例、 本

城遺跡に 2例 と中央道用地内にあって、本古墳を加えると計 4例になる。 これは当地方には、相当数の消滅

古墳のあることの証査で、今後考慮 していかねばならないことを示唆す るものといえる。かろ うじて残 っ

た石室最下部石組みは原形を保 っていて、平面的な規模は把握できたが出土遺物は皆無に近 い状態で、そ

れか らの時期追求は困難である。幸い23号住居址 との関係か ら、金鋳場 I期以降 とい う事実か らして、諏

訪地方最末期古墳 と位置づけ られ よう。また古墳周濠出土の遺物や水鳥鉦付蓋平瓶か ら、古墳時代以降に

も古墳周辺で何か祭杞的なことが行なわれたことが推測 される。水鳥鉦付蓋平瓶については別項 |(51頁 )を

参照 されたい。

35号 住居 l■Lの項で既述 されているが、カマ ド周辺か らの、スモモ、ヤマモモ、 ドングリ、 クル ミ、クリ、

ヒシと判別 できた自然遺物のあることは、当時の食生活の一面を知 る点で興味深い問題提示 といえる。水

田地帯は東方の沖積平地に求め られ ようが、畑作 も当然居住地周辺で も行われた他、かかる自然遺物の積

極的な採集が行なわれた結果 とみ られる。また農耕のための道具類は鉄鎌だけで意外な感を受けた。

最後に集石 5出土の灰釉陶器椀 と古銭についてである。古銭は嘉祐通宝一点であるが椀 と共に埋葬を物

語るものと思われ、平安期の墳墓の在 り方を示す ものとして注 目される。古墳時代末に展開 した集落が、

平安期はみ られず、生活の場か ら、集石 として埋葬の場に変わ った事情は何であったのか疑問 も生 じる。

生活様式の変化 もあるが、水の問題が大 きく思えてならない。 (山 田 瑞穂 )

宮沢恒之「弥生住居址の分析」『信濃』Ⅲ 025-12 1973

「長野県中央道報告書一諏訪市その 3」  1975

註 2に同じ

註 1

2

3
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3十 二 ノ 后 遺 跡 (SJNB)

位 置  (図 103,図 版 31)

本遺跡は、諏訪市有賀3950番地付近一帯に所在 し、縄文時代以降平安時代にわたる集落遺跡である。有

賀地籍は、諏訪湖を中心 としたときには湖南地区に、また、諏訪盆地全体 の中では西山地区 と呼ばれ、フ

ォッサ ●マグナ南西縁に位置することになる。一方、 この背後は、赤石山系北端にあた り、守屋山系 と総

称 される比較的山容が高原状を呈す る山なみの北東麓であるが、 この麓裾を走 る釜無山断層線が通過する

ため、断層崖下には守屋山系か ら運ばれる過剰堆積によった扇状地形面が形成 されている。有賀地籍は、

この守屋山系北端に近い鞍部、有賀峠付近の山装沢の流れを合せ る峠の沢によって押 し出された、有賀扇

状地を中心に、更には北側の湖面に迫る盆底沖積地域を も含めている。

本遺跡は、この有賀扇状地の扇頂部の標高850～810m一帯にわたる大遺跡で、下方には連続 していると

考えられる千鹿頭社遺跡 (昭和49年度調査)、 南に女帝垣外 (同 )・ 女帝塚、東 に中道祭杞址が、 また北西

上方には本書報告の金鋳場遺跡があって、諏訪湖縁西山山麓遺跡群中の中心をな し、豊富な遺物やその特

異な地名か ら、地元研究者に古 くか ら注 目されてきた。遺跡に立つ と眼前に諏訪湖につづ く盆底沖積地が

広が り、 フォッサ・ マグナ北東縁の諏訪市街 と、その背景 となる霧ケ峰山塊が迫 り、また東すれば遥 るか

に八 ケ岳の連峯を迎 ぐことができる。背後は古東山道の一路 とも推定 される有賀峠への登はん口に も当 り

遺跡立地 としては恰好の条件を具えた一帯 ともいえる。

中央道用地は、遺跡中心部を千鹿頭社遺跡のある北側か ら、女帝垣外遺跡につづ く南東へ貫 く。調査は

この内のセンター杭 108+00を 基点AAと し、南へは同109+60(+10)ま で、従 ってA区～ D tt」 列、 これ

に直交す る40～ 65列 を とって グリット設定 した。遺構 0遺物の多出により、49年度は下方に当るセンター

杭東側を、50年度は西側を調査 した。調査地域は全体に緩傾地であ り、耕作等により相当撹乱 された部分

もあって、層序関係などは余 り統一的に把え られなかった。 (宮沢 恒之 )

2) 遺物の分類

ア 縄 文土 器の分類  (表 9,図 156～ 171,図版55～ 87)

本遺跡 出土の土器は早期か ら晩期のすべてにわたる。その うち主体 となるのは前期で、出土量の80%以

上を占める。後期は良好な資料があるが、余 り多 くない。前・後期を除 く他は断片的 といえる。そのため

分類は前期を主 とし、他は簡略に した。

分類項 目は群→類→種 としたが、群は時期 とし、早・前期 のみ本遺跡の性格上 一 群にまとめた。類は型

式を主 としたが、編年区分や型式設定に不明確なものがあ り、二型式以上にわたる場合 もある。種は型式

内での文様 (第 I群)や器形・ 器種 (第 Ⅲ群)を主 とした区分方法を とったが、類 との関連から型式 自体を

あてた場合 もある。

以上のように、本分類はいたって便宣的なものである。整理作業後の検討が不充分なま ゝ原稿作成に入
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群 類 種 概 要

第 1類
胎土に繊維を多量に含み、焼成や作 りが余 り良好でないや ゝ厚手の土器で、関東地方の早

期末か ら前期初頭に比定 される一群。尖底 0平底の両者がある。

A 浅い条痕文が表面、あるいは裏面につけ られた もので、茅山式に比定 されるもの。

B
複合 口縁やや ゝ太めの隆帯 (上 に縄文や刻目をつける場合と無文のものあり)が 口縁部や頚部

にめ ぐり、他は縄文、撚糸文、無文 となる一群で、花積下層式に比定 されるもの。

C 撚糸文のみの もの。 B種 と同一、あるいは第 405類 に下るもの もあるか も知れなし

D 縄文のみのもの。 B種 と同一、あるいは第 405類 に下るものもあるか も知れなし

E 無文乃至無文に近いもの。

F そ の他

第 2類
胎土に繊維を含まず、薄手堅緻な作 りや、成形時の指痕などを特色 とす る土器で、東海

地方を中心 とした早期末～前期中葉に比定 される一群。

A
低い貼付粘土紐による口縁部文様帯 と、それを細線で切 る手法を特色 とした一群で、木島

式の古い方に比定 されるもの。

B
Aの粘土紐がなく、細線文を主に、口縁部、頚部に刺突文が加わる一群で、木島式の新 し

い方や塩屋上層・清水の上 正式に比定されるもの。

C
口縁部に貝殻・竹管による押圧文や刺突文をつける文様帯が帯状にめ ぐる (縁帯文)一群で

清水の上 Ⅱ式、石塚下層式に比定 されるもの。

D 器表面或は裏面に条痕文 が あ り、爪形文などを主 とする北白川下層 正式に比定 されるもの。

E 無文のもの。

F そ の他。

第 3類

胎土に繊維を含まず、や ゝ薄手か ら中厚手で、波状口縁頂部か ら垂下する粘土紐貼付文

や、木 島式に類似 した細線格子文、また、爪形文あるいは刺突文を もつ一群で広義の所謂

「中越式」に比定 されるもの。

A 波状口縁の頂部か ら縦位の垂紐貼付文がつ くのみで他は無文の一群で、大半が丸底 となる

らしい。

ったので、手直 しや改訂を行 う余裕がなか った。あらか じめ諒 とされたい。分類やそれに伴 う問題点につ

いては後章で触れたい。以下表形式で分類の大要を示す。

表 8 十二ノ后遺跡出土縄文土器分類一覧
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B A種に細線文がつけ られた一群。

C 無文の一群。 しか し、 A・ B種の二部 との区分はむずか しい。

D 垂紐貼付文な く、細線文のみの一群。

E 爪形文や刺突文が 口縁部にめ ぐる一群。

F その他

第 4類

繊維を含み、 口縁部文様帯に竹管によるコンパス文な どを配す以外、器全面に縄文が施

される関山式 と、繊維を含 まず竹管に よる刺突文や列点文を特色 とす る神 ノ木式を一括す

る。底部は共に平底のみ となる。

4

A 繊維を含み、縄文のみの一群。次のB種の胴部以下 も含 まれる。

B 繊維を含み、 口縁部に竹管文等による文様帯を もち、他は縄文 となる一群。

C 繊維を含 まず、縄文のみの一群。組紐、ループ文な ど関山式に特徴的な文様を主 とす る。

D
繊維を含 まず、竹管に よる刺突文、爪形文、平行沈線文などを 口縁か ら頚部 に施 し、胴部

が無文或は縄文 となる一群。複合 口縁 も一つの特徴 となる。

F その他。

G

C類と同 じ繊維を含まず、縄文のみの一群であるが、胎土に金雲母を含み、裏面に指頭圧痕

やそれに類似 した凹凸が顕著に認め られる特色あるグループ。 (時期的に問題 もあり、 4類

と5類の項に含めた)

第 5類

繊維 を含 み縄文 のみ の 一群 と、口縁部 な ら頚部 にかけて、竹管 に よる平行沈 線文 、爪形文 、

コンパ ス文 な どの文様 帯 を構成 し、胴部 以下 に縄文 が施 され る一群 の黒 浜式 と、繊維 を含

まず、黒 浜式 の うち コンパ ス文 を列点 状連続刺突文 と入れかえた文様 を もつ 、有 尾式 を一 括

す る。

A 繊維を含み、縄文のみの一群。次のB種の胴部以下 も含まれる。

B 繊維を含み、 口縁部に竹管文等に よる文様帯を もち、他は縄文 となる一群。

C 繊維を含まず、縄文のみの一群。

D
繊維を含まず、口縁部から頚部に竹管による文様帯を構成 し、胴部以下が縄文或は無文と

なる一群。

F その他。
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G

C類 と同 じ繊維を含 まず、縄文のみの一群であるが

やそれに類似 した凹凸が顕著に認め られる特色ある

と5類の項に含めた)

、胎土に金雲母を含み、裏面に指頭圧痕

グループ。 (時期的に問題 もあり、 4類

Ⅱ

第 1類
器形 0文様構成等において地域的特色が余 りない、所謂諸磯 A式を中心 とす る。本類以

下は、無繊維、平底が通例 となる。

A

器面全体を縄文で飾 るもの。羽状縄文はな くきれいな斜縄文が中心 となる。 しか し第 I群

405類 COG種や次の第 2類 A種 との厳密な区分は現在のところ余 りできない。胎土、器厚、

成形や縄文か ら常識的に判断 した場合が多い。

B

口縁部或は頚部 まで半割竹管工具による文様帯のある うち、爪形文や、爪形文区割を主 と

した磨消縄文手法のある一群で、胴部以下は縄文或は無文 となる。深鉢な どもあるが浅鉢

な ど小形土器が多い。

C
B種の文様帯が、円形竹管文やそれを加えた助骨文、連弧文などを中心 とした一群で、細

分可能な面 もあるが一括 した。

D B種文様帯が、平行沈線文のみの場合であるが、類例は少なし

E
無文土器の一群で、特 にや ゝ薄 く、 口縁部に連続 した小孔を もち、特殊な浅鉢 となる一群

で、次の第 2類 E種 との区分は器厚や製作等のみによった点問題はある。

F そ の他。

第 2類
器厚が厚手 とな り、器形、文様構成などが一般的に複雑化する諸磯 B式に比定 される一

群。細分案 もあるがここでは従来通 りとした。

A

器面全体を縄文で飾 るもの。粗い撚 りの斜縄文が主体 となるが

れるなど前項第 1類 A種 との区分に不明確な点 もある。器厚、

の 目安 とした。

、羽状縄文の存在 も考慮 さ

器形、縄文施文などを一応

B

竹管工具による大形粗大な爪形文を主 とした文様構成をとる一群で、円形竹管文や爪形文

帯間の隆起部につけ られる刻 日、刺突などが組合さる場合 もある。深鉢を主 とす る。本類

ではその前半に位置す るらしいが、まだ明確ではない。

C
B類文様が平行沈線文 となる一群で、器形、文様構成 もほぼ同 じ傾向をみせる。本類の後

半 らしいが、まだ半J然 としない。

D
BOC類 文様が浮線文 となる一群である。浮線文 自体数種類のバ ラエテ ィーがある。器形、

文様構成はほ ゞ、 BOC類 と同 じ。

E
無文土器の一群で、厚手の深鉢は少な く、磨消縄文手法の退化 した文様やまった くの無文

の ものは浅鉢が多い。一部に前項第 1類 E種 との区別 しがたいものもある。
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Ⅱ

F その他。

第 3類
結節状浮線文を主 とした諸磯 C式に比定 される一群であるが、量が少ないので一括 し、

種の区分は しない。

第 4類
前期後半に編年 される関西系、 とくに北白川下層式系を一括 した。薄手作 りや比較的精

選 された灰色やねづみ色の胎土か ら容易に区分ができる。平底が中心。

A
器上半部に連続 (綜欄状)爪形文による文様構成を施 し胴下半が縄文 となる北白川下層 Ⅱ

a式ヤこ比定 されるもの。

B
A種 よりや ゝ器形が変化 し、 C字形爪形文や、爪形文帯に よる磨消縄文的手法が加わる一

群で北白川下層 Ⅱb式に比定 されるもの。朱塗 り土器 もある。

C 縄文のみの土器で、 A・ B種或は次のD種な どの胴部破片 も含まれることが多い。

D

羽状縄文、斜縄文を地文 とす るか、或は無文の上に浮線文

で文様構成をす る一群。北白川 Ⅱ式の新 しい部分 (IC式 )

可能だがこゝでは一括す る。

(刻 目ある もの とない ものあ り)

と同Ⅲ式比定される。細分も

E 無文土器。

F その他。

Ⅲ

第 1類 梨久保式など中期初頭の一群。

第 2類 新道・藤内式な ど中期中葉の一群。

第 3類 曽利式など中期後葉の一群。

Ⅳ

第 1類 称名寺式など後期初頭の一群。

第 2類 堀ノノ]正 式に上ヒ,こ される一-1詳。

第 3類 堀 ノ内Ⅱ式に比定 される一群。

第 4類 加曽利 B正 式に比定 される一群。

第 5類 カロ曽利 BⅡ デtに上し,置 される一群。

第 6類 加 曽利 BⅢ式 と関連す るが、中部地方の独 自型式に発展す る可能性ある一群。

V 第 1類 晩期後半の氷式に比定 されるもの。
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イ 縄文時代石 器 の分類

ア)小 形石 器 (挿 図14～ 19,図 104～ 111)

縄文 時代 の石 器 につ いては便宜 的 に、小 形 と大形 に区分 して担 当 した。 ために本項 で使 う「石器」

はことわ らない限 り「小形石器」であることを了解 されたい。

個 々に入る前に、全体的な点で二・三述べておこう。まず、 ここで扱 う石器類の分類に際 しては、その

基本を形態分類に置いた。その上で同一形武に分類 された石器の名称 として、従来使用 されてきた種 々の

形式名 の うち適当 と判断 されるものを使用す るとい う方法を採 っている。換言すれば、本報告書中で使用

されている石器形式名称は、形態・加工状況か らみて共通な一群 とい う意味であ り、従来その名称の持 っ

ている機能的側面についてはすべて抹消 してある。例をあげるなら、石鏃 とは『石鏃形石器』であ り、石

匙 とは『石匙形石器』 とい う意味であるとい うことである。なお、機能に関 しては後章 の「まとめ」中の

使用痕の項 で できるだ け 詳 細にふれてある。 か くの如 く命名 した石器の うち、 この項では、石鏃、石槍、

扶入刺突具、石匙、ス クレイパー、複数扶入石器、有扶顕磨石器、石錐、使用痕のある石核・剥片・原石、

石核類の打製石器 と、石錘の磨製石器および軽石製品、装身具を扱 う。

次に、 これか ら使 ってゆ く用語を規定 しなが ら打製石器の製作過程を追 ってゆ く中で、本報告書で扱 っ

ている石器の範囲を大雑把に観てみることにす る。まず、原石はその大部分が石器原材 として一次加工が

施され、その結果 として剥片が剥 ぎとられて石核が残 る。次にこれ等の剥片・石核・原石のある部分は、

それを素材 として二次加工が施され、石鏃、石匙、スクレイパー等 となっているわけである。そ して、 こ

れ等の二次加工を施 された石器 と、剥片 0石核・原石には、その使用法に従 って、様 々な ミ使用痕ミと呼

ばれるキズが残 っている場合がある。 ここでは二次加工の施 された石器の総てと、剥片・ 石核・原石の う

ち、肉眼による確認可能な使用痕の残 されているもの、特異な出土状態の原石、および石核の一部を取 り

あげてお り、大部分の、原石 と一次加工が施 されたのみのものについては、その全体量、出土状況等に不

明な点が多 く割愛 した。ただ、石器量か らみて膨大な量のそれがあったことは推察できる。以上をまとめ
(1)

てみ る と下 の よ うに な る。

原石 = 用痕 の見
えないもの。

使用痕の見
えるもの。

使用痕の見
えないもの6

ここで素材の うちその大多数を占める剥片の部分名称を整理 しておくことにする。原材から剥片を剥離
(2)

した際、新たに剥片側にできた面を背面、その反対側の原材の面を正面 とする。この主要剥離面 とも呼ば

れる背面は、原材に新たにできた面をネガとしたポジテ ィブなコピーとい うことになる。原材の面の部分

を切 りとった といえる正面は、剥片剥離の状況により様 々な形を呈するが、ふつ う、 自然面 と複数のネガ

ク

石

石

石

ス
石

鏃
槍

匙
レイパ ー

錐

使用痕の見
えるもの。

本報告書
で取 り上
げたもの。

石
　
剥
　
原

核
　
片
　
石

-73-



テ ィブな剥離面の組み合わ さった面 となってお り、ポジテイブな剥離面は無い。従 って、剥片剥離の結果

生 じた石核の表面 もまた、ネガティブな剥離面 と自然面で構成 されている。剥片の主要剥離面 (背 面)の打

点部位を頂端、その反対側を末端 とす る。

素材に施 された二次加工をその特徴によ り次の様に呼びわけた。
(3) (4)

調  整

刃部作 出

薄   化

挟   入

刃こばれ

刃つぶれ

線 状 痕

点 月犬 痕

つ ぶ れ

磨  耗

磨 研 痕

縁辺のある長 さに施 された断面両刃の両面加工 8

縁辺のある長 さに施 された片面加工の総て と、断面片刃の両面加工。

ある長 さの縁辺を打面 として施 された剥離で、刃状を呈 さず輪郭を縮めることはない。階段

状剥離 7こ よる。

縁辺の短い部分に施された両面加工で、加工後の状態が強 く内弯す る。

ここで扱 う当遺跡 出土の石器の うち、本報告書でとり上げた ものについては、実体顕微鏡 に よって、石

器表面に残 っているキズ跡の観察を行なった。その総てが使用痕跡 と断定できないが、大部分がそ うであ

り、ここでは、そのキズ跡を「使用痕」 と呼ぶ ことにす る。観察によって知 り得た範囲での使用痕の種類

とその特徴は次の様である。

縁辺の片面のみにみ られる。ある長 さを もつ非連続的な小剥離。

縁辺の両面に相互に無関係にみ られる。ある長 さを もつ非連続的な小剥離。

表面にみ られる非常に細い溝。比較的長 く、使用痕跡 として現われる場合数条か ら非常に多

数が平行 して観 られる。

表面にみ られる比較的浅 く幅広の溝。断面 U字状を呈 し、使用痕 として現われ る場合比較的

短いそれが、縁辺付近に数条か ら非常に多数平行 して観 られる。     ;

表面にみ られる点状あるいは円状の傷。大 きさは不揃いで、多 くの場合 1つでな く、ある範

囲に多数み られる。

縁辺、稜線等つ きでた部分にみ られる。本来線であったものが面をなす まで減 っているわけ

で、細かい刃つぶれ もしくは点状痕の集中といった内容であると思われるが、高倍率の顕微

鏡による観察の機会が無かったため、推定にとどめたい。

縁辺、稜線等つ きでた部分にみ られ、削 り取 られたかの様相を呈す るもの。

表面にみ られ光沢状を呈する。表面の細かい凹凸がなめらかになった ものであろう。

最後にここで扱 う石器の所属時期にふれておきたい。

遺構出土の遺物については、主 として出土土器によって決定 された「遺構の時期」に所属す るものとし

た。その際、明 らかに遺構の時期 と異なるもの、例えば奈良・平安時代のものとされた遺構 より出土 した

打製石鏃、縄文時代前期の遺構 より出土 した擦切切 目石錘等 々は、遺構外の遺物 として分類 した。接近 し

た時期の遺構が非常に近接 している場合や、凹基式打製石鏃等の如 く汎縄文時代的石器の場合、遺構 とは

時期を異にす る遺物が混入 している可能性 も大分あるが、出土 した遺構の時期のもの として扱 った。

遺構外出土の遺物 も大量にある。 グリット掘 りで進め られた発掘の遺物であったが、その後の整理の段

階で、遺構外の遺物は総べて一括す る形になって しまった。この事は、個 々の石器についての、所属時期

を云々す る手がか りが全 く無 くなったことを意味す るわけで、今後共、それを問題にすることはできない

のである。ただ、石器全体の所属時期については、遺構のあ り方や、土器等の他の遺構外出土遺物のあ り

方を反映 していると判断される。その面か らみるなら、遺構外出土遺物の約90%が縄文時代前期に所属す

るものであ り、わずかに縄文時代中期・後期のものがあるほか、縄文時代晩期 と、時期は異なるが弥生時

痕擦
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代の石器が若干含 まれているとい うことができよう。

以上をふまえて、各石器形式を定義 しなが ら、その分類を進めていってみたい。

① 打製石器

1 石 鏃

全周から施された両面加工によって平面二等辺三角形に調整されたもの。先端部が本群石器の要素の総

てであるが、その先端は棒状までにはならず、板状にとどまる。次に述べる石槍より小形で、重量でいえ

ばおよそ 59よ り小さいものを本群とした。

個々の石鏃にはまず、アルファベ ット4文字により型式名が与えられる。この型式名は①茎の有無、⑤

基部形態、⑥側辺形態、C洗端部形態、の各々の組み合わせであ り、逆にいえば型式名により各個の形態

を想起できるようにしてある。 (挿 図14-上 )

挿図14 十二ノ后遺跡出土石鏃の形態分類 (上)と 破損状況分類 (下 )
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Ｂ

247--29

B縦 長

〔100″―160)

A
米

^
247-31  247‐ 27

詢

］藁̈ Dl 最大幅下方
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231--19

片側辺 基 部

244-15

茎 部
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さらにその属性 として長 さ、幅、厚 さ、重量、石質、尖頭部の長幅指数、破損状況を調べた。基準線 と

して先端を頂点 として想定 した二等辺三角形の頂点か ら底辺へおろ した垂線を設定 し、基準線 と平行 と直

交する線で石器かこんだ上で、基準線 と平行な辺の長 さを長 さ、直行す る辺の長 さを幅 とした。厚 さは最

大幅、破損状況 (挿 図14-下)は、その状況によ り、アルファベ ットで表わ した。次に実測図中の置 き方に

ふれたい。素材は総て剥片 と判断 されそれには正面、裏面があるが、二次加工はそれを消す ように してお

り、任意の片面 のみを表わす ことに した。その際、先端を上に、基準線が垂直 となるように置いた。

‖ 石 槍

全周か ら施 された両面加工によって平面二等辺三角形に調整 された もの。先端部が本群石器の要素の総

てであるが、その先端は棒状までにはな らず、板状にとどまる。前に述べた石鏃 よ り大形で、重量でいえ

ばおよそ 59よ り大 きいものを本群 とした。ただ、 ミ大きめミとい うことで確たる分類基準があるわけで

はない。個 々の石槍の観察、処理については石鏃 と同様である。

Ⅲ 挟入刺突具

石鏃 と同様、全周か ら施 された両面加工に よって平面二等辺三角形に調整 されてお り、棒状までにはな

らず に板状にとどまる先端部を石器の要素の総てとす るもの も同様である。ただ、側辺の基部近 くに1対 の

扶 りを もつ。結果 として石匙のある種 (AA型 )に非常に酷似 した平面形を呈す る場合があるが、二 次加工

に刃部作出がみ

られず、区別で

きる。個 々の扶

入刺突具の観察

・処理について

は石鏃 と同様で

ある。

lV 石 匙

本群の石器は

2種類の二次加

工が施 されてい

ることによって

他の石器 と識別

される。その 1

つは刃部作出で

あ り、他は 1対

の扶入によって

いわゆる ミつま

みミが作出され

ていることであ

る。刃部作出に

は例外的に調整

と区別できない

つまみと刃部の関係 つまみ部の形状 刃部の形状

A 縦 型

、   隠 |

A: 扶りを入れただけの
大 きなつ まみ

外湾する

中型のつまみ

B 横 型

直である

小型のつ まみ

斜

内湾す る

D 極小型のつまみ

251--10

挿図15 十二ノ后遺跡出土石匙の形態分類 ※図中の線は基準線 (水平)

と刃部両端を結ぶ線
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刃 部 の 形 状 刃 部 の 加 工
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挿図16 十二ノ后遺跡出土スクレイパーの形態分類
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ものや、その観 られない ものがあるが、つまみは総てにみ られる。つまみを含む部分の二次加工は総て調

整であって、製作時に於て刃部 とつまみ部 とは明確に区別 されていたことがわかる。基本的には、つまみ

部を持つ一種のス クレイパーと解釈 したい。個 々の石匙には、①つまみの位置、⑤つまみの形状、⑥刃部

の形、を基に した 3文字のアルファベ ットによる型式名がまず付 される (挿 図 15)。 なお⑥について、 1個

体に 2つの刃部がある場合には例えばAB(A+C)の ように表現 した。

さらにその属性 として長 さ、幅、厚 さ、重量、、石質、刃長、つまみ角、刃角、破損状況、使用痕を調べ

た。基準線 としてつまみの扶入部を結ぶ線を採 り、基準線 と平行 と直交す る線で石器をかこんだ上で、基

準線 と直交す る辺の長 さを長 さ、平行な辺の長 さを幅 とした。厚 さは最大幅、つまみ角は刃部両端を結ぶ

線 と基準線 とのなす角の うち鋭角を採 った。次に実測図をみてみ よう。図は基準線を水平に置 くことを原

則 とし、つまみを上に した。また、刃部作出の見える面を表面 として左側へ置 き、その反対側の面を裏面

として右側へ置いた。 この表裏感覚は使用痕の項で も使用 している。

∨ スクレイパー

以上述べてきた もの と、後述す る石錐に分類できない二次加工を施された ものが多数ある。過去、剥片

石器あるいは不定形石器等の名称で呼ばれてきた もの も含まれているが、ここで総てを一括 して扱 うこと

にする。次に述べ る複数扶入石器、有扶顕磨石器をそれぞれの項で明 らかにする特徴で注出 した上で全体

をみてみ るな らば、刃部作出の部分のある石器、換言すれば、掻器、削器様石器が本群の大部分を占めて

お り、ス クレイパーの名を付 した。この二次加工の特徴は逆にいえば調整を施 した石器が少ない とい う事

であ り、それが本群石器の細分を躊躇させ る原因で もある。

個々の石器には ①加工部の平面形、⑤二次加工の種類 ⑥素材に よって 3文字のアルファベ ットに よる

型式名が付 される (挿 図16)。 なお、①、⑤について 1個体に 2ケ 所以上二次加工の部分がある場合は、石

匙の例にならった。

次に、個 々の石器の属性 として、長 さ、幅、厚 さ、重量、石質、刃長、刃角、破損状況、使用痕を調べ

た。基準線 として素材の、裏面の打点を通 り末端に達す る線を設定 し、石鏃 と同様に して長 さ、幅、厚 さ

を もとめた。実測図においては、素材に従いその正面が左に、裏面が右に くるように置 き、裏面打点部位

を上に基準線を垂直に置 くことを原則 とした。また、原石を素材 としたもの、素材が不明な ものについて

は、二次加工の見える面が左図の下へ くるように置いた。ただ、使用痕観察の際には、二次加工の見える

面を表面、その反対側を裏面 と呼ぶことに した。

Vi 複数挟入石器

スクレイパーの二種であるが縁辺の数 ケ所に施 された二次加工が総て扶入であるところに特徴がある。

扶入には、対をな していると思われるところもあ り、また 、全体形にも様 々な要素がか らんでお り、今後

の課題 となる石器である。個 々の石器については、扶入数を調べた後、スクレイパーと同様 の計測、観察

を行なった。実測図中の取扱いも同様である。

Ⅶ 小型有挟顕磨石器

使用痕に特徴的な ものを持つ一群である。形態をみると、その平面形は様 々な形を呈す るものの、一対

の扶入部を総てが持 っている。扶入部以外に二次加工がみ られる場合、その総ては両面加工の調整である。

一対の投入は石匙、扶入刺突具にも見 られる二次加工であ り、現に本群中にはそれ等 と全 く同形態のもの

がある。次に本群 の特徴的な使用痕をみてみ よう。それは、稜線、縁辺および リングの突出部のつぶれを

伴 う、ほぼ全面にわたる打撃痕 と思われる顕著な点状痕である。 しか もこの磨滅痕 といっていい使用痕は
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挿図17 十二ノ后遺跡出土小型有決顕磨石器の形態分類

全面にあるのでな く、扶入部を結ぶ部分が表裏面共に無磨滅部 となってお り、 この事が先に述べた点状痕

と共に本群を識別す る要素 となる。

個々の石器については、その全体形で型式分類 (挿 図17)し た後、長 さ、幅、厚 さ、重量、石質、欠損状

況、使用痕を調べた。基準線を石匙同様扶入部を結ぶ線におき、法量測定 も石匙にな らった。実測図には

基準線を水平に置 く他は任意に置いた。

なお、この小型有扶顕磨石器 とい う名称は、先の複数扶入石器 と共に当調査団が調査 した千鹿頭社遺跡

報文中で仮称 として使用 した ものであ り、それをここで使用す ることによる定着化を恐れるものだが、報
(5)

文中で必要を説かれている機能面を含めた本群石器の検討 も進んでお らず、止むな く使用 した。使用痕の

成因を含めた検討が待たれる。

vll1 15  釜性

素材の一部 または全体に二次加工を施 して棒状に尖 った部分あるいは全体を作出 したもの。 この棒状部

を錐部 と呼んで本群石器の識別要素 とする。個 々の石器は①全体形、⑤二次加工の種類によ り型式分類 さ

れる (挿 図18)。 次にその属性 として長 さ、幅、厚 さ、重量、石質、錐部の長 さ、錐部の幅、欠損状況お よ

び使用痕を調べた。錐部先端 と基部中央を結ぶ線を基準線 として、同様手段で基準線 と平行す る辺の長 さ

全 体 形 二 次 加 工 の 種 類

つまみ部を有する

お  2“―馬
235--28

。
       236--18

片面加工

217-17

218-35

棒 状

２５６． ２
へ       256-22

挿図18 十二ノ后遺跡出土1石錐の形態分類

を長 さ、直交す る辺の長 さを幅 とした。錐部の長 さは先端 と基部中央を結ぶ線分の長 さ、幅は最大幅であ

-79-



る基部の幅である。欠損状況については、錐部欠損を A、 錐部残をB、 完形を 0と した。なお、型式 BA

の二次加工が全体 にお よぶ ものと BD型の石鏃の一部 とはその区月Jが非常に難 しいが、基準線を中心に左

右対称の ものを石鏃、非対称の ものを石錐に入れた。

lX 使用痕のある石核・剥片・原石

は じめの本報書で扱 う石器の範囲のところで述べた所に従えば、本群は、当遺跡出土の全部の剥片・石

核・原石の中で分析 されなければな らない一群である。 しか もここで注 目した使用痕は、肉眼観察で識別

できる、刃こばれ、刃つぶれのみであることをみれば、全体 の中ではもちろん、使用痕のあるものの中で

もその一部にす ぎない。従 って以下は「部分」の中での分析 とい うことになる。

個 々の石器については、④使用痕部分あるいは使用痕 自体の形、⑤使用痕の種類、⑥素材によってアル

ファベ ット3文字の型式名を付 した (挿 図 19)。 2ケ 所以上に使用痕のあるものはスクレイパーの例に従 っ

た。 さらにその属性 として長 さ、幅、厚 さ、重量、石質、使用痕部の長 さ、使用痕、欠損状況を調べた。

基準線はその素材に従 って以下、スクレイパーと同様の方法を とった。部分名称について も素材に従 うこ

とにする。なお、以後本群を総称 して「使用痕の有 るもの」 と呼ぶ ことにする。

使 用 痕・使 用 痕 部 の 形 状 使用痕部の状態 素 材

A  外湾する

-     257-2

257--21

A 剥片

259--5

228--12

石 核

直である

257-17

260--5

∠と1   260-4

258--11

内湾する

259-11 ~       259-18

〔

月

‐―

「

D  不 明 ※二次加工・ 素材

※破損の状況に よる
C 擦痕・線状痕

挿図19 十二ノ后遺跡出土使用痕ある剥片・石核・原石の形態分類
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X 石核類

一次加工を施 された と判断 されるものの

うち、ポジテ ィブな剥離面を持たぬ ものを

総て一括 した。石核類 とあいまいな表現を

したのは、そ こにみ られるものの総てを一

次力日工 といい切 ることができず、またこれ

も千鹿頭社遺跡報文中で仮称 した石核状石

器 と類似す るもの も含んでいることによる。

個々の石器については、その打点部位を

観察 した後、長 さ、幅、厚 さ、重量、石質、

を測 った。基準線は打面を水平に置 き、打

点の集中す る面を上、剥離の集中す る面を

正面 とした。

② 磨製石器

1石 錘

棒状あるいは狭長な板状に調整 された小

礫の両端に扶 りを入れた ものである。

個々の石器はまず、①全体形の製作技法、

⑤扶 りの手法によ り型式分類 され (挿図20)、

長 さ、幅、厚 さ、重量の測定 の後、石質、

破損状況が観察 される。その際、扶入部を

通 る線を基準線に設定 し、扶 りを結ぶ線分

の長 さを石器の長 さとした。

‖ 軽 石

製品を含む本遺跡出土軽石を総て一括 し

た。形状の観察の後、長 さ、幅、厚 さ、重

量を測定 した。測定は実測図に従い、縦の

最大長を長 さ、横の最大長を幅、最大厚を

厚 さとした。

m 装身具

ここでは、滑石製品 と自、然の小円礫の全

体に磨痕が残るものを扱 う。前者は映状耳

飾 と有孔の垂飾品、玉状のものであ り、後

者は海浜石あるいは愛玩石 とも呼ばれるも

のである。個々の計測基準は形状により異 挿図20 十二ノ后遺跡出土石錘の形態分類

なる。映状耳飾は外縁から環子Lに達する切れ目の中心線を基準線とし、それを垂直に置いた。有孔の垂飾

品はその全体形のより表われた面を正面とし孔の位置を上方に置いた。玉状のもあは古墳時代の玉類の計

全 体 形 製 作 技 法 扶 り の 手 法

⊂ 〕  262-2

Al 擦切痕残る

□
262-13

A2 擦切痕消去

擦

263--2

B 欠 目

263--8

C 打製

２６３．
１０ カロエなし

263--9

γ
ｌ

ｌ
、
ハ
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測方法にな らい、海浜石についてはその長軸を基準線 として垂直に置いた。各々は欠損状況を観察す ると

同時に、欠損品の うち全体形を推定 できるものはその結果を推定値 として示 した。なお、玉状のものにつ

いては、古墳時代以降の玉類の分類をそのままあてはめ、時期を区別する意味でその分類名称の最後に状

の字を付 したが、その総てが縄文時代のものであるのかは、疑間が残 る。 (小池  孝 )

イ)大 形石 器 (図版114～ 123)

石斧類、横刃形石器、敲打器類、磨石、凹石、石皿、石棒、砥石などを扱 う。 これ らは整理 の都合上、

大形石器類 とされた ものであ り、それ以上の意味はない。ただ素材が黒曜石以外の石器類のほ とんどを指

す ことになる。 これ らの うち石斧類、凹石、敲打器類は量的に も多 く、形態的に も変異が小 さいので、資

料の一部の実測図を示 し一覧表で補い、余力を細部の観察にあてる。資料の うち確実に時期把握できるも

のは少な く、遺構に ともな うもののなかに も重複な どによる混乱が認め られる。縄文前期か ら弥生中期 ま

での可能性を有す る石器群を扱 うことにな らざるを得ないが、かな りの部分は縄文前期に属す るものと考

えられる。

以上の理 由に より、本文中で行なわれる分類は、記述の便宜のためであ り、なん ら機 能・用途な どを考

慮 した ものではない。分類は形態に即 して行 ったので、結果 として機能を示す場合 もあるか もしれないρ

しか し、時期限定の不充分なことにより石器組成における特定石器の位置などを明 らか′ンこす ることは非常

に困難である。器種名 は通常用い られるものをそのまま使 った。            (土 屋  積)

ウ 縄文時代 土製 品の分類 (図版1260127)

本遺跡出土の縄文時代土製品には、土器片錘 と土製円板の二種がある。 ともに土器片を素材 とした遺物

として、つ ぎの ように形態分類を した。

Ｆ
Ｉ

Ｆ

Ｉ

Ｌ

l… 00H tt I

I… 右̈ 形
I

A……上器の側面をこすって整形し円形に したもの

B…三・・IAの ほ 中ゞ心に 1孔 を穿った もの

A……切日のあるもの

B…・・・切 目のない もの

工‖1:II虐新居器暑』鶴會3ぁ
ずIIIM るもの

形態の表示は、 IA・ IB・ ⅡA・ ⅡB・ ⅢAa・ Ⅲ Ab・ ⅢBと してある。 tt A・ IBは土製円板であり、

ⅡA・ Ⅲ Aa・ ⅢAbは土器片錘である。別表一覧表の計測値は mm単位で表わ し、長 さの計測は土器片錘の

場合切 日間を、土製円板はその直径を計測 した。                   (山 本 賢治)

工 古墳時代 土器 の器種分類

すでに金鋳場遺跡の項 (13～ 24頁 )

オ 奈良・平安時代土器の器種分類 (挿図22～ 27,図版91～ 103)

ア)時 代 区分

本稿で扱 う奈良時代 とは美術史上の自鳳時代を含めた、古代史上の広義の奈良時代をいい、平安時代は

Ⅲ……長 bl‐形
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同様に通説に従 っている。 しか し、 この歴史上の時代区分を考古学上の編年大系に適用 させ ることは、 も

とより困難であ り、いわんや、諏訪地方 の一遺跡 の時代区分に用いるのは妥当 とは思えない。 しか し、あ

えて用いたのは、考古学上の編年大系が相対的な ものであることを十分 に確認 した上で、他に適当な用語

がないことと、地方の小遺跡 といえども、それを歴史上の一時点に可能な限 り設定 してお くことも必要 と

思 ったか らにほかな らない。特に、奈良時代の開始時期は考古学上の古墳時代の終末を どこに置 くかに よ
(6)

って、考古学上の時代区分法に従えば、変化 して くる。 しか し、 この問題については、今 日の考古学界で

は末だ結論がでてお らず、いわんや諏訪地方では漠然 としている。ただ、今 日の時点では、長 野県下の古
(7)

墳構築の大勢はほぼ 7世紀中葉までで、一部地域を除いては、終了するようであり、また、土器生産の様
(8)

相 も、 この頃を境 として、大 きく変化 して くる。従 って、土器編年を中心 とした、本遺跡の時代区分に、
(9)

7世紀中葉に 1つ の画期を求

め、 日本史上の時代区分法に

従 うことは、単に便宜的であ

るとい うのみな らず、それな

りの必然性が認め られるもの

と思われる。

イ)供 膳形態 の上 器

本遺跡で出土 した供膳形態

の土器は土師器・ 黒色土器・

須恵器・灰釉陶器がある。器

種では不・婉 。皿・鉢・高不・

短頚壷等の壷類、蓋などがあ

る (挿図21)

本稿では可能な限 り同一の

基準で、先学の研究業績を踏

まえつつ、器種 の分類を試み

た。 しか し、出土量の少ない
(101

須恵器等の一部の器種 と灰釉

陶器については従来の一般的

分類に従 った。
(11)

灰釉陶器を除 く供膳形態の

土器の うち、不・皿 0婉・鉢

の区分は主 として、器形 と法

量ンこよっておこなった。 これ

らの うち、不のみが、土師器・

黒色土器・ 須恵器の三者に共

通 して存在す る器種であ り、

鉢 と婉は同一器形のものは須 挿図21 十二ノ后遺跡出土土器 (供膳形態)の器種分類 (1:6)

土 師 器 黒 色 土 器 須 苗
心 器

土 師

皿 D
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恵器の婉が 1点あるのみで、原則 として、土師器 と黒色土器に限定 される。

鉢 土師器 と黒色土器は逆梯形状の器形を もつ もので、器形上は不 と大差ない。 口径が20cm以上を越え

るものを鉢 とした。ttA l種のみである。須恵器鉢は広 口の甕形の器形を とるが、背が低 く、平底の器形

の ものを鉢 としたが、類例は少ない。須恵器は単に鉢 とした。

婉 不 との区別が困難なものもあるが、径高指数が原則 として38以上で、底部か ら口縁端部にかけて、

内湾ぎみに急に立ち上るものを婉 とした。 口縁部の外傾指数は70以 下である。ただ し、後述す る土師器不
(121

Eの中には径高指数・外傾指数 と、器形の上で婉に似 るもの もあるが、成形技法等が全 く異な り、しかも、

不 Eそれ 自体、不 としての発展系列があるので、婉の中には含め られない。婉はAl種 のみである。須恵

器は単に婉 とした。

1不 鉢・婉 と皿 との中間にある法量 と器形を もつ 1群の土器を総て不 とした。土師器は不 Aか らEま で

の 5種、黒色土器 と須恵器はAか らCま での 3種がある。

不A:土 師器・黒色土器 と須恵器では成形技法が異なる。前者は粘土紐巻 き上げ法によ り成形 され、後

者はろ くろ成形で、底部の切 り離 しは箆によるものである。土師器には 2亜種がある。その 1は

古墳時代不 Dの 、その 2は不 Aを踏襲 したものである。前者は Ⅱ期で、後者は I期 で終 る。

不B:底 部に高台の付 くものである。須恵器では蓋 Bと セ ットをなす。土師器 b黒色土器ではⅥ期以降

に出現す るが、それ らは施釉陶器の影響を受けて成立 した ものである(挿図22)。
(131

A期
不 E I b3b4

X期
灰釉陶器皿A Ⅲa3

B 期

不 E Ⅱa2b3

挿図22

()

灰釉陶器を模倣 した土器 (1:4)
・ 3 97号住、 2東筑・大口沢古窯址、 4～ 6

諏訪・頭殿沢 1号住、 8 18号住

3号

年
、
)

器

高

10

挿 図23 不 E法量の分布

0           1 0cm

挿図24 不E(甲州型不)

の変遷 (1:4)

灰釉陶器婉 A Ⅱa3灰釉陶器皿 BⅡ

土師器不 B Ia2

黒色土器不 B Ⅱa5
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不 C:ろ くろ成形 され、底部に糸切 り痕を とどめるものである。土師器・黒色土器は内面 を丁寧に磨い

てある。糸切 り痕を箆で削 り去 った ものもある。

不 D:土 師器だけである。須恵器不 Cと 同様にろ くろ成形のままの ものである。東北地方 の須恵系土器
(141

ンこ酷 似 す る 。

不 E:土 師器のみである。一般に甲州型不 と呼ばれるもので、本遺跡でも主体 となる遺物 である。
(151                                                                    (161

ろ くろ成形 したのち、外面は器高中位か ら底部 までと、底部外面を箆で削 り、内面 には暗文を施

す。全体 に赤褐色の色調で、胎土の良い土器であるが、新 らしいものでは黄褐色を呈す るもの も

ある (挿 図23024)。

器形 :法量・ 器面調整等か ら 3期に細分 される。

A期  箱形の器形を もち、径高指数が60以 下である。 口縁部 と底部外面は箆で磨 く。特 に 口縁部では

ろ くろ成形時に生 じた稜線上を磨いている。内面は胴部 と底部 との境 目に一本の沈線で界線を

め ぐらし、胴部 と底部に鋸歯状または放射状暗文を描いている。

B期 箱形の器形か らC期の逆梯形状の器形に移 る過渡的な器形である。径高指数は60代である。A

期 にみ られた外面の箆磨 きは省略されている。内面の鋸歯状暗文は崩れた ものがある。

C期 逆梯形状の器形である。径高指数は70以上 となる。 A・ B期 にみ られた界線 と底部の暗文は消

滅 す る。

A期 の不 Eは金鋳場・ 十二 ノ后遺跡Ⅳ期に、 B期 はV期に、 C期はⅥ期に対応す る。

皿  1点 の須恵器皿を除いては、総て土師器・黒色土器の高台のつ く皿 Bである。 これ らはいずれ も施

釉陶器か らの影響を受けて成立 した ものであ り(挿 図22)、 V期以降に出現す る。
(lη

蓋 A・ B・ Cの 3種があ り、須恵器 と少量の灰釉陶器がある。

蓋 A:陶 邑窯 TK 217窯期に出現す る、身にかえ りを持ち、頂部に紐をつけた蓋で、須恵器不 AⅢと組み
(181

合わされる。 I期で消滅する。

蓋 B:頂 部に偽宝珠の紐を もち、身にかえ りのない もので、不 Bと 組みあわされる。 Ⅱ期 にあ らわれ、

Ⅶ期で消滅す る。

蓋 C:薬 壷形の短頚壷の蓋 と、 A・ Bに属 さない蓋を一括 した。灰釉陶器の蓋は総てこれに属する。

以上の供膳形態の土器の うち、不、婉、皿、蓋は法量の相違によって細分 される。 口径が 16cm以上20cm

未満を I、 16cm未満 12cm以上を Ⅱ、12cm未 満をⅢとした。ただ し、須恵器不 Bは特に器高が 6 cm以 上の も

のを、以上の分類か ら切 り離 してⅣとした。また、土師器不 Eは 口径が13cm以 上を I、 13cm未満1lcm以 上

を Ⅱ、1lcm未満をⅢとした。

また、供膳形態の土器は底部の調整の仕方によって も細分 される。底部調整は箆切 り(箆 お こし)、 糸

切 り、箆削 り、箆磨 きとナデがある。これ らはろ くろ回転によるものと手持ちでおこな う場合 とがある。

箆切 りを 1、 糸切 りを 2、 箆削 りを 3、 箆磨 きを 4、 ナデを 5と し、それ らがろ くろ回転を利用 した場合

を a、 手持ちの場合を bと し、算用数字 とアルファベ ットを組みあわせて、それ らがろ くろ回転による調

整であるか、否かを区別す ることに した。すなわち、回転糸切 り手法で、底部調整を した場合には、a2と

な り、回転箆削 りに手持ちの磨 きが加われば a3b4と なる。ただ し不 Bの 中には最終調 整 に手 持ちの削 り

な り、回転禾U用 の箆削 りやナデがおこなわれた場合にはそれ以前の、ろ くろ台上での粘土塊か らの切 り離

しが、箆によったか糸切 りか不明な場合が多い。従 って、底部調整の最終段階を記号化 し、底部調整の全

工程が観察 され うるものについては、可能な限 り示す ことに した。例 えば、不 Eの A期にみ られる底部調
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整に、回転糸切 り+手持ち箆削 り+箆磨 きは a2b3b4と 記号化 されるが、 これは回転糸切 り痕が、底部中央

に残 されていたか らにはかな らない。

以上供膳形態の土器は、器形、法量、底部調整等の土器のもつ諸特徴を、記号化 し、それ らを組みあわ

せ ることによって、 1つの器種を具現化す ることとした。例えば須恵器不 A Ⅱa3はヽ16cm未満 12cm以上の

口径を もち箆でろ くろ台上か ら切 り離 した後、底部をろ くろの回転を利用 した、箆削 りでお こなった塔 と

い うことンこなる。

111

111

キ
:

ll
小形甕B

キ
|

挿図25 十二ノ后遺跡出土土師器甕の分類 (1:6)

|_二_

甕F

小形甕A
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ウ)煮 沸・ 貯蔵形態 の土器

須恵器については、出土量が少な く、かつ完形品が得 られなかったために、器種の細分はおこなわずに、

土師器の甕に限定 した (挿 図25)。

甕 原則 として 口径 20cm以上のものを甕 としたが、後述の甕 Fでは20cm未満のものも含めた。 これは法

量上の相 違よりも、土器の系譜上の諸特徴を重視 したか らである。

甕 A

甕 B

甕 C

口縁部が、「 く」の字状に外反 し最大径が胴部にある平底の烏帽子形の甕である。底部には木葉痕

を とどめるものが:多い。 口縁部は ヨコナデされ、胴部内外面は箆でかるく削るか、ナデつけてい

る。刷毛調整 された ものもみ られるが、刷毛そのものも軽 くほ どこされるだけである。箆、刷毛

の調整は副次的であって、総 じて第 1次成形時のオサエ痕や、粘土紐巻上げ痕が胴部に残 される

ものが多 く、雑な作 りのものが多い。

「 く」の字形の口縁部に、最大径のある烏帽子形の甕である。最大径が異なる以外に甕 Aと 大 きく

変る所がないが、 Aと ともに古墳時代の甕か らの伝統を受けつ ぐものである。

口縁部が頚部か ら急角度で大 きく直線的に外反 し、 口縁部内面の屈曲部に段がつ くものである。

口縁部は ロクロナデされたのち、内面には刷毛を施す ものがある。胴部は内外面 とも刷毛を強 く

施 しているが、外面を箆でナデつけて調整 しているものもある。器面調整は A・ Bよ りも丁寧で

ある。底部には木葉痕を とどめるものと、それを箆で削 り去 った ものがある。

口縁部が大 きく外湾 し、胴部が直線的に底部へ集約するか、直線的に垂下 し、胴部下半で底部に

急に集約す る器形を もつ ものである。 口縁部は ヨコナデされる。胴部は原則 として箆削 りされる

が、刷毛 と併用 されるものもある。量は多 くない。胴部外面は縦方向に、内面は横方向に箆削 り

される。

ロクロの回転を利用 して口縁部を整形 しているものを一括 した。器形は甕 A・ Bに 類似するもの

と、最大径が 口縁部にある、やや鉢形に近い胴部を もつ ものとがある。頚部か ら口縁部外面は ロ

クロナデされ胴部上半か ら口縁部内面はカキ ロを もつ ものが多いが、刷毛 目を もつ ものもある。

胴部上面は刷毛を施 し内面は刷毛または、箆で軽 く削るか、ナデている。胴部外面の刷毛は観察

し得る土器か らは、底部にむけて 3な い し4段以上に分けて右 まわ りに施 している。 これは 口縁

部を上に した正常な状態で、土器を左 まわ りに回転 させなが ら、上段をまず刷毛整形 し、以下順

次底部 まで調整 した結果 と思われるが、資料が少な く今後の検討にまちたい。

口縁部は強 くヨコナデされ、胴部下半は内外面 とも強 く箆で削 り、器壁を厚さ 5 mm前後 と極めて

薄 く仕上げている。底部は不安定な平底 となる。 口縁部は甕 Fの 出現時は「 く」の字形であるが、

次第に頚部は、「 コ」の字形 となる。赤味を帯びた褐色の胎土 と細砂を少量を含み硬 く焼かれてい

る。tt A～ Eの胎土内には 5 mm前 後の砂粒を含む、焼成の余 り良 くない黒褐色の土器が多いのと

対称的である。類例は善光寺平に もみ られるが、む しろ武蔵地方の武蔵型 と呼ばれる甕 と近親関
(191

甕 D

甕 E

甕 F

係がある。量は多 くない。

小形甕 :口 径20cm以下の甕を特に小形甕 とした。 これ らは口径が20cm未満、16cm以 上を I、 16cm未満、

12cm以上をⅡ、12cm未満 をⅢ と して、細 分 される。粘土紐巻 き上げ法によって成形 された A、

器面 にカキ ロを もち、 ロクロ成形 された B、 カキ ロを持たずに、単に ロクロ成形 された Cと が

ある。小形甕 Bは、赤褐色で硬質の焼成の良い薄手 (厚 さ 3 mm前 後)の 土器であ り、 Aと Cか らは

容 易に区別 が可能 で あ る。小形甕 Aは底部に木葉痕を残すが、小形甕 Bと Cは糸切 り痕を残す
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ものと、それを削った ものとがある。小形甕 Cは、本遺跡では 1点それ

と見 られる破片があるのみであ り、一般に天流り|1流 域では、量は非常に

土製品 としての土錘は縄文時代か らあるが、 ここでは縄文時代以降の土錘につい

て述べたい。

ア)形 態分類

十二 ノ后遺跡出土の土錘は合計 167点 で、大 きく正一紡錘形、 Ⅱ一管状形の 2形

態に分類できる。 I型はさらに、 くびれている型 とそ うでないものに分類 し、 くび

れていない一般的な型一 I Ba、 くびれているのを I Bbと した。また、径の割に

長 さのないずん ぐりした もの一 IC、 長 さ 2 cmか ら 3 cmで 径 l cm以 下のごく小 さな

もの一 IDと した。管状形の Ⅱ型については、 くびれている型 とそ うでないものに

分類 し、それぞれ、 くびれていない ものを ⅡA、 くびれているものを ⅡBと した。

以上 7形態に分類 し、表示は したがって、 IA・ I Ba・ I Bb・ ICO ⅡAO ⅡBと し

てある(挿 図26-上 )。

イ)破 損状態

破損状態の表示は、岡谷市新井北・新井南遺跡出土土錘一覧表  (中央道報告書一

岡谷市その 3」 95頁 )の表示方法に したがった。

完形のものを I、 一端欠損のものを Ⅱ、両端欠損をⅢ、半裁状の割れ方を した も

のをⅣと表示 した。また、割れた状態が長軸に対 して直角に近い状態のものを a、

斜めの状態のものを bと して、 Ⅱ一 aと かⅢ一 bと 表示 してある (挿 図26-下 )。

少ない。月ヽ形甕の主体は、Aと Bである。

力 古墳～平安時代土錘の分類 (挿図26,図版127)

(笹沢  浩 )

)内 の数字は残存部の長さ、重 さを

(山本 賢治)

なお、別表 計 測一覧はmm単位 で表 わ し、 (

示 してい る。

註 1

I

挿図26 土錘の形態分

類 (上)と 破損状

況分類の模式 (下 )

図中には使用痕のみえない剥片がある (図 215-14、 231-2、 260-14～ 16、 20)が、特に

意味はない。また石核類についても、その総てを扱っているわけではなく、目についたもの

程度であることを承知おかれたい。

剥片の部分名称については佐原真氏の整理 したもの (小林行雄・佐原真「紫雲出」1964)に

従った。

二次加工を縁辺に施された連続した剥離の全体としてとらえた。それがある長さを持つ場合、

その剥離は連続した打点の移動によるものであり、整った印象を受けることからも大きな刃

こばれと区別できる。

この呼びわけは本遺跡出土遺物中にみられた二次加工の違い、特に断面片刃の二次加工を他

と区別 して表現するためのものであり、これ等が石器に施される二次加工の総てではない。

また、その呼称についても今後、検討する余地が残されている。

中央道報告書諏訪市その3  1974 P。 12

杉原荘介氏らが、考古学的な年代観で市川市の古代史の叙述をおこなったことがある (杉 原
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１１

荘介・大塚初重・小林三郎「市り|1市 史」 1巻 1971)し、筆者らも同様の方法を

とったことがある (森島稔・小林学・笹 沢浩・米山一政「上水内郡誌―一原始・

古代編」)し かし、これらの方法l■考古学上の方法としては最善に近いものであろ

うが、古代史上の対比の上では再考が必要と思われる。

｀
マ
ミ
[:[::::::[:::::::::::la

も、明確に測定可能なものがほとんどある。従って、本稿で

(挿図27)。 なお、外傾指数の基本的求め方は、田中琢氏によ

b    b
外傾指数=一×loo

挿図27 外傾指数の求め方
一般的には古墳時代なる考古学的区分は 7世紀後葉を交替期として、その役害Jを はたしておられるといわれるが、畿内

と地方では実体が異なり、その決定は困難であるといわれている (近藤義郎「古墳とはなにか」日本の考古学Ⅳ、古墳

時代上 1966)。 最近では古墳時代後期のあとに終末期を設定 し、その上限を須恵器の編年でⅢ型式の段階 (7世紀初

頭)、 下限を 7世紀後半 (須恵器編年Ⅳ期)にあてた考え方が示されている (森浩一「あとがきにかえて」論集終末期

古墳 1973)。

たしかに、一部の古墳は 8世紀中葉頃まで構築されたと考えられるものがある (小松虔他「松本市新村安塚古墳群

1979)が 、それは例外的存在で、おそらく大多数の古墳は7世紀末葉までにほぼ姿を消すものと思われる。

長野県のみならず、全国的傾向である (田 辺昭三「須恵器」日本美術工芸 388-399号  1971)

奈良国立文化財研究所「平城宮発掘調査報告」Ⅱ (1962)A,Ⅳ (1962)B,Ⅵ (1975)C,Ⅶ (1976)D,Ⅸ (1978)E

田辺昭三「陶邑古窯址群 I」 平安学園考古クラブ (.1966)A、 楢崎彰一「猿投窯」陶器全集31(1958)B、 「白甕」日本

陶磁全集 6(1976)C。

本遺跡出上の不類等の底径は、箆削り等が少なく、あって

用いた外傾指数は (  ÷器高)×
ЮOで求めた

った。 (注 5)A

注11の C

岡田茂弘・桑原滋郎「多賀域周辺における古代不形土器の変遷」研究紀要 1 宮城県多賀城研究所 1974

長野県中央道報告|― 諏訪郡富士見町 (その1)― (1973)A,上伊那郡箕輪町―― (1973)B、 末木健「中部地方の平安

時代土師式土器編年の諸問題」山梨県中央道埋蔵文化財包蔵発掘調査報告書―一北巨摩郡須玉町地内――■976)C

長野県内で不Eが出土した諸遺跡は、諏訪市本城遺跡25・ 38号住居址、同市女帝垣外遺跡 3号住居址旧、 (中央道報告―

諏訪市 (そ の2)1974)、 上伊那郡箕輪町中央道遺跡13053・ 60号遺跡、同町堂地遺跡大原地籍 205号住居址 (注 9の

B)岡谷市船霊社遺跡 (中央道報告一岡谷市 (そ の4)-1980)、 塩尻市丘中南遺跡 (1975年 調査、小林康男氏教示、未報告)

等 メ知られ、諏訪盆地を中心に、天竜川上流域から、峠を越えた松本平南部まで、分布している。なお、諏訪郡富士見

町足羽遺跡でも、十二ノ后遺跡よりも後出の不Eが出土している (註 15の A)。

註10の D

註11の A

高橋一夫「国分期土器の細分編年試論」埼玉考古第13014号  1975
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3)遺 構 と遺 物

ア 縄 文時代 の遺構 と遺 物  (図 1)

ア)縄文 時代前期

①  l号住居址 (図 3・ 80021202130269・ 270・ 272・ 282,図版33)

遺跡の北端、センターライン西側に位置 し、ほぼ北向きの傾斜面に立地す る。原地表での標高は 813m

前後で、遺跡内では最 も低い方である。検出面は ローム層であるが、付近の ローム層には帯状に拳大～人

頭大の礫が含まれている。その成因は不明で、ほぼ南北方向に連続 し、等高線 と直交す る。背後の山塊 よ

り崩落 した岩塊や礫の転落路なのか もしれない。本址は、 ローム層及び礫を含んだ ローム層を掘 り込んで

造 られる。本 l■L周 辺の諸遺構の切合は複雑である。結論 としては、‖号住→ 1号住→ 42号住→ 10号住→ 土

坑 5020→ 14号住の順に築かれた ものである。その根拠は各 々の遺構の項で述べることにす る。本址 と10

号住及び42号住 との切 り合いは検出面で明瞭に把えられた。両者 とも本址を切 っている。

遺構 方形 プラシを基本 とした竪穴住居址である。壁はほぼ垂直で、西壁、南壁、北壁での壁高はそれ

ぞれ50cm、 30cln、 15cmを測 る。西壁直下全域か ら南壁直下西隅にかけて、幅 15cm、 深 さ10cm程 の周溝がめ

ぐる。床は平坦につ くられ、礫混 じりだが、全面堅 くよくしまっている。なお、床のみな らず壁にも多 く

の礫がみ られるが、礫混 じりの ローム層を掘 り込んでいるためである。屋内か らは10個 以上 の ピットが検

出されたが、 この うち柱穴 と判断 されるのは、P10P2・ P3° P4の 4個 である。いずれ も径40cm、 深 さ25cm

～45cln程度である。柱穴は長方形に配置 されたこの 4個のみであった可能性が強い。その他の ピッ トは浅

かった り径が小 さかった りで、その機能・性格を把えきれない。 ttl■Lら しい痕跡は見出されなか ったが、

42号住に切 られて破壊 された部分にあった可能性 もある。屋外施設は明瞭ではない。わずかに西壁縁辺部

分に浅い ピットがほぼ等間隔で並ぶが、その性格は特定できない。遺物出土量は多い方であるが、特記す

べ き出土状況を示す ものはない。

遺物 土器は I・ Ⅱ群があるが、 I群が主体 となる。 I群では 2類 A(図80-27)・ C(26)は少 な く、

3類以下が多 くなる。 3類 A(1・ 2)OB(405)・ C(3)・ E(25)は 図示 しなかった破片にも少な くな

い。 405類 の うち含繊維土器のA(6～ 9)の ほか、10は 乳頭状の尖底で、 1類に属す るものであろ う。

繊維を含まぬ 4類では組紐ある例 (28)の ほかは 4・ 5類 C(11～ 19)の 縄文施文のみの破片が最 も多 く、

図示 しない例の中に、 Gと した金雲母を含み裏面に指の押圧による調整を施 した土器 もある。18がやや似

た特徴をもつ 。 5群では竹管文あるB(20・ 22024)・ D(21)がわずか出土 している。Ⅱ群土器は特徴的な

ものはほ とんどな く、図示 したⅡ群 4類 D(29・ 30)と 小破片の 1類 A・ B、 2類 Dがわずか検出されたの

みである。量的には I群 4・ 5類 Cが大部分で、次に 3類、 5類 A・ Bの順になる。

石器には、石鏃14(図 212-1～ 14)、 石槍 Q5)、 扶入刺突具 Q6)、 石匙 6⊂ 7～ 2の 、スクレイパー 8(23

～27,図213-1～ 3)、 有扶顕磨石器 (4)、 石錐 2(6・ 7)、 使用痕 のある景J片 (5)、 映状耳飾 (9)、 海浜石

(8)、 打製石斧、小形磨製石斧 2、 乳棒状石斧 (図269-1,270-10)、 凹石 3、 敲打器Ⅳ類 (図272-9)、

石皿があ り、土製器には、土製円盤及び土器片錘 I類 (図 282-1)、 同Ⅲ b類 (2)がある。

出土遺物か らみて、 I群 3類 (中越式)期か ら5類 (黒浜式)期 に属す る住居址であろ う。 (百瀬 長秀)
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②  6号住居址 (図 6・ 81・ 213,図版33)

遺構 本址は遺跡用地内北隅に検出された。 ローム層に掘 り込 まれてお り、覆土は ローム粒を含んだ褐

色土である。周囲には遺構が多 く、切 り合いも複雑であった。まず、本址は遺構のほ とんどをほぼ同時期

の 8号住 016号住 とに切 られ、また、東側の一部を古墳時代の 7号住が切 ってお り、南か ら東にかけてほ

んのわずか残 った壁際をやは り古墳時代の 9号住の北西隅がほぼす っぼ りと覆い、本址覆土中に貼床を施

していた。このような状態のため炉はもちろん、柱穴の痕跡す らも検出できなかった。遺存する壁、床面

は ロームであるが、特に堅 くな く良好 といえない。壁高は 9号住床面 との差16～ 23cmを測 った。周溝はな

い。また、壁の一部は、土坑16に切 られている。

遺物 遺物 も少な く図示できる土器は3点 、石器は5点 のみである。土器は、無文で胎土が良 く焼成の良

いもの (図80-1)と 、金雲母を多量に含み (203)、 胎土が灰黒色を呈 し、内面にかな りの指頭痕を残す

もの (2)で ある。 3点 とも、中厚手で、口縁の反 りが少な く、第 I群 3類 C(A)種 に含まれる土器であ

る。石器は、石鏃 (図213-10)、 ス クレイパー 2(11・ 12)、 使用痕 ある剥片 2(13・ 14)が 出土 した。 これ ら

はすべて黒曜石製であ り、10～ 12は完形品である。

出土遺物からみて I群 3類 (中越式)期に属する住居址であろう。

③  8号住居址 (図 6069・ 81～ 830213・ 2140266・ 271・ 273・ 275,図版33)

(高乗 俊雄 )

遺構 本址は遺跡用地内北隅に位置す る。 ロームを掘 り込み、 ローム粒を含んだ褐色土を覆土 としてい

た。切合関係を見 ると、先ず、南側で 6号住を切 り、そ して住居址のほ とんどを16号住に切 られてお り、

南西壁際が残 ったのみである。また、本t■L南隅覆土上に古墳時代の 9号住が貼床を施 してあった。本址 と

16号住の床面差は約30cmと 深いため、炉址は もとより、柱穴の痕跡す ら検出できなかった。壁は ロームで

あ り、検出面か ら40cmを測 る。周濤は壁直下にあ り、幅約20cmと かな り広 く、深 さも10cm前後 と深い。残

存す る壁際全体に見 られるため、恐 らく全周 していた と思われる。床面は ロームであ り、壁、床共に堅 く

良好な状態であった。

遺物 残存部分の少ない住居 l■Lに しては遺物量は多い。土器は床面 (図 81・ 82)と 覆土出土 に区分 され

る。 まず床面出土でヤまェ群 3類が多い。 A(図 81-4)・ B(8)OC(5～ 7)・ D(9～ 11013)・ E(12)な

どがあ り、本類に対応す る型式 として、薄手の 2類 C Q4～ 10や無繊維の神 ノ木式 とされる 4類 D(19～

23)な ど竹管などによる文様 を もつ一群 と、量的には最 も多い縄文施文のグループ (図82)力 あ` る。ここ

には、含繊維でやや複合 口縁を残 し、厚手の I群 1類 B～ D(1～ 3)や、羽状縄文の 405類 A(4～ 6)

と無繊維の405類 C(10012015)、 また、金雲母を含む特有なG(8・ 9・ 11・ 14)が あ る。組紐文のある

4類 C(13)も 数片検出されている。また、時期不明の一群 (17～ 21)も 混在す る。 これに対 して、覆土 (図

83)も ほぼ同 じ傾向を示す が、縄文施文例が大部分である。 I群 3類 B(A)(1)・ D(2)、 典型的は搬入

品 といえる 2類 C(3・ 4)、 それに近いもの (5)、 繊維を含む 4・ 5類 A(図69-1,図 83-8・ 14・ 19)な

どのほかは、斜縄文を主 とする一群である。 これ らは多 く裏面に指頭による調整痕がある点は共通するが、

胎土に金雲母を含む グループ (7010～ 13・ 15～ 17)と 含 まないもの (6・ 8・ 9・ 18)が あ り、その編年的区分

がむずか しい。一応、 I群 4・ 5類 の Cと は区分 しGと した理由で もある。

石器 も出土量の割合には器種が多い。石鏃は18(図 213-15～ 25,27～ 31)と 最 も多 くすべて黒曜石製であ

る。石匙 7(図 213-35・ 36,図214-1～ 5)、 スクレイパー10(6～ 15)と 多い。この他、扶入刺突具 (図213

-34)、 石錐 3(同-26,図214-21・ 22)、 使用痕のあるもの 4(17～ 20)、 複数扶入石器 (16)や 、打製石斧
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(図266-18)、 乳棒状石斧 2、 横刃 (図271-5)、 凹石5(図275-6)が ある。なお、本遺跡か らは比較的に少

ない石錐 (図271-19)と 砥石 (図273-3)が検出 され ている。 これら石器の出土数は、土器 も含めて、切

り合いのために大部分が消失 した住居址か らとしては多 く、すべてを本址に所属す るとは決めがたい。

出土土器か ら、本址は I群 3類 (中越式)・ 4類 (関 山式・神ノ木式)期に属す る時期 と考 えられるが、明

確 にはで きない。 (高桑 俊雄 )

④  10号住居址 (図 3・ 84・ 215・ 270,図版33)

遺跡北端近 く、セ ンターライン沿いやや西寄 りに位置す る。ほぼ北向き傾斜面に立地 し、用地内では最

も標高が低い。42号住床面で検出されたが恐 らく42号住覆土上面が検出面であろ う。 ローム及び礫を含む

ローム層を掘 り込んでいる。本址 と周囲の遺構 との切合は 1号住の項で示 した通 りである。まず本址 と42

号住 との関係であるが、42号住検出時には切合いは把 えられず、両者を,区分す ることな く10号住 とし、床

面検出時になって初めて切合いが判明 し、内側を10号住、外側を42号住 とした。 ttl■L覆土中、42号住床面

と同 じレベルで床を造 った痕跡は認め られないため、本址が42号住を切 っているものと判断 した。ttIFA 5・

20と の切合いは、検出時において とらえられ、両者 とも本址及び42号住を切 っている611号住 との切合い

は、土坑 20が中間に存す ることによって確認できなかった。出土遺物か ら検討 して、11号住覆土中に本址

及び42号住床面が造 られているものと判断 した。

遺構 不整円形 プランを呈す る竪穴住居址である。42号住の床面施設 との判別が難 しい部分が多 く、本

l■L南壁の突出部分は42号住の床面施設の一部である可能性がある。壁はほぼ垂直で、10～ 15cln程度の壁高

である。周構は確認 されなかった。床はほぼ平坦で固め られている。床面で検出された ピットは18個ある。

この うち柱穴の可能性があるのは、 R・ P3° P4・ P5を結んだ配置、または、P10(P9)・ P8° P7° P6・ (P2)

を結んだ不整円形の配置である。前者はP4が壁にかかることか らみて42号住のものである可能性があ り、

後者 もPlが壁に接 していてやや問題がある。その他の ピッ トは大形・小形の両者があるが、いずれ もその

性格は不明である。炉は残 されてお らず、屋外施設 も把えられない。特記すべ き状態の出土遺物はない。

遺物 土器、石器 ともに出土量は多 くない。土器は I・ Ⅱ群土器であるが、前者は少量の 3類 Cのみで

後者が主体 となる。そのⅡ群には、 1類 A(図 84-19023)・ B(1～ 608・ 10～ 12・ 14)・ C(7・ 20～ 22)・ D

(18)、 2類 B(9・ 15～ 17)・ D(13)があ り、 この うちⅡ群 1類が大半を占める。 なお、 2類 (諸磯 B式 )と

した中には 1類 (同 A式)と の区分に問題点 もある。石器には石匙 (図215-1)、 使用痕 のある痕片 (2)、

軽石 (3)、 日玉状製品 (4)、 乳棒状石斧 (図 270-6)各 1点がある。また、黒躍石の原石が20個体出土 し

てい る。

出土遺物 か らみ て、 Ⅱ群 1類 (諸磯 A式)の 時期 に属す る住居址 であろ う。

⑤ ll号住居址 (図 8069・ 85・ 86・ 215,図版M)

(百瀬 長秀 )

遺跡の北端付近センターライン沿いに位置す る。北向き傾斜面に立地 し、調査範囲内では最 も標高が低

い地域に属す る。 ローム層上面で検出され、 ニーム層及び礫混 じりの ローム層中に築かれている。住居址

の南東隅は隣接す る42号住 010号住及び土鉱 20と 切 り合 う。42010号住の項に記 した通 り、本址廃棄後その

覆土中に42・ 10号 住の順に住居が営まれ、最後に土拡20が この三軒を切 り込んで造 られる。一方住居址北

側は古墳時代 Ⅱ期の14号住に切 られ、北東隅は土坑21に切 られる。

遺構 不整円形 プランの竪穴住居址である。壁はほぼ垂直で、壁高は傾斜面上方の南壁で30cm以上、斜
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面下方の14号住に切 られる付近で10cm程度である。周溝は南側のP2～ P4～ 東壁直下にかけて巡 るが壁直下

ではな く、現存す る壁は拡張 された結果で、周溝付近に築造当初の壁があった と解す ることもできる。 と

すればプランは当初は方形に近い形態を呈 していたか も知れない。床は平坦でよく固め られている。柱穴

はPl° P3と 北東隅に掘 られた ピット、及び14号住のP9の 4イ固が考えられる。P9は 本址床面か ら沢Jオ■ヤゴ深 さ

20～ 25cm程度あ り、北東隅の ピットも最深部は床 より14cmの深 さを有す る。全体 にやや浅いがほぼ同一の

深さを もち、方形に配置 される。P2° P3は柱穴ではない と思われるが、付近は ロームに混 じった礫が突出

しやや荒れた様子を見せる。炉は明瞭には把 えられなか ったが、住居 l■L中央部床面に40cm× 60cmの範囲で

焼土が残 されていた。掘 り深めてはいないが、地床炉の一種 と考えられ ようか。焼土東側に隣接す るよう

に、床面に80cm× 100 cln、 厚 さ 3 cmの 粘土塊が残 されていた。その性格づけは困難である。屋外施設は確

認できなかった。特記すべ き出土状況を示す遺物はない。

遺物 土器 と石器がある。土器は、 I・ Ⅱ・Ⅳ群がある。 I群には 1類 A・ D(図 69二 2,85-15)、  2

類 A・ C(図 85-11・ 12)、 3類 A～ D(図69-4,85-1～ 10)、 4・ 5類 C(図69-5～ 7,85-24)5類 A・

B(図 85-16～ 22028,86-5・ 6)・ G(図69-3,86-1～ 4)な どバラエティーに富み、主体 となる土器群

群がつかみに くい。この他は少な く、Ⅱ群 1類 A～ C(図 85-14・ 25～ 27)、 2類 AB、 Ⅳ群 4類が共に数片

で混在程度である。出土量が多いのは I群 405類 C、 5類 A・ Bと 同 Gの順で 3類がやや少 くな り、 Ⅱ

群・Ⅳ群が微量 となる。

石器には、石鏃 3(図 215-5～ 7)、 石槍 (8)、 石匙 3(9～ 11)、 スクレイパー 2(12・ 1釣 、石錐 ⊂い、乳

棒状石斧 3、 凹石 3がある。

出土遺物か らみて、 I群 3類 (中越式)～ 5類 (黒 浜式)の時期に属する住居址である可能性が強いが時

期は明確にできない。                                (百 瀬 長秀)

⑥  12号住居址 (図 7069・ 87・ 215～ 217,図版34)

遺構 遺跡の北端に検出された竪穴住居址であるが、耕土層 となる黒土を除去 しローム面で遺構の輪郭

を確認 している。北隅壁 と東隅壁をそれぞれ土坑 108に よって切 られている。本址は ローム及びその下

の石を含む二次堆積 ロームまで掘 り込むため、壁及び床面にも石が多 く凹凸が激 しい。壁高は南隅が最高

で52cm、 東隅が最低で l cmで ある。壁下には 5～ 9 cmの 深 さの周濤が全周 している。主柱穴はPl～ P4で ヽ

その配置は北東壁に片寄 るが、ほぼ等間隔である。炉は床面を10cm程掘 り込んだ地床炉 (P5)で径20cmを

測 り、内部には少量の炭化物を含む黒褐色土が充満 していたが、炉底はさして焼けていない。北壁床面に

は石がある。本址の入 口部はP2と P3の間 と推定 されるが、炉址が中央 より入 口に寄 って設置 されているこ

と、主柱穴P10P4が奥壁に接 して設けられている特徴がある住居址である。

遺物 覆土の黒土中には石鏃・石匙等が特に多 く、土器 も床面 より10～ 30cm浮 いて出土す る例が多かっ

た。床面か らは I群 3類 Cの尖底土器が出土 している (図69-8)。 図示 した多 くの遺物は上記覆土中のも

のである。 I群 2類 A(図 87-15・ 16)・ B(11・ 14)、 C(13)があるが、13は縁帯部にアナダラ属腹縁によ

る擬縄文の付 されたものである。 3類 Bで は (1・ 2)、 Bか D(4・ 5)、 C(図69-8〈内面煤付着〉)09(図

87-3・ 6～ 10)が ある。 4類 D(図87-12)、 5類 A(17)、 B(25)や 本類 Aか 4類 A(図69-10)が ある。

Ⅱ群では 2類 C(図 87-18・ 23)、 3類 24があるが、これ らは明 らかに混入遺物であろ う。 無繊維で縄文の

みを施文するもの (19～22)は類別は困難で一応 I群 405類 C、 ((Ⅱ 群 102類 のA)と したい。

石器では石鏃40(図 215-16～ 56)、 石匙 6(図 216-1～ 6)、 ス クレイパー18(7～ 20、 有 扶 顕 磨石 器 2
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(図216-1, 217-1)、 石錐 9(図 215-50,217-17～ 24)、 使用痕 のあ る もの15(図 217-6～ 14)、 石核

類 3鬱5～ 27)が あ り、これ ら主 として黒曜石製の小形石器は総計92点にのぼる。これに対 し、乳棒状石斧

は 1、 凹石 2、 石皿 1点 と少な く、打製石斧は皆無で、縄文中期の石器組成 と対照的である。

本址は床面出土や主体 となる土器が I群 3類 (中越式)で あ り、該期に所属す ると考えたい。 (伴 信夫)

⑦  15号住居址 (図10069088・ 218・ 271・ 277.,図版35)

遺跡最北端、センターライン東沿いに位置する。調査地域内では最 も標高が低 く、原地形 で 812mに 満

たない。ほぼ北向きの傾斜面に立地する。 ロー
^層

最上面で検出され、 ローム層及び礫混 じりの ローム層

中につ くられる。本址は南東側にある27号住を切 り、また、住居址東隅を土坑64065に 切 られている。北

側には時期不詳の土師器を有する住居址があった らしく、その住居址に一部を切 られている可能性が有 る

が、土砂採取事業で破壊 されたため、確認できない。

遺構 楕円形 プランを呈する竪穴住居址である。壁はほぼ垂直で、南壁では27号住床面 までの高さ20cm、

他壁でも壁高は20cmに満たない。周濤が幾分か内側であるが南壁下に残 る。幅20cm弱、深 さ 5～ 10cmで 、

規模は大 きい方である。床は ローム層部分はよく固め られて堅 く、平坦である。住居址中央か ら北西寄 り

では ローム層が落ち込み、堆積 した黒色土上に薄 くロームを貼 って床 とするため、軟弱で状態は悪い。柱

穴はPl～ P5が考えられるが、配置のバランスか らみればP2° P4・ P5は 27号住に帰属 した方が合理的である。

未確認なが ら、土拡64付近及び貼床部分に各 1個 の柱穴を予想すれば、方形配置の 4本柱の上屋が考えら

れ よう。住居中央南東寄 りに地床炉がある。径90～ 100帥 、深 さ10cmの浅い ピット内西寄 りに厚 さ数cmの

焼土塊を残 している。炉外西側にも薄い焼土塊がある。屋外施設は確認できず、特記すべ き出土状態 の遺

物 もない。

遺物 土器・石器があ り、土器には I・ Ⅱ・Ⅳ群 と弥生土器がある。 I群では撚糸文ある 1類 C(図 88

-16-18)・ D Q7・ 19)、 搬入品の 2類 A・ B(5・ 8～ 15)・ C、 土着の 3類 A～ E(図69-9,88-1～ 4・

6・ 7)、 4・ 5類 C(図 69-10,88-24・ 25・ 28)、 5類 A・ B(20～ 23)、 無繊維で縄文のみのCか G(9～ 23)

が主体 となる。Ⅱ群 1類 A(20～ C、 2類 A～ C、 3類 と、粗製のⅣ群、丹塗壷の破片の弥生後期土器は

共に数片のみである。中心 となる土器は I群 3類 (中越式)期 である。

石器には、石鏃16(図 218-1～ 6)、 石槍 (17)、 石匙 2(19020)ス クレイパー6 唸1～ 26)、

用痕 のある剥片 8鯰7～ 30、 扶入刺突具 (18)、 打製石斧、乳棒状石斧、凹石 2(図277-3)、

271-10)力 あ`る。

出土遺物か らみて I群 3類 (中越式)の 時期の住居址であろ う。

石錐 09、 使

尖頭石器 (図

(百瀬 長秀)

③  16号住居址 (図 6069089～ 91・ 219～ 224・ 268,図版33)

遺跡用地内北隅に検出された住居址である。切 り合い関係が複雑で、縄文時代遺構でみると先ず南東で

6号住、南西で 8号住 のほとんどを切 り、東側で22号住、北西で24号住に若干、それぞれ切 られている。

また、本址中央部覆土中に集石 1が検出されている。古墳時代に入ると、本址北西壁の一部を13号住が切

ってお り、また、東側に 7号住、南東に 9号住がそれぞれ覆土中に貼床を施 し、構築 されていた、結局、

本址で切 り合いの見 られない箇所は西隅のほんの僅かであ り、 ロームを掘 り込み褐色土が入 っていたこと

を確認 した。

遺構 炉は、焼土が 1箇所、床面上に中央か ら北西へ長 く、25× 80cmと い う楕円形状に拡がって検出さ
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れた。量的には多 くないが、床面状にかため られ、その部分が周囲 よ りやや低 くなっている。恐 らく地床

炉 として使用 された形跡であろ う。柱穴は、本址 との切合関係にある遺構が多 く、すべてを断定できない

が、22・ 24号住内側周濤中に検出されたものを除 き、ほ とんどが本址に関す るものと見 られ る。ただ、本

址廃絶時まで使用 されていた ものとしては、P9と P12の 2本を確認できたのみであった。しか し、配列、深

さ等の状況か ら推測す ると、Pl～ P4ヽ P5～ P8な どの主柱穴を利用 して 3回、或は 4回の建て直 し、拡張等

を考えることは容易である。壁 は、本址に先行す る 698号 住の掘 り込みが浅いため、本址南西壁、南東

壁がよく残 ってお り、 ロームであ り、良好な状態であった。なお、 6号住 と本址 との床面比高差は約26crn、

8号住 とのそれは約25帥である。周濤は、 2重に廻 ってお り、壁直下 と、その内側、約40cm程 の所に検出

された。切 り合いのために本址北西か ら南西にかけて、外、内側の周溝 もほ とんど消失 しているのである

が、ただ内側の周濤が、壁直下のものに くらべて若干太 く、また、深いために、その下部が、北隅24号住

のものと思われる 2本の周濤間に残存 してお り、 レベィレ、溝中の柱穴などか ら本址 のものと考えることが

できる。壁直下のものは、東隅を除いて全周す ると思われる。その幅は約10～ 20cm、 深 さは 2～ 5 cmで あ

った。床面は ロームで非常に堅 く、壁際か ら中央へ若干傾斜 してお り、。その高低差は、 8～ 15cmを測 った。

遺物  出土量 は土 器 、石器 とも多 く、特に石器の多出は注 目すべ き点である。土器はごく少量のⅡ群

(図91-17・ 18019)を 除 くとその大半が I群である。薄手な東海系である I群 2類 A(図 89-32)OB(14～

18・ 33035)OC(19～ 23,図69-15)に対 し、 3類 では垂紐貼付文のない無文のC(図89-1～ 9,25～ 30)が 目

立ち、 D(10～ 13)も 少な くない。 しか し、爪形文のE(24)や垂紐貝占付文のあるA、 それに細 線 の加 わ る

Bが少ない点、 3類の細分に課題を残 こしている。一方、 4類中の繊維を含む A・ B類 の典型例 (図 90-

11)は少な く、含繊維は 5類 Bの一群 (図69-13・ 14,91-1～ 6)の 方が多 く、縄文のみの土器 (図 69-11・ 12,

90-5～ 10,12・ 13・ 17020)も 4類 (関山式)と い うより5類 (黒浜式)に近いものが多い。なお,、 4類で も

繊維を含まぬ櫛状刺突文あるD(14～ 16)も 少ない。他の斜縄文や羽状縄文ある縄文施文の土器は、405

類 C(図69-12,90-18・ 19021～ 2的 と金雲母を含み、裏面に指痕 のあるG(図91-8～ 16)に 区分されるが、

図示 しない土器を含めて共に出土量はやや多い。良好な資料があるが、単純でな く、二型式以上にわたっ

て出土 している。

石器は、その出土量が本遺跡 内では最大であ り、総数161点を計える。 (図 219～ 224-102,268-5・ 27)。

石鏃46、 石槍 2、 石匙 10、 ス クレイパー19、 Jヽ 型有扶顕磨石器 4、 石錐 9、  使用痕ある石核・剥片・

原石57、 石核類 3、 小形磨製石斧 2、 乳棒状石斧 2、 凹石 3の ほか、扶入刺突具、軽石、装身具、打製石

斧各 1がある。器種 も一様にそろってお り、石錘、石棒、砥石 といった特殊なものを除 くと、出土 しなか

った ものは、複数扶入石器、定角石斧、横刃、磨石、ハンマー類のみである。ここでは、単純に現われた

数の上か ら一、二 の比較を試みた。遺跡内総出土量に対す る、各石器の割合 と、本址内か らのそれでは、

遺跡内の石鏃が35。 5%と 高い比率に対 し、本址内か らは、使用痕 のあるものが35。 4%と 高 く、次いで右鏃

の28。 6%であった。また、各器種の割合の差をみると、本址内か らのもので特に高いパーセ ンテージを示

す ものは、石核類、次いで、有扶顕磨石器である。また、逆に低い割合のものは、凹石、次いで、打製石

斧であった。各器種別 の総数に対す る本址か らの数値をみると、20%以上のものが 3種 ある。石核類、有

扶顕磨石器、使用痕のあるものである。逆に非常に少な く、 7%以下のものは、打製石斧、凹石、装飾品、

扶入刺突具、乳棒状石斧、小形磨製石斧、石匙、扶入刺突具、石槍等であった。以上見てみ ると、定形化

されたものが、不定形のものに比 して少ない。この数値は本址の性格を決定するものとして今後問題に し

な くてはならないものであろ う。
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本址は、前に述べた如 く建て直 し、拡張等が数回にわたってあった ものと思われる住居址 である。土器

にも古いものか ら若干新 しいものまであ り、現在の土器分類では本址の時期を絞 って把えることがで きな

い。 I群 の 3～ 5(中越式～黒浜式)類の数時期にわたって営 まれた住居址 と見たい。 (高 乗 俊雄 )

⑨  17号住居址 (図 11092・ 93・ 2240268)

遺構 用地内調査区の北方に検出されたプランなど不明確な住居址である。北側には縄文前期の 1・ 10・

42号住が接 し、南側には同 じ52号住・64号住を切 っているが北東側にある土拡群 とのかねあいもあってプ

ランはつかめない。住居址の南側の一部に壁高が約15cmを 測るローム層への掘 り込みが見 られるのみで、

その他の部分は攪乱や重複のため確認できなかった。床面は、中央部に堅 く踏み固め られた良好な部分 も

あるが、全体的に軟弱である。床面全体に小 さな穴がい くつ も存在す るが、それが何であるかは不明であ

る。その うち本l:穴 としては、 Pl・ P4° P9等 が考えられるが、確定はできない。住居址のほぼ中心部と思わ

れる位置に多量の焼土が認め られる。その南東部および北方の 2箇所に も焼土が存在する。地床炉であろ

う。推定 プランは円形 となるらしい。

遺物 土器 と石器がある。床面出土の土器はな く、大半が覆土中であるが、Ⅱ群 1類が中心 となる。縄

文を地文 とし、竹管工具による肋骨文等を施す Ⅱ群 1類 Bec(図 92-16～ 33,93～ 4・ 5γ 9)の 良好 な資

料が多 く、それに伴 うA(図93-3・ 6～ 8)も 目立 っている。なお図92-1～ 15の うち 8のみは微量の繊維

を含み I群 5類 Bに比定できるが、他は無繊維で、Ⅱ群 1類 の古い部分とすべ きか、あるいは I群 5類 D

または 6・ 13～ 15な どをⅡ群 2類 Cと すべ きかやや問題点をのこす。なお 11・ 12は 同一個体で胎土・焼成な

ど他 と異な り、 Ⅱ群 4類 Bに属すか も知れない。この類の搬入品 としては、内面に朱 彩 してあ る 4類 A

(図93-10)力 あ`る。

石器 石鏃10(図 224-3～ 10、 石匙 3Q3～ 19、 石錐 3(16～ 10、 小形磨製石斧 2(図268-6)、 凹石 2、 磨

石、がある。石鏃が10個 と比較的多 く出土 してお り形態的にはバラエテ イーに富む。大半は完成品である。

遺構は不明確であるが、出土土器 よりⅡ群 1類 (諸磯A式)期 に属す る住居址 と考えたい。(岩崎 孝治)

⑩  19号住居址 (図 13・ 93022402660273)

遺構 本址は用地にかかる遺跡の中央か ら北隅へかけてのほぼ中間に位置す る。耕作土、黒褐色土、 ロ

ームと堆積 した土層の ロームヘの掘 り込んだ竪穴住居址である。全体に地表か ら浅い所に作 られているた

め覆土の大半は耕作時のものと思われる攪乱を受けてお り、特に北東側はこの攪乱のため、壁・床面 とも

確認できなかった。このような状況のため、遺物は床面付近に少量遺存 していたにす ぎない。本址東側は

後に作 られた、竪穴 2に よって切 られている。北東部で切 り合い関係にある土坑 98と の関係は、前述 した

攪乱のため、また、北西壁 と切 り合 う土拡 14と の関係 も共につかめなかった。炉は、住居址 ほぼ中央に作

られた径 125 cm、 焼土径65cmの浅い地床炉である。柱穴はPl～ P4の 4本 ともほぼ規則的に配列 してお り、

その平面形はほぼ円形のものと楕円形のものがあ り、径は35cm～ 45cm、 深 さは41cm～54cmの しっか りした

ものである。炉の一部を切 った形でP5が あるが本址 との関係はわか らなかった。壁は南か ら西にかけて比

較的良好な状態で残 ってお り、残存高は19cm～ 25cmで ある。壁直下には、幅10cm内 外、深 さ10cm弱の周溝

が廻 ってお り、床面は攪乱を受けた北東側約半分を除けば、堅 くタタキ しめ られた ロームで平坦である。

遺物 土器は余 り多 くない。 I群 1類 D(図93-25026)の うち26は裏に浅い条痕がある。 2類 A(20・

21)・ B(17～ 19)、 3類 C(13～ 16・ 22)、 4類 C(28)・ D(23・ 24027)、 5類 C(31)な どのI群のほか、混入 と
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考えられるⅡ群 1類 B(29)OB(30)が 数片ある。石器は打製石斧 (図266-7)、 側面全周に敲打痕 ある磨

石 (図273-14)、 石匙 (図 224-19)、 ス クレイパー (20)各 1点の 4点 のみである。

出土土器か らみて I群 2(前期前葉)～ 4類 (関山式)土器の時期 と考えてよいであろ う。 (松 永 満夫 )

⑪  20号住居址 (図 14・ 94・ 224・ 266,図版33・ 35036)

遺跡北端、用地内東隅に位置 し、ほぼ北向傾斜面に立地す る。遺跡内では最 も低い部分に相当 し、標高

812m前後である。 ローム層上面で検出され、 ローム層中につ くられている。本址は23号住・ 方形配列土

拡群 Iと 隣接 もしくは切 り合 う。23号住は本址南側、標高の高い側に位置 し、床面 も10cm程 度高 くなって

いる。本址 とは切 り合 うか重な り合 う可能性が強いが、斜面のためその関係はつかめなかった。すなわち、

23号住を本址が切 るのか、本址埋設後その上に23号住がつ くられるのか、確定できてない。次に方形配列

土拡群 Iは、それの一部を構成す る土城 22及び土拡 27が本址及び23号住を切 り込んでつ くられてお り、本

址 より新 しいものとみなされる。また、土拡27東隣 りに接す る未命名の土拡 (も しくはピット)は、規模・

形状が一致 し、位置関係か らみて も方形配列土拡群 Iに属す る可能性が強い。本址北側に在 る 9号住は古

墳時代 Ⅱ期に属 し、本址 の北半、低い側を切 っている。 こうした諸遺構 との関係か ら、本址 はほぼ半分が

残 されたにす ぎない。

遺構 円形 または楕円形 プランが推定 される竪穴住居址である。壁は垂直に近 く、最 も残 りの良い南東

隅で壁高10cm程 である。壁が確認できる範囲には、総て壁直下に周濤が残 る。幅20cm、 深 さ 5帥程度の規

模である。床は平坦で堅 く固め られている。壁・床 ともローム層に含まれる礫が突出す る部分がある。柱

穴はP10P2が ある。また、 9号住内の南壁にある深 さ9 cm及 び 4 cmの 2個 の ビットは、本址床面か ら測れ

ば、それぞれ27cm 0 25cm程 で、'Pl・ P2と 同規模 となろ う。 9号住築造時に削平 された残痕 と考えれば、不

整方形に配置 された 4本柱か らなる上屋構造が推定 される。炉は住居址中央やや東寄 りに残 された焼土が

該当 しよう。床を掘 りくばめてないが、径30cm程 の地床炉であろ う。屋外施設は検出されず、特記すべ き

出土状態を示す遺物 もなぃ。

遺物 土器・石器があるが余 り多 くない。土器は I群 1類 (図 94-22・ 25)、 405類 A(21)の 数片のみ

が繊維を含み、大半は無繊維で、 I群の 2類 B(2の 、 3類 C C9)や 4類 D、 4・ 5類 C以外はすべてⅡ群

である。Ⅱ群 1類 A(23・ 24)、 B～ D(1～14)が最 も多 く、主体的土器 といえる。 2類 は図示 したD(15

～17)と 3類 (諸磯 C式 )(18)、 搬入品である赤色塗彩 された 4類 B(27)な ど数片である。なお、混入品 と

してⅢ群 2類 (藤 内式)、 5類 (曽 利 V式)がわずかある。

石器には、石鏃 4(図 224-21～ 24)、 石錐 2(25・ 26)、 打製石斧 (図266-15)が ある。

出土遺物か らみて、Ⅱ群 1類 (諸磯A式)の時期の住居址であろ う。 (百瀬 長秀 )

⑫  21号住居址 (図 12・ 70・ 95・ 225・ 226・ 2710273,図 版35)

遺構 遺跡の北 よりに存在す る住居址である。北側を18号住 0138号住に切 られている。壁は ローム層

を直に掘 り込んでお り、西壁が33cm、 東壁は傾斜地の下方にあたるため耕作で殆んど失われ壁高 O cmであ

り、黒上の壁であったか と思われる。残存部では壁下に周溝が 3～ 10cmの 深 さでめ ぐり、全周 していたも

のらしい。床面は堅 く良好である。西壁下には床面近 くにも落ち込んだ石がみ られ、中央部に土壇 45があ

り、当初、屋内施設か と考えたが、Ⅲ群 3類 (曽 利式)の遺物が出土す るに及んで、本址 とは別 時期の遺

構であることが判明 した。炉址は残存する本址床面では確認できなかった。柱穴の規模等はPl、 P2ヽ P3が
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北西壁側に並び、 P3° P4° P5が 南東壁側にならぶ。P4は長方形を呈 し柱穴 とは しがたい。P6は貼床下か ら

検出された ものである。北隅は180138号 住 に切 られているため不明であるが、 P9な どが位置的にみて本

l■Lの柱穴 と考えられる。主柱穴はP10P3・ P5° P9で あろ う。

遺物 覆土中か ら土器片 と黒曜石のコアを含めてフレイクが多数出土 している。Ⅱ群 2類 の土器が主体

となる。 B～ D(図 95-4・ 9～ 11・ 13～ 19)の うち、 4は 口縁下に斜刻 目を付す隆帯を持ち、 14～ 16は無文

の口縁部片であ りEに含め られるものか どうか、また、12は 1類 の可能性 もあるものである。図70-1も

1類 Eと の判別に苦 しむ ものである。Ⅱ群では 1類 B～ D(図 95-1～ 3・ 5～ 8)がある。土製品では土製

円板 1が 出土 している。現物 の所在不明のため明記できないのが残念であるが、他時期の混入遺物の可能

性が強い と思われる。

石器では石鏃15(図 225-1～ 10013・ 15～ 18)、 石槍 3(11012014)、 縦型石匙 2、 同横型 1(19～ 21)、 スク

レイパー 5(22～ 26)、 有扶顕磨石器 (27)、 使用痕のあるもの 9(28～ 33,図 226-1～ 3)と 他 に石核類 1点

があるが非常に小 さく疑問 もある。乳棒状石斧 2、 凹石 3(内床面出± 1)、 横刃型石斧 (図 271-2)、 床面

か らは砥石 ?(図 273-12)、 敲打器 Ⅱ類 1点が出土 している。

本址は主体 となるⅡ群 1類 (諸磯 A式 )、 2類 (諸磯 B式)にかけての時期 と考えられる。 (伴  信夫)

⑬  22号住居址 (図 60226,図版33)

遺構 遺跡用地内北隅に検出された住居 l■Lである。16号住床面検出中にそれを切 る周濤が検出され、そ

れによってかろ うじてその存在が判明 した。東側約%程が用地外のため、調査可能範囲は狭 く、その全容

は把む ことができなかった。南西隅は16号住、北東隅は24号住 と切 り合っているが、本址中には両住居址

のものと思われる貼床 も見 られなかったことか ら、16024号 住が本址に先行するものであろ うと判断 した。

また、本址上には古墳時代 の 7号住が貼床を施 して構築 されていた。柱穴は、はっきりと確認できないが、

西側周濤中に検出されたP7° P15の 2本 と、南西隅床面に検出された 1本が本 t■Lの ものと推定 される。壁は

掘込面か らとらえることができず、ただ、南側は外側の周濤、西側はほぼ全周す ると思われ る周濤をさか

いに して、16号 住 との床面比高差が 1～ 3 cm、 24号住 とは 2～ 4 cmと 、若干の レベル差を測 ることができ

るのみであ り、このことか ら恐 らく周濤際に壁があった ものであろ うと推定する。また、周濤は、上に述

べたように南側は二重になってお り、内側の 1本は、全周す るものと思 う。床面は ロームで堅 く平坦であ

る。また、本 t■L床面には、24号住のものと思われる周蒔が残 っていた。

遺物 わずかな調査範囲のためか、遺物はほとんど出土せず、図示できるものは、ただ石匙 1点 (図226

-4)が あるのみである。この石匙は、使用によりできた と考えられる短 く浅い線状痕 を有 している。な

お、本址 の所属時期については、土器の出土がないため断定できないが、先行す る24号住が Ⅱ群 1類期で

あ り、 この周囲に縄文前期の遺構のみが集中 してお り、同 じ程度の レベルに床面があることや周囲の周濤

などもとくに変 ってはいないので、若干角を もった周濤や プランなどか ら考えて、Ⅱ群 102類 (諸磯A式・

同B式)の土器を伴出す る住居 l■Lと 考えたい。                    (高 桑 俊雄)

⑭  23号住居址 (図 14095・ 226,図版36)

遺跡の北端、用地内東北隅に位置す る。ほぼ北向き傾斜面に立地 し、遺跡内では最 も標高が低い。 ロー

ム層及び礫混 じりの ローム層上面で検出され、同層を掘 り込んでつ くられる。本址 と切 り合 う遺構 との関

係は20号住の項に記 した通 りで、20号住 との前後関係は決定できず、方形配列土鉱群 Iには切 られている。
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遺構 径3.5m× 2。5m程 の小規模な竪穴住居址で、整楕 円形 プランを もつ。壁はほぼ垂直で、西壁で壁

高20cmを測 り、北壁～西壁直下に周溝がめ ぐり、幅10cm未満、深 さ5帥程度である。周溝内やその周辺に、

径10cln未 満の小 ピッ トが、 5～ 20cmの不等間隔で並ぶ。壁の補強 もしくは土留用板材を押 さえる杭の痕か

と思われるが、だ とすれば周濤 より内側に在 るべ きだろ うし、壁のしっか りした側にのみ残 されるのは不

合理である。む しろ斜面上方の屋外か ら屋内に崩落す る土砂 の防堤を想定 した方が合理的だが、推測 の域

を出ない。床は堅 く固め られて平坦である。柱穴はPl・ P2° P4が考えられる。北東隅にもう 1個存在すれ

ば最 も合理的であるが現存 しない。P5を柱穴 と考えれば、炉址 と重な り合 って不合理である。決定はでき

ないが、恐 らく4本柱の住居 l■Lで あったろ う。そのほか屋内に小 ピッ トが残 されるがいずれ も浅いもので

ある。炉址は中央北壁 よ りに検出された地床炉で、浅い ピッ ト内に焼上が残 されていた。屋外施設は検出

できず、特記すべ き出土状況を示す遺物はなかった。

遺物 土器は総てⅡ群に属す る。細分すれば 1類 A(図 95-26)・ B(20021023・ 27)ecはの OD(22)、

2類 D(28)、 4類iB(29)である。石器には、石鏃 4(図 226-5～ 8)、 石匙 2(9・ 10)、 ス ク レイパ ー 2

(11・ 12)、 使用痕 のある景J片 (13)力 あ`る。

出土遺物か ら判断 してⅡ群 1類 (諸磯 A式)の時期に属す る住居 l■Lであろ う。 (百瀬 長秀 )

①  24号住居址 (図 6096・ 226,図版33)

遺構 遺跡用地内北隅、16号 住床面検出中に、床面を切 っている周溝を確認、かろ うじてその存在を知

り得た遺構である。大半以上が用地外へ出ているため、プランの推定はむずか しい。断続的な周濤 と、若

干の床面のみで切 り合い関係を見 るのは困難であったが、凡そ次のように確認できた。まず、本 l■Lは 16号

住 の一部を切 ってお り、22号住及び28号住 に切 られている。また、古墳時代の13号住が切 り、 7号住が本

址上に構築 されていた。はっきりと断定できないが、周濤内か ら検出された 1本 の柱穴は恐 らく本址 のも

のと推定 される。周溝は、北西か ら22号住の周濤に切 られ、22号住の床面まで通 るものがある。また、そ

の外側、南西に約70cln程離れてほぼ平行に走 る 1本があるが、本 l■Lの ものかどうかはっき りしない。壁は

南西にあたる16号住側には褐色土中にあった ものであろ うが確認できず、本址の範囲 も、周溝際で終 るの

か、或は若干外側 まであるのか、16号住 との床面比高差が 0～ 5 cmと 一定でないためその判断はつかない。

ただ、床面は全体的に ロームで堅 く良好な状態であらた。

遺物  出土量は少ない。図示できるものはⅡ群 1類 B(図96-1～ 4)と 時期不明の斜縄文ある 1片 (5)

と 1個のスクレイパー (図226-4)の みである。

周辺住居址 との関係か らみてⅡ群 1類 (諸磯A式)土器に属す る住居 l■Lであろ う。   (高 桑 俊雄)

①  25号住居址 (図100960226)

遺構 用地内にかかる遺跡の中央やや北東寄 りの用地境で、大半が用地外にかかって発見 された竪穴住

居址である。南側が集列石 と仮称 した遺構のため削 り取 られている。全体に耕作 と思われる攪乱を受けて

いるため遺存状態は悪い。炉 l」Lは用地外にかかるものと考えられる。 ピットは壁ぞいに三個発見 されてい

るが、P10P2が 柱穴であろ う。壁は西側では確認できたが、西北寄 りでは残 っていない。残存す る壁高は

0～ 19cmで ある。壁ぞいに幅約13cm～ 18cln、 深 さ13cm～27cmの周濤が廻 る。前述の通 り攪乱を受けている

ため床面の遺存状態は悪 く全面で確認できたわけではない。残存する部分でも状態は良 くない。円形に近

いプランを想定 したい。
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遺物 出土量は土器・石器 とも僅かである。土器は Ⅱ群のみで 2類 A(図 96-80

0Dは 0・ lDに分け られる。石器 も少な く、石鏃 4(図 226-:15～ 18)、 スクレイパー

ているのみである3

出土土器か らⅡ群 2類 (諸磯 B式)期の住居 l■Lで あろ う。

B(6)OC(7・ 19)

(19)、 凹石 が 出土 し

(松永 満夫 )

0 27号住居址 (図 10・ 96・ 227,図版35)

遺跡最北端のセンターライン沿い東側に位置す る。北向き傾斜面に立地 し、調査範囲内では最 も標高が

低い。 ローム層最上面で検出され、 ローム層を掘 り込んでいる。北西側の大半を15号住 に切 られて失なっ

ている。西側には古墳時代 Ⅱ期に属す る14号住が隣接す る。本址 と接す る付近では両者共にその輪郭が不

明瞭になって しま うが、本 l■L覆土_Lに重なる可能性はある。

遺構 円形 もしくは楕円形 プランと推測 される竪穴住居址である。唯一残存す る南壁はほぼ垂直でミ壁

高30cmを測 る。周濤は 2本残 され、壁直下のものは幅 5 cm強、深 さ l cm程度 と小 さく、壁 よ り内側の もの

は幅10cln、 深 さ 5～ 10cm程 で大 きめである。また、後者は西壁に も及んでいるらしい。前者は住居の拡張

に伴 ってつ くられた ものだ と解せ られるが、だ とすれば、本 l」Lは円形に近いプランを拡張 し、楕 円形 プラ

ンを もつに至 った と考えられる。床は ローム中で平坦で堅 く固め られている。柱穴 と考え られるのはPl及

び15号住のP2° P4・ P5で ある。この うちP2～ P5は 本址床面か ら掘 り込 まれた と解すべ きで、P2は 本址床面

か らの深 さは30c轟程度 となる。 1回の拡張が考えられれば、当初は、 P2° P4° P5に加えて、土拡64065付

近にもう 1イ固存在 したことが考えられ、拡張に伴 ってP4が棄て られてPlに替えられた、 とすれば、総て方

形配置で最 も合理的であろ う。他の屋内・屋外施設は検出できず、特記すべ き出土状態の遺物はない。

遺物 土器は I群 1類 C(図 96-21・ 2a、 2類 B Q7010、 3類 C09020)、 4類 もしくは 5類 C(23)の

ほか、 5類 A・ Bがある。この他図示 しないが、Ⅱ群には、 1類 B、 2類 B・ D、 Ⅲ群は、3類 (力口曽利E

式)、 Ⅳ群には、 3類 と4類があるが、少ない。石器は、石鏃 3(図 227-8～ 10)、 石匙 (11)、 凹石 2のみであ

る。土 器・石器 とも出土量は少ない。

出土遺物か らは時期が特定できないが、切合か らすれば、 I群 3類

時期の住居 t■Lであろ う。

①  28号住居址 (図 9・ 70・ 227,図版33)

遺構 千鹿頭社遺跡 との境界である市道のす ぐ脇、遺跡地用地内北東隅に住居址 のほんの一部が用地に

かかる状態で検出された。遺跡内では最 も標高の低いところであ り、市道の北側に存在する千鹿頭社遺跡

の同時期の住居址 と、本 t■Lの 南に切 り合 って存在す る608016022024各 号住を含めた、一群の住居址

群の 1つ として とらえねばならない。本址は、この一群の住居址の うち、16号住を切 る24号住 を切 ってい

るが、24号住を切 っている22号住 との関係は、用地外であるため不明であるが、全形か らすれば切 ってい

よう。いずれにせ よ、最 よ新 しい部類の住居址ではある。また、付近には、同 じく千鹿頭社遺跡 と連なる

古墳時代の住居址の一群があ り、その うちの13号住が本址西隅を切 る。遺構はその西隅がわずかに検出さ

れたのみであ り、隅丸方形の竪穴住居 l■Lと 推定 される。24号住の床面を10cm掘 ってお り、壁下に 1つ の ピ

ットを伴 う周濤を確認 したのみで、他の床面施設は用地外にある。

遺物 出土量は少ない。土器は西隅床面 よりⅢ群 1類 C(図70-2)が 底部を欠 くがほぼ完形で出土 し

た他は、数点の破片のみである。石器は 1点のスクレイパー (図227-12)力 出`土 している。

(中越式)の時期 も し くは より古い

(百瀬 長秀)
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切 り合い関係 と遺物 より、24号住 と同時期、Ⅱ群 1類 (諸磯A式)期の住居址であろう。  c/Jヽ池  孝)

⑩  37号住居址 (図 190700970227022802660268・ 272・ 274・ 275・ 277・ 282,図版37)

遺跡地用地内の東縁、中央やや南寄 り、北東への傾斜地で検出された。す ぐ南東に土塘 83084、 西に切

りあ う奈良・ 平安時代の35号住 036号住があ り、その うち36号住が本址西壁を切 りなが ら覆土上層に貼 り

床 している。

遺構 円形の堅穴住居IILであ り、堅 くたたいた良好な床面を もつ。北東の傾斜の下にあたる壁 は検出で

きなかった。また、南東に壁上か ら床面へなだ らかな傾斜地があ り、そ こを除 く壁下に周溝がほぼ全周す

る。床面中央やや西寄 りに床面をわずかに掘 り窪めた径20cmの地床炉があるが、付近に数個 の石が散乱 し

てお り、 これ等の石は炉 と関係 あるか もしれない。柱穴はP3° P4を含む 4本柱であった と推定 されるが、

他のビットの深 さの観察が残 っていないため、断定できない。

遺物 出土量は多い。 I群 3類を主体 とし、良好な資料がある。垂紐貼付文のみのA(図 70-405,97-

8)や無文 のC(図 70-607,97-1～ 609)力 大`半で、格子 目状 の沈線文の加わるB(図 70-3,97-7)は 少

ない。この うち図70-3～ 5は床面出土 である。なお、 3は 2類的な胎土・器厚を もってお り、両者の関

係を知 る上で重要な役割を果す。 こうした 3類的 な無文系土器に対 し、縄文施文の土器は少な く、 405

類 Cの無繊維の斜縄文 (図70-9,97-10)力 わ`ずかに検出されている。また、図70-8は繊 維 を含む尖底

で 1類 Eと す るが、その帰属には問題がある。

石器 も多い。石鏃 6(図 227-13～ 18)、 石匙 2(19・ 20)、 スクレイパー13(21～ 26,228-1～7)、 石錐2α 5

016)、 使用痕 あるもの 7(8～ 14)、 映 状耳飾 (17)、 その他装身具 (18)、 打製石斧 2(図 266-14)、 Jく形磨

製石斧 3(図 268-24)、 乳棒状石斧 4、 凹石 18(図 274-8,275-709,277-2)、 敲打器 4(図 272-14)と

合計 61点 でな り、種類 も量 も圧倒的に多い。この中では特に凹石は16点 も出土 してお り、 1遺構か らの

出土量 としては本遺跡中最多である。また、石鏃 6点 に対 しスクレイパー13点 と全体の傾向 と比較 してス

クレイパーの割合が高 く、 しか もその中に使用痕の観察 されるもの (特 に図227-26,図 228-3)が多い点

は本 l■Lの特徴 として上げ られるであろ う。なお、図282-5は、土製円板 としてあるが、側面 に整形痕を確

認できなかったことか ら疑間が残 る。発掘時の出土状況の所見によれば、遺物は、住居址の炉付近に集中

したが、床面 よりも覆土中に集中 していたとある。出土土器か らみて縄文時代前期初頭 I群 3類 (中越式)

(小池  孝)土器に属す る住居址であろ う。

⑩  42号住居址 (図 3,図 版 33)

遺跡の北端付近、センターライン沿いに位置 し、北向き傾斜面に立地す る。 ローム層上面 で検 出され、

ローム層及礫混 じりのローム層を掘 り込んでいる。周囲の遺構 との切 り合いは、 1010号住の項で記 した

通 りで、 1号住を切 り、‖号住 の埋土上につ くられ、本 l■L廃絶後、10号住及び土`城 5020に切 られる。

遺構 不整方形 もしくは五角形 プランの堅穴住居址である。壁はほぼ垂直で、壁高は南壁 で30cm、 他で

10clnを 測 る。周溝は幅10cm未満、深 さ 1～ 3 cmと 小さいが、住居 l■L東南隅及び南壁～西壁にかけて残され

ている。床は残存部分が少な く記すべ き内容がない。床面の ビッ トは10号 住 との関係で本 t■Lに 属するもの

を特定できない。柱穴は10号住の項を参照されたいが、P2° P3° P4・ P5を結んだ方形配置の可能齢 あ`る。

その他の施設は屋内・屋外 とも確認できず、遺物 も出土 していない。

さて、本 l■Lの 形状について、本来方形プランを基本 として造 られたものが、増・改築の結果、現形状を
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呈す るに至 った とい う可能性を考えてみる必要がある。張 り出 している西壁部分は拡張の結果 だとみれば、

西～南壁下の周溝はその拡張の結果つ くられた ものとみなさざるを得ない。従 って西・南側の二方向を同

時拡張 したことにな り少々不 自然であるが、東南壁 ぎわにわずかに残 された周溝を拡張前 の住居址 のもの

とみなせばつ じつ まは合 う。一方、10号 住南壁中央の突出部分を本址に伴 うピッ トの残痕 と考えれば周溝

は分断 され、それぞれ別 の時期に造 られた ものと解することができるようになる。西南壁～西壁下の周溝

を拡張後のもの、東南壁下の周溝を拡張前 のものとすれば、拡張の説明 として'は よ り自然である。しか し、

拡張前の住居址 のプランが不整形 となって不 自然 さは残る。いずれに して もす っき りは しないが何 らかの

形での拡張を考えるべ きだろ う。

遺物 重複 した住居 l■Lの ため、残存部分が少な く、遺物の検出ができなかった。

切合関係か ら判断 して、 Ⅱ群 1類 (諸磯 A式)の時期に属す る可能性が強い。 (百瀬 長秀 )

④  46号住居址 (図24070078010201030230・ 231・ 2710275・ 2770282,図 版37)

遺構 遺跡地の用地内センターラインの西側、中央やや北寄 りの北への傾斜地で検出された。南北に長

軸をもつ楕円形の堅穴住居址であり、その北壁を土
=1000108に

、南壁を土鉱101と 時期不詳の堅穴5に切

られている。なお、土拡 101か ら本址 と同時期の土器片が出土 している。壁高は地形に従い南 か ら西 は30

clnを測 るが、北へ向かって低 くな り、一部は確認できなかった。床面の西半 は堅い叩きで良好だが、東半

は撹乱 されて所 々残 るのみであ り、周溝は無い。楕円プランの両端に数個の ビットがそれぞれ集中 してお

り、P8° Pll° P14お よび堅穴 5の底のそれ より9 cln深 い部分の 4個が主柱穴 と推定 される。またP2° P4°

P7° P10の 4個 は浅 く補助柱穴的なものとも考えられる。床面ほぼ中央に径100crnの大形で浅い地床炉があ

る。壁外施設は無いが先述 した土拡101は本址 と関連する可能性がある。

遺物  出土量は多い。土器 (図70-10,図 78-1,図 102,図103)ヤ まⅡ群 2類が大部分を占め、西日本系の

Ⅱ群 4類がわずかに入 りこむ。床面出土品 (図70-10,図 78-1,図102-1～19)も 多い。器 形 の復 元 で き

る前二者は、いずれ もⅡ群 4類 Aであ り、強 く外へ張 り出す底縁 と、半裁竹管の押引 き文様に共通性を も

つ。図70-10は、 口縁の内湾する薄手の浅鉢で、表面地の部分 と内面内湾部に施朱がみ られる。図78-1

は非常に小形で二条の押引の間を鎖状の文様で埋めるが、 口縁部が無い。前者 と同様の形態であろ うか。

他は、 Ⅱ群 4類か と思われる図102-17を 除き、いずれ もⅡ群 2類である。覆土の出土土器 (図102-"2Z

図103)も 多い。 Ⅱ群 1類 (図102-20021)04類 (図103-19～ 23)も あるが、他はすべてⅡ群 2類である。

石器 (図230-9～33,図231-1～5,図 271-4,図275-1,図 277-7)の うち床面か らは石鏃 5、 石錐、乳棒

状磨石斧、凹石が出土 している。16点出土 した石鏃 の うち製作途中に片脚、 もしくは先端の欠損 した もの

が 3点 (図230-16023024)あ り、 しか も内 2点が床面出土であること、複数扶入石器 (33)力 再` 加工品で

あること、発掘時の所見に「床面には黒曜石の細粒が全面に混入 している。」 とあること等、石 器製作 t■L

的性格がそこに感 じられな くもないが、その後の処理に於て、本址の性格を決め る剥片、砕片等の分折が

不可能 となって しまい、 ここでは、その可能性を指摘するにとどめたい。なお、複数扶入石器 (33)は、そ

こに残 された使用痕か ら、刃部に非常に顕著な線状痕を持つ大形のスクレイパーに、少 くも3つ は対をな

す扶入を施 した もので、その後の使用の痕跡は確認できない。 6点 出土 した石匙の うち、図230-27は、関

西地方に一般的な形態で、鳥浜貝塚出土のものと酷似するとのことで、本 l■L出 土の西 日本系のⅡ群 4類土

器 と同様、搬入品である可能性がある。なお、石質は確質粘板岩 との鑑定を得ている。 この他 、土器片錘

ⅡB類 (図282-11)力 あ`るが、側面の加工痕を確認できず、疑間である。
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本 l■Lは、その出土土器 よ り縄文時代前期 Ⅱ群 2類 (諸磯 B式)土器期の住居址である。  (小池  孝)

⑫  47号住居址 (図 190700104～ 1060231)

遺構 本 t■Lは発掘区の西北隅、用地外に住居 l■Lの 一部を残 して検出された。131号 住 が東 南 に隣接 して

いる。礫 がま じる土層中のため明確な掘 り込みが確認できず、周壁は検出で きなかった。遺物の集中が多

く、また、炉址が確認 された こともあわせ、住居址 としてとらえた。従ってプランは遺物の散布状態、炉

の位置等か ら判定 した ものであ り、明確なプランではない。炉址は住居 l■Lの 中央に直径20cm、 深 さ 4帥の

浅い凹みをもち、わずかな焼土が認められ、中か ら小石が 2個検出された。東南壁にあたる位置に大石が

あるが、多分壁の一部 として利用 されていた と思われる。 この大石は隣接す る131号住の壁 に も利 用 され

ている。柱穴・ 周溝 ともに確認できなかった。床面は礫 を多量に露 出させてお り良好な状態 とはいえない。

炉址北の床面に30～10cm程 の石が 5個集中 していた。

遺物 土器はⅡ群 2類が大半を占める。縄文加飾のみのA(図 106-1～8,104-4)、 爪形文等の B(2・ 5

～23)、 平行沈線文のC(図 105-1～ 10)、 浮線文のD(14～ 18)、 無文のD(図 106-9～15)な どがある。月同部

以下が縄文 となる浅鉢 (図70-14015,106-16)も ある。該期 に対応する西 日本的なⅡ群 4類 (図106-17～

～23)も わずかに検出されている。なお、少量存在す るⅡ群 1類的なもの (図104-105・ 609)も図示 した。

石器は、石鏃 9(図 231-6～ 14)、 スクレイパー (15)、 複数扶入石 器 (16)石錐 (19)使用痕ある剥片 2(17

018)、 小形磨製石斧 2、 乳棒状石斧、凹石 と小形石器の出土量が多い。他に装飾品で、映状耳飾 と形態不

明のもの (図231-20021)の 2点が出土 している。

出土土器か ら、 Ⅲ群 2類 (諸磯B式)土器に属す る住居址 と考えている。 (青 沼 博之 )

④  52号住居址 (図270107・ 1080232・ 2770278)

遺構 発掘区北寄中央にある。17号住・ 61号住 064号住 と接 し、あるいは切 り合 っているが、北への傾

斜面であることや、17号住 との間に石垣が築かれた りしたために、遺構か らその先後を明 らかにす ること

はできなかった。住居 t■L南半を残すのみであ り、南壁で現高35cmと 残 りが良い。周溝は幅20cm、 深 さ 5～

10cmで南 と西側にめ ぐるが、東側にはない。床面残存部は平坦で良好であるが、柱穴は検 出されていない。

中央部に土鉱 :02が 掘 り込まれてお り、その周辺にわずかに認め られる焼土面が本 l■Lの 炉の位置を示す もの

であろ う。地床炉である。 プランは一辺3.6m程度の隅丸方形であろ う。

遺物 土器はすべて破片である。 I群 1類～ 5類まであるが、繊維を多量に含み条痕 を施す もの (図107

-12～ 16)、 同 じく縄文、撚糸文のもの (26～ 30)、 斜縄文あるいは羽状縄文 (図 108-1～ 3◆ 12)、 同 じく竹管文

(14015)な ど、繊維土器が主である。繊維を含 まない ものの中には、薄手で幅広の隆帯に刻 を持 つ もの図

107-17～ 19)、 同 じく細線文 (20～ 20、 指頭圧痕の著 しい底部 はD、 厚手で斜縄文を主 とするもの(図108-4

～11013)な どがある。 これ らの土器は、条痕文系のものが古い様相 とされるほかは、関東・ 東海 各地 方

における前期前半の各型式に比定 しうるものである。やや新 しい一群 (I群 5類)は他遺構 よ りの混入で

あろ う。13も またⅡ群土器であろ う。図示 しなかった ものは、繊維土器 4割、無繊維縄文土器 2割、 I群

3類 Cが 3割、 同Dが 1割程度ある。 I群 3類土器出土遺構の うちでは繊維土器が多い方である。

石器は石鏃 3(図 232-1～ 3)、 縦型石匙 (4)、 ス クレイパー 36～ 7)、 使用痕ある剥片類 60～ 13)、 乳棒

状磨製石斧、小型有扶顕磨石器、凹石 3(図 277-11、 278-10)がある。
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出土土器の うち、 I群 3類が少ない点を考慮 して I群 1類や 2類に近い、本遺跡でも最 も古い時期 の住

居址 とも考えられる。 (土屋  積)

④  56号住居址 (図2407007101080109023202690275,図 版39)

遺構 本 l■Lは発掘区の西北用地境 よ り10m程内側へ入 った所に位置 している。580127号 住 と隣接 し、

上層か ら数個の平安時代 の土拡が検出されたのみで他の遺構 とは重複 しておらず、単独で検 出された堅穴

住居址である。やや隅丸方形を呈 し、一辺 3m～ 3。5mの規模で、本遺跡か ら発見 された縄文 時代前期 に

かかる住居 l■Lの 中では小 さい方である。壁高は南西～南東にかけて高 く、北東へ行 くに従い低 くなるが全

周 し、ほぼ垂直に近い状態で立ち上る。周溝はない。床面はほぼ平坦で、 6個 の小石が散在す る。 ピッ ト

は 4箇所か ら検出されたが、住居 l■L中央やや南寄 りのP2と ヽ北西壁隅のPlが主柱穴 と考えられるが、不規

則な位置であ り、P2のみで円錐状の上屋 も考えられる。炉址焼土は検出できなかった。

遺物 土器は器形のわかる破片が多い。縄文のみの深鉢で、繊維を含まず、裏面に指頭痕やヘ ラ状工具

によるナテの痕が顕著な一群 (図70-17018,71-1～ 3)ヤまI群405類 Gに属す るが、最近問題 にな った土

器である。一方、繊維を含む典型的な I群 5類 A(図 70-16)・ B(図71-4～ 7)が伴出 している。 この他、

少量ずつであるが、I群 1類 A(図 70-22～ 24,71-1・ 2)、 2類 A(図 18～ 21)・ B(17)、 3類 A(16)、 4・

5類 A(図71-3～ 8)や C(9～ 19)な どと共にⅡ群 2類iB(21)も 混入 している。

土器に比較す ると石器は非常に少な く、石鏃 4(図232-14～ 17)、 使用痕ある剥片 (18)、 磨製石斧 (図269

-C-2)、 凹石 4(図 275-2)|の 計10点 のみである。

器形のわかる大形破片や出土量か らみ て I群 5類土器の住居址 と考えられる。 (青 沼 博之 )

④  58号住居址 (図3001090232)

遺構 発掘区の北境か ら道 路敷内の南に広がる住居 l■L群 中の一軒である。北に46号 090号住、南に66号

住、西 に56号住が土拡群をはさんで隣接するが他住居IILと の切合はない。本 l■Lも 西南壁の一部が確認され

たのみで、全容は知 り得ないが、直径 5～ 6m程 の円～楕円形プランをもっていた ものと推測できる。床

面は北東の部分がやや低 くなるがほぼ平坦で、 自然堆積 した大きな平石が住居 t■L中央やや東に突き出 し、

70× 30cnlの石がさらに東にすわっている。住居址中央 と思われる箇所に焼土がわずかに認められたが、 こ

の場所が地床炉 として使用 されたのであろ う、周壁は南壁の一部が残るのみであるが、壁高 も高い所で20

～10cmと 低い。確認 された周壁下にのみ深さ 5 cm、 幅30～ 40clnと 幅広な周溝が認め られる。検出された ピ

ットの数は多い。土拡群 と重複 しているのですべてを本 l■Lに属す るものとは言い難い。主柱穴は南西壁に

接 したP2° P4か P3° P5と ヽこの二本の直角延長線上に並ぶPll～ P14を あてることができる。

遺物 縄文で加飾 される土器片のみが出土 している (図 109-22～27)。 裏面に指圧痕が顕著に見 られ、胎

土中には雲母を多量に含み焼成が よい。 I群405類 G(22～24)と 胎土 中に雲母を含むが、焼成のややもろ

いⅡ群1・ 2類 A95～ 29)に属す るらしい二種のみである。石器は、石鏃 6(図232-19～24)、 石錐 鬱5)、 映

状耳飾、凹石 2のみの出土で非常に少ない。

出土土器が少なく時期決定はむづかしく、 I群4・ 5類、

を得 ない。

④ 59号住居址 (図27・ 1090110・ 269)

か らⅡ群 102類 にわたる二～三型式 とせ ざる
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遺構 発掘区北寄中央にある。61号住 に切 られるが、北への傾斜面のため西半が失われてお り、切 り合

い部分は明確ではない。南西壁の一部を残すのみであるが、現壁高35帥前後で外傾す る。西側壁下の浅い

凹部は全周 しない周溝の一部であると考えられる。壁近 く位置す る 3箇所の ビッ トを柱穴 とすれば、円形

プランの周囲に5～ 6本 の主柱穴を配置す るものであったろ う。床は平坦であるが北、やや傾斜す る。炉は

残存 しない。

遺物 土器はすべて破片である。図示 したものは I群 3類 A(図 109-30～ 32)・ B(図 110-1～3)が主体

であ り、 Ⅱ群 と考 えられる縄文のみ もつ もの (9～ 14)、 ■の他 I群 1類 C(5)・ D(6)や 4類 B(7)・ D
(8)な どの前期前半や Ⅱ群 1類 B(15)も あるが少ない。 Ⅱ群土器はおそ らく64号住に伴 うもので あろ う

か ら、前期前半で も古い時期が考えられ よう。図示 しなかったものは、 I群 3類 C・ F、 I群 4～ 5類 A
がそれぞれ同量ある。 I群 3類中の装飾あ るものや繊維土器で 1類 に含 まれるものはほとん どない。石器

は図示 してないが石鏃 4、 扶入刺突具、ス クレイパー 3、 石錐、乳棒状磨製石斧 (図 269-2)、 凹石がある。

出土土器か ら一群 3類 (中越式)期を中心 とした住居址であろ う。 (土屋  積 )

②  61号住居址 (図2701100232・ 271)

遺構 発掘区北寄中央にある。59号住を切 り、52号住 064号住 とも切 り合い関係にあると思われるが、

傾斜のために本址 の北半が失われてお り不明確である。壁は北側を除き残存するが、現高10～20cmで外傾

す る。壁に接 して幅10～ 15cm、 深 さ 5 cm以下の浅い周溝が継続的にめ ぐる。柱穴 と考 えられ るピッ トはな

い。床は平坦であるが炉 は残存 しない。床面中央の人頭大礫 5個があるいは炉を示す ものか もしれない。

プランは楕円あるいは円形で径約 3mで ある。

遺物 土器 は少量である。 I群 3類 A(図 110-16～ 18)・ D(19～ 21)と 図示 しないが無文の Cが大半を占

める。少量の I群 1類 B(290C(30031)・ Dは 3029)の 如 き前期前葉の一群 と搬入品 らしい 2類 A(27)

や、やや中厚手 となった同種 (22)も ある。16～ 25が床面、26～32が覆土出土である。石器は石鏃 (図 232

-36)、 横型石匙 (37)、 粗製刃 器 (図 271-1の 力`ある。

本 l■Lは、出土土器の大半を占める I群 3類 (中越式)土器の時期に属するであろ う。  (土 屋  積)

④  64号住居址 (図2707101110112023302680271027402760279)

遺構 発掘区北寄中央にある。52号住に切 られるが、本址の周溝を重視すれば、接 しているだけか もし

れない。北への側斜のため、両住居址 とも大半が失われているので、明確にできない。南壁 と西壁 の一部

を残すのみで、現高30cmで外傾す る。幅15cm前後の浅い周溝が壁 より20cm程 内側をめ ぐるが、東南部にあ

るだけで全周は しない。南壁際中央に不整形のピットがあるが、本址に伴 うものか不明である。床面は平

坦である。炉は残存 しない。東西4。4m程の隅丸方形のプランを考えられよう。

遺物 土 器は器形の明 らかなものは少ない。床面上の土器 (図 110-1～ 14)は I群 5類 A(102)的なわず

かに繊維を含む ものを除 くと、 Ⅱ群 1類 B(3～5)で主体 となるA(6～ 13)の多 くは結節があ り、 内面をて

いねいに磨 く斜縄文を主体 とした ものが多い。なお、同期に伴出す るⅡ群 4類 A(14)も 1片検 出 され て

いる。覆土出土土器も同様で、一部に竹管文を有す るものがある。なかの I群 3類 Cの無文土 器 (図111-

15016)な どは時期的にさかのぼるものであ り、本址に伴 うとは考えられない。 これ らを除け ば、 Ⅱ群 1

類あるいは 2類のA種 としうるものであるが、竹管文を持つ もの (図 111-17～ 20)の存在から1類 (諸 磯 A

式)と して よいだろ う。
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石器は石鏃 3(図 233-1～ 3)、 扶入刺突具、横型石匙 (6)、 有扶顕磨石器 6)、 小形磨製石斧 (図268-1)、 乳

棒状石斧、凹石 9(図 274-10,276-5,279-11)、 横刃型石器 (図271-1)が ある。

出土土器か らⅡ群 1類 (諸磯A式)期の住居址 として よいであろ う。 (土屋  積 )

④  66号住居址 (図3007101120113023302340268・ 270,図版38)

遺構 発掘区北西寄にある。南東部は50号住 に切 られ南西部 は142号 住・ 57号住 に切 られているが、床

面 レベルが より低いため床面、壁 ともにはぼ完存す る。北側壁は傾斜のため一部失われている。南東壁に

ちかいP2° P3° P6は50号住の柱穴であ り、残 りを本址 の柱穴 とすれば 4な い し6本の主柱穴を考えること

ができる。現壁高10cm前後で周溝は持たない。炉は床面北寄を掘 りくばめた地床炉で径 60crn、 深 さ15cm程

度である。 プランは4.2× 3。2m程度の方形であった と考 えられる。比較的小形である。

遺物
′
土器はすべて破片で少量である。覆土では I群 3類A～ E(図113-1～508)と 焼成 の良い斜縄文 あ

るいは羽状縄文を持つ Ⅲ群 1類 A(14～ 16)を主体 とし、該期の東海系 らしい I群 2類 C(9～ 11)や繊維を

含む 405類 A(6・ 7・ 12)な どが混在する。床面出土土器は (図71-9,112-22・ 23同 一土器)は Ⅱ群 1類

(諸磯 A式)に降る可能性 もあるが、覆土出土土器 との関係か らすれば、いわゆ る中越式の新 しい部分に伴

うが、 I群 5類に含めた Gの可能性がつ よい。ちなみに、図示 しなかった土器では、赤褐色、斜縄文ある

いは羽状縄文、内面指ナデが約 6割 と多 く、薄手、無文、含雲母が約 2割、残 りは縄文を持つ繊維土器 と

縄文を持つ薄手、含雲母がほぼ同量ある。この組成 も上記の推測を裏付けよう。石器は石鏃 8(図 233-19

～26)、 石匙 4(27～ 30)、 ス クジイパー 5(図234-1～ 5)、 使用痕 ある剥片 (6)、 映状耳飾 (7)、 乳棒状石斧

(図 270-13)、 小形磨製石斧 (図 268-13)、 凹石がある。

出土遺物か らは I群 3～ 5類 (中越式～黒浜式)と 多少幅を もった住居 l」Lと せ ざるを得ない。 (土屋  積)

⑩  68号住居址 (図3301130234,図版40)

遺構 発掘区中央部北寄にある。南壁の一部を残すのみで他は攪乱あるいは69号住に切 られている。残存

床面はわずかであるが平坦で堅 く良好であ る。現壁高10～ 15crnを 示す。Plを 主柱穴のひ とつ と考えるが、

他は不明である。検出部分には幅10～ 20crrl、 深 さ10cm程度の周溝がめ ぐる。炉は残存 しない。

遺物 土器はすべて破片で、無繊維で斜縄文・羽状縄文を施す I群405類 C(図113-26～33)に 比定 で

きるものを主体 とするが、繊維を含むェ群405類 A(21～23025)や I群 2類 A(18019)、 同類 に近いもの 90)

も少 しある。図示 しないが全 く装飾を持たない I群 3類 Cがほぼ同量ある。石器は石鏃 3(図 234-8～ 10)、

ス クレイパ ー3(11～ 13)、 使用痕ある剥片類3(14～ 16)、 凹石がある。

本址は I群 3類 Cを伴 う点か らェ群3～ 5類 (中越式～ 黒浜式)時期の住居址 と考えたい。 (土屋  積)

①  69号住居 址 (図330113011402譴 ,図版40)

遺構 発掘区中央部北寄にある。68号住を切 り、70号住 に切 られる。全体の 3割 ほどを残すのみである。

Pl° P2° P4な どを主柱穴 と考えれば、円形 プランの周囲に5～6本 を配置す るものであった ことになろう。

現壁高20～ 30cmを示す。周溝は幅10～ 20cm、 深さ 5～10mで壁 よりやや内側を全周す る。周溝中には小 ピ

ットがある。床面は平坦 で堅 く良好である。炉は残存 しない。

遺物 土器はすべて破片である。 I群 1類 D(図 113-34)や 搬入品である 2類 C(35)のほか、繊維土器、

条痕文土器、Ⅱ群 1類 Aな どの斜縄文土器は少な く、半数以上は、赤渇 色で内面が指頭或 はヘ ラ状工具に
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よるナデがあ り、雲母を含む I群 3類に胎土、成形の似た斜線文 ある405類 Gと した土器や無文土器であ

る。なお混入品 と考えられるⅣ群 (後期)(41042)、 須恵器 (図 114-1・ 2)力 あ`る。石器は石鏃 2(図234-170

18)、 横型石匙 (19)、 ス クレイパー 3(20～ 2の 、使用痕 ある景J片 鬱Э、小形磨製石斧がある。

本址は伴出土器か ら I群 3類 (中越式)で も最 も新 しい時期 と考え られる。      (土 屋  積)

⑫  73号住居址 (図32011402譴 0266026802690282,図版40)

遺構 遺跡の南寄 りにある。砂質 ロームを深 く掘 り込んだ堅穴住居 t■Lで黒褐色の覆土が落ち込んでいた。

遺構の三分の一を次年度に調査 しているが、前年度では残存す る筈の部分で遺構が明確に把 握できなかっ

た ようである。南西部を一部、85号住によって切 られ貝占床 されている。壁高は周溝内部の床面 との差でみ

ると南側で40cm、 西側で

“

clnと 比較的深い。壁 と周溝部の間には10～ 20cln高 いテラス部が、特に南倶jで認

め られ、拡張 された痕跡か と思われる。周溝は残存部ではすべて認め られ、ほぼ全周 していた ものであろ

う。周溝の幅は最大部で30cm、 深 さ 5 crn内 外である。北倶1の壁が消える地点で周溝様の溝が延びているが、

記録 してないため不明である。床面は周濤 とPlを 境に土拡191寄 りが礫 の多い砂質 ローム とな り、全体的

にあま り良好な床面ではない。炉址 は確認できなかった。柱穴か ピッ トは南側に偏在する。Pl～ Rま での

住居内のものはPlを 除 くとやや浅 く、位置的にみて主柱穴の判定に くるしむ。壁外のRは内部か ら土器片

錘 2点が出土 している。

遺物 出土量は少ない。図 114-3～ 7は床面 出土、他の土器片は覆土での出土である。 I群 2類 B(3)

・ C(1の 、 口縁に半裁竹管に よる平行沈線 と口唇に刻 目を付す るもの(11)が あ り、共に薄手で内面に指圧痕

を残す。 3類 Aか Ce・ 9)ゃ Bか D(10)は 金雲母を多量に含む。 4類 Aの 異条斜縄文を付す土 器 G7)が ある

が、以上は少ない。 1群 5類は本址床面で も出土 し、主体 となる群である。微量の繊維を含む A(19～21)、

比較的多量の繊維を含み内面滑 らかに研磨 されたもの (4013～16018)と 微量の繊維を含む か含 まないか、

とい う程度の B(17・ 22)や、金雲母や砂粒を含み、内面ヘ ラ整形痕が顕著 なC(5～ 7)も あ る。 Ⅱ群 1類

D(23)、 ェ群 4・ 5類 CかⅡ群 1類 Aかの区別ができないもの (24～36)が ある。この うち 24027・ 30034

は内面指圧痕顕著であるので I群405類 Gと したい。25は舟形把手、28は 口唇に縄文原体を深 く押圧 した

刻 目を付 し古い要素か と思われるが、26は厚手 で諸磯期か と思われる。28は中越遺跡・ 阿久遺跡に類例を

求め得るもなお、覆土か ら土器片錘 1点が出土 している。

石器では石鏃 (図 234-24)、 石匙 2(25026)、 スクレイパー (2つ が覆土か ら出土 している。打製石斧 (図

266-6)は AⅢ 型で、本遺跡遺構内出土では唯一の資料であるが、本址の出土遺物の土器形 式が相 当広範

囲にわたるため、所属形式は断定できない。前期の遺物の可能があろ う。小形磨石斧 2(図 268-21)、 定角

右斧、乳棒状石斧 (図269-4)、 凹石が覆土か ら出上 している。その他土器片錘 3(図282-12～ 1の がある。

本址 ば床面出土及び覆土の中心をなす土器群からみて I群 5類 (黒浜式)の時期 と考える。(伴  信夫)

①  74号住居址 (図3501150235027302780291、 図版 40)

遺構 遺跡の南 よりに検 出された住居址で北側を85号住に切 られ、東側は斜面下方になるため耕作で失

われ確認できなかった。土拡 との切 り合い関係について明確な記録 がないが、土拡187は Ⅱ群 2類 熙磯B

式)、 土鉱188は 縄文後期の遺物出土か ら本 l■Lを切 っていた ことは確実であ り、土鉱1890190は 出土遺物が

ないため本 l■Lと の前後関係は不明である。

壁は南側で良 く残 ってお り、壁高39cln、 西壁で30cmである。壁面は全般に荒れ、不安定である。Pl・ R
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の間には壁に沿 って周溝が部分的にあ り、幅17cm、 深 さ 5 clnである。床面 はロームのたたき床状 の堅緻な

ものであ り、中央部には深浅 さまざまなピッ トが掘 り込まれ、 P6と P8の 間に石 と焼土が認め られたので地

床炉があった と思われ る。主柱穴か補助柱穴かは不明であるが、 Pl～ Pllの うちで、主柱穴は P10 R O P4を

確実な ものとみ ると、構造的にみてP5° P8° Pllか、85号住の ピッ トとして番号付されてい るP6を 対 称 す

す位置 に求め得 る。恐 らく六本の主柱 とな り、Pll周辺の85号住内にあるピットの多 くは本址の補助柱穴で

あった可能性が強い。P14は入 口部柱穴 とみれないだろ うか。P4~P5を入 口とす ると主軸方 向はN52° Wと

なる。P2~P4を 入 口と考えるとN4°Wであるが、貯蔵穴か と思われるP3と の関係が不 自然 となる。 入 口は

前者の可能性が強い。

なお、P6の 西側には10cln前後高いテラス部がある。また、本址のP6ヽ 土拡190、 85号住 のP4° P9は方形

に近い形で深 さも近似 してお り、掘建て柱の遺構が重複 していた と思われる。

遺物 床面 (図 115-1～ 5)・ 覆土出土土器 (6～22)が あるが、主体 となるのは I群 5類で あ る。 I群 1

類 B(6)や これ と併行期頃 と思われる 3類 Aの 口縁部片 1点が覆土にあるが、図示 していない。 I群 5類

では整形 の差をみると多 くの繊維を含み内面滑 らかに磨研 された もの (102・ 7・ 8・ 23)と ご く微量の繊

維を含む内面ナデあるぃは箆整形痕等が残 るやや雑な仕上げのもの (9～ 15)、 無繊維 で内面 同様 の仕上げ

の例 (17～ 20)が ある。 5類 A(207012～ 15)、 B(1・ 8～ 11)、 C(4・ 17～20)が 、 口唇に刻 目を持ちⅡ群 1

類 Aと 類別 しがたい例 (18)も ある。Ⅱ群 2類 A(22)、 C(5・ 21)も あるが、 これ らは床面を切 る土拡187が

同時期 の遺物を持 っていることか ら、 こち らか らの混入ではないか と思われる。

石器では石鏃6(図235-1～ 507)、 石匙 (8)、 ス クレイパー①)、 石錐2(601の 、軽石製品 (11)力 あ`る。乳棒状

石斧は床面で、凹石 2(図278-4)(1は 床面)、 磨右 (図273-15)が出土 している。土製品では土錘 7(図

291-25～ 27・ 43)力 あ`るが、Ba型 5、 Bb型 1、 C型 1である。混入であろ う。

本址は主体を しめる I群 5類 (黒浜式)に属す ると思われる。 (伴  信夫 )

①  75号住居址 (図36072011501160235,図 版41)

遺跡 内南端に近 く、センターライン東沿いに位置 し、北～北東向傾斜面に立地す る。礫混 じりの ローム

層最上面で検出され、 同層中につ くられている。本址の周辺は、86号住 0132号住 0135号住 0143号住 099

号住及び土坑168～ !75が切 り合 って存 してお り、前後関係の結論か ら記す と、75号住→ 143号住→ 86号 住

―   (」三拡171)-135号住→ 132号住及び三L拡168・ 169-二L拡174→99号住及こバIL拡 170017201730175C)順

に営なまれたもの と考えられる。その根拠は各々直接切 り合 う住居 t■Lの 項で記す ことにする。

本址 と直接切 り合 うのは860135号 住である。それぞれ本 t■Lの 覆土か ら掘 り込んでいるものと考 え ら れ

るが、覆土中では切 り合いがとらえられず、本址床面で切 り合いを確認 した。まず、 i35号住 中には本址

床 と同 レベルでの貼床は認められず、単純な覆土 と認められた事か ら、同址は本址を切 って造 られたもの

と断定 した。86号住 は、本址 との境界 となる周溝を境に して床面 レベルが10cm低 くなる。ところが、その

周溝は本址床面にまで延長 されてお り、本址 は86号 住の拡張部分 とす る解釈もな り立つ。 しか し、床面に

段差が生 じるのはいかに も不 自然である。そ こで、境界 となる周溝は86号住の壁直下ではな くやや内側に

在 った と考え、西壁沿いの周溝が切れる付近か ら同l■L北壁がつ くられたもの とすれば最 も合理的であろう。

問題は残 るものの、本址は86号住 に切 られているものと考える。

遺構 既に切 り合いに関連 してその大要は述べた通 りである。本址はわずかにその北西隅付近のみが残

されているのみである。壁はほぼ垂直に近 く壁高は20～30cmを測る。周溝は確認されない。床は ロームで
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竪 く固め られてお り平坦である。床面の ピッ トは確実に本址に伴 うものはない。実測図中で本址 に属す る

ピットも、既述のように86号住の壁がそ の周溝よりも北寄 りになるとすれば、同址の床面に造 られた可能

性も出て くる。 ttl■Lは残 されていない。屋外施設は検出されず、特記すべ き出土状況を示す遺物 もない。

遺物 土器は床面 (図72-1～ 3,115-24～ 34,116-1～ 4)と 覆土に区分できるが、 I群 とⅡ群が 混在 して

いる。前者の うちには、Ⅱ群 1類 A・ Bの半完形 (図72-1～ 3)のほか、 I群 5類 B(図 115-25026)、  4類

C(32)やや、時期的に古そ うな粒の大 きい斜縄文 (含繊維)あ る例 (24)も あ り、混在は明 らか であ る。

一方、覆土 も同傾向を示 し、含繊維 の I群405類 A(図 116-5～13)と 共に無繊維のⅡ群 1類 A(20～ 33)的

な土器 も多い、 Ⅱ群 1類 C(15)やその類似例 (14・ 16)の ほか、該期に伴 う西 日本的な様相 を もつ Ⅱ群 4

類が数片ある。 このほか、 I群405類 Gと した無繊維で金雲母を含み、裏面に指痕の残る縄文 施文の土器

(20027,図72-4)が ある。底部はほとんど平底である。

石器には、石鏃7(図235-12～18)、 石匙6(19～ 24)、 スクレイパー2(25・ 26)、 石錐 (28)、 使用痕のある剥片 (27)、

軽石 (29、 打製石斧、乳棒状石斧3、 凹石、磨石がある。

出土遺物か らみて I群 5類 か、Ⅱ群 1類 (黒浜式～諸磯A式 )の 時期の住居址であろう。  (百 瀬 長秀)

①  80号住居址 (図3901170271,図版42)

遺構 遺構群の南端に重複関係がな く検 出された住居址である。西 より東に向ってゆるく傾斜す る地形

に、礫 まじりのローム層を掘込んで作 られてお り、プランは多角形状を呈す る。炉は地床炉で中央部 2箇

所に焼土 が残存す る。柱穴はあまリバランスが よくないが壁際にあるPl～ P6の 6箇 所である。 中央部やや

北寄に40× 60cmの浅い ピッ トP7がある。壁ヤ蝶 まじり軟質 ロームで余 りよくないが、匹Fttjで 20～ 30cm、 東

側で10～15cmを測 る。床面は良好で中央やや東寄に向って皿状に傾斜する。P5附近に人頭大の石が数個置

いてあ り、南壁上に人頭大か ら40～80cm大 の石がある。

遺物 完形土器はな くすべて破片である。大半がⅡ群 2類 (図117-1～ 26)に属 し、 うち数 片 (15016)に

Ⅱ群 4類の西 日本系の土器が伴出している。他時期の土器を伴出 しない良好な資料 といえよ う。石器 は、

磨石、横刃 (図 271-13),凹 石 5が出土 している。

出土遺物 よ りⅡ群 2類 (諸磯B式)期 の住居址である。 (木 下平八郎 )

①  86号住居址 (図B6072011901200236´ 26902700272027402760278,図 版41)

遺跡の南端に近 く、センターライン東沿いに位置 し、北東向傾斜面に立地する。礫 混 じりの ローム層の

最上面で検出され、同層中につ くられている。本 l■Lを含む周囲の遺構群の切 り合いについては75号住の項

で記 した通 りである。本址 と直接切 り合 うのは75号住 0135号住・ 143号住及び土鉱1710172で ある。99号

住は本 l■L直上にはのらないものとみ られる。 これ らの諸遺構の うち75号住 との関係は先記 した通 りで、本

l■Lが これを切 っている。143号住 0135号住 は、本址覆土中では切 り合いを確認 し得ず、本址床面において

確認 しえた。135号住上の本 l■L床 面 と同 レベルでは、貼床等床面を延長 させた痕跡がないため、同址 が本

l■Lを切 っているものと判断 した。恐 らく本址覆土中より掘 り込んだものであろ う。143号 住 上 にはや は り

貼床等本址床面の延長施設は把えられなかったが、本址床面 と同 レベルでまとまった焼土を確認 した。本

t■L炉址の痕跡である可能性が強いため、同址覆土中に本址がのるものと判断 した。土拡 1710172は検出面

にて本址を切 っていることを確認 した。

遺構 切 り合いに関連 してその一部を述べた。一部重複するが遺構の概要を記す。壁はほぼ垂直で、西
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壁は標高の高い倶1であ ることもあって最高50cmの 壁高を有する。土拡171に切 られる付近では壁 高 は 10cIIl

に満たない。周溝は南～西壁をほぼ全周 し、また、北壁に も明瞭に残 る。幅20cln前後、深 さ 3～ 6 cmを測

る。全周溝内には径10～ 20cm、 深さ 5～10cm程度の小 ピッ トが不等間隔なが ら連続 して残され る。土留用

材を押えた杭の痕跡かもしれないが断定はできない。床 は竪 く固められる。壁・床 ともローム層に含 まれ

る礫 が若干突出す る。床面に残 されたピッ トはlLも しくは12個で、 このうち柱穴は規模か ら判断 してR～

P3と み られ、方形の配置を示す と考 えて良い。なお、132号住内のR西隣にある深さ24cmの ピ ッ トは、本

址床面か ら測れば深さ50cm、 位置 も良 く、あるいは本址に属す るか もしれない。また、各々の柱穴 に隣接

した ピッ トがあることか らすれば、柱の建て直 しがあったか も知れない。炉址 は143号住覆土上 に あ った

焼土塊がそれに当る。構造は不明である。屋外施設は検 出されず、特記すべき出土状態を示す遺物はない。

遺物 土器 と石器がある。土器は床面 と覆土出土に区分 されているが余 り変 りない。竹管文などの文様

ある例は少 く、大半が斜縄文を中心 とした土器である。繊維を含む I群 5類 A(図 119-22023)は 床 面 か

ら出土せず、 B(18・ 19-床 ,22,図 120-4～6)力 わ`ずか検 出されている。他は無繊維の斜縄文が大部分で、

Ⅱ群 1類 Aか或は I群405類 Gに伴 う金雲母を含む特長的な土器 (図72-5)に 三分できる。 I群 4類 A・

Cに属す るような縄文は認め られない。この他 、該期に伴 う良好な資料 として Ⅱ群 4類 Cの浅鉢 (図 72-

9)や 同A(図 120-9)。 同 B(10012)・ 同F(8)な どが少量ある。 Ⅱ群 1類 儲 磯A式)の 典 型例がな く、

む しろ、 I群 5類 (黒浜式)が主体 となる可能性もある。

石器には、石鏃3(図236-1～ 6)、 石槍 (つ 、扶入刺突具 (0、石匙50～ 13)、 使用痕 のある余J片 04)、 定角石斧 (図

269-C)、 乳棒状石斧3(図270-14)、 凹石8(図274-12,276-2,278-3)、 敲打器Ⅳ類 (図272-15)が ある。

出土遺物か らみて、 I群 5類 (黒浜式)も しくはⅡ群 1類 (諸磯 A式)の 時期に属す るが確定はできなか

っ た 。 (百瀬 長秀 )

①  90号住居址 (図4201210236)

遺構 発掘区北寄中央にある。東半は46号住 と切 り合 うと思われ るが、傾斜面のため切 り合い部分は不

明である。床面は ローム面であ り、平坦、良好であるが、壁、周溝などは検出で きず、床面のひろが りや

ピッ トの位置か らプランを推定できるのみである。4。6× 4m程度の楕円形か と考 えられる。 ピッ トはR～

P10ま であるが、柱穴は特定できない。 しかし、壁に沿 って並ぶ可能性がある。炉は残存 しない。

遺物 土器は少量の破片のみである。 I群 1類 C(図 121-12)・ D α3)、 Ⅱ群 3類 A(16)な どもあるが、

主体 となるのは Ⅱ群 2類 B04)・ C(100D(1つ と考えられる。石器は石鏃 (図 236-15)、 石錐 (10、 凹石

各 1点がある。遺物量は少ない。他に92号住 との中間の検出面で石皿 1を検 出している。

出土土器か らⅡ群 2類 (諸磯 B式)時期の住居址 と考えたい。             (土 屋  積)

①  92号住居址 (図42-2,12102360275)

遺構 本 t■Lは発掘区の北西境に広がる住居 t■L群のほぼ中央、STA108+60の北西7mに位置 している。他

の遺構 との重複はないが、北東に傾斜する立地のためや、北東部の発掘がで きなかったため、南東か ら南

西にかけての一部分が確認できたのみである。 ttl■Lも 検出できなかった。 ピッ トは住居址内に 5、 住居址

外に 7あ った。住居址の全容が とらえられないため、柱穴の位置、本数を知ることはできないが、周壁に

沿った配置 とすれば、P10P3を あてることができる。周溝は確認された壁直下にめ ぐっている。深さ約10

cm、 幅10～ 13clnの 規模である。おそ らく全周 していた ものと思われる。周壁はほぼ垂直に立ち上 り、30～
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遺物 出土量は少ない。斜縄文を施 し、内面が磨かれたⅡ群 1類 A(図 121-18020)、 2類AOCeD(190

22～25)の ほか、本遺跡では数少い中期初頭のⅢ群 1類 (21)も 1片ある。遺物量が少な く、主体 となるべ

き時期を決定で きないが、やや Ⅱ群 2類が多い。石器も数は少ない。石錐 2(図236-17018)、 小形磨製石

斧 3、 凹石 2(図 275-3)の 7点のみである。石錐のうち 1点 (17)は先端、両側縁がわずかにつ ぶれてお り

使用 された後をのこす。

本住居 l■Lの 時期決定 は遺物の少ないこともあ り困難であるが、縄文前期後半土器型式でいえばⅡ群 2類

(諸磯B式)に属す る時期 と思われる。 (青沼 博之)

①  93号住居址 (図4307201210122023602370266,図版襲 )

遺構 発掘区中央やや南に位置 し、東南約2mに 102号住が隣接す る。他の遺構 との重複は全 くな く、単

独で検出された住居 l■Lで ある。炉は住居址中央東寄 りの深 さ16cm、 80× 100clnの 不整形を した Pl。で、底部

よりわずかに焼土が検出された。床面に掘 られた ピットの数が多 く、主柱穴を断定す るのは困難であるが、

周壁に沿 って配置 された柱穴 と思われ、北 より、 P8° R° Re RO P5° Rの 6本 をあてるこ とができよう。

地形が北東に傾斜す る斜面に作 られた住居 l■Lの ため、北東部に周壁は検出できなかけた。壁高は残存する

西南壁で45cmあ り、北東部へ行 くに従 い低 くな り消える。壁はほぼ垂直に立ち上 り良好な状態である。周

溝は西か ら南の壁直下に、深 さ3～ 5cln、 幅10cmで、長 さ4.5mが検出されたのみである。床面 はほ ぼ平坦

で比較的良好な状態であるが、礫を含む土層中に構築 されているので、床・壁・ ピット中に礫がくいこみ、

特に住居址中央か ら西にかけ、幅1.2m程の礫の帯が縦断 している。北西部には一抱 えもあ る礫 が数個か

たまっていた。

遺物 床面 と覆土出土に区分 されている。床面 出土土器 (図72-10～ 13,、 121-26～ 33,122-1～ 6)の うち、

含繊維 は I群 5類 B(図72-11,122-4)の 他は縄文施文の405類 A(図122-3)と やや古 くな る らしい厚

手の 1類 D(図 121-26027)な ど少量で、他は竹管工具による文様を もつ 4類 D(図 122-506)や Ⅱ群 1類

かと思われる木葉痕ある底部 (図72-12)の ほかは無繊維・斜縄文の 1群405類 C的 なものが多 い。覆土

出土例 (図 122-7～ 18)は 、含繊維の斜縄文 (708010～ 12)と 網状文 (8)等 の I群 5類 Aと 、無繊維で裏面

に指痕が残 り、金 雲母を含む405類 Gの範時に入 る一群 (13・ 17018)力 日`立つ。 これ らは床面 出土の中に

もあ り (図 72-10,121-28031033)、 現在、 中部高地特有 の土器 といえる。

石器は石鏃 (図236-19)、 石匙 4(20～22,図 237-1)、 打製石斧 (図 266-16)、 乳棒状石斧、凹石の総点数 8

と少ない。他に装飾品が 2点出土 している (図 237-203)。 本遺跡か ら玉状装飾品の出土は少な く、平玉状

は 1、 管玉状は 3で、その うちの各 1が本l■Lか らの出土である。

床面出土土器か らみて、 I群 5類 (黒浜式)期 に属す る住居 l■Lと 考えたい。 (青沼 博之 )

⑩  95号住居址 (図44-1,12201230237,図 版45)

遺跡内南寄 り、センターライン付近に位置 し、北東向き傾斜面に立地す る。 ローム層最上面で検出され、

礫混 じりのローム層中につ くられている。土鉱136を切 り、縄文時代後期の110号住に切 られている。

遺構 円形 もしくは楕円形 プランと思われる竪穴住居 t■Lである。壁はほぼ垂直で西南壁で壁高30cmを測

る。床はほぼ平坦で、 ローム層はよく固め られてお り堅い。西～南壁下に周溝が残される。恐 らく住居址

内を半周す るもので、幅 10cln、 深さ1～ 3cln程 度の小規模なものである。床面に残 されたピッ トは 6個 で、

この うちP10P2° P5° P6が柱穴 となる可能性が強い。この 4個 が全て同時に使用 されたものとはいえない
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20cmの高 さを もち良好な状態で遺存 していた。北西部は傾斜地のため確認できなか った。床面 は平坦で、

南壁 コーナーに大小 6個、P3壁上に 1、 住居 l■L中央西寄 りに 1の偏平な石が検出された。

だろ うが、方形に配置 された柱穴の一部をなす ものであろ う。炉は住居址のほぼ中央にあ り、径 50cln× 70

cm、 深さ10ch程度の浅い地床炉で、焼土が若干堆積 していた。炉中央に長方形 の礫が転落 しているが、炉

に配 された ものではなかろ う。屋外施設は検 出されず、特記すべ き出土状態の遺物はない。

遺物 土器 と石器がある。土器は I・ Ⅱ群があるが I群は少量の 5類 Aがあるのみで、主体 は Ⅱ群であ

る。 Ⅱ群 1類 A(図 122-26031)・ B(20・ 21025027028032～ 34)OC(19030,図 123-4)・ E(8～ 10)、 2類 B

(図 122-22～ 24035,123-1～ 3)・ C(図122-29)oD(図123-5～7)が多 く、該期に伴出す る他地 域 土器 とし

て少量の 4類 COD(11)力 あ`る。 Ⅱ群 1類で も後半期が多い傾向である。石器には、石鏃 5(図237-4～ 8)、

ス クレイパー2(9010)、 石錐 (13)、 使用痕のある剥片2(11012)力 あ`る。

出土遺物か らみて、 Ⅱ群 1類 (諸磯A式)時期の住居 l■Lで あろ う。 (百瀬 長秀 )

①  96号住居址 (図3707201230124023702660272)

遺構 発掘区中央部東南寄にある。東部を76号住 に切 られ、南部を97号住 に切 られ、他の部分 も東への

傾斜面のため失われてお り、わずかに西壁を残すのみで床面 も全体 の 3割程度が残るのみである。現壁高

30cm前後で、周溝、柱穴、炉な どの施設は検出されなかった。床面は礫混 じりの軟弱な ローム面であ り、

東へやや傾斜す るが、平坦である。プランは隅丸方形であろ うか。

遺物 すべて破片であるが、床面上検出の土器は繊維を多量に含み縄文あるいはヘ ラ状工具による施文

がある I群 2・ 3類を主に、 I群 1類 BOC(図 123-21～ 27)や 、 Ⅲ群 1類 C(図124-3)も 含んでいる。

これ らの土器に無繊維のいわゆる中越式 といわれる I群 3類 (図 123-12～ 19)や 同時期の“薄 手搬 入 品の 2

類 C(20)を 伴 うことか ら、おおよその時期を推定できよう。覆土出土土器 (図 124-4～19)も 床面例 とほ

ぼ同傾向である。図示 しなかった ものは約 6割が赤褐色、内面指ナデ、斜縄文あるいは羽状縄文 を持つ I

群405類 Gで、約 2割は無文、薄手のいわゆる I群 3類 C(中越式)、 他は I群405類の繊維土器、2類の

凸帯、細線文あるものがそれぞれ 1割程度ある。この組成か らすれば、 I群 3類 の うちで もやや新 しい様

相 といえようか。

石器は石鏃 10(図 237-4～ 7)、 石槍 (8)、 縦型石匙 (0)、 スクレイパー 3(10011)、 石錐、使用痕ある剥

片類 4(12・ 19、 映状耳飾 1、 打製石斧 2(図266-2)、 乳棒状石斧 2、 凹石 5(内 2床面)、 磨石 、敲打器

(図 272-2)、 石皿がある。

出土土器か らI群 3類 (中越式)期 に属す る住居 t■Lと 考えたい。 (土屋  積 )

⑫ 98号住居址 (図43072012402380270)

遺構 調査区のほぼ中央北寄に検 出された住居址である。北側を44号住 に切 られてお り、74年度調査の

グリット堀の時点で上部の大半が失われている。残存部分 より推察す ると楕円形に近い住居址 と考えられ

る。炉は地床炉で中央部か らその周辺に薄 く焼土が広がっている。 ピッ トはPl～ P4の 4個 検出されている

が柱穴 はP2° P3以外やや不明確である。壁は礫 まじりの ローム層を10cmほ ど掘込んで作 られてお り、わず

かに残る部分は良好である。床面は平坦でやや堅い部分 もあるがあま りよくない。東北隅付近にフン ド3

に伴な うとお もはれる石組の残存部があ り、下部が ピット状 となる。このP4が あるいは柱穴の 1つか もし

れない。この付近は細粒の炭化物が多 く認め られる。なお、この上部覆土中よ り石製の小玉が 1イ固出土 し
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ている。中央炉の横の ピッ トの縁に乳棒状磨製石斧が直立 して出土 した。土器片出土は少量である。

遺物 全部破片であ る。胎土中に雲母を含んだ、無文 の I群 3類 C(図 124-20021)、 やや薄手の
′
2類 B

(22)、 繊維を含む縄文の405類 A(23)の ほかは、無繊維で縄文のある405類 Cか Ⅱ群 1類 A(24～27)が あ

る。図示 しない土器 も含めて I群 3類が主体 となる。石器は石鏃 5(図 238-1～ 5)・ 扶入刺突具 (6)・ 石匙 (7)・

ス クレイパー (8)・ 使用痕のある剥片3(9～ 11)・ 乳棒状磨製石斧2(図270-7)・ 凹石が出土 している。

本住居址 は出土土器か らみて I群 3類 (中越式)に属す る可能性が強い。 (木下平八郎 )

⑬  102号住居址 (図44-2,73012502380266,図 版46)

遺構 本址は東南2mに隣接 した93号 住 と同様、他の遺構 との切 り合い関係はな く、単独 で検 出 され た

不整楕円形を呈す る数少ない住居址の一つである。炉は住居址中央やや南に位置 し、約5cm程掘 り凹 め ら

れた、90× 100cmの地床炉である。焼土はわずか しか観察 されず、炉中に小石の散布が見 られ、敷 いた も

のとも考え られたが、小石、礫 が散在す る土層中であるので、人工のものとは断定 し難い。主柱穴は、PO

P2・ P5の 3本 と思われる。Plに対す る柱穴が西側に見 られず、主柱穴 3本 とい う不規貝Jな状態である。浅

いR・ Rは補助的な柱穴であろ う。住居址中央北に、径lm、 深 さ21cmの ピッ トが検出された。貯蔵 庫 的

なピッ トであろ うか。周壁は全周 しているが、東北に傾 く斜面上に構築 されているため、西南壁が41 cmと

高いのに比べ、北東壁は8cmと 低 くな ってきている。周溝は深 さ5帥、幅15clnで西壁下 と東南壁にのみ検 出

された。西壁下に続 く周溝中に、径20clnの小 ピッ トが 2個 認め られた。床面はかな り堅 く、敲 いた と思わ

れるが、剥離 している部分 も多 く平坦ではない。

遺物  I群 10203類、 Ⅱ群 2類の土器片が床面、覆土中に混在 している。図73-1は、黒褐 色 を呈 し、

石英粒や細粒砂を含み、厚さ3～ 4mmの 堅 く焼成 された胎土を もっている。表裏全面に指圧痕が残 り、 口唇

部 と頸部に半載竹管による刺突文を施 こし、その間を浅い平行沈線が、左上か ら右下へ、右上か ら左下へ

あるいは格子状に施文 されている。裏面にも半載竹管による格子文が口縁部6cmに施 され てい る。格子は

左上か ら右下へ次に右上か ら左下への順にうけ られている。剥落 しているが、波状 口縁の頂点か ら粘土紐

が縦位に貼付 された痕跡がある。 I群 2類 B種に属 し、清水 ノ上 正式にあたる土器である。同系統の薄手土

器でやや古手の 1群 2類 B(図 125-13014)も 数例ある。床面 出土の主体 となる土器は I群 3類 Ao・ 15)、

C(9～ 12)で あるが、同時期かやや古 く考えられる繊維を多量に含んだ 1類 B～ D(16017)の 丸底 もある。

覆土では Ⅱ群 2類 A(18・ 23024)・ C(19)OD(20)・ E(22)が多 くなる。多少問題 もあるが、床面 出土 土

器を重視 し、本址を I群 3類 (中越式)期の時期 としたい。

石器は総 数12点で、石鏃2(図238-15・ 16)、 石匙 (18)、 スクレイパー2(19020)、 打製石斧 (図266-13)、 小形磨

製石斧、乳棒状石斧、凹石 2で ある。扶入刺突具 (図238-17)は 黒曜石製で、本遺跡 より16点 しか検出さ

れておらず特異 な石器 とみることができる。乳棒状石斧は刃部破損の後、再研磨 されている。

出土土器 よりみて、 I群 3類 (中越式)期 の住居址 としたい (青 沼 博之 )

①  104号住居址 (図21012602380272)

遺構 発掘区中央部東寄にある。南半は41号住 に切 られ、北半は44号住が上にのってお り、東半は斜面

のため失われている。残存床面は44_号住下を含め全体の 2割程度である。Pl～ P3は本址の柱穴 と考えられ

る。残存部の現壁高25cm前後で外傾す る。床は平坦で炉は残存 しない。円形 プランを持 った ものであろ う。

遺物 土器はすべて破片で少量である。 I群 3類 D(図126-1～4)の うち304は 2類に属す る可能性も
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ある。櫛状具による刺突を連続 した特徴的な I群 4類 D(506010)や 、一片であるが同種工具による 5類 D

(9)と で4・ 5類 A(7)や同C(8)が出土 している。図示以外の土器片 もほぼ同 じ構成 であるが、竹管 、櫛

状具による文様のものはない。石器は石鏃3(図238-21～23)、 スクレイパー(24)、 小玉 (25)、 敲打器(図272-

4)があるが、全体量は少ない。

本 t■Lは 出土土器か ら I群 3類 (中越式)期の住居 l■Lと してよいであろ う。 (土屋  積 )

①  106号住居址 (図210730126・ 1270239・ 2740276)

遺構 発掘区中央部東寄にある。西壁を残すのみで他部分は失われているが、床面はかな りの部分を残

している。東壁部分を僅かに奈良・平安時代の105号住 が切 っている。Pl～ P4を 主柱穴 と考 え る と径 4m

強の隅丸方形のプランを考えられる。残存壁高30cm程度で周溝はない。床面は1静Jの礫が露 出 して凹凸が

あ り、東へ傾斜 している。一部に硬いタタキ面 もみ られた。北寄 に小礫を伴 う小形の地床炉がある。

遺物 土器はすべ て破片であるが、多少器形の判明す る個体 もある。床面出土 (図73二2～6,126-ll―19)

と覆土に区分できる。床面出土例は I群 3類 C(図 126-11-14)、 ゃ繊維を含む 1類 COD(15)、 5類B図

73-2)の ほかは、無繊維で金雲母を含み裏面に指痕の残る斜縄文施文の 4・ 5類G(2,図 126-17～ 19)が ゃゃ

多い。覆土 もほぼ同傾 向を示 し、 I群 1類中の条痕文 (20)、 撚糸文 (21)や405類 A(図 127-207)を 除 く

と405類 Cの うち金雲母を含む もの (図73-506)と 含まないグループが半々程度である。平行沈線文と斜

縄文あるⅡ群 2類的な例 (図127-19)も あるが器形面から405類 Aと 同時期の可能性 もある。 なお、底部

の側辺 (20)ま で や底面に細線を付 し、斜縄文を付す もの (21)も ある。図示 しないものの うち、縄文施文

5割、縄文あるいは無文の繊維土器 2割、 I群 3類 A・ Cが 3割程度ある。

石器は石鏃4(図239-1～ 4)、 縦型石匙 (5)、 同横型 6)、 スクレイパ ー3(7～9、 有扶顕磨石器 は0)、 打製石斧、

小形磨製石斧、凹石3(図274-3,276-10)力 あ`る。

本 t■Lの 所属時期は、床面出土土器をとれば、 I群 5類 (黒浜式)期 となるが、所謂中越式 (I群 3類 )と

してとらえるとその新 しい部分に該当す るのではないか と思 う。            (土 屋  積)

①  108号住居址 (図460128・ 1290239)

遺構 本址 は発掘区中央か ら東南約15m程 の所に位置 し、102号住が北西に隣接 し、南 に は歴 史時代の

柱列 2が西南へ 4イ固伸びているが、ほぼ単独で検出された住居址である。大小の礫 を多量に含む土層中に

構築されているため、床面、壁中に大小の石が露呈 してお り、南～北西にかけて残存す る壁 は、 この自然

堆積 した大石を利用 し作 られている。東側は傾斜地のため周壁は検 出できなかった。壁高は一番高い西南

で32clnあ る。周溝は北西か ら南にかけて認め られたのみで他にはない。炉は住居址中央 よりやや南寄 りに

わずか焼土が認められるのみではっき りとした位置はつかめなか った。 ピットは大小あわせ住居址内に7、

壁を切 り壁外に及んでいるもの 1の 計 8である。不規則な配列 とな り、東側には検 出できなか ったが、お

そ らく、周壁に沿 って並ぶPl～ P3° Rの 4本をあてることができる。

遺物 床面出土は 4片のみで、繊維を含む I群 5類 B(図 129-1)や 無繊維の斜縄文のみ (2～4)でこれ

が405類 Cか Ⅱ群 1類Aかの判別がむづか しい。他の覆土出土品の うち、やや厚手で口縁部 に凸帯をもつ、

5や撚糸文の 6、 無文の 7な どは 1類に入るか も知れない。同 じ含繊維土 器で も斜縄文 (8)、 羽状縄文 (12)

のほか、竹管文様ある例 (図128-405)ヤま5類AOBと してよいであろ う。これ以外の無繊維土 器 は縄文

施文が大半で、その うち裏面指痕のあるグループ (図 129-13～15)と 、そ うでない斜縄文・ 羽状縄文 (9～
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11016,図128-102)があ り、 I群 3～ 5類及びⅡ群 1類 Aと も考えられる。なお、少量ではあるがⅡ群 1

類 BOC(図 128-607)や 2類 D(8)、 同期に伴出する西 日本か らの搬入品 としての 4類 B(10)や 、類 似

した 口唇部に刻 日ある 4類 C(図 129-17018)力 検` 出されている。

石器 は12点 ある。石鏃3(図239-11～ 13)、 石匙2(14019、 ス クレイパー (16)、 使用痕ある剥片 (17)、 打製石

斧、乳棒状石斧、凹石等である。

床面出土土器のみでは判断 しに くいが、I群 5類からⅡ群 1類にかけての時期 と考えたい。(青 沼 博之)

①  l‖ 号住居址 (図470730130・ 2400272・ 280,図版46)

遺構 発掘区中央東南寄にある。1:20113号住 と切 り合 うが、遺構 自体か らはその先後を明 らかにでき

なかった。原地形 の北東への傾斜のための北東壁 は低 くなるが、南半で現壁高40cln前後で垂直にちか く良

く残る。壁沿に幅 20cln、 深 さ5cln程 度の浅い周溝がめ ぐる。床面は平坦であるが、壁面 とともに地 山 の礫

が露 出す る。 Pl・ P3～ P5ヽ 112号 住内P2を 主柱 穴 と考 え る。住 居 内北寄 に P6に切 られ て径40cm程の地

床炉がある。柱穴、炉の位置か ら主軸方位N22Wの楕円形 プランを考えるが、その場合 P4は本址 に付属 し

ないか もしれない。

遺物 床面出土土器 (図73-7～ 9,130-1～ 5013)の なかには器形の明 らかなものもある。大半が I群 5

類であ り、繊維を含むB(図73-9,130-5)と 無繊維で金雲母を含む グループのG(図73-8,130-1～ 4)の

みである。覆土中の土器も繊維を含む例 (図73-10,130-6e10)は 少 く、金雲母を含む例 (図130-7～ 9■4

15)や斜縄文・ 羽状縄文 (11012・ 16)が半分以上を占める。図示 しない資料 も同傾向を示 し、 I群 5類 A

～ Cを主体 とす る比較的単純な土器 といえる。底部はやや上げ底 の平底のみで、木葉底 (1401Dも ある。

石器は石鏃6(図 240-1～ 6)、 縦型石匙 (17)、 横型石匙3(8～ 10)、 ス クレイパー4(11～ 1の 、石錐2(20021)、 使用

痕 ある剥片類5(15～ 19)、 管玉状石製品、小形磨製石斧、敲打器 (図 272-11)、 石皿 (図280-3)力 あ`る。

出土土器か らI群 5類 (黒浜式)期の住居 l■Lと してよいであろ う。 (土屋  積 )

①  l12号 住居址 (図47・ 730131013202410267027102730275・ 2760277,図版46)

遺構 発掘 区中央東南寄にある。113号住 の上層にあ り、‖1号住 に切 られていると考えられ るが、遺構

における所見ではない。東側は年次の異なる発掘区にかかるが、原地形の傾斜のため失われている。現壁

高10～ 40cmで 、幅 10～25cm、 深 さ5cm前後の浅い周溝が全周す る。床面南半は平坦で良 く残 るが、北半 は

荒れている。P10P3° P5ヽ 113号住内Rを主柱穴 と考える。P4は入 口にかかわる施設 か もしれない。 炉は

撹乱のためか不明である。

遺物 床面 出土土器 (図73-11～ 16,132)|ま無文、無繊維、波状 口縁、尖底 のI群 3類 C(中越式)を主体

とする。縄文を持つ ものもあるが図130-20を 除いて繊維は含まない。同22は、胎土、色調焼成 、成 形技

法などが無文尖底土器 と酷似す るが平底であ り注目して よいものであろ う。 この平底土器の存在とともに、

尖底土器にも細線による格子文や粘土紐貼付文を持つ ものが少ないことか ら、いわゆる中越式のなかで も

やや新 しい様相 といえよう。覆土土器 (図 131)も 主体は床面 と同様であるが、表裏面に条痕あるI群 2類

D(10207)や 同 CG)の ほか繊維を含む複合 口縁か 口縁直下 に低い凸帯ある I群 1類 B(809)、 竹管文に

よる波状文ある 5類 B(13)、 斜縄文、羽状縄 文の 5類 A(10～12)な どもわずか含んでいる。金雲母を含む

G(14～ 16・ 19020)も 多い。木葉底 (20)や底面だ深い凹みのある例 (19)力 あ`る。図示 しなかったものが多
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量にあるが、床面出土の 8割は I群 3類 C、 1割が405類 G、 他に同 B、 Dと 繊維土 器がある。覆土出土

は95a/a力 I`群 3類Cで、残 リカ` 2類 A、 3類 A・ D・ Fである。      i

石器は石鏃5(図241-1～ 5)、 縦型 石匙 (0、 スクレイパー100～ 1の 、石錐 (28)、 使用痕ある剥片類 11(17～2つ

打製石斧 4(図 267-29)、 小形磨製石斧、乳棒状石斧、凹石 6(図275-4・ 5,276-4,277-9)、 横 刃形

石器類 2(図 271-3・ 1の 、磨石 (図 273-19)力 あ`る。

出土土器か らみて、 I群 3類 (中越式)期 の住居址 として よいであろ う。       (土 屋  積)

①  ‖3号住居址 (図47013302420266,図 版46)

遺構 発掘区の中央か ら東南寄の112号住内にある。112号住居址 が上に作 られたものである。そのため

現壁 高20cm程であるが、北寄は不明瞭になる。南半壁沿に幅acm、 深 さ5cm弱 の浅い周溝状の凹部 が あ る

が、周溝であるかどうか断定 できない。P3° Rは柱穴 として よいだろ う。床面は平坦 であるが、壁面には

地山の礫 が露 出 している。炉は見 出されていない。

遺物 土器はすべて破片であ り、無繊維でヘ ラあるいは竹管による施文を行な う一群 と繊維を多量に含

み斜縄文または羽状縄文を施す一群 (図 133-15～ 19)と がある。前者 は I群 3類 (中越式)で、図133-lo

2の ように裏面に も表面同様の格子文を施す ものがある。同 8は、竹管による刺突を 口縁端部に行ない、

その直下に短かい粘土紐を貼付け、その下に二列の連続刺突、 さらにその下にカギ裂状の刺突を何列か行

な う。裏面は一列の刺突があ り、その下は表面の刺突による瘤 状の盛 りあが りが連続す る。表面波状部の

貼付粘土紐には刺突が行なわれ、裏面には竹管による凹線を三条施す。竹管原体は端部お よび裏面 と表面

では異なる。施文法を除けば他の I群 3類土器 と異なるところのない土器である。 同20～22は繊維を含 ま

ない I群 4類あるいは 5類である。以上の組成か ら、 I群 3類土器群 中でも古い様相か とも思われるが、

図示 しなかった土器のなかに繊維土器はな く、ほ とんどすべてが I群 3類 Cであ り、 Aや405群 G的なも

のをわずかに含むのみである。

石器は石鏃21(図 242-1～ 21)、 扶入刺突具 (22)、 縦型石匙2ゆ302の 、ス クレイパー4(25～ 28)、 複数扶入石器

2(29030)、 石錐2(33034)、 使用痕ある剥片類 2(31・ 32)、 打製石斧 (図266-9)力 あ`る。

出土土器か らI群 3類 (中越式)で も古い時期,の 住居址 と考えたい。         (土 屋  積)

⑩  l:8号 住居址 (図50074013402430268,図 版47)

遺構 本 t■Lは発掘区西南の用地界で重複 して検出された一群の竪穴住居 t■Lの 最西端に位置 している。87

号住 の下層、礫混入 ローム層中より検出された。炉址は住居 l■L中央部に、ケ0× 55clnの 方形に掘 り凹め られ

た深さ10clnの ビッ トと考えられるが、焼土・灰等は観察 されなかった。主柱穴は、西北、東南の壁直下に

見 られるP10P4の 2本 をあてることができ、切妻の屋根が想定できよう。周壁は、東57cm、 西52cln、 南64

cm、 北40cmで 立ち上 り全周 し、壁 中に礫を多 く含むが良好な状態で遺存 していた。北壁 に自然堆積 した長

さ120cln、 幅37cmの大石を利用 している。周溝は南壁直下か ら東南のP4ま でわずかに見 られ るのみ で他 に

はない。床面は礫が露出 しているがほぼ平坦であ り良好な状態である。

遺物 床面 出土土器 (図 134-1～ 17)は大半が Ⅱ群 1類 (諸磯A式)で ある。斜縄文のみの A(1～ 5)、 竹管

工具による文様施文のB～ D(6～ 14,図74-2)で、多少問題のあるのは斜縄文で雲母を含む例 (図 134-15)

や Ⅱ群 2類的な もの (16017)の 伴出であるが、爪形文あ る土器 (9010012013)も 雲母を含んでいるので、

Ⅱ群 1類 として よいであろ う。覆土 出土土器には繊維を含む斜縄文の I群405類 A(図73-3,134-19)や
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B(18020)も あるが、図示 しない土器の大半は Ⅱ群 1類AOBで ある。また、図74-4は 口縁部に 押引 き

爪形文を横走させ、胴部中央に円形刺突文をつけ、器全面に細かい縄文をつけた浅鉢で、製作・ 胎土な ど

良好な土器である。なお、やや上げ底気味の余 り平坦でない底部底面に、縄 の原体の ような ものが無雑作

に印された例 (21)力 あ`る。

石器は10点 と少ない。石鏃4(図243-1～ 4)、 小形磨製石斧 (図268-7)、 凹石 5で ある。

出土土器は比較的単純であ り、その大半を占めるⅡ群 1類 (諸磯A式)期を もって、本址 の所属時期 と

決定 して よいで あろ う。 (青沼 博之)

①  119号 住居 址 (図4907401350243026702780280,図 版47)

遺構 調査 区の南隅中央寄に検出された住居址 である。西隅は117号住 に壁 の上部を削 り取 られ てお り、

本址の床面上10面前後のところに貼床され、北隅は133号住に幅30cm、 長さ2。3m切 り取られてお り、東北部は黒褐

色土層を掘込んで構築 されている、不整方形か隅丸方形 の住居址である。炉は中央やや西北寄に位置 し、

上部で80× 90mの 半月型 で活 鉢状に掘 り込まれてお り、深 さ53mを測 る、焼土の残存量はあま り多 くなし、

周辺に散在す る石があるが、炉縁石 として使われたかは不明である。柱穴は不規則であるがPl～ P4の 4個

である。壁 は 2つの住居址に切 り取 られ南隅か ら東側 が残 ってお り深さ45cm前 後で、この部分は良好で他

はよくない。床面は部分的に良 く東隅か ら南隅にかけて15cm前後高 くなっている場所がある。

遺物 土器、石器とも出土量は多い。床面 と覆土出土土器に区分できるが、余 り差はない。前者 (図 135

-1～ 14)の主体 となるのはⅡ群 1類A～ Eで、 1片のみ 4類 B(13)力 あ`る。覆土出土例の うち、 I群 5類

B(18)と Ⅱ群 4類 C(31)を除 くとⅡ群 1類のみである。なお、底部底面に縄文の施文 され る例 (14)が あ

る。図示 しない土器の中には、裏面に指痕が残 り、赤褐色で胎上 に金雲母 を含み斜縄文ある I群 405類
G(32)も 数片あるが、他は同傾向を示す。

石器は、石鏃6(図243-5～ 10)、 スクレイパー20201の 、小形磨製石斧、乳棒状磨製石斧、打製石 斧2(図

267-19021)、 敲打器類 2、 凹石 5(図 278-12)(う ち 1個 は砥石に使用)、 石皿2(図 280-7)力 あ`る。石皿 の 1

点 は北約50m離れた98号 住出土の石皿 と接合 した。

出土遺物か ら、本址は Ⅱ群 1類 (諸磯A式)期 の住居址 としてよいであろ う。 (木 下平八郎 )

⑫  122号住居址 (図510136・ 2430273)

遺構 発掘区の西南境、重複 した竪穴住居 l■L群 の北西隅に位置 している。本址南隅に重複 して 114号住

が上層より検出されている。炉は住居 t」Lの 中心か らやや北西寄 り、60× 42加 の径を もち、深 さ 6 clnの 浅鉢

状の ピッ トである。火床 より焼土が 2 clnの 厚 さで認め られた。柱穴はPl～ P5の 5本 と思われ るが、北東、

南西部に柱穴がな く不規則 な配列である。住居址の東に80× 70crn、 深さ32cmの大形のRが検 出されたが、

その規模や、本住居址の周溝によリピッ トの北西部がわずかに切 られてい ることも考えあわせると、本址

の施設ではな く、本址南外側にある土拡 の一群 ととらえた方がよいと思われる。本 t■Lの 構築 された位置 よ

り斜面が次第に急になってい くため、東北か ら東南にかけて周壁はな くな り周溝を残すのみである。傾斜

の上方にあたる西南壁は20clnの 高 さで、ほぼ垂直に立ち上 り良好な状態である。周溝は幅 10cln、 深 さ 5～

8 cmではぼ全周す るが、南西の一部で途切れている。 この途切れた両端に小 ピットがある ところから見て、

この場所を入口と考えたい。周溝中には小 ピットが並んでいる。床面は多少の凹凸があるが、ほぼ平坦で

ある。 遺物出土量は少ないが、住居址東の大 ピットから、土器片 とともに石匙 (図243-16)が検 出された。
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遺物 床面 (図 136-1～ 20)と 覆土出土土 器が区分できるが大差ない。地文に縄文を もつ土器片が主体を

占める。繊維を含んだ縄文のみの I群 5類 A(図 136-5021)、 所 謂 コンパス文の施 こされ たB(6～ 9)、 半

載竹管か棒状工具によ り、やや深めの横走す る沈線が施こされ波状 口縁を もつ もの (26)に はす べ て繊維

が含まれているが量は少ない。数量的に中心をなすのは、繊維を含 まず、縄文を地文 とした Ⅱ群 1類のA・

BOD種 に分類 され る土器片 (1～4010～ 16022023025027)で ある。その他 、 Ⅱ群 B(17・ 18028)は 椋欄状

文が口縁に走 り、黒褐色を呈す薄手の土器片である。黄味を帯びた胎土に粘土紐が貼付 され、方形に 区切

られた窓の部分に丹彩が施 こされている。 Ⅱ群 4類 D(24)も 1片 ある。 19は 黒 褐 色を帯 びた薄手 の土

器片で、地文は縄文で 口唇部には刻 目をつけ、 口縁部には半載竹管による沈線が斜めに施 こされ格子状文

がつけ られ、その下に横走す る平行沈線がつけ られてぃる。類例が今までにな く注意 され る土器であるが、

Ⅱ群 1類 (諸磯 A式)に比定 される東海系の土器ではないか と思われる。20は浅鉢の底部で、内面 に 浅 い

条痕がつけ られている。

石器は11点 出土 している。器種別数は石鏃3(図243-13～ 15)、 横長の石匙2(16017)、 スクレイパー3(18～ 20)、

使用痕あるフレイク(21)、 砥石 (図 273-6)、 凹石である。その他映状耳飾 (図243-22)力 出`土 している。映

状耳飾 りは本遺跡で18個出土 してお り、住居址か らは12点検 出されている うちの 1つ である。図273-6は

上質の緑泥片岩製で全面がきれいに磨かれている。両端が欠損しているため全体を知 ることはできないが、

側面の一方は約 4 mmの 凹みで溝が長軸方向に走 り、光沢を帯び磨かれてお り、溝には細かな擦痕が全面に

ついている。 もう一方は自然の割れが、深 さ 8 mmで断面 V字形に走 り、内面の壁は擦 リヘ らされている。

両側面の溝に平行 し右側の溝には二本、左側の自然面を利用 した溝に一本、幅 5～ 3 mmの 細い溝がつけ ら

れ、表面の平坦な面には斜め方向に擦痕がつけ られている。類例を見ないが、特殊な磨石か砥石である。

本址の所属時期は Ⅱ群 1類 (諸磯A式)期 としてよいであろ う。           (青 沼 博之)

①  125号 住居址 (図 54・ 1370243)

遺跡のほぼ中央、用地内西隅に位置 し、北東向傾斜面に立地す る。 ローム層上面で検出され、 ローム層

を掘 り込んでいる。本 l■L覆土上の東半は、奈良・平安 X期 の121号住がのる。本址の壁の一部を 破壊 して

いるらしいが、床面には影 響がない。本址南東側が把えきれないのは、傾斜面谷向きで流失 もしくは耕作

時の破壊等が原因となるものであろ う。

遺構 東側半分を失なっているが、ほぼ円形のプランを呈す る竪穴住居 t■Lで ある。壁はほぼ垂直で西南

隅で壁高30品を計測す る。床はほぼ平坦で、若干礫がみ られ る。 ピットは 3イ固検 出された。 うち、P10P3

は柱穴の可能性が強いが、やや東に片寄 った配置になろ う。床面に残 された礫は、配 された ものとす るよ

リローム自体に含まれていた ものと解すべ きであろ う。屋外施設は検出されず、特記すべ き状態の出土遺

物はない。

遺物  出土量はごく少ない。土器はI・ Ⅱ群が出土 している。 I群には、 1類 A(図137-2)、 B(1)や 図

示 しない中に 2類 A、 3類 F、 4類 もしくは 5類 Cがある。 Ⅱ群には比較的良好な資料 として 4類 B(506・

809'、 C(lo)があり、4類に属するが詳細不明の尖底土器底部 (つ もある。石器には石鏃 (図243-23)と

凹石があるのみである。

出土遺物からは時期が特定できず、前期前半と幅広くとらえておきたい。

①  127号住居址 (図510137024302440267・ 274)
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遺構 造跡の北 よりに検 出された堅穴住居 t■Lで 、東倶1を奈良・平安時代Ⅶ期 の63号住に切 られている。

西壁が残存す るのみであるが、P3近 くの壁で21cmの高 さを持つ。残存す る壁下には幅15cln、 深 さ 4～ 8 cm

の周溝が存在 し、ほぼ全周 していた可能性がある。床面は ロームであるが東半は破壊 されている。中央 の

焼土を持つ楕 円形で103× 80cm、 深 さ23cmの火処は、63号住のカマ ドと考えた方が良いと思われ る。む し

ろ、それに切 られる浅い凹穴は幅43cm、 深 さ 5 clrlで 焼土等が存在 したか不明であるが、本IILの 地床炉 と考

えられる。 ピッ トはR、 R、 Rが主柱穴 と考 えられ、 4本の主柱を持 った構造であったと推定 される。床

面は中央部へ 7～ 10cmく ばむ。

遺物  出土量な多 くない。 I群 1類では繊維を多 く含み、やや厚手のA～ D(図 137-11～ 14)、 2類 では

薄手の A(15016)、 B(17～ 20)力 あ`るが、中には 3類 とすべきものも混在 し、区分 しに くい。 繊維を含む 5

類 AOB(21～23)の ほか、 4・ 5類 C(24026027)、 Ⅱ群 4類 A(25)力 あ`る。図示 しない土器には無 文の I

群 3類 A～ C(28)も わずかある。石器では石鏃9(図243-24～ 32)、 石匙 (33)、 スクレイパ ー2(34035)、 石錐

(図 244-2)、 使用痕 のあるもの (1)、 打製石斧 (図 267-20)、 凹石 (図274-11)力 あ`る。

本 l■Lの 所属時期は遺物の出土状況についての記録がな く、出土遺物 も多岐にわたるため細別できないが、

前期前半であることは確実である。 (伴  信夫 )

①  131号住居址 (図 55・ 74・ 13802440267)

遺構 発掘区北西用地境に位置してお り、47号 住が北西に隣接する。他の遺構 との重複はな く、単独で

検出された8傾斜地にあるため北西部のみ確認できただけで他は不明である。周壁は北～北西にかけての

コーナーを含む一部分が確認できたのみで、壁高 も15crn前後 と低 く次第に消滅 して しまう。北壁には lm

前後の自然堆積 した大石があ り、壁の一部 として使用 されている。周溝はない。住居 l■Lの 中心 より北寄 り

に60× 50cm、 深 さ 6 cmの 不整楕円形 ピットの中 と、そのす ぐ北東横に焼土が検 出されたが、炉 l」Lは この浅

い ピットと見 ることができる。他に ピットは西南壁に接 し3、 北壁に 2検 出されているのみで、全体を知

り得ないが、 ピットの深 さ等か ら、Pl・ Rを柱穴 と見 ることができ、 5～ 6本 の主柱穴 を もつ ものと考え

られる。

遺物  Ⅱ群 2類土器を中心 とす る。図74-6は鉢形土器で、北西壁のコーナー近 くに床面に置かれた状態

で出土 した。底部か ら胴部へ外傾 した胴下半部 と直立す る上半部を もち口縁部はほぼ直角に近い角度で内

傾 し、 口唇部に焼成前にあけ られた孔が 1個 ある。千葉県飯山満東遺跡に同型の鉢が出土 しているが、 口

唇部に穿子Lさ れてお り、90度毎か180度毎に 2～ 4個 あるのを見れば、おそらく180度の位置に、もう1孔

があけ られていた ものと思われる。外傾す る胴下半部にのみ縄文が施 され、無文の胴上半部 と内面は、て

いね いに研磨 されている。同形の例 (図 138-20)も ある。Ⅱ群 2類 Aの土器であろ う。 また、半載竹管に

よる爪形文を中心に施文 されるB(1～ 6011～ 13)、 平行沈線文の施 されるC(7～ 10012)、 浮線文が施 され

るD(14～ 16)、 爪形文・浮線文の組合わさった もの (19)な どが中心 となる。胎土は黒褐色を呈 し、ほとん

どの土器が雲母を含んでお り焼成は良好である。黄褐色を呈す胎土をもち、薄 く堅い焼成で、器面表裏に

は丹彩が施されている。Ⅱ群 4類 A Q7)や 、半載竹管による連 続押引 き文が連弧文を描 き 、やや厚手 と

な り、胎土に繊維を多量に含み、焼成 もやや甘い I群 5類 B(18)な どもある。

石器は、石鏃13(図244-3～ 15)、 石槍 (16)、 石匙5(17～ 21)、 スクレイパー (2の 、石錐5(25～ 29)、 使用 痕 あ る

剥片 2(23024)、 打製石斧 (図267-27)、 乳棒状石斧、凹石 2、 敲打器 (2の などと32点、装飾品では決 状 耳飾

300～ 32)が 出土 した。小形石器の出土量が多 く、本遺跡で 9番 目に多い数の出土である。また、映状耳飾
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が一軒の住居 t■Lよ り3個 出土 したのは本址のみである。

出土遺物 より、本址がⅡ群 2類 (諸磯B式)期に属す ることはまちがいない (青 沼 博之 )

①  132号 住居址 (図360139014002450272,図 版41)

遺跡内南端に近 く、センターライン東沿いに位置 し、北東向き傾斜面に立地す る。143号 住 の床面 で検

出され 、礫 混 じりの ローム層に掘 り込まれ るが、恐 らくは135号住覆土中よ り掘 り込んだ もので あろ う。

本址周辺の遺構の切 り合いは75号住の項に記 した通 りである。本 l■Lと 直接切 り合 うのは、134号 住・ 135号

住 である。両者の床面で本 l■Lと の切 り合いを確認 した。本址覆土中には貼 床な ど、 床面の延長施設は認

められないため、本址が両者を切 っているものと判断 した。

遺構 径3。 0× 3。 4血 と小形の竪穴住居址である。壁は135号住覆土中に造 られたもの とみ られ るが埋土

中では把握できなかった。残存部はほぼ垂直で、南壁 の143号住を切 る付近では壁高20cm程 度、135号住床

面を切 る付近では壁高 5 ch前 後を、それぞれ測 る。周溝は認められない。床は ロームで堅 く固め られ遺存

状態は良好である。床面 の ピ ,卜 は11個あるが、柱 穴の可能性があるのはP8° R° P14° P12° P13と R4の北

西に接す るピッ トである。この うちP14北 西のピッ トは86号 住に、P8° P13は135号住にそれぞれ属する可能

性がある。一応不整方形の配置を示すが、間隔のバ ランスが悪 く、柱穴 と断定 しきれ ない。Pl。 O P14は そ

れぞれ大 きめの ビッ トだが性格は不明である。炉は検 出されず、屋外施設 も検 出できない。

遺物 土器の出土量は比較的多 く、 Ⅱ群 1類を主体 とす る。床面 (図139)と 覆土 (図 140)に 区分 さ れ

ているが、ほとんど差はない。 Ⅱ群 1類 A(図 140-9)は図示 しないものに多い。BOCは 良好 な資料 が

多いがEは少量 は5017)で ある。 BOCの 中で も爪形文がやや大きくな り、爪形文帯間が多少隆帯 とな り

その上に刻 目や刺突を加える一群 (図 139-11～ 19,140-7010013)な どは、 2類B～ Dに含 めて もよい例

があ り、一方、 1類 Bの 爪形文帯による磨消縄文あ る一群やCの円形竹管文ある一群 も、やや文様構成上

か らみると後出の傾向が認め られ、 1類 (諸磯A式)で もその後半の時期を考えてよいのではないか。 ち

なみに、伴出す る西 日本的な Ⅱ群 4類 (北 白り|1下 層式)では、Aと した粽欄状爪形文はな く、B(図 139-200

21)や D(図 140-19020)の みである点をま旨摘できる。

石器には、石鏃6(図245-1～ 6)、 石匙4(7～ 1の 、使用痕のある剥片は1)、 定角石斧、敲打器Ⅵ類 (図272-10),

石皿 2が ある。

出土遺物からみて、Ⅱ群 1類 (諸磯A式)後半の時期に属する住居t■Lで あろう。

①  135号住居址 (図36014102450278,図 版41)

(百瀬 長秀 )

遺跡内南端に近 く、センターライン東沿いに位置 し、ほぼ北東向き傾斜面に立地 している。75086号住

覆土中～礫混 じりのローム層最上面で検出され、 ローム層中に営なまれる。本址 と直接切 り合 うのは、75

号 086号 0132号 0143号住及び土城1730174で ある。この うち前三者 との関係は⑭・①・① に述べた通 り

で、本址 は75号・ 86号住を切 り、132号住に切 られている。143号住 との切 り合いは同址床面で初めて確認

された。本 l■L覆土中には貼床等 の143号住の床面の延長施設は確認 されなかったため、本址 が これを切 っ

ているもの と判断 した。次に土壇 1730174は、本l■L床面 で切 り合いを確認 したが、前者は縄文時代後期堀

ノ内式土器を、後者は同中期 曽利式土器をそれぞれ伴な ってお り、本址が切 られていることは明白である。

遺構 プランが不明な竪穴住居址である。壁はほク錘 直で、西壁で壁高15～20cmを測る。周溝は西壁下に残存す

る。幅10cm前後、深さは10cm弱である。床はロームで堅く固められる。壁・床ともロームに含まれている礫 が 突
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出す る。本址に属す るのが明白な ピッ トは、土拡1737こ 隣接す る 1個 のみであるが、132号住のR・ P13は本

址の柱穴である可能性が残される。根拠が全 くないため判断 しかね るが、 どち らの住居址に属す るに して

も、柱穴の配置 は不整形 となる。 ttl■Lは本址中央が132号住に切 られたため全 く確認 で きな い。 屋外施設

は把え られず、特記すべ き状況を示す出土遺物はない。

遺物  出土量 は少ない。図示 しなかった ものを含めて土器では斜縄文の繊維を含む I群 405類 A(図 141

-1～ 3)は少な く、他はⅡ群 1類 A(6～ 8)・ Bec(40Dが 主体 となる。 石器には、 石 鏃 (図 25-12)、 使

用痕 のある剥片 (13)、 凹石 (図278-13)の 三点のみである。

出土遺物や切 合関係か ら判断 してⅡ群 1類 (諸磯 A式)の時期の住居址であろ う。 (百瀬 長秀 )

①  138号住居址 (図12,図版35)

遺構 平安期 の18号住に、ほぼ床面同一 レベルまで掘 り込まれ、縄文前期21号住 と切 り合 っている。床

面は一部黒色土中にあ り、傾斜や切 り合 いのために詳細はほ とんど明 らかに しえない。中央部の焼土面を

炉 と考え、一辺 5m程度 の方形プランを推定 しただけである。 ピッ トの帰属 も明 らかでない。中央部に残

るやや安定 した床面は18号 住の ものである。

遺物  I群 3類土器を少量出土 してお り、遺物か らすれば、本址を21号住が切 った ことになる。その場

合、21号住の部分的貼床を本址が切 ったかのようになることは、撹舌しなどによるもの とするほかはない。

石器の出土はない。

遺物は少ないが、一応 I群 3類 (中越式)期 の住居 と考えたい。 (土屋  積 )

⑩  139号住居址 (図320142・ 245)

遺構 発掘区中央部北寄にある。67号 0101号住、土壇116な どに切 られ、大半が失われている。幅20cm、

深さ10cm程度の周溝を残すのみで、壁は残していない。柱穴は明確には指摘できず、床面は平坦である。

炉も残存しない。住居llLであれば方形にちかいプランを持ったものであろう。

遺物 土器は図示 した以外は余 りない。無繊維で斜縄文あるⅡ群 102類 A(図 142-6～ 20)が主体 とな

り、わずかに I群 3類 D(1)、 Ⅱ群 1類 B9)・ D(30の や、 1類 か 2類の無文浅鉢(D力 あ`る。なお、該期

に伴 うⅡ群 4類 D(2の が 1片 ある。石器は、石鏃2(図245-19020)、 スクレイパー(22)、 有扶顕磨石器 (20、

使用痕ある剥片類2(24025)、 凹石 とがある。

Ⅱ群 1類 (諸 磯A式)期の遺構であろ うが、住居址 と断定はできない。 (土屋  積 )

⑩  141号 住居址 (図46014302460269)

遺構 発掘区中央部西端にある。北半は116号住、土`拡 123に切 られ、南半は傾斜面のため大半が失われ

ている。 ピット3箇所があるが、その うちPlは本址の柱穴 と考えてよいだろ う。残存部で現壁高25cm程度

で、幅20cm、 深 さ15cm前後の周溝がめ ぐる。床面は平坦である。炉は残存 しない。隅丸方形にちかいプラ

ンを持 ったものであろ うか。

遺物 土器量は少ない。 Ⅱ群 1類 Aの斜縄文ある土器 (14～ 24)で ある。石器は石鏃6(図246-1～ 6)、 縦型

石匙2(700、 石錐 2(16,17)、 使用痕ある剥片類7(9～ 15)、 定角石斧 (図269-Cl)力 あ`る。繊維を含むもの (図

遺物 土器量は少ない。繊維を含む もの (図143-13)や無文に近 く竹管による刺突や刻 目のあるもの (11

・12)、 押引 きのある凸帯をもつ例 (25)や薄手の Ⅱ群 4類 A(26)を除 くと大半が Ⅱ群 1類 Aの 斜縄文 ある
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土器 (14～ 24)で ある。石器は石鏃6(図246-1～ 6)、 縦型石匙2(708)、 石錐2(16017)、 使用痕 ある剥片類7(9

～15)、 定 角石 斧 (図 269-Cl)が ある。

出土土 器か らⅡ群 1類 (諸磯A式)期に所属させてよい住居址である。        (土 屋  積)

①  143号住居址 (図36)

遺跡内では南端に近い、セ ンターライン東沿いに位置 し、北～北東 向きの傾斜面に立地す る6/86号住覆

土中より掘 り込 まれた もの とみ られ、同址覆土～ ローム層中にかけてつ くられている。本 t■L周 囲にある諸

遺構の切 り合いについては75号住の項に記 した通 りである。本t■Lと 直接切 り合 うのは、86号 0135号 0132

号住 である。 これ らの諸遺構 との関係も、それぞれの項に記 した通 りで、覆土中に 86号住 がつ くられ、132

号・ 135号住 に切 られている。なお、本 t■L西壁の うち北側は135号住にそっくり切 られて しまった もの と考

えられるが、75号住 はまず本 l■Lに切 られ、次いで 135号住に切 られた ものであろ う。また、 132号住は 135

号住を切 るの と同時に本 t■Lの一部を切 っている可能性がある。

遺構 諸遺構に切 られてその大半を失なった竪穴住居址である。残存す る壁は高 さ8 cm程度、床面は ロ

ームで堅 く良好である。その他、記述すべき内容を もたない。

遺物 全 く出土 していない。切 り合い関係か らみて、 I群 5類 (黒浜式)も しくはⅡ群 1類 (諸磯 A式)の

いずれかのものであろ う。                             (百 瀬 長秀)

⑫  竪穴 1(図 1401440246,図版48)

遺構 用地内北隅に近い緩傾面の低い位置に単独に検出された。東西3。 2m、 南北 3。Omの不整円形を呈

す る。 /Jヽ礫 まじりの ロームを北側から西 T菊倶Jま でヤま約20～30cm掘 り込んでいるが、 東半分は 5～ 10cmと 浅

く、一部大石を周壁に利用 している。床面は比較的堅 く、ほぼ平坦であるが、北西部に大 きなP2・ Rがあ

り、残る部分は拳大の石が一面に散在 し、一部周壁外へ も及んでいる。これ らは床に密着 した り、やや浮

いた もの もある。柱穴や炉 t■L・ 周溝などはない。北西壁中にあ るPlは 、柱穴としては大 きす ぎ、やや性格

不明の ピットである。形状や内部施設などか ら住居 t」Lと せず、竪穴 とした。

遺物 すべて覆土出土である。土器は無繊維の I群 4類 C(5)、 405類 C(200と 、繊維を含 む 5類 A

(103)、 やや時期的に下 るⅡ群 2類 D(6)、 Ⅳ群 2類が数片ある。図示以外の土器 も含めて、 主体 となるの

は I群 5類 で、金雲母を含み裏面に指痕を残す405類 Gも 少な くない。石器は、石鏃3(図246-18～ 20)、 石

匙の半欠 (21)力 あ`る。 (樋 口 昇一 )

①  竪穴 2(図 130246)

遺構 用地内中央部の北隅に近 く、緩傾斜面の低い位置に縄文前期 の19号住の東壁側を切 って検出され

た。土壇 79■ 82098099と 切 り合 うが、調査 の所見では、すべて本址 より後出のものらしい。長径3。2m、

短径2。8m程度の不整方 形及び台形を呈 している。耕作土が浅いため、撹乱が床面直上 まで及ぶ部 分 も あ

ったが、周壁 は全体 に20cm～ 10cmと 浅い掘 り込みだが、比較的 よく残っていた。 ピッ トはPl～ P6ま である

が、柱穴的形状をもつPl(-25cm)・ P2° P6は その配置に難があ り、他は浅す ぎた りして性格が効 めヽなし、

床面は良 く固め られてお り、ほぼ平坦である。周溝や炉t■Lは確認 されていない。竪穴 1と 同様の理由で、

住居址 としなかった。

遺物 土器はな く、石鏃 (図246-22)と 使用痕ある剥片 (23)の みで、所属時期を明確にで きないが、ほ
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ぼ縄 文前期 と して よいで あろ う。 (樋 口 昇一 )

① 集石 1(図 2701440246)

遺構 造跡用地 内北隅にあ り、16号住の覆土であ る褐色土中か ら検出された。なお、本 t」Lの 付近には古

墳時代 の 9号住が貼床をして築かれてお り、畑の耕作の影響 もあ り、結局集石の深 くて残 った部分を調査

したのみにとどまった。本址 の範囲は、ほぼ4m×3mの楕円形状に拡がってお り、集め られた石は、一辺

50cm前後の板状 の石か ら、人頭大、 こぶ し大程の石が、ほぼ平面上に不規則に散在 し、遺物 は、その石の

間か ら出土 してお り、集石下には、土拡 と確認できるものはなかった。なお、本 l■Lに先行す る16号住居址

の床面か ら40～ 60cm高 い レベルで集石は見当 らな くな り、それを本tlLの 限界 とした。

遺物 集石の散在する範囲内か らの遺物を本 l■Lの ものとした。土器のなかで図示できうるものはすべて

無繊維の縄文のみのものである。 6点 とも雲母を含んでお り、 9～11は 若干薄手で、色調が黒灰色～白灰

色、焼成 やや不 良とい う点で よく似てお り、12013は 、外面黒褐 色、 内面赤褐 色で指頭圧痕を若干残 し、

胎土、焼成共に良好で堅緻、金雲母を多量にみせ ている。 ともに 1群4・ 5類 Gと してょい。石器は、石鏃

7(図246-24～29)と 、使用痕のある剥片 (30)である。 7点 の石鏃 は、 6点が黒曜石製であ り、有柄凹基で

ある。31は、有柄円基であ り、先端 に ドリル様使用痕が観察 される。

本 t■Lは、遺構の状態か ら推沢Uす ると、16号住が廃屋 とな り、埋没途中の凹地へ石 と遺物を意識的に集め

た と考えられる。16号住に多 い 1群 3類 COD種 はな く、それ より新 しい時期 としたい。 (高桑 俊雄 )

①   集石 2(図120145)

遺構 発掘区北部 138号住北東に接 している。人頭大か ら拳大の円礫 十数個が不規則 に散在す る。ローム

面をわずかに掘 りくばめて礫を置いているようであるが明確でない。 1。4× 0。8m程度の楕円形 となるが西

側は138号住に切 られた可能性がある。

遺物  図145-4は ローム面に密着 して出土 してお り本址に伴 うものと考え られ、 I群 4類 あ るいは 5

類の Cあ るいは Gである。集石付近で検出された土器片には繊維土器 (203)が かな りあ り、他に I群 3類

の無文土器や細線文土器、乳房状尖底 (1)も あ り、混在 している。          (土 屋  積)

① 集石炉 1(図410144)

遺構 用地内の最 も南隅84号住の東北隅の外に検出された。 1。 lm× 1.omの ほぼ円型で、 ローム層を約

45crn括鉢状に掘込んでいる。底面か ら10～ 15clnに細粒炭 の混入す る黒褐色土層があ り、一部 に黄褐色土層

が認め られた。その上に平石を敷 き、その中に入頭大 よりやや小 さい礫が十数個つめ込まれている。石は

炭で黒 く汚れてお り表面は焼けてわずかに もろ くなっている。

遺物 縄文 と沈線文あ るⅡ群 2類に似た土器片 1片 (図144-7)の みである。集石最上部の10cm位上 か

ら出土 してお り、本 t■Lに伴な うものか不明である。 したがって時期決定はできない。

① 方形配列土鉱群 (図6501407,図 版53054)

発掘の段階では単なる土拡 として処理 したが、その後、諏訪郡原村阿久遺跡の調査によ

土拡群」 が発見 され、ほぼ同時期の本遺跡にも類似例があることが確認された。 しか し、

関係のある一帯の上、当初か ら意図的な調査を実施 してないので不明確な部分が多い。

(木下平八郎 )

って「方形配列

複雑な切 り合い
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用地内遺跡部分の北隅、北向きの緩斜面上に位置 し、付近 は住居 t■L群が密集す る。古墳時代 Ⅱ期 の 9号

住、縄文前期の20023号 住 と重複 し、切 り合い関係をもつ。北東側が一部用地外であ り、かつ、 9号住床

面下 も調査 しなかったので、完形 とはな らない。

主軸方向をN-50°一Wと すると、北西 (短)辺 5。 2m、 南西 (長)辺 6。 6mの方形を呈 し、阿久例 な どと

ほぼ同規模で鹿♭る。 ゴヒ西辺は、 ほ ゞ直線的ンこ土拡100 9 012017018019と 並ぶが、 土 拡 91ま10・ 127こ切

られて、かつ浅す ぎるので除外 してよいであろ う。す ると真中の12017018は 壁を接 し、両端に10と 19が

あ り、 5個 となる。これに対面す る南東辺ヤた土拡23024026の 3個 のみで、残 り2個 が用地外 となる。24

がやや浅す ぎる点問題があるが、ほぼ規則的に並ぶ。一方、西南辺は土拡22027の 2個 であるが、27は 3

箇の連結であ り、中間の深さ37cmの部分を27a・ 次の52cmを 27bと 仮稀すると、22027027a(b)の 3個 と

な り、既出例 と合致す る。ただ 、この西南辺の 3個 は、穴の穿ち方がややナベ底状で浅い点 力寸旨摘できる。

これ と対面す る北東辺は、先述 した ように 9号住の貼床面までの調査のため、未検 出となっている。一方

が開 く「コ」の字の配列とすべきか、貼床下の存在を考慮 して、既出例などと同様 の方形配 列とすべ きか

決定できない。

本址を形成す る各土拡出土遺物は土器・石器があるが、土 器は大半が I・ Ⅱ群の縄文前期 である。詳細

につ いては巻末掲載一覧表 を参照 して もらい、 以下、簡単に問題点を指摘 したい。まず、土拡 自体 の

形態面では、平面形が円・方・楕円など不統一であ り、かつ穴の掘 り方 も、北西辺を除 くと既出例 よ り不

揃いである。ただ、 lm以上に及ぶ深 さがな く、全体 に浅い傾向にある点は、現地形か らみて耕作による

削平を考慮 して よいであろ う。土拡各個の土層断面図が作成 されてないので、阿久例に顕著 な柱痕跡など

については不明である。プランでは、南西辺の 3個 が、他辺に対 し、やや直線的でない点が気にかかる。

時期的な点では、20023号 住 (Ⅱ 群 1類―諸磯 A式)を土拡27が切 るとい う調査時の記録を認めると、本 l■L

は少 くとも前期中葉以後の構築 となる。阿久遺跡検出 7例は共に I群 3～ 4類 (中越式・関山式)期であっ

て、 Ⅱ群 まで下るものはない。この点、本址 の時期決定には大 きな問題が残 る。なお、本址以外に もそれ

らしき土拡群があるが、深 さや形態面で相違点が多 く、取 り上げない (樋 口 昇一 )

イ)縄文時代 中期

①  26号住居址 (図 15074096・ 2260227026602670270・ 2770282,図版36)

遺構 遺跡地用地内の東縁ほぼ中央付近、S TA108+80の東に検出されたが、さらに西に点 在す る50・

500650100号 住と同一時期の一群をな している。北への傾斜地が、一度ほぼ平坦になっているところにロー

ムまで掘 りこまれた竪穴住居址であ り、本 l■L西隅は後世の集列石 によって深 く削 り取 られた状態になって

いる。床面は叩 き固められ炉の北側部分が若干高めとなっている。周溝はな く、柱穴は、P10P2° P3も し

くはP4ヽ それに集列石で破壊された部分にあった と推定 される 1個 の計 4本であろ う。炉は中央奥寄 りに

ある輝石安山岩を組み合わせた1.2m× lmの方形切矩燿状石囲炉であ り、 内部 より若干の動物 の骨 片 と

Ⅲ群の土器片が出土 した。南東の壁 より20cm内側の床面に、円板状の石の蓋を持つ正位の埋甕がある。土

器は底部 の細 くなる深鉢で口縁部が欠きとられるが底は抜かれていない。内部には覆土 よりもやや黒味の

強い土が充満す るが、遺物、石片等は認め られなかった。この埋甕 のある側の壁下に周溝が半周す る。ま

た、調査時の所見では、東か ら南西の壁近 くよ り多量の焼土があったことか ら調査者は火災にあった可能

性を指摘 してお り、 また、本 l■L上面は、後世の流れこみの大石や礫におおわれていた とある。
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遺物 比較的多い。土器はすべてⅢ群 3類で、南信地方に多 い唐草文のついた埋甕 (図74-7)や周溝内

より伏 さった状 態で出土 した小形深 鉢 (8)の底部は、胎土・製作とも良好である。覆土 内出土土器 (図 96-

12～16)も 含めて曽利 Ⅱ式併行が主 となる。石器は出土量が多いが、問題 もある。床面出土品は石鏃 1点

(図226-20)の みである。石鏃 17(20～ 35)、 石槍 (37)、 石匙2(38039)、 石錐 (図227-1)、 使用痕あるもの3(4・

D、 石核 (つ 、ス クレイパー3(1～Э、打製石斧9(図266-308・ 10,267-32033)、 定角石斧、乳棒 状石斧3(図

270-11)、 凹石7(図 277-6)、 敲打器など49点がある。 この うち石鏃 などを含めて、斜面上方に広 が る縄 文

時代前期の遺構か らの流れ込みを想定する必要があろ う。 しか し、打製石斧や凹石の数の多い点は、本址

の時期を示す ものであろ う。なお、図227-1は尖端部を もち、石錐 としての要素 も兼ね備 えてい る ス ク

レイパーでもある。土器片錘 2(図 282-304)が ある。

本址は、 埋甕や炉の形等か ら、 Ⅲ群 3類中の曽利 Ⅱ式期 の住居址 として よいであろ う。 c/J、 池  孝)

②  49号住居址 (図2307402310279)

遺構 発掘 区西北にあ り、西側 は用地外のため未掘、北半は傾斜面のため遺存 しない。検 出された部分

では他遺構 との切合はみ られないが、本址廃絶後、その覆土上に奈良・平安時代Ⅶ期 の53号住が、北半部

に重複す る形で作 られている。浅 い ピッ トが 4箇 所にあるが、その うちP10P2は 柱穴 と して よいか もしれ

ない。残存す る南側で現壁高16cm前後で外
:傾

する。周溝は幅18cm前後、深 さ8 cm前後で検 出部分では全周

す る。周溝中には小 ピット多数がある。床面は平坦であるが、北側へやや傾斜する。炉は残存 しない。

遺物 床面中央か ら底部を欠失 した深鉢が押 しつぶされたかたちで出土 している (図 74-9)。 中期初頭

梨久保式に含め られるものであろ う。この他、 同時期の小破片が数片あるのみである。石器は石鏃 4(図231

-22～ 25)、 縦型石匙 υω、ス クレイパーはつ、映状耳飾 は0、 定角石斧、凹石 3(図 279-2)が 出土 した。

遺物量は少ないが、Ⅲ群 1類中期初頭 (梨久保式)期の住居址は本遺跡 で唯一である。 (土屋  積)

③  50号住居址 (図2507401070231,図 版38)

遺構 260650100号 住 と同時期の一群をなす本 t」Lは 、遺跡地用地内のほぼ中央やや西寄 りに あ る。付

近は北への傾斜地 となってお り、北東隅で68号住、北西隅で66号住のいずれ も縄文時代前期 の住居址の上

に重な り、南西隅を奈良・平安期 の142号住 に切 られている。竪穴住居址であるが、覆土が浅 く床面 と推

定 されるところまで耕作がおよんでお り、南側の一部の壁 と周溝、それに炉と柱穴が検出 されたのみで、

発掘時の所見 では床面 もプランも不明としてある。本址に伴 うと判断されるピッ トか ら推定 して、N-48°

一Wに長軸をもつ6.8× 6。2mの楕円形のプランを呈す るものと思われる。柱穴はP2° P3・ P4° P10° P6と

P8か P7の 6本であろ うがP2° P3° P10° P8と P7の状況か らみて数回の柱穴の移動を伴 う建てかえが考えられ

る。床面は、縄文時代前期の住居 t■Lと 重なる部分でその存在がわか らなかったほ ど軟弱であ り、内側で110

×70cmの長方形石囲炉 と思われるものも平石を床上に置 きな らべたかの様な状態で しか確認できなかった。

そ して、その内部 と周辺に焼土が検出された。

遺物 出土量は少ない。土器はいずれ もⅢ群 3類 (図74-10,107-1～11)であ り、図74-10の 図上 復元

した ものと図107-1～ 5が床面、図107-6～ 11が覆土 より出土 した。石器には石鏃5(図231-29～ 33)、 石 匙

(34)、 ス クレイパー (35)の 7点があるが、縄文時代前期的様相が多分にみ られ、斜面上方か らの流れこみ も

考えねばならない と思 う。

床面出土土器や炉形態 よ り縄文中期Ⅲ群 3類 (曽利Ⅱ式)期 の住居址 と推定 される。  (小 池  孝)
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④  65号住居址 (図 31075・ 78011202330267,図 版39)

遺跡のほぼ中央、センターラインの西側10m程に位置 し、北東～東向き斜面に立地す る。拳大の礫相当

量を含む |― ム層の最上面で検出され、同層を掘 り込んでつ くられている。本址の廃絶後、その覆土を掘

り込んで、奈良・平安時代 Ⅳ期 の62号住がつ くられる。また、本址を切 って、須恵器杯・ 灰釉 陶器瓶・ 近

世陶器皿を有す る土拡 120がつ くられる。

遺構 ほぼ円形のプランを呈する竪穴住居 l■Lで ある。壁はほ ぼ垂直で、南西壁で壁高20crrlを 測 るが、斜

面谷向きの北東寄 りでは壁が確認できなかった。周溝は 2本残 されている。その 1本は南西壁を中心に壁

直下を%周 し、幅10cm弱 、深 さ5 cm程である。 もう 1本は幅 15ctrl、 深 さ10cm程で、南西壁 よ り40cnl程 内側

に、やは り%周す る。床の南西側はローム層を堅 く固めてあるが、壁が不明瞭 となる東北側は黒色土層を

床 とす るため、確認できなかった。

床面で検出された ピッ トは12個ある。柱穴はP10P2° P3の 可能性が強 く、住居 l■L南東隅の黒色土床面に

もう1個の存在を想定すれば 4本柱を方形に配置 した ものと考えられる。また、P5も柱穴 とす ることも可

能でPlか らP5へ 建て替え られたとい う想定 もできる。P4は 本 l■Lの 付属施設なのか、全 く別 の土拡なのか確

認 し得なかった。炉は住居 l」Lの ほぼ中央、い く分か北西寄 りに方形石囲炉が築かれる。 この炉は二重構造

を示す。外側は径 1。3× 1.lm、 床面からの深 さ30～35clnの方 形を呈 し、北西辺のみ縁石が残 され る。 この

縁石は幅20、 長 さ50、 厚 さ40clnの 板状 で、炉の底に接 して据えられ、頭は床上locm程 出ている。 この炉の

内側に、径100× 90cm、 床 よりの深 さ50crrL弱 の方形の掘 り込みが残 される。確認はできないが地 床炉 も し

くは縁石を抜かれた石囲炉の残骸の可能性がある。炉が同位置で拡張 された可能性が残 され る。内側の掘

り込み内には焼土が残 されていた。 また、炉内より深鉢形土器 1個体 ・(図75-1)力 出`土 した。

住居 l■L南東壁際、床面が ローム層か ら黒色土層に変わる付近 より、新・ 旧 2個体の埋甕が並んで発見 さ

れた。旧埋甕上面には ロームが貼 られ、新埋甕設置の折には床 とされたものらしい。旧埋甕 は深鉢形土器

下胴部 (2)を正位に埋めてお り、径は15cm、 底部は残 されている。新埋甕はより壁に近づけて設 け られ

てお り、深鉢形土器胴部 (図 版 79-1)を 正位に埋め、底部は欠損する。共に上端は床面 と同レベルで、

内部は黒色土が埋 まっている。後者内部 より黒曜石 フレイクが 1点出土 した。二重の周溝 と炉、柱穴 と埋

甕の在 り方等か らみて、一回の拡張がなされたことが推定 しうる。屋外施設は検出できなか った。

遺物 土器 と石器がある。土器は総てⅢ群 3類 (図 112-16～21)に属す る。埋甕に用いられた もの (図 75

-2,を含め、いずれ も、曽利 Ⅱ式に比定 し得る。石器には、石鏃3(図233-7～ 9)、 石匙2α 0011)、 ス クレイ

パー2(12・ 13)、 石錐2(17018)、 使用痕ある剥片3(14～ 16)、 打製石斧 (図267-26)、 凹石がある。

出土遺物か らみて、 Ⅲ群 3類 (曽利Ⅱ式)の時期の住居址である。 (百瀬 長秀 )

⑤  100号住居址 (図2207501250238・ 282,図版46)

遺構 遺跡のク,ぼ中央に検出された竪穴住居t■Lで、奈良・平安時代Ⅶ期の45号住によって切 られ、耕作

によって撹乱され、南東部の一部t残すのみである。残存部壁高は9 clnで、床はロームの軟弱な貼床であ

る。埋甕があ り内部か ら黒曜石 フレイクが出土 している。調査時の記録によると壁残存部の東端の内側に

径40cm、 深 さ45cmの 柱穴 と更に もう1個 検出されているが、本址に伴 うものか不明 としている。また、径

5m程の範囲内の西側の完全に撹舌L部を除き、%程の床面は部分的に床面が残ってお り、焼土部がほぼ中

央にあった としている。
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遺物 埋甕 (図75-3)
である。他に小破片少量

点のみ床面か ら出土 した 6

出土土 器よりⅢ群 3類

は胴最大径37cm、 残存高42cmの 深鉢で唐草文と綾杉文で埋めるもので、■群3類
(図 125-1～7)力 あ`るが、 同時期の ものであろ う。石器では石槍 (図238-14)1

この時期では数少ない出土例である。他に土器片錘 (図 282-16)力 あ`る。

(曽利Ⅱ式)期 の住居 t」Lであろ う。 (伴  信夫 )

ウ)縄 文 時代 後期

①  38号住居址 (図 20・ 75078・ 97～ 100・ 229・ 2660267026802730274027802790282)

遺跡中央の用地東はずれに位置 し、東ない し北東向き傾斜面に立地す る。 ローム層最上面 で検出され、

同層を掘 り込んでつ くられている。本 l■L付近に堆積す るローム層は拳大程度の礫を多量に含む。本址は、

縄文後期 の39号住及び余良・ 平安Ⅵ期の40号住 と切 り合っている。39号 住は本址東寄 りの一部を切 り、本

址 より低い レベルで床をつ くっている。40号住は本 t」L東南壁か ら覆土にかけて掘 り込み、本址 とほぼ同 じ

レベルで床をつ くっている.。

遺構 円形 プランを呈する。壁はほぼ垂直で、15～ 20clnの 壁高を測 る。周溝は認め られない。床は礫含

みの ローム層のため、やや荒れた状態を呈す る。礫の突出をおさえるため、一部に ロームが貼 られた可能

性がある。床面で検出された ピットは 15イ固で、柱穴の可能性が有るのは、Pl oP3° P5° P6～ P8の 6個

である。 配置は、 Pl ・P3 ・P5 °P7 か  ヽもしくヤまP8 °P3 °P5 ・P6 を結ぶ丈ガ形が考亥Lら れ る。 P9 ヤま径

85× 65cmの方形 ピッ トで、安易に貯蔵穴の名称を与えることはできないが、大形のものである。炉は方形

を呈するとみ られる石囲炉が住居址中央につ くられている。径70× 50cmの浅 く掘 り込 まれた ピッ トの四周

に、幅20cm、 長 さ30cm、 厚 さ20cm程度の板状礫を配 している。礫は原位置か ら動いた ものであるが、三方

に残 されていた。炉内か らは若干の焼土 と共に、小形の深鉢形土器 1個体 (図 78-4)が 出土 した。本址の

営なまれた時期決定の根拠 となろ う。屋外施設は検出されなか つた。

遺物 土器は総てⅣ群に属するものである。 1類 (図 97-19)、 2類 (11～ 13016020)、 3類 (14015・ 21、

98-1)、 4類 (図 78-4～ 6、 98-11～ 2o・ 23・ 2へ 99-11～ 14)、 5類 (図 78-7、 99-1・ 5・ 6・ 8・ 15016、

100-3)、 6類 (図 100-1・ 204～ 6)が ある。

石 器 ンこケま、 石 鏃 4(図 229-1～ 4)、 石 匙 4(5～ 8)、 ス ク レイパ ー 4(9～ 12)、 石 錐 3(15～0、 使 用

痕のある剥片 2(13014)、 軽石 (19)、 装飾品 (18)、 石錘10(20～ 29)、 打製石斧 ご (図 266-1・ 4、 267=24)、

小形磨製石斧 3(図 268-10・ 19)、 定角石斧、乳棒状石斧 2、 凹石16(図 274-607、 .278-2、
279-9)、

磨石 2(図273-10、 敲打器Ⅲ類 2,軽石 ,7海浜石などがある。石錐の多さが目立つ。土器片錘 5(図 282-

6～ 1の については土器片錘一覧表を参照されたい。

出土遺物の時期は多様で限定は難 しいが、 4類に属する小形深鉢が炉址内より出土 してお り、同類の土

器は量的にも多いため、 4類 (加 曽利BI式)の時期を中心として営なまれた住居址と考える。(百瀬 長秀)

② 39号住居址 (図 2007501010230)

遺跡中央、用地内東端に位置 し、東～北東向き傾斜面に立地する。礫含みのローム層最上面で検出され、

同層を掘 り込んでつ くられている。半分は用地外へかかるため完掘できなかった。ttIILは 縄文後期の38号

住を切 り、本址覆土を掘 り込んで奈良・平安Ⅵ期の40号住が造 られている。

遺構 楕円形プランを呈するらしい。壁はほぼ垂直で壁高20～ 25cmを測る。周溝は認められず、床はほ
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ぼ平坦である。西壁 ぎわのみ礫含みの ローム層がそのまま床 とされ、やや荒れた様相を呈す る。他は黒色

土上に薄 くロームを貼 った部分が局部的に残 されている。部分的にも貼床がなされた らしい。床面の ピッ

トは 1個 のみ発見 された。Plは柱穴の可能性が高いが配置は全 く不明である。炉は未確認である。南壁付

近に焼土が検出されたが、 これは40号住のカマ ドに伴 うものであろ う。特記すべ き出土状況を示す遺物は

な く、屋外施設 も検出されなかった。

遺物 土器は総てⅣ群に属す る。その中で分類に従 うと、 2類 (図 101-104)、 3類 (2・ 3)、 4類 (5)、

5類 (10～ 12・ 14)、 6類 (6～ 9)に分け られる。石器には石鏃 4(図 230-1～ 4)、 石錘 4(5～ 8)、 乳棒

状石斧、横刃、磨石 と量は少ない。

38号 住を切 ることや、出土土器 より判断 し、 5～ 6類 の時期の住居 l■Lで あろ う (百瀬 長秀 )

③  81号住居址 (図 58059・ 61075078011802360282,図 版42)

用地内遺跡の南隅、北東に緩傾斜す る部分に、 i37号 0107号住 と切 り合 って検出された。傾斜地のため

耕作が深 くまで達 し、かつ、石が多 く調査は難行 した。まず、 3軒 の竪穴 の先 後関係 を結 論 づけ る と、

107号→137号→81号住 とな り、本 l■Lが最 も新 しい。本址付近の層序関係は厚 さは一定 しないが下か らロー

ム、褐色土、黒褐色土、黒色土 (耕土)と は り、褐色土は部分的存在であ り、耕土 と黒色土 とは判別つかな

い所が多い。最上部に作 られた本址は、黒色土層中にあ り、平面的には137号 0107号両住居 t」Lの 東南部に

重なるように、主軸方向をやや変化 させて構築 された敷石住居である。

遺構 住居 t■L北東側 %程 度は、傾斜地の低い部分になり、敷石部の残存 もあるが、耕作に よる撹乱を う

け、周壁などを推定できる痕跡はなか ったが、ほぼ直径 3.5m～ 4.Omの 円形に近いプランとなろ う。しか

し、北西壁付近の縁石がやや直線的であ り、隅丸の方形 も考慮 される。最大長 さ60cmか ら、人頭大の手頃

な平板石を敷 きつめた部分は、先の直線的な北西壁側の一列の縁石につづいて、南西か ら南壁付近 まで連

続 し、また、住居址中心部の炉付近に一群、傾斜の低い北側に比較的大形の平石が散在的に残 っている。

炉址か ら南側にかけてはやや耕作土が深いこと、北側は大形の石のため残存 した とも考え られる。 これ ら

の敷石の大半は、多少の高低や、耕作による移動 もあるがその上面は平坦であ り、黒色土中に据えられた

状態のものも多かった。また、縁石には、裏 ごめの礫 らしい一・二を見出すが、典型的な箇所はほとんど

ない。敷石のない部分の黒色土は、炉址付近の一部に踏み固め られたらしい堅い面 もあるが、全体的に床

面状でな く、 さ りとて敷石が抜 き取 られた とい う積極的な痕跡 も見出されなかった。周壁は、残存す る南

西側で、敷石上面 より数 cm前後高い107号 住の ロームの床面部を利用 しているが、南側は107号住の周壁 と

重複 し、その区別がつ きに くい。他は黒色土中のため立ち上 りなどは明確に検出できなか った。

炉址は、ほぼ住居 l■L中心部にある。一辺約80cmの 方形石囲みの中に、 口縁部を欠 く大形土器 (図 78-8)

を敷石上面か らは15cm深 く埋めこんで使用 している。土器内部や石囲い中に焼土・灰が少量検出された。

なお、この炉址は、炉体土器の %以 上がか くれるように、石囲いに使用 した石を上にかぶせてあ り、かつ、

石囲い石の一部 もくづ してあった。住居廃絶時の人為的な痕跡 とも考えられるが、本 t■Lの検 出時の状況か

ら結論は下せない。床面上には炉址以外、柱穴・ ピットなど検出できなかった。調査時点では、本 t■Lに伴

う柱穴的 ピットとして、後 日検出 した 口ニム層中の P14と P16を あてていたが、周壁に重な り、対象的位

置にある以外、その検出面が黒色土 との根拠がつかめず、参考にとどめたい。また、炉址の南西部、即ち

入 口部 と考えた北東部か らみると奥壁に当る部分には、大形の平板石が横たわ り、その下部は ロームを掘

り込んだ ピットとな り、何かいわ くあ りげであるが、両者の関係に同時性を示す証拠 もな く、ここが 137
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号住 と重複す る部分で もあ り、指摘するにとどめたい。

以上、本址は、137号 0107号住を黒色土で埋め、その上に構築 された敷石住居 と認定 したが、断面図で

もわかる如 く、基盤 となるローム層 も本 l■のプランに重なるよう掘 り込まれた部分 もあ り、i他住居 l■Lと 重

複はするが、本 l■L構築時に、 ローム層に達するような「掘 り方」的な作業が実施 されたものか否か、今後検

討すべ きであろ う。

遺物 出土量は少ない。炉体土器 (図 78-8)は特殊な器形や文様をもつ。浅鉢か注 目土器の器下半部で

文様 も胴中心部のやや明瞭な沈線による区画文のみであ り、器面全体に ミガキがある。県内には類似例が

少ないがⅣ群 3類に比定 した。 この他、器形のわかる大 きな破片はないが、磨消縄文方法や細かな紐線文

帯のあるⅣ群 3類 (1～ 20)が主体を占める。網代底 も多い (21～ 27)。 石器は石鏃 (図 236-1)、 石錘 (2)、

定角石斧 2、 凹石 2、 土器片錘 1(図282-15)の ほか混入品 と思われる一孔ある滑石製品 (3)力 あ`る。

出土土器か ら考えてⅣ群 3類土器を伴 う住居址 と考え られる。 (樋 口 昇一 )

④  88号住居址 (図56057012001210267・ 2680272・ 277,図 版44)

遺跡の南寄 り、用地内の西はずれ近 くに位置 し、北～北東向き傾斜面に立地す る。黒色土層中で検出さ

れ、一層下層の礫混 じり黒色土層中に営 まれる。また、柱穴等深い掘 り込みを要す る施設は ローム層にか

けてつ くられる。なお、礫混 じり黒色土層は住居址中央部では薄い堆積を示すが、住居 t■L周 囲に広がらて

いる。 ローム層中にも相当量の礫が含まれている。奈良・平安 V期 の79号 住が東隣 りに営なまれているが

切 り合わない。

遺構 非常に良好な状態で遺存 している。黒色土および礫混 じり黒色土を掘 り込んだ竪穴に平石を敷い

た敷石住居 l■Lである。プランは一見 して柄鏡形であるが、内部に張 り出 し部分を含んだ円形 プランとい う

とらえ方 も可能である。住居 l■Lは、壁・床・張出部・壁外周部および敷石下部か ら成 り立 っている (図 56)。

壁の構造は、掘 り込み、縁石、裏 ごめか ら成 る。黒色土層か らの掘 り込みは輪郭が充分 とらえられない

がミ床面 よりも半径80～ 120 cm外周 より掘 られてお り、直径5.75× 5。 05mの 楕円形を呈す。壁は床の敷石

の外周に接 して、縁石に よってつ くられる。縁石は敷石同様の平石を割 って、 これを立てている。床面は

末の敷石底面 と同 レベル もしくは幾分掘 り込んで立てられる。上面は敷石上面 より10～ 20cm高 くなる。縁

石 と掘 り込みの間には裏 ごめ として人頭大程の礫が全周にわたって密に入れ られる。乱雑、不規則に積ま

れたものといえる。壁の基部は縁石によって明瞭に画され、上部は裏ごめの礫 自体が壁面を構成 したもの

であろ う。最 も残 りの良い西壁で、敷石上面か らの壁高35cmを測る。

末は既に記 した ように敷石 となる。縁石内側で径3.5× 3.4mの ほぼ円形プランとな り、炉を中心 として

敷石部分 と敷石の無い部分にわかれる。敷石 されるのは西南壁 (奥壁)か ら炉にかけてと、西北壁下の 2箇

所である。総て厚 さ 3～ 4 cmの 割 った平石を用いる。径40cmに達する大形平石の形状に合わせその間隙に

は小形の平石を配 し、全面を敷 きつめている。また、基盤 となる土層に含まれる礫が敷石間に頭を出 して

いる。敷石のない部分は特に固められた様子が看取できず、床 としては不充分か と思われる。黒色土層の

床面であるため軟弱なままだったと考えて も良いが、或いはいったん敷いた平石が取 り除かれた可能性 も

ある。東北壁隅に 1個 だけ残 された平石の在 り方は、後者の可能性を示す ものといえる。炉は中央 よりや

や西南壁寄 りにあ り、石囲炉の一種 とみ られる。不整方形 プランで10cm程度床を掘 り下げてお り、敷石上

面か らは15cm程深 くなる。周囲に径10cm前 後の小礫を配 したらしい。炉内部には若干焼土が残 されていた。

張 り出 し部は柄鏡の柄に相当する部分 と、その反対側の壁外部分の 2箇所につ くられる。まず柄に当た
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る張 り出 しについて述べ る。住居 l■L北東壁付近に当 り、壁・ 裏 ごめを切 って床の レベルに合わせてつ くら

れる。厚 さ12cmの 平石を用いてお り、 この部分だけ床の敷石が屋外に連続 し延長 されていることになる。

出入 口に相当す る施設 とす るのが妥当であろ うが、付随す る施設は確認 されなか った。次に南壁外の張 り

出 し部であるが、 ここは奥壁に相当す る場所であろ う。入 田部分同様、10cm程の厚い平石を 3枚用い、 こ

れを裏 ごめの礫の上に並べている。この外周には自然の転石 とみ られる巨礫が 2個並んでいる。あるいは

この巨礫を意識 して張 り出 し部を設けたのか も知れない。住居址最奥部に設け られた祭壇 的施設 と解せな

いこともないが推測の域を出ない。

壁外周及敷石下部には大小17個 の ピットが存在す る (図 57)。 総 て ローム層最上面か ら検出された。 ttl■L

よりも古い時期の遺構 とい うことになるが、黒色土中の ピットは検出困難であることを考えれば、む しろ、

本址検出面 より掘 り込 まれた可能性がある。 これ らの ビットは、便宜的に本 l■Lの真下に在 るもの と、そ う

でない ものとに分けて考 える。前者は、P2° P9° Pl1 0 P12・ P14° P15が相当す るが、本 l■Lが使 されてい

る間、及びそれ以後、埋納施設 として しか機能を持ち得ないことは明 らかである。住居建設 に先行す る何

らかの意味を想定す ることも含め、実証性に乏 しい。次に、後者は、P10P3° P10° P13° P16等がある。

これ らは住居 t■Lの主軸を中心 として左右対称に配 される。P10と P13の 一方を除外すると、おおむね方 形

の配置を示す。黒色土層か ら掘 り込まれた ものならば、深 さ・大 きさ共柱穴と して充 分 で あろ う。実 証

できないが、本址は壁外に柱を建てた構造である可能性がある。なお、P4～ P8は本址か らやや離れて し

まい、意味づけは困難である。

遺物 土器は総てⅣ群に属する。細分すれば、 2類 03類の中間的文様を もつ もの (図 120-1401526031)、

5類 (32)、 及び 2類 もしくは 3類に属するものとみ られる粗製土器 (図 121-1～ 4)がある。 この うち粗 製

土器は、器形は不明だが 口縁はおおむね外傾 し、 口端は外面が折 り返 しによって肥厚す る。 口唇は平坦で

広い。器表は丁寧に磨かれた ものと、荒 くナデているだけのものがある。

石器には、打製石斧 (図 267-22)、 小形磨製石斧 (図 268-20)、 定角石斧 2、 乳棒状石斧 2、 凹石 2(図277

-8)、 磨石、敲打器Ⅳ類 (図 272-5)が ある。

出土遺物か らみて、Ⅳ群 2類 もしくは 3類の時期に属する住居址であろう。 (百瀬 長秀 )

⑤  99号住居址 (図 45・ 75012402380271,図 版45)

遺跡の南端近 く、センターライン東側に位置 し、北東向き傾斜面に立地す る。黒色土中に検出され、同

層中に築かれているg斜面で地表か らの堆積が浅 く、耕作による破壊がみ られ、構造には不明な点が多い。

周囲の遺構 との切 り合いは、 75号住 (108頁 )に記述 してある。 ttl■Lは 135号・ i32号住、土 IFA1 69の 埋没後

その上に築かれる。

遺構  円もしくは楕円形 プランと思われる敷石住居址である。竪穴であるか否か確認できなかったが、

双方の可能性がある。残存す る構造は、住居跡西南隅に当たる敷石部分 と、推定 される住居 l■L床面下の ロ

ーム層 より検出された ピットのみである。敷石には大小二種類の礫を用いる。大は厚 さ10cmに も及ぶ平石

を割 った もので、弧状に配 される。その外周に、弧を整形 させて厚 さ 5 cm程 度の角礫が敷かれる。いずれ

も礫上面が平坦にされる。後者の角礫の外周が住居址床 面 の区界であ り、壁があった部分であろ う。敷石

部分以外の床は黒色土で特に固めた様子はみ られない。いったん配 した敷石を除去 したか、或いは最初か

ら敷石 しない部分であったのか判然 としない。敷石を欠 く部分には巨礫す ら残 っているが、 これは住居址

築造以前かいの自然堆積である。 ピットは Pl～ P5の 5個 があ り、いずれ もローム層上面で検出されてい
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るが、黒色土中よ り掘 り込 まれた可能性 もある。ほぼ一直線の配置で、本址 との関連は不明である。

遺物 土器は総てⅣ群に属する。細分すれば、 2類 と 3類の中間的様相のもの (図 124-29・ 31・ 32)、 3類

に属するもの (28・ 31)が ある。石器には、石匙 (図 238-12)、 スクレイパー (13)、 小形磨製石斧、石錘 (図 271

-21)があるのみで、量は少ない。土錘は IBa型が 1個 出土 しているが混入品であろ う。

遺構 0遺物か らみて、Ⅳ群 2類 もしくは 3類の時期に属するものであろ う。     (百 瀬 長秀)

⑥  107号住居址 (図59061).

遺構 81号・ 137号住 と重複 して検 出された。約半 分ずつ切 り合 う810137号の敷石 住居址に対 し、本

址は、両住居 l■Lを 包括す るような、やや大形の住居址である。 しか し、明確に遺存す るのは、北西～南西

にかけての周壁 とそれに沿 う床面の一部のみで、大半が両住居址 と重なる。現存部分 より推定 して、直径

5.5m前 後の円乃至楕円形 プランを想定できる。 3つ の住居址の中では最 も古 く、ローム層中に構築 された

が、東側半分は重複による混乱 と傾斜の低い部分のため、不明である。

明確にのこる西側の周壁は、 ローム層を50～ 60cm掘 り込んでいるが、やや外傾 し、壁面 自体 も軟弱で、

一般的住居址のそれ とは趣を異にす る。床面 も西壁に近い部分はほぼ平坦であるが、余 り固め られていな

い。81号 ・137号 住に重複する床面部分 も、多分 ローム層中 と考えるが、次に作 られた137号 住によって上

部 10cm前後を削 り取 られ、最終的 に検出 した ローム面には、ほとんど床面状の痕跡はなか った。この ロー

ム面には十数個の ピットが検出されたが、調査時点では、ほぼ住居址中心にある Pl。 と西壁中央の P2ヽ南

壁寄 りの P8の 3個を本址のものとしている。 この うち Pl。 は、137号 住によって上部を削られているが、

ローム面が凹み、わずかに焼土・灰を検出 したので炉址 と考えられる。P2° P8は 削 られた部 分を復元す

る と柱穴 と して もよいだろ う。

以上、本 t」Lは、 8号 0137号両敷石住居 t■L構築以前に作 られた住居 l■Lであるが、敷石住居址であるのか、

通常の竪穴住居 t■Lな のか、余 り明確ではない。当初、137号 住 と同一視 していたが、調査の進行に従い、別

個の竪穴 と認定 されたため、検出状況にやや混乱があった。 ローム層を掘 り込んだ本 l■L西側の周壁の在 り

方を根拠 としたが、先述 した通 りその周壁や床面などが一般的竪穴住居址 と異なってお り、調査当時 も独

立 した住居 t」Lと すべ きか、81号 0137号 住に付随 した外郭的遺構 とすべ きかで討議 されたが、結論 的に一

応一住居 l■Lと することになった経過を付記 してお く。

遺物 本 l■に確実に伴出 した遺物はないが、覆土出土土器の中に該期の小片があ り、付近の状況 も考慮

して81号 0137号住 とほぼ同時期 と考えたい。                    (樋 口 昇一)

⑦  l10号住居址 (図4407801290269,図 版45)

遺跡南寄 り、セ ンターライン付近に位置 し、北東向き傾斜面に立地する。黒色土層中で検出され、礫混

じりの ローム層にかけてつ くられる。縄文前期の95号住を切 っている。

遺構  プランや形態不明の敷石住居址である。輪郭が把えられなかったのは、住居 l」L東側は傾斜が低 く

耕作により破壊 された上、性格不明の ビット列が在 ることによる。本址は黒色土層中か らローム層にかけ

て掘 り込んだ竪穴住居址に平石を敷 くのを基本 とす るが、東側は掘 り込みがないか も知れない。残存す る

西壁はほぼ垂直で、掘 り込みの深さは15cm程である。掘 り込みの上に堆積 した黒色土上に平石を敷 く。ま

た、住居 l■L中央寄 りでは黒色土が堆積せず、 ローム層の上に平石が敷かれる。石は径20～ 40cm、 厚 さ 6～

10cm程度の割 り平石 と、径15cm程 の角礫 とが用いられる。平石の外周側に角礫を配 して形を整えている。
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石の無い部分は、固められた様子がみられない。或いは、一旦敷いた石が除去されたものがも知れない。

敷石下のローム層最上面でピットが多数検出された。いずれも深さ20cmに満たない。中で柱穴の可能性

があるのは P4の みである。また、敷石東側に一列に並ぶ PI～ Ploは、本址の施設か否か判明しない。そ

の他、屋内外の施設は発見されず、特記すべき出土状態の遺物 もない。

遺物 土器の大半はⅣ群に属するが、I群 もしくはⅡ群の可能性の強いもの (図 129-21)が 若干みられる。

Ⅳ群では、 2類 と3類の中間的様相をもつもの (11・ 15020)と 、 3類 (12～ 14・ 16～ 19)と がある。前者も恐 ら

く3類に含めて良いだろう。石器には、定角石斧 (図 269-B-1)、 乳棒状石斧、凹石 3の 5個がある。

出土遺物か らみて、Ⅳ群 3類の時期の住居 t■Lであろ う。 (百瀬 長秀 )

③  137号住居址 (図590600610760780790141024502680269027102770283)

遺構 位置、切 り合い等については81号・ 107号 住居 址 の項で述べたので省略 したい。切 り合 う3住居

l■Lの 中で 2番 目に構築 された。検出 し得たプランは、傾斜の高い西側 %の みで、東側は撹乱によって不明

である。現存部分は、81号 0107号住 同様、低い方に開いたU字状を呈 し、径 4。 2m程 の円形 プランを 想

定 したい。

本 l」Lも また、81号住 と同 じく、敷石下面は、黒色土層中にある。 しか し、最終段階での記録によれば、

炉llL付近の土層関係などか ら、 より古い 107号 住 の床面部分の ローム層を10cm前後掘 り込み、そ こへ黒色

土を埋め、敷石 した とい う。敷石部分は81号住の構築や、耕作による撹乱で、整然 とした ところがな く、

土層の深い西側壁に偏在 している。それ も、大半が移動 した形跡があ り、敷石上面が平坦 となる原状のま

まの部分は少ない。また、81号住に存在 した長 さ50cm以上の平板石は少 く、人頭大の ものが多い。大 きい

石の抜 き取 りも考えられ、その際の混乱が現われているかも知れない。ちなみに、敷石面につづ く黒色土

中にある床面的な堅い部分 も面的に広が らず、炉址周辺のみに部分的に確認 されたのみであった。周壁は

北か ら西側にかけて 107号住 の床面を 5 cm前 後掘 り込んで存在 したが、先記 したように、西壁部分は移動

した らしい石が この周壁の上や107号 住床面 まで雑然 と散在 していた。ただ、P3の西側にこの周壁に沿 っ

て裏ごめ石 らしい小礫が並列 してお り、その石の下面が ローム面に密着 したところがあ り、敷石住居構築

の一方法が窺えた。 ttl■Lは住居中心部 よりやや西に寄 っていた。長径 63cm、 短形 50cln、 深 さ38cmの 楕円形

の ビッ トを ローム層中に掘 りその東側に深鉢 らしい無文土器の胴下半部のみを埋め込んである。だが、 こ

の ビッ トの最下層には褐色土があ り、その上に敷石ののる部分 と同 じ黒色土が半分ほど埋 ま り、そこへ土

器を据えている点、 ローム土層中に掘 られた ピッ トは「掘 り方」的なものと解釈すべ きか、或は、前段階

の 107号 住 の ビットを再利用 したか判別つかなかった。土器内や付近に焼土や灰の堆積がわずか認められ

ている。なお、 この炉址 とピット(P ll)に は、81号住のような石囲いの施設は認め られなか った。床面 上

にはこの他、炉の西側で西壁に密着 した P3(120cm× 78cm、 -13cm)が ローム層中にあるが、床面、すなわち敷

石面か らみると関係のない深 さに埋まっているが、107号住 のものか どうかこれ も判別 つかない。ただ、

この P llと 並列する周壁外の P2については、107号 住に伴 うピットを、本 t■Lの 時期に更に 38 crnほ どロー

ムを深 く掘 り込んでいたことが ピット内土層の状況か ら判明 している。すると、本 l■Lに 伴 うピットは、床

面上にある P9を のぞ くと、北の Pl、 西の P2ヽ 南の P5° P6と 周壁外に規則的に並び、深 さも柱穴 と し

て充分な50cm前後あるので、これ らを主柱穴 と考えている。 この点は81号住における P12と P14の在 り方

も同様壁外に対 象的に位置す るので参考 となろ う。

以上、本址は、裏ごめ礫や、平石の存在を中心に81号 住 より先に構築 された余 り整然 としないが敷石住
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居址 と認定 した。lo7号 住居 址 も含め、最終段階の多忙な調査であ り、該種住居址の構築法や、切 り合い

関係等充分検討できなかった点惜 しまれる。

遺物 土器・石器 とも出土量は少な くない。土器は完形でないが注 目土器の優品がある (図 79-1)。 他

は破片で大半が無文か文様の判別 できない小片である。有文土器片の うち主体 となるのはⅣ群 3類の浅鉢

や深鉢 (9・ 10・ 12～ 14)で あるが、同 2類に比定 される深鉢類 (11)や 同時期 と考えられる粗い磨消縄文ある

もの (15～ 18)も ある。石器は後期住居址では38号住に次いで多 く総計17点 を数 え る。スクレイパ
=、 小 形

磨石斧 2(図 268-2・ 22)、 定角石斧 3(図 269-A-3)、 予L棒状石斧、凹石 4(図 277-4)が あ り、とくに両

端に扶のある細長い石錘 (図 245-14～ 18)が 5個 と土器片錘 3(図 283-lr3)力 ま`とまって出土 してぃる。

出土遺物か ら、Ⅳ群 3類の土器を伴 う敷石住居 l■Lと 考えたい。 (樋 口 昇一 )

9   140fチ準通涯酎力止 (図 550143・ 271 0283)

遺構 調査区の南隅近 くに検出された。西側か ら東に向ってゆるやかに低 くなる傾斜地の礫 ま じり黒色

土を掘 り込んで作 られたと推察 される。黒色土層に作 られてお り、農耕のためプランがはっきりしないが、

柱穴の位置 よりみて円型に近い住居 IILで ある。炉は中央部にある三角型状の浅い掘 り込みで、底の部分に

焼土が 4～ 5 cmの 厚 さで残 ってお り、炉石は構築の時点 よりない。柱穴は形状、深 さ等か らみて西 より南

に円を画いてな らぶ 5箇 所のほかははっき りしないが、北か ら東倶Iにかけてあるい くつかの ビッ トは位置

的には西南側に くらべてバランスが よ
~く

ないがい くつかは柱穴であろ う。掘 り込みの浅いのは、黒色土 と、

農耕のため床面がはっきりせず、 口=ム 面 まで掘 りさげられた ものである。西壁近 くにある 2個 の平石の

下部あた りを生活面 とすれば、北東側の ビットの深 さは充分と考えられる。柱列の内側に炉をか こむ よう

に 6個 の ピットがある。壁、周溝、床面等は検出できなかった。床面は黒色土のため堅 く締 らず、表土 も

浅 く農耕の折破壊 されている。

遺物 少量の土器片 (図 143-1～ 10)が 出土 してお り、10は 注 目土器の口縁部である。共にⅣ群 2類に属

する。石器は石錘 1(図 271-17)と 土器片錘 2(図 283～ 405)の みである。

出土遺物 よりみて、縄文後期前葉、Ⅳ群 2類の住居址であろ う。 (木下平八郎 )

-133-



イ 弥生 時代 の遺 構 と遣 物 (図 2)

本遺跡では、明確な弥生時代遺構の検出はなかった。ただ、以下述べ る 2つ の土拡がその可能性はある

が、住居址などと異 り、確実 とはいい難い。遺物、 とくに土器片は初期の条痕文系の良好な資料が出土 し

ているので、調査区域外に中心があるや も知れない。ちなみに、該期 の遺構、 とくに住居址などは県下は

勿論、他地域で も発見例は少な く、む しろ、土拡などに伴出す る例が多い。本遺跡例 もその点で、今後検

討 される必要があろ う。

ア)土 鉱 (図24036045)

土拡108は調査地域北半 中心部に位置 し、住居址群の密集す る中にある。縄文前期の46号住の北壁を切

っているが、その東側は平安時代期 と考えられる土拡100に 切 られ てい る。径約 lmの 円形で、 ロームヘ

の掘 り込みは20mと 浅 く皿状の平坦な底面 となる。土拡178は調査区域南東隅に近 く、やは り縄文前期の86

号住の東南隅を切 っている。 この部分は土拡が多 く、 とくに本址は西側の土拡171(縄文前期土器片出土 )

と重複 し不整形を呈する。深 さ約60cmあ る平 らな底面か ら推定 して、108同 様径 lm前後 の大 きさであろ

う。ただ、171と の切合関係は調査時点で不明なま ゝ残 されている。

両土拡は直線距離に して約83m離れているが、出土土器は共に庄 ノ畑式である。遺物の出土状態は、覆

土中であ り、底面に密着す るとか、周辺に石 とか焼土が存在す るとかい う特殊な在 り方ではなかった。 こ

の点両者を弥生期 とす るにや 鋳ゝ躊す るが、覆土中でもや ゝ底面に近い とい う点 と、他に伴出遺物がない

ことか ら、一応本期に入れた。

イ)土 拡出土の土器 (図 1480153,図版90)

大形の壷 2点がある。土拡108出 土の壷 (図 148-2)は体部上半部の破 片で、櫛描 の波状文、直線文 と

箆描の鋸歯文を もつ。土拡178出 上の壷 (図 153-22)|ま 頚部 か ら上半部 を欠 くが、他 はほ ゞ現存す る。

体部上半に横走の、下半に綾杉状の櫛描条痕をもつ。いずれ も弥生時代 中期初頭の庄 ノ畑式土器に比定 さ
(1)

れるものである。

ウ)包 含層出上の土器 (2)(挿 図28,図172,図版88～ 90)

条痕文系土器で総て破片である。壷・甕・顔面付き壷がある。壷は 口径 16cm以下の細 日の小形壷、 口径

16cm以 上の大形壷 と無頸壷がある。小形壷は口縁部等の相違 によって 2種 に分け られる。小形壷 A(10

20408024027)は 、 口縁端部に刻 目をつけ、 日縁部以下を横走 または綾杉状 の条痕 を施 した もの、小

形壷 B(305～ 7)は 口縁部直下に凸帯を もち、そこに刻 目をつ け、口縁部以下を横走・斜走の条痕をつ

けるが箆描文で頸部を飾 るもの (7)も あるが、その数は少ない。大形壷 (15016018020022023)は 口 縁

部直下にオサエ痕のある凸帯をつけ、箆または櫛等による波状文、はね上げ文を描 く。胴部文様帯は条痕

で飾るが、斜 (横)走 と横位の綾杉条痕 とを組み合わせた もの は① や、箆 で綾杉条痕 を描いた ものもみ

られる (33)。 また、類例が少ないので、詳細は不明であるが、体部上半に刻 目を もつ、2条の凸帯をめ ぐ
(2)

らし、 1部 に環状のブリッジを もつ もの (挿図28-1)がある。 ブリッジ上 には竹管 を押 しつけている。

また、 白縁部内面に条痕または弧線文を描いたものもある。無頸壷は 4例出土 したが、いずれ も条痕文で

飾 り、内面には粘土帯積み上げ痕が明瞭に残る。
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甕は横走または綾杉状条痕を もつ Aと 無

文のBがある。 Aは 口縁部の形状によって

4種に分け られる。Alは 口縁端部を内傾 さ

せ、そ こに箆描刺突文 (押引文)をほ どこ し

た もの (9017030)、 A2ヤま口縁端部に亥J目

をつけた もの (31・ 36・ 37042～ 44046～ 49)、

A3はオサエ痕のあるもの (10・ 32～ 34・ 35)、

A4は 口縁端部 の内外面 か ら指頭で横方向

に押 さえた もの (39・ 40041)で、端部が とが

る。 A4は縄文土 器か らの影響を もつ と思

われるもので、外面を軽 く削っている。
(5)

条痕は貝 (1・ 12015・ 17・ 21・ 27・ 29・ 300

36・ 37)、 隻I(3～ 608010・ 11025028・ 38～

41)、 櫛 (31・ 32・ 34035・ 44・ 47、 挿図28-2)、

半裁竹管 (26)を 用 いて右 まわ りにほどこ

されている。 これ らの条痕は、文様の種別
(6)

によって、かな り意識的に用いられている

ように観察 される。例えば横走、斜走条痕

には貝または櫛を、また、壷の綾杉状条痕

は箆が多い。前者は器面調整を、後者は文

様を意識 した施文方 法といえよう。壷の綾

杉状条痕はさらに単独の文様 となった場合

が、横「ハ」の字の文様帯である (33)。

胎土は暗褐色系 と明黄灰色系がある。 と

13
L回 ‥ エ ェ ===豊

O Cm

もに石英等の砂粒を含むが、後者は粘土の   挿図28 包含層出土弥生土器拓影 (1:3)

水簸が十分にされた硬い焼 きの土器である。尾張地方の土器胎土に近似 してお り東海系胎土 と呼称す る。

東海系胎土の土器 (1・ 5・ 12～ 14・ 17021・ 22・ 30・ 36・ 37、 挿図28-1)は 貝殻条痕文を もつ もののほ とんど

で、箆描条痕は 2例 にす ぎない。一般にこの傾向は中部高地の条痕文系土器一般にいえることである。

顔面付 き壷は顔面部の 日と鼻の一部分が出土 した。三角形状の 目は、中央部の瞳 とその周囲の細い箆描

沈線か らな り、眼球 と鼻を太い箆描沈線で描 き、さらに入墨 と思われるものを、それ ら下辺部に描いてい

る。また、鼻の部分は粘土を貼 りつけた痕があ り、本来は粘土で鼻を表現 してあった ものである。

長野県下に広 く出土す る容器形土偶の一部 とも思われるが、一般には顔面部幅は10cm以 下で、最大で も
(7)

丸子町腰越例が約 13。 6cmで あ り、本例は推定幅20cm以上に達す る。従 って、北関東地方に広 く分布す る顔

面付 き壷の一部 との考え方が妥当 と考える。だとす るならば、長野県下で最初に見い出された顔面 付 き壷
(8)

といえよう。

以上の土器類は総てほ ゞ同一型式の内容を もち、長野県下最古の弥生式土器の一群で、諏訪地方では庄

ノ畑式土器 と呼ばれるものに該当す る。本遺跡に隣接 した、諏訪・ 西山地域には諏訪市荒神山・本城遺跡

岡谷市庄 ノ畑遺跡等が知 られ、地域的まとま りの中で、初期の弥生文化が開花 した事実は、今後の弥生文
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化波及のあ り方を考える上で、重要な指標 となると́考える。 (笹沢 浩 )

註 1。 藤森栄一・桐原健他「岡谷市庄之畑遺跡」『長野県考古学会研究報告書』 1 1966

2.出土状態の記録が完備されていないので、ここでは一括してとり扱った。

3.上伊那郡宮田村中越遺跡では、条痕文をもつ壷の頸部下半に本例。と同様に刻目をつけた 2条の凸帯をめぐらした完

形土器がある。たゞし、プリッジはない。 (中越遺跡保存対策委員会「中越遺跡発掘調査概報」『伊那路』23-12

1979)ま た、新潟県六野瀬遺跡出土の壷の頸部に竹管を施文 した断面三角形の凸帯を一条めぐらしたものがある。

六野瀬遺跡Yl型とされ、静岡県丸子式土器の系譜を引くものと共存 しているが、Yl型例は縄文である (杉原荘

介「新潟県・六の瀬遺跡の調査」『考古学集刊』4-1 1968)

4.県内では意外に類例が少なく、管見には塩尻市横山城遺跡 (藤沢宗平「松本市横山城遺跡」『信濃』18-4)にみら

れる。

5。 上伊那郡中り|1村苅谷原遺跡 (太 田保「長野県上伊那郡中川村片桐刈谷原遺跡の一括土器について」『長野県考古学

会誌』10 1972)に 好例がある。

6.時間の関係で、これらの占める割合はだしていない。また、半裁竹管と櫛の区別が困難なものが多い。

7。 丸子町腰越・松本市城山腰・箕輪町上金・大町市柿ノ木・喬木村唐沢原 (『信濃史料』 1巻下)、 高森町玄与原 (神

村透 |「中部山岳地帯」『日本考古学講座』 4 1969)、 佐久町館 (島 田恵子「南佐久郡佐久町館遺跡出土の容器形

土偶について」『信濃考古』58 1980)長 野市新諏訪町遺跡などで出土している。

8.工楽善通「弥生土器」『日本の美術』 3 1979

9.笹沢浩「入門講座・弥生土器一中部高地 I」 『考古学ジャーナル』   1977

10.「荒神山遺跡」「本城遺跡」『中央道報告一諏訪市その 3-』  1974
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ウ 古墳時代 の遺構 と遺 物  (図 2)

ア)古墳 時代 I期

①  48号住居址 (図2501740286,図版38091092・ 95)

遺構 調査区の西隅に検出された。東側 の大半を43号住が三角形状に覆 っているため攪乱がある。カマ

ドは北壁中央にあ り、石組白色粘土で構築 されてお り、東側 の石組は43号住造成の折、破壊 された ものと

推測 され、西側の一部を残すのみで、天丼石はない。残存す る石組か ら推定 して80× 90cm位 の規模 とな り、

焼土は 3～ 6 cmの厚 さで残 り、甕・塔の小破片が少量出土 した。柱穴はやや東へ寄 るがPl～ P4の 4個で、

P5° P6は補助柱穴であろ う。南か ら北へ傾斜す る地形上につ くられているが周壁は四辺共残 ってお り、東

側は前述の住居 l■L上に重なるので14cmと 低いが、西南壁は40～50cmを測 り、礫 まじリローム層を掘 り込ん

でお り余 りよくない。周溝はな く、床面は よく固め られて良好で、 ことにカマ ドの前面部は特によい。遺

物の量は破片であるが多い。北隅 コーナーに%個体の須恵不が、その西側に土師不の%イ固体 のものが重ね

て壁の直下に置いてあ り、南隅 コーナー近 くの床上15cmに鉄製鋤先が、カマ ド周辺 より土錘が出土 した。

遺物 床面上 より土師不 AⅡ (図 174丁 1)・ GⅡ b2(4・ 5)、 須恵器高不の脚部 (8)、 同 じく婉 (9)、 他に土

師器小破片 13、 須恵器 5が ある。覆土中よりは、土師器不 D(2)・ GⅡ b2(6)、 鉢 D tt d3(7)や 鉄製品

の鋤先 (図 286-17)、 棒状金具 (18)、 土錘 IBa 4個がある。その他、土師・須恵器小 片があるが、他の時

期 の ものが混入 してい る。 (木下平八郎 )

②  82号住居址 (図40・ 1750291,図 版43091～ 94)

遺跡の最南端に位置す る。他 との切 り合い関係はない。西か ら東への傾斜面の褐色土層か ら礫混 りの ロ

ーム層内へ切 り込んでいる。傾斜面上に立地す るために、谷側 (東側)の壁は黒土層の中に入 って判別 しに

くい状態であった。谷側は調査者の観察によるとローム層の上に黒土を盛 り上げ貝占床状に叩いてあるとい

う。東側の壁面は確定線ではない。

遺構 隅丸方形の竪穴住居址で、ほぼそのプランが検出できた。カマ ドは北壁中央にある。30～40cm大

の板石を組み合わせてカマ ドを形成するが、天丼石 も残 り完形に近い。規模は長軸 1。 3m、 幅 0。 8mで ある。

隣接する83号住の南側に集石が見 られるが、本址にともな う煙道に関係するものか とも思われる。柱穴は

Pl～ P4が主柱穴 としてそれぞれ対応する。P5は カマ ド西側に検出されたが他 より浅 く、補助的な ものと思

われる。壁は西側で45cm、 東側で10cm残存 し、西壁は礫混 りである。また、西壁にはカマ ド西側か ら続 く

周濤が見 られるが浅いものであった。床面は ローム層をよく叩いてある。

遺物の出土状態はカマ ドを中心に不、甕、その東側に小形壷 A a4(図 175-7)、 小形甕 (12)が出土 した。

また、甑 B c2(5)は P3ヽ 高不 B(8)は P2ヽ 高不 A(10)は Plの近 くでそれぞれ検出された。

遺物 土師器 と土錘が出土 した。土師器は不、甑、小形壷、高不、鉢、小形甕、壷、甕である。不は 4

点で、不 G Ⅱ b3(1)・ G Ⅱ b2(2・ 3)O H Ib3(4)が 、甑は 2点 でB c2(5・ 6)、 Jヽ 形壷 A a4(7)、 高 不

は 3点 ともに黒色土器で、高塔 A(9・ 10)・ B(8)がある。tt C b3(11)ヽ 小形甕 (12)、 壷 AⅡ (10の他に甕A

(14)・ AI(15)の 2点がある。土錘 (図291-59)は ID形である。

単独の住居 t■Lであり、資料も多 く良好な該期の住居址である。

③ 85号住居址 (図35017602860291,図 版40)
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遺跡の南東側に位置 し、西南側か ら東北側へゆるやかに傾斜す る地点で、石礫群が散在 し、本址 よ り後

に形成 された フン ド4の範囲内である。また、後世の耕作による攪乱があ り、特に本 l■Lの 中央に も直径 3

m大の攪乱穴があ り、住居址 の検出の条件 としてはあま りよくない。切 り合い関係は本住居 に切 られて縄

文時代前期の74号住がある。他に土拡187～ 190も 隣接す る。

遺構 方形のやや胴張 り気味の竪穴住居址である。カマ ドは北壁 のほぼ中央にあるがほとんど破壊 され

て、石組の一部 と焼土がみ られたのみである。柱穴は本 l■Lに ともな うものと思われるのはPl～ P3で他は不

明である。壁は北側、西側の 2面 では約20cmの高 さで明確に検出できたが、他は確認できず、周溝 も検出

されなかった。床面は74号住の上に貼床 された らしいが、中央部が攪乱 され、わずかに壁周辺で確かめ ら

れたのみで残存部はほぼ平坦である。

遺物 出土量は少な く、床面出土の土師器、小形甕 AI(図 176-9)と 甑Ab3(10)2点 と刀子片 4(図

286-4～ 7)、 土錘 (図291-30)の みである。                     (小 林 秀夫 )

④  l16号住居址 (図46・ 1740286,図版47091)

遺跡の中央西側に位置す る。西側 コーナーの一部は用地界で調査できなかったがほぼプランは判明 した。

層位的には耕作土下に黒土層、次に褐色土 と続 くが、本 址はこの褐色土層か らローム層へ と切 り込んでい

る。 しか し、東北壁のみ礫石が混入 し確認が困難である。他の住居址 との切 り合い関係は、南側で縄文前

期の 141号住 の大半を切 っている。また、南西壁レ■かかる土坑 123は、 141号住を切 っているが、本址 の

壁や床面が完存 しているので本址はそれを埋めて構築 したことがわかる。

遺構 ほぼ方形の住居 l■Lで、主軸は北西に傾いているが、カマ ドは北西壁中央にある。ほ とんど破壊 さ

れた石組のカマ ドで、わずかに裾石 と焼土が残存 していた。主柱穴は、ほぼ規則的に配置 したPl～ P4の 4

本 と思われるが、P5～ P7は副次的なものであろ う。壁は垂直で良好である。周溝は幅は約15m、 深 さ10cm

ほどで北西壁か ら南東壁にかけて検出された。東側の壁については確認できなか った。床面はよく叩 きし

め られ竪 く平坦である。遺物の出土状態は、ほとんどカマ ド周辺の床面出土である。

遺物 土師器は不 DIb2(図 174-10)・ GⅡ b3(11～ 10 0 G tt b3(1つ 、小形甕 (16)、 甕底部 (17)、 壷 A

Ⅱ (10、 甕 09)と 、須恵器の甕 は0・ 21)、 鉄鏃1(図286-25)の 出土があった。この内須恵器の甕は、陶邑

古窯 l■L群 Iの編年ではTK-43に 比定 され よう。 (小林 秀夫 )

⑤  128号住居址 (図48・ 176,図版91)

遺構 用地内南側のやや高い部分に位置す る。住居址の約半分に相当す る北東部分は奈良・平安時代 I

期の114号住 に切 られ、また、南東壁部は、奈良・平安時代Ⅷ期の124号住 と重複す る。壁は、南西壁お よ

び北西壁 と南東壁の一部が確認 された。垂直に近い立ち上が りを見せ、壁高は約15～ 30cmで ある。床面は

ほぼ平坦で、 114号 住に当たる部分 との レベル差はない。柱穴は、西隅か ら少 し北西に寄 った ところに 1

個Plが あ り、深 さ35cmを計 りしっか りしているが柱穴 としては大 きす ぎる。他については不明である。北

西壁の中央付近に石組粘土 カマ ドがあった とみ られ、袖石 らしき石が 2個 と焼土が残存 している。 114号

住 と重複す るため、肝心な部分は不明である。

遺物 土師器不Dd3(図 176-1)O Cc2(2)・ G Ⅱb2(3)、 小形壷Cb3(4・ 5)、 小形甕 A(6)、 甑Bb3(7)、

甕 (8)が出土 している。 4。 5の 短頚壷の器形は須恵器の影響を受けた もので、この時期の特徴的な土器で

ある。 7の甑は小形で、単孔である。 2は床面か ら、他は覆土出土である。      (岩 崎 孝治)
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イ)古墳 時代 Ⅱ期

①  7号住居址 (図 5・ 70177・ 285,図版33091・ 920100)

遺構 遺跡用地内北隅に検出された。北西か ら南東にかけて約%程が用地外へ出てお り、大部分が未調

査である。なお、周辺には遺構が多 く、南側に縄文時代前期の 6号住、西側に同 じく16号住 ・22号住があ

ったため、その覆土中に掘 り込 まれた住居址である。また、本址南東側は、同時期の 9号住 と切 り合って

いるが、用地外へかか って しま うために新旧関係は確認できなかった。カマ ドは調査範囲内では検出で き

ず、柱穴は西隅中央寄 りに 1本検出 した。床面か らの深 さは62cmを測る。壁は南壁 の 6号住 との切 り合い

部分以東が ローム層的で良好である。西壁は、貼床 とその上に散在する焼土の範囲状況を確かめて確認 し

た。壁高は、はっき りと検出できた南壁部分で約30clnを 測 る。床面は、他の遺構 との切 り合いのない南東

部は ロームであ り、他の部分は黒色土の貼床で、全体的に軟弱な状態であった。焼土が本l■L北西部か ら中

央部床面上にかけてかな り広い範囲で残存 してお り、その厚 さは最大 4 cm位、用地外へ向か って徐 々に量

が増えてい くようである。火災の痕跡なのであろ うか。

遺物 出土品は少ない。土器はほとんどが床面か らの出土で、不、高不、甕があ り、須恵器片 も見 られ

る。手捏ね不 AI(図 177-4)は 、南西隅、床面焼土中か ら完形のまま出土 した。土師器では不Cc2(1)・

同 G Ⅱ b3(2)、 甕 AI(6)、 黒色土器の不 G Ⅱ b3(3)、 高不 A(5)な どが計測できた。鉄製品の うち、環 (図

285-5)は 、銀鍍金 してあり、床面からの遺物である。検出時、環の下には、ワラ、或はカヤの炭化 した物が

付着 していた。また、細長い鉄製品 (6)は 、紡錘車の軸にで も使用 された と思われる。  (高 桑 俊雄 )

②  9号住居址 (図 7・ 178,図版35)

遺構 用地内の北東隅で発見 されたが一部用地外にかかる。東・南側は ローム層を掘 り込 んでいるため、

残存状態のよい壁 と、 よく叩 きしめ られた床面が残る。 この部分での残存壁高は10～ 22cmで ある。西か ら

北にかけては、縄文前期の 608016020号 住の一部 と、土鉱 9012015～ 19の 上部を掘 り込んで貼床 し

たはっきりしない床面であ り、壁 も確認できなかった。 7号住 とは用地内でわずかに接 しているが、切 り

合じ:ヽ 関係を確認す るところまで至 らなかった。覆土は ローム粒混入の黒褐色土である。カマ ドは西壁中央

やや北寄 りに存在 したと思われるが、この部分が耕作による攪乱を受けてお り、焼土や石が散在す るのみ

で位置ははっき りせず、規模・形状は不明であるが、石組粘土 と思われる。 ピットは、北西隅に 1、 南西

隅に 3、 南壁ぞいに 2の計 6個 ある。この うちP10P6は柱穴 と考えられるが、P3～ P5は 8～ 1lcmと 浅 く、

柱穴 とは考えに くい。また、P2は上部が貼床 された ピットである。 ピットの覆土は ローム塊混入の黒褐色

土である。住居 l■L北側の床面は前述 した通 りのはっきりしない貼床であ り、この他の ピ,卜 は確認できな

かった。遺物は茜壁ぞいの焼土周辺 より出土 している。特に甕の破片が多い。

遺物 図示できるものは 4点である。横方向のていねいな箆磨 きの上へ黒色塗料を塗 った土師器不 GⅡ

b3が 2点 (図 178-1・ 2)、 いずれ も小破片である。また壷 AⅡ (3)、 小形甕 AⅡ (4)も 出土 しているが、

いずれ も図上復元 した部分の%～ %の破片である。

③  13号住居址 (図 9・ 178・ 291,図版33034093094)

遺構 遺跡用地内北隅、千鹿頭社遺跡 と本遺跡を画する市道東側に検出された。 7・ 9014住 と同時期

で、さらに昭和49年度に調査 された千鹿頭社遺跡の10012号 住 とも一群をなす ものである8本址の南東に
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は、これ もまた互いに切 り合 う縄文時代前期の 608016022・ 24028号 住があ り、本址はその うち16号

住の北西側をわずか に、また、24028号住も一部切 っている形 となっている。現地形は北への傾斜地である

が、北側は市道手前へ行 くに従い耕土下の黒土層が非常に深 くなってお り、そのために本址 の南半は ロー

ム層までの掘 りこみ となっているが、北半は ロームまで達せず、壁断面をみて も北側は黒土が深 く落ちこ

んでお り、床面にもロームの貼 りがみ られる。 この事はまた、先述 した市道 とその南側を流れる用水 との

下に何 らかの遺構の存在を うかがわせ るものである。壁 もまた地形に従い、南西は50～ 60cmの 高 さで確認

できたが、北側は、周溝によりかろ うじてその境を確認できたにとどまった。北西壁中央やや北寄 りに作

られた石組粘土 カマ ドは、平板状の石を両側に立て並べて袖石 とし、その外側 を灰や ロームを含む黒色土

で固めてある。袖石の手前には細長い平石がわたされ、右袖石の内側には りついた状態で土師器甕片が出

土 している。カマ ド焚 き口には焼土 とその周 りのかな り広い範囲の床面に焼土混 り黒土があったほか、 カ

マ ド右側の住居址北隅に径 100 cm、 厚 さ 6～ 7 clnの 焼だま りがみ られた。この灰だま り付近を除 く全周に

はっきりした周濤が巡 っている。床面は貼床 も含めて周縁部は良 く叩 き固め られているが中央部に近づ く

に従い軟弱 となってお り、主柱穴はPl・ P2° P3・ P4の 4本 と推定 される。なお、 カマ ド手前にあたる部分

とP2周辺の、床面 よ り5～ 15cm上層に、こぶ し大～径40cln程 の板状や棒状の石が検出されたが、本址や本

址の床面施設 との関連は不明である。

遺物 床面 よ り土師器が多数出土 している。カマ ド左側の壁近 くの床面 より4個体 の完形 の土師器の甕

A・ AⅡ や小形甕 AI(図 9-1の土器 4・ 506・ 10,図 178-8010・ 9)が壁側 にむかってたおれた状態で

出土 したほか、西隅の床面 より30crn上の覆土内より土師器不 G Ⅱ b3(図 9-1の土器11,図 178-7)が 底 を

上に して出土 している。他に土製品 として覆土上層 より土錘 IC3点 (図291-46～ 48)と 留金具 2(図285-

8)が発見 された。 (小池  孝 )

④  14号住居址 (図 8・ 177,図版34・ 91094)

遺構 遺跡の北端にある。縄文前期の11号住を切 り、北側は流出土で荒れている。P6か らPl方 向への壁

線 らしく図示 されているものは傾斜を示す落 しの方向が逆方向で、壁線ではな く耕作によって攪乱され10

～20cmの段差を持 って、西或いは北へ落ち込むことを示す線である。壁が残 るのは東壁 と南壁で、壁高は

それぞれ29cm、 19cmで あ り、後者は11号住床面 との差である。西壁・北壁は破壊 されているが、方形の竪

穴住居址であった と思われる。壁残存部下には幅10～ 18cln、 深 さ数crnの 周濤がめ ぐる。床面は ロームで堅

緻である。カマ ドは西壁南 よ りにあった と推定 され、P2脇 に焼土がわずかに残るだけである。主柱穴はPl

～P4の 4個 であ り、P5～ P7は補助柱穴か建て直 しが行われた ものか と思われる。P8は 108× 106cm、 深 さ53

cmの 袋状をなす貯蔵穴 と思われるものである。P9は 11号住の柱穴痕 と思われる。

遺物 出土量 は多 くない。図177-8013は床面、他 は覆土か らの出土 である。土師器塔 3点 の うち

GⅡ (7)はほぼ完形で暗赤褐色を呈 し、内面に漆黒彩がみ られる。小形甕 AI(11)OAⅡ Qの ・ B(9)の 3

点、甕10点 中のAI(lo 0 14)。 A(15)、 鉢 B b3(8)、 高不 5点、他に甑、高不片などがある。(伴  信夫)

工 奈良・ 平安時代 の遺 構 と遺 物

ア)奈良 。平安 時代 I期

①  31032号住居址 (図17017902870291,図 版95)
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遺構 発掘区南西部の路線内ぎりぎりの所で検出 した 2軒の竪穴住居址であるが、発掘時での検出状況、

出土遺物等か ら判断 して、両者はさして時間差のない段階で建て替えられた可能性 もあ り、 また、後述の

ように、31号住のきめ手 となった、土坑 7:南部の床面の一部 と考えられるものが、住居址の床面であるか

否な、判断に苦 しむ所である。従って、本報告では、両者を切 り離す ことな く、一括 して報告す る。

31号住は周溝、カマ ド等の検出はできなかった。僅かに、土拡71の 南部に 1。5m四方の範囲に、かな り

良好の床面 と思われる堅 く踏みかため られた部分が認められた。 これを もって、住居址の存在を想定す る

には根拠は乏 しいが、発掘時の所見を尊重 してお く。床面想定部分には多 くの土拡 とピッ ト群が検出され

たが、それ らが本住居 l■Lに ともな うものか否かは確認できなかった。

32号住は、31号住の北側に接 して検出された。西壁 と北壁、お よび北壁中央部分に構築 された石組 カマ

ドと、床面、柱穴等を検出 した。 しか し、東壁部は用地外にのびて検出できず、また南壁部分は、31号住

とほぼ同一の レベルの床面で接 し、その両者の境界は明 らかにできなかった。床面は西壁ぞいの約半分は、

かな り良好な状態で検出されたが、東壁ぞいについては、黒色土中にあ り、はっきりできなかった。床面

上には、土拡等が多数検出されたが、 この うち、 Pl・ P3° P4・ P9が その位置、深 さ、規模等か ら、本 l■Lの

主柱穴 と考えられるものであろ う。ただ し、P9の位置が北壁 ぎわに寄 りす ぎ、 ピッ トか ら考 えられる柱の

配列は台形状 となる。カマ ドは板状の安山岩を用いて築かれてお り、かな り残存状態は良い。

床面上に検出された土拡群は、主柱穴を除 くと計16個あ り、それ らの うちの大半は路線幅に接 した住居

址東壁付近に列状にあった。調査時では確認できなかったが、図面上の整理では、これ ら土拡群の一部は

総柱の堀立柱建物址の可能性 も考えたが、柱間隔が一部では 3、 4mに もな り、間隔が広す ぎる。しか し、

土拡810P2ヽ 土拡71074・ 76、 P5は 1つ の規則的な配列 と一定 の深 さを もち、 しか も、それ らの大部分が

32号住 よりは新 らしいものであることと、調査時に堀立柱建物址 の検出方法を とり得ていないこと、路線

外にも土拡群が検出される可能性 もあること等か ら、見落 し、未検出の堀方 (土拡)も 予想 されようが、現

段階では何 ともいえない。

32号住 よりも後 l当 と考 ,こ られる土拡、 ピットヤま土拡81071072・ 76077078が 考えられる。ttL拡 71072

は切 りあい関係にあ り、土拡71は P3ヽ 土拡72を 切 って構築 している。土拡72は31号住床面を切 ってお り、

また、土拡77に は、32号住にともなう焼 土が、 その 埋土内に流れおちている。土拡71072076か らは須恵

器、土師器小片 も出土 してお り、遺物の点か らも裏づけ られる。その他の土拡については出土遺物だけで

は、その時期・性格等についてははっきりしない。

遺物 大部分は32号住の想定床面部分か ら出土 したが、31号住 とした地域か らも一部が出土 した。 しか

し、出土遺物か ら時間差は認め られない。土師器鉢 (図 179-8)、 高不 (13～ 1⊃ 、甕 A(9・ lo)OB(11)、 須恵

器不Aal(1)・ A Ⅱal(2・ 3)・ B(4)、 蓋 AⅢ (5)・ BI(6・ 7)な どの土器類 と子持勾玉 (図 287-3.が あ

る。高不は長脚 と短脚 とがある。長脚部外面は箆で縦方向にす るどく削 り、面取 りを している。内面は横方向

に右まわ りに箆削 りがなされている。不部は婉状のものであろ う。子持勾玉は32号 住西北隅で、床面 より

約10cmほ ど、浮いた状態で出土 し、本址にともな うものか否かはっきりしない。なお、土錘 I(図291-69)

がある。 (笹沢  浩 )

② 44号住居址 (図2301790273)

遺構 用地内調査区中央より少し南東部に寄ったところに検出された。北 0東両側に縄文前期の98・ 104

号住が一部重複するが、本址はそれらの上に貼床 して構築されている。黒褐色土から礫混 じりのローム層
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に掘 り込んで構築 された住居址である。残存壁高は10～ 13clnを 計るが、壁の状態は礫が多 く良好 とはいえ

ない。なお、北東壁は破壊 されている。床面は、柱穴のまわ りおよびカマ ド付近には、 しっか りした部分

もあるが、全体に小礫が 目立ち凹凸が多 く98・ 104号 住に重複す る部分はよくない。各 コーナーには しっ

か りしたPl～ P4の 主柱穴が規貝J的に並ぶ。カマ ドは、耕作によって壊 された ものか、その痕跡をわずかに

残 しているだけである。すなわち、北西壁 の中央に袖石 とお もわれる平石が残存 し、そのまわ りに焼土が

堆積 している。そ こか ら土師器甕片が出土 している。

遺物 土師器不 AI(図 179-16)が 床面か ら、甕Aは8)が カマ ド付近か ら出土 している。 また、石器 と

して、南西壁際の西隅付近の床面か ら出土 した頁岩製の砥石 (図273-1)が ある。    (岩 崎 孝治)

③  77号住居址 (図38・ 1790263,図版41)

遺構 遺跡地用地内の南半の中央やや西寄 り、奈良・平安時代 I期～Ⅳ期の住居 l」Lが集中す る うちの南

端 といった位置に単独に検出された。同時期の遺構 として北東に31・ 32号住、西に1140133号 住がある。

なお、切 り合いではないが、上層の大部分を後世 の遺構であるフン ド4がおおい、さらに北には柱列 2が

ある。隅丸方形 プランを呈 し、壁は良好、床面 もロームの叩きで大部分良好だが、図38上でPlと P2を 結ぶ

線の外側か らP3に かけての一点鎖線で囲まれた部分は軟弱でかつ、やや低 くなっている。中央やや北寄 り

の床面に焼土がある。カマ ド右前の平石はその上面が床面 と同 レベルであ り、地山の石 と判断 される。カ

マ ドについてはその詳細な実測図がないため発掘時の所見を引用す ると、「カマ ドは北壁 中央に石組粘土

カマ ドがあった。袖石は立 ってお り、壁の線 より外側 に支脚石 も立 っていた。内部に土師器片が散乱 し、

焼土 もあ リカマ ド内より骨片の小指頭大のものが 2～ 3点 出土 した。焼土は径60cm、 深 さ5 cmで ある。」と

ある。表土および黒土が浅 く、先述の床面状況 も含めてある程度の攪乱が考えられる。

遺物 出土量はやや多いが図示できるものは少ない。土師器の小形甕 AⅢ (20)、 カマ ド左側 より出土 し

た壷 (図 179-21)、 須恵器不 (19)の 3点は共に床面出土である。なお、カマ ド上面 に張 りついた状態で土

師器甕胴部破片が検出されている。石製紡錘車 (図263-13)が覆土か ら出土 した。    (小 池  孝)

④  l14号住居址 (図48018002860291)

遺構 用地内調査区西側の用地境界線際で南北方向の中央 よりやや南側寄 りに検出された。壁は北西壁

の西半分が西隅を含めて検出されたのみである。西隅の壁高は15cm前後であるが、砂礫混 じりで良好では

ない。南西壁は、古墳時代の 128号住を切 る形になるわけであるが床面の レベル差 もな く、立ち上が りは

認め られなかった。また、南東壁部は、平安時代の 124号住により切 られているが、南隅付近でわずかに

立ち上が りがみ られる。北西壁の中央 よりやや西隅倶jに寄 った ところにカマ ドがあ り、石組粘土 カマ ドと

思われ、両袖石 と支脚石がほぼ原型を留めて残存 していた。内部には焼土が約15cmの厚 さに堆積 してお り、

そ こか ら土師甕片が約 1個体分出土 した。カマ ド付近の床面は、貼床がみ られ良好であるが、他の部分は

小礫が 目立ち荒れている。また、床面中央 よりやや北東へ寄 った ところに焼土が見 られるが性格は不明で

ある。柱穴は 4個 と推定 されるが、P10P4は 規則的な位置に存 るが、P2° P3はヽややはずれている。

遺物 土師器不 AⅢ (図 180-5)、 小形甕 AⅢ (8)、 甕 C(1の 、須恵器鉢 (1)、 蓋 AⅢ (2・ 3)´ 、不 AⅢ

a3(4)・ A al(6)が 出土 している。 5は内墨で内面緻密なヘ ラ ミガキが施され光沢のある焼成良好な土器

で、該期の好資料 といえよう。 7の 須恵器は鉢に、また 9は不に分類 される器形になると思われる。なお、

1の 須恵器鉢はこの住居址に伴 うものか どうか疑間である。他に、土錘 I Baノ (図291-35)、 刀子 (図286-
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15)力 出`土 してい る。 (岩崎 孝治 )

⑤ 133号住居址 (図49・ 180,図版47)

遺構 用地内調査区中央部から少 し南方寄 りに位置する。黒褐色土を掘 り込んで構築され、縄文前期の

119号住の北隅および北西壁の約半分を破壊 している。また、西側で117号住 と、北西側では 115号住 と重

複 しているが、その部分は覆土中に各々の住居l■L床面の貼床が見 られる。すなわち、本址は、切 り合い関

係にあるそのふたつの住居l■Lよ り古いことがわかる。壁は礫が混 じり良好ではない。なお、南東壁は 119

号住の床面を19～ 27cm掘 り込んでつ くられている。床面はやは り礫が目立ち凹凸がはげしい。柱穴は検出

できず不明である。カマ ドは北西壁の中央に在 り、石組カマ ドの痕跡を残す。左倶jの袖石が くずれて内部

に落ち込んでお り、中央部には 7 cm前後の厚さに焼土が堆積 している。その中から土師器の甕破片が出土

している。

遺物 黒色土器不 Aェ (図 180-11)、 土師器甕 A(12・ 18)・ F(14)、 須恵器蓋 (lD、 横瓶 (1つ がある。14

の底部には木葉痕がみ られる。12・ 13016が 床面、他は覆土か らの出土である。     (岩 崎 孝治)

イ)奈 良・ 平安 時代 Ⅱ期

①  142号住居址 (図5401810290,図 版38092095)

遺跡の中央やや北寄 り、西側の用地界近 くに位置す る。地形的には遺跡内では高所で、西か ら東への傾

斜面である。住居址、土拡が複雑に重な り合い、柱穴・ ピッ トなど前後関係の決定はかな り困難であった。

切 り合い関係は直接かかわ るのは 6軒である。北東側で縄文前期の66号住、南東側隅で縄文中期の50号住

を切 り、西側壁で奈良 0平安 V期の55号住 に切 られ、本 t■Lの中央を奈良・平安Ⅳ期の57号住、同Ⅵ期の60

号住に貼床 されて切 られた状態になった。 したがって住居址内施設、壁は攪乱されている。

遺構 隅丸方形 の竪穴住居 t■Lで、カマ ドは北西壁の中央に、袖石の一部の板石 と、焼土の一部が残 って

いる。柱穴はPl～ P4ま でが主柱穴 として対応す るものと思われる。他にも多 くの ビットが検出されている

が関連がつかめないままである。壁は北東壁を除いてよく残 り、壁高は60cIIn～ 50cmで ある。東壁は切 り合

いの関係などで不明の部分がある。床面は土拡、 ピッ トなどが重複 してお り判然 としない。遺物 の出土状

態は各時期混在 し、覆土内出土の遺物 も多い。

遺物 土師器、須恵器が出土 している。土師器は不 AⅡ (図 180-1・ 2・ 3)、 甕 F(lo 0 15)OA(14)、 高

不 (11)で、 1は黒色土器である。須恵器は、不 AⅡ (4)・ AⅢ (506)・ BⅡ (7)、 蓋 (8)・ C(9)・ BⅡ

(13)、 高不脚 (12)、 短頚壷 (17)、 広 口鉢 (16)の 出土があった。遺構の項で既述 したように、複雑な切 り合い

関係があり、遺物 も混在 している。また、覆土内出上の遺物 も多い。他に土器の様式的な検討から、57060号

住覆土内出土の中にも本 t■L出 土遺物 と考えた方が よいものも存在す る。例えば 105・ 6・ 9011・ 120

15な どである。 8は様式的に他か らの混入品 と思われる。このほか、土錘 4(図290-10～ 13)の 出土があっ

た。総てA-1類 である。 (小林 秀夫 )

ウ)奈良・平安時代 Ⅲ期

①  4号住居址 (図 4・ 5018202630285,図 版93095)

S TA109+00の東側、遺跡地用地内ほぼ中央の北への傾斜地より検出された。本址の北にあり互いに重

複する 2・ 3・ 5号住のうち、奈良・平安時代Ⅶ期の 5号住が本址北壁を切 りながら床面より2～ 3 cm上
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へ黒土の叩 きの床面を伴いなが ら約 3割程度重複 して構築 され、さらに 5号住の上層に構築 された奈良・

平安時代Ⅸ期の 3号住が本 t」Lの覆土をわずかに切 りとっている。なお、 30405号 住がす っば り入るよ

うな広い範囲の住居 l■L上層にフン ド1が ある。

遺構 不整なが ら隅丸方形の ローム層まで掘 り込 まれた竪穴住居址で、壁は地形や切 り合いか ら西 と南

の壁が検出されたのみであった。 ロームの中に多量の礫が混入 してお り、床面上にそれがみられると共に、

床面を凹凸の激 しい ものに している。またその北東隅は範囲を明確につかむことができなか った。柱穴は

不明だが、P2° P4° P8と P12の東隅のビットの 4本 とも推定 される。北西壁中央北寄 りの床面に焼土面が検

出されたが、これは 5号住構築者によって破壊 されたカマ ドの痕跡であろ う。なお、本址北隅の土拡33か

らは縄文前期 Ⅱ群 2類の土器片が出土 している。

遺物 土器、石製品、鉄製品がある。土器は本期の良好は資料であるが、Pl内壁に底を上に貼 りついた

ような状態で出土 した二・三を除 き、1総て覆土出土である。黒色土器不 AⅡ (図 182-1)e c Ⅱb3(2)、 須

恵器不 A Ⅱal(3・～5)・ A tt al(7)O AⅢa3(6)、 土師器は,甕 B(14・ 15)C(9)・ D(10～ 13)、  と小形甕 AⅡ )

16)・ AⅢ (17)が ある。石製品 として滑石未成品 (図263-15)の 他に滑石片が 2点 (内 1点はPl内 )出 土 し

ている。鉄製品 (図285-1～ 3)の うちの鉄鏃 (1)は P5の西、床面上23cmに あった。帯金具 (2)は残欠、

刀子 (3)は覆中である。

ここで、本址 の所属す る住居 l」L群中の順序を古い順に並べ ると以下の様になる。なおカ ッコ内は各住居

t■Lの 奈良・平安時代 の所属時期、それに続 く数字は床面の標高である。

4住 (Ⅲ 期 )815。 12m→ 5住 (Ⅶ 期 )815。 15m→ 2住 (Ⅶ 期)814.82m→ 3住 (Ⅸ 期)815.16m

これ等の住居址はまた、図 405の 様な位置関係で順次構築 されたのである。従 って、 3号住の掘込み

内にあった、 5号住のほぼ 6割 の覆土、 4号住、 2号住の覆土の一部 もその外へ動かされていることにな

り、また 3・ 4・ 5号住の床面の間には 3～ 4 cmの 比高差 しかないほど、遺物の錯綜、遺構 の重複の激 し

い一帯である。なお、 これ等の住居址はすべて北西の同一主軸方向を向いている。 (小池  孝)

②  91号住居址 (図31・ 1830291)

遺跡の中央部西側の傾斜面に位置する。耕作時の攪乱によって竪穴住居 l■Lの 約半分が破壊 されている。

切 り合い関係は、直接かかわ っているのは、住居 l■L内 西側中央の土鉱 1:4で ある。土拡 114は、出土遺物

か ら縄文前期の諸磯 A式期 とされるもので、埋めたてて貼床を行なったものであろ う。住居址外では縄文

中期の65号住 と東倶1の 壁を接す る。

遺構 約半分のプランの残存 のみで特別 の遺構はない。西北壁の中央部にカマ ドの残欠があった。ほと

んど破壊 されて、石組の一部 と焼土の広が りを確認 したにす ぎない。壁面 も東側の壁で10cm前後残 ったに

す ぎない。床面は一部に堅い部分が残るだけで他は確認できない。

遺物 量的には多 くないが、土師器 と須恵器、土錘が出土 した。須恵器は蓋 BI(図 183主 1)、 不A Ⅱ al

(2)・ A Ⅲ al(3)の 3点、土師器は甕が中心で、小形甕 AI(4)、 甕 D(506)の 3点 である。この うち 5

はカマ ド内、 6は覆土内出土である。土錘 (図291-31)は I Baが 2個 出土 している。 (小林 秀夫 )

③  l17号住居址 (図49・ 1830286,図版47)

遺跡の南側の西よりの用地界近 くから検出された堅穴住居 l■Lで、遺跡内では地形的に高い位置にある。

付近は遺構が密集 し複雑な様相を呈 しているが、本t■Lはその南端部にあたる。直接切 り合い関係にある住
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居 l■Lだけで も、縄文前期 の‖9号住、奈良・平安 I期の133号住、同Ⅶ期 の i15号住がある。礫混 りの ロー

ム層内へ切 り込 まれた住居址で、住居址 の上層への切 り込み面、土層などは耕作時の攪乱に よってほ とん

ど観察困難な状態であった。壁 の構築、床面の レベル、出土土器の編年などか ら各住居 l■Lの切 り合い関係

をみると、119号住の北西部を133号住の南東壁が切 り、逆 に133号住は115号住にその北東壁 を切 られた も

のと思われる。 したが って、本址の残存部は、住居址 の北西部のみで、北西壁中央にカマ ドがあるのみで、

他の施設は検出されなかった。

遺構 残存 している部分で推定す ると、隅丸方形の胴部がやや張 るプランとなる。カマ ドは北西壁中央

部にあ り、やや くずれた形態で、両袖部が残 っているのみで、石組のほ とんどは破壊 されている。焼土は

広 く残 り、その範囲は80～ 50cmで ある。壁は北西か ら南西壁 のみ残 り、壁高は最高で40clnで ある。他の施

遺物 遺物は総て床面出土である。土師器は 2点で、共に甕 (図 183-11)・ D(12)であ る。 須恵器 .ク ま広

口鉢 (7)と 不 A Ⅱal(8)・ AⅡ (9)・ A Ⅱa3(10)の 4点 である。刀子残欠 1点 (図286-16)の 出土があっ

スニ 。 (小林 秀夫 )

④  126号住居址 (図 53・ 1830286)

遺構 位置や切 り合い関係は 123号住居址に述べてあるので、 ここでは省略 したい。住居址の大半を i23

号住 に切 られて、住居 l■Lの 内部施設はほ とんど不明であるが、推定す るとやや胴張 りの長方形の竪穴住居

l■Lと なる。南西壁に焼土がみ られるが、カマ ドとす る積極的な根拠を持たない。柱穴の うち確実なのは、

P2のみである。壁は北西壁で15cm前後検出されたが、南東側は地形上、また後世の耕作によってほ とん ど

確認できなかった。床面は小礫がみえるが、 この面の上に貼床を行なっていた ものと思われ る。遺物の出

土状態は総て床面出土である。

遺物 土師器は不 AⅢ (図 183-13)、 短頚壷 (15)、 甕 A(16)、 小形甕 (17)、 壷 (10カ あ` り、この うち13は

黒色土器である。須恵器は蓋 BⅡ (14)1点である。鉄鏃 (図286-27)は、雁股式の類に入るものと思われる

が、先端部が欠失 していて不明の部分が多い。                    (小 林 秀夫 )

工)奈 良・ 平安 時代 Ⅳ期

①  30号住居址 (図1601840285,図 版95)

遺構 造跡のほぼ中央部に検出された住居 l」Lで、西側を奈良・平安Ⅸ期 の34号住に切 られている。黒土

中に掘 り込 まれた住居址で壁高はさだかではないが、東壁28cm、 西壁43clnで ある。床面は中央部か らカマ

ド寄 りは良好であ り、切 り合い関係が遺物検討の結果か ら逆転 し、本址の方が34号住 より古いとい うこと

になった。本址床面 より約20cln上部に、前記住居の床面が存在 したと考えられる。ただ し、調査記録では

この点が明記 してない。

カマ ドは東壁中央に石組が残存 し、支脚石 も残すが焼土は少な く北袖は土器で補強 している。カマ ド前

の床面には平板な石が多数ほぼ密着す る状態で存在 したが、カマ ドに使用 されていた石材であろ う。北壁

中央部下には本 l■L床面を 4 cm掘 りくばめた焼土部が認め られたが、性格は不明である。主柱穴はPl～ P4の

4個 である。

遺物 北東床面か らは須恵器蓋 BI(図 184-18)・ BⅡ (19)な ど 4点、カマ ドか らは土師器甕 B(25)・

D(26)の 2点が出土 し、床面か らの灰釉陶器の出土は皆無で覆土上層か ら灰釉の出土をみたとの記録があ

るので 、灰釉 (28～ 31)は 本址に伴出 した とは断定できない。一部は34号住に属す るのではないか と思われ
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る。また、須恵器蓋・不 (6・ 7)・ B a3(21)・ B a2(22)は34号住覆土の遺物であるが、時期差があ りす ぎる

ため、本 t■Lと の伴出の可能性をみるため本 l」Lで扱 っている。

土師器不 A(1)・ AⅡ (2)、 須恵器の不 B10BⅡ (3～ 5)、 蓋 AⅢ (7～ 9)は奈良・平安時代 I期の もの

で、明 らかに混入品である。須恵器蓋 (10～ 14)は端末を僅かにふ くらませ るだけで、同 BⅡ ・BI(15～ 18)

より古い形態を残 し、完形品 BⅡ (10011)は伝世 した住居 t■L廃棄時 よ り古い と考えて よかろ う。

本址 のものは15～ 27で、蓋iB Ⅱ (15～ 17・ 19)・ BI(18)の 5点の内、15017018は ほぼ完形か完成品の美

濃須衛産 と考えられるもので灰白色を呈 し、18は 0-10か K-7g号窯期の内面 ロクロ痕顕著なものである。

19は端末の形態に新 しさを感ず るものである。tt C Ⅱ a2(20)O Ba3(21)O Ba2(22)・ BⅡ (23)な ど4点が

あ り、以上は須恵器である。土師器では甕 D(26027)が ある。灰釉陶器はいずれ も破片であるが壷 (28)、蓋

C(29、 多嘴瓶 ?(30031)は 0-10号窯期で猿投産である。

鉄製品の鎌 (図285-11)は P3南の壁下床面、鋲状鉄製品 (19は Plの東倶j床面にそれぞれ密・着 して出土 して

(伴  信夫)い る。

②  35号住居址 (図 1801850273)

遺跡の中央部、東寄 りの地点で、西か ら東への傾斜面の一番谷倶jで検出された。本住居址 を境 日として

2年次に調査がかか り、検出状況は必ず しも明確でない。住居 l■Lの検出面は黒色土中で壁面がつかみに く

く、また床面 も黒褐色土 とロームによる貼床がなされ検出 しに くい状態であった。直接切 り合い関係 にあ

る住居 l■Lは 4軒、縄文前期の37号住、奈良 0平安Ⅶ期の36号住、同Ⅷ期の71号住である。本址は36号住 に

東壁を切 られ、反対側の西側は71号住に大半を貝占床 されている。

遺構 隅丸方形の竪穴住居址で、大半が切 り合い関係にあ り、住居 l■L内 の内部施設 もあま り残 っていな

い。カマ ドは、北壁の西倶I隅に石組のカマ ド残欠が検出されたが、石組がくずれ焚 口が一段 と低 くなって

焼土が厚 く堆積 していた。カマ ド内か ら甕の破片が出土 した。壁は北側 と西倶1に残 っていたが、壁高は約

13crrlほ どである。床面は黒褐色土 とロームによる貼床で、非常に軟弱であった。柱穴はない。

遺物  土師器は不 E I b3b4(図 185--1・ 2)・ E Ⅱ b3b4(3・ 4)・ C a2(5)O C Ⅱa2(6)と 、小形皿a2(120

13)、 甕 D Q7・ 10、 甕底部 (19020)で、この内黒色土器は 5・ 6である。また、甕17018は カマ ド内、 50

12013019020は 覆土内出土である。須恵器は11点、不 BI(14)・ BI(15)・ BⅢ (10)O C Ⅱa2(708)ec

Ⅱ (9)、 蓋 BⅡ (11)、 長頸壷 (16023)、 甕 (21・ 22)が 出土 した。この内 7～ 9011014016021022は覆土内

出土である。また、須恵器長頸壷の底部 (23)は 、樽崎彰一氏によれば鳴海32号窯 t■Lに比定 されるとい う。

砥石 (図273-4)は確質砂岩製で全面磨滅 している。 (小林 秀夫 )

③  57号住居址 (図290185・ 29σ,図版39)

遺跡地をほぼ南北に走 る用地内の西側、中央やや北寄 りの北への傾斜地にある本址は、深い掘 りこみを

持つ奈良・平安 Ⅱ期の 142号住 の覆土にす っば り納 まるような状態で検出された。床面が 1～ 6 cnl高 く、

プランは南西壁側が、西で 100 cm、 南で30cm縮 まっているが、他は 142号住 と全 く重なる。 この 142号住

は、北東倶1で、縄文前期の66号住 の上に床面を貼 ると共に50号住の一部を切 ってお り、さらに、本址の南西

に接す るように して奈良・平安 V期の55号住が、それを切 りなが ら、主軸方向をず らして本 l■Lと 全 く重な

る同Ⅵ期の60号住があるが、 これ ら2つはかな り上層に築かれた住居 t■Lで あ り、本址にはほ とんど影響を

与えていない。
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遺構 主軸方向の長い長方形 プランを呈する竪穴住居址である。壁は良好であ り、検出面か ら床面 まで

の深 さは地形に従 って南西側で50cm、 北東で 5 cmを 測 る。床面は、特にカマ ドを中心 とする北西側が良好

な叩 きであったが、南東側は、発掘時点では確認 されてお らず、軟弱なものであった らしい。南東壁下か

ら北東壁下の一部にかけてやや幅広の周濤がめ ぐる。床面には、比較的浅い ピットがい くつかあるが、整

理段階の初期で、主柱穴 としてP2° P4° P7° P5を 比定 してある。 P2° P4は浅 く、P5° P7は ヽ 142号住図中

のP3° P4と 同位置であ り、疑間 も残 るが、初期 の判断に従いたい。北西壁やや北寄 りに石組粘土 カマ ドが

ある。本址を構築時に、北西壁ほぼ中央にあらわれた 142号住のカマ ドの、竪穴内にかかる大部分を破壊

し、そのす ぐ北側に構築 した状態であ り、 142号住のカマ ドの石を転用 した可能性 もあろ う。力■ ドは、

袖石を立て並べて粘土で固定 した上に、両側か ら平石をせ り出す ような形で組み合わせてあ り、多分全体

を粘土で固めてあったであろ う。壁に近い部分には、石組・粘土共に検出されなかったが、破壊 されたの

か否かは不明である。内部は良 く使われてお り、10cmの厚 さの焼土がみ られた。屋外施設はない。

遺物 南西側に比較的多い。土器は、住居址 の切 り合いがそのまま反映 して非常に複雑であるが時期を

加味 して図のようにまとめた。すべて小破片で覆土 より出土 している。tt E Ⅲb3b4(図 185-24・ 25)の 土師

器の他は須恵器である。短頸壷が 2点 (26・ 31)、 蓋が B10BⅡ ・ Dな ど5点 (30,33～ 36)、 率 では Ⅱ・ A

Ⅲ・ BⅡ など4点 (27～ 29・ 32)も ある。なお28は N-32(檜崎)と い う。他に土錘 (図 290-1～ 9)が 9点 出

土 してお り、内 2点が床面出土である。総て IA類 であ り、当遺跡出土同類の半数にあた り、切 り合い関

係にある、 142・ 60055号住か ら出土 した同類を合わせた15点 とい う数字は、全出土数19点 の80%に当る

と共に、 1セ ッ トを推定 していい数字ではないか と思われる。なお、土器形式か らみて図中の「土師甕底」

「須恵壷胴」は142号住の遺物 と解釈 した。 (小 池  孝 )

④  123号住居址 (図 53・ 186,図版95)

遺跡の南側 の中央部に位置す る。全体的にフン ド4におおわれ、礫群内に住居 l」Lを構築 した もので、壁

面の一部には小礫や50cm大 の礫が混入 している。また、西か ら東への傾斜地のため東側の壁は検出 しに く

い状態であった。切 り合い関係は住居 l■L西側で奈良 0平安Ⅲ期の 126号住を切 り、住居址周辺に検出され

た柱列群を も切 っている。柱列群、 フン ド4、 土拡などとの前後関係 も検討を要す る面 もあるが、住居址

の切 りこみ面、地形上の制約か ら不明の部分 もある。

遺構 隅丸方形のくJヽ 形の竪穴住 居址である。東側壁をのぞいてほぼ全体 のプランが確め られた。カマ

ドは北西壁中央に袖石の一部 と焼土が見 られた。柱穴は確認 された もので 2本、Plと P2で ある。他に西側

の壁近 くで、 2つの ビットがみ られたが柱穴 とは考えられない。壁はほぼ全周するが10cm～ 15cmと 低い。

床面は礫が混入 していて安定 していない。

遺物 土師器、須恵器を中心に 8点出土 した。ほとんど覆土内出土である。床面出土は土師器不 E Ⅱ b3

b4(図 186-2)と 甕 F(8)で ある。他覆土内出土は、不Eb3b4(1)ヽ 甕 D(7)の 土師器 と、蓋 BⅡ (4)、

(小林 秀夫 )

① 55号住居址 (図28018802630285,図 版38〉

遺跡地用地内西側縁中央やや北寄 りの北への傾斜地で用地外にわずかかかる状況で発見された。地表か

ら床面までが浅 く、耕作によると思われる撹乱が傾斜の下方で床面までおよんでいる。北東側に 3軒の重

不 B Ⅱa3(5)・ BI(6)の 須恵器に分類される。

オ)奈良 。平安時代 V期
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なる住居址があるが、本址はそれ等のいずれ ともわずかなが らかかわ りを持 ってお り、i42・ 57号住の上に

乗 ると共に60号住に切 られている。

遺構 先述 した事情により、北東倶jの 床、壁に不明な点が多いが、一辺 7.5mの隅丸方形の堅穴住居址 と

と推定 される。発掘時に確認できなかったカマ ドの位置を用地外の南西壁 とすれば、主軸方 向 N-135° 一

Wと な り、87号住 と共に当遺跡では特異な主軸方向を示す ことになる。床面は全体に軟弱で南東壁下のみ

に周溝がみ とめ られた。柱穴は確認できない。

遺物 土器 は土 師器 の不 EⅡ (図 188-1)、 甕 C(3)、 黒色土器不 CⅡ a2(2)が ある。なお、住居址南隅、P6

の南西に40点の棒状礫がほぼ向きを同 じくして床面上にかためて置かれた状態で発見 された。多少のバ ラ

ツキはあるものの長 さ約 12cln、 重 さ150～ 3009、 損傷やわずかにみ られる加工痕 と民俗例か ら考 えてむ し

ろ状編物のお もりと考えられる。なお、その詳細は後章を参照 されたい。その他刀子 (図 285-23)、 土錘 が

出土 した。また、同 じく本址南隅に 2つ の持殊磨石 と 1点の凹石があったが、遺物処理の段階で本址 とは

無 関係のものとして処理 されている。 (小池  孝 )

②  76号住居址 (図 37・ 186・ 291,図版96～ 99)

遺構 発掘区中央部か ら東南に寄 った ところにある。南西部は96号住を切 ってお り、南東隅は 112号 住

上にある。砂礫混 じりの褐色土層中に掘 り込まれてお り、壁な ど明確でない。柱穴 と考え られるような ピ

ッ トは検出できなかった。北壁の一部が明確であるが段差はわずかである。石組粘土 カマ ドであった と考

えられる礫群 と焼土が北壁際にあるが原型は保 っていない。4。 3× 4.Om程度 の方 形 プランと考 え られる。

遺物 須恵器、土師器がほぼ同量、黒色土器が少量ある。須恵器は不 C Ⅲa2(図186-17)。 CⅡ (100B

Ⅱ (19)、 蓋 BI唸 め、甕 (25)や横瓶がある。土師器では不 E Ⅲ a2b3(9)・ DⅡ (lo)・ CⅡ (11・ 10 0C Ⅱa2

(12・ 15)・ C Ⅱ a2a3(16)、 皿 B Ⅱa2(13)、 甕 C(24)・ F(20)、 小形甕 (21)な どバラエティーに富 む。13～ 16は

黒色土器である。不類の高台の有無の割合はいずれ もほぼ同量である。 9には墨書がある。がある。図化

図化 しえた ものもほとんどが破片である。土錘 (図291-51)が 6個 出土 した。 (土屋  積 )

③ 78号住居址 (図 37・ 1871:289,図版41095)

遺構  STA 109+20の 西側、遺跡地用地内中央やや南寄 りの北東への傾斜地に他の遺構 との切 り合い

無 く検出された。付近には76・ 790940105号住など本址 と同時期の住居址が集中 している。礫混 リロー

ムにわずかに掘 りこまれた堅穴住居 l■Lら しく、検出時にすでに北東壁 と北隅の床面は確認で きず、遺構外

と推定 される礫群によってその範囲を推測 した。 1辺 4mの小形の住居 l■Lである。床面はわずかに貼 り床

がみ られるが大部分不良であ り、南半壁下に両端に浅い くばみを持つ周溝がめ ぐる。柱穴は不明、北東壁

やや東寄 りの50× 40cmの範囲に、周 りに方板状の石 2個をもつ15cmの 厚 さの焼土が確認 されたが、石組粘土

カマ ドの痕跡 と推定 されると方板状の石は袖石でで もあったろ うか。

遺物 少量である。黒色土器の婉 A tt a2a3(図 187-1)が床面上に伏 さった状態で発 見 され た。 他は

覆土で須恵器甕 (2)、 蓋 BI(405)、 不 C Ⅱa2(7)力 あ`る。なお覆土か ら、聖宋元宝、元祐通宝 の各 1点

(図 289-16・ 17)が 出土 してい る。 (小池 孝 )

④ 79号住居tIL(図 390188・ 291,図版42097098)

遺構 調査区の中央南寄りに単独に検出された。東南から北西に向ってゆるく傾斜する地形上の礫まじ
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リローム層を掘込み、北西部は黒色土の中に構築 された住居址である。カマ ドは北東壁ほぼ中央にある。

石組粘土造 りで、天丼石 と左側の袖石は外 されてお り右側の石組は 3イ固残 り、その奥に60× 80cmの転石が

あ り、その傾斜を利用 して煙道の入 口としている。焼土は 5 cm前 後の厚 さで火床に残 っていた。柱穴は東

隅 と北隅の P10P2の 2個で、反対側にはない。屋外の存在が考えられるので精査 したが検 出できなか っ

たが、西南側の地形 よ りみて住居の構築は可能である。壁は東南側は良好で、北西側は黒色土のため良 く

ない。東隅 と北隅西寄壁には転石がそのまま残 されている。壁高は東隅で30cm、 南隅で80cmを測る。周溝

は東隅か ら西南壁中央部に達す る幅10～ 20cm、 深 さ 5 cm前 後の浅い ものである。床面は礫 ま じリロームで

良 く、西隅は黒色土でやや堅 くしまっている。 カマ ド右前方 20cmの床面上に%個 体 の土師器不 (4)と 北隅

東寄の壁直下に完型の黒色土器不 (5)が、南壁中央直下の周溝上に %個 体 の須恵器不 (6)が 出土 した。

遺物 床面上か ら土師器不 E Ⅱ a2b3(図 188-4)、 黒色土器不 C Ⅱa2(5)、 須恵器不 C Ⅱa2(6)の 他、小

破片の甕、不、長頚壷の口縁部等がある。土錘 I Ba(図 291-28)2個 が出土 している。 (木下平八郎)

⑤  84号住居址 (図 410187・ 286,図版430980100)

遺構 調査区の最 も南隅に検出された住居址である。西か ら東に緩 く傾斜する地形 上の、礫 まじリロー

ム層を掘 り込んでいるが、東側は黒色土層の中に構築 されている。本址は、その内部にす っぼ り入 る小形

の奈良・平安Ⅸ期 i34号住が、床面をわずかにけづって存在す るが、それ以外の部分は比較的 よく遺存 して

いた。 なお、東壁北側に縄文期の集石炉 1が近接 している。

ほぼ方形 プランで、周壁はよく残 り、傾斜の高い西側では約 30cm、 低い東側は10cm前後を測 る。 カマ ド

は北西壁中央やや 西寄 りに石組粘土で作 られてお り、規模は70× 85cmで、火床の中央やや左寄 りに 10× 5×

20cmの 安山岩の自然石を支脚 とし、その周囲に焼土が 5 cm前後の厚 さで残存 していた。 このカマ ドの上部

と焚 口を覆 うように、大は20× 30cm、 小は拳大の礫が集石 されてお り、その右側 にはかき出 したとお もわ

れる焼土や灰が径 80cm、 厚さ 4 cln前 後のほぼ円形に堆積 していた。柱穴は内外を精査 したが検出できなか

った。なお、134号住内の P3は位置的にもよくない。西隅に50× 80cm、 深 さ 8 cmの 浅い ピッ トがあ り、そ

の南側にある石は大 きく根が深いため取 り除いてない。周溝はない。床面は 134号 住以外では南西部が良

好で、北隅 もロームで貼床 されているが堅 くよい。ただ、東隅は 4 cm前後低 くなってお り、黒色土の中に

礫が頭を出 してお り、貼床 もな くわずかに堅 くなっている程度である。遺物はカマ ドの内部 と周辺に多く、

カマ ド内より土師器小形甕片 と鉄鏃が、焚口附近 より須恵器不等が出土 している。

遺物 少ない。須恵器短頚壷 (図 187-8)、 不 C Ⅱa2(9)、 土師器小形甕 A(lo)ゃ図示 してないが土師器

不 Eが伴な う。平根両丸圭頭式鉄鏃 (図 286-11・ la 2個がカマ ド内と床面から出土 した。 (木下平八郎)

⑥  94号住居址 (図43・ 1880263)

遺構 用地内調査区のほぼ中心 よりやや西北寄 りに単独で検出された。黒褐色土層か らローム層直上に

かけて構築 され、壁は、南西部が緩やかではあるが しっか りした立ち上が りを見せ、その高 さは20cm前後

を測 る。他の部分は、本址が傾斜地に構築 されている関係か ら、北東に向か うに したがって低 くな り、北

東壁の立ち上が りは確認できなかった。床面は、黒褐色土層中に ロームを貼 ってつ くっている。剥離部分

が多少み られ、小 さな凹凸が多い。柱穴は、 4隅にそれぞれ 1イ固ずつ規貝U的 に並ぶ。その他に、南東壁の

やや南隅寄 りに 1個存在す る。カマ ドは、北西壁の中央付近に痕跡的に認められる。石組はな く、袖石 と

支脚石 と思われる 2個 の立石があ り、その付近に焼土が散乱 し、石に挟まれた部分は 8 cm程堆積 していた。
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遺物 土師器不 E Ⅱb3(図 188-7)、 須恵器不 C Ⅱa2(9)ヽ 長頚瓶 (10)力 あ` り、

見 られ黒色 で光 沢 が あ る。 10は ロクロォデ整形で、部分的に自然釉がみ られ、

他に滑石製の管玉状の もの (図 263-17)が 出上 しているが、混入であろ う。 (岩崎 孝治 )

⑦  105号住居址 (図 210187)

遺構 発掘区中央部東寄 りにある。北壁は41号住に切 られているが、その部分に土・ 33があ り、はっき

りしない。西南倶jは 106号住 と切 り合 うか とも思われるが、傾斜のため失われてお り明 らかでない。 西側

で現高 50clnの 外傾す る壁がある。Pi・ P2が主柱穴 と考 えられるほか、周溝、カマ ドな どの施設は不明であ

る。床面は平坦で、柱穴周辺に礫がある。

遺物 須恵器が大半で、少量の黒色土器、土師器を伴 う。須恵器には不 A Ⅱa3(図 187-12)・ C Ⅱa2(140

15)、 高台付不、甕 (20)が あ り、不の台付 と無台はほぼ同量である。蓋はすべて BI(17・ 18)で ある。黒色

土器には不 AⅡ (11)が あ り、土師器には甕、台付不がある。22の 甕の波状文の原体は上下で異なる。土錘

が 1個出土 した。 (上屋  積)

力)奈 良・ 平安 時代 Ⅵ期

①  40号住居址 (図 2001890285)

遺跡中央部東側の用地界に接 して検出された隅丸方形の堅穴住居址である。東側は用地外にかか り、全

形は確認できていない。全体的に東へ傾斜 している地形にあるために壁 の一部は検出できない状態であっ

た。本址は縄文後期 38号住 039号住 と切 り合い関係にある。まず38号住が39号 住に切 られ、本 l■Lは38号住

とほぼ床面 レベルを同 じに しているので、本址を構築す る際39号住の一部を埋めたて貼床を した ものと思

われる。北西壁は傾斜面上の地形 と耕作によって破壊 され検出困難であった。

遺構 隅丸方形のプランが推定できる。カマ ドは北壁中央に位置す るが、ほとんど削 り取 られて、焼土

と石組の一部のみが残 っただけである。柱穴は Plと P2が西側の床面で対応 している。東側の床面上に約70

70cm大の焼土がある。床面は西側の一部に良好な部分が残 っている。その他屋内外の施設は検出されなか

った。遺物の出土状態は、床面を中心 としたほぼ一括遺物である。

遺物 土師器、須恵器を中心 として多量に遺物が出土 し、須恵器の出土が多いのが特色である。土師器

は甕 と:不が出土 した。不は、 E Ⅱb3b4(図 189-1)O C Ⅱ a2b3(2)・ CⅡ (3・ 4)で、 この うち 2～ 4は黒

色土器 である。甕 は 4点 で、器形にバラエテ ィがある。tt B(23)・ A(24)・ D(25～26)に分類 される。

須恵器は不、蓋、婉、高不、長頚瓶、甕 と種類 も多い。ttA Ⅲa■ (5)OC Ⅱa2(7・ 8)OC(9)・ BⅢ (10)・

B(11)・ B Ⅳa2(13～ 17)、 蓋 BI(18・ 19)・ BI(20)、 長頚瓶 (12)、 甕 (27・ 28)の 他に、婉 (21)高 不 (22)と

思われるもの もある。 この うちで須恵器不 BⅣ類は本住居址か ら 5点の出土があったが、十二 ノ后遺跡内

での類似資料はフン ド3内に 1点 のみである。鉄製鎌 (図285-22)が 出土 している。 (小林 秀夫 )

②  51号住居址 (図 2601880284,図 版96)

遺跡の中央西側、西か ら東への傾斜面上に位置す る。奈良・平安期に属する62号住 054号住、縄文前期

の65号住・ 土二広!03と 切 り合い関係にある。検出状況は、傾斜面に黒土が堆積 していたので、本址東側は

貼床になっていて検出は困難であった。切 り合い関係は奈良・平安Ⅳ期の62号住西側の壁お よび床面の一

部を黒土を埋めて貼床 し住居址の構築を行なっている。また、反対側の西側のコーナーは、奈良・平安 Ⅶ

7は 内面に乱射状暗文が

焼 きは硬 く灰釉質である。
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期の54号住に埋め られている。62号住 との床面 レベル差は約 27clnで本 t■Lの方が高 くなっている。

遺構 隅丸方形の住居 llLで あるが、台形状を呈す る。切 り合いの関係か らカマ ドの位置は確め られなか

ったが、東壁中央 に舟底状の ピットがあ り、量的には多 くないが焼土 と炭化物の 出土があった。柱穴は Pュ

～ P3があるが、柱穴 として対象されるものかは検討す る必要がある。壁は西側の残存部分で約 45 cmを測

る。床面は東側の一部で貼床が認め られた。その他の遺構の検出はない。遺物は、覆土内出土が多 く、切

り合 う62号住 と重複す るものもある。

遺物 土師器は不 Eのみ 5点 で、 Ⅱ (図 188-11)・ E Ⅲb3(12)・ EⅢ (13)OE(14)・ Eb3(15)である。12は

完形土器で手法が明 らかに観察 される。須恵器は不 3点、甕 1点 の 4点あ り、不は CⅡ (16)・ B Ⅱ a2a3(16)

・B Ⅱ a2a3(17)OCⅡ (18)に 分類 される。その他鉄鏃 (図284-14)がある。       (小 林 秀夫)

③  60号住居址 (図280190,図版38039096)

遺構 遺跡地をほぼ南北に走 る用地の西側、中央やや北寄 りの北への傾斜地にある。奈良・ 平安 V期の

55号住の西隅をわずかに切 りなが ら同Ⅳ期の57号住の床上55cmに主軸方向を55° 西へ振 って重なるように

築かれている。従 って本址はほ とんどが57号住覆土を床面 としてお り、床面 と地表 との比高差の小 さいこ

ととあいまって、その全体像には不明な点が多い。また、用地西側集列石の西の51062・ 67089・ 101号

住 とそれに続 く130号 住 と同一時期の一群をな している。以下実測図の不備を、現場担 当者 のメモと570

142号住の写真等 とで補いなが ら説明 してみたい。写真か ら一辺約 4。6mの隅丸方 形の堅穴住居址 と推定

され、主軸は N-110° 一Wを さす と思われる。壁は南西隅で確認できたのみで、床面 も南西隅をのぞいた

部分では叩きらしき部分が一部あったのみで、 プランや周溝、 ビット等の床面施設 も確認で きなか った。

西壁中央やや南寄 りにあった とされる石組粘土 カマ ドについて も、その実測図がないため、発掘時の所見

や担当主任のメモによると、規模は60× 50cmでその詳 しい状況については「カマ ド袖石が L字型に立 って

いて内外に焼土が認め られ、特に左側に径60cmの範囲で2.5 crnの 層をな していた。」 とある。

遺物 少な く、小破片のみである。黒色土器不 CⅡ (図 190-1・ 2)や須恵器不 BⅡ (5)・ BⅢ (6)な

どあるが、遺構の状況か ら 103以 外は本址に伴 うか どうか問題 もある。なお、土錘 (IA類)が 1点 出土

している。
(小池  孝)

④  62号住居址 (図 26・ 192)

遺跡の中央、西側の西か ら東への傾斜面上に位置す る。54号住、51号住、65号住、土拡 10,と 切 り合 い

関係にある。検出状況は傾斜面に黒土が堆積 し、東壁は確認 しに くい状態であった。北東壁 は縄文前期 の

65号住を切 って一部貼床を行なっている関係でコーナーの検出が充分でない。西壁は、ほぼ同時期と思わ

れる51号住に一部切 られている。51号 住の項で記述 したように本址の上に一部黒色土を入れ貝占床を行なっ

ているのが観察 されている。また、南側に本 l■Lに 大半を切 られた住居 l■Lの コーナーが検出されたが、その

詳細は不明である。

遺構 隅丸方形の大半が検出された。カマ ドは北壁の中央部にあ り、 板石を組み合わせた石組で、天丼

石 まで残 り、その保存状態は良好である。柱穴は P・ ～ P4があるが、それぞれの組み合わせ の状態 は 位

置的にあま りよくない。壁は残存部分で見 る限 り、西壁は壁高約44cm、 東壁は約 15cmである。周溝はカマ

ド西側に一部み られたのみである。床面は東側 %ほ どが黒土の上に貼床 がな されてい るのが観察 されて

お り、他は礫混 りの ローム面に床を形成 している。遺物は、 カマ ド内に多 くの土師器が出土 し、須恵器は
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覆土内が多か った。

遺物 土師器甕 A(図 192-1)・ B(8)、 不 E Ⅲ a2b3(2・ 3)と 須恵器不 CⅡ (4)、 蓋 BI(5)・ BI(6
07)で、 この うち土師器甕 B(8)が ほぼ完存である。 (小 林 秀夫 )

⑤ 67号住居址 (図 32・ 190,図 版97)

遺構のほぼ中央か ら検出された住居址で、他の住居址 と同様、小礫混 りの ローム層の面に切 り込んで発

見 されたが、 この上面の褐色土層か らと思われる。切 り合い関係は、西側を65号住、北西側を139号住が切

り、北側をlol号住に切 られ、東側は集列石に切 られるとい う複雑 さであ り、本址 の残存状況は、約 %で

ある。

遺構 方形に近い隅丸方形 と思われる。北西壁の中央に、石組の長方形のカマ ドが残存 しているが、一

部石が抜 き取 られている。石組を中心に粘土で被 ってあ り、焼土、灰、炭化物な どが焚 口部を中心にかな

りの量で出土 した。柱穴や周溝は調査範囲では確認できなかった。壁は北西側 と南西倶1の 一部 のみが残 っ

ただけである。床面は調査時の観察では、西側の部分は貼床が残 っていたが、東側は不安定 な黒色土にな

りその状況は貝占床が とれた状態であった とい う。他に西側隅に楕円形の ビッ トがあるが、本址に伴 うもの

か確認できなか った。他屋外施設はない。遺物の出土状況は、土師器不 (7)が 北西隅の床面 に接 し出土 し

たが、他は、 カマ ド周辺である。

遺物 出土量は少ない。完形土器で製作手法が よく判かる土師器不 E Ⅲ a2b3(図 190-7)が あ り、 糸切

りを残 し、内面を幅広なヘ ラ状工具で内面ヘ ラ ミガキが行なわれている。須恵器は不 CⅡ (8)・ Ёa3(9)で 9

は覆土出土である。                                (小 林 秀夫 )

⑥  83号住居址 (図4001910286,図 版43)

遺構 発掘区西寄 り地区で単独に検出された竪穴住居 llLで ある。西 より東に傾斜する角礫 ま じりの ロー

ム層を掘 りこんで構築 しているが、東壁は黒色土を掘 り込んでいる。西壁はほぼ垂直に近い。 カマ ドは石

組カマ ドで、北壁中央 より西に偏 した位置に構築 しているが、両側石 2点 のみ残存 していたにす ぎない。

カマ ド内には少量の焼土が認め られた。カマ ドに接 して西側に貯蔵穴 と考えられるピットが認め られた。

ピットは主柱 穴 Pl～ P4と 西北隅に P5と があるが、P5については柱穴であるか どうか疑わ しい。主柱

穴は台形状に配置 されている。床面の状態は、東壁ぞいのみ不安定である。南壁上に、。壁に接 して石組が

み られるが、本址にともな うものであるのか否かは不明である。

遺物 土師器 と須恵器がある。奈良 0平安 I期 とⅥ期の遺物が出土 している。前者のほ とん どが覆土出

土で、混入品であろ う。 I期 と考えられるのは、土師器不 A Ⅱa3(図 191-4)、 壷 (13)、 須恵器蓋 AⅢ (1

・ 2)・ BI(5)、 不 A Ⅱa3(3)、 長頚壷 (7)等があ り、Ⅵ期でヤ■―L師器不 Eb3(10・ 11)・ DⅢa2b3(16)、 黒色土

器不 C Ⅱa2(12)、 須恵器不 CⅡ (17・ 18)が ある。土師器甕 (14)、 須恵器甕 (15)も Ⅵ期の ものであろ うか。

土師器壷は 口縁部内外面は ヨコナデされ、胴部外面は連孤状の暗文風箆磨 きが、内面は刷毛 目をほどこし

ている。この他に鉄鏃 (図286-9)が 1片ある。

⑦ 87号住居址 (図 41・ 193・ 286)

遺構 用地内調査区西側の用地境界線際の中央部よ

中に掘 り込まれたため、プランの確認はむずかしく、

(笹沢  浩 )

り少 し南方に寄 ったところに検出された。黒褐色土

わずかに南隅の壁が検出できただけである。この部
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分の壁高は40cmで あるが、上部は軟弱である。 しか し、Pl～ P4の 柱穴は しっか りしてお り、東側の もの

がややはずれてはいるが、他の 3個 は規則的に並ぶ。 したが って、プラン及び規模は推定可能である。 カ

マ ドは、南西壁に当たる部分のほぼ中央に位置す る。石組は くずれてお り、袖石 と思われ るものが、左に

1個 、右に 3個 、痕跡的に残 っている。付近に焼土が堆積 し、厚いところは10cmを測 る。 また、煙道 に使

用 された とみ られる石が 3個 あ り、粘土お よび焼土が付着 していた。 しか し、 これ らはち ょうど用地外 と

の境にあるため、煙道については不明な点が多い。床面は、粘土貼床でカマ ドに近い部分 には残 っている

が、他の部分にはみ られない。

遺物 黒色土器不 CⅡ (図 193-607)・ B Ⅱa2(8)・ C Ⅱa2(9・ 1の 、土師器小形甕 Bェ (13014。 150)、

甕 C(17)E(18)、 須恵器不 B Ⅱa3に 1)・ CⅡ (12)・ BI(10が あ り、 8の 内面は放射状 ヘ ラ ミガキが施 さ

れている。13の 底部は二次焼成を強 くうけ海綿状胎土 となってお り、15の底部は、回転糸切 りであるが、

途中まで切ってや り直しをして 3回 日で切 り離 した とい う痕跡が残 っている。以上の遺物の うち 6‐ 9011
014017は覆土か ら、他は床面出土である。なお。図には無いが、土師器甕 Fの胴下半部片が床面か ら出

土 している。器外面は縦方向のていねいなヘ ラ削 りがされてお り、赤褐色を呈す焼成良好 な土器である。

他に鉄鏃 (図 286-10)、 鉄製鎌 (13)、 留金具 ?(14)が ある。 (岩崎 孝治)

③  89号住居址 (図 330192,図 版40)

遺構 発掘区中央部北寄 りにある。南偵1を 70号住に切 られ、北 0東 壁は黒土中のために検 出できなか っ

た。検出されたのは南西隅だけである。Pl～ P3を主柱穴 と考えるが、他は不明である。残存壁高 15cm程

度で、床面は保存状態悪 く凹凸がある。周溝はない。北西壁にカマ ドの痕跡 とみ られる径 60cm程度の焼土

面がある。カマ ドが壁中央にあったとすれば、一辺 5m程度の方形 プランであったことになる。

遺物 遺物は少な く図化 した土師器不 E Ⅲb3(図 192-9)、 須恵器不 C Ⅱa2(10)ヽ 小形甕 BⅢ (11)、 広 口

鉢 (12)、 蓋 C(13)の 5点 とも破片であ り、他に土師器、須恵器の甕、不があるだけである。 9の 不は外面

下半をケズ リ、内面は暗文があるが底部には達 しない。11の甕は口縁部の屈曲に特徴がある。遺構図中の

不は10である。
(土屋  積)

①  97号住居址 (図 3401900286,図 版96099)

遺構 位置や切 り合い関係は72号住 と重複す るので省略する。方形のプランと思われるが、大半を lo9

号住に切 られ、反対に南側 コーナーで 103号住を切 っている。残存 している遺構は Plの 柱 穴、壁面、床

面のみで、壁面は残存部で約55cmに達す る。床面は平坦で堅い。北側に木炭化 した建築部材が検出された。

遺物 土師器は小形甕 A(図 190-20・ 22)、 甕 D ol)と 、黒色土器皿 B Ⅱa3(13)、 須恵器 は不 Cェ に6)

・CⅡ (11)・ B Ⅲa3(14)、 蓋 C(16)・ BI(17～ 19)が ある。灰釉陶器は皿 BⅡ (15)1点 の出土があった。13～

16は床面、他は覆土内出土である。 様式的には不、 蓋、 小形甕 A(20)は床面出土の土器と同一時期と考

えられ よう。他に土錘は I Baが 3個、鉄鏃 4(図286-19～ 21・ 24)、 釘 は2・ 2の が出土 している。

(小林 秀夫)

⑩  101号住居址 (図 32・ 192・ 193・ 291,図版98)

遺構 調査区 中央部西寄 りに検出された。東側の半分以上を集列石に破壊 され、残る部分 も深耕のため

荒 されているが、 プランは現存する周壁か らやや六角形状を想定 させ る。南側にある67号住 と139号 住 の
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北側を切 って作 られている。附近は土拡や ピットが多 く複雑な状態を呈 している。カマ ドは北壁中央部に

あるがやや北に寄 る。煙道部 とお もわれるところに石組に使用 した石が 1:個 だけ残 っている。焚 口部や火

床には焼上の量が少な く、附近一帯は農耕による撹乱で焼土、細粒炭、灰等が混るが、焼けた白粘土が僅

かに認め られるので石組粘土が推定できる。柱穴は
1西

・北壁寄 りに多い ピットの うちどれが本 l■Lに伴な う

か、前述の如 く撹乱されてお り決定 しかねる。周壁は北か ら西側 と南側半分が残 ってお り良好である。周

溝はな く、床面 も大半が荒れてお り、南壁中央部と寒列石の縁の部分はよい。遺物 もカマ ドの附近、床面、

壁の上に多 く、土師器・ 須恵器の不・ 甕等の破片が撹乱 された状態で出土 している。

遺 物 土器は多い。土師器不 C Ⅱa2(図192-14016)・ C Ⅲa2(15)、 須恵器塔 C Ⅱa2(20)・ C Ⅲa2(17)、 黒

色土器鉢 Aは 1)、 甕 BI(4)が カマ ド附近か ら出土 した。黒色土器不 C tt a3(18)、 須恵器不 C Ⅱa2(19)ヽ

土師器甕 E(図 193-1・ 2)OC(3)・ BⅡ (4)、 形態のちが うI Baと ⅡBの 2個の土錘 (図 291-33・ 70)な

どが共に撹乱されているが床面、壁上 より出土 している。その他、土師器塔片、甕片等があ り、覆土中よ

り灰釉陶器 (5)が あるが他からの混入である。
(木下平八郎 )

⑪  103号住居址 (図 34・ 188)

遺構 位置や切 り合い関係は72号 住に重複す るので省略する。97号住・ 109号住 に切 られて、わずかに

南側のコーナーが残 ったのみである。壁は残存部では高 く50cmほ どある。柱穴 Plが 109号住にわずかかか

って検出されているが、本址か 109号 住 に伴 うものか明確でない。床面はほとんど残存せず不明である。

遺物 複雑 な切 り合 い関係 のため、伴 出状況が不明のもの もある。黒色土器の不 CⅢ (図 lo8-20)、

須恵器の不 CⅡ (21)ec lal(22)・ Ba3(23)である。この うち20021は覆土内出土である。 (小林 秀夫 )

⑫ 130号住居址 (図 500188)

遺跡の内ではほぼ中央の西側に位置す る。西側か ら東側へ とゆるやかな傾斜地が形成 され るが、奈良 0

平安Ⅸ期あ129号住 と同Ⅷ期の120号住 と切 り合い関係にあ り、本址は 3住居 t■Lが重なる うちの最 も古い時

期にあたる。耕作時の抜根などで北西壁は破壊 され、周溝によって確認 されたのみである。 また西南壁は

溝状の流水 l■Lに よって壁の状況はあま り明確 とはいえない。

遺構 方形プランと思われるが、確認 されたのは西南壁 と北西側 の周溝 と、本址 に伴 うものと考えら

れる Pl、 他に北西壁中央に痕跡的に検出された焼土があるがカマ ドに結びつ くかは確かめ られなかった。

床面はかな り荒れていて小礫が見 られた、その他の遺構は検出されない。遺物は、覆土内で出土量 も少ない。

遺物 土師器塔 EⅡ (図 188-25)、 須恵器不 CⅡ (24)・ C Ⅱa2は① の三点が図示でき|、 他に小破片である

が、須恵器・土師器の甕・不 がある。 この うち25は 内面暗文を施 し、黄 褐色を呈す る甲州 型 不 と呼ばれ

(小林 秀夫)

るものである。

キ)奈 良・平安時代 Ⅶ期

①  2号住居址 (図 4/・ 194,図版33)

遺跡用地内のほぼ中央、北東への傾斜地である、STA 109+00の 北西の位置に検 出 され た。南西側に

主軸方向を同 じくす る三基の居住址があ り、本址は奈良・平安同期の 5号住を接す るように切 り、同Ⅸ期

の 3号住に約 2害Jお おわれるが、本 l■Lへの影響はほ とんどない。各住居 l■Lの レベル差については 4号住の

項 (143頁 )を、位置関係にらぃては全体図等を参照 されたい。北東の壁外に中心を もつ フン ド2に よっ
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て、北東壁 と床面の一部が影響を うけている。なお、南西壁の土鉱 33か らは縄文前期 Ⅱ群 2類の土器片が

出土 している。

遺構 礫混 リロームに掘 りこまれてお り、壁の立 ちあが りはゆるやかで、 カマ ド手前の北西側へゆる く

傾斜する床面 も凹凸があ り、全面に礫の混入がみ られる。周溝はない。 ピッ トは 5イ固検出されたが、Plは
フン ド2に、P2° P3は 3号住に伴 うものと考えられ、P4° P5が本址入 口部 に伴 う柱 穴 と推定されるが、

主柱穴は壁内外で検出されなかった。カマ ドは北西壁中央に石組粘土 カマ ドがあった。壁から焚 口まで170

cm、 幅は現存値 で80cmだ が、煙道側は耕作によるものか破壊 されてお り、焚 口部が床面の %ま で達 す る

大形のカマ ドである。袖石が特に右側に残 ってお り、縦断面を追 うと、低い火床部か ら一段高 くなった煙 i

道部が長 く続いて壁外へ延びている。カマ ド北側にあたる床面の北東隅に径 100 cmの 範囲で焼土が広 くひ

ろがっていた。なお、遺構図中 (図 4)本址南西壁下に図示 された灰釉陶器は、本 t■L覆土中に床面を持つ

3号住の ものであろ う。

遺物  比較 1繁,多 い。 土器は 2 0 5 015・ 17・ 18が床面、 8 ・25026が ピッ トF勺 よりI当 土 し、 ィ饉lは覆土内

出土である。土師器では不はすべて D Ⅱa2(図 194-1～ 3)、 甕はB(16・ 17)・ D(15)。 E(13・ 14)、 小形甕AⅢ

(18)があるが、うち1には判読不能な墨書がある。黒色土器は不 B Ⅱa2(4)力 1`イ固、須恵器では不 C Ⅱa2(5)・

BⅢ (6)、 皿 (20)、 蓋 BⅡ (9～ 11)、 長頚壷 (12)、 甕 (21～ 25)が あ り、 5は 完形品である。24025と 26の 陶

器は中世遺物であ り、 フン ド2に伴 うものと判断 され、 Plか ら出土 したことになろ う。 (小池  孝)

②  5号住居址 (図 4・ 195・ 285,図版33092094098)

STA 109+00西側、遺跡地用地内ほぼ中央の北への傾斜地に検出された。南にあった 4号住 の壁 を壊

しなが らその覆土を叩いて床面 としている。また、同時期の 2号住によって北東壁を切られ、その後奈良・

平安 Ⅸ期の 3号住が本 l■L覆土の東約半分を床面 としている。 この 3号住 と本 l■Lの床面の間には 1～ 2 cmの

レベル差 しかな く、従 って本址の覆土は、 3号住構築時に南西側 と北西の一部を除 き、大部分が移動 され

ていることになる。なお、 4号住の項 (P  )に 本群住居址の構築 順 と床面 の標高が記 してあるので参

照 されたい。 なお、本址を含む広い範囲をフン ド Iが覆 っている。

遺構 他の遺構 との重複をまぬがれた北西側の状況か らみて、礫混 りの ローム層まで掘 りこまれた方形

の堅穴住居址である。壁、床面 とも良好であるが、 ピット、周溝等の屋内施設や屋外施設は確認できなか

った。,カ マ ドは北西壁中央東寄 りにあ り、地表に近いことか ら耕作による破壊を うけて、袖の部分の粘土

と補強に用 した と思われる石が検出されたのみであるが、石組粘土 カマ ドであったと推測 される。 カマ ド

内右袖に付いて土師器の小形甕が出土 した。焼土は少い。

遺物 比較的多い。土器は総て床面出土で、カマ ド内の土師器小形甕 AⅡ (図 195-7)が 直立 し、北隅

に土師器壷 (8)が横倒 しの状態で、 カマ ド右袖手前に黒色土器不 C Ⅱa2(1)が 伏 さった状態でそれぞれ完

形のまま出土 している。 この他、小形甕 AI(204)、 甕 A(3)OD(6)が あ り、1以外はすべて土師器であ

る。鉄製品 として中央南寄 りの床面か ら紡錘車 (図 285-4)が 1点 出土 している。

なお、本址を含む広い範囲をフン ド1が覆 っている。 (小池  孝 )

③ 45号住居址 (図 22・ 165)

遺跡のほぼ中央、北よりの傾斜面に位置する。耕作時に撹乱され残存部分は南側の壁のみである。壁高

も残存部で10cm～ 15cmで層位的な面も確認されていない。切 り合い関係は縄文中期の 100号 住を切 り、ま
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た東側で縄文前期 の 98号住を切 っているものと思われる。

遺構 南側の壁 と Pl～ P6の 柱穴、 一部の床面のみであるが、 隅丸方形であろ う。柱穴 と確定 できる

ものは P4であるが他は住居址の全容が判明 しない以上、その対象 とともに解 明 されなければ決定できな

い。 ピッ トとされた うち P6は直径48cm深 さ15cmで、 ピット内には小穴が確め られたがその性格は不明で

ある。床面は 100号 住の床面を一部埋めているものと思われる。ほとんど礫混 りの ローム面 まで掘 り込 ま

ないと検 出できない状態であった。

遺物 土師器、須恵器、灰釉陶器があるが、 うち灰釉陶器長頚瓶 (図 195-14)は覆土 内 出土 で あ り、

時期的に も他の遺物 と異なるところか ら本 t■Lに 伴 う遺物でな く、他か らの混入物 と思われる。土師器は不

と小形甕がある。不 _A Ⅱb4(9)・ AⅡ (10)eCⅢ (17)。 C Ⅲa2(18)と 小形甕 AⅡ (21)である。 この うち10と

17・ 18は黒色土器である。須恵器は不 CⅡ (11015016)Ъ B(19)OB Ⅲa3は 0)・ C Ⅲa3(10ヽ 坑 (1の 、甕 (2の

などがあった。 (小林 秀夫 )

④  53号住居址 (図 26・ 1960197,図 版98099)

遺跡の北側端近 くの西側の幅杭に接 して位置す る。南か ら北西側に向っての傾斜面に立地す るために、

壁、床面 ともに残存状態は良好でなかった。 したが って住居址内の遺構の検出状況にも差がある。

遺構 、ほぼ方形のプランと思われる。切 り合い関係はな く単独の住居址であるが、平面上では縄文中期

の49号住 とは重複す る。残存部で見 るとカマ ドの残欠 と思われる焼土痕が、北西壁中央部か ら検 出されて

いるが、位置白りこ少 しずれている。 ピットは Pl～ P5の 5個 が南側に偏存す るが、柱穴 としてどれが対応

するのか現状では判別 できない。壁 も西側 と南側を中心に確認できたが、最高壁高は西南隅のマーナーで

約30cm、 他は10cm内外である。床面の状況はほぼ平坦である。住居 l■L北西側 と、その反対 Jヒ東側に焼土が

み られた。遺物は非常に多量であった。 この内土師器、黒色土器の大半ヤネ覆土内、須恵器は床面出土のも

のが多 く対照的である。他にカマ ド南倶jに砥石があった。

遺物 土師器26点 、 この内黒色土器は17点 である。須恵器は28点 、灰釉陶器 1、 砥石 1、 土錘 9がある。

土師器は不 C Ⅱa2(図 196-1)・ EⅢ (2)・ E(34)、  甕 E(20)、  小 形 甕 BI(21)・ BⅡ (22)・ B Ⅲ 13

・24)で ある。黒色土器は不 C tta2(5)・ C Ⅱa2(6・ 7・ 8)O Ⅱa2 a3(25)、 1宛 A Ⅱa3(9)° AⅡ (lo)O AⅢa3

(11)、 皿 BⅡ (12013・ 14)・ B Ⅱa2(15)・ B Ⅱa5(16)。 B(17)OBa2(18019)、 鉢 A(26)な どあったが、この内

墨書土器が 8013・ 18019の 4点 あ り、 8は字体 の判別がつかないが、他は「山」である。

須恵器は不 Ⅱ a2(図 197-1～20)が中心である。他に不 B(21)、 長頚壷 (22023)、 蓋 B工 (24)・ BⅡ CD、

甕 (26・ 28)(四 耳壷 (29)力 出`土 した。灰釉陶器は長頚壷 (27)1点 である。 これ らの土 器のなかで土 師 器

不 (図 196-2～ 4)、 灰釉長頚壷 (図 197-27)、 須恵器甕 (28)は 本址の土器様式の中では異なるもので混入

の可能性がある。土錘が 9個 (図290-18～ 2の 出土 した。 (小林 秀夫 )

⑤ 54号住居址 (図 260202)

遺跡のほぼ中央西側の西か ら東への傾斜面にある。遺構が複雑に切 り合 う地点で、奈良・ 平安 Ⅵ期の5:

062号住、縄文中期 の65号住、土拡 103と 切 り合い関係にある。検出状況は住居址北東側は耕作によって

撹乱されて、わずかに西側壁の一部の検出のみであ り、住居址の切 り込み面の確認はできなかった。.切 り

合い関係は、本址南東側に51号 住があるが、発掘時の観察によれば本址の床面は西側の一部を除いて明確

にとらえることはできなかったとい う。51号住 と接する東側は一部撹舌Lさ れているが、両住居址 との レベ
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ル、出土資料を検討す ると、本址は51号住の上に貼床を行なって構築 した可能性がある。

遺構 検出できたのは、西壁 と床面の一部のみである。南側のコーナーを見 ると隅丸方形 の比較的小規

模な住居址である。壁高は約20cmで ある。柱穴 と思われるのは南側に Plのみあるが他は確認 されていな

い。床面は西側の一部には明確にとらえられる部分 もあったが、他は検出が困難であった。 また西側 より

に、土拡103が床面下に掘 られているが、本址 との関係は不明である。

遺物  少ない。須恵器蓋 CⅡ (図 202-10)、 不 (11)・ C(12)の 3点 のみである。 (小林 秀夫 )

⑥  63号住居址 (図 280199)

遺構の北寄 りのほぼ中央に位置 している。南か ら北東側へ傾斜 している地形で壁の残存 も北東側はほと

んどない状態で、床面か ら想定せ ざるを得なかった。検出画 も黒土中のため住居址の全容の確認は困難で

あった。切 り合い関係は縄文前期の i27号住 の東側を切 っている他に、土埴 1420143を切 ってぃる。反対

に東側のコーナーの床面を土二広145に切 られている。

遺構 方形のプランを想定できる。確実にカマ ドとされた ものはないが、東壁の中央部に焼土 と板石が

2枚あ り、他にそれ らしき部分 もないのでここを想定 した。柱穴は Pl～ P5ま で検出されているが、対応

するのは P3と P4あ るいは P2を加えて もよい。他 ピットは大小数多 く発見 されたが、性格の判明す るも

のはない。ただ、西壁添いに小 さな ピットが連続す るが、周溝的な意味を持つ ものか検討の必要がある。

壁高は、 約 30 cmで 西側 と南側に明確にとらえられた。 床面は黒土中のためあま り堅 くないが平坦である。

遺物はほ とん どが床面出土である。

遺物 土師器は不 C Ⅱb3(図 199二 1)と 甕 C(5)で 1は黒色土器である。須恵器は不 CⅡ (2)・ C Ⅱa2(3

・ 4)・ Cal(6)・ C(7)、 甕 (8)が ある。 この うち 7は体部に墨書がある。       (小 林 秀夫)

⑦  l15号住居址 (図 49・ 198・ 291,図版99)

遺構 黒褐色土層中に検出された。 124号住床面の一部を北壁が切 り、この部分の周壁は確認 されたが、

117・ 133号住 と南半分は切 りあい関係にあ り、周壁 と床面の南辺は十分に認め られなかった。 しか し、南

辺部では奈良・平安 Ⅲ期の117号 住の床面北辺部を約 8 cm削 りとり、 同 I期の133号 住を約30cm埋 めたてて、

本 t■L南辺部の床面を構築 していたことは、一部貼 り床が認め られたことにより確認できた。従 って、本址

の規模は北壁に接 した東西幅のみ、約4.lm知 られたに とどまった。 ピットは 6イ固検出されたが、主柱穴は

台形状に配置 されているPl～ P4が考えられ、 P5・ P6の 性格は不明である。石組み カマ ドが北壁中央に検

出された。両裾石 と天丼石の一部が残存 し、カマ ド内には約10cmほ どの焼土が レンズ状に堆積 して いた。

遺物 土師器不 CⅡ (図 198-1)、 甕 E(11～ lD、 小形甕 BI(1の 。C(9)、 黒色土器不 C Ⅱa2(2)・ BⅡ

a2(3)、 皿 B Ia2(4)・ B Ⅲa2(5)、 須恵器不 C Ⅱa2(6・ 7)、 長頚壷底部片 (8)、 甕 (10と 、土錘 I Ba(図

291-36)が 2点出土 している。 4の 口縁部内面に、「池」 (?)力 対` に 2字、 6の底部に「居」の墨書が認

められた。長頚壷 と土師器甕 Eの底部片 (1"は覆土か ら、甕 Eの うちの 3点 (13～ 1つ はカマ ド内、他は床

面出土である。長頚壷を除いてはほば、本址にともな うものと考えられる。 (小林 秀夫 )

ク)奈 良・平安時代 Ⅷ期

① 36号住居址 (図 19・ 199,図版37)

位置、切 り合い関係などは35号住 (146頁 )と 重複するので省略する。本址は縄文前期の37号住の上に
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貼床を し、反対側の西側は奈良・平安Ⅳ期の35号住を切 っている。

遺構 方形の竪穴住居 l」Lと 思われる。確実に残存 しているのは、西壁 と、その中央にカマ ドの残欠 と考

えられる焼土 と火床が検出されたのみである。焼土の範囲は55cm× 50cm程で、おそ らく石組のカマ ドであ

ろ う。 ピットは Pl・ P2・ P3があるが、柱穴か どうか検討を要す る。壁 は西壁のみで壁高は 15cmで ある。

床面の残存部は ローム面の叩き、他は貼床である。遺物はすべて床面出土である。

遺物 土師器は 3点 で不 C Ⅱa2(図 199-9)ec Ⅱ (lo、 甕 c(2の 、この内 9010はは黒色土 器 須恵器 も

不 が 3点 出土 した。 tt C Ia2(11)・ CⅡ (12)・ B(13)で ある。灰釉陶器は 5点で、皿 Aa3(14・ lD、 椀 AI

(16)・ Aa3(17)と 長頚瓶 (18)。 この うち18は篠岡系、他は東濃系で時期的には15が折戸53号窯、14017・

18は 黒笹90号窯に比定 され よう。すべて床面出土であ り、セ ットとしても良好である。  (小 林 秀夫)

②  43号住居址 (図22038・ 39・ 200・ 2850290)

遺構
'調

査区の西隅に検出された。48号住 の東側を半分以上覆 うように黒色土 の中に作 られている。カ

マ ドは東壁の北隅 よ り80cm中央に寄ったところにあ り、石組白粘土で、規模は100× 110cm、 天丼石は外 さ

れているが他はよく残ってお り、右側袖石は転石が取 り除かれずそのまま利用 されている。支脚は高 さ29

cmで底部が一辺17cm、 上部は10mの方形で側面が台形 となる柱状 の安山岩を使用 している。焚 口付近か ら

煙道入口にかけて焼上の量が多 く7 cm前後の堆積がみ られ、火床の奥には上を覆 っていた石が落下 してお

り、片面に火を受けた跡が うかがはれる。柱穴は床面の状態が悪 く、精査 したが検出できなかった。壁は

東北隅か ら南東隅にかけて認められ、少量の ロームを混入 した黒色土であるが良い方である。地形が北東

に傾斜 してお り西南側では殆ど残 ってお らず、東壁で16～ 35clnを 測る。周溝はない。床面は黒色土に ロー

ムを混入 した土で貝占床 されてお り、 ロームが多 く混入す る場所は良好であるがその他は良 くない。特に南

半分は悪 く、西側半分の床面上に拳大か ら人頭大の礫が多数入 り込んでいるが、石の形態等 よりみて住居

l■Lに伴な うものではな く、住居廃棄後に投入 されたもので、大 きな礫は床面に一部食い込んでお り、床面

上に配置 された様子はない。遺物は床面 と覆土中より多 く出土 し、焚 口前方150cmの床面上 と覆土 中 よ り

鉄鏃 が、北東隅 より西へ130cm寄 った壁の上に刀子の破片が、カマ ド内部か ら不 と甕の破片 が、そ の周辺

の覆土中よ り土錘が、また、東隅壁近 くの覆土中より混入品の滑石製の自玉が出土 した。

遺物 土師器は婉 A Ⅱa3(図200-1)、 不 C Ⅱa2(2)、 小形甕 BⅡ (10、 甕 E(17)、 その他Bタ イプの甕 が

ある。黒色土器は不 cェ (3)O CⅡ  a3(4～ 6)、 婉A Ⅱ a2(8)。 須恵器は不 C(9・ 12)・ BⅡ (15)・ B a2(13014)・ Ca2

01)、 長頚壷は0)、 甕は302の があ り、23は 口縁部の小破片であるが、両面に釉薬がみ られる。灰釉 陶器婉

AI(19)は猿投窯の製品である。鉄製品は平根鏃 (図285-17～ 19)、 尖根鏃 (21)、 刀子 (18)、 引手の残欠である

馬具 (20)と 多い。土錘 5(図 290-15～17)は I Baと ICの両 タイプがある。 (木下平八郎 )

③  71号住居址 (図18020102860291)

遺構 調査区中央部東寄 りに検出 された。東北側は35号住に大半が切 られてお り、 ローム層への掘込み

も浅 く、西隅か ら東隅 中央寄 りを結ぶ線 より北東部は黒土層中に構築 されている。 カマ ドの位置は不明で、

35号住により破壊 されたものであろ う。柱穴はP10P2が 西隅 と南隅にあ り共 に掘込みは浅 く、柱穴 として

疑間が残る。壁は西側の全部 と南側%が残 ってお り、他の部分は黒土層の中で撹乱 されてお り検出できな

かったが、残る壁の状態は良好である。周溝はな く、床面の状態は良い方である。遺物は床面上には小破

片のみで、覆土中よ り土師器、黒色土器の不、小形甕、皿、土錘等が出土 している。
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遺物 土師器不 D Ⅱa2(図201-1)、 1黒色土器不 C Ⅱa2(2)に は「万」|の 墨書がある。黒色土器不CI(3)、

皿 Ba2(4)、 土師器の小形甕BⅢ (5)、 土錘 I Baが 2個、同 ID(図 291-57058)2個 の計 4個 があ り、他 に須

恵器不 Ba2(6)があるが、他か らの混入 とお もわれる。留金具片 (図 286下 2)がある。   (木 下平八郎 )

④  120号住居址 (図 50・ 2020286,図版99・ 100)

遺跡の内ではほぼ中央部の西側に位置 し、西か ら東への緩傾斜地に立地する。褐色土層か ら礫混 りの ロ

ーム層に切 り込んだ住居l■Lで、北東隅を奈良・平安期Ⅲ期の129号住に切 られ、反対の西側は同Ⅵ期の130

住を切 っているが、他の残存状況は良好である。地形上、また耕作上傾斜面の方は壁が低い。

遺構 隅丸方形の住居 l■Lであるが、切 り合いのため、カマ ドは確められなかった。柱穴P10P2は南側に

対で確認できたが他は検出できない。壁は西南壁で高 さ約40cm、 東側に行 くにつれて低 くなってい く。幅

15cm前後の浅い周溝が壁の残存部にそっている。床面は叩きしめられ、平坦である。遺物は、南東壁近 く

に甕の破片が覆土内より発見された。他は床面出土である。

遺物 土師器甕 E(図 202-1・ 2)、 不 D Ⅱa2(5)と 灰釉陶器婉 AI(3)・ Aa3(4)が 出土 し、5の外表面

体部に「長」の黒書がある。灰釉陶器婉は東濃系で、時期的には黒笹90号 に比定 され よう。 他に鉄鏃 (図

286-26)が 出土 した。 (小林 秀夫 )

⑤  124号住居址 (図48052・ 2010291,図版96)

遺構  C地 区西側に1140128号住その他の諸遺構等 と複雑に切 りあった状態で検出された。すなわち、

本址は、南壁 と東壁の一部に、壁の立ち上 りが認められた以外は、西壁は、古墳時代 I期 の128号住、奈良・

平安 I期 の114号住 と切 りあい関係にあ り、また、北壁は周溝 Iに ょり、南壁の大部分は土鉱 i400141に よ

って切 られていた。床面は礫 まじりの砂質 ロームの上を自色粘土で貼って構築 していたが、それは部分的

であって、全面に亘って検出された訳ではない。従って、本 t■Lの 平面形、規模等 は不明であるが、残存 し

た壁 と床面の状態か ら、その平面形は隅丸方形で、規模は南北 5。 4、 東西4。6m以上のプランの想定が可能

である。床面上には多数の ビットが検出されたが、本址に ともな うものか、明 らかにな し得なかった。な

お、西壁は114・ 128号住を埋めたてて構築 してあった ものと思われるが、黒色土のために検出はできなか

った。また、P2付近に焼土が認め られたが、直接カマ ドとは関係のない位置にある。 しか し、カマ ドその

ものの検出は、他の遺構に破壊 されたためか、検出できなかった。

遺物 本址の壁 ぎわがかな り不鮮明な状態にあったが、出土遺物は床面上か ら、かな りまとまって出土

し、その内容 も、ほぼ同一時期 と考 えられ るものである。ただ、土師器甕 F(26)は 114号住におちこんだ状

態で検出されたが、本住居址にともな うものであろ う。土師器不 AⅢ (図 201-9)・ D Ⅱa2(7・ 8)・ BⅡ

(1の 、甕 Fは①、小形甕 B197・ 20、 黒色土器婉 A Ⅱa2(11)、 不 C Ⅱa2(12014)・ 不 CⅡ (13・ lD・ B Ⅱa2

(18)、 皿 BⅢ (19)、 須恵器不 CⅡ (16017020～ 23)OBⅡ (24)OB Ⅱ a2(25)がある。19の黒色土器皿 Bに は 取

の墨書がみ られる。その他土錘 (図 291-37～ 41・ 55056061)が 11個 とまとまって出土 した。 (笹沢  浩)

ケ)奈 良・平安時代 Ⅸ期

①  3号住居址 (図 4・ 2030291,図版33095099)

遺構 遺跡地用地内ほぼ中央、S T A109+00の 東側の北への傾斜地に位置する。そ こに切 りあって検

出された遺構のうちでは最も新 しく、かつまた、床面の標高の最 も高い住居址である(143頁 の4号 住 の
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項参照)。 従 って本 l■Lは、他の総ての住居址の覆土を床面 としてお り、中で も5号住 の覆土がその 6割強を

占めてい ることになる。なお、本址を含めた南西の広い範囲をフン ド 1が覆っている。遺構 は前記の事情

で壁が検出で きなかったため、叩きの床面の範囲か ら推す と、4。 0× 4。2mの方形 もしくは隅丸方形 プラン

であった と思われる。床面は、おおむね良好であるが傾斜の下方 2号住にかかる部分では、明確に把握で

きなかった。周溝はわか らず、柱穴 も不明な点が多いが、 2号住内南西側の本 l■L床面か ら40cmの 深 さを測

るP2・ P3を本址 の柱穴群の一部 としたい。北西壁中央北寄 りの床面上に65× 50clnの範囲の焼土面が検出さ

れた。上面に拳大の石がのってお り、耕作によって破壊 された本 l■Lの カマ ド痕跡 と考 え、石組粘土 カマ ド

を想定 している。

遺物  カマ ド周辺、お よび 2号住にかかる付近 より比較的多 く出土 した。土師器では、不 D Ⅱa2(図 203

-1)・ B Ⅱa2(2～ 4)、 黒色土器は不 C Ⅱa2(5～ 7)OB Ⅱ (8)IB Ⅱa5(9° 1の がある。灰釉陶器は多く、婉AI

(11012)・ A Ⅱ a3(13016)・ AⅡ (14)・ Aa3(15)・ a2(17)や皿A Ⅱ a3(19～ 21)・ AⅡ (22023)・ a3(24)、 長頸瓶 (25026)

がある。207・ 16・ 18が床面出土であ り、器形は 2点 の長頸壷を除 くと、不・婉 。皿が大半を占める。灰

釉陶器はほとんどが東濃系であるが、19025026は猿投窯、24は篠岡産である。 この他、土製品 として土

錘 IC(図291-45)と IAの 2点がある。なお、図203には、405号住出土 とされていた新 しい時期 のものも

わずかに含まれている。 (小池  孝 )

②  34号住居址 (図 16・ 20602630285)

遺跡のほぼ中央、東側の用地界近 くに検出された。 この一帯は傾斜地のために耕作 により撹乱が多い上

に数多 くの住居 l■Lが切 り合い、その確認には困難な条件があった。 このような中での本址の検出状況は、

直接切 りあ う奈良・平安Ⅳ期 30号住 の との関係は、遺物 の様式的な検討か ら、本址が後出す るものと確定

した。発掘時の観察では、本 t■L以前に30号住が検出され、本址を30号住が切 るとい う結果になった。床面

も30号住はかな り明確であったのに比較 して、本 t■Lは残存部分で も貼床状で軟かい状態であ り、壁 も西側

と北側を中心 として残 ったのみで、南側・東倶jは検出できなかったが、結論的には本l■Lが30号住を埋めた

て貼床を行なって住居 l■Lを 形成 した と推定 した。

遺構 やや不整形の隅丸方形のプランであるが、大半は不明の部分が多い。 カマ ドは北西壁の中央に、

焼土 と石組の一部がみつか り、周辺か ら土師器片が多量に検出 されているところか らその位置を推定 でき

るが、南西 壁中央にも焼土があ り、移築 されたものか、他の遺構に関連す るものか検討を要す る。 ttl■Lに

ともな う柱穴は確認 されなかった。壁は南西壁が最 も良好で壁高29cm、 北西壁 は8 cmである。床面は残存

部分では良好な貼床であった。その他の施設はみ られない。

遺物 土師器は 7点、内黒色土器は不 CⅡ (図206-1)・ BⅡ (2)・B(3)の 3点で、他は皿 BⅡ (5)、甕 D

(10)・ C(11)、 小形甕 A(12)で ある。1がカマ ド出土で他は覆土内出土。須恵器は 1点の甕 (13)の みで、灰釉

陶器婉 A Ⅲa3(4)・ AⅡ (6～ 9)が ある。いずれ も覆土内出上で、総て東濃系窯址 で折戸53号址の時期にあ

てられ よう。鉄製品 として引 き手残欠の馬具 (図285-13)が ある。 (小林 秀夫 )

③ 41号住居址 (図2102040285)

遺跡中央部の東側の用地界に接 した西から東への傾斜面の谷側に位置 して検出された。発掘地域の関係

から調査が 2年度に亘ったこともあり検出状況には混乱の部分もあった。北側を縄文前期の104号住、南側

を奈良・平安 V期 の105号住、また、東側で縄文後期の38号住を切 り、西壁で土壇 i330134と 接す る とい
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う状態であ り、南東壁は奈良・ 平安 X期 の33号住 に切 られ、 さらに、 この33号住はほぼ同時期の29号住 に

切 られ、 さらに、本 l■Lも 南側のコーナーで29号住に切 られるとい う複雑な関係にある。実測 図のレベルと、

発掘時の観察か ら切 り合いの前後関係をま とめると、105号住→ 41号住→

"号
住→ 29号住の順序になる。41

号住 は105号 住を同一 レベルで切 り、33号 住は41号 住 と並ぶ形に105号住を勤る829号住は33号住の上に105

号住 041号住 と同 レベルで叩きの貼床を形成 し、住居址を築造 した もの と思われる。

遺構 確実に遺構 と確認 されたのは、北西壁に検出 されたカマ ドと、柱穴Plと 南側隅に焼土がみ られた

のみである。 カマ ドは 石組で、袖石はよく残存 し、天丼石状 の板石 もあ り、焼土 も厚 く残 っている。カマ

ド址内部か らも土師器片、刀子が出土 した。Plはやや浅いが位置的にはよい。床面は調査者に :よ る と、黒

遺物 土師器は、23点 と多 く、器形の変化にも富んでいる。ttC 1 12(図 204-1)・ C Ⅱa2(206)・ CⅡ (3

～5・ 7～ 9)・ D Ⅱa2(10)・ DⅡ (11)に 分類 され、 1～ 9ま でが黒色土器である。この他、小形甕 CⅡ (17)・

507～ 9)・ DⅡa2(10)・ DⅡ (11)に 分 類 され 、 1～ 9ま で が黒 色土 器 で あ る。 この他 、小形甕CⅡ (17)・

CⅢ (19)・ 底部 (18)・ AⅡ (23～ 25)・ AⅢ (26)・ B(30)、 甕D②～22031)な ど力`ある。須恵器は1長頸壷 (12013)、 甕

(1403の の 4点のみ。灰釉 陶器は、皿 BⅢ (2つ・ BⅢa2は 8)。 BⅡ (29)・ 婉Aa2(15016)の 5点で、胎土 の様相か

ら永田窯系のもの と思われる。時期的には、折戸53号窯址にあて られ よう。前述 したように複雑な切 り合

い関係のため、この うち、特に覆土内出土 の土器は、確実に本址伴出するか どうか問題 もある。例えば、

短頸壷(1401つ 、甕(20・ 24)である8刀子(図285-16)1点 の出土があった。 (小林 秀夫 )

④  70号住居址 (図3302020286,図版40)

遺構 発掘区中央部 北寄 りにある。69号住 089号住を切ている。ほぼ全形を残 しているが、保存状態は良

くない。P10P2・ P4を 主柱穴 とし、 4本を考えたいが、西隅には検出されていない。残存壁 高20cm前後で

立上 りは垂直にちかい。周溝はない。北壁中央部にカマ ドの痕跡を残す。 床面は多少の凹凸があるが堅 く

しっか りした ものである。方形 プランで、4。 4× 4.4mほ どで主軸 をN29° Wと している。

遺物 少量で、図示 したのは土師器甕 E(13)、 黒色土器不 C Ⅲa3(図 202-14)、 須恵器不Ca2(15)の 3点で、

14のみ完形である。他に土師器甕・不、須恵器甕・不・蓋の破片が少量 ある。遺構図中の不 は89号住 のも

のである。土師器甕には図示 した もののほかにⅨ期相当の外面 ケズリの著 しいものがある。鉄製紡錘車片

(図286-1)力 1`個 出土 してい る。 (土屋  積)

⑤  72号住居址 (図 34・ 202028602900291)

遺跡中央の東寄 りの傾斜面に位置す る。縄文時代、奈 良・ 平安時代の住居址が密集する地帯で、直接切

り合い関係にある住居 l■Lだけで 7基を数える。かな りきつい傾斜面であるので、壁 が充分につかめない面

もあ り、黒土中か らの検出であ り、住居 t■L内 施設 もほ とんど判明 しないままであった。切 り合い関係をま

とめると、この一帯の住居 t■Lは、縄文前期の 111・ 112号 住、奈良・平安Ⅵ期 の970103号住、この両者 より

新 らしい109号住 、本址 と接す るⅧ期の71号住、Ⅸ期の本 t■Lが関連 して くる。103号住-97号住-109号住

-72号住 とい う切 り合い関係が成 立するものと考 えられる。

遺構 東側の コーナーが黒色土内のため検出できなかったが隅丸長方形 のプランを確認できる。 カマ ド

は北西壁中央 よりやや北寄 りにあ り、石組の残欠 と焼土がわずかに残っている。他に南側の中央 に焼土が

み られた。柱穴は検出できない。壁は西南倶jは かな り良好に残 り壁高は約70cmほ どあるが、反対に東側の

壁 は15cmしか残っていない。床面は ローム面を叩いて固めている。 カマ ド西側を中心に遺物 が出土 した。
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遺物 土帥器は 9点で不が多い。tt C Ⅱ a2(図 202-16～ 18。 20～ 2幼 OB(19と 小形甕底部 は3・ 24)がある。

このうち16～ 22は黒色土器である。灰釉 陶器は 4点で、婉 Atta3 26)O AⅡ a3(27)、 皿Aa3(20、 婉 (25)に 分類 さ

れる。この うち26は 猿投系、28は東濃系で、時期的には折戸53号 窯址である。土器以外では12個 とい う土

錘 の出土が 目立った。IIBa(図290-23,291-24・ 42)5、 IBbが 3、 IC(49050)が 4個 あ り、住居址 内出土数で

は本址例が一番多い。鉄製品として刀子 (図286-3)半 欠がある。

なお、図34の ×印 1～ 8の記号は、図202中 の土器番号 とは次 のようになる。 3→ 17、 4→ 26、 5→ 22、

6-21、  7-27、  8--18。                                                                      (/Jヽ 林  秀夫 )

⑥  129号 住居址 (図 500202)

遺跡中央西側寄 りの地 形的には西か ら東への傾斜面に位置す る。 したがって北東壁の確認は困難で、現

存部分は南壁の半分のみである。小礫混 りの ローム層面か らの検出 しかできなかった。他の住居址 との切

り合い関係は、隣接す る奈 良・平安Ⅵ期 の130号住、同Ⅷ期 の120号住 の内では最 も新 しい。南壁 で120号

住を、西壁で130号住を切 っている。また、土拡124は本址 と壁を接:す る位置にあるが、切 り合い関係にな

い ところを見ると本址 の北壁 もこの直前まで と考えられる。

遺構 東西3.lm、 南北推定で3。 1～ 3.2mの ほぼ方形に近いプランである。 カマ ドは西壁中央に 検 出 さ

れたがほ とんど破壊 され、壁外 が中心の焼上が見えるのみで、石組 はほとんどが抜 きとられ、その構造は

判然 としない。柱穴 もP10P2の みでその関連はつかめない。壁 は主 として壁高20cmの南壁のみの検出であ

る。周溝は確認できなかった。床面は小礫 が混 りかな り凹凸があ り、おそ らく貼床 されていた ものと思わ

れる。遺物は、カマ ド周辺に土師器片の出土があった。

遺物 図示できるのは灰釉陶器の婉 AI(図 202-7)・ Aa3(8)と 須恵器不 C Ⅱa2(6)で あるが、 6は 出土

状態不明で本址に伴 うかは疑間である。灰釉陶器婉は、胎土か ら東濃系窯 l■Lの産 と考えられ、時期的には

折戸53号 窯に比定できる。 (小林 秀夫 )

⑦  134号 住居址 (図410202,図 版43)

遺構 調査区の南隅84号住の中に検出 された。84号住 の中にす っぼ り入る小形の住居址で、84号 住床面

を11～ 15cm掘込んで作 られている。カマ ドは北東壁の中央にあるがやや東に偏る。石組白粘土作 りで、70

×100品を測 り、両袖石は よく残 り、焚 口前に天丼石が落ちてお り、支脚はな く、火床に焼土 が 5 cm前後の

厚 さで残っている。柱穴は西隅にある径50cm、 深さ 5 cln前後 の浅い ピッ トが 1イ固検出されたが、柱穴 とす

るには浅す ぎる。壁は砂礫 まじりのロームで、高さは10～ 12cmで あま り良 くない。周溝は西ゴヒ壁中央から、

南西壁にかけてわずかに認められる。床面は砂礫 ローム中の礫 を抜いて作 られてお り良好である。覆土中

より土師器、須恵器、灰釉等の不 、婉 、甕の小片が、カマ ド内よ りは須恵器の甕片が出土 している。

遺物 灰釉陶器婉Aa3(図202-9)1点 の他に土師器の糸切底がある。 (木下平八郎 )

コ)奈 良・平安時代 X期

①  18号住居址 (図 1202050285,図 版35099)

遺構 遺跡の北寄りに検出された。縄文前期の138号住 の主要部を切 り、21号住の北部を切 っている。

本址床面は138号 住床面の上部にあった ようであるが、 カマ ド部では殆ん ど同一 レベルで、遺物も両

址のものが混在するような状態であった。本址の21号 住残存部床面へ食い込む部分で見ると、138号住より′
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18cm高 い床面 となるが、傾斜を持 っていた ものであろ うか。黒色土、黒褐 色土を切 り込み、一部は ローム

に至る掘 り込みのためプランや壁の状態は不詳である。カマ ドは東壁中央につ くられた石組粘土 カマ ドで

あったが、耕作で破壊 された らしく原形は不明である。P2は長方形 と楕円形のピッ トの複合であるが、 と

もに黒土 の落ち込みで須恵器を出土 し、 P9・ Pl。 はともに炭化物・ 焼土が落ち込み須恵器・土師器の小片 が

出土 した。 これ らは他の柱穴の覆土が黒褐色であるのに比 し、色調、出土遺物が異 り、本■ に所属する可

能性が強い。他の ピッ トは138号 住 と区別不能である。P10P3・ P5～ P7° Pll～ P13は いずれ も縄文土器片を

出している。なお、P13よ りの中央部の焼土は138号住の地床炉か と調査者が考えて いるものである。床面

はやや軟弱で、貼床が一部残る。

遺物  二土師器には不 D tt a2(図205-1)・ D Ⅱa2(2)・ DⅡ (3)、 完形の皿 B Ⅲa2(4)、 須恵器には坪 B(5・

6)と 本址には伴わない蓋 (7)が ある。灰釉陶器では婉 AⅡ (8)・ Aa3(9)があるが図示 しなか った 1片が東

濃産で、9は O-53窯期前葉の永田窯産である。他に角棒状鉄製品 (図285-7)が 出土 した。 (伴  信夫)

②  29号住居址 (図150205,図版37)

遺跡のほぼ中央、東側の用地界に接 して位置す る。西か ら東への傾斜面の谷側に位置す るため、後世の

撹乱で壁面が破壊 されほ とんど検出不可能の状態であった。また、住居址の中央を東西に発掘年度で区分

された上に、複雑な切 り合い関係があ り、検出にはより困難であった。本址 と直接関連ある切 り合い関係

は、北側で奈良・平安Ⅸ期の41号住、西側で同 V期 の105号住、東南側で同Ⅸ期の34号住、はとんど重なる

ようにして同 X期の33号住をそれぞれ切っていて、この周辺のグループの中では最 も新 らしヽヽ住居址であ

る。本址は33号住の上に105住、41号住と同じレベルに叩きの床を形成 していたものと考えぃられる:

遺構 やや不整な隅丸方形のプランを呈する。黒土中から掘 りこまれたために壁の状態はあま|り はっき

りしないが、床面などからプランはほとんど問題ないものと思われる。カマ ドは東壁に 2,基並んで検出さ

れた。焼土の広が りからカマ ド間の切 り合いが観察され、新旧に区分されるようである。南側にある小形

が古 く、ゴ腋Jの 大形が新らしい。両方 ともに石組のカマ ドで、旧は煙道が残 り、新は袖石が残っていた。

焚 口部の焼土は10cmンこも達する。規模ヤよ1日 力`40cm× 70cln、 新は80cm× 70clnで 彦らる。両方 とも|ン
こ破壊され

ている。他に住居l■L内 に焼土が数箇所見 られた。ピットは数個検出されているが、本址ャ1確業にともなう

柱穴かどうか問題がある。壁は黒土層中のためあまり明確でなく、壁高は残存 している範曲で2ocmほ どで

ある。床面はロームと黒土との叩きの貼床で堅いところがある。覆土内から床面にかけて人頭犬から拳大

の礫が散在 している。                               : |:.:

遺 物 土師器は6点 あ り、皿 A Шa2(図 205-10)、 不 Ba2(11・ 12)OC I(13)・ CⅡ (り と甕底部 に5)で ある。こ

の うち13・ 14は黒色土器で、 須恵器は不 CⅢ (10の み、灰釉陶器は、 東濃系のIIIL B Ⅱ i3(1う・ヨⅢ (10の 2点

ある。                                          (小 林 秀夫)

③  33号住居址 (図1802050285,図 版37)                     |

S T A 109+00の 東側、遺跡用地 内の東半 分 中央やや南寄 りの、北東への傾斜地に検出 され た。奈良・

平安 V期の105号住 の東側を切 りなが ら、同Ⅸ期の41号住の南に並ぶ位置にある。41号住 と105号 住は同一

平面上で切 り合ってお り、本址床面はその12～ 13cm下にあたる。 さらに本址覆土範囲のほとんどをその床

面 とした同 X期の29号住が、41号住と105号住 と同一平面上に構築 されている。このように近 接 した標高

の内で切 り合 っていた本址を含む住居址群であったが、その過程において二年度に亘 る調査 を余議な くさ
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れたため、一部に未発掘部分を残 して しまい、主として規模とプランの一部に図上復元によらざるを得な

かった部分があることを了承されたい。

遺構 5。 20× 4,20mの主軸方向の長い長方形のプランと推定される。壁はその大部分が床上12～ 13cmで

29号 住に切 られているわけだが、斜面の下方である北東と、北西壁は、検出時にそれを確認す ることが出

来なかった。床面はヽ調査時の所見によれば ロームの貼床で比較的良好とあり、先の壁の状況とあわせて、

本l■Lは黒土中もしくは斜面の下方では床面が ロームまで達していない住居l■Lで あったかと思われる。周溝

は無い。柱穴は 6個 あるピッ トのうちP4・ P5が柱穴群の一部であると思われるが詳細は不明である。カマ

ドは、北西壁中央の床面に径60cIIIの 焼土が確認されてお り、袖石 と思われる石 1イ固があること等、29号住

構築者によって破壊されているが石組粘土カマ ドがあったであろう。なお、本址は図の部分が初年度に調

査されたが、前記の事情により、その西側は未発掘に終わってしまつたO

遺物 本址を切る29号住のものが混入 している可能性もあるが、両者の間に型式差は認め られず 2軒 を

同時期 として扱らた。土師器では不DⅡ (図 205-19・ 23)・ DⅡ a2(20)・ B Ⅱ a2(22)、 皿B Ⅱ a2(21)、灰釉陶器は婉

Aa2(25)・ Aa3(30)O AⅡ (26027)O AⅡ a2(28)、 皿:AⅡ (31)O BⅡ a3(32)・ BⅡa2(33)と 一点の須恵器壷 (24)がある。

このうち、27033が床面、19020がカマ ド内、23が ピット内から出土 している他は覆土の遺物である。ま

た、灰釉陶器は総てが 0-53と いいほとんどが東濃系であるが、27028は永田窯のものであ り注目される。

なお、24の 須恵器壷底部は後世の混入物であろ うか。他に鉄鎌 (図285-12)が ある。 (小池  孝 )

④  :21号住居址 (図5002060291)

遺跡のほψゴ中央、用地内西隅に位置 し、北東 向傾斜面に立地す る。黒色土中で検出され、掘 り込みは ロ

ームには及んでいない。本址 西～北側にある縄文前期の125号住の覆土上につ くられる。住居址 の南東側約

半分は集列石に切 られている。

遺構 南東側半分を失なっているが、隅丸方形のプランであろ う。壁はほぼ垂直で、西壁で25cm前後の

壁高を測 る。床はほぼ平坦である。西壁 ぎわ程軟弱で覆土 との判別が難 しい程であるが、中央～東壁寄 り

では焼土を混 じえて堅 く、良好なつ くりであった。床面上の諸施設は全 く確認できなかった。ただ、北壁

中央部、集列石に切 られる付近に焼土が集中 してお り、カマ ドの残骸 と思われる。屋外施設は検 出し得ず、

特記すべ き出土状態の遺物 もない。

遺物 黒色土器は不C Ⅱ a2(図 206-14)、 土師器は甕C(28029)・ E(27)が あり、須恵器は不Ba2(17・ 1の :CⅡ

a2(lD・ C(16)、 蓋CI(19、 甕 Gの 、広 口鉢 (31)、 灰釉陶器は婉Aa2 9助 °Aa3 υ幼 皿ヽB Ⅱ a2ゆ 1)・ B90)、長頚瓶 (

24・ 25)で ある。須恵器甕 (30)は 混入品か もしれない。また灰釉陶器の うち20～ 33は東濃窯 の、26は猿投窯

のそれぞれ産であろ う。土錘は IC(図 291-54)が 出土 している。 (百瀬 長秀 )

サ) 時期不詳

①  :09号住居址 (図340291)

遺構 位置や切 り合い関係は72号住 (161頁 )で述べてあるので省略す る。 プランは、隅丸方形 で あ る

が、半分を72号住に切 られていて、住居址の内部施設はほとん ど判か らない。本 l■Lに伴 う遺構は柱穴と思

われるP10P2がある。壁は東側だけが72号住に切 られているが、残存 している他の壁はわずか壁高 7～ 8

cmしかない。

遺物 確実に本址に伴 う土器の検出はな く、所属時期を決定できないが、土錘 4(図 291-34053・ 60)の
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出土や切 り合い関係か ら奈良・平安Ⅵ期か らⅨ期 までの間 と思われる。 (小林 秀夫 )

②  136号住居址 (図55)

遺跡の最南端に位置する。礫混 りのローム内に形成 された竪穴住居址で、黒色土内から切 りこまれたも

ので検出は困難であった。切 り合い関係はなく単独の住居 t■Lで ある。不整方形で規模は小形である。カマ

ドは北東壁中央に焼土がみられただけで他は詳細は判からない。規模は55cm×60cmで ある。柱穴と思われ

るのはPlだ けである。壁は黒褐色土中であまりはっきりしないが、壁高は約20cmほ .ど である。床面は礫混

りのレーム層の上に黒色土で床面を構築 しているのであま りはっき りしていない。

遺物 遺物は須恵器不 Cの破片が出土 しているのみで、時期を決定できないが、奈良・平安 Ⅳ～Ⅵ期 の

間に入るものと考え られる。                             (小 林 秀夫)

オ その他 の遺構 と遺物

本遺跡か らは住居址以外に数種の遺構が検出されている。 これ らの うち、縄文・ 弥生両時代に所属す る

明確なものは各時代で取上げたが、それ以外は種々問題点が あ り、便宜上 こゝに一括 した。各遺構の もつ

性格等はまとめの項で述べ ることに し、 こゝでは主にその内容のみを簡単に報告 したい。

ア)土拡 及 び土拡 群

① 土 拡

土拡の総数はナンバーをつけたもの 197基 で、 この うち縄文前期の方形配列土拡群や時期不詳の柱列 2

なども含めているので160～170基になる。詳 しくは別表 1の一覧表を参照 していただきたい。また、土器・

石器 ともに住居址出土例 と殆 ど変 らないのでここでは特例以外は触れない。

まず、形状では、プランが円乃至楕円を主 とし、他に方形や五角形が多少加わる点、他遺跡例 と変 らな

い。大 きさは―般的ンこ100× 70clnか ら80mが多 く、 長径力`150cmを こえるもの、50cm以
~下

のFIJは少ない。 原

則的には単独で掘 られたのであろ うが、時に同時期の 2ケ 連結 した例がな くもない。深 さは検出面か らの

計測でないので正確を期 し難いが、50cm前後が最 も多 く、20cm以下、 100 cm以上は少な くなる。 こうした

プラン、大 きさ等 と時期的な関係には特に指摘すべ き事項はない。

土拡 自体の時期決定は非常にむずか しく、今回 も 1・ 2を 除 くと確実 といえる例は少い。土拡埋土中の

土器片や住居 t■L、 土拡 との切 り合い関係か らの推測で万全ではないが、一応、時期的区分を してみると次

のようになる。

縄文前期-70、 同中期 18、 同後期 18、 弥生中期 2、 平安時代 14、 中世 3、 近世 1の 計 126基で、残 りは

不明となる。住居址数 と較べ縄文前期が多 く、平安時代が少ないのは当然の結果であろ う。縄文時代、特

に前・中・後期に土拡が多出す る例は県内のみでな く全国的傾向といえる。各期毎の概要を記 したい。

縄文前期は一部早期末までのぼる可能性ある土器片を含め、所謂中越式か ら諸磯 B式までが主体 とな り

住居址の所属時期 と同一傾向である。本遺跡 自体が相当耕作による攪乱を うけてお り、住居 l■Lは勿論、土

拡 自体か らの出土土器でさえ 1～ 3型式に及ぶ混在ぶ りを示す。また、完形乃至半完形に近 い土器を出土

す る例は少 く、殆 どが小片程度である。わけても諸磯期に顕著な土拡 と浅鉢 とい う関係をとらえるため小

破片 も器形を注意 したが、70例中わずか 1基にす ぎなかった点意外であった。深鉢でもほぼ器形のわか る

例は、土拡130の諸磯 A式 (図155-3)程 度である。土器以外の遺物 として、石鏃、石匙などの石器は約%基
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か ら検出され、映状耳飾は 1基、他に炭化物が比較的多 く検出された例 もあるが、土拡 としての特色を示

す事実は認め られなか った。

次に中期 とした土拡は18基 と少ないが、釣手土器の釣手部 (図76-5)と 石皿 を 出土 した土拡 5以外に特

記す る例はない。 しか し、後期になると、浅鉢の完型品を伴 う土拡173(図 76-7)、 175(同 -8)、 66(同 -6)

や釣手土器を もつ土拡176(図 155-21)な ど、他遺跡例 と同一の土拡が検出されてい る。 しか しすべてが浅

鉢 とは限 らない。骨片出土例 も中・後で各 1例あるのみである。

弥生時代の土拡については本文 134頁 に触れてお り、また、平安時代以降のそれについて も特記すべ き

事項 もないので省略 したい。

なお、土拡の中で も、阿久遺跡の調査後急に クロアズア ップされた方形配列土拡群についてはすでに触

れたが、平面形 の似た例 として図62に示す一群がある。方形配列土拡群に較べて浅い とい う点が指摘で き

るが、土拡埋土中や全体 の覆土中か らは縄文前期土器片が多 く何か しらその形状は意味あ り気であ り、今

後の課題 としておきたい。

土拡の性格や分布について は、その分析を途中で打切 ったので省略 したい。

②  土拡群 102(図 64)

縄文時代の多い土拡の中で、趣のかわ った例 として区分 したものに土拡群 1・ 2が ある。調査区域の最

も南側に検出された80号住などを含む10数件の住居址群内にある。 この付近は有賀峠か らの押 し出 しが最

も強 く、ために耕土が薄 く、かつその一部は移転 した住宅があ り、 ゴ ミ捨て場が掘 られた りして、土層の

堆積関係が最 も不明確 な地点である。 140号 住検出作業中、その西部に板状の石があ り、敷石住居 l■Lの可

能 1生 を予想 して付近を拡張 した ところ、耕上下の相当削平 された、二次堆積 らしい礫 を含む ローム状土層面

に黒土の落ち込みが点在す ることがわかった。その結果、 これ らの土拡は通常の土拡 (例 えばす ぐ横の土

拡 147)に較べれば、規模は径30～ 60cmと 小 さく、かつまちまちだが、分散せずまとまってお り2つ の土

拡群 として とらえることに した。

IL拡 群 1ヤま4ケ 、「司2ヤま8ケ か らな り、 前者でヤまほぼ一夕lJ 7こ 3m、 後者でヤま5mの長 さで 2夕 l」 7こ並ぶ。

先記 した如 く現地表面 も基盤 も相当剥平 されてお り、それを考慮 して も50cmを こえる深 さの ものが なく、

また、形態 的 にすべ てなべ 底状に掘 られている点が注意 され、あえて、柱列や土拡 とせず、分離 したわ

けである。 しか し、遺物の出土は全 くな く、時期 も決定できない上、類例 も余 り知 らないのでその性格 も

不明 とせ ざるを得ない (樋 口 昇一 )

イ)竪   穴

①  竪穴 3(図 13,図版48)

調査区域ほぼ中央の北へ緩傾斜す る部分に単独に検出された。北約 3mに 26住 (縄文中期)、 南～西数 m

に45(奈 良平安Ⅶ期)・ 66098(縄文前期)号住があ り、東側は一部 フン ド3と 接す るらしいが詳細はわか らな

い。また、26号住 0本
l■L・ 45号住の西側には集列石遺構がほぼ南北に通 っているが、本址 のみその影響は

ほとんど受けていない。 ローム層を掘 り込んだ北隅がやや欠ける1。8m× 1.4mの 方形 プランである。南西

か ら北東へ傾斜す るため、前者では周壁が30cmあ るが、後者側は 5 crn程度 となる。覆土は前述 した集列石

に関係す るらしい人頭大 (少 )か ら拳大の礫を混入 した黒色土で、その下面は床面か ら5 cm上 とな り部分的

に厚さ 5m～ 2 cmの 酸化鉄が層状に堆積 していた。床面 までは黒褐色土 となる。床面はほぼ平坦であるが
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余 り硬 くない。壁 7こ そ って径 5～ 7 cm、 深 さ 8～ 10cmの Jヽ ピッ

周壁に接す るものは、竪穴内へ傾斜 して掘 られていた。カマ ド

遺物は床面に近い黒褐色土か ら土師器の細片を得たのみであ

との関係か らみて奈良・平安時代に属す る遺構 と考えたい。

卜がほぼ等間隔に20ケ 程あるが、その うち

・焼土等はない。

り、細かな時期比定はできないが、集列石

(樋 口 昇一 )

②  竪穴 4(図 17,図版48)

遺跡の南東側の用地界に近 く位置 し、奈良・平安 I期の31032号住に接 している。地形的に西か ら東′

の傾斜面の一番谷側である。遺構は石積みの下の ロームを掘 りこんで、隅丸方形のプランを形成す る竪穴

で、規模は2。4m× 2。 2m、 壁高は12mで ある。床面は調査者によると一部叩いてあるところ も見 られた と

い うが全体的でなかった。東側の壁は確認できなかったが、浅い ピッ トが 2つ連なって検出 された。遺物

は土師器片、須恵器片の出土があらたが、本址 に ともな うものかは確め られない。検出状態、遺物か らは

遺構の性格は とらえられない。31号住に重複 している可能性がある。 (小林 秀夫 )

③  竪穴 5(図 24,図版37)

集列石を扶んで竪穴 3と 対面する位置にある。46号住 (縄文前期)の 東南隅を切 って作 られた、′長径 3。 1

m、 短径 2.2の 不整円形を呈す る小竪穴である。覆土は多少の礫 を混入 した黒色土層で、床面近 くになる

と黒褐～茶褐色土があった。北東部に連結す るピット(深 さ28cm)は 一部本址 を切 っているので土拡 とすべ

きだったか も知れない。本址西南側の周壁は壁面が緩 く、通常の住居址周壁などとは異なってお り、掘 り

込まれた ローム層 も余 り硬 くない。西側壁下には浅い凹みや人頭大の石があ り、中に板状の石 (70 cm× 60

cm)が床面に据え られた状態で検出されたが、加工等の痕跡はない。床面 も余 り硬 くはないが、ほぼ平坦

であつたo P6は位置的にみると46住に伴 うようだが、深 さなどか ら考えて、本址 と同時期であろ う。遺物

は 1片 もな く、時期を決定できない (樋 口 昇― )

ウ)周 溝 1(図 52)

調査区域内では最 も高い位置にある124号住 (奈良・平安Ⅷ期)の 北東壁から北西壁にかけて検出された。 _

付近一帯は縄文前期 と奈良・平安期の住居址が密集 しているが、 これ ら住居址調査終了後、土拡 179な ど

の断面観察で、更に下部に遺構 らしい部分の存在が予測 され、掘下げた ところ本址の存在が判明 した。北

西壁下にあたる弧状の部分は、幅 lm前後、深 さ20cm程 で、長 さ約 4～ 5mあ り、底面 も軟 かいがやや平

坦であ り、溝状 となっているが、北側の上拡 179付近か ら南西部へのびる部分は、幅・深 さとも小 さくな

り、線状 となって しま う。太い濤状部分は基盤であるローム混 りの砂質褐色土層を掘 り凹めてあ り、黒土

の落込みか ら検出はさほ ど困難でなかったがそ こにつながる東南部や、線状 となる南西部は、基盤 自体 の

荒れ もあって、不明確であった。溝状部分には人頭大の礫数 ケの落込みの他は、付属施設 らしいものは何

もな く、遺物 も皆無であった。調査時点では、奈良 0平安期住居址下にある点や付近の出土土器か ら縄文

後期頃 と考えたが、その後の検討では、 これ らの溝状遺構がすべて同一時期でないらしいことや、上にの

る 124号住 との関係 も、埋めて貼床 した と速断できない部分 も生 じ、所属時期を決定す る遺物 もないので、

時期不詳 とす ることになった。ために 124号 住の記述では、本址が切 っていると表現 してあるのは以上の

点か らである。いずれに して も、付近は土層の荒れがひどく、他住居址 もその認定に苦労 した地域であり、

本址の掘 り方に も多少の問題があったので、その性格づけなどはできなかった。
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工)柱  列 (図 53)

① 桂列 1(図53)

調査地域の南側に近い1230126号住 (奈良平安Ⅲ・Ⅳ期)や墓拡 1に接 していて ローム層を掘って検 出さ

れた。 123住のゴヒ西及び北東壁にはぼ平行 しくr¬ 状に立2ん でいる。 Pl´V P7は径50cln-80cm、 漸爵さ12cm～ 24cm

とやや大小あるが、北西列のPl～ P4ヽ 北東列のP4～ P6が あ り、柱中心間の総長は4。 2cmと 2。 8cm、 柱間は1。4

m(P2° P3の みやや短かい)と 規則性があ り、 2間 × 3間 の建物址を想定できる。 しか し、調査当初か ら目

標 としていた掘立柱を もつ建物址の発見 と考えたが、Pl～ P6に対応す る他の部分が丁度1230126号 住内に

入るためか検出できなかった。なお、P6に つづ くP7も 計測値上では正確に位置 してお り、 これを加えると

3間 × 3間 となる。 しか し、や 浅ゝい点 と掘 り方 自体がPl～ P6ま で と異なっていた点か ら一応はず して考

えた。なおまた、P7か ら逆のくの字状に南へつづ くP8° P9° Pl。か らほ ゞ直角に並ぶPl1 0 P12ヽ 更にP12に

つ ゞくP13な どもあるが、柱列 1に較べると規貝J性に難点があ り、調査時点において も、ピット自体がや ゝ

それ らしくない と記録されている。

この柱列に確実に伴 う遺物は全 くないが123号住が奈良平安時代Ⅳ期、126号住が同Ⅲ期であるとき、本

t■Lが この 2住居 IILに切 られた とすればそれ以前の構築 と考えてよいであろ う。 しか し反面、Pl～ P6の深さ

を考えれば、 2住居 IIL内 にその痕跡が当然残る筈であるが、検出できなかったのは調査延長期間の最末期

に当 り床面上の貼床部分を精査できなか ったか らであろ う。調査記録にはその点の記述がないので補足 し

てお く。 (樋 口 昇一 )

② 桂列 2(図 38)

柱列 1の北西約10m、 77(奈 良平安 I期 )・ 78(同 V期 )・ 95(縄文前期)0108(同 )号住にかこまれた中に

ある。本 l」Lは調査当初土拡 として処理 されたが (土拡192～ 197)、 192～ 195が直線上 に並び、 また先 の柱列

1と もほ 棟ゞ方向が平行する関係にある点、掘 り方 自体 もしっか りしてお り、かつ底面に板状の石がある

点か ら、一応柱列 と して処理す る ことに した。土拡192～ 194は径1.2～ 1。 Om、 深 さ20～ 30cm、 共に底面

に板状の石が据 えられている。柱中心間は正確に2.lmを 計る。 これに土拡195を加えるとや ゝ、中心線が

ずれ、かつ柱間距離 も多少短か くなる。 この柱列の横に土拡 196・ 197が並ぶが、や 方ゝ向がずれる。 3間

或は 2間 と考えてもこの 2個 はずれている。付近を精査 したが他は末検出である。傾斜の強 い面に構築 さ

れている点が気になる。本 l■Lに伴 う遺物はない。 (樋 口 昇一 )

オ)フ ン ド (図2,208～ 210,287,図 版48049)

この名称については、調査時点において も種 々論議 されたが、最終決定をみないまま引継がれたため、

一応本項ではそのまま使用す ることに した。調査者によれば、住居 t」L、 土拡などといった明確な遺構を伴

なわないが、特殊な遺物が出土 した り、またそれがかたまって九 たヽ り、遺物の出土状態に意識的な行為を

感 じさせるような在 り方が 目立 った地域をまとめて呼称 した とい う。以下、 4つのフン ドを略述す る。

①  フン ド1(図6602090210)

調査地域のほぼ中心部、 205号 (奈良平安Ⅷ期)、 3号 (同Ⅸ期)、 4号 (同 Ⅲ期)各住居址 の重複す る上面

にあたる13× 10m程 の範囲をさす。表土下20～ 30cmの耕土すれすれか、わずかその下部の黒色乃至黒褐色
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土層中に、平板状の大 きめの石などを含む礫群があらわれた。礫群の密集す る部分や散在す る部分 もあっ

たが、 これ ら礫群を含むやや広い範囲は土器片などの出土が多少多 く調査者の注意を引いた。 ところが、

その中央部付近で、 2ケ の石鉛帯 (図66では「石」とのみ記入されてぃる。図287-102)が 検出されるに及んで、

何 らかの遺構を予想 し、全面的な調査に切 りかえ、遺物出土地点の記入なども行いなが ら付近を精査 した

ところ、土師器、須恵器、灰釉陶器片は勿論、鉄製品を含む各種 の遺物が多少の高低はあるものの散在 し

て出土 した。 しか し、最後まで遺構 らしい明確な痕跡はつかめず、 この礫群を中心 とした付近をフン ド1

として検討す ることになった。

出土遺物は比較的種類に富んでいる。土師器、須恵器、灰釉陶器は勿論、カワラケ、青磁器、青白磁器、

白磁器などの細片 もあ り、刀子や古銭、角釘 といった鉄製品 もある。勿論出土遺物の層位的分別などでき

ないが、比較的上層出土 といわれる中世遺物は後述す るとして、それ以外は次のような器種がある。

土師器不 E Ⅱ a2b3ヽ J｀ 形無頸壷、黒色土器不 C、 須恵器不 CⅡ 、灰釉陶器鳥付蓋が あ る。土師器不 Eと

須恵器不 Cに墨書がみ られるが、不 Eは破片のため判読不可能、不 Cは「佳」 とあるが、 これまた判読で

きない。 Jヽ形無頸壷は底部を欠損す るが、粘土紐巻 き上げ法で作 られ、内面に指頭によるオサエ痕が著 し

い。内面に赤色顔料がびっしりとこば りついている。祭祀用具であろ うが、他の土器 とセ ッ トをなすかは

判 らない。古墳時代の ｀
手ず くね土器

″ の可能性 もある。灰釉陶器鳥付蓋は金鋳場遺跡で確認 された水鳥

付鉦蓋平瓶 (本書51頁 )と 同一のものである。小形無頸壷を除いた土器群は、十二 /后遺跡 V期 であろ う。

古銭、刀子、角釘のほか石製模造品 1ケ については、調査期間中盗難にあい、詳細は不明である。

②  フン ド2(図 2・ 660208・ 287)

2号住 (奈良平安Ⅶ期)北東壁上面一帯にあた り、或はフン ド1号 と同一のものか も知れない。 4m× 1。 5

～ 2mの範囲で、本址は比較的礫が多 く、 3ブ ロック状に並ぶが、礫群は集石状に積み重なるとい う状態

ではな く、無雑作に平面的に散在する感がある。礫 の多い点が他 と異なる点 といえる。遺物 は余 り多 くな

く、 1点 の鉄鏃 (図287-5)を除 くと土器類 (図208-35～ 40)で ある。

土師器不 E Ⅱ a2b3ヽ 甕ヽ須恵器 BI、 甕がある。tt Eの底部には「嶋」 と読める墨書 がある。土師器甕

は古墳時代のものと思われる。他図示 しない小片を含めて主なる土器は十二 ノ后遺跡 V期に属す る。

③  フンド3(図2070208)

調査区域のほ ゞ中央部北東側の標高では最 も低い点にあたる付近で、集列石の東側、竪穴 3と 接す る部

分以東一帯である。集石列の北端か ら本址付近は住居址の検出はない。別記するよ うに各期 の集落が等高

線上に弧を描 くようにあるとすれば、 この部分は弧の内側の空白部に当る。 しか し、現地形は耕土下す ぐ

に礫を多 く含む ローム質黄褐色土層 とな り、耕作による礫の抜取 りなどで相当荒れている。 しか し、部分

的に残る耕土直下の礫の中にはフン ド102の ような、多少意識的 とも思える礫の集積があった り、遺物

の出土が面的広が りを もつなど、他 と異 なる状態が認め られたのでフン ド3と して区別 した。範囲は約10

m四方程度 らしい。細片では青磁器、カワラケなど新 しいものもあるが、土師器、須恵器 (図 207,208)

が多 く、他は不明 鉄器 (図287-4)力 あ`るのみである。この うち土師器、須恵器は時期的に 3区分できる。

金鋳場遺跡 Ⅲ期 (本書56頁参照)須 恵器では、不蓋 (1)、 不身 (2)、 婉 (18)、 短頚壷 (7～ 9)、 台付壷 (24)、

長頚壷 (2502の 、醒 は1022)、 高不 鬱3)、 甕 (19023)と 器種 も多 く、土師器 では甕 (34)と 黒色土器高不 (280

29)が ほ ゞ同一時期であろ う。 しか し、台付魅と想定 した ものは、他の魅より後出の可能性 もあ り、同様

一-169-一



なことは須恵器高不 と同蓋・不 (1・ 2)に もいえる。従 って以上の土器群は、若干、後出例を含んでいる

に して もほ ゞ6世野己末～ 7世紀初頭 7こ位置す るといえよう。

とは須恵器高不 と同蓋・不 (1・ 2)に も言える。従 って以上の土器群は、若干、後出例を含 んでいるに し

て:も 、 ほ ゞ6世糸己末-7世 糸己初頭ンこ位置す ると「言え
=よ

う。                : |

十二 ノ后遺跡 I期  須恵器不 A(3～ 6)、 蓋 (10・ ュ1)が ある。 ただ し、不 Aはかな り後出の例を含む懸念

もあ り、確実なのは蓋のみである。

同Ⅵ期 土師器不 E(32)、 須恵器不 C(30・ 31)、 長頚壷 (27)力 ほ` ゞこの時期に該当す る。

以上、本 l■Lは主体 となる時期は金鋳場遺跡 Ⅲ期であるが、遺物 自体の性格か ら一時期に限定 しな くて も

よいであろ う。

④  フン ド4(図 53・ 209・ 210)

調査区域では最 も東南側に近 く、柱列 102、 墓拡 1や 10軒以上の縄文、奈良平安時代住居 l■Lを含む25

m×20mほ どの相当な広範囲にわたる。土層関係は既述の各 フン ドと同様であ り、下位の住居 l■Lと の関係

が明確な部分 もあれば、全然把握できない点 もあった。本址はまず、32号住 (奈良平安時代 I期)北西隅で

壁面 より約 10cm浮いている子持勾玉 (図287-3)が何の遺構 らしい痕跡のない部分か ら突然検出されたの

に注 目し、同下面を精査 した ところ (既に下部まで掘 り進んだ部分も多かった)多少、礫が平面上に集 まって

いた り、その中か ら土師器の皿が数枚重なるような形で出土 した り、土器片が一面に散布 したような状態

で検出されるといった状況が確認 され、既掘部分で も同一傾向の様相があった点 も証言 され、や 広ゝす ぎ

るきらいがあったが先の範囲を一応区画 してみた。出土遺物は子持勾玉を除 くとすべて土器片であるが、

特に注 目すべ きは、大半が「カワラケ」であ り、この点他のフン ドと特色を異にす る。勿論、他の細片の

中にはいわゆる中世陶器や奈良平安期のものもあ り、一概に本址を中世遺構 とす るわけにはいかないが、

フン ドと認定 した中にもこうした例がある点を記 しておきたい。遺物の説明は「中世の遺構 と遺物」で述

べ る。 (樋 口昇-0笹 沢 浩 )

ヵ)墓拡 1 (図1302100287)

調査地域では南半のほぼ中央に位置す る部分か ら単独に検出された。周囲数mの範囲に住居址・柱列な

どが存在する。 1。4m× 1.3mの 不整円形を呈 し、 ローム層を約20crn掘 り凹めてある。壁はやや傾斜がゆる

く、底面が平 らななべ底状を している。遺構上面か らやや下に 7 cm程の灰層があ り、その下部 |ま細かい炭

粒や焼土を多 く混える茶褐色土が充満 し、点 々と内部に細片化 した骨片が認め られた。また、北西部の灰

層下部か ら鉄釘14本 (図287-6～ 19)が 小範囲か ら検出され、 さらに須恵器蓋 CⅡ が 2片、灰釉 阿器手付水

注の破片 (図210-20～ 22)が 出土 した。:こ の他、人頭大の礫が 2ケ 茶褐色土中にあ った。耕土が相当撹乱を

うけていたが、黒色土層 より掘 り込まれて、今少 し深い土拡であった と考えられる。

手付水注は胴下半 と水注部分を欠 くが、淡黄緑色の釉 が全面に残存 している。胎土か ら猿投窯産である。

檜崎彰一氏は10世紀代の所産 と考えている。この他、須恵器蓋 CⅡ は十二 ノ后遺跡Ⅵ期である。骨片の存

在か ら墳墓的遺構 とみな したが、出土遺物などか らも平安時代 としてほぼ間違いないであろ う。

(樋 口 昇一・笹沢  浩 )

キ)集列石  (図2,図版50)
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調査区域のほぼ中央部に南北に斜めにわずかに曲 りなが ら横切 る形で、約70mに わたって存在す る。調

査途上、耕土下の浅い部分か ら礫を多 く含んだ比較的堅い黒褐色土層が注意 されていたが、次第にその部

分が弧状に連続す ることが判明 した。 しか し、住居址等の発掘に追われ、全域の調査はできず、住居址 と

の関係を検討す るに好適な67・ 101号住 に接す る部分のみにとどまった り、他は表面を露呈 しただけであ

った。幅は2.0～ 2.5m(低い方の竪穴 3・ 5付近で最大10m程 になるが、この部分は相当撹乱されていて詳細は不

明)あ るが、高い部分の方がやや細い傾向が見受け られた。拳大～人頭大の礫 を多 く含む層は表面がほ ゞ

平坦で厚 さ3ocm～ 60cm程 あ り、礫の含み方は一様でな く、特に人工的に構築 した とい う確実な証拠は認め

られない。この層の下にある基盤 となるローム層はカマボコ状にな り、わけて も西側には細いなが ら溝状

の部分が付属す るやにみえたが、全面か どうか確認は していない:カ マボコ状 となるローム層面は他 と較

べると小 さな凹凸はあるがやや硬 く、付近の同一層面 とは明 らかに異 っている。670101号住の場合はこの

集列石によって切 られているが、両者の層序関係を示す断面図作成が手違いか らできず ここに詳細な観察

結果を記す ことができない。

本址周辺の耕土、覆土か らは、縄文～平安時代各期の遺物が出土 しているが、確実に先記 した礫 を含む

黒褐色土層か らの遺物は、内耳鍋 (図209-39～ 41)3個体分 と「カワラケ」 と呼 ばれる皿や高台付の不 の小

片である。調査当初は、これ らか ら本址を中世遺構 と判断 したが、その後の整理で、中世以前に遡 る土器

片 も検出されてお り、住居 l■L以外の他遺構同様、一括 してここに取 り上げた。

力 中世 の遺構 と遺物

当初、内耳鍋の出土を根拠 として集列石を中世遺構 と考えたが、その後の検討で、中世 と限定す るには

多少無理があることが判明 し、土拡、住居址以外の遺物 と一括 して取扱 うことになった。ために、中世の

遺構 として明確に指摘できるものはない。 しか し、本遺跡の全面 (包含層)か らかな りの量 の中世土器が

検出されてお り、特にフン ド1・ 4と 集列石に多いことは前述 した とお りで、遺物の上からも、中世遺構

の存在は当然考慮 され よう。以下、簡単に遺物のみ記録 し、後 日の課題 としたい。(図2090210)

土師器は「カワラケ」 と呼ばれる皿 と高台付の不、内耳鍋がある。皿は口径 10。 5～ 16。 Ocm、 器高 3 cmttu

後の法量をもち、 口縁部が僅かに外反する皿 A(8～ 13・ 33)、 口径 7。 0～ 8.Ocm、 器高 5 cmの 法量を もち、 口

縁部が僅かに内湾 ぎみに立ち上 る皿 B(2～ 7・ 14・ 34)、 口径 7～ 10cm、 器高 2～ 3 cmの 法量を もち、逆梯形

の器形で底部の厚い皿 C(15～ 20)、 白径 8～ 10cm、 器高 1～ 2 cmの 法量を もち口縁部 が外反 ぎみ に外へ大

きく開 く皿 D(21～ 26・ 29～32)が ある。なお、 口縁部が内湾 ぎみに開 くもの (27・ 28)があ り、以上の分類に

あてはまらないが、 2例 のみで類例が少な く、ここでは皿 Dと して扱 う。tt Aと Bは粘土紐巻 き上げのの

ち口縁部を右 まわ りにヨコナデをほどこしている。底部外面には指頭圧痕が残 っている。ttC O Dは総ろ

くろ成形で、底部に糸切 り痕を残す。一部に油煙の付着 した ものがあ り、灯明皿 として用い られた ものが

ある。tt B(37038)は 口径10Cm内外のもので、フン ド4か ら2例出土 した。36も 成形か ら本類に属するで

あろ う。いずれ もろ くろ成形、付け台付である。

内耳鍋は集石列か ら3例 .(図 2o9-39～41)と 包含層 (図210-102)か ら2例出土 している。口径23～ 鹿

Cm、 器高15cmlrl外 である。雲母等の細砂を少量含んだ硬質の土器である。底部は薄 く仕上げ られ、外面に

は煤煙が多量に付着 している。

青磁器 (図210-10～ 19)は、フン ド1上層か ら出土 した。南宋竜泉窯、元代か ら明代の景徳鎮窯のものなど

がある。陶器は瀬戸・美濃系の雑器類が、フン ド1上層、包含層か ら多少出土 している。 (笹 沢 浩 )
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4)ま とめ

ア 縄 文時代 の土器 0土製 品 につ いて

ア)縄文前期の土器

縄文土器の出土量は多 く、破片数に して優に万をこえる。その大部分が前期で、他は少ない。遺構・遺

物の上か らも、中越・阿久両遺跡に匹敵す る拠点的集落 といえる。前期のなかで も主体 となるのは関山式

併行の所謂
｀
中越式

″
期で、ついで諸磯 A、 同B式、黒浜式、花積下層式各期の順になる。諸磯 C式以降

の前期末葉の資料は痕跡的に存在す るのみである。中期は 5軒の住居址が検出されたが、周辺の該期遺跡

に較べ ると小規模であ り、特に問題 とす る点はない。後期は 9軒の住居 l■Lと グリット出土遺物にあやまっ

た資料があ り、諏訪地方では良好な例を加えた といえる。晩期は断片的な例である。以下、前期のみの研

究略史を記 し、他は主に編年を中心に問題点などを指摘 したい。

県内の前期縄文土器を概観す ると、関東・ 中部地方に分布圏の中心をお く一群 と、東海・近畿地方のそ

の一群が入 り込んでいる。下伊那・ 木 曽両地方南部をのぞき、地理的位置か らみて前者の在 り方が常に優

位を占め、後者が客体 として存在す るとい うパターンは変らない。 しか し、その間、明 らかに両者の影響

下か ら誕生 した当地方独特一土着性の強い一群 もある。昭和30年代当初型式設定 された神 ノ木式・ 有尾式

や、40年代に定着 した中越式がそれに当る。 これ ら3形式 とも前期前半に位置 してお り、それに続 く中葉

の諸磯式期以後は、関東 とほぼ同 じ分布圏の中に入 って土着性が薄 くな り、わずかに関西系の北白川下層

式などが混入す る程度にな り、中期 までこの傾向が続 く。

こうした状況の中で作 られた前期編年は、昭和30年代 と余 りかわ らず、 とくに前半期に中越式が加わ っ

た程度である。 しか し、中越式 自体、中越遺跡の本報告が未刊のため、上伊那郡誌に発表 された中越式 3

区分案の概要のみで、その形式内容の細部については不明確な部分が多い。その後、南信地域で小規模で

はあるが良好な該期やその前後の遺跡が調査・報告 され、次第に資料の集積が進んでいる。卒論な どで取

扱 った研究者は数名いるが、中越式 自体に関す る個別的・総括的発言は県内では見 られず、む しろ東海地

方か らの積極的アプローチが 目立 っている。だが、それ も中越式の実態が不明確なためカ ッコ付で説明さ

れることが多い。

ところが、最近、諏訪市千鹿頭社遺跡では 3軒、阿久遺跡ではわずか一軒であるが、該期 の良好な一括

資料が提示 された り、中越式 と並ぶ土着の神 ノ木、有尾両式についての優れた論孜が発表 され、 ようや く

該期研究の再検討の時期が訪れている。なかで も、阿久遺跡は前半か ら中葉までに及ぶ数十軒の住居址や

土 拡・集石等か ら厖大な資料が検出され、関山式期は勿論、黒浜式～諸磯 B式期 までの時期区分に何 らか

の見解を提示できそ うである。ただ、未だ整理が半ばにも達せず、ここに発表できない点を了 とされたい。

前期中葉の諸磯式土器については、これ も近年、北信地方で諸磯 B式の二区分案が発表 されているが、

未だ個別的な意見のみで、総括的な論考はない。

一方、周辺の県外に目を転 じると、新資料の増加は勿論であるが、早期後半か ら前期にかけての総括的

論文や形式個 々の丹念な研究があ り、む しろ県内の比較検討に役立つ ものが多い。 とくに該期において密

接な関連性を示す東海地方に示唆に富んだ研究が多いことは、共伴関係を主に型式編年を進める立場か ら

は参考になる。
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本遺跡出土の前期土器は、南信地方のみならず、県下にあって も質、量 とも優れた資料 といえる。 しか

し、種 々の事情か らそれを本格的に検討す ることができなかった。これは、他項 目で も同様 であるが、 こ

こでは以下各群土器に伴 う問題点や課題を簡単に記述 し、今後稿をあらためて、全般的考察を行いたい。

なお、住居址・土拡などの遺構出土土器は、遺構毎にまとめ られていて群別の記述には不便なので、 ここ

では、遺構 と同 じ程度の資料がある遺構外出土土器を、群別に分類図示 してあるので、それを中心に述べ

てい くことにす る。

① 第 I群土器         i

早期末～黒浜式 までの前期前半期を一括 した。本遺跡 の主体 となる土器であ り、また、地域的特色など

問題点 もあるので、あえて諸磯式以降の前期後半期 と大別 した。

第 1類土器 (図156,図版55056)

長野県下においては、早期後半か ら前期初項にかけての良好な遺跡が少な く、型式設定で きるような資

料に恵まれていなかった。 しか し、近年の大規模調査により、次第にこの間の究明が行なわれつつある。

小県郡和 田村男女倉遺跡における条痕文、絡条体圧痕文を含む早期終末期土器、男女倉遺跡か ら和 田峠を

こえて対峙す る諏訪郡下諏訪町浪人塚・ ホウロク両遺跡出土の早期後半期の土器、南に下 り上伊那郡飯島

町カゴタ遺跡出土の東海系を含む該期土器の新知見など、更に諏訪郡でも関東に近い茅野市 判ノ木山西遺

跡か ら検出された特殊な刺突文土器など、比較的まとまった資料が報告 されつつある。

本遺跡出土例は、数 も少な く断片的である。繊維を多量に含み、厚手作 りが 目安 となる。 A～ Fに細分

したが、 Aの茅山式に比定 した条痕文ある土器 (図 156-1～ 9,137-2)な どは、貝殻条痕でな く、擦痕的な

例が多 く、む しろもう少 し時期的に下降 し、前期初頭にまで残るのではないか と思われる。 Bに区分 した

複合 口緑や頚部の隆帯ある例 (図156-11～ 26)は 、断片的ではあるが県内で認め られている。 CODな ど を

含めて前期初頭花積下層式に比定 してよいのではないか。まとまった良好な資料がないが、類例は増加 し

てお り、今後伴出土器の検討を通 して解明されるものと思 う。

第 2類土器 (図 156-11～ 26)

上述 した 1類に対 して客体 として存在す る他地域に分布の中心を置 く一群である。近年、清水 ノ上貝塚

の報告や地元東海地方の意欲的な研究成果により、その型式内容が判明 してきてお り、本県では、む しろ

この客体土器を鍵 として編年操作が可能な時点にきている。 A・ B(図 157-1～ 19)な どはかつて木島式 、

或は「おせんべ土器」 として二括 して取扱われてきたが、近年三分されている。本県で も伊那谷ではこの

期の良好な遺跡が発掘調査 され、AOBの 前後関係がほぼ検証 されている。 しか し、実はこの伊那谷の遺

跡で出土す る関東系土器 (本遺跡の第 1類)は余 り特徴的な文様要素を もたず、今一歩両者―東海・ 関東―

の関係が不明瞭な点が多い。かつその上、本類 Bの細線文のみの一部は、後述する第 3～ 5類 とも関連す

るらしく、その編年的位置の幅が大 きく、安易に両者を結びつけることができない状況にある。これに対

しCに分類 した清水 ノ上 Ⅱ式 (図 157-23～26)は、多少地域性を加味 しているものの、良好な資料 が増加

してお り、本遺跡でも半完形品 (図69-15)や 大 きな破片 (図133-8)も あ り、その編年的位置はほぼ推定

できる時点に達 している。ただ、木島式の新 しい部分 とした Bと のつなが りや、 Dの北白川下層 正式への

変遷が本県の場合まだ明瞭でない。本類 もまた、次の第 3類か ら第 5類の土器 との組合せな ど、課題は山

積 している。なお、 Dの北白川下層 正式 (図132-102)な どは、県内で も本遺跡で も出土例は多 くない。

やは りこの時期は東海地方の土器の波及が強いため と考えるべ きではないか。ちなみに、清水 ノ上 Ⅱ式の
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型式特徴のみではあてはまらない一部の薄手土器 もあ り、 この点は今少 し類例の増加を侯ちたい。

第 3類土器 (図158,図版60～ 62)

型式名のみが先行 して しまった所謂「中越式」を一括する。実は、筆者 自身 もまた この型式 内容につい

ては完全な理解点に達 してお らず、曖味な部分が多い。 しか し、中越遺跡の発掘調査以来、南は下伊那、

北は諏訪まで、天竜り|1上 0中流域一帯 (主 として長野県)に分布す る土着的色彩の濃厚な土器群であり、一

型式 として設定 される充分な内容があることは間違いなかろ う。

まずその特徴は、胎土に繊維を含 まず、 4～ 7 mm程 の薄手か ら厚手の中間的作 りで、無文土器が卓越す

ることがあげられる。故に文様は同時期の関東系土器に較べ ると対照的に簡単で、波状 口縁頂部か ら垂下

す る刻 目のある粘土紐貼付文のみだった り (刻 目のないものもある)、 口縁部か ら頚部に細線格子 目文 を 付

すのみ といった程度である。器形に も特徴がある。60cmを こえるような余 り大形土器がな く、器高は25cm

前後が殆 どで、 口縁部は平縁 と波状 口縁があるが、 4つのゆるやかな頂部を もつ後者が多い傾向とみたい。

やや外反する口縁部が頚部で しま り、再び胴部でふ くらみなが ら丸底の底部へいたる器形 も圧倒的に多い

らしく、単純な深鉢は少ない (な お、中越遺跡の本類には壷形に近い器形もあり、本遺跡でも図88-10カ それ 近

い)。 なお、胎土に金雲母を含む点 も強調 してよく、また、木島式ほどではないが、表 裏面に軽い指圧痕の

残 る点 も'あ げられる。 このような土器を本類のA～ Dと して細分 したが、拓影図をみて もわかる通 り、本

遺跡の主体 となる土器であることが理解 していただけると思 う。このA～ Dの うち細線格子 目文の有無を

もって木島式 との関係か ら時間的な差 ととらえる考えもあるが、粘土紐 と併用す る例 (図113-203)も わず

かではあるが存在 し、簡単に結論は下せない。ただ、筆者 もこの細分案は検討 してお り、器形・ 胎土等の

比較検討は要す るであろ う。

第 3類土器の中でもう1点注意すべ きは、 A～ Dと 同一の胎土や製作であるが、文様の全然異なるEに

分類 した一群である。 これは次の第 I群 4類 Dと の区分がやや不明瞭、即ち中越式 と神 ノ木式 との関係を

どう把えるか とい う点にある。複合 口縁的な口縁部に 2～ 3条の爪形文や刺突文をめ ぐらす構成 は、清水

ノ上 Ⅱ式の縁帯文手法 とも関連す る し、一方、複合 口縁は関山式の一部 とも通づる面がある。 この爪形文・

刺突文帯の下は縄文や櫛状施文貝による条線文風の沈線文、また例は少ないが無文 となる場合な どあ り、

器形 もA～ Dと は異なる口縁部のやや内湾す る深鉢などがあって、 3類・ 4類の区分が多少問題があった

点反省 し、 ここでは一応同一内容 と訂正 しておきたい。

以上の第 3類土器の うちEを除 くA～ Dの一群は、伊那谷に中心を置 くと考えられていたが、本遺跡に

つづ く (同一遺跡としてよい)千鹿頭社遺跡で良好なセ ット資料が検出され、また、同 じ諏訪郡下の阿久遺

跡でも住居址セ ットが把握 されるに及び、その分布が伊那谷のみでな く、諏訪地方一天竜川上流域―に及

ぶ ことが判明 してきた。そ して問題は ミ中越式ミと ミ神 ノ木式ミの関係を どう解釈す るか とい う点であろ

う。昭和30年代初め、筆者等が『信濃史料』第一巻考古篇で提唱 した神 ノ木式は、単純に言えば、関山式

に対比す る長野県独 自の型式 と考えてお り、今 日い う所の ミ
中越式ミの存在は余 り重要視せず、次項で述

べ る第 4類を中心に設定 したのである。なぜならば、当時中越遺跡は「西原遺跡」 と呼ばれ、その出土遺

物の中心は本項でい う第 4類、神 ノ木式 と殆 ど類似 してお り、それに伴出す る無文土器群 (中越式)は注意

は したが、型式内容の要素 として とりあげなかった (こ の経緯については別に触れたい)。 そのため、『信濃史

料』発刊後実施 された中越遺跡の発掘調査では、ね らった ミ神 ノ木式ミは成果がな く、む しろ「無文尖底

土器」 (中越式)力 多`出 し、早期末の大集落 とい う印象が強調 され、一部には、中越式一木島式―早期末と

い う図式ができ上 って しまった。 これは、林茂樹氏等による『上伊那誌』 (考古篇)での中越式 3期編年案
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によって下部訂正 されたが、その後、筆者を含め関係者の後始末がな く、ぃたづ らヤ■混乱をまね く結果を

生 じて しまった点、深 く反省 している。この点については次項で述べることにす る。

第 4類土器 (図 159,図版63～ 69)

所謂「神 ノ木式」である。繊維を含む A・ Bと した関山式の一群 と繊維を含 まぬ CODの 一群を一括 し

た内容をさす。前者はひとまずおき、後者について触れ よう。 CODと もに繊維はな く、焼成・胎土・製

作などが良好で、深鉢を主 とした器形が多 く、丸底が消えて平底 となる点が共通す る。 Cと Dの 区分は、

Cの 口縁部文様帯や胴部文様が関山式に似 るのに対 し、 Dの竹管による爪形文、刺突文、沈線文などの 口

縁部文様帯が特色ある構成を とる点にある。 Dの文様要素が関山式 と関連す るのは当然であるが、 2類 C

とした東海地方の清水 ノ上 Ⅱ式 とも脈絡があることは縁帯文的複合 口縁部の加飾か らも明確に指摘できる。

では、 A・ Bの 関山式 とCODの 一群は、同一型式のニ グループとして把えてよいか といえば、すでに

関東地方では関山式の細分案が論議 されている今 日、 とうてい承認できるわけがない。関山式 自体、余 り

良好な資料がない本県では、その細分案は参考 となろ うが、決め手を欠 くきらぃはある。そ こで検討 しな

ければならない作業は、第 3類一中越式 との関係究明であろ う。結論か らいえば、 20304類 を含めた

試案程度のものはあるが、未だ資料不足、分析不十分で発表ができる内容ではない。本遺跡出土土器はこ

の課題に恰好のデーターを提示 して くれたが、何分、余 りにも遺物が混在 し、調査 自体 も短期間で精密 さ

を欠いているため、遺物操作に自信がない とい うのが本音である。この点、現在報告書刊行を 目前に した

阿久遺跡では、別 の視点か ら細かな分析を進めてお り、その結果に期待 したい。

なお、本類 と次の第 5類 に共通 したG(図 160,図版66・ 67)について、若干の見解を記 してお きた い。

Gと した一群は、繊維を含 まず、縄文のみを文様 とす るが、胎土に金雲母を多 く含み、裏面に指頭痕やそ

れ に類似 した凹凸が顕著に認め られ、焼成・胎土 とも中位の深鉢を主 とした一群 であ るι量的 には 40

5類 AOCと 同程度かやや多い傾向にあ り、完形土器 も多 く見逃す ことができない一群である。縄文は斜縄

文が最 も多いが、羽状縄文、異条斜縄文のほか特殊な縄文があるらしく、また、 4・ 5類のA・ Cの縄文

ともさして変 らないようだがその詳細は解明 していない。胎土に繊維を含 まず、金雲母を含む点や、指頭

圧痕などある点は、第 3類 との共通項であ り、む しろ、第 3類・第 4類土器 グループとして位置づけてい

たが、伴出関係を追 ってみると、次の第 5類一黒浜式土器 との組合せ も考慮 されるに至 った。中越式・神

ノ木式・有尾式 とい う地域的持色をもつ土器群の構成要素の中で も重要な役割を担 う一群 となろ う。決め

手 となるのは縄文原体の解明と器形変化ではないだろ うか。県内を含め管見にふれる例はない。

第 5類土器 (図161,図版63～ 69)

A・ Bの黒浜式 とC'「 Dに区分 した一群を含めた所謂「有尾式」である。「神 ノ木式」同様、 この型式

名 も内容充実の努力がなされず、問題を残 したま 2ゝ0年を経過 して しまった。神 ノ木式に較べ、その後 も

C・ Dについては良好な資料には恵まれてない。その点、現在進められている標式遺跡である有尾遺跡出

土土器の再検討に期待す る面が大 きい。本遺跡でもA・ B・ Cに は完形・半完形土器 (図69～ 74)が あ る

が、問題の竹管文による文様構成を示す Dの典型例は破片で も少ない。本遺跡の位置が県 の東部に片寄 っ

ている点、即ち黒浜式土器分布図のより強い範囲に入るためか もしれない。

なお、前項で記 した Gも 含め、今後型式内容の分析が進めば、最少 2細分の必要性があろ う。

なお、 こゝでは第 I群か第 Ⅱ群に入る特殊な底部について触れておきたい。図161-7019(図版76)に

示す、底面の対照的な位置に 4ケ 所の小孔があけ られる例である。19は 1孔のみであるか他に 2片 同様な
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底部がある。小孔は両面か ら穿たれる場合が多 く、焼成前の製作時に貫通 している。こしき的な用途を考

えるべ きか、他の 目的があるのか、不明である。器形 自体 も底部の厚 さか ら類推すれば深鉢 とも、浅鉢 と

も解釈できるが、底部内外面が特に磨かれた とい うような痕跡 もない。胎土・焼成か らみ ると I群 405

類土器に非常に似ている。 しか し、断定はできない。類例を待ちたい。

②  第 Ⅱ群土器 (図 162～ 164,図版70～ 78)

縄文前期中葉 の諸磯 A・ 同B式を中心 とした一群 と、それに併行関係にある、東海・ 関西系の土器を一

括 したがt後半期の諸磯 C式は10数片、終末の十三菩台式などは皆無に近い。

第 1類 の諸磯 A式、同 2類 の諸磯 B式にっいては、図示 した以外に も大 きな破片が多 くあ り、今少 し時

間をかければ 、あと10数個体 の復元が可能であったろ う。南信地方では最良の該期資料 といえる。そのた

め、各型式毎の検討を計画 したが、種 々の事情で実現できず、今回は第 I群にポイン トを置 き、 Ⅱ群・ Ⅲ

群は省略 したい。ただ、現在諸磯式上器については、一部の研究者により精力的な型式分析が進め られ、

その細分案 も発表 され、県内で も203の 論文で同傾向の主張がなされている。確かにA式の後半 と、 B

式の前半の理解や認識には混乱があ り、文様構成やその要素の解明は、近い うちに新 しい試案の発表があ

ることであろ う。勿論 この場合、鳥浜貝塚、峰一合遺跡、村山遺跡など西 日本的土器の多い隣接地域 との

関係 も十分考慮す る必要があることは言を侯たない。

本遺跡 の主体 となる縄文前期の土器については、当初相当計画的方針でのぞんだが、種 々の事情に加え

て、筆者 自身の勉強不足のため、 ごく一部の問題点の指摘 に終 って しまった。 この点については、稿をあ

らため、所見を発表す る所存である。なお、紙数や時間の関係 もあ り、参考文献等は省略 させていただく。

(樋 口 昇一 )

イ)縄文後期の土器

①  第Ⅳ群土器

第Ⅳ群土器については、小破片が多い事、整理 の不手際か らいわ

ゆる粗製土器の検討が不可能な事、時間的制限等によって、全体像

を把 えきっていない。ここではいわゆる精製土器を中心に器形毎に

文様モチーフの変化を把 える試みを行なって考察に替えることにす

るが、極めて不十分なものであることを予め述べておきたい。

a.器種・器形

第Ⅳ群土器には、深鉢、浅鉢、注 目土器がある。深鉢は A～ Dに、

浅鉢はA～ Cに分け られるが、注 目土器は器形分類が行なえるだけ

の資料がない。以下、各器形の概略を示す。

深鉢 A……原則 として 口縁端部以外に屈曲を有 しない類である。

底部か らの立ち上が りはやや急角度で、胴部は幾分かふ くらみ

気味なが らほぼ直線的に開き、そのまま口縁部に至 る。 口縁端

部は内屈す るものが多いが、時期が下がる程、屈曲部が幅広い

ものが増す らしい。平 口縁 もしくは小 さな波状 口縁を呈す る。

深  鉢 A-1

甕
翻 購

〃  
深 鉢 A-2

鉢 A-3
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深鉢 B……胴部にゆるやかな屈曲をもつ類である。底部か らの立

ち上が りは深鉢 Aよ りもゆるやかで、ややふ くらみ気味に立ち

上が り、胴部はやや張 り気味になる。胴部上半でゆる く内傾 し

てか ら口縁部は外反す る。 口縁端部で角度小 さく内屈す るもの

もある。小 さな波状 口縁が多いらしい。

深鉢 C……胴部の屈曲が大 きい類で、胴部が丸 く張 ることと頸部

でやや鋭 く外屈 して 口縁部が開 くことが特徴である。装飾付 き

の平 口縁 もしくは小 さな波状 口縁を呈す る。

深鉢DⅢ…深鉢 Bに類似す る。胴部下半が張 り気味でいったん く

びれて立ち上が り、 口縁部は開いて端部近 くで内屈す る。大 き

な波状 口縁 もしくは平 口縁を呈する。

浅鉢 A……胴部が丸 く張 り、頸部で外屈 して 口縁部は朝顔形に大

きく開 く類である。

浅鉢 B……丸 くふ くらみつつ開 く類である。

浅鉢 C……単純に直線的に開 く類である。

be文様構成 (挿 図29～ 31)

深鉢 A-1… …量が乏 しいためはっき りしないが、 口縁部文様帯

が未発達な事 と、胴部文様が器面を縦位に区画す る沈線か ら構

成 される事が特徴 といえるであろ う。胴部には縄文を地文 とし

3本一単位の沈線を曲線的に垂下 させ るモチーフがある。

深鉢 A-2… … 口縁部文様帯は未発達である。 口縁部直下内面に

一条の沈線を加えるものがみ られるが、深鉢 A-3の 口縁文様

帯 と関連を もつ ものか もしれない。 口縁外面にはヘ ラ先の連続

押圧痕を もつ隆帯が貼付 される。深鉢 B-3の 口縁直下屈曲部

にみ られる連続押圧痕に関連するものであろ うか。隆帯には「8

の字」状 の貼付文が加えられる。胴部文様は横位の区画を軸 と

した三角形のモチーフが主体的 とな り、縄文 も多用 される。

深鉢 A-3… … 口縁端部は短 く鋭 く尖る。 口縁部内面には数条の

沈線がめ ぐり、外面にも数条の沈線が施 される。いずれ もヘ ラ

描 きらしいが削 り出 し風に描 く。沈線間には何 ケ所かに連続短

線が加えられるが、 これは深鉢 A-2の 「 8の字」構図の貼付

文の変化であろ う。なお、尖った口唇部には連続押圧が加えら

れる。胴部文様は不明だが無文の類が多いらしい。文様構図は

総て横位である。

深鉢 A-4… … 口縁端部付近で鋭 く内屈 し端部は平坦である。屈

曲部内面には削 り出 し風の沈線が加えられる。屈曲部外面の文

様帯は未発達である。胴部は横位の沈線で区切 られた縄文帯の

3～ 4ケ 所に向かい合 う短弧線のモチーフが描かれるが、深鉢

深 鉢 D-1

挿図30 縄文後期土器の分類 (その2)

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

い
　

響
い
　

　

い

鉢 B-2

ル
深 鉢 B-3

深 鉢 C-1

深 鉢 C-2

鴨

一-177-―



A-2の 「 8の字状」 の粘土貝占付の変形 とみ られる。

深鉢 A-5… …深鉢 Dと の関連が強 く、あるいはそれに含めて考

えるべ きか と思われる類である。 口縁部の屈曲部は幅広 く、 こ

こに文様帯が発達す る。曲線・直線モチーフと縄文 とを組み合

わせている。胴部には深鉢 D-2同 様の羽状沈線が描かれるら

しい。

深鉢 B-1… …器形は全 く不明で、あるいは深鉢 Aに属するか も

しれない。胴部文様のみ判明 してお り、縦位の沈線間に磨消縄

文を用いている。

深鉢 B-2… … 口縁部のみ とらえられている。 口縁部は屈曲 し、

端部は丸い ものが主 らしい。 口縁部文様帯には、表裏 とも入組

文風の構図が沈線で描かれる。胴部は深鉢 C二 1と 類似す るか

もしれない。

深鉢 B-3… …器形は深鉢 B-2と 同様だが、 口縁部が狭 く、文

様帯 も萎縮 して棒状工具による沈線や刺突が用い られる。屈曲

部には、ヘ ラによる押圧が加えられる。胴部の文様は深鉢 C―

1と 類似す るか もしれない。ヘラによる押圧を もつ隆帯や「 8

の字」状構図の粘土貼付 も多用 されるらしい。

深鉢 C―
‐
1……・胴部のみ確認 されている。頸部には押圧痕付 きの

隆帯を一周 させ、それ以下には 3本一単位を基本 とした沈線を

縦位に配す る。直線のみならず縦位の弧線構図や、その中央に

押圧痕付隆帯を垂下 させた りもす る。地文に縄文を用い、磨消

手法 も用いている。「 8の字」状 の粘土貼付 も多用 されるらし

い 。

深鉢 C-2… …やは り胴部文様のみ確認 した。頸部には深鉢 C一

1同 様の押圧痕付隆帯が配 される。胴部の沈線は横位 の区画モ

チーフが加わ り、沈線は 1本のみである。

深鉢 D-1… … 口縁部～胴部上半のみか ら推定 し得た。 口縁部は

屈曲 しない。平 口縁で口端は平坦、内面には沈線が加えられる

が深鉢 A-4の それ と近似する。外面の口縁部文様帯は未発達

で、 口縁部～胴部全体にヘ ラ描 き羽状沈線が加えられる。

深鉢 D-2… …大 きな波状 口縁を示す。 口縁端部は屈曲 しないが

い く分か立ち気味 となる。 口縁部文様帯は未発達だが、縄文を

地文 とし波状 口縁に沿って沈線をめ ぐらせるものがある。 口縁

端部は尖 り内側が大 きく肥厚されて三角形の断面形を呈す る。

この端部にはヘ ラによる押圧痕が連続 して加えられるが、深鉢

深 鉢 D-2

深 鉢 D-3

深 鉢 D-4

挿図31 縄文後期土器の分類 (その3)

A-3の 手法 と共通する。 口縁部内面は施文 されない。胴部の 文様は深鉢 D-1と 同様 の羽状沈線が

用い られる。
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深鉢 D-3… …器形は推定の域を出ないが、 口縁部は内屈 し、 プロポーションは深鉢 D-10D-2よ

りも硬直するものとみ られる。 口縁部文様帯が発達 し、撚 りの細かい縄文を地文 として深い沈線によ

り直線的な構図が描かれる。瘤 が貼付 されることもある。深鉢 A-5の 口縁部文様帯 とのつなが りが

考慮される。 口縁端部は平坦であるが尖 らせるもの もある。胴部は深鉢 D-10D-2と 同様の羽状

沈線が全面に描かれる。

深鉢 D-4… … 口縁部の内屈が甘いはか、器形は不詳である。 口縁部文様帯は発達 してお り、ヘ ラ描 き

沈線は削 り出 し風に面取 りしている。胴部にはやは り羽状沈線 が加えられる。

浅鉢 A… …細分不可能である。 口縁部外面は無文で、 口唇部に 4単位の加飾を加え、そ こか ら押圧痕を

付 した隆帯を垂下 させ る。 口縁端部は薄 く、内面には沈線が施 されるが、これは深鉢 A-3程 には発

達 しない。胴部には縄文を地文 として沈線により三角形構図が描かれ、入組文風の構図 も用いられる。

浅鉢 B……やは り細分す る資料には恵まれてない。外面は全 く施文 されず、,内 面のみに文様帯を もつ。

口縁端部は外面が削られて尖 り、押圧が加わる。内面は沈線 とヘ ラ状工具の刺突等が帯状 に加え られ

る。深鉢 A-3の 構図・手法 と似ている。                   ‐i

浅鉢 C…… これ も細分 し得ない。 口唇部には加飾 されるが、文様は浅鉢 F」 と全 く同様である。

注 目土器……細分が困難な為、各遺構の項で記述す ることにする。     |

以上に示 した土器の文様構成は器形毎に系統的に把えて よいものとみ られるLすなわち深鉢 AではA―

1～ A-5の 順に変化 してゆ くものとみ られ、同様に深鉢 B-1～ B丁 3(深鉢 C〒 11～ c-2、 深鉢 D

-1～ D-4と いう変化が考えられるだろう。また、深鉢A-104T2と 深鉢Ё‐―|13、 深鉢A-2と 深

鉢C-2、 深鉢A-2と 浅鉢A、 深鉢A-3と 深鉢D-2、 深鉢A― ゴと浅鉢B.、 深鉢A-5と 深鉢D―

3に は各々関連性が認められる。

系統性、関連性を考慮 して類別すれば以下のようなものと思われる。      :

第 1類……深鉢 B-1が 唯一の類である。

第 2類……深鉢 A-10B-2を 内容 とす る。

第 3類……深鉢 A-20B-3、 浅鉢 Aを 内容 とす る。      r

第 4類……深鉢 A-30A-4、 浅鉢 B・ Cをその内容 とす る。

第 5類……深鉢 A-50D-10D-2を その内容 とす る。

第 6類 0・・…深鉢 D-30D-4を その内容 とす るが、D-4は さらに新 しい時期への過渡的要素を持 っ

てお り、或 は分離すべ きか と思われる。

以上の各類型を既存の土器型式 と比較すれば次のようになろ う。

第 1類～第 5類については、関東地方の型式 とつなが りがあ り、それぞれ、称名寺式、堀 ノ内正式、堀

ノ内Ⅱ式、加 曽利 B正 式、加曽利 BⅡ ・Ⅲ式に類似す る。第 6類は加曽利 BⅢ 式併行期以後 と思われ中部

山地の独 自型式に発展す る可能性を有 している。時間的位置づけも今の所限定すべ きではないだろ う。

②  第 V群土器

第V群土器は縄文時代晩期の土器を指す。本遺跡か らはごく少量出土 しただけであ り1類型の範疇 に含

め られるものである。ttV群第 1類土器 としてとらえられたのは精製土器のみである。深鉢、浅鉢、注 目

土器があるが、いずれ も破片のみであ り、注 目土器に至 っては注 口部分のみである。

深鉢は器形は全 く不明で、工 字文モチーフを粘土を貼付 して描 き、貼付の周囲を押えた上磨 いて、削 り
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出 し風に似せている。

浅鉢は、やや深めで婉状を呈す る。施文モチーフは深鉢に全 く同 じであ り、施文技法 も同 じである。

注 目土器は、その全体像が とらえきれない。                   (百 瀬 長秀 )

分類の項を含め次の文献を参照した。

松戸市教育委員会 『貝の花貝塚』 1970

庄和町教育委員会 『神明貝塚』 1970

神奈川県教育委員会  F東正院遺跡調査報告』 1972

松本市教育委員会 『長野県松本市女鳥羽川遺跡緊急発掘調査報告書』 1972

埼玉県教育委員会 『高井東遺跡』 1975

ウ)縄文時代の土製品について (図 281～ 284)

土偶、耳飾、土器片錘、土製円板がある。すべて遺構外出土品である。住居l■L出 土品でないため、説明

されなかったので、土偶ミ耳飾等についてのみ多少記述 しておきたい。

① 土偶 (図281-1) 首、右腕 と腰部以下を欠く板状土偶である。両腕は直線的な肩から垂直に下 り、

短い手の部分の先端に、指を表現 したらしい刻 目が入る。乳房以外は簡単な沈線が肩部と乳房間から垂下

するのみである。裏面は沈線による渦文が背中にあ り、肩部の平行な沈線へ連絡 している。よく磨かれて、

胎土、焼成 ともよく、丁寧な作 りである。腕の形状や文様から縄文後期のものであろう。

② 耳飾他 (2～ 7) 縦2.Ocm、 横1.5cmの手づ くねの耳飾である。2ヤ瑚同部がややへこんでお り、全面

に箆状工具による刺突が付けられている。縦に径 3 mmの 貫通孔がある。 3は上下面がややふ くらみ、胴全

面に 1同様の施文具による格子状沈線文が施文される。径 4 mmの 貫通孔がある。共に単独出土であるが、

文様などから縄文前期ではなかろうか。405は縄文時代 というより古墳時代以降と考えられるものであ

る。胎土、焼成など土師器的な感 じであり、むしろ祭祀遺物的とすべきかも知れない。 607は 共によく

似た 8 cm× 4.5 cmの 棒状土製品で、頭部には貫子Lしない小孔が途中まで穿たれ、下部は欠損 した割れ口と

なっている。当初土偶の一部と考えたが、焼成、胎土等はむ しろ古墳時代以降例 と酷似 してお り、問題が

残る。 4～ 7は、縄文土器の多い部分からの検出であったので、一応ここへ入れた。

③ 土器片錘・土製円板 (図282～ 284) 土器片錘は24点出土 したが、縄文前期はなく、中期 1点 (100

号住一No。10)の みで、他は多少不明な例 もあるが後期の所産としてよいだろう。該期に土器片錘が盛行する

点、付近の遺跡 と同一といえる。形態的には切 目が長軸にあるもの18点 、短軸にもある例 6点があ り、前

者のⅢAa型の重さは2.59～ 17.99で重さに大きな開きがあるが、後者のⅡaと Ⅲ Ab型 では 1例 (73住 出

土例、4.89)を 除けば239～ 159と ほぼ一定 している点、大きな差がある。用途によるものか、時期的な

差かよく判らない。

なお、土製円板は10点 以上あるが、時期は不明である。有子Lの例 (図284-1)も ある。 (山本 賢司)
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イ 縄 文時代 の石器・ 石製 品 について

ア)小形石器

ここで「小形」 と分類 した石器について、 まず、全般的な面、次 に各器種毎に考察を加えたい。

本遺跡出土の小形石器 (以下特別ことわらない限 り石器とあるのは小形石器をさす)は1,771点 の多量を数え

る。その器種別 出土数お よび出土地点 は表 9にある。全石器の出土地点をみてみる と、60%の 1,031点が

住居 l■Lで、 この比率は器種毎にみて もほぼ同様である。全面発掘でな く、かつ調査の精度にバラツキがあ

り、数字 自体 には疑間があるものの、例えば石鏃 と石匙 といった異器種の出土傾向には差がないことを示

してお り、石器使用、放棄、その後の動 き方を考える上で一つの参考になろ う。ただ、石鐸は住居 l■Lか ら

はその17%し か出土 してお らず、遺構外か ら73%と 多 く、土拡か らも10%出土 している。遺構 と遺物 の関

か らみて特異である。また装身具の中の「その他」 とした ものは有子Lの玉状 の類であるが、その総てが

住居 t■L出 土であるのは、大 きさか らみて、遺構の内 と外 との発掘精度によると思われ る。

①  住居址出土石器の時期的組成変化

石器の所属時期は次の点を原則 として決定 した。まず住居址出土の石器については、伴出土器によって

決定 された「住居 t■Lの 所属す る時期」 の所産 と認定 した。 もちろん個々の石器については、 このように単

純にはいかないであろ うが、全体 をとらえようとした時、最 も適当であろ うとい う判断による。なお、本
(1)

遺跡の縄文時代の住居址は、前期前半32基、前期後半24基 、時期不明 5基の計61基が前期、残 りの 5基が

中期、 9基が後期 と区分される。次に遺構外出土石器については、住居址出土石器の所属時期の総和を反

表 9 十二ノ后遺跡出土縄文時代小形石器器種別出土場所一覧

址居住
竪 穴 集 石 土 砿 遣 構 外 計

前期 (61) 中期(5) 後期(9) 計 (75)

匙石

石    鏃

石    槍

扶 入刺 突 具

スクレイパー

複数扶入石器

小型有扶顕磨
石    器

石    錐

使用痕の有る
石核・剥片・原石

石  核  類

錘

石

飾

石

他

輝
浜
の

映

海
　
そ

石
　
軽
　
　
装
身
具

377

11

10

108

152

5

12

59

165

7

4

11

1

7

5

6

1

1

415  (58.5)

13 (81)

10   (63)

119   (67)

165   (64)

5   (83)

(1)12   (67)

65   (68)

173   (66)

8   (73)

20   (17)

5   (63)

12   (67)

2 (50)

8  (100)

4(0。
5)

1(0。
5)

1(0.5)
(0。 5)

30  (4)

1 (6)

5 (3)

14  (5)

(1)1

2

3

1

11

1

(5)

(2)

(1)

(9)

(10)

(5)

252   (36)

2 (13)

6   (37)

53 (29。
5)

80
(31)

1

(1)5 (17)
(28)

28
(30)

83
(32)

2
(18)

84
(73)

3
(37)

5
(28)

2
(50)

708 (100)

16 (100)

16 (100)

178 (100)

259 (100)

6 (100)

18 (100)

95 (100)

261 (100)

11 (100)

115 (100)

8 (100)

18 (100)

4(100)

8 (100)

計 (1)928(90) 55(5) 48(5) 但ヒ∞1袋
:3

8(0。
5)

1) 607 (35) D1771⊂
0。

各欄の()内 の数字は、右下が器種別の百分率。右上が全住居址出土石器を100と した時の時期別の百分率、左上はだぶりの数

である。
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扶入刺突具  複数扶入石器 小型有扶顕磨石器石核類

装身具

中期 (Ⅲ )

後期 (Ⅳ )

20点

挿図32 十二 ノ后遺跡住居址出土小形石器類の時期別組成

映 しているもの と考え、その比率に従 うこととした。

住居址出土石器1,031点 の内訳は、前期前半 とされた住居 l■Lか ら出土 した ものが 689点 (68%)、 前期後半

239点 (22%)、 中期55点 (5%)、 後期48点 (5%)である。 この数字を もとに、時期別の 1基あた りの石器組

成を組み立ててみた (挿 図32)。 それによるとまず、前期前半の住居址 (I群土器伴出)か らは 1基あた り21

点を こえるのに対 し、前期後半 (Ⅱ 群土器伴出)では 9点強 しか出土 しておらず、半分以下に減少 している。

さらに、器種別 にみると、石鏃、石匙 もほぼ半減 しているが、中でも、スクレイパー、使用痕 ある剥片・

石核・原石 が際立 って減少を示 し、いずれ も 1基あた り約 4点出土 していた ものが 1点近 くになっている。

これが中期 (Ⅲ 群土器伴出)になると、若干増加 しているように もみえるが、全部で 5基 という少ない中で

の操作であ り、例えば、用地東縁の傾斜地下方 にあ る 1基 (26号住居址)出土の石器を除いてみると、石鏃

および総数の平均は破線の如 き減少を示す ことにな り、確実性の乏 しい数字である。後期 (Ⅳ群土器伴出)

の住居址か らは新 しい器種 として 1基あた り2点 の石錘が出土 してお り、 これを除 くなら、 1基 あた りの

石器数は 3点 とさらに減少 し、器種も貧弱 となる。

以上の ように、中・後期に関 しては資料が少な く確実 とはいえないが、前期に限っては時期的に石器組

成が変化 していることが確実である。

② 面的広 がりの中での石器の偏在

本遺跡 と隣接す る千鹿頭社遺跡 出土石器の出土傾向を面的にみるために、住居 t■L出土の遺物の量 と位置

を、伴出土器に従った時期区分を した上で、現地形の上にお としてみたのが挿図33である。遺構外出土遺

物は除外 してある。

まず、住居 l■L間 の石器量のバ ラツキの大 きい前期前半の石器をみてみ よう。今回発掘された中央道用地

内の該期 の住居址は、 STA 108+80の 東幅杭か らS TA 109+40の センター杭にかけて、西にふ くらむ弧状

に連なっている。該期住居址か らは先述 した如 くここで扱 う石器全体の68%が 出土 してお り、特に、大量

の石器の出土 した同時期の住居址がある千鹿頭社遺跡 と一群をなす と思われる住居 l■L(8016012号 住居

址等)か らの出土量が多い。 これ等は、弧状 に連なる住居址群の西縁にあた り、微地形的にみ るなら、遺

跡地内を北北東には じる低い尾根の西側、北へ の傾斜地であ り、北東への傾斜地である全体 とは向きが異

なる。 もちろん前期前半 とい う時間幅でのことであ り、中央道用地内とい う部分発掘の結果か ら、軽々に

遺跡の全体像を述べられることではないものの、この極端な遺物の偏在は、集落内のあ り方 として注 目し

なければな らないものであろ う。 しか も、次の前期後半になっても、先述 した数量の減少が全体におよび、

また住居 l■L群 の南への移動がみられる中にあって、やは り住居 l■L群の西縁に出土量が多いようにもみえる。

そ うだ とす るならば、この遺物の偏在がかな り長期にわた っていた といえ、新たな問題を投げかけること

前期
li

一-182-一



みて
二」

軽ヽ爵
後

期

▼
　
▼

０

◇

1-10    0   ,
11～30  0 ●

/31～50 o●
~譴～ЮO O● /゛

0                     50m

/  / |

挿図33 千鹿頭社・十二ノ后遺跡住居址出土小形石器分布

になろ う。なお、 この時期の石器数の減少は、集落規模 の縮小 とあわせて考える必要があろ う。

中期、後期に関 しては、住居址数、遺物量 とも激減 してお り、面的操作は不可能 であるが、用地東縁に

近い住居 l■Lか ら比較的多 くの石器が出土 してお り、全時期を通 じて傾斜面の上方か ら下方へ とい う遺物の

移動があったであろ うとい うことも考慮 されねばならないのは もちろんである。

③ 石質の比較

本遺跡か らは特に、石鏃・石匙・ ス クレイパー・石錐の打製石器 と、石錘の磨製石器が多量に出土 して

いる。そ こで、 これ等を石質の面か らみ ようと、石質組成を組み立ててみた (挿 図M)。

石鏃 は、96%が 黒曜石製であ り、残 り4%も 総てチャー ト製である。最 も多量に出土 したに もかかわ ら

ず最 も少い種類の石質に限定 されてお り、黒曜石で石鏃 を作るとい うのは、かな り定着化 した意識であっ

た といえよう。

石匙は、50%が チ ャー ト、24%が黒曜石、18%が珪質粘板岩で、黒曜石の占める量が少ない器種である

と同時に、多種の石が素材 として使用 されている器種であ り、これは形態的に似たスクレイパーとの比較に

磋質砂岩

ルス類
磋質緑泥片岩

ス クレイパー

0                                               50

挿図34 十二ノ后遺跡出土主な小形石器の器種別石質組成
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おいてもいえる。すなわち、ス クレイパーの場合70%が 黒曜石、24%がチャー ト、 4%が珪質粘板岩なの

である。石匙を、つまみをもつスクレイパーと考えた分類基準か らみるな ら、 この石質の違いは
｀`
つ まみ″

の有無に関係 している。つ ま り、黒曜石はつ まみ作出 とい う複雑な二次加工を施そ うとする場合、そのも

ろさか ら敬遠 されるのだ と解釈す ることもできそ うであるが、 この事に関 してはス クレイパ ーの項で、別

の考 えを提示 したい。なお、スクレイパーの中の
｀`
つまみを持たない石匙″の形態のものを抽出 して も、

この二者の相違がみ られることを付記 してお く。ス クレイパーはまた、石錐 と石器組成がプト常に似ており、

この面か らも石匙の石質のちがいは際立 ってみえるのである。

磨製石器の石錘は、68%が 粘板岩、22%が細粒砂岩、 4%が砂岩である。加工 の し易いとい う観点 と同

時に、特に硬 さを必要 としないこの石器の性質に起因 しよう。なお、多量にある使用痕 のある剥片・石核・

原石については、分類 の項 で述べた如 く、剥片・石核・原石の部分であるとい う観点か ら、石質について

は云々しないことにす る。

④  器種別石器の扱い

① の項 の如 く石器の所属時期を決定 した上で、例えば
｀
前期前半の石器群″ といった大分類を試みたの

だが、次の理 由か らそれは断念せ ざるを得なかった。 1つは、この場合、発掘後の遺物処理 によって対象

が遺構出土遺物に限 られて しま うため、35%あ る遺構外出土遺物が除外 されて しま うとい うこと、他は、

遺構の時期決定の方法が、主体 となる土器によるにもかかわ らず、その決定 された時期 に総ての石器が所

属す ると断定 して しま うことである。遺構の記述か らわかる様に、多 くの場合一住居址か ら二～三群の土

器が出上 してお り、石器 もまた同様な傾向をもつ とした ら、 この土器組成 に従 った石器の分類 は不可能で

あろ う。また、中・後期の住居 l■Lに は、多量に散在 していたであろ う前期の遺物が入 りこんでいる可能性

が非常に大きいのだが、それを抽出す ることもまたできない。

以上のことか ら、 ここでは、個 々の石器の所属時期を言及せず、全体を、分類や所属時期 の項 で述べた

如 く68%の前期前半、22%の前期後半、 5%づつの中期 と後期、それに極 くわずかの晩期 と弥生時代のも

のでできた一群の石器 ととらえるのみに とどめ、器種毎に一括 して論 じ、その中で必要に応 じ所属時期に

ついてふれる様に していきたい。なお、以下の記述の中で紙数の関係から細かい数値、数量等について省

略 した ものがある。詳 しくは別表 4の石器一覧表を参照されたい。また、ある程度統計処理 の可能な量が

出土 した石器を主 として扱ってお り、ここではふれてない器種がある。了承 されたい。

A一打製石 器

(|):石  1族

形態 :最 初に形態分類の難 しい21点 (一覧表で型式無記入)を除外 して考 えることにす る。この21点は、

従来石鏃 の未成品 として扱われていた ものに似 るが、いずれ も二次加工 として調整が施 され、小形軽量で

あることか ら本群に含めたものである。残 りの687点について、各点か ら観察 してみる。

「茎」 有茎18点 、無茎641点、欠損品28点である。千鹿頭社遺跡では396点 中有茎 はわずか 2点 であ り、

本遺跡の方が有茎の占める比率は高い。遺構のあ り方か ら、前期以外の石鏃が より多 くなったためのよう

にもみえるが、本遺跡での遺構出土有茎石鏃 の総てが前期の住居址か らであ り、有茎の絶対量 も少な く、
(2)

否定 も肯定 もできない。

「基部形態」 有茎の場合、技術的困難 さのためか円基 (表 10の AC)力 9`点 と半数あるが、無茎では、 そ

の77%、 493点 が凹基 (Bω であ り、平基 (BB)と 円基 (BC)が それぞれ67点の10%づつ とな り、無茎凹
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基が本遺跡石鏃 の主体をな してい

る。凹基にはその形態に様 々な も

のがみ られるが、 ここではその分

類をするにとどめたい。なお、分

類 では決 りと逆刺の組み合わせで

その形態を表現 してあるが、繁雑

であ り、 より良い分類が必要であ

る。

「側辺形態」無茎の場合、凹基に

は直なもの (BAC)が 43%と 最 も

多 く、次いで外湾 (BAD)力 3`5%

であるが、平基か ら円基 となるに

従 って外湾が多 くな り、平基では

(BBD)49%、 円基では (BCD)66

%を占めるようになる。 この傾向

は有茎で も同様で、有茎に側辺の

外湾す るものが多 くなっているの

は、円基が多いことに帰因す ると

いえよう6側辺に突出部を有す る

ものは無茎凹基に しかみ とめ られ

ない (BAA)。 側辺形態 としては最

も手のこんだものであ り、基部 も

同様に丹念な加工を施 した結果 と

思われる。なお、 この突出部を有

するものの総てがそ うであるよう

に、 1個体の両側辺は同一形態で

あるのが普通であ り、製作者の左

右対象に作るとい う意識が強 く感

じられる。従 って、左右の違 いは

特に問題 としなかった。

数量処理の可能な無茎石鏃につ

いて、基部形態 ごとに長 さと幅を

みた (挿 図35～ 38)。 これは分布図で

あるが、わか り易いよう、長 さと

幅について 2 mm間 隔に区切 った平

均値をその目盛 りとした。例えば

横軸の14と 16の 間隔は15mmの %、

7。 5mm夕こな っている。

表10 十二ノ后遺跡出土石鏃型式別破損状況一覧

計 破 A B C D E F G H

計 242 108

A

AA

AAA
AAB
AAC
AAD
AA・

０

０

１

〇

一

AB

ABA
ABB
ABC
ABD
AB0

０

０

０

１

一

AC

ACA
ACB
ACC
ACD
AC・

０

０

１

４

一

AD

A・

B 641 105

BA 493 324 169 45

BAA
BAB
BAC
BAD
BA・

４

６９

・０

６３

７

33

48

133

110

BB 67 48

BBA
BBB
BBC
BBD
BB・

０

１０

■

２７

一

1

1

BC

BCA
BCB
BCC
BCD
BCe

０

・０

・２

“

１

０

９

‐０

３８

一

BD 13

BDA
BDB
BDC
BDD
BD・

０

０

３

６

一

B・ 0 1

※他に、型式分類不可能の両面加工のある小景」片21
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挿図35 十二ノ后遺跡出土無茎凹基式石鏃長幅関係

無茎凹基 (挿 図35)では、長 さ14～ 22mm、 幅12～ 16mmの 範囲のものが多い。特に長 さ20mm、 幅14mm付 近 に

非常に多 く、分布の中心 といえる。また幅に比べて長 さのバ ラツキが大 きく、幅の方によ り制約があった

ようである。なお、最 も長 さの短い 1点 は局部磨製石鏃 (図247-68)で ある。

無茎平基 (挿 図36)で は、 長 さ22～28mm、 中昌16～20mmの ものが上ヒ較的多い。 バラツキは無茎凹基 とほぼ 同

様であるが、 よ り大形のものが多い。

無茎円基 (挿 図37)の バラツキは、前 2者 より大形の部類にひろがっている。 しか し分布の中心は、長 さ
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長 さ

6 8 10 12  ‖  16  i3   20   22

挿図36 十二ノ后遺跡出土無茎平基式石鏃長幅関係

18～24mm、 幅16～ 20mmと 、 この中では小形の方にあ り、前 2者 とまた異なった分布を示す。

無茎尖基 (挿図38)は前 3者 と際立 った違いをみせている。点数が少ないが、 8～ 18mmと 幅狭で、長 さは

プト常 に長 い ところ までバ ラツキカ`み られ る。

これ等 か ら各型式 の最 も典型的大 きさを抽 出す るな ら、無茎 凹基 =20× 14(長 さ×幅)、 無茎平基

=25× 18、 無茎円基=21× 18、 無茎尖基 =25× 12(単 位mm)と なろ う。石鏃 の分類にあた り、長 さと幅の比

率 も要素 としたわけであるが (分類の項参照)、 それは表ではこの様に分布す る石鏃 を 0を基点に放射状に
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246 8 10 12 i4  16

挿図37 十二ノ后遺跡出土無茎円基式石鏃長幅関係

切 りわけるということになる。そ うす ること自体、大 きさを無視するとい う舌足らずのものであ り、何 より

も、 この図で切 りわけるべ き線をどこに何本引いた ら良いのか決めることができずに、その面か らの検討

は加えなかった。

重量 :無茎石鏃 について、基部形態別に重量をみてみることにする (挿 図39)。

無茎凹基の場合、0。2～ 1。 4gの 間に非常に集中 し、平均値は0。8gである。 しか し、分布状 況 をみ る と最

頻値のO。 5gを 中心にO。 3～ 0。 6gが最 も多 く、重 くなるに従ってその数は急速に減少 している。 この状況 か
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6 8 10 12  14  崎   18  幅20mm  グ2

挿図38 十二ノ后遺跡出土無茎尖基式石鏃長幅関係

ら無茎凹基は、ある重 さ (大 きさ)の ものを作ろ うとしたのでな く、より軽量なもの、小 さな ものを 目ざ

して作 られてお り、大 きさの限度は重 さに して1。 5g程度であったとい うことができよう。0。 5gの 最頻値は

剥片剥離 と二次加工における技術的限界を示 していると解せ られる。従 って、本遺跡出土例に限っては、
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2g付近に集 まるようにみえる一群 も含

め、 より重い無茎凹基は多少性格の異

なるもの として とらえた方が良さそ う

である。

無茎平基、無茎円基はいずれ も、ほ

ぼ19台 ～29台 に集中す る傾向がみ られ

る。表でみる.限 り(重 くなるに従 って

の無茎凹基の急激な減少を補 うかのよ

うな分布をみせているが、はた してそ

のような位置にあったのかは量的にみ

ても少な く何 ともいえない。無茎尖基

は検討に値す る数が無い。

素材 と二次加工 :素材は、二次加工

が全面を覆 う例が多い。 しか し、総て

が剥片である。素材の面が残 っていな 挿図39 十二ノ后遺跡出土石鏃重量分布

くても石鏃 の二面には、平面上に置いて安定す る面 と不安定な面があ り、安定す るように置 いた時見える

面が、素材の剥片の正面であると解 され るか らである。二次加工は総て調整である。その順序については

観察す る時間が無かったが、実測中に気がついたことがある。それは、石鏃 の片側面をみて、その側辺の

調整が右側の方が後である場合、反対側 の側面をみて も側辺の調整は右側の方が後であるとい うことであ

る。側辺に関す る限 り、一辺の片面を調整後、先端角の二等分線を軸 として半回転 して同 じ位置にきた他

辺の片面を調整す るとい うことを くりかえす剥離順序の結果 と思われる。

調整剥離の際、末端 までのびた 1つ の剥離によって、その加撃点の反対端の欠失 している例がある。基

部か らの加撃で先端の欠失す るもの16例、側辺か らの加撃で片脚の欠失するもの20例である。欠失後、そ

れを補 うような形での調整はみ られないが、破損品 とも解 されず一応完形品 として扱った。

破損状況 :本遺跡出土石鏃 は、35%が 破損品である。茎の有無 と基部形態によって破損状況が異なるで

あろ うことは、形態をみただけで予想され よう。そこで、状況をつかみ得 る量が出土 している無茎凹基に
|                               (3)

ついてみてみたい。 この種の石鏃 の様 々にみえる破損状況 も、先端部 と両脚部 の 3つ の尖端 の有無の組み

合わせ と解す ることができる。そこで、総ての破損状況をこの 3箇所の有無に分解 し、脚部については、

その総ての破損を合計 して 2で害Jる 方法で片脚あた りを出した。先端部のみが残 る22点 については全体の

比率か ら、その うち17点 が無茎凹基の ものであるとした。

この操作の結果、無茎凹基の破損は、先端部に関わるもの74例 (欠けるもの55例 、のみ残るもの19例 )片

脚あた りの脚部に関わるもの65例 (欠けるもの122例、のみが残るもの8例)であった。 この数字をみる限り、

各尖端 はほぼ同 じ様に破損 しているようである。今後さらに、尖端の強 さはもちろん、破損の際の力の加

わ り方、その量など、質的検討を加えなけれ ば、 これ以上のことはいえそ うにない (表 10)。

使用痕 :後述す る石錐にみ られる磨耗 と全 く同 じもの (内 容については石錐め項参照)が 9点 の石鏃 にみ

られた。無茎凹基 5点 、無茎円基、無茎尖基各 1点、有茎円基 2点である。いずれ も石錐 と同様 の使用 の

結果であろ う。無茎凹基を除けばみな狭長で分厚 く、その対称性で石鏃 に分類 したものの石錐 とのへだた

りの少ないものである。687点 とい う総数か らみて も、石鏃の大部分が薄い先端部を持つことをみても、こ
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の磨耗は、石鏃 としてでな く石錐 としての機能に転用 された結果 と解すべ きであろ う。 この他に、先端 の

縁辺につぶれのみ られる無茎凹基が 1点、両側辺の両面に縁辺 と平行な線状痕の観察 される無茎凹基が 1

点 あった。前者は石錐の機能への転用 と解せ られ るが、後者は側辺を石匙な どの刃部 と同様 に使用 した結

果であろ うと思われ、非常に例外的な使用痕である。このように本遺跡出土の石鏃 には、その本来的機能

に関わる使用痕は全 く見 出す ことができなかった。

(||):石  ,愴             l

分類で述べたように、石鏃 との界に
｀
およそ 5g以上″といった境界 しか引 き得ず、特 に大 形 の無 茎円

基の石鏃 とあ間に錯綜を生 じて しまった (図 225-11・ 12等 と図248-131021等 )。 有茎尖基 と解 され る 100号

住居址出土 (図 238-14)以 外全て無茎であるが、中で も円基が 6点 と約半数を占めている。全体 に剥離が

あ らく、雑な印象を受ける中にあって、 1号住居址か ら出土 した石槍 (図212-15)は非常に整 った もので

ある。長 さ66mmの 狭長な無茎凹基で、平面形をみると、先端部は舌状の円味を もち、あま り幅を増す こと

な く基部へ至 ってお り、先端 と同様丸味を帯びた両脚部は、その基部近 くの両側縁に扶 りを持つ ことによ

り、あたか も小 さなつまみを基部両端に持うかのようである。チ ャー ト製。側縁を中心に剥離 の稜線がな

め らかになっている印象を受ける。 (実体顕微鏡観察では、それが使用痕なのか明言するまでの観察ができなか

った。)本 遺跡の遺物の中で も特異な石器 として注 目してよいのではないか と思われ る。

(爾)挟 入刺突具

全体 の形態か らみると無茎凹基 7点 、無茎平基 7点 、無茎円基 2点 である。大きさを比較す るために重

量をみ ると、1.25gか ら6。4gま で′ミラツキが″らるが、1。 25gか ら2。 8gと 、4.65gか ら6。4gの 2群、 ラ百鋭矢の大

形品 と石槍の小形品に相当す る重量のものがみ られる。調整をみて もまた、石槍 と石鏃 の中間的印象を受

ける。なお、千鹿頭社遺跡では、側縁に施された扶入が先端に近いものと基部に近 いものの二種類がみ ら

れたが、本遺跡か らは後者 しか出土 してお らず、千鹿頭社遺跡ほどの優品 も無い。

OV)石  匙

形態 :ま ず、この石器の特徴であるつまみ と刃部についてみてみたい。分類の項で述べた ように、二次

加工に よって、つまみ部 と刃部は明瞭に指摘す ることができる。分類の際、二次加工 として刃部作出がみ

られず、それにかわって調整が施されているものが例外的にあるとしたが、その後の観察に よ り、それ等

は、素材である剥片の頂端部に刃部位置があるため、素材調整の上へ刃部作出を施 してあると判断 される

もの (図250-11)や、両面か らの剥離が観察 され るものの断面片刃であるもの (図 215-11、 226-9、 230-

27、 236-13、 237-1、 242-23、 250-7)である。

このように観察 される刃部の、両端を結ぶ線 と基準線 とのなす角をつまみ角 として、わかるものについ

てその分布を調べてみた (挿図40)。 その際、つまみ と刃との位置関係を もみ る意味で、つまみ角の左右を意

識 した上で、 グラフ上へ点をお とした。つま り、 グラフの90°の線上に刃をおいてみれば、●の位置がほぼ

つまみの位置であると解せ るわけである。なお、主 として縦型 と分類 されたものに 2箇所に刃部を持つ も

のがあるが、刃部 を 1単位 として表化 してある。

挿図では、つまみ角は左 8°か ら右 16°に非常に集中 している。その両側 と左75°か ら78ヽ 左51°か ら55° 、

右 34°か ら41°、右 65°か ら91°にも比較的多 く集まっている。これは、左右を とお して 0°付近に集まる非常に

多 くの 1群 と、45°付近、80°付近に散漫ではあるが集まる 1群がそれぞれあ ることを示 している。すなわゝ

この 3群が分類の項での横型、斜型、縦型の 3分類に相当するわけで、 3分類法が単に角度を 3等分 した

だけでないことが理解できよう。そ こで、つまみ角 と型式の関係を、 0°≦横型 <30° 、30°≦斜型 <60°、60°
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挿図40 十二ノ后遺跡出土石匙つまみ角分布

≦縦型 <120°とした。なお、 1イ固体に 2つ の刃を持 つ22例は、縦型+縦型11例、縦型十斜型 9例、 縦型+

横型 1例、斜型十斜型 1例である。

もう少 し挿図をみ よう。つまみ位置を加味 した挿図では、0°の線 より右側に●の数が多くはないだろうか。

数えてみると、ち ょうど 0°の上にある 6例を除 くと全体 の62%、 96点が右側にある。 この傾向は型式のち

がいに左右 され ることも無い ようであ り、特に横型をみてみると、視覚的にも明らかなようにその分布の

中心は 0°よ り右へ 3°はずれてお り、刃部を下へ向けた時、その右上の方へつまみをつけるとい う意 識 が

うかがえるようにみえる。この横型では、 0° より左側では、 よ り0°に近 い方 に ●が集 中 してい るのに

反 し、右側では、 0°に近い方には集中す るものの、1び前後の例 も少な くはなく、バラツキ気味である。右

側の方が多いだけでな く、多少の
｀`
ちがい″ も許 されるのではないか とも類推 される。

‐つまみの大 きさとつまみ角についてみてみ よう。つまみの大 きさは、非常に大 きいAが38例 で19%、 中

形のBが62例で31%、 小 さい Cが 57例で28%、 極めて小 さいDが30例で15%、 不明が14例である。Aでは

縦型が39%、 横型が50%で あるのに、 Dでは縦型が23%、 横型が70%で ある:全体的にみて、つまみの大

きさが小 さくなってゆ くに従い、縦型の割合が減少 してゆ く。この点に関 しては、次の素材 と形態 との関

係で理 由を考 えてみたい。

素材 と形態 :分類の項ではふれなかったが、素材はすべて剥片である。従 って、そこか ら二次加工 には

ある種の制約が生 まれて くると思われる。すなわち、バルブ部分を何 らかの方法で除去 しない限 り、④ つ

まみ部分を小 さ くす るためには、その位置をバルブ部か ら離 した方が容易である。○ つまみ部の小 ささを

問題に しなければ、つまみ部にバルブを使用すれば、刃部は容易に、任意の位置へ作出す ることができる。

⑥縦長剥片のバルブ部をつまみ部 とすれば、 2つ の刃部を作出す ることが容易である。

これ等の制約を証明するように、本遺跡出土の石匙には次のような形態 と素材 との関係が観察 されてい

る。
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①縦型石匙は多 くがバルブ部につまみを作出 している。特に縦型に多い 2つ の刃部を持つ ものは、いず

れ も縦長剥片を素材 とし、わずかにある小 さなつまみを持つ ものは、景J片 の末端につまみ部作出があ

るものの大部分はバルブ部分をつまみ部 としている。従 って、縦型石匙には大 きなつまみを持つ もの

の割合が横型 より多 くなるようである。

②横型において大 きなつまみを持つ ものは、横長、あるいは矩形剥片を素材 とし、そのバル ブ部をつ ま

みとしているものが多い。

③横型において小 さなつまみを持つ ものは、縦長剥片を用い、その 1側縁につまみ部を作出 し、反対側

,の側縁に刃部作出のみ られる例が多い。

刃部形態 と刃角 :刃部の平面形をみてみると、64%が 外湾 してお り、直な ものが29%、 内湾が 5%で あ

る。後述するスクレイパーと比較 して、外湾す るものへの集中がみ られ、 より定形化 した石器であるとい

うことができよう。また、総ての石匙について刃角を測定 してみた。 もちろん相手は石器であ りこの数字

個々を問題にはできない。この種の試みは初めてで比較の対象も無か ったが、本遺跡出土石匙の刃角は、

刃部の平面形や、つまみ部 との位置関係に左右 されることな く55'を 中心 とす る正規分布を示 していた。全

体的にみると利 器としての石匙の性質は、つまみ位置や平面形の変化に拘 らず一定 しているようである。

関西系 といわれ る石匙 :本遺跡出土石匙の全体形については、バラツキが大 きく、系統的に分類す るこ

とが不可能であったため、特に問題 としなかった。 しか し、特 異な形を示す ものが無 くはない。その 1つ

は46号住居址出土の横型石匙 (図230-27)である。つまみが幾分大 きめであるものの肩が張 り、両側縁が

内湾す る腰高の二等辺三角形を呈す る。刃部は直である。全体が両面加工で素材の面を残 さぬまでに丹念

に調整 されてお り、薄手である。石質はチ ャー トとのことであるが、肉眼でみる限 り他のチ ャー トと異 っ

てお り、北白川下層式土器に伴 う石匙と解 したい。また、非常に小 さなつまみを持つ丸味を帯びた二等辺

三角形のものが93号住居址 と遺構外から出土 している (図 237-1、 図251-10)。 ぃずれもチャー ト製であり、

これ等 も関西系 とされるものではないか と思われる。

使用痕 :一覧表にみ られるように、 4割以上の75例において何 らかの使用痕が観察 された。そこで、こ

の使用痕の中か ら、刃部作出部にみ られる線状痕、刃部作出部にみ られる磨研痕 、つまみ扶入部を結ぶ部

分にみ られ る線状痕の 3種類についてみてい く中で、石匙の機能面をある程度復元 してみたい。まず、刃

部作出部の線状痕は、本遺跡 出土石匙に最 も多 くみ られた使用痕である (別表一覧表参照)。  1、 2の 刃縁

部 と直交す るものを例外 として、刃縁部 と平行方向につけ られたかな り長 目の線状痕であ り、縁辺に近い

ところほ ど顕著にみ られる。同一個体の表面 と裏面を比較すると、裏面 により多 くの線状痕が観察 される

他、裏面にみ られて表面にみ られない例はあって も、その逆は無い。表面の刃部作出部では剥離と剥離 と

の稜線である突出部を中心 としてみ られ、その場合、片側のみにあるのではな く、稜線の左右に等 しく観

察 される。緻密 ガラス質の黒曜石製に多 く、その 6割以上にある他、チャー ト製の次に述べ る磨研痕を も

つものの中に も、その磨研痕 をおお うような状態で現われ る場合があ り、極端な ものは、磨研痕を消 し去

って しまっているものさえある。次の刃部作出部の磨研痕は、線状痕に次いで多い使用痕であ り、裏面に

より顕著でかつ、縁辺に近づ くに従 ってその磨研の程度は高 くなっている6黒 曜石製にはこの種 の使用痕

はついてお らず、チ ャー ト製に多 く、その 3割程度にみ られ、確質粘板岩にもわずかにある。石器表面の

微細な凹凸が使用に従 って平滑化 したものと思われる。最後につまみ部 をみてみ ると、つまみの下の最 も

くびれた部分を、 くびれ部を結ぶ線に直交する方 向へ極めて細 く短い線状痕がおお う例がある。 この線状

痕は全 く平行ではないが、全体的にみると一定の方向が観察される。また、刃部の線状痕 と比べて非常に
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弱い もので、「刷 毛 ではいた よ

う」な状態を示す。 これは刃部

に線状痕を もつ黒曜石製のもの

に 7例見出す ことができた (図

230--25, 236-13, 243--33, 250-

13, 264--12等 )。

以上の諸観察結果か ら、 この

3種類の使用痕の うち、前二者

は『刃部縁辺 とその両面を、対

象物に対 して裏面 より大 きな力

が加わるようにあてなが ら、刃

と平行方向にかな り頻繁に往復

運動 した結果、主 として対象物

との間に入 った微細な砂粒等に

よってひきおこされた使用痕』

であり、後一者は『つまみ投入部

をおお うものの上下方向へのわ

ずかな運動によって、それ と石

匙 との間に入 った極 く微細な砂

粒等によってひきおこされたい

わば装着痕である』 と解 したい。

「対象物」「おお うもの」力`何で

あったのかは現段階では断定で

きないことであるが、線状痕が

「対象物」「おお うもの」 自体の

作用によるものではない可能性

が大 きく、高位率の顕徴鏡によ

る磨研痕を中心 とした石器表面

の微細変化の観察の必要がある

だろ う。なお、多様な形を示す

石匙 も、使用痕か ら見 る限 り総

てが同様な作業に供 された もの

であろ うと判断 される。

(∨)ス ク レイパー

素材 と二次加工・形態 :素材

は総数259点 の うち86%の 233点

が剥片であ り、13点 が石核、 8

点が原石、15点 が主に破損が原

黒曜石  チャー ト

石  匙

挿図41 十二 ノ后遺跡 出土石匙・ スク

黒曜石  チャー ト 性質粘板岩 その他
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因の不明品である。二次加工は88%、 270例が片面加工による刃部作出である。この数字は、石匙の刃部 と同

様、個々の二次加工を 1つの単位 として とらえてある。以上か ら、本群石器の大部分が、片面加工による

刃部作出のされた剥片であるといえる。ちなみに、その数は 202点 、全体の78%で ある。なお、同一素材

に複数の二次加工が施 されている場合、同様の加工が施 されるのが普通である。次に刃部作出部の形状を

み ると、 Aの舌状 もしくは全周す るものが36例、13%、 Bの外湾が97例、36%、 Cの 直が94例、35%、 D

の内湾が43例、16%で ある。 この うちAについては、平面形の違いと同時に、刃部の非常に分厚いものが

多 く、使用痕をみて も、後三者がいずれ も石匙の刃部にみ られる使用痕を有す るものが多いのに反 し、刃

部裏面の縁辺に、それ と直交す る方向の短い線状痕が主 としてみ らiれ、旧石器の表現を借 りるなら、 これ

が掻器であ り、他が削器 とい うこと力いできよう。 Bか らDの 削器の刃部形態は、 石匙ンこ比ベノミラツキが大

きく(特に内湾す るものが相当み うけ られる。刃角については石匙 とほぼ同様の分布をみせている。

石匙 との重量 と石質の違い :ま ず、大 きさの単位 として、ほぼ体積 と同義である重 さについて、二者を

みてみると、ス クレイパーは、 lgか ら9gの間に集中 し、平均9.7g、 ′中央値7.05g、 最頻値 は4.5gで ある。

一方石匙ヤま、 4gか ら15gの 間ンこ比較的集 中し、平均 ftL10。 9g、 中央値 9。 5g、 最頻 f●L7.5gで ある。スクレイノく

―はその二次加工が刃部作出のみ とい うよ り損失の少ないものであるのに反 し、石匙 より軽 くなっている

のである。 この辺を より詳 しく検討す るため、両石器の石質別重量分布を作 った (挿 図41)。 チ ャー ト製 、

確質粘板岩製の石匙は 4gか ら15gの 間にほぼ均質に分布 し、黒曜石製の ものは 2gか ら1lgの 間に多 くみ ら

れる。一方同 じ石質のスクレイパーの場合、バラツキが大きく、 3gか ら19gの 間に比較的多いのに反 し、

黒曜石製の場合、 4g付近にその分布の中心を持ちなが ら lgか ら 9gの間に非常に多 くみ られ る。

この石質による重 さの違いは、素材の大 きさの違いとして説明されそ うである。つま り、 同様の機能を

果た したであろ う二者は、素材か らみるとその大 きさのために、黒曜石製はつまみ部作出の困難 さか ら、

つまみを持たぬス クレイパーに多 くとどま り、チャー ト製・磋質粘板岩製は素材の大 きさか ら好んで石匙

まで加工 された と考えられる。言い換えるなら、石匙にはある程度の大 きさ (4g以上)が必要であって、

より小 さい黒曜石の剥片は敬遠 され、主 としてスクレイパーの素材に とどまったのに対 し、 よ り大形のチ

ャー ト、磋質粘板岩の剥片は好んで石匙 まで加工 されたのであろ う。これにより、最初に述べ た石匙 とス

クレイパー、 さらには石鏃 との間の石質の違いが説明されそ うである。
(4)

ⅣI)複数挟入石器

6点出土 しているが、46号 0113号住居址 出土品以外は、千鹿頭社遺跡出土例 と似ているとい う程 度 で

ある。以下、主なものについて若干の観察結果を記 したい。46号住居 l■L出土例 (図230-33)は 、丁寧な二

次加工の施 された大形品である。形態的には整 った印象は無 く、スクレイパーを素材 として両面加工によ

って扶入部を作出 してお り、 しか も、ス クレイパーの段階の使用痕である線状痕が非常に多 く、キズもあ

ることか ら、かな り使いこんだスクレイパーを再加工 したと判断される。再加工後の使用痕は見出す こと

ができなかった。一方、113号 住居址出土の 1例 (図242-29)も 同様に、整わぬ形で丁寧 な二 次加工が施

されている。使用痕か らみて、後述する小型有扶顕磨石器の 1種 と考えられな くもないが、縁辺のつぶれ

が 1箇所の突出部に集中 してお り、そこのみが機能部 とも考えられる。 この種の石器に特異な使用痕 とい

うものも見出し得ず、出土遺構か ら前期の石器であろ うとい うことはいえるものの、新たな見解を示すに

ヤま至 らなかった。

(u)小型有挟顕磨石器

素材・二次加工 :18点 出土 している。表面のかな りの部分が使用痕におおわれているため、 自然面 と区

一-195-一



別 し難いものもあるが、多 くが剥片を素材 としてお り、 2種類の二次

加工が施されている。 1うは両面加工の扶入が対をな して施 されてい

るものであ り、 この扶入により作 り出されたつまみ部を本群石器の総

てが持 っている。これは、例えば石匙、扶入刺突具にもあるが、それ

等が機能部 として、刃部や尖頭部を持つのに反 し、本群石器にはそれ

がみ られない。 もう1つの二次加工は、両面加工の調整である。全体

形を整えるために必要に応 じてなされた ようで、中にはこれが全 くみ

られない例 もある。 (図213-4,217-1,232-8,256-1・ 2)。 な お、

土拡15(図 264-12)の石匙 と、遺構外出土の扶入刺突具 (図 248-38)と 同

一形態のものは、それぞれか らの転用であると考えた。

重量 :形態上利器 としての性質の全 くうかがえない本群石器の重 さ

は、千鹿頭社遺跡出土の16点 をあわせた中か ら30点 を計測 し得た。そ

の結果19台 を中心に69ま で、かな リー定のバラツキを持ちなが ら集中

していることがわかった、分布の状態 は磨 製石 錘 と非常 に類似 して

いる (挿図42)。

石質 :総てが黒曜石製である。石質に限定があったこともあろうが、

次に述べる本群石器に特徴的な使用痕が黒曜石以外にはつ きに くく、

抽出し得なかった可能性 も考えられ よう。

使用痕および破損状況 :本群石器に特徴的な使用痕について観察結

果を述べてみたい。使用痕 として、つぶれ・線状痕・擦痕 0点状痕が !

み られた。分類の項で述べた様に、最後の点状痕が小型有扶顕磨石器

を他の類似石器 と識別 し、他の石器か らの転用 とい う判断を下 し得 る

最大の材料であるので、最初にみてみる。扶入部を結ぶ部分を除 く全

面に認め られ、石器表面の突出 した部分に より多 く、それがやがて稜

線、縁辺のつぶれへ と続いている。 よく観察す ると、割れ円錐の ヒビ

割れであるこの点状痕は、他の使用痕 と直接的関連のみ られないこと
小型有扶顕磨石器 石 錘   土器片錘

か ら、石器表面の上方か らの加撃によるものであろ うと判断 される。  挿図42 十二ノ后遺跡出土小型有

さらに破損状況をみてみると、最 も点状痕が顕著に観察 される12号 住  漆軍電甕聾鍵 謙募よ菖
片錘重量

居址 (図 217-1)、 52号 住居址 (図 232-8)、 106号住居 l■L(図 239-10)、 遺構外 (図 248-38、 256-1・ 2)出土例はい

ずれ も完形であ り、かつ、特に点状痕の少ない面 とい うものも観察す ることができなかった。その二次加

工か らしてかな り丈夫ではあったろ うが、 この加撃は、石器 自体を破壊す るほど強いものではなかった と

い うことはいえそ うである。線状痕、擦痕は扶入部を結ぶ部分を除 く全面に不定方向の短い ものが観察 さ

れるほか、扶入部を結ぶ部分に、石匙のつまみ扶入部にみ られた装着痕 と解 した線状痕 と同様のものがみ

られた。18点 中 3点にみ られ、178点 中 7点 にみ られた石匙 より、その比率は大 きい。

以上、 この石器の使用痕の原因を組み立てるな ら、『扶入部を結ぶ部分をおおった上で、少 くも黒曜石

に傷がつ くような硬 さのものと、打点を任意にかえなが ら、かな り頻繁にぶつか り合 ったためであ り、そ

のもの とは、小型有扶顕磨石器にあ たったのか、小型有扶顕磨石器があたったのかは別 として、それほど鋭

くな く、しか もこの石器表面 と点的に接す るような形を していた』と結論づけたい。千鹿頭社遺跡出土資料
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と共に、今まで例品をみないものであるが、原石 として分類 され易いものであ り、今後資料 は増加す るで

あろ う。

(V‖)石 錐

素材・二次加工 :充分な観察がで きなか ったが多 くが剥片である。ただ素材の形態 としては棒状あるい

はそれに類す る形であって、石鏃、石匙等の素材であった板状 とは異なってい ることが、二次加工が部分

的になされた ものの観察を通 じていえる。つまみ部を持つ ものについて、先端角の二等分線を引いてみ る

と、例 えば75号住居址 (図 235-28)、 遺構外 (図256-5～ 11)出土に顕著にみ られるように、 つ まみ部は多

くが左右 どちらかに偏在 している。つまみの具体的機能を考える上で 1つの手がか りとなる ものではない

だろ うか。多 く両面加工 によって尖端部を作出す る本群石器の中に、板状のつまみ部か ら、すべて片面加

工によって断面三角形の非常に小 さな突出部を作出す る例がある (図217-17,218-35,223-24等)。  15例

と全体 の16%で ある。尖端部を持つ といいなが ら、機能 において他の石錐 と異なるのではないか と思われ

る。

使用痕 :95点中15%の 14点 に観察 された。尖端部の縁辺のつぶれが 5例 、尖端部の縁辺お よひ稜 線の磨

耗が 8例、擦痕 と線状痕のあるものが 1例である 例 表 4参照)。  磨痕は、尖端部の稜 に軸線 に対 して直角

方向に、先端を中心 とした円錐状にけず られたような状態で、特に先端部か らわずかにさが った部分に多

く観察 された。 このけず られた方に特に方 向性はみ られず、石質によるちがいもなかった。縁辺のつぶれ

の中には、 この磨耗の前段階のものもあ′るのではないか と思われる。なお、 9点 の石鏃、 1点の扶入刺突

具 に全 く同様 の磨耗が観察された。遺構外出土の 1点 (図256-15)の みにみ られた擦痕 と線状痕は、錐部

軸線 と平行方向のもので、錐部の先端部を除いた全面にわたっていた。いずれ も面をな して著 しいもので、

擦痕は先端か らつまみ部に向か うに従ってその幅が広が り、その広がった中にはつまみ部方 向にふ くらむ

しわ状のキズが連続 してみ られた。

以上か ら、磨耗のあるものは『対象物に垂直に立て、往復回転運動することにより拡孔あるいは穿孔す

る道具の先端部』なのであろ う。ただ、かな り硬い ものとの間でできたであろ うこの磨耗が、即対象物 の

硬 さを示すのか、あるいは対象物 との間に介在 した何 ものかによるのかわか らない。また、先端部にあま

り磨耗のみ られないことか ら、拡孔の道具 とみることもできよう。また、擦痕、線状痕のある 1例は、『す

でにあいていた孔にそれと垂直方向に突 き入れる運動を くりかえ した』 ものであろ う。擦痕か らみて、そ

の対象物 は柔軟性を持つ ものであ り、石器先端部は対 象物にふれることがなかった ようである。なお、断

面三角形 の小 さな錐部を持つ ものに使用痕を見いだすことはできなかった。

凶 使用痕のある石核・剥片・原石

分類の項で述べたように資料性の乏 しい ものであ る。細かな点にはふれることができないので、わかる

部分について述べ、後は主 として観察された特殊な使用痕を有するものについて記述す るに とどめたい。

本群の素材は 9割以上が剥片によって占め られている。剥片・ 石核・原石の総量がわか らないので明言は

できないが、一次加工のみの石器はその大部分が剥片のようである。使用痕は78.4%、 279例 が刃 こば れ

である。縁辺の両面に等 しい力が加わったのでな く、 どちらかに偏 った方向か らの力が加わ っているので

あろ う。使用痕部の形態をみると、外湾24%、 87例、直なもの31%109例 、内湾す るもの45%、 160例であ

り、内湾が多い。石匙、スクレイパーの刃部では内湾が他二者のいずれ も半分以下であ り、使用方法にお

いて、それ らと異なっているものと思われる。なお、本群石器の中で石匙、スクレイパーに非常 に多かった

縁辺 と平行な線状痕を伴 うものは25例 しかないことも、 これを裏付ける資料 となろ う。 また、本群石器 と
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ス クレイパーとの間で大 きさの比較を行なった ところ、スクレイパーの方が重 さで 2倍あった。

次に本群の中でその後の観察で二次加工が施 されている疑いの強いもの、特殊な使用痕の状況を示す も

のについて、二、三述べてお く。

遺構外出土例 (図258-12)は、原石の一端を両面加工 で調整後、先端部を折 りとるような形でノ ミ状部

を作出 した ものであ り、 この最後にできた面に、先端を中心に縁辺 と直交する線状痕がみ られる。同 じ遺

構外出土例 (図259-4)に は、剥片の頂端、断面ふ くらみを持 った片刃状の刃面に相当す る部分の縁辺近

くに、縁辺 と直交す る擦痕がみ られる。剥片の側縁には刃 こばれがあ り、 この擦痕 と何 らかの形で関連性

があるものと思われる。 これ と全 く同様の使用痕は、132号住居址出土の原石を素材 とした もの (図245-

11)の、図で上端の断面ふ くらみを持 った両刃状の刃面に相当す る部分に見 られ る。16号住居 l■L(図223-

12)、 141号住居 l■L(図246-14)出 上の剥片は、内湾す る刃 こばれ部を伴い、側縁の外湾す る部分が極端 に

磨滅 している。

B 磨製石 器

(X)石  錘

成形は擦切切 目によるものが80%を 占める。擦切加工 のみ られないものも、原材がそれを必要 としない

手頃な大 きさであったか らと思われるのが大部分である。打製のものは例外 とみてよいであろ う。 115点

出」三しているが、38号 研 址か ら10点 、 137号L居l■Lか ら 5点、二土拡 83か ら7点 と多い。

重量はlgか ら12gの 間に集中 している(挿 図42)。 しか し、その中では、ほぼ均一に分散 してお り、例 えば

石鏃、石匙にみ られる、ある重 さ (大 きさ)への集中はみ られない。成形法か らして大 きさはかな り容易

に調整できると思われるところか ら、許 される重 さの範 囲の広い石器であるといえそ うである。

所属時期は千鹿頭社遺跡の石錘所属時期 と分布状況か ら、後期のものであるとした。なお、同時期 の土

器片錘は、その重量 (挿図42)と 形態、出土量および素材か ら、この石錘にかわるものとして作 られ た もの

ではないか と思われる。

は)装身具

18点出土 した映状耳飾は、いずれ も全体形の半分以上が破損 してお り、完形品は無い。131号 住居址 か

ら3点 出土 しているほかは、出土地点について特に際立 った集中傾向は見出せなかった。総てが滑石製で

ある。装身具 としては他に、 3点 の管玉状、 1点づつの日玉状、平玉状の滑石製品がみ られ る他、次の様

な特異な形態の ものがある。

1点 は16号 住居 l■L出 土の淡緑色の滑石製品で、有孔三叉状垂飾品 としたものである (図 224-1)。  底辺

の内湾する丸味を もった二等辺三角形の頂部に 1孔が穿たれ、そ こか ら両側辺の背部に 1本 の溝が掘 られ

てお り、その結果、 ブ リッジ状の釣 り部分がみ ごとに作 り出されている。 もう1点は、81号住居址出土 の

有孔垂飾品 (図236-3)である。濃青色の滑石を素材 とし、片端のすぼまる角柱状の一面に縦 に走る 1本

の溝が掘 られ、その両側面を貫通 してかな り大 きめの 1孔が穿たれている。いずれ も単なる装身具 とい う

だけではない形であろ う。特に後者の濤は意味があるように思える。

なお、この他に古墳時代の遺構か ら出土 した装身具の中に縄文時代のものではないか と思われるものが

あるが、それについては古墳時代以降の石製品の項でふれることにす る。        (小 池 孝 )

註1 「器種別石器の扱い」でも述べるように、本遺跡では1住居址から2～ 3群の上器が出土している例が多いが、この

ようにして出された数値も大きな時間幅でみれば「ほぼ均等に誤差を含んだ数」でもあろうと考え、時間的総量の変化
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をみる目やすとした。

2 千鹿頭社遺跡の縄文時代の遺構は、前期の住居址が 6、 集石 1、 中期と後期の土器集中箇所が各 1である。

3 無茎の平基や円基に破損品がより少ないのは、基部の丈夫さにあるであろうし、有率に破損品の多いのも、無茎には

ない茎という尖端部のためであることは容易にわかることである。

4 当然のこととして、本遺跡での石器製作に関しても何らかの検討を加えねばならないところであるが、手元にある資

料は、素材である原石、剥片、石核の大部分が無いという不充分なものであり、この点に関しては自紙 とせざるを得な

い 。

5 使用痕の項にあるように、小型有扶顕磨石器に顕著にみられるのは磨痕ではなく打痕である。従ってこの名は事実に

そぐわないものであり、形態、機能を反映した命名が必要である。
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イ)大形石器

器種 ごとに概要を説明 し、別表 4を付す。表中の長 さ、幅、厚 さは最大値を とる。刃幅は使用痕、形態

か ら判断 される刃部両端を直線で計る。折損、使用痕の記号については各項で説明する。石質 は信州大学

教養部田中邦雄教授に代表例の鑑定を依頼 し、それに同定 したため錯誤があるか もしれないが、当方の責

任である。出土地点を明示 しないものは遺構外出土遺物であ り、遺構床面出土遺物は床 として示 した。カ

ッコ内数値は破損品の現長である。

大形石器 として本項 で一括す るのは作業上の理 由力ヽ らであ り、小形石器 とされた ものと同 じに扱 うべ き

ものもい くつか含 まれているが、特に意図 してのことではない。実測図・図版 (写真)は同番号 とした。

(|)打製石斧 (83点 )(図 2660267,図版114)

83点あるが、その うち約20%に あたる18点 が破損品である。破損品には相互に接合す るものはない。つ
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挿図43 十二ノ后遺跡出土打製石斧形態模式図

ま り65点 については現在観察 される形態が最終的な使用の結果を示す もの と考えられる。 これは未使用 の

まま廃棄された可能性を考えていない。いまのところ石器類の廃棄パターンが実証的に明 らかにされてい

ないので、使用の各段階において遺存 されたことを前提 としておきたい。打製石斧は製作法 の故に現資料

が製作当初の原形か、それに使用痕跡の加わ ったものか、再調整 された ものか、区分が困難であるが、第

二 の場合がほ とんどと考 える。

形態 :打製石斧の側縁は、おそ らく着柄部であ り、使用対象に直接触れる部分ではないので、使用に よ

る変形を受ける可能性は少ない。分銅型、短冊型、揆型などの側縁形態による分類はこの点 で合理的な も

のといえる。さらに機能を直接示 している刃部形態 とを組み合わせると、挿図43の ような模式的分類案 と

なる。空欄 は本遺跡でみ とあ られないものである。 これ らは平面的プロポーションのみによる分類であり、

分析のための一方法にす ぎない。これを補 うため同時に重量を示 してお く。各類型の実例は、挿図

“

に示

し、破損品は当該部分が実例のどれに近似す るかをもって区分 し、全資料 を14類型に分類 しえた。なお、

D一 Ⅲ、 E一 Ⅱ、E一 Ⅲとした ものは石鍬、有肩石器などとよばれ、時に打製石斧 とはされないものであ

る。

使用痕 :刃部 に擦痕を残す ものは少ないが、磨滅す るものがかな りある。縁辺敲打痕は多少な りともほ

とんどが持つが、本来的な ものであると断言はできない。磨滅、擦痕は刃部を中心にみ とめ られるが、そ

の方向のわかるものは少ない。明 らかなものは刃縁に直交す る擦痕がわずかの範囲にみ とめ られる。縦断

面形が湾曲するものは外湾面により明瞭につ く。斧身の湾曲す るものは、製作第一段階における剥片の形

状に影響 された ものであ り、ほとんどにわずかなが ら湾曲がある。

分類 と機能 :刃部形態が長期の使用や再調整によって形態分類にまで影響をおよぼすほ どに変形 してゆ

くものであるな ら、それにつれて重量は減少 してゆ くはずである。 しか し、Aか らD類型への変化は、刃

部端の磨滅の進行であるとは考えられない。主なる使用部分が一方にかた より斜刃状を呈す るもの C、 E
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挿図44 十二ノ后遺跡出土打製石斧の形態別重量分布

を除いても、A、 AB、 B、 Dの過程に重量の減少傾向はみ られない。 B類 とC類は数量、重 量分布 ともよ

く似たあ りかたを示 してお り、一方か ら一方への変化 とい うことはあま り考えられない。この二種に並列

的な作 りわけを考えるとすれば、 I類 については、B― AB― A、 Ⅱ類については、B一 A、 B― ABと い う

変化の可能性 もある。同様にⅡ類について、 C一 D― Eと もいえる。いずれに して も、打製石斧の刃部に

丸刃・平刃型 と斜刃型 ともいい うるような二種を指摘することが可能である。斜刃型 とは、いわゆる粗大

石匙などにまで関連を持つ とも思われる。す くな くともこの二種には機能的な差を考える必要があろ う。

一方、重量のみ注 目すれば、 A、 B、 Cのそれぞれ Ⅱ類、 E一 Ⅲ類は重量差 が著 しい。これ らを実例で

示せば以下のようになる (図2660267)。

A――Ⅱ 大形-4、  中形-3、  /Jヽ 形-2・ 5       C― Ⅱ 大形-27、  中形-23025、  /Jヽ 形-24・ 26

B一 Ⅱ 大形-13、 中形-16～ 18、 小形-14015 E― Ⅲ 大形-33、 中形-32

表11 十二ノ后遺跡出土時期別住居址 (多)出土打製石斧の形態別分布

Ⅱ Ⅲ

112住

26住

38住

各類は以上のように細分可能である。出土数の多い住居址についてみると表11の よ うにな る。 112号

住は前期、26号住は中期、38号住は後期であ り、いずれ も床面出土品ではない。

各住居について刃部形態は多様であるが、側縁形態には傾向性がある。同一住居覆土出土 とい うのみで

A AB B C D E

計Ⅱ

Ⅱ Ⅲ

Ⅲ

大 中 J 大 中 大 中 J 大 中

112住

26住

38生L
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は明確でないが、側縁形態 (I～ Ⅲ類)と 刃部形態 (丸 刃・平刃・斜刃)と に、機能に直接結 びついた形態

とそれ以外の要素 とを考えることもできよう。

(||)磨製石斧

主要な整形を研磨に よるいわゆる石斧類は、形態か ら小形磨製石斧、定角石斧、乳棒状石斧の三種に大

別できる。磨製石斧類は折損するものが多 く、使用痕 の観察 も比較的容易である。その類型は挿図45(右 )・

(左 )の ようになる。使用痕は実体顕微鏡 (× 40)を 用い、製作痕 と明 らかに区別 しうるものの位置を示す。

方向については、各項でふれたい。

挿図45 十二ノ后遺跡出土磨製石斧の折損部位 (左)と 使用痕の位置 (右)模式図

⑤小形磨製石斧 (68点 )(図 268、 図版 116)

形態 :片刃 と両刃があ り、平面形にも大別 して 4種ある。模式的分類は挿 図46の よ うに な る。対応 す

る実例は別表や、図 268に示 した。断面形で両刃状を呈す るもので も刃部が両端へ行 くに したが って中心

線をはずれるものは、片刃 として分類 した。すなわち両刃 とした ものは、刃先全体が中心線上にあるもの

である。

挿図46 十二ノ后遺跡出土小形磨製石斧形態模式図

研磨 に よる仕上 げは丁寧 で、石材は蛇紋岩を主体 とす る。非常に良質な材を用いて玉器的なものもあ

る。 D― I類は刃部のみ磨いている。 I類 は片刃である点、定角石斧、乳棒状石斧 とは明 らかに異なる。

Ⅱ類は刃部 も平面形 も定角石斧に相似す るものがあ り、主な石材 と仕上げの程度が異なる。 27、 28は実用

品 とは考えられない。29、 30は定角石斧 A類の刃部片を研磨、転用 した もので、 3(B一 I類)に似 る。

折損・使用痕 :折損のあ りかたは表 12の よ うにな る。 I、 Ⅱ類 とも大差な く、他の磨製石斧類に比べ

て完形品の率がたかい。頭部に敲打痕を もつ ものが多いけれ ども、頭部の欠損す るものが少ない。一方、

ほぼ中央部で横に折損す るものが多い。全般に敲打の衝撃が強いものでなかったことを予想 させ る。また、

B― I類についてみ ると、209以下で折損す るものはAl l、 A22で あ り、409以下ではA15、 C13で あ り、

大形のものほど横方向の力が加わることが多かったことが考えられ よう。一方、 Blミ B2の 折損類型 (頭部
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折 損 使 用 痕

A Al A2 Bl B2 Cl C2 計 Al A2 Bl B2 B12

A― I

B一 I

C一 I

D― I

A― Ⅱ
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C― Ⅱ
D一 Ⅱ

他

2

22

6

9

4

10

1

7

7

一

１

１

　

一

一

１

　

一

一

１

一

１

１

１

１

一

一

６

２

４

一

一

一

一

一

１

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一　

２

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

計 21 18

表12 十二ノ后遺跡出土小形磨製石斧の折損と使用痕
欠損)は 6例 あるが、 1例 (559)を のぞいて

159以 下の小形品である。 これは小形品ほ ど、

頭部あるいは刃部を破損す るよ うな強い衝撃

が加わったことを予測 させ る。一方、 C一 I

類においてはBll、 C25であって横方向の力

が加えられることが多かった と思われるが、

いずれ も35g以下の小形品である。

Ⅱ類 (両刃)の うち使用痕の認められるもの

は両面に均一にあるが、片面のみが 1例 ある。

I類 (片刃)は、刃の研 ぎだ してない側にある

もの12例、研 ぎだ し面にあるもの 1例、両面

2例である。研 ぎだ し面にないことは機能による以外に研磨による消失を考える必要があろ う。

分類 と機能 :以上、小形磨製石斧 とした ものには、い くつか用途のちがいを示す と考えられるデータが

ある。折損、使用痕がすべて使用の結果を示す ものと前提すれば、 C― ェ類などは明 らかな特徴を示す。

折損以前の原形を考えるために A、 Alの みの重量を示せば挿図47の ようになって、模式的分類案の各類型

に大形品 と小形品のあることを示 している。刃部の両刃、片刃の重量のみでまとめれば以下のようになる。

これ らの うち使用痕の明瞭なものは12点 あ り、類型で示せば以下のようになる。

I―①  All、 B12、 B21ヽ B121

-②  Bll、 B121

-C)Bl l

I片刃

① 759以 上 (A一 ェ 、 B― I、 D― I)

② 609前 後 (B― I、 C一 I)

③ 209以 下 (B一 I、 D一 I)

Ⅱ両刃

① 459以上 (A一 Ⅱ、 B― Ⅱ、 D― Ⅱ)

② 309以下 (B― Ⅱ、 C一 Ⅱ、 D一 I)

Ⅱ一①  A22

-② A22

100

ABCD

大形品ほど多様である。つまり機能が限定されていなかった可

能性がある。敲打痕と折損からみて使用法は以下のようにまとめ

られる。認められた使用痕はすべて刃部に直角である。

① A― ェ類、B― I類の559以上のものは頭部への軽い敲打に

より、刃部両面に平均 しない力を加える。また、斧身に対 し

て直角方向に力が加えられることがある(図268-1～ 5)。

② D― I類の759以上のものは、刃部両面に平均 しない力が加

えられる (11)。

③ B一 I類の209以下のものも同様 (6・ 7)。

④ C一 I類、D一 ェ類の小形品は刃部両面に平均しない力が加え

られ、斧身に対して直角方向の力が加えられる(8～ 10・ 12～ 15)。

⑤ A一 Ⅱ類、B― Ⅱ類の459以上のものは刃部両面に平均 した力

が加えられ、頭部に強い打撃が加えられることがある(16～ 20)。

⑥ B― Ⅱ類、C― Ⅱ類、D― Ⅱ類それぞれの309以下のものは刃

■

■
■
一

I

A B c
Ⅱ

十二ノ后遺跡出土小形磨製石
斧の形態別重量分布
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部両面に平均 した力が加えられる (21～ 23・ 25026)。

⑦ D一 Ⅱ類の大形品は不明 (24)。

以上は主に木工用の加工具の諸器種に対応す るものであろ う。

⑤定角石斧 (23点 )(図 269,図版117)

形態 :いわゆる定角石斧は厚 さと長 さの傾向か ら三種に大別できる。 Aは扁平で短か く最 も小形 の もの

は小形磨製石斧 B一 Ⅱ類に近似す る。 Bは厚 さを増 し、頭部が細 くなるもの、 Cは長 さを増 し、幅を減ず

るものである。刃部を破損す るもの、頭部に敲打痕を残す ものが多い。石材は、硬質の火山岩系 の ものと

蛇紋岩系のもの との二種 ある。23点中、ほぼ原形を とどめるもの 2点である。

折損・使用痕 :折損は表13の ようになる。使用痕は敲打痕以外には明 らかでないが、刃部はすべて両刃

である。

刃部を欠 くものが多 く、刃部片 (A2)が ない。頭部片 (Bl)の 多 い こと、頭部に敲打痕を残す ものが多

いこととあわせれば、かな り強い打撃が頭部に加えられた ものであろ う。 しか し、それが刃部に敲打痕を

残 した使用の段階であるのか、刃部が本来の形態を保 っていた段階のものであるか明確でない。ただ、刃

の破損が 1回 の衝撃によると思われるものと連続的剥離に よると思われるものと二種あ りく前者の頭部に

はほ とんど敲打痕が認め られないので、頭部への打撃は定角石斧本来の使用法ではなかった可能性がつ よ

い。

分類 と機能 :最終的に転用 された と考えられる凹を持つ ものが 6点あるが、これ らの うち刃部を残す も

のはすべて敲打 されて磨滅 している。凹を持たずに刃部を敲打す るものが 1点であるか ら、敲打 と凹 とに

は機能的関連があるか もしれない。また、本来的には刃部が 1回で破損す るような強い衝撃が加え られた

と考えられ、それが頭部の敲打によらない とすれば、当然着柄 された ものである。 しか し、使用痕を詳細

に観察 しうる資料が少ないので、その方法は明確でない。ただ、中軸線に対 してやや斜め (10° ～15° )に使

用痕 の認め られるものが 1点ある。 (図269-C)形態分類の A、 B、 Cは用途の差 として認識 しうるデータ

はないが、 Aが小形磨製石斧 B― Ⅱ類に、 Bが乳棒状石斧 A、 AB類 に、 Cは同 じくB類に形態的類似を

認め うるか もしれない。

⑤乳棒状石斧 (94点 )(図 269、 270、 図版 117・ 118)

形態 :定角石斧以外の大形磨製石斧類 と乳棒状磨製石斧は大別 して三種ある。ひとつは典型的乳棒状石

斧 (図269-1～ 5)で、断面 は円形にちかい。断面が扁平になるものは、前者にちかいもの と (図 270-11

～15)、 定角石斧 C類 とした ものにちか い もの (同 6～ 8)が あ る。それぞれを A、 B、 ABと す る。94

点中ほぼ完形で残 るものは 5点 にす ぎず、破損品のなかに同一個体 と考えられるものはない。各類型には

大 きさにバ ラエティーがある。AB類 はほ とんど大形品であるが、 A、 B類は大形品か ら可ヽ形品まで平均

的にある。

折損・使用痕 :折損類型は表13の ようになる。 A、 AB、 B類以外は含めていない。

表13 十二ノ后遺跡出土乳棒状石斧 (左 )と 定角石斧 (右)の形態別折損一覧

A Al A2 Bl B2 Cl C2 計 使用痕 C

A

AB

B 12 40

計 23

A Al A2 Bl B2 Cl C2 計

A

B

C

計
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刃部を欠 くものおよび刃部14点、頭部を欠 くものおよび頭部23点、全体のほぼ上半お よび下半45点 とな

る。頭部にはほとんど敲打痕を持つが、大形のものほど強い打撃を受けているように観察 されるのは、石

斧の自重による差であろ うか。使用痕は刃部両面に平均 して残 されるものが少数あるほか、敲打痕で磨滅

するものがあ り、それは B類に少ない。

分類 と機能 :使用痕 の観察 しうるものは中軸線にほぼ平行す る。多数の破片のなかに同一個体 と考え ら

れるものがないことは、使用場所や破損品の転用再加工のあ りかたに関連 しよう。同質の石材を主材 とす

る石器がほかにないので他器種への転用が多かった とは思われない。転用があるとすれば同類型の小形品

に再加工す ることは可能である。刃部を欠 `く ものが多い割に刃部片が少ないことは、刃部のみ折損す るよ

うな使用法は遺跡外で行なわれたとも考えられる。それに対 して、頭部片や半分に折損す るものが多いこ

とは大破に至るような使用法が遺跡内で行なわれた ものであろ うか。それは利器でな く敲打器 として用い

られた結果である可能性がある。

(‖|)打製 刃器類 (図271-1～ 4,図版119)

いわゆる横刃型石器が 6点 (1～ 6)、 粗大石匙 1点 (7)、 弥生石包丁 2点 (8・ 9)、 尖頭石器 2点 (100

11)、 刃器 3点 (12～ 14)あ る。横刃型石器 といわれるものは、打製石斧に似て、側縁の一方のみが鋭角的に

なるものである。打製石斧 と区分することが困難なものがあ り、明 らかに異なるもののみを ここで取 りあ

げた。

横刃型石器 素材は本来的に一辺の薄いものを用い、その辺に刃部を成 している。石材 も加工法 も打製

石斧 と大差ない。一部に不明瞭な磨滅を もつ ものがあるが、明確な使用痕は観察できなか′

っ た 。

粗大石匙 靴形石器 などとよばれるものである。打製石斧 E一 Ⅲ類 とした ものに類似す る。

石包丁 弥生時代石包丁である。 8は使用によって刃部に光沢を もっている。 9の刃部にみ られる擦痕

は製作痕 と考えられる。

尖頭石器 10は磨製石斧の再利用 と考えられる。尖頭に作 られ、先端が多少磨滅す る。 ドリル的機能を

有す るものであろ うか。

刃器 12・ 13はスクレイパー的機能を持つ ものであろ う。14は黒曜石製品に類似品がある。ス クレイパ

ー的な ものは他に 2点ある。

OⅥ 石錘 (図271-15～ 21、 図版 119)

石錘には二種ある。濤を全周 させるものと、両端に扶のあるものである。前者には大形 自然礫 を加工 し

た もの力`ある。

(∨)敲打器類 (図272-1～ 17、 図版 120)

主に敲打痕を有す る礫器類には大別 4種ある。

I類 円筒形で両端に敲打痕をもつ ものである。半折 した と思われるものが多い (1)。

Ⅱ類 偏平円礫 の周囲を敲打するもの。側面全周を平均 して敲打 している。敲打に ともな う剥離のある

ものがある。

Ⅲ類 不定形礫 の一部を敲打するもの。 自然礫が敲打に用い られた ものである (3。 4)。

Ⅳ類 敲打あるいは磨滅により礫の一端 または両端が面取 りした ようになるものである。先端が鋭角的

になるものがあるが、ほ とんどは丸みをおびて刃部状にはならない。図示 した ものが本遺跡出土

の類品のすべてである (5～ 7)。
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以上のうちI～ Ⅲ類は敲打以外の機能は考えられない。Ⅳ類は中南信地方前期遺跡で量は多くないが普

遍的にみられるものである。成形された面の形状に平滑なものと粗面なものとがある。機能は明らかでな

い。                                                                                 ヽ

Ⅳり 磨石 (図273-14～ 21,図版 121)

礫が人為的に磨滅 した ものは、ほとんどが凹を持つ ものであ り、別 に扱 う。単に磨滅 しただけの礫を磨

石 とした。扁平なもの と球にちかい ものがある。球形のものは表面が平滑な ものと粗面なものとある。

(V‖)特 殊磨石 (図274-1～ 5,図版 122)  :       =   ・

特殊磨石 とよばれる磨石は、断面三角形の細長い礫 の角が磨滅 して本角形にならた ものを典型 とす るが、

六面すべてが磨滅 した ものもある (4・ 5)。 5の磨滅面 は平滑で砥石状になる。 これ らと異 な り、 自然礫

の一面が磨滅 した もの も同様の機能を有す るものであろ う。いずれ も磨滅部分は礫 の角であ り、幅が狭 く

長 くなっている。

(V‖)凹 石 (図274-6～ 120275～279,図 版1220123)

いわゆる凹石は、凹 自身の形状、礫 の敲打、磨滅のあ りかたが多様である。 ここではくわずかで も凹を

持つ ものをすべて扱 うことにす る。        :

凹石 とした もので凹以外に機能を示 していると考えられる要素には、磨滅 と敲打痕がある。この二要素

（短
径
／
長
径
）

ェ5cm

挿図48 十二ノ后遺跡出土凹石の形態別分布
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のあ りかたで以下のように形態分類できる。凹 自体 の数、形状などは各類型 ごとにみてゆきたい

I、 自然礫 に凹 のみ残 され る もの Ⅱ、礫両端に敲打痕を残す もの

Ⅲ、礫倶I面 の一部が磨滅あるいは敲打 されるもの  Ⅳ、礫側面全周が磨滅あるいは敲打 されるもの

V、 礫全面が磨滅あるいは敲打 されるが、定型化 しない もの Ⅵ、同上、定型化 した もの
1

Ⅶ、他器種からの転用であることが明らかなもの、特殊なもの  i            11

以上、 7類型に分類すると、 I-46、 Ⅱ-21、 Ⅲ-22、 Ⅳ-45、 V-41、 Ⅵ-109、 Ⅶ二18の 合計302イ固

となる。これらをまとめれば、挿図48049の ようになる。図から読み取 りうることは次のようなことである。

① I類は個体差が大きく(プ ロポーションにも規格性がないが、小形品が多 く、特に 2009以 下のもの

は他類型にはほとんどない。自然礫のため変異が大きいのであろう。

② Ⅱ類は細長いものほど薄 くなり、短径 と長径の比と厚さの間に相関関係が認められる。重量は2509か

ら7509程度の範囲に納まるが、長径は比較的ばらつきがある。敲打器としての機能が反映するものであろ

ノ・/・

ら 。・ ..
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うか。

③Ⅲ類はプロポーションにかかわ りなく、厚さがほぼ一定である。重量はⅡ類とほぼ等 しいが、長径は

より差がJヽ さい。厚さが一定であることにより、長径 と重量に相関関係を示 している。

④Ⅳ類は短径 と長径の比と厚さとの関係がⅡ類と逆のありかたを示すようにみえる。重量には最 もばら

つきがある。

⑤ V類は厚さがほぼ一定することにより、プロポーションにかかわ りなく長径が増すにしたがって重量

も増す。

⑥Ⅵ類は厚さ 4 cm、 長径10cm、 短径 7 cm、 重量450g程 度を標準とする。重量で I類 とV類の中間型を示

す 。  I    ^ヽ 、、/

以上の形態 と凹 との関連は記述が煩雑になるのでⅥ類に限 り検討を行 う。凹の所在面 と数 との関係か ら

述べる。

A)片 面のみにあるもの (11個 )

①凹 2(6個 )一― すべて長円形の凹を持ち、最大長径25mm、 深 さ4 mm程度である。

②小敲打痕が集合するもの (5個 )

B)両 面にあるもの (41個 )

①各面凹 1(4個 )一一 凹は円形にちか く径13～ 23mmで ほぼ中央にある。

②片面 1片 面 2(6個 )一-1凹 の方は浅い円形

③各面凹 2(11個 )一― ほぼ円形の凹が中軸線上にならぶ。

④各面 3個以上 (10個 )一― 凹がならんで溝状になるものもある。

C)3面 以上にあるもの (50個 )

① 2-2-2-2(両 側面にも2)(6個 )一― 凹は長円形か円形。すべて図 278-2と 相似 した形態を

示す。

② l―  -1側 面も凹がいくつかある)(7イ固)一一 中心に円形か長円形の凹。図313-8の ような円形

型が多い。

③両面に小凹多数 鍛J面 には凹 1が多い)(7個 )

④ 2- -2- (両 側面に種々の凹があるもの)(16個 )

⑤凹が連続 して溝状になるもの (9個 )一一 凹は深 く6 mm前後。側面には 1～ 2の凹を持つ。偏平な

ものが多い。

⑥① に加えさらに両端に 1凹あるものが 1個 ある (2-2-2-2-1-1)。

不明 4イ固

D)ラ下明 1イ固

以上の凹の形態で特徴的なことは長円形のものが、凹石長軸線に対 して左下 りに傾 くことである。円形

にちかい凹で も左下方向に張 り出す傾向がある。明 らかに右下 りになるものは 1個だけである。凹の形成

はすべてが敲打によって行なわれてお り、明 らかに磨滅によって成 された と考えられるものはなかった。

凹の平面形、断面形、その深 さなどは変化が漸移的であ り、一連の変化過程中にあるものと考えるのが自

然である。ただ、凹石の形態 と凹のあ りかたに密接な関連が認められる場合は、凹の形状 じたいが合 目的

的なものである可能性がある。たとえば、石鹸形 (図278-2)、 円盤形 (同 8)、 偏平形 (同 1)な どである。

I～Ⅶ類までの うち、Ⅶ類以外は大略、上記Ⅵ類 と同様の凹のあ りかたを示す。Ⅶ類の うち図 279-3
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～10は磨滅 させて大形 の凹部を形成 している。石材は、ほ とんどすべてが輝石安山岩であ り、花商岩、閃

緑岩などの火成岩、粘板岩などの堆積岩がわずかにある。 (表中で明示 しないものは安山岩である)

折損す るものはきわめて少な く、ほ とんどが原形を保 っている。折損は凹石に残 される凹以外の敲打痕、

磨滅痕に関連す るものと思われ、小 さく何回にもわたるものでな く、 1回で半折するような割れかたであ

る。凹の成形過程に直接起因す ると考えられる折損例はなか った。

(侠)石 皿 (図 280)

形態 :25点 あるがほぼ完存す るものは 2点 だけである。縁部を作 り出す もの 506・ 8・ 25、 使用部の磨

滅によって縁部が形成 されたような形状を示す もの 2～ 407011～ 13・ 15・ 17～ 24、 ほ とん ど縁部をな

さない もの 109010・ 14・ 16と なる。14が 両面 とも砥石状の平滑面を持つほかは、すべて多孔質の粗面

である。縁部の成形以外に彫刻などが施 されるものはない。

折損 :ほぼ完形 2点 (1016)、 長軸方向に半折 2点 (2・ 17)、 短軸方向に半折 9点 (30407・ 8・ 18～

21・ 24)、 両方向に折損す るもの 5点 (5・ 6・ 9011・ 22)、 小部分を欠損す るもの 1点 (10)、 両端を欠損

す るもの 1点 (12)、 三方向以上に折損す るもの 5点 (13～ 15023・ 25)で ある。17は 別遺 構 よ り出土 した

ものが接合 してほぼ半分 となった。他に同一個体 と考えられるものはない。

(X)石棒 (図 273)

明 らかに石棒 と考えられるものは、 7・ 8・ 13の 三点ある。13は下端が折れた後、 さらに磨かれている。

図版 121-0は 石棒であろ うが、下端が丸 く磨滅 してお り、中世石造物の可能性 も否定できない。 9は石

剣、10は 石棒であろ うが折れ方が特異である。11・ 12は石棒的様相があるが別 のものか もしれない。

(x)砥 石 (図 273)

1～ 4はぃぼ全面を磨滅 させ る。 5は両面の磨滅が著 しく石皿状になる。 6は磨製石斧の転用であ り、

左右両面は非常に平滑で濤状に磨滅する。

(X‖)そ の他の石器 (図273・ 279)

いわゆる蜂巣石が遺構外 より3点 出土 している。図279-1に示 した ものの凹部は径 5～ 10cmの ほぼ円形

で、深 さは径によヒ例 して2～ 4。 5cm程度であ り、最大のものか ら最小のものまで漸移的に変化す る。多孔質

の安山岩を用い、凹面 もまた粗面である。他の 2例 はより大形の安山岩塊を用い、凹部の形状は同様であ

るがやや小 さく浅いものが多い。

同12に示 した ものは、両面 とも砥石状の平滑面をな し、線刻的な条線を残す ものである。あるいは金属

器によるものか もしれない。

図 273-22は 滑石製品の未成品 と考えられ、同23は周囲を磨滅 させる小礫である。   (土 屋 積 )
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〈付〉 55号住居址床面出土の円礫について
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址 南 コ
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挿図50 十二ノ后遺跡55号住居址出土円礫の長さと重量相関図

中央部扶は縄状のものを巻 きつけるためのものであることは、扶部分を全周す る礫表面の変色が一部に

観察 されることか らも予想 しうる。両端の磨滅は敲打 とい うより接触程度の軽いものである。

民俗例 として、近年 まで用い られた俵編用の径糸のお もりがあるが、形態、磨滅などは、 これ らの礫 と

全 く等 しい。実見 したものの重 さと長 さを言己せば以下のようなものがある。6509-13。 2cm、 760-15.7、

710-‐ 20.3、 500--14。 2、 440--14.5。 長 さで 2～ 3 cm、 重 さで 2～ 3倍 とかな り大形である。 以上のことか

ら、む しろ状編物のためのお もりと考えるのは妥当であろ うが、長 さが約 4寸にそろ うことや、現用品 よ

り軽いことは編物の形状についてさらに考察の余地あることを示 している。 (土屋 積 )

L
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ウ 奈良・平安時代の土器について

ア)東 日本の奈良・平安時代土器の編年研究

東 日本の奈良・平安時代の土器の編年研究は、各遺跡毎、地域毎になされつつある。前者では、東京都

中田、神奈り|1県鶴川、鳶尾の諸遺跡で、また、千葉県山田水呑遺跡等があり、後者では相模地方で河野喜
(1) (2)   (3) (4)

映氏、武蔵地方で高橋一夫氏、甲斐下東地域で菊島 (坂本)美夫氏、甲斐北巨摩地方で末木健氏、北 陸地
(7)(5) (8)

方では吉岡康暢・船崎久雄・橋本正氏、東北地方では多賀城地域で岡田茂弘・桑原滋郎両氏 らの研究業績
(11)

がある。

これ ら最近の編年研究を通 して、一般に歴史時代の土器 と総称 されている、奈良・平安時代の土器に も

かな り小地域毎に特徴を もつ土器生産がお こなわれ、地域毎に土器様式の発展消長がみ られ ることが明 ら

かにされつつあ り、従 って、地域毎の編年大系を、まず、樹立 しようとする、最近の研究動向は、それな

りに意義深い ものである。小出義治氏 らが中心におこなっている「東 日本の歴史時代土器の編年研究」 は

その意味で重要である。

しか し、岡田氏 らの編年研究を除いては、その絶対年代を求める根拠が極めて乏 しい。従来、槍崎彰一

氏 らによって確立 されつつある灰釉陶器の年代か ら、土器の年代を求めようとする傾向にあったが、最近、
(12)

後述のように、その編年大系、特にその年代観について、疑間が提出され、その見直 しがせ まられている
(131

中で、積極的に灰釉 陶器か ら土器の年代を求めることはせずに、考古学本来の、=地域の土器そのものの、

様式的検討をすすめる中で、土器編年を確立 しようとしている。例えば、絶対年代の一つの根拠を、武蔵

国分寺瓦を併用 して焼成 した と考えられる武蔵新久古窯址出土土器群 との比較検討の中で求めようとして

いる動 きはその現われである。
(141

天竜り|1流 域の奈良・平安時代の編年研究は宮沢恒之・伴信夫・岡田正彦 ら諸氏によって試みられている。
(15)         (161

(9)

(171

特に、岡田氏の平安時代にはぼ該当すると思われる土器の編年大系は もっともまとま りをみせ、示唆に富

む ものである。岡田氏は土器の様式変化 と竪穴住居址内のカマ ドの位置変遷 とによって、編年案を提案 し

た。 しか し、土器の様式変化の分析が不十分である上に、カマ ドの変遷の必然性が説かれていないことも

あって、問題点が多い。年代の与え方 も、灰釉陶器の編年観をそのままあてはめたきらいがあるように思

われる。                
｀

しか し、天竜川流域の奈良・平安時代の土器を検討する上で、灰釉陶器の存在を無視す ることは不可能

である。灰釉陶器は土器組成の重要な分野を占めるとともに、灰釉陶器を模 した須恵器や土師器が作 られ

ていることに示 されるように、当地方の土器生産そのものに強い影響を与えているか らにはかな らない。

この傾向は天竜川流域に灰釉陶器が爆発的に、東海地方か ら搬入されて くる、折戸53号窯期には特に著 し

い。従 って、灰釉陶器の絶対年代が求め られるとすれば、灰釉陶器が若干の伝世の可能性のある初期を除

いた、少 くとも、多量に、 しか も一括搬入 されてきたと考えられる雑器化 した灰釉陶器の存在す る段階で

有効な手段 となろ う。灰釉陶器そのものが、土器組成の重要な位置を占め、単に搬入品 としての役割以上

のものを もっているか らである。

檜崎彰一氏による灰釉陶器の編年大系は、高島忠平氏を始め、かな りの研究者か ら疑間が提示 されつつ

ある。つま り、檜崎氏編年の うち、灰釉陶器初源期の鳴海32号窯期 と最終期の折戸第53号窯期 と、それに

続 く白資系陶器の年代は、前者が平城宮6ABO出土の資料か ら、後者は何例かの経塚出土の資料によって、

その年代がおさえられているが、その中間部分については、平城京東三坊大路側溝 (SD650)出土資料か ら
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得 られた年代 とは100年か ら150年の較差が生 じるとい うのである。この指摘は檜崎氏が黒笹90号窯期 の年
(191

代を、同窯址灰原の中か ら出土 した皇宋通宝一枚で主 として求めたのに対 して、平城京例では多量の銭貨

と木簡に よる年代決定だけに説得力を もつ。 しか し、最近、槍崎氏は、東三坊大路側溝での灰釉 陶器の出

土状態について細部検討を要望 してお
品

、今後に多 くの問題が残 されている。従 って、現状では檜 崎氏の

灰釉陶器の編年年代を無条件で活用す ることはさしひかえねばならないであろ う。ただ し、折戸53号窯期

の時期は白盗系陶器 との関係で、その上限はともか くも、ほぼその年代の一点は、氏の指摘の ようにお さ

えられるであろ う。

イ)編年作業上での基礎的視点

十二 ノ后遺跡 出土の奈良・平安時代の土器類は、主 として竪穴住居址か ら出土 した ものが大半を占める。

しか し、各遺構の項で述べ られた如 くに、本遺跡は縄文時代か ら中世に渡 り、各種遺構が重複 して構築 さ

れてお り、住居 l■L内 出上の総ての土器類を編年資料 として用いることは必ず しも妥当でない。混入 した状

態で検出された資料 も当然予想される。 さらに、発掘調査 も満足できる状態の中で行えなかった面 もある

やに聞 く。従 って、編年を組み立てる上には、多 くの制約があるの も事実である。 しか し、同一遺跡で、

かな り継続性を持 った編年資料が多量に得 られているのも事実であ り、未だ、自紙に近い状態にあるとい

える諏訪盆地地域の、奈良・平安時代の土器編年を試み、今後の検討課題の一つ としたい。

この場合に、住居 l■L内 か ら出土 した土器類に一括性が認められるか否かは、明 らかに混入品 と認め られ

るものを除いては、諏訪盆地、あるいは天竜り|1上 流域か ら出土 した土器類に直接あた り、その妥当性を検

討す るようにつ とめたが、時間的制約 もあ り、図面上だけで終って しまった ものもある。
01)

本稿での編年試案は、以上のような問題点 もあることを踏まえた上で、土器編年の基準を求める基礎的

な立場、つま り第一点は、諏訪盆地で作 られた土器その ものの うち、普遍的な資料を様式学的検討で、相

対的な編年を確立 し、第二点は、絶対年代の求め られ得る資料を、第一点で求め られた編年の中に検討を

加えて位置づけ、編年に絶対年代を附加 してゆ くこととした。 しか し、第二点については、諏訪盆地の資

料だけでは現在では全 く不可能であ り、他地域の資料 と研究成果を とり入れてゆ くこととした。

十二 ノ后遺跡 出上の土器は須恵器、土師器、黒色土器、灰釉陶器がある。灰釉陶器の総て と、須恵器の

一部は東海地方か らの搬入品である。須恵器の大部分は、胎土内に長石粒を多量に含む、焼成 の悪い もの

が大半で、 これ らは天竜り|1流域で焼成 された ものと考えられている。土師器の うち不 Eは、器形、胎土、

色調、成形技法など、諏訪盆地の他の供膳形態の土器 とは大 きく異な り、甲州か ら搬入された ものである

とい う考え方が強い。 事実不 耳の消長 の中で 、そ の後半期では、より甲府盆地で無理な く、展開過程が
021

理解でき、甲府盆地の供膳形態の土器の中で主流的立場を もち、 この点では諏訪盆地 と異なる。 しか し、
131

両地域ではともに、不 Eの初源形態は現在の所、明 らかにされてお らず、単に不 Eが、甲府盆地か らの搬

入品 と決めて しま うには、いまだ時期尚早であろ う。諏訪盆地における供膳形態の土器群の中で不 Eの 占

める位置は、甲府盆地ほどでないに して も、重要な一部を荷 らている (挿図51)。 従 って、不 Eも また、諏

訪盆地の土器編年作業を確立する上で、一つの資料 として用いて何 らさしつかえない ものであろ う。

十二 ノ后遺跡での編年は奈良・平安時代に限定 し、十二 ノ后遺跡 I期か らX期 (正確には十二ノ后遺跡奈

良・平安時代 I期～X期であるが省略してある)ま で後述の°ように細分を試みた。

ウ)十二ノ后遺跡の奈良・平安時代の土器編年
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十二 ノ后遺跡 I期 3103204401140133号 住お よび30083号住上層出土土器を標式 とす る。土師器不

A、 高不、
1甕

A・ C、 小形甕 A、 黒色土器不 A、 須恵器不AⅡ ・ B、 蓋AⅢ OBIがある。 I期は全国的傾

向と同様に、古墳時代様式の土器類 と奈良時代様式の土器類 との交替期にあたる。すなわち、土師器不 A
941

の うち、古墳時代様式不 Aの系譜につ らなるものと、須恵器蓋 Aは この段階で消滅 し、あらたに、須恵器

不 A・ Bと 蓋 Bと が登場する。総 じて、供膳形態では土師器が極端に減少 し、その分だけ須恵器類が多 く

なる。供膳形態における須恵器の絶対的な優位性はⅢ期 まで続 く。土師器甕 もまた、古墳時代様式の系譜
1251

に連 らなる甕 Aが主体であるが、新 しく甕 Cが あらわれる。なお、須恵器蓋 Aは Bよ りも時間的に先行す

る。

十二 ノ后遺跡 Ⅱ期 142号住出土土器を標式 とす る。土師器不 A、 甕 A、 黒色土器不 A、 高不、須恵器不

AⅡ ・ AⅢ 、蓋BⅡ 、短頸壷、広 口鉢などが知 られる。土師器不 Aは前代にみ られた放射状暗文はみられず、

内面を横方向に磨 くだけである。外面は胴部を僅かに磨 く程度のもので、 口縁部は ヨコナデ、胴部か ら底

部は箆 削 りとい うものが多いようであるが資料不足である。 これはこの段階で消滅す る。黒色土器ネ Aは

土師器不 Aと 器形は大差ないが、晴文状の箆磨 きはみ られない。

十二 ノ后遺跡 Ⅲ期  409101170126号住出土土器を標式 とす る。土師器甕 A・ B・ COD、小形甕 A、

壷 A、 短頸壷、黒色土器AⅡ 、須恵器不Att O AⅡ ・ AⅢ 、不 B、 蓋BⅡ 等が知 られる。丸底の黒色土器不 AⅡ

は本期で終 り、平底の不AⅡ が登場す る。丸底の黒色土器不AⅡ は、 Ⅱ期では口縁部直下か ら削 りがおこな

われていたが、本期では、底部のみに限定 される。土師器甕類はⅡ期 とほぼ同様であるが甕 Dが多 くなる

傾向を示す。須恵器塔 Aは I・ Ⅱ・ Ⅲがあ り、器形上で も変化に富む。tt Bと 蓋は資料不足であるが、I・

Ⅱ・ Ⅲの存在が予想 される。ttBⅡ は、Ⅱ期以上に口縁部の立ち上 りが顕著 となる。供膳形態の主 流 は須

恵器である。

十二 ノ后遺跡Ⅳ期 300350570123号住出土土器を標式 とす る。ただ し、30号住の混 入 資料 は とり除

いてある。土師器は不 EI・ EⅡ 、甕 A・ BOCODOF力 あ` り、須恵器ケま不AⅡ ・ AⅢ・ BI・ BⅡ・BⅢ・

CⅡ 、蓋 BI・ BⅡ 、短頸壷、長頸壷、甕、灰釉陶器蓋 C、 多嘴壷 と思われるもの等がある。以上のように、

本期に土師器不 E、 甕 F、 須恵器不 C、 灰釉陶器が加わる。

土師器不 Eは A期の もので、 Iと Ⅱがある。外傾指数は総て50以下の箱形の器形を もち、底部整形は、

a2b3b4で ある。土師器甕 Fは弧状にゆるく、あるいは「 く」 の字形に外反す る口縁部を もち、胴 部 内面 は

箆で丁寧にナデて整形 してある。須恵器不は箆切 りのAと 糸切 りの Cと が共存するが、中道遺跡ではAの

V期

(菫元洗写窟、
・
嬰キ讐昇:≧宿F講皇Υ言撼号住)

Ⅵ期

αttξ篠頂:ぎ f:」[83・
89。

)
(十二 ノ后 35。 123号 住、中道53号 住)

挿図51 十二ノ后遺跡および周辺遺跡出土の供膳形態の器種別占有率

T B 14%
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方が多い。 須恵器不 Bは高台部がⅢ期同様に外傾す るものとともに、内傾す るものもある。 tt Bは 鉦が擬
161

宝珠形の最後の姿を とどめるもの以外に、頂部が平坦 となるものもあらわれ る。 口縁部の立ち上 りも、Ⅲ

期以上に背高 となる一方、屈折部のす るどさを欠 き、丸みを帯びる。灰釉陶器は仏器の一部 と思われるも

ので、須恵器蓋 Bの一部 (図 184-18)と ともに、折戸10号 窯期に比定 されている。また、35号住 出土 の長

頸壷底部片 (図 185-23)、 57号住出土の不 (同28)は鳴海32号窯期に比定 されている。

IV期 はか ように、初期の特殊な灰釉陶

器が搬入 される上方、土師器不 E、 甕 F

など、甲州、武蔵 とも関係深い土器類が

共存 し、興味ある組みあわせ となってい

る。また、供膳形態の土器類には糸切 り

技法が確実に採用 されている。前代同様

に供膳形態の土器は須恵器類が中心であ

るが (73%)、 土師器類が加わ る(22%)な

ど、本期には天竜川流域の土器の変遷の

中で大 きな変革がみ られるのである。

■三ニノJ舌遺跡 V期  550760780790

105号住出土土器を標式 とした。土師器不

EI・ EⅡ 、甕 A・ B・ COD・ F、 可ヽ形

甕 A、 黒色土器CⅡ 、婉 AI、 皿 B、 須恵

器不AⅡ ・ CⅢ 、不BⅡ 、蓋 BI・ BI力 あ`

る。Ⅳ期の器種 にあ らたに、黒色土器不

CⅡ a2ヽ 」皿Ba2が 加わった。黒色土器CIa2

はⅣ期に も存在が予想 されるが、はっき

りしない。 tヽ ずれに して も、本期か ら、

黒色土器が供膳形態の中で大 きな役割を

はたす ことになる (18%)。 黒色土器皿 B

は施釉陶器の影響を端的に受けた もので

ある。

土師器不 Eは B期 のものが主体で、外

傾指数は主体が50代であるが、60代前半

のものもある。一般に、供膳形態の土器

は、不 Eと 同様に、箱形の器形か ら逆梯

形状の器形へ と移る中間的なものが多い。

外傾オ旨数は、 黒色三L器塔 Cヤま70～ 80、 須

恵器不 Cは55～ 85を 示す。後者は60と 80

の 2点 に集中 している。 これはあらたに

登場 した、黒色土器不 Cは、ほぼ一点に

集中 しているのに対 して、須恵器不 Cの

須恵器不C

12       13       14

う0         60         70         80         90

挿図53 不の外傾指数の時期別分布
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バ ラツキは、新 しい要素 と古い要素が器形の上で、混在 していることを示 していると思われ る。同時に、

黒色土器の外傾指数70～80は、須恵器不 Cの新 しい要素 としての器形を受けて成立 したことを示 している

ものと思われる。須恵器不 Cの底部調整の大部はa2で あるが alも 若干ある。須恵器不 Bの好資料は恵 まれ

なかったが、セ ッ トとなる蓋 Bか ら、その存在が予想 される。ttBは 、 口縁端部がほぼ直に立ち上 るか、

僅かに外反す るものとがある。前者の鉦は背の高い典型的な擬宝珠形を しているが、後者では、頂部を凹
|つ

ませた もので、前者の例は少ない。

J卜三ニノ月ヨ遅罰跡WI興月  40051 060・ 620670830870890970101・ 1030130,テ 准主出」ヒ三L暑詈Z2彬票ラミとする。

土師器不CⅡ ・ EⅡ ・ EⅢ 、甕 A・ BOCOD・ E・ F、 小形甕 A・ BI・ BⅡ 、黒色土器好BⅡ ・ CⅡ 、 婉

A、 鉢 A、 皿 B、 須恵器不 BⅡ・CⅡ 、蓋 BⅡ・ BⅢ・D、 灰釉陶器皿等が知 られる。供膳形態の土器群では須恵

器 が主流 であ る (61%)が、黒色土 器 の占め る割 りあいが、 さらに高 くな り(8%)、 あらたに不 B、 鉢、

婉が加わる。黒色土器不 Cは外傾指数か らみた場合にV期 と大差ない。一般に、全時代を通 じて、その変

化は漸進的である。黒色土器不 Cの各期の外傾指数はⅥ期では80～ 90、 Ⅶ期では80～ 100、 Ⅷ期でヤ輝 5～ 95、

Ⅸ期では75～ 120、 X期では130と なる。土師器不 Eは C期 のもので、外傾指数 も総て65以上 で、逆梯形状

となる。須恵器不 Cは外傾指数が80～ 90に集中 し、V期にみ られた、箱形の器形はみ られない。tt Bは BⅡ・

BⅢ 以外に背高の不 BⅣがあらわれる。ttBは器高が低 くな り、 口縁部の屈折部 も鋭 さを欠 く。甕の主体は
281

Cか ら生 じた Eと なる。 口縁部か ら頸部内面にカキ ロを施す ことにより、 Cにみ られたす るどい稜 を失な

った もので、Ⅶ・Ⅷ期を通 して、煮沸形態の主流 となる。tt Fの頸部は武蔵地方同様に「 コ」 の字形に近

い器形 となる。

十二 ノ后遺跡Ⅶ期  2050450530630115号 住出土土器を標式 とする。土師器不 CⅡ 、甕 A～ E、 小

形甕BI・ BⅡ ・ BⅢ 、黒色土器不 BⅡ ecⅡ 、鉢 A、 婉AⅡ ・ AⅢ 、須恵器塔 BI・ BⅡ OBⅢ ・ CⅡ 、蓋BⅡ 、

四耳壷・甕等が知 られる。供膳形態では土師器不 Eは全 く姿を消す。須恵器は主体を占めている (59%)も
091

のの不 B、 蓋 Bは量的に大 きく減少 し、須恵器不 Cが中心 となる。 しか し、それ も規格化 された典型的な

逆梯形状 とな り、その成形 も乱造 されたものが多い。土師器不 CはⅥ期にあらわれた ものの、本期で も主
1301

流 とならず、内面の箆磨 きが省略 された不 Dを

出現 させたが、それ らの占める位置 は低 く(5%)、

本期 の供膳形 態 の主流 は須恵器不 C(43%)と

内面 に暗文 を もつ黒色土器類 (36%)で ある。

煮沸形態では、甕 Eと 小形甕 Bが主流をなす。

十二 ノ后遺跡Ⅷ期  36043071 01200124号

住出土土器を標式 とす る。土師器不 BOCⅡ ・

DⅡ 、甕 D・ E・ F、 小形甕 A・ BⅡ ・ BⅢ 、

黒色土器不 BⅡ ・ CⅡ 、婉 AⅡ 、皿 B、 須恵器

不 BⅡ OCⅡ 、灰釉陶器婉、皿、長頸壷等があ

る。供膳形態の土器の うち、須恵器類は僅かに

存在す るにとどま り(21%)、 黒色土器 もまた、

数量は多いもの (47%)の 、前代に出現 した器種

が固定化 し、整形 も粗雑化す る。あらたに、 ロ

クロで水引きしたままの土師器不 Dがかな りの

表15 十二ノ后遺跡出土灰釉陶器の産地別個体数

Ⅸ期 (0-53窯期古)

個体

産地
婉 A 皿 A 皿 B 瓶 くデ趾Ⅳ■×100)

濃

川

岡

投

明

津

東

中

篠

猿

不

13

0

0

2

5

1

0

1

4

0

1

3

0

0

0

0

0

0

2

0

15      (46%)

3   (10%)
1   (3%)
8   (26%)
5   (15%)

十 20 32

X期 (0-53窯期新)

個体

産地
婉 A 皿 A 皿 B 計 (  ×ЮO)

東 濃

中津り||

篠 岡

13

2

0

19       (86ワ る)

2   (10%)
1   (4%)

計 22
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位置を占める (14%)。  灰釉陶器 もかな リー般化 して くる (18%)。 煮沸形態では甕Fの頸部は、典型的な「コ」

の字形 となる。tt Eは 口縁部か ら胴部上半に ロクロナデされた ものがみ られるが、その数量は非常に少な

い。灰釉陶器は黒笹90号窯期のものが 9例み られる。猿投・篠岡など東濃産のものである。

十二ノ后遺跡Ⅸ期  3・ 410129号 住出土土器を標式 とす る。土師器不 BⅡ ・ DⅡ ・DⅢ 、甕 BOE、 黒

色土器ネ BⅡ ・ CⅡ ・CⅢ 、灰釉陶器婉、皿、長頚壷等が知 られる。供膳形態では須恵器類は完全に姿を

消 し、主体は土師器 (12%)、 黒色土器 (44%)、 灰釉陶器 (44%)と なる。黒色土器は暗文が省略 された もの

がみ られ るなど、一層粗雑化がみ られる。灰釉陶器は折戸53号窯 (古 )期 (黒 笹87号 窯期 )の もので、伊那谷

へは、爆発的に搬入されている (表 15)LD煮 沸形態では土師器甕は量的に少な くなる。 この傾向は諏訪盆地

では一般的にいえそ うである。甕 にかわって、羽釜が登場す るが、本遺跡では出土例がない 6
130

十二ノ后遺跡 X期  18029・ 33034・ 121号住出土土器を標式 とした。土師器不 BODⅡ ・ DⅢ 、皿 A0

BⅡ 、甕 F、 黒色土器不 CⅡ ・ CⅢ 、灰釉陶器婉、皿、長頚壷等が知 られる。供膳形態では、土師器 (34%)

と灰釉陶器 (53%)が主流を占め、黒色土器の占める地位は軽 くなった(13%)。 灰釉陶器は折戸53号窯 (新 )

のもので、ほとんどが、底部に糸切痕を残 し、一部には山茶婉 と思わ れるものもみられる。灰釉陶器の多量

の搬入は土師器の生産に も大 きな影響を与え、土師器皿 Bの 出現は、その端的なあらわれである。tt Aは

中世の「カワラケ」の祖源であろ う。

以上、10期 に細分 して検討 したが、まだ問題点 もあ り、今後更に資料の集積を行い検討 して行 きたい。

工)十二 ノ后遺跡の年代比定

すでに様式的変遷―一編年試案につぃてはその根拠を大略述べた。しかし、その年代比定は長野県下出

土の資料では大きな制約がある。特に灰釉陶器の編年観が、その中間部分については疑間視されている以

上、それを無条件で用いることはさしひかえねばならないであろう。従って、本編年の年代比定は様式変

遷を主とした、あくまでも相対年代にならざるを得ない。

われわれは、その相対年代の根拠を、長野県下で古銭と伴出した土器群、初期 と終末の灰釉陶器、ほぼ

年代幅がおさえられている平城宮・藤原宮等の官衝址出土の土器群等を比較検討の上で求めた。もちろん、

土器といえども、それは歴史的遺物であり、歴史的動向と深いかかわ りがある。従って、それらを根底と
1331

していることはい うまで もない。

十二 ノ后遺跡編年で、年代幅がある程度おさえられるのは、 I、 Ⅱ、Ⅳ、 V、 Xの各期である。初期の

段階の年代幅が明確化 しつつあるのは、飛鳥・藤原宮、平城宮出土資料が長年の研究成果の結果、かな り

細密な、そ して信用できるものとして発表 されつつあるか らであ り、初期の灰釉陶器研究 も、その成果 と

深いかかわ りがあるか らにはかならない。十二 ノ后遺跡 X期にあたる最終末の灰釉陶器の年代については、

檜崎氏の研究成果を否定す るだけの説得力のある見解は見あた らず、まず、氏の研究成果を受け入れるこ

とは何 らさしつかえがない所であ り、また、長野県下出上の灰釉陶器に併出する古銭の示す年代 もその考

え方を裏付けている。

I期 須恵器蓋 A・ Bが指標 となる。Aは飛鳥 Ⅱ
押

、 Bは飛鳥V期にほぼ該当 し、 I期 の年代は 7世紀
41                 e51

前半 も終 りか ら末頃までとなる。

Ⅱ期 須恵器の供膳形態が少ないために十分な比較はできないが、土師器不 と須恵器蓋 Bの類似性か ら

飯田市恒川遺跡44号住居址出土土器に比定できそ うである。44号住居 l」Lでは和銅銀銭 (初鋳710、

改鋳721年)と 併出 してお り、銀銭は流布期間が限定 されてお り、また、出土須恵器が平城宮 SK
1361
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挿図54 十二ノ后遺跡出土奈良・平安時代土器時期別器種構成
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820に酷似 している所か らⅡ期は平城宮Ⅲ期の示す年代

一-8世 紀中葉頃を考えることができる。

IV期 鳴海32号窯期、折戸10号 窯期に属す ると思われる須恵器

・灰釉陶器が併出 している。従 って、Ⅳ期は奈良時代末
1381

か ら9世紀代前半の年代が与えられ よ
島

。

V期 須恵器不 Bが欠如 しているので、比較がやや困難である

が、飯 田市恒川遺跡 2号住居 l■L出土土器
鷲

と類似 してい

る。この住居址では富寿神宝 (818年鋳造)を ともない、灰

釉陶器浄瓶、稜皿、縁釉婉 (花文陶)等実年代に近い牟代

を示す良好な資料が検出されている。比較 しうる土器は

黒色土器皿 B、 須恵器不 Cである。恒川遺跡 2号住居址

は 9世紀前半頃の年代が与えられているが、稜皿等か ら

後葉頃まで下る可能性 もあろ う。さすればV期は 9世紀

代中葉を前後する時期 と考えられ る。

X期  折戸53号窯期 (新)が併出す る時期である。この時期の灰

釉陶器 自体すでにその年代幅は把握 され てお り、年代を

知 る根拠 とな りうるが、飯田市清水遺跡41号住居 t■Lでは

皇宋通宝 (1039年鋳造)、 伊那市月見松遺跡39号住居址で
141)

は熙寧元宝 (1068年鋳造)、 元符通宝 (1098～ 1100年 鋳
葡

)、

長野市浅川西条遺跡 17号住居址では紹聖元宝 (1094～1097年 鋳造)が土器類 と併 出 している。灰釉
1431

陶器 以外 では、羽釜、土師器不 D(カ ワラケに近い)、 黒色土器不 Cが あ り、X期 の土器群 と様式 的

に共通す る。従 って、本期 にはほぼ12世紀代 の年代 が与 え られ よ う。

以上 の操作 と、十二 ノ后遺跡 出土 の土器様式 の変化 を組み あわせ る と、 ほぼ表 16の よ うな編年 大綱 が予

(笹 沢 浩 )

想 され る。 (編年表は別図参照 )。

註 1 服部敬史・岡田淳子「土師器の編年に関する試論」『八王子中田遺跡資料編Ⅲ』 1968

2 小出義治「鶴川遺跡 K・ P地点発掘調査報告」『町田市史史料集第一集』 1970

3 神奈川県教育委員会『鳶尾遺跡』 1975

4 松村恵司「出土土器の分類と編年」『山田水呑遺跡』 1977   ′

5 河野喜映「厚木市鳶尾遺跡出土の土器編年試論一歴史時代を中心として一」『ネ申奈川考古』 1 1976

6 高橋一夫「国分期土器の細分 0編年試論」『埼玉考古』13014 1975

7 坂本美夫「山梨県に於ける晩期土師式土器編年の再検討―特に奈良時代を中心として一」『甲斐考古』16-1 1979、

同「山梨県に於ける晩期土師式上器編年試論」『甲斐考古』12-2 1975

末木健「山梨の土師式土器」『山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書一北巨摩郡須玉町地内一』 1976

吉岡康暢『加賀三浦遺跡の研究』 1967

舟崎久雄・橋本正「土器の編年」『井波町高瀬遺跡・入善町じょうべのま遺跡発掘調査報告書』 (富山県埋蔵文化財調

査報告書Ⅲ)1974

11 岡田茂弘・桑原滋郎「多賀城周辺における古代不形土器の変遷」『研究紀要』1、 宮城県多賀城調査研究所 1974

表16 十二ノ后遺跡の年代比定

西  暦
十二ノ

后遺跡
年代推定の根拠と
なる資料 (古銭)

650

700

750

800

850

900

950

1000

1050

1100

恒川遺跡44住

和銅銀銭

Ⅲ

Ⅳ

V
恒川遺跡 2住
富寿神宝

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

X

清水遺跡41住

皇宋通宝

浅川西条遺跡17住

紹聖元宝

月見松遺跡39住

熙寧元宝・元符通宝

８

　

９

　

１０

一-220-―



12 槍崎彰一氏の灰釉陶器の編年観を示す論文は1958年 の「猿投山須恵器の編年」『世界陶磁器全集』第 1巻に始まり、

いくつかの訂正を経て、ほぼ、1971年 の『日本陶器全集』 6巻の「白甕」で完結している。

13 A.高 島忠平「平城宮東三坊大路東側溝出土の施釉陶器」『考古学雑誌』57-1 1971
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16 伴信夫『長野県中央道報告一上伊那郡箕輪町―昭和48年度』 1973中 の、中道遺跡

17 岡田正彦「平安時代土師器等の編年試論一特に長野県中南信地方の住居址出土土器を中心として一」『信濃』29-9

1977

18 吉田恵二 0小笠原好彦「平城京の遺物一土器」『平城宮発掘調査報告Ⅵ.』 (奈良国立文化財研究所学報23)1975

19 前掲註13-Aに同じ。

20 檜崎彰一「猿投窯と自甕の年代」東洋陶磁学会第 7回大会研究発表 0記念講演要旨 1979

21 筆者が直接に資料に接 して検討 した天竜川上流域の諸遺跡は、中央道関係の箕輪町中道、諏訪市本城・荒神山・女帝

垣外、岡谷市船霊社・新井南、諏訪郡富士見町足場遺跡等にすぎない。中央道関係の諸資料は膨大な数に達するが、

すでに多くの資料は各地に建設された諸施設にあずけ入れてあり、十分に検討する機会を持ちえなかった。

22 岡田正彦氏によって、最初に指摘された。『長野県中央道報告―諏訪郡富士見町その1-昭和48年「足場遺跡」』1973

23 前掲註 7087こ 同じ。

24 田辺昭三「須恵器」『日本美術工芸』388-399 1971

25 これは長野県下一般の傾向である。例えば、善光寺平では、長野市塩崎遺跡群 (A 矢口忠良他「塩崎遺跡群」『長

野市の埋蔵文化財第4集』 1978、 『伺 5集』 1979、 『同9集』 1980)、 天竜川下流域では飯田市恒り|1遺跡群 (B

小林正春「恒川遺跡発掘調査概報」『信濃』31-4 1979)等 で理解できる。

26 中道遺跡13020号 住居址では不A7点、不Cは 5点である。同遺跡 5号住居t■Lは十二ノ后遺跡Ⅲ期にほぼあてられる

が、そこでは不 A3点、不 C2点 (う ち 1点は静止糸切 り)である。

27 東海地方の9世紀代前半とされる古窯址にもよくみられる。例えば須原 6号窯および篠岡第66号窯 (A 立木公宏 0

松崎章他『桃花台ニュータウン遺跡調査報告一小牧市篠岡古窯址群一』1976)力 あ`る。長野県下では上水内郡髪山古

窯址群 (B 笹沢浩「第 5様式期の生活」『上水内郡誌歴史編』 1973)、 上水内郡山神古窯址 (C 桐原健・岩野見

司「長野県上水内郡豊野町山ノ神古窯址発掘調査概報」『長野県考古学会誌』 2 1965)等 に類例がある。

28 県内では松本市田溝池第 1号古窯址 (A 遮那藤麻呂「長野県松本市岡田区田溝池における須恵器窯跡の調査」『信

濃』21-12 1969)、 前述の髪山古窯址群前高山支群にみられるのみで、意外に少ない器種である。

29 凸帯付四耳壷の類例は長野県下と甲府盆地に 1例 (末木健他『山梨県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―北巨

摩郡須玉町地内―』 1976)知 られるのみで、他地域での出土例はみられない。県下の古窯llLか らの出土例は松本平

と善光寺平にあり、集落遺跡からの出土も多い。その直接の系譜は、南安曇郡大口沢古窯址出土品から四耳壷に求め

られそうであり、そこから信州独自の土器として生産されたであろう (笹沢浩「東海・中部高地・北陸の須恵器―中

部高地」『世界陶磁全集』2 1979)。 その上限は 9世紀代、下限は11世紀代と考えている。

30 須恵器不Cの器面調整はろくろで水引いたのちに、器面の凹凸をならすために、ロクロナデをする場合と、その手順

をはぶいた、成形時のままのものがあると考える。今後、この両者を区別する必要を感ずるが、実際にはその相

違を区別することは困難な場合が多い。しかし、器面に凹凸が残されている不Cは本期から多く、前代のものは少な
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: い。多分に感覚的な基準で判断することは危険であるが53号住居址では凹凸の著しいものが11例で、全体の60%を 占

める。

31 槍崎彰一「甕器の道―信濃における灰釉陶器の分布―」『名古屋大学文学部二十周年記念論集』 1968

32 岡田正彦『中央道報告一諏訪市内その10その2-』.1973中 の「城山遺跡」 |

33 前掲註24に 同じ。                   :      J

34035 奈良国立文化財研究所『飛鳥 0藤原宮跡発掘調査概報』 3 1973、 稲由孝司「小墾田宮推定地 の調査―遺物』

『飛鳥・藤原宮発掘調査報告』 I(奈良国立文化財研究所学報2ク )、 西弘海「土器の時期区分と型式変化」『飛鳥・藤

原宮発掘調査報告』Ⅱ (奈良国立文化財研究所学報31 1978)な お、飛鳥時代、平城宮時代の土器による細分は『平

城宮発掘調査報告Ⅶ』 19761に 従った。  ・

36 前掲註25Bに 同じ。

37 小笠原好彦・西弘海 ,吉 田恵二「遺物―土器」'『 平城宮発掘調査報告』Ⅶ (奈良国立文化財研究所学報26 1976)

38 槍崎彰一氏の御教示による。

39 鳴海32号窯期の1時期について檜崎氏は、平城宮大膳職跡出上の長頸瓶から、770～ 780年 にあることを指摘している。

`槍 崎彰―「,白甕」『日本陶磁全集』 6 1971

40 前掲註25Bに 同じ。         l        l… '     i  l

41 大沢和夫・佐藤甦信・今村善興「清水遺跡一弥生時代後期・古墳時代中期・平安時代の集落址、方形周溝墓群―」

1976      11                     
｀

42 林茂樹・藤沢宗平他『月見松遺跡緊急発掘調査報告書』 1968                  1

43 米山一政・矢口忠良他『浅川西条一長野市に於ける扇状地形上の平安時代集落―』 1975

補遺       i            l

東日本の奈良・平安時代の土器の編年研究の最近の成果には、福田健二 (註 14)・ 国平健三 (「 上浜田遺跡」神奈川県教

育委員会 1979)両氏のものがある。  '
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工 古墳・奈良・平安時代の鉄製品・石製品・土製品について

ア)鉄製品

本遺跡出土の鉄製品は鉄鏃35点 、帯金具 3点、留金具 3点、馬具 2点、刀子15点、紡錘車 6点、鎌 7点、

鉄製 1点、釘16点、古銭32点である。その他性格不明の鉄製品 4点である。各個の詳細は鉄製品下覧表(別

表 7)を 参照 されたい。また、出土状態 につい

ては各住居址の項で述べた通 りである。 これ ら

の中で特に問題 となる出土状態 を示す ものはな

く、また、本遺跡 を意味づける特色 ある鉄製品

もない。

遺跡全体の鉄製品を出土量の面か らみると、

古銭 を除 くと約60点 (調査時点ではもう少し多か

ったという。調査後の移動でくづれたものなどを含

めて)、 住居址だけに限定す ると44点 となる。時

期別には、古墳時代 I期 4点、 H期 3点、奈良

・平安時代 I期 1点、 H期 なし、Ⅲ期 5点、Ⅳ

期 2点、 V期 3点、Ⅵ期10点 、Ⅶ期 3点、Ⅷ期

7点、Ⅸ期 4点、 X期 2点であ り、ほぼ各期に

伴出した らしい事が判明す る。

時期・種類別の一覧は表17の通 りである。遺跡全体の出土量 を見 ると、検出 された住居址数か らす ると

多いことは指摘 されるにして も、鉄製品の性格か ら考 えると、総てが検出 され るはず もな く、また保存の

面か らも量的な問題は慎重な検討が必要であろ う。本遺跡の古墳時代か ら奈良平安時代 までの住居址は68

基、 うち鉄製品が出土 した住居址は27基である。本遺跡の住居址の保存状態 には多少の問題があ り、遺跡

全体の鉄製品の所有関係 については検討す る資料にな りえなかったことは残念である。なお、古銭 につい

ては、確実に住居址に伴 うものはない。また釘については今後検討す る課題である。

イ)石製品

本項では、石鉛帯 と子持勾王の二点について扱い他 は石器の項を参照 していただ きたい。

① 石鋳帯 (図287-102,図 版129)

この石鋳帯 はフン ド1か ら共 に出土 した ものである。表面が濃緑色の光沢を持つ丸輌である。1は表面、

側面 ともによ く研磨 されているが、裏面は切断面 を残 したままで、ほとん ど研磨 されずl mm幅 の溝が13本

走 っている。周辺端部のみ一周す るように削 られている。帯 に装着す るための潜穴 を三ケ所 に穿つ。各子L

は完子Lしている。各部の寸法は最大幅 4.3 cm、 高 さ 2.8 cm、 厚 さ 0。 9 cm、 石質 は緑泥片岩類である。

2は、 1と 同様、表面、側面 ともによく研磨 されているが、裏面はわずかにl mm幅 の溝 を各所に残 し、

磨 ききれてお らず、 1と 同様な整形である。潜穴 も三ケ所 に穿がたれ、各子Lと もに完子Lし ているが 1に比

べ ると浅い。最大幅は 4.5 cm、 高さ 2.9 cm、 厚 さ 0.8 cm、 石質 は 1と 同 じである。

l、 2と もに石鋳帯の分類 (『平城京発掘調査報告』Ⅵ 1974)に よれ ば、石錯帯 bIに属す るものであろ

表17 十二ノ后遺跡出土鉄製品一覧

時期

鉄製品

古墳 奈 良 0平 安 時 代 そ
の
他

〈
口
　
計Ⅲ Ⅳ V Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ X

鏃

具

具

↓

子

車

　

梨

釘

　

他

金

金

Ｇ

　

錘

　

　

　

　

の

目
六

鉄

帯

留

馬

刀

紡

鎌

鉄

鉄

環

そ

1

1

1

‐９

２

１

　

‐３

３

３

　

・４

　

１

35

3

3

2

21

6

7

1

16

1

4

計 56 100

住 居 址 数
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う。長野県内で現在 まで知 られているところでは、古墳 3、 集落址 2の 出土例がある。青銅製鋳帯 は、茅

野市姥塚古墳例の巡方 1、 伊那市福島遺跡第 C-7号 住居址出土の丸輌 2が ある。また最近、松本市新村

安塚第 8号墳で、玄室内か ら丸輌 1の 出土が報告 されている。石鉛帯 は諏訪市湖南双子塚古墳か ら巡方 2

枚、伊那市福島遺跡第 D-11号住居址か ら丸輌 1、 伊那市月見松遺跡第 105号住居址か ら丸輌 の破片 1の

出土があ り、諏訪郡下諏訪町諏訪ネ申社下社境内か らも石錯の出土が報ぜ られ、藤森栄一氏 によると「単独

出土 、下社関係遺跡の例」 とされている。本資料の 2例 を加 えると、古墳 3、 集落址 3、 その他 1の計 7

遺跡 となる。

本遺跡における出土地点は、調査者 によれば峠に関連す る祭祀遺構 とされている。 この フン ド1の併出

遺物 は、灰釉水鳥蓋付平瓶の頭部破片、土師器不 、皿、青磁椀 などである。時期的に合致す る もの もあれ

ば、少 しずれ るの も混入 している。今の ところ遺構の出土状態のみでは明確な性格 はつかめない。

この遺構のあ り方 は別 にふれるとして、全国的な鋳帯のあ り方 を集成 された阿部義平氏 によれば、墳墓

等の副葬品、官衛、集落での遺失物、工房等での回収品に大別 されるとい う。長野県 内での出土例 は前述

した通 りであるが、伊那市福島遺跡例 を「銅製品の鋳造 自体は確認 されないが、フイゴの羽 口等が出土 し

てお り、若干 の鋳 も遺失物 としてみるよ りも、素材 として集 め られたことも考 えてみた い。」 とされ て い

る。伊那市月見松遺跡 も105号住居址のカマ ド近辺か らの出土である。遺失物的性格 を強 く持 っているも

の と思われ る。古墳出土例 を見ると、諏訪市双子塚古墳は、前方後円墳 ともいわれ るが、現存 していない

古墳である。横穴式石室 を内部主体 として、馬具 (引 手 )、 鉄鏃 、刀子、須恵器、土師器、石帯 などを副葬

し、須恵器、土師器か ら築造年代は 6世紀後半か ら7世紀初頭 と考 えられている。茅野市姥塚古墳 は、同

じく内部主体 を横穴式石室 とするもので、八稜鏡 と唐草文鏡の 2面の和鏡、直刀、馬具 (轡・雲珠・辻金具 )、

鉄鏃 、須恵器、土師器 と青銅製鋳帯が出土 している。築造年代は報告者は 8世紀の年代 を与 えているが、

須恵器―一土瓶形土器か ら見 ると7世紀代 と思われ る。松本市新村安塚古墳群第 8号墳 は、墳丘 の大部分

は失なわれ、内部主体 もかな り破壊 されていた古墳である。副葬品は須恵器、土師器、灰釉 陶器、直刀、

責金具、刀子、鉄鏃 、紡錘車、環、勾玉、銅製鉾帯 な どであった。鉛帯の出土状況 を報告者の小松氏 は、

「前室の帯金具 も埋め られた礫などとほぼ同 じ高 さよ り出土 してお り、石室破壊の時の所作 と考 えられる」

とされている。かな り後世の破壊 を受けたよ うである。 このよ うな状態の中で、確実な古墳の築造年代 を

決定す ることは困難であるが、出土遺物の中か ら古い様相 を持つ ものをとりあげると、土師器高不形土器

と不形土器がある。実測図か ら推定 してい くと、十二 ノ后遺跡の編年の奈良 。平安時代 I期 にあた り、第

8号古墳の築造年代 を 7世紀後半か ら終末 に近い年代が与 えられると思われる。以上、古墳出土例 を見 る

と、いずれ も7世紀の後半か ら終末にかか る内部主体 を横穴式石室 とす る古墳で、後の追葬 、または混入

が予想 され るが、 8世紀代の副葬品が多い傾向にある。む しろ 8世紀が埋葬の中心 と思われ る感 もある。

このよ うな例 は長野県では、糸切底の底部 を持つ土師器の出土例が非常に多いなど、問題 とされるところ

である。阿部氏の集成 された表によると、古墳か らの出土例 は主 として東北地方 に多 く、他 には山口県見島

古墳群、鹿児島県新富地下式横穴など、地域的なかたよ りが うかがえる。今後 このよ うな 8～ 9世紀代の

遺物の副葬のあ り方 については再検討の必要があろ う。

集落址出土例 として、伊那市福島遺跡例 は、前述 したよ うに、阿部氏によって一応の性格付が されてい

る。同市月見松遺跡例 は、住居址内のカマ ド付近か らの出土であった とい う。月見松・福島両遺跡の出土状

況は、意図的な出土状態ではない。本遺跡の場合 も明確ではないが、意図的であった とはいえそうもない。

ただ、灰釉 水鳥蓋付平瓶 の蓋部分 図 209-1)の 出土に問題がある。このほぼ完形品 (本書金鋳場遺跡図44
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・45)が 近 接 す る金鋳場古墳の玄室内、および墳丘周辺 に散在的に出土 したことである。 日常 に使用 され

たとは思 えない平瓶が、二個の石鋳帯 とともに出土 した ことは、平瓶の製作年代が 9世紀前半であ り、石

錯帯 の盛行時期 と合致 し、調査時に祭祀的遺構 と考 えたの も当然のことと思われる。金鋳場古墳出土例 は、

その出土状況か ら古墳 との関係は一応切離 して考 えたが、今後再検討の必要があろ う。諏訪神社下社境内
(1)

地出土品は単独出土で、直接神社 とは関係がな さそ うであ り、現在の ところ明確な祭祀遺構 出土品はない
(2)

ところを見 ると、遺失物的性格 と考 えた方 が無難 と思 われ る。以上、長野県内出土の錯帯 について、青銅

鋳帯、石鉛帯 を出土のあ り方 を中心に見て きたが、特別な出土状態 を示 しているものはなか った。前述 し

て きたよ うに、古墳 と集落出土の状況は異なるが、各々の出土状況は共通 している。資料の多少は、調査

の状況によって各地域 ともに異なるが、出土例 は全国的に も多い方であろ う。 この意義 は、古墳出土の間

題 とともに今後 の大 きな課題 となろ う。

本文の資料 は、昭和54年 7月 までの小林の管見にふれた ものであ り、当然未見の文献がある もの と思わ

れる。今後の ご教示をお願いしたい。

②  子持勾玉 (図287-3,図版129)

十二 ノ后遺跡 I期に属す る32号住の、西北隅で壁面よ り10cmほ ど浮いた状態で出土 した(フ ンド4と も重

なる)。 形態的には、「 目や口を刻 した リー種の文様」(大場1956)を 表わ した もの と思われ る。一般に検

出 される形 とはやや異な り、ある種の動物の形状 を示 している感がある。最大長 5。 5cm、 C字状である。突

起 は、削 り出 され、その痕跡 は明瞭で全体的に細 い。石材 は滑石製 と思われる。

長野県内の出土 は10数例であるが、出土状態 は単独出土が多 く確実な出土例 は少ない。 この内で、平出

遺跡第42号住居址出土例 (大場他1955)は確実に併出 した とは断定で きないまで も、唯一の類例である。時

期的には古墳時代前期 に属す るものである。本例 も平出遺跡 と同様、確実 に住居址 に併出す るものではな

いが、32号住の時期が 7世紀後半か ら8世紀 にかけて と考 えられ、平出遺跡例 と本例 との間には形態的に

差が認 め られ る。子持勾玉 自体の出土例 は古墳、祭祀遺跡、単独出土例な どが中心で、古墳時代 をほぼ共

通の時代 としているが住居址内出土の例 は少 く、また住居址内出土の祭祀遺物、祭祀の形態 な どとの関係

は今後の検討課題であるが、平出遺跡例 を古墳時代の前半の資料 とすれば、本例 は古墳時代の終末の資料

と考 え られ、子持勾玉 の形態的な差 を示す もの と思われる。 このような意味での問題提示 となれば幸 い

で あ る。 (小林 秀夫 )

誼1 本報告書金鋳場古墳の項参照。

誼2 藤森栄一氏は「信濃諏訪地方古墳の地域的研完」誼の中で「石製錯、単独出土、神社関係遺跡の例」とされている。
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河西清光「久保土田墓地より発見せる土器・錯の研究」『清陵考古学』 19

大場磐雄「平出遺跡の考古学的考察」『平出』平出遺跡調査会 1955

大場磐雄「特殊遺跡・遺物」祭祀及び関係遺跡『信濃考古綜覧』1巻下 信濃史料刊行会 1956        :i

ウ)土製品

古墳時代か ら平安時代 (中 には中・近世まで下降するものもあるかも知れないが、一応、こゝでは一括 した)

にわたる土製品 としては、縄文時代土製品 としての土器片錘・土製円板 とは異なった所謂管状の土錘があ

る。以下、 これについての若干のまとめをしてお きたい。

本遺跡出土の土錘 は総数 166点 に及ぶ。その うち住居址・土墳な ど遺構内での出土は 105点、遺構外は

61点 ある。 7形態 に細分 した分類基準によれば、 IA型 19点、 IBa型 69点、 IBb型 6点、IC型29点、

ID型34点、HA型 7点、HB型 3点 となる。なお、これ らの形態差をみるために計測可能の ものについ

て、重 さと長 さ、最大径 と長 さの相関関係を表わす図(挿図55)を参考までに作成 した。(重 さと長さ59点、最

大径と長さについては125点、 IBb型 については、計測可能の土錘がないために表示していない。)ま た、各形態

別 0遺構別出土数は表19に まとめ、 また形態別の長 さ、最大径、重量の平均値 については表18の とう

りで あ る。

この 2

つ の相 関

図 と表 18

か ら明 ら

か な とう

り、 IA

型 は長 さ

6 cmか ら

9 cmの 大

形 で径 も

2.5 cm力 )

表18 十二ノ后遺跡出土土錘形態別計測一覧

形 態 出土数 長さ鰤m) 長さの平均値 最大径 (mm) 最大径の平均値 重 量 (g) 重量の平均値

IA 62γ92 77 25-30 27.3 31.3-66 52.5

IBa 36-52。 5 44.2 10～ 14 11。 7 3。 7～ 11。 5

IC 31.5-38 35。 3 10.5-14.5 12.3 2。 6～ 8.1 4.3

ID 20。 5-29。 5 26。 1 5～ 8 0.4～ 5.5

ⅡA・ 郵 39-49 43。 6 20-28 15。 1～ 51。 3 29。 3

注●出土数は計測可能の土錘についてのみ記載したため一覧表の出土数と異なる。IBb型については計測

可能の土錘がないため記載してない。

ら3 cmほ どゎり、重量 も31gか ら66gと 重 く、他に比ベー段 と大形であり、網目の大 きい漁網に使用され

たので 2ち ろう。
.I`B=al型

は68点 ともっとも多い。 長 さが 4 cmか ら 5 cm、 イ堅:12mm前後、二亘さ4 gか ら6 g程

度で、諏訪湖周辺あ造跡ではも|っ とも出土例の多い土錘である。ということはこの土錘を使用 した網漁法

が当時最 も∵般的な漁法であ、った といえるのだろう。次に IC型は、 IBa型 とほぼ同じ重量を示すが、

長 さが 4 cm以下 と短力、くなり
'、

IIBa型土錘使用の網よりも、いくぶん小さな網目の網に使用 された土錘

と考えてよいであろう1。 次に最 も小形の ID型は、計測表および 2つの相関図か ら明らかなとうり、他の

土錘に比べ長 さ2 cmか ら3 ic静 、最大径 も、0.5cmか らl cmほ ど、重 さも平均して lg前後で最 も小形 0軽量

である。さらに相関図には表わす事はできなかったが、 ID型の特徴として、内径の計測値があげられる。

他の土錘は形態は変わ1っ ¬Cも :内径は 4 mmか ら5mmに一定 しているが、 この型式の内径は 1.5mmか ら2mm程

度 と極端に小 さい←とでゅる9こ の事実は、この土錘が網漁に使用されたのではなく、釣漁法に関連する

可能性をもつ点が指摘できよ、う。次にHAおよびHB型は、 I型のような紡錘形をとらず、径が 2 cmか ら

3 cmと 大 きいが、
1長

さが 5 cmど まりの管状形をしているのが特徴であろう。

一-226-一



なお、欠損状態

について触れてお

きた い 。 別 表 8

の一覧表で完形 と

した ものは、製作

野、
1｀ 甲

点での完形 のみ

′そ な く、欠損乃至

磨滅 しているが、

現状で も土錘 とし

ての機能 を果 し、

使用可能 と判断 し

た ものを含んでい

る。欠損状態 を視

察す ると、殆 どは

両先端が磨滅・欠

・損 している。特 に

IBa型 ・ IC型

にその例が多い。

これ らの磨滅痕 は

網に固定 した際の

使用痕であろうが、

ただ、 ID型のみ

両端が少 く、片側

先端欠損例が多い

点注意 され る。本

型 を網 漁 法 で な

く、釣漁法の用具

と考 えた一因で も

ある。

次にこの種土錘

の時期的分布 につ

重量・長さの相関図

最大径・長さの相関図

IA型
I Ba型

I Bb型

IC型
ID型
ⅡA型
ⅡB型

IC型

以上、各型土錘の特徴 について述べたが、その形態 の相違 は、

もの と思われ、 さらに、それは網漁による捕獲対象物 の魚種 によ

例 を待 って更 に検討 を進 めたい。

土錘 を付 けた網の種類の違 いに起因す る

り決定 された形態差 となろ うが、今後類

・ IA型

迎
Ｂａ型硼
硼
理
型

口
 I Ba型

IC型 /ゲ
´́‐~~

重量 9

さmm

一́一~~び――ヽ―ヽヽ

。 8。
ゝヽ、■ヽ_」___1__a//

1A型

最大

いては、別表 8で は、縄文前期、あるいは後期の遺構か ら13点出土 しているが、 これは本遺跡が縄文時代

か ら平安時代 まで重復 しているための混入であることは勿論で、その所属時期が古墳・奈良・平安時代 と

考 えてまず大過ないであろう。今少 しくわ しくみると、確実 に該期遺構に伴 うという例 は少 ないが、古墳

時代 I・ H期か ら、奈良・平安時代 I～ Ⅳ期までの全般 にわたって伴出 してお り、現在までの ところ、時

挿図55 十二ノ后遺跡出土土錘重量・長さ・最大径相関図
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期的な集中はみ られない。或は他遺跡例な どを加 えて再検討すれば、初現の問題やその形態変遷な ども解

明 されるであろ う。

以上、十二 ノ后遺跡出土の土錘 166点 について 7形態 に分類 し若干の検討 をしたが、 この分類基準は今

後類例 を加 え再検討す る必要があると思われ る。 しか し、 これ ら多数の土錘の出土 と、その土錘の形態の

多様性は、 この時期 における漁携の重要性 と、諏訪湖 とい う内陸部の湖沼を漁場 とす る生業 としての漁携

がもつ意義づけを物語るものであろう。

オ 集落・住居址・ その他

(山本 賢司 )

縄文前期 と奈良・平安時代の 2つ の時期に中心を置いた本遺跡は、検出 した住居址のみで も 140軒余、

他の遺構 も含めれば、確かに拠点的集落の露呈 といえよう。以下、特に遺構を中心 とした諸問題について

簡単にふれなが らまとめにかえたい。

縄文時代の住居址は、前期60軒、中期 5軒、後期 9軒の計74軒が調査 された。 これはす ぐ隣接 し、同一

遺跡 としてよい千鹿頭社遺跡を加えるとあと10軒程ふえるが、遺跡全体か らみれば、%～%程度の調査面

積である時、前期のみで も、優に 100軒を超す大集落が存在 したことになる6けだ し県内で も最大級の前

期遺跡 といえよう。細かい分析は してないが、 これ ら前期集落の分布について、本書183頁 の石 器 の項 で

述べ られているように、等高線に沿いゆるい弧状を呈 して住居址が連な り、多少時期的にそれが移動 した

形跡 もあるとい う。中央道は丁度 この弧状の上半部を通過 してお り、先の千鹿頭社遺跡 は西北部の先端に

あた り、反対側東南部は未調査に終 っているが、両端の長 さは推定200～250mに及ぶであろ う。地形面か

らは、中期のよ うな馬蹄形 とはな らずゆるい半月形の、諏訪湖方面に開いた集落構造を想定 できよう。住

居 l■L個 々にも時期的な変化や特色を抽出できないか と考えていたが、切 り合い関係が激 しく、その操作は

できなかった。住居址以外では、竪穴、集石、集石炉、土拡な どがあったが、何 といっても最大の収穫は

方形配列土拡群であろ う。調査時点ではまだ阿久遺跡の同種遺構が土中に埋まってお り、整理の段階でそ

の存在を見出 したとはいえ、調査当時、土拡 として扱いなが ら特殊な遺構 としてその全体図を作成 した担

当者の見識は高 く評価 してよいであろ う。いづれに しろ、阿久例のみでな く、 こ うした大規 模 な建造物

が縄文前期に存在 したことを本遺跡でも立証 したことになった。

縄文中期はわずか 5軒であるが、付近にも余 り同期の住居址が存在 しそ うもない所をみると、縄文中期

=大集落 とい うイメージとは反対に、 こうした 2～ 3軒のみで構成 される分村的生活の実体 も解明す る必

要があろ う。季節的移動説のみでは説明 しきれない内容がある。縄文後期では完全ではないが敷石住居址

の新例を加え、また、該期には少い一般的な竪穴住居址を検出 した点は、良好な土器の出土 と共に収穫 と

いえる。

弥生時代は、住居址の検出はなか ったが、土拡か ら中期土器の典型的資料が得 られている。断片的資料

の多かった当地方の該期研究に少なか らぬ役害Jを果 した といえよう。

奈良・平安時代住居址 も10期 に区分 した各期に、多少のバ ラツキはあるがほ ゞ数軒ずつ分散 している。

古墳時代を加えた約70軒が数百年にわたって集落をかまえていたわけで、この点か らも、本遺跡が何 らか

の意味で重要な役害Jを担 った遺跡であることが証明できよう。そこでまず浮かぶのは有賀峠 との関係であ

る。調査区域をほ ゞ南北に斜めに横切 る集列石は、基盤 となるローム質土層面がカマボコ状を呈 している

点 、調査者は最 も古い道を想定 している。その上の礫を含む土層 も、次第に付近の畠か ら取 り出された礫
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が集積 しつ ゝ古道を作 り上げ、後世農道や畑地の境界線 となって より礫が 自然に堆積 し、少 くて も内耳鍋

の検出された中世 まで利用 された往還 と想定できな くはない。集列石の方向は確 かに有賀峠へ通 じている

し、地形的にも道を作る好適の場を選 んでいる。時期が確定 しないフン ド1～ 3が、集列石に近 い場所を

占めていた り、中世「カワラケ」を出土 した り、柱列 と呼んだ掘立柱建造物の存在 も何か暗示的であると

いえよう。 とりわけ、石鈴帯や子持勾玉の出土状況は、単なる住居址に結び付ける遺物 とい うよ り、そ こ

に祭杞的背景を重ねあわせて考える方が より合理的になるだろ う。古代東山道筋 としては杖突峠説 とこの

の有賀峠説があるが、強いて本道 と結び付けな くて もよい。伊那谷への最短距離にあるこの峠の意味は、

その出入 口部で発見 された本遺跡の内容を検討す るだけで理解できるであろ う。ちなみに、先学達 が注 目

していた本遺跡名 となった「十二 ノ后」 とか、東につづ く「女帝垣外」、少 し離れた「鐘鋳場」・「神 送 り

山」などの地名 も、今後充分検討する必要があろう。

各時代、各遺構についてもまだ十分説明できないが、今後の課題 としたい。 (樋 口 昇一 )
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4.荒 神 山 古 墳

調査の経過  本古墳は諏訪市大字湖南字南大熊の荒神山で工事中に発見 された。荒神山遺跡の立地につ

いては、すでに報告 されているので省略す るが、 この古墳は荒神山遺跡の中では最高部に位置 し、先に調

査 された大熊城址 よりの中腹の斜面にある。発見の発端は、第二次の発掘調査終了直前、 ブル ドーザーが

遺構外 と思われる斜面を掘削中、調査員が蕨手刀の残欠を発見 したことにある。そ こで、直ちに第三次調

査が組まれた。しかし、調査団が古墳の位置を確認した段階では、ほとん,ど破壊され、わずかに横穴式石

室の堀方の一部と、側壁の控え積みの板石状の石が発見されたにすぎなかった。そのため調査は堀方、控

え積みを中心に実施 し、埋土中か ら鉄鏃、土師器片、須恵器片を検出 したが、撹乱 されて埋葬時の状態は

復元できず、かつ前述 した蕨手刀の出土地点 も確認はできなか った。なお、和鏡 1点 が石室か ら北東方向

へ 5m離れた地点に出土 した。

墳丘 斜面を利用 して構築 したもので、内部主体 の方向は東側に向って開 口していた もの と思われる。

斜面に向って横穴式石室構築のための堀方を掘 り、石室を構築 し、内部主体がか くれる程度に墳丘を盛 っ

た ものであろ うが、現状では全 く痕跡す ら残 っていなか った。

内部主体 横穴式石室構築のための堀方 と、一部控え積み と思われる板石状の石のみが残存 し、他に推

定できる資料は得 られなかった。堀方と思われる残存部は、幅 4m50cmほ どである。遺物の散布範囲は、

約 2mである。おそ らくこのあた りが石室の範囲を示 しているものと思われる。

副葬品 銅製鏡 1面、須恵器不蓋 3、 他に実測不可能な土師器片 4、 須恵器片 2、 蕨手刀 1刀 、鉄鏃 (平

根形 4、 尖根形約27点 )、 骨片11点 の出土があった。 (挿 図29)

出土状態は古墳の存在を発見 した 段 階で すでに破壊 されていた もので埋 葬 時の状態でな く、ほ とんど

問題にな らない。 この うち銅製鏡 と蕨手刀は堀方か ら離れて出土 し、他は堀方内出土である。堀方内に南

北にかけて幅 2mの範囲に須恵器片、土師器片、鉄鏃、骨片が、一部敷石状の上に堆積 した黒色土内に雑

然 と散布 していた。ほとんどの遺物が敷石 より20cm～30cm上 の レベル内であった。

銅製鏡 (1)はいわゆる和鏡 (直径1lcm、 高さ0。6cm)と 呼ばれるもので、その中心部、内区が欠けていて鏡式

は不明である。

蕨手刀 (5)は 、柄先を欠いている。蕨手刀としては身幅の狭いもので、柄反 り、刀反 りはあま りない。

桐原健氏の形態分類の I型である。刀部には朱が付着 し木質部 も残存 していたが、かな りしっか りした造

りである。 計測値は次の淀登り
‐で慶bる 。 ≦≧長 51.5c轟、 ラ刃長 38.Ocm、 茎長 13.5cm、  ぢた重ね 0.8cmく 先 1幅i3.Ocm、

元重ね 0.8cm、  元幅3.8cm、  茎先長 0。 8cm。

鉄鏃は大 きく平根形 (6～ 9)と 尖根形 (lo～ 20に分類 される。平根形 はいわゆる飛燕形 といわれるもの

で、腹扶 りの部分を一部欠 くものもあるが、共に腹扶 りを残 している。 4例 とも両丸造 りで、箆被 きがあ

る。後藤守一博士の分類では広鋒腹扶三角形式に属するものであろ う。平根形に しては長い茎を有 してい

るもので、 7は逆刺があるものか も知れない。尖根形は、斧矢形 (10、 11、 17、 25)、 片刀形 (13、 15、 19、 21、 20

のものが多 く他は茎部のみのものである。
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須恵器不蓋 (2～ 4)は小破片を復元実測 しているが、擬法珠様のつまみをつけ、かえ りのない器形にな

ると思われる。天丼部外表面には、ヘ ラケズ リ、端部近 くは ロクロナデ し、灰白色で焼成良好 である。

この他、実測不能 の土師器片 4、 須恵器片 2、 鉄鏃茎破片10の 出土があった他、骨片 11、 古銭 1がある。

いずれ も内部主体 と思われる地点か らであった。

以上が古墳出土の遺物である。年代的にある程度明 らかにできるものは、須恵器不蓋である。大阪陶邑

古窯址群の編年でい う、 M T21に相当するものと思われる4期の時期であろ う。また最近の藤原宮 l■Lの 編

年の飛鳥一 V期 に相当す るもので、時期的には 7世紀後半あた りが考えられ よう。和鏡は中心部が欠けて、

ほとんど資料価値を失 っている。諏訪地方に分布す る古墳のなかで、和鏡が副葬 されているのは、茅野市

姥塚古墳例があ り、八稜鏡の出土があったが、時期的には、荒神山古墳 と同様の年代を与えている。蕨手

刀について特に信濃におけるあ り方については、桐原健氏の論考に詳 しい。大略はゆずるとして、本古墳

例は、桐原氏の分類の I形態に属 し、編年試案では最 も古い形態に属 しているとい う。年代的には「古墳

時代後半か ら最末期に置かれ得 る」 とされている。先に見た須恵器の編年 とほぼ一致するものである。

まとめ 近接す る諏訪市湖南双子塚古墳はすでに消滅 しているが、前方後円墳 ともいわれてお り、横穴

式石室を内部主体 とし、副葬品の豊富 さで知 られている。石製鉾の出土など追葬や他か らの混入 も予想 さ

れるが、伴出 した土師器、須恵器か ら築造年代は 6世紀後半 7世紀初めにあた り、本古墳 よ り先行す るも

のである。守屋山麓一帯の古墳の分布の問題は、金鋳場古墳の頃でふれたので くり返えさないが、 2～ 3

基ほどの散在的な分布で、10基 とか20基 とい うような群集化 しない特色を持ち、ある一つの単位一一系統

を予想させ るものがある。本古墳の築造は、前述 した如 く 7世紀後半 と思われる。残存 していた堀方の大

きさを見 ると、古墳時代の終末に近 く築造 される小規模な横穴式石室 とは異なる。副葬品がないので明確

に しえないが、予想 しているよりも古い可能性 もあ り得 る。             (小 林 秀夫 )
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別表 3 十二 ノ后遺跡土拡一覧

NQ プラン
大きさ(Cm)

態状
物一退土出 図 番 号
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100

90

82

79

/

０‐

９８

８７

７５

６７

６０

72

80

84

97

84

73

55

60

87

80

60

66

62

84

87

148

70

95

/

77

161

63

88

68

85

68

93

91

72

53

74

80

/

/

54

/

/

/

/

68

６２

４６

４３

３８

４０

２９

３５

３６

２５

２４

２３

３４

３９

２２

３２

２７

|

29

40

77

65

40

77

24

32

25

30

52

25

70

50

75

47

55

60

44

43

45

68

125

107

42

28

40

55

57

55

上面に礫多,21住一切

48住連

47住連

50097051住 連

49097・ 51住連

95住連

38住連

15住内

大型ピット,内部に石

34住連

69住連

68住連

31032住 ′こ貝占床

31032住 に貼床, ±71連

74住連

73住連

32住 に貼床

32住 に貼床, 78住連

″   76住連

竪穴 2の壁切

32住重

竪穴 2壁切

84住連

83住連

85～94住連

深

″

″

ク

″

深

深
　
　
深

″

深

ク

深
　
　
深

″

深
　
　
深

″

曽利Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ 12

中越4,北下Ⅲ,繊維縄

中越4,関山 ?

繊維縄 2,黒浜

諸B2

諸 A, 中 ?

土師器,短頚壷,須恵不

花積,繊維 3

中越,諸 2

花積,諸

中越 2,木島,諸 2

大木10,深鉢

花積

諸B4,縄前,須恵器片

土師器,暗文不片,須恵不カメ片

諸B2
中越 3,清水上,諸 B2,堀内

花積,諸B3,中
土師甕片

堀内13

土師甕片 3

糸電?

諸B7,堀 Ⅱ57

堀内 3

麦傑戻誓斧
石鏃,

凹石

磨石斧

石匙

レ イ

石匙,石鏃 2,原石

凹石

骨片,磨石 2

石鏃 2

馨暮墓ら得畢畠ξ‖告
磨石錘

12

62

62

62

10

13

62

17

13

17

17

13

19

11

1460147

147

147

147

75

縄中

縄前

縄前

平後

縄前

縄前

縄中

縄前

縄前

平後

縄前

縄後

縄中

平後

縄後

平後

縄後
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NQ プラン
大きさ(cm)

態状
物泣退土出 図 番 号

備考
長軸 短軸 深さ 鉢 器土 石器 0他 遺 構 遺 物

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

不楕

長

不楕

楕

不楕

方

楕

不楕

楕

円

円

楕

長

隅方

楕

円

楕

方

円
ぽ
楕

円

方

楕

円

楕

不楕

楕

方

楕

方

楕

隅長

円

楕

円

不方

円

不楕

楕 ?

70

83

/

128

/

75

75

100

75

132

112

128

136

107

/

66

102

/

78

62

91

137

130

65

110

112

107

/

130

134

166

144

113

82

80

90

97

124

114

230

115

200

135

110

190

/

/

/

62

/

55

62

60

62

62

116

108

98

98

80

92

64

97

108

55

55

88

78

77

50

95

106

88

30

120

127

130

163

113

63

75

60

73

114

105

157

112

175

120

106

155

110

43

23

13

30

18

24

12

30

30

60

47

22

18

44

26

28

46

20

30

30

10

35

64

24

45

26

62

45

30

77

46

58

90

32

22

20

36

51

33

42

22

82

34

32

51

27

85～94住連

56住連

底に石

″ ,竪穴 2壁切

46住壁重,± 108切・石有

46住接,石 10数 コ

52住重

54住重

±105切

七ヮ」三1060104

±105切

46住切,切±100

焼土

2ケ 連

切142住

91住重

2ケ 連,底に焼土

139住重

切142住

小形

底に小穴 4ケ

65住切, 2段底

上部石 3ケ

141住切,116住切貼床

内部に石

101住重

石多数

拳大の石充満

円形土広2ケ か

焼土, 4住切

41住 の下 ?,石 13落込

石多,南袋状

切95住

深

深

″

″

″

深

″

″

″

深

ク

ク

″

深

深

深

深

深

ク

深

諸B5

曽利後半深鉢把手

諸B2,繊縄

諸C2
諸B2,中初

弥生庄の畑壷

諸B4
諸B

前縄4,諸A,諸 B,北下Ⅲ

諸B5,黒浜4,北下Ⅲ2

中初 2

諸A3
須恵不,土師甕片少

諸A～ B4
須 恵 器不 ,灰 釉 瓶 底 ,淡 黄 釉 皿 (江
戸 以 降 )

須恵不,土師不片

諸B,曽 Ⅱ3

後 6

諸B7,北下Ⅱ～Ⅲ

曽利

諸B5,諸A2,北下Ⅱ3

諸B6,須恵不片,土師器内黒不

繊縄 2,前縄 8

諸A2,諸 B,他

諸B8
須恵蓋不片,土師不片

縄中

諸A～ B2,北下Ⅲ

今燈矢黒躍
石チ

骨 片

魔薯,石錘2,黒

中心に石皿半欠|IL

大観通宝

石皿

11062

62

13

24

２４

２７

２６

・６

″

″

24

29

63

54

31

32

54

32

31

31

29

46

50

32

32

27

16

29

27

16

21

27

44

147

146

147

146,148

148

148

148

148

149

149

1490153

153

150

153

150

150

縄前

縄中

縄前

縄中

弥生

縄前

縄前

縄中

縄前

平後

縄前

江戸

平後

縄中

縄後

縄前

縄中

縄前

平後

縄前

縄前

平後

縄中

縄前
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大きさ(cm)

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

楕

円

楕

不整

楕

不楕

隅方

不楕

隅方

円

長

円

楕

円

楕

不整

方

楕

円

方

不楕

方

楕

不楕

楕

不楕

楔

長楕

長

不楕

円

楕

円

楕

70

120

110

165

148

130

105

33

145

91

130

56

49

102

47

48

32

30

42

45

140

65

113

108

70

44

44

54

74

72

131

105

130

150

100

122

63

60

110

116

137

110

73

98

100

75

124

50

46

42

48

45

29

25

40

32

110

57

90

92

67

44

41

55

55

58

106

107

115

86

/

82

55

100

52

99

86

28

18

29

34

132

85

41

13

32

32

23

61

28

62

43

42

16

16

68

61

64

50

63

18

41

22

40

70

84

112

40

25

36

27

2つ の土拡か

底に石

124住接

124住 壁一重,2段底,3土拡の連絡か

127住・63住重

63住重

″ ,なべ底状

小型2ケ 重

140住重

二つの土拡か

3つの土拡か

2つ の土拡か

覆土に大小の礫充満

底に小石がしかれる

86住接,± 1720178連

±120178連

135住切

2つ連結

±1710172連 ,86住壁接

124住連

±182接

深

　

深

″

″

″

″

中初 5

須恵高台不片

須恵甕片,土師甕底

諸B3,土師内黒不片 3

諸B2
中初 2

青磁

堀内10

諸B

カワラケ片

須恵甕片

須恵不片高台付

前縄

諸磯B

堀内

曽利V6,堀内 3

中初

須恵不片

諸B3,前縄 3,他 2

前縄 3,神 の木

諸A3,諸 B5
黒浜,諸 A,諸B

加B5

前縄 3

堀内4

堀内Ⅱ (完形浅鉢)

諸B,曽 Ⅱ10

堀内Ⅱ (完形浅鉢)

釣手,堀内4

左の畑

曽禾JI

堀内 4

雲元通宝, 晴徳元

元祐通宝

510521 153

63     1   //

31    1   //

49052 1500153

ゴ:211.
//     1   //

36・ 451  150

::     1  153

63     1   //

//     1   //

//     1  153

//     1  150

1・

52064 1150・ 151

皿
51 052 1  151

//   1   //

360451   //

//   1   //

//   1   //

36・ 451  151

//   1   //

//   1   75

//   11510152

45    1   75

52  11520153

j60451153

了 1152

縄中

平後

縄前

縄中

中世

縄後

縄前

中世

平後

平後

縄前

縄後

縄中

平後

縄前

縄中

縄前

縄後

縄中

縄後

弥生

縄中

縄後
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NQ プラン 大きさ(cm) 態状
出 土 二

量 物 図 番 号
備考

長軸 短軸 深さ 鉢 土 器 石器・他 遺 構 遺 物

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

楕

方

不整

円

隅長

楕

方

伊
楕
″
ク

98

89

113

142

126

116

135

115

105

170

112

110

98

113

90

67

62

75

117

102

106

72

110

90

78

/

87

89

91

73

92

58

49

83

76

56

63

62

42

60

60

15

41

26

26

30

22

42

±181接

2つ の土拡か

北側袋状

74住重

74住接

73住切

内部に石あり,柱列 2

柱列 2

深

″

″

″

″

″

″

深

諸A,諸 B2
諸B

諸B,後初

諸B2
堀内 3

花積,諸 B,前縄

縄後

堀内 3

土製円板

29

52

63

35

32

38

152

152

縄前

縄後

縄前

縄後

縄前

縄後

縄後

註 「プラン」欄は「形」を省略してある。「状態」欄は次のように省略 してある。

12住切 : 12号 住に切られる。切12住 : 12号 住を切っている。「接」0「重」0「連」は「接する」・「重複す る」・「連続

(結)す る」の略である。

「出土遺物」欄の上器の項は形式名を略してあるが、それにつづく数字は破片数を示す。
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十二 ノ后 遺 跡石 器一覧表 の註

1 出土地点は、○号住居址→○住、○号竪穴→○竪、○号土拡→○ ド、遺構外→外と略記 し、それぞれに遺構毎の通し番

号を付した。フは覆土、ユは床面、Pは ビット内出土の意味である。

2 破損により型式の不明の部分は 。とした。

3 計測値はいずれも誤差を含んでいる。長さでおよそ±0。 5mm、 重さで±0。 059、 石匙のつまみ角は± 2・ 。特に刃角 とあ

るのは、その数字± 5° 位の内にほぼ納まる目やすと解して頂きたい。

4 (  )内 は破損器の残存値、一 は不明である。

5 石質は次のように記号化 した。

黒曜石→ ob、 チャー ト、チャー ト質→che珪質→si.粘板岩→
sl。 ホルンフェルス→hO.砂岩→sa。 緑泥片岩→sc.石

夢む―→qu。

6 破損状況欄の空白は総て完形をあらわす。

7 石匙とスクレイパーにおいて

● 表では型式名と、刃部に関する計測値使用痕は対応する位置にある。

● 使用痕は、ことわらない限り刃部の使用痕であり、ただ単に線状痕とあるのは刃部と平行な長目のものをさす。

● 刃部ふくらみ値は、刃部両端を結んだ線から最突出部、最凹部 (一)ま での距離である。

8 小型有扶顕磨石器の使用痕のうち、扶入部をめぐる扶入部を結ぶ線に直交する方向の短い線状痕 (快入部に線状痕と略

記)以外はすべて、その部分を除いた部分にみられるものである。

9 使用痕のある剥片 。石核・原石での使用痕部の計測、表記は、スクレイパーの刃部に準ずる。

10 小形石器一覧表中の使用痕・備考欄に記入されている略語は下記の内容を示 している。

●石器の部位に関するもの

表裏面→両面、表面→表、裏面→裏、先端→先、基部→基、稜線→稜、縁辺→縁、側辺→側、下端→下、刃部→刃、つ

まみ→撮、軸部→軸、片脚→片

●使用痕に関するもの

線状痕→線痕、磨耗言磨、まめつ→まめ、つぶれ一つ・つぶ、点状痕→点痕、磨滅激しい→磨多、刃こばれ→刃こぼ・こ

●その他

局部磨製→局磨、加工‐加、扶 り状→扶 り、側辺と直交する→側辺直交、使用痕部に平行する→使用痕平行、縁辺と直

交する→縁辺直交・縁直交、縁辺と平行な→縁辺平行、不定方向→不方、縁辺・側辺と斜交する→側辺斜交
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石 匙

出 土 地 点 型 式 長  さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

重 量

(9)

石 質 刃 長

(mm)

刀部ふ
くらみ
侮室(mm)

つまみ
角

(° )

刃角

(° )

破損状況 使用痕 。備 考 図番号

1住 -17

--18

--19

--20

-21
--22

CBA
CBA
ABB
AAB
CAB
BCA

十

十

AB

53,。 7

57.5

52。 0

33.6

32.6

(22.3)

47.0

22.0

32.5

57.2

(30。 1)

45.5

8.0

7.8

8.3

8.0

5。 9

9.0

15。 6

8.2

12.8

14.7

(3.7)

(6.5)

ch.

ch.ho.

40.5

37.0

30。 3

32.8

40。 1

50。 0

(27.9)

41.8

6.0

3。 0

-1。 0

2.6

1.2

7.7

(4.6)

4.7

59

51

91

83

52

8

4

62

30

36

67

57

56

60

70

刃 端 欠

つまみ欠

両面線痕

両面線痕
刃つぶ 刃加なし

212-17

-18

-19稜まめ

裏線痕刃こぼ

7

8

9

10

11

12

13

8住 -21
--22

--23

--24

--25

--26

--27

ACB
ADA十
ADA
ABA
ACA十
BCA
BCA
CBB‐ ‐

BDA

(50.5)

35,7

44.4

38.8

36.5

40.5

15.8

24.0

24.0

36.5

53.6

29.6

28.4

26.9

8.2

7.0

7.1

8.4

6.5

4.5

2.9

(8.8)

4.9

10.1

12.8

8.5

4。 1

1.0

ch。

ch。

ch。

sio sl.

ch.

(31。 0)

24.8

23.0

27.7

29。 1

56.4

36:9

41。 0

22.5

(-0。 9)

4。 9

3.2

29。 1

5。 9

8.5

4.0

3.3

1.9

100

76

4

102

26

10

41

1

39

76

51

40

34

35

55

33

24

刃 端 欠 裏磨痕

裏線痕

裏線痕

裏稜つぶ 円刃

木の葉状

213-35

-36

214- 1

-2

-3
-4
-5

10住 -1 BD・ (27.0) (32.5) (8.0) (5。 9) 刃 全 欠 215- 1

15

16

17

11住-5
-6
-7

ADA
BAB
BAA

26.6

35。 7

27.1

(36.3)

58.4

4。 8

7.5

9。 1

4。 1

(9.5)

16.4

ch.

ch。

si.sI.

27.3

(34.5)

57.8

3.0

(1.1)

7.2

６５

　

一　

９

45

69

85

刃両端欠

刃両面加

-9
-10

-11

18

19

20

21

22

23

12住 -42
--43

-44
--45

-46
--47

BAB
BBA
BCB
CBB

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

´

Ａ

Ｃ

33.0

49:4

28.6

43.2

27.5

26.3

21。 3

37.4

(38.4)

(39。 0)

(36.9)

22.0

6.9

9。 0

4.1

7.0

6.9

5。 6

5.1

16.0

(5.4)

(10。 8)

(6.7)

2.6

sio sl.

ch.

ch。

ch.

12.9

46.4

(34.7)

(30.8)

(35.5)

16。 7

2.0

3.0

(2.1)

(5。 9)

(1.3)

0。 6

86

41

35

87

48

50

41

41

64

刃片端欠

刃片端欠

刃片端欠

裏磨痕

表刃こぼ

216- 1

-2
-3
-4
-5
-6

15住 -19
--20

BBA i
B,A

49。 0

(23.3)

(44.8)

35.6

10。 4

(7.5)

(18.5)

(5。 7)

31。 3

33.5

37.8

10.8

２
　
一

70

77

刃 端 欠

つまみ欠

両面線痕

刃つぶ

218-19

-20

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

16住 -50
--51

--52

--53

--54

--55

--56

--57

--58

--59

AAA
AA・ +
AA・

ABA
ADA
BAA
BBA
BC・

BCA
BDA
B・ 0

46

(35

1

4)

3)

9

3

0)

4)

6

3

0)

35.5

(30.0)

(21.0)

(23.0)

(36。 0)

(31.2)

28。 0

63。 8

49。 0

(37.1)

6.7

8.0

(6.8)

(6.5)

7.8

(7.9)

(4.2)

7.5

7.6

(9。 3)

10.2

(7.9)

(3.9)

(5。 9)

(10。 4)

(7.0)

(2.8)

(11.8)

10.5

(11.0)

ch.

ch.

ch.

ch.

ch。

ch。

si.sl。

sio sl.

si.sle

ch.

37.0

10。 0

14.9

23。 0

37.4

(35.4)

(10.5)

(21.0)

67.6

51.4

(34.8)

1.8

0.5

-1.1

(4。 1)

0。 9

(9。 6)

(0.8)

(1.7)

7.5

4.3

-1.5

69

91

20

18

53

56

64

35

30

77

69

59

55

48

18

欠端刃

刃 半 欠

刃 背 欠

刃片端欠

刃片端欠

刃片端欠

つまみ端欠

つまみと
刃 片 端 欠

両面磨痕

表稜つぶ、
裏磨痕

裏磨痕、線痕

219-50

-51

-52

-53

220- 1

-2
-3
-4
-5
-6

17住 -11

--12

--13

フ

　
　

　

フ

　

ユ

AAB+
AAB
CCA
BCA

38。 0

54.8

(42.0)

４

　

　

５

⊃

・８

　

　

４７

４０

4.8

7.8

(10.5)

14.1

(12.7)

ch。

ch。

21.8

17.3

53.3

(33.4)

0。 8

-0。 6

5。 9

(2.3)

74

110

46

刃 半 欠

刃加なし

裏磨痕

224-13

-14

-15

19住-1 BBB 18.2 42.9 8。 0 38.2 64 両面線痕

40 21住 -19 ABA 89.8 23.3 9.2 17.5 67.2 4。 4 鋸歯状刃つぶ 225-19

-260-一



No` 出 土 地 点 型 式
長 さ

(mm)

幅

ｍｍ

厚 さ

(mm)

重 量

(9)

石 質
刃 長

(mm)

刀部ふ
くらみ
侮三(mm)

みま

　

ば

つ
名
周

刃角

(° )

破損状況 使用痕 備 考 図番号

41

42

―-20

-21
ABA
BBB

(47.7)

45。 2

(30.0)

37.5

7.6

9。 0

(12.0)

14.4

che

ch.

35.3

31。 0

1.9

1.6

刃 端 欠

裏磨痕

43 22住 -1 BBA 34.8 23。 2 6.8 24.5 11.9 24 裏縁辺直交短線痕 226- 4

23住 -5
-6

ユ
　
フ

BDA
BOA

33。 0

(22.9)

47.4

(32.0)

8。 0

(8。 4)

9。 6

(5.3)

45.2

(13.4)

7.3

0.6

４
　
一

つまみ・
刃片端欠

両面線痕少 -9
-10

46

47

26[L―-38

--39

CCA
BCB

47.0

31。 9

28.0

59.5

4。 8

6.7

4.5

11.2

ch.

sio sl.

34.7

56.8

4.3

2.1

53

75

48 27准ヒーー 4 BBC 29.5 (41.8) 8.2 (8.0) (36.5) (-1.0) 38 刃片 端 欠 両面線状痕多 227-11

37住一 AAA十
AAC
BCA

66.3

36.6

30。 0

31.4

9。 0

6。 2

20.3

4。 8

52.4

46.0

33.4

5.9

-1。 6

3.2

裏磨痕と線痕多

裏磨痕

51

52

53

54

38住 -5
-6
-7
-8

CBB
BBB
BBA

42.6

41.6

39.3

35.0

27.5

(62.8)

36.5

38.6

5。 4

7.9

10。 0

8.1

7。 3

(21.7)

12.4

10.6

ch.

sio sl。

ch.

32.0

(40。 0)

33.5

38.0

-0.9

(1。 3)

3。 6

4.3

50

21

29

62

78

90

72

刃 片 端 欠

裏磨痕 229- 5

-6
-7
-8

55

56

57

58

59

60

46住 -17
--18

--19

--20

--21

--22

フ
　
フ
　
　
　
フ

BBA
BCB

BCA
CDB

28。 7

38。 5

49。 5

24.8

28,6

47.0

46.4

48.3

50.1

23。 0

46.0

38.4

8。 8

7.4

6.8

5.0

6.4

5.6

10。 2

11.9

13.2

2.3

5.8

7.1

sio sl.

sio sl.

sio sl.

ch.

46.0

50。 4

48.2

17.5

46。 3

45。 0

7.6

7.0

1.5

1.8

3.6

2.3

7

19

6

11

10

45

49

33

58

60

66

80

両面線痕多、
撮基線痕

裏磨痕

230-25

230-26

-27

-28

-29

-30

49住 -5 BBA 44.0 40.8 12.2 ch. 32.6 32.5 38 231-26

62 50住 -6 BCB 37.6 50.0 11。 0 che 49。 2 45 -34

63 52住 -4 AAB+
CAA

44。 9 32.8 12.3 20.7

33.0

0.4

2.9 喬省猾 痕
撮基線痕

232- 4

61住 -2 BBC 37.2 49。 0 9.6 12.3 35。 9 -2.2 62 両面線痕多、
撮基線痕

-37

64生L―- 6 BCB 49。 3 88.6 13.2 50.3 sio sI 88.6 0.5 56 233- 6

65住一 ACB+
ACB
CDA

78。 0

40.5

47.4

37.0

10。 9

9。 4

36.2

10。 2

47.0

42.0

42.3

-2。 0

-1.5
13.0

100

78

33

刃加なし

裏磨痕

-10

-11

68

69

70

71

66住 -9

―-10

--11

--12

ユ
　

　

ユ
　

ユ

ABB十
ABB
ACB
BBB
BCB

(28。 0)

22.8

38.0

37.3

(18.5)

23.4

34.2

48。 8

(8.1)

3.3

9.2

6.4

(3.3)

1.7

9。 1

7.0

(16.4)

(5。 6)

11.4

25。 3

46:0

(0。 7)

(0.2)

5.3

1。 0

1.0

106

0

23

68

55

35

70

43

刃 端 欠

加工前に両面
線痕多

-27

-28

-29

-30

69住 -3 B・ B 18.4 (27.4) 6.3 (4.6) (23。 0) (0.6)
つまみ・

刃部片端欠 234-19

73生 L―- 2

-3
CCA
BBA

49.6

28.4

38.5

46.9

5.8

7.0

5。 6

8.7

ch。

ch.

45。 0

39.5

3.5

3.0

41

16

52

36

75 74[ヒ ーー 8 BDA 29。 9 38.2 6.8 35.5 23 57 235- 8

-261-



No3 出 土 地 点 型 式
長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

重
石 質

刃 長

(° )

刀部ふ
くらみ
fIL(mm)

つまみ
角

(° )

刃角

(° )

破損状況 使用痕 備 考 図番号

76

77

78

79

80

81

754L―- 8

-9
--10

--11

--12

--13

フ
　
　
　
フ
　
　
　
フ

ADA
CBA
BDA
BAA
BDB
BDC

27.9

47.0

29。 0

29。 01

26.5

24.6

19。 7

43。 0

6535

56.7

(40。 2)

38.8

5.7

7.1

5。 0

9。 3

6.0

5。 8

2。 5

12.6

9.2

13.2

(6.3)

3.4

si.sl。

ho.

ch.

ch.

sie sl.

20.2

54.4

63.1

50。 7

33.0

31.9

3.2

5.7

8.0

3.1

1.1

-1.9
刃 端 欠

両面線痕少

表稜つぶ、裏磨痕

235-19

-20

-21

-22

-23

-24

86住 -6
-7
-8
-9
--10

ACA
BCA

BBB
BCB

75.6

(51.9)

42.2

23.5

30。 0

54。 8

(50.0)

68。 0

(37.2)

41.5

11.3

12.6

9.8

4.3

6.1

36.9

(30.2)

18。 2

(3.3)

5.1

sa.ho.

ch.

ch.

60.5

(37.4)

68。 0

(36.0)

38.0

9.4

(2。 8)

7.4

(1.5)

1.3

104

7

3

33

83

62

71

80

刃片端欠

刃片端欠

裏磨痕

裏磨痕 と線痕

裏線痕多、
撮基線痕

236- 9

-10

-11

-12

-13

93住 -2

-3
-4
-5

ABA+
ABA
BBA
BDA

54.6

42.7

45.2

35。 1

27.1

49.6

54.7

39.1

6.3

7.5

6.2

5.4

8.0

12.1

10。 9

7.9

ch.

ch。

sio sl.

ch.

40.0

40。 0

46.2

55.0

33.2

3.1

3.6

10。 0

13.5

2.2

67

76

8

2

12

46

39

30

42

47

刃つぶ

縁磨痕

刃両面加

-20

-21

-22

237- 1

96生 L―-12 AAA十
AAB

46.4 29。 0 9。 3 sio sl. 37.0

38。 2

5.6

2。 0

78

65

50

41

-25

98[L―- 7 BBA 52.8 65。 0 12.4 29.3 56.4 238- 7

99住 -1 BCA (41。 5) (35。 9) (8.5) ho。 (21.3) (3.0) 30 刃片端欠 -12

102住 -4 ADA 54。 7 25.4 7.2 44.5 80 70 両面線痕多

95

96

106住 -5
-6

ACA
BBA

53.4

34。 2

35.0

(35.6)

9.8

6.6

21.9

(7。 8)

ch。

ch.

43.9

(30。 8)

10.7

(3.5)

７５

　

一 刃片端欠 薄薄削ヽ廟
影　
脚

線
一異

239- 5

-6

97

98

108住 -4
-5

BCA
BDA

34.8

36.8

61.5

41.9

5.2

6.6

10.1

7.2

ch。

ch.ho.

61.2

41.1

17.7

5.2

5

0.5

裏磨痕 -14

-15

９９

‐００

‐０‐

‐０２

111住 -7
-8
-9
--10

フ

　
　
　

フ

ABA
BBB
CCA
BCB

57.8

37.1

32.3

36.0

24.3

54.2

32.0

(38.5)

9.7

9.5

4.2

(7.4)

12.9

12.8

4.0

(7.9)

ch.

ch.ho。

sio sle

38。 0

54.0

35.6

(38。 7)

2.2

8。 0

3.6

(3.2)

66

67

37

55 刃片端欠

裏磨痕 240- 7

-8
-9
-10

112住 -6 CBA+
ABB

37.8 32。 4 7.3 32.8

17.6

6.6

0.8

59

99

40

69

241- 6

‐０４

　

　

‐０５

113住 -23

--24

ABA+
CBA
ACB十
CCA

40.2

43.2

24.6

27.3

8。 0

5。 3

7.9

4.5

26.2

23.3

21.8

27.0

3。 5

3.0

-0.8
2.5

71

55

112

58

67

67

67

43

稜縁つぶ

刃両面加

242-23

-24

106

107

122住 -4
-5

BBB
B・ B

45。 0

(26.9)

78.2

(34.2)

8.6

(6.3)

35.3

(5。 9)

si.sl。

ch。

57.4

(25.8)

3.6

(2。 0)

５
　
一

・
欠ユ端

つ
刃 裏磨痕と線痕

243-16

-17

127住 -10 BBA 33.4 40。 0 7.8 7.2 39。 3 46 裏線痕、両面に縁直
交線痕、撮基線痕

109

110

111

112

131住 -15
--16

--17

--18

フ
　
　
　
　
フ

CBB
BCA

BC`

(29。 2)

28。 1

30.5

(25.1)

(25。 3)

67.3

35。 0

(41.2)

(6。 9)

4.6

8。 0

5.8

(4.5)

8.1

7.0

(4.6)

ch。

sio sl。

ch。

(16.1)

68。 0

32.3

(0。 7)

11.2

7.7

8

1

47

7

34

刃 大 欠

刃 全 欠

裏磨痕多

裏磨痕

244-17

-18

-19

-20

一-262-一



Nol 出 土 地 点 型 式
長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

重
石 質

刃 長

(mm)

ふ
み

ｍ＞

部
ら
＜ｍ

刀
く
値

つまみ
角

(° )

刃角

C)
破損状況 使用痕 備 考 図番号

131住 -19 ・A (24.3) (37.2) (7.6) (6.1) (36.0) (2.4) 刃 端 残 244-21

114

115

116

117

132住 -7
-8
-9
--10

ユ
　
フ

ADA
BBA

BCB

72.0

33.3

21。 9

38.4

38。 0

35。 2

45。 0

59.3

11。 4

4.4

5。 0

8.6

21.4

5。 3

4。 1

14.1

sio sl

sio sl

sio sl

sio sI

61.2

36.8

44.0

54.6

6.4

7.4

3.9

3.0

68

12

13

3

59

19

63

50

245-7
-8
-9
-10

141住 ― AAC+
AAC
A・ A

(43.8)

(54.5)

24.5

(27.1)

6.3

(8。 0)

(7。 2)

(10.5)

(29.0)

(31.9)

(13.2)

(-1.6)

(-2.0)

(1.5)

一　
一　
一

61

52

45

刃 端 欠

つ まみ・

刃 端 欠

裏磨痕と線痕

裏磨痕

246-7

-8

1竪-4 B OA (23.8) (28。 4) (10。 0) (5。 7) ch。 (27.7) (2。 2) 刃 端 残 -21

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

外 -260
-261

- 262

-263

-264

-265

-266

-267

-268

-269

-270
-271
-272
-273
- 274

- 275

-276
-277
-278

-279

-280
-281

- 282

-283
-284
-285
- 286

-287
-288

-289

-290
-291

CAC
AAC
ABB+
CBA
ABA+
ABA
ABA+
CBA
ACA+
CCB
A・ A十

A・ A
ACA+
ACA
ACA+
CCC
A・ A

A・ B
BAA
BAA
BA・

BAA

BBA

BBB
CBB

BCA

47.4

(41.6)

59.4

34.7

48.1

55.6

73。 0

47.3

43.3

(49.5)

(56.6)

51.6

56.3

(40.0)

37.2

34.2

30.1

31。 1

34.0

33.9

31.1

29。 7

40。 9

34.4

36.8

26.7

27.7

30。 8

30。 2

43.0

36.4

44.8

42.5

24.3

39。 7

28。 1

41。 2

33.6

(30.6)

23.4

32.1

25。 2

49.5

(44.8)

60。 0

48.4

(33.7)

40.8

41.4

38.8

(36.4)

36.0

37.1

34.7

36.5

55.0

42.0

36.8

38。 0

33.7

28.5

55。 2

63.3

40。 5

9。 7

9。 1

8。 0

5。 9

8。 5

9.5

9。 8

7.3

8.2

10.5

11.3

10.2

8.0

13.6

11.8

5.5

5.5

9。 0

8.2

7.0

4.6

7.1

5。 1

7.9

5。 9

5。 8

5。 2

9。 0

9。 2

6.8

9。 1

8.3

15.5

(12.1)

14.0

6。 7

13.7

14.2

(21.3)

9。 2

10.3

(14。 8)

(36.0)

(23.0)

31。 0

(21。 2)

(17.0)

7.4

6.4

13.7

(8.6)

7.0

5.6

7.5

9。 7

13.4

7.1

5.6

5。 1

8.8

4.7

15.5

17.4

14.9

ch。

ch.

ch.

ho?

ch。

ch.

ch.

ho.

ch.

che

ch.

ch.

ch.

ch.

ch.

ch.

ch.

che

ch.

ch。

ch.

ch。

sio sl。

19。 2

(24.8)

38.6

54.2

23.4

19.0

31.2

41.3

41.5

41.0

56.0

47.0

27.0

26.7

32.3

23.2

42.5

、 46.5

(45.6)

57.2

(34.7)

38.1

39。 3

36.3

17.7

28.6

36.5

33.4

34.5

52.2

38.2

32.7

35。 3

28.0

21.2

58.2

56.8

37.7

-2.1

(-1.2)

2.8

8。 4

2.0

1.6

5。 7

6.2

2.9

0。 9

5。 7

5。 6

2.4

1.5

4.9

-2.8
7.8

1.2

(5.8)

8。 0

(11.3)

45.0

6.3

5.5

(1.5)

2.9

4.7

5.6

4.8

4.7

4.5

3.1

4.0

1.0

-0.7

10.8

雰

51

91

45

93

72

80

46

90

55

75

99

91

88

88

49

71

89

7

15

0

0

10

10

5

19

2

18

6

16

6

43

19

13

13

54

53

51

47

31

34

36

35

63

48

67

53

58

65

55

65

65

55

57

45

46

50

50

64

77

40

53

40

52

53

51

43

51

53

75

刃音

55

58

60

欠端刃 璽謝
麒

r鋼北

-13

裏磨痕

一-263-



No0 出 土 地 点 型 式
長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

重 量

は)

石 質
刃 長

(mm)

刀部ふ
くらみ
侮彗(mm)

つまみ
角

(° )

刃角

(° )

破損状況 使用痕 備 考 図番号

５３

譴

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

外 一
"2- 293

- 294

-295
-296
-297
-298
-299

外 -300
-301
-302
-303
-304
-305
-306
- 307

-308
-309

-310
-311
-312

BCA
ACA+
CCB
CCA
BCA
BCB

BDA

BDB
BDC
BBA

O・ A
CBA
BDB

32.5

49.0

42.5

27.0

38。 7

43.2

34.8

34.0

35。 0

37.8

28.8

31.8

31.8

29。 3

25。 7

34.2

26.8

31.5

38.5

53.2

(60。 9)

56.7

37.7

39。 4

46.8

56.8

45。 2

53.5

58.7

56.8

(46.3)

49.6

31。 0

39。 0

28.2

20.8

38.8

36.5

46.8

(29。 7)

61.6

93.5

11.8

8.5

8.6

8.1

8.8

5。 8

6.0

8.9

6.5

5.2

(5。 7)

6.2

6.5

6.1

5.8

10.0

5.1

6.5

(6.0)

9.3

13。 0

13.3

10.8

11.8

8.6

15.5

7.4

7.9

10.5

11.1

(7.0)

(7.0)

5。 7

6.6

4.4

2.3

11。 0

4.1

7.8

(6。 2)

30。 0

(66.6)

sie sl.

ch。

che

ch.

ch。

ch。

ch.

si.sl.

ch.

ch.

sio sl.

ch.

ch.

ch.

ch。

ch。

sio sI.

sie sl.

56.6

33.0

21.0

45.4

45.5

53.4

41.0

52.0

47.6

53.8

45.3

46.6

27.8

35。 9

25。 7

14。 6

28.9

29.4

43.6

35.0

71.7

58.5

7.9

2.5

1.0

9。 3

7.6

1.2

0.5

1.6

0.8

10.9

8.0

6.2

4.4

2.6

2.1

1.1

-1.0
-1.2

3.0

2.0

11.4

1。 0

7

112

37

36

2

14

13

0.5

2

0.5

12

5

20

11

16

12

7

2

4

34

12

72

71

82

73

43

45

51

55

40

39

25

80

48

47

66

55

55

54

72

52

53

52

背片端欠

片 面 欠

つまみ欠

つまみ欠

裏磨痕少

刃部鋸歯状

裏磨痕、線痕非常多

刃部鋸歯状

両面線痕

両面線痕少、
刃部両面加

刃部加2回

刃部両面加

251-4
-3
-5

-6

-7
-8

-9

-10

-11

250-11

-8

251-12

5ド ー1 CBB 41.1 35。 0 9。 2 10。 3 35.0 34 53 両面線痕少、
ハー ト形

264-4

-2ド BAB 26.7 28.9 9.0 7.3 17.5 73
両面線痕、撮基線痕
皿よ有快顕磨石器18と 同|

-12

44 ドー1 B・ A 22.3 33。 0 (4.7) ho. 29.3 つまみ欠 265-1

59ド ー1 CBB 38.2 43.1 5.4 37.5 両面線痕多

66 ドー3 ABB 56.2 37.7 11.1 18.7 31.0 106 両面線痕多

撮部まで
-8

スクレイパー

出 土 地 点 型 式
長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

重 量

ね)

石 質
刃 長

(mm)

刃部ふ
くらみ
値 (mm)

刃角

(° )

破損状況 使 用 痕 ・ 備 考 図番号

1住-23
--24

--25

--26

--27

--28

--29

--30

BBA
CAA

CDA+
DA)A
DAA
BAB

(28。 0)

54.4

56.7

40.6

91.2

76.4

58.8

23.2

(31.0)

26.5

65.0

74.2

23.1

31.0

32.6

46.2

(8.0)

9.1

11。 1

15。 7

8.8

13.6

9.0

10.5

(6。 1)

11。 0

18。 0

59。 1

20。 5

23.9

20。 3

13.0

ch。

ch。

ch.

ho?

sio sl。

ch.

(19。 1)

41.4

47.2

53。 0

86.1

53.3

72.2

44.5

25.0

(2.2)

0。 8

-1.9
-1。 0

-1.5
-1.o
-45
-2.0

4。 7

59

73

55

80

51

80

72

74

66

頂 端 欠

裏線痕

両面線痕、稜つぶ刃こ
′ゴ

212-23

-24

-25

-26

-27

213-1

-2
-3

9

10

6住 -2
-3

BAA
BBD

38.4

12.2

22.0

27.0

5。 8

6.9

3.6

1.9

27.0

27.2

3.1

3.4

34

58

両面線痕 -11

-12

11

12

8住 -28
--29

AAA 31.6

(33.4)

24。 0

31.5

11。 0

7.2

8.3

(8.1)

0

(32.4)

31.6

(10。 2)

65

59 末 端 欠

刃部全周

刃つぶ

214-6
-7

一-264-一



出 土 地 点 型 式
長 さ

(mm)

幅

ｍｍ

厚 さ

(mm)

重量

は)

石 質
刃 長

(mm)

刃部ふ
くらみ
fIL(mm)

刃角

(° )

破損状況 使 用 痕 ・ 備 考 図番号

13

14

15

16

17

18

19

20

8住 -30
--31

--32

--33

--34

--35

--36

--37

BAA

(BA+
BA)A
DAA
(5AD+
2AC)A
DBD
DBA

25.8

29。 2

20.5

40.5

41。 0

21.2

(23.5)

47.2

32.0

58.8

13.6

14.6

48.9

21.4

31.8

16.6

5.8

10.9

9。 4

10。 7

16.9

4.1

8。 0

6.5

3.3

16.3

0.8

3.6

24.1

1.7

(4.7)

3.5

ch.

ch.

26.0

55。 7

13.1

17.5

32.3

18。 8

11。 0

39.0

4。 1

6.0

1.9

2.1

-1.5

-0。 7

-5。 3

-6・ 5

59

71

27

30

51

63

33

70

70

末 端 欠

刃つぶ

内弯する刃が連続。

刃長、ふくらみ値省略。

全周を調整

全周を調整

214-8
-9
-10

-11

-12

-13

-14

‐15

21

22

11住-8
-9

ABA
CAA

38.5

24.0

20.3

32.6

8.3

6.6

5。 7

4.8

20.2

23.1

17.1

-0.6
50

80

表へ刃こぼ

表へ刃こぼ

215-12

-13

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

12住-48
-49
--50

--51

--52

--53

--54

--55

--56

--57

--58

--59

--60

--61

-62
--63

--64

--65

フ

　

フ

　
　
　

フ

AAA
AAC
AAB
AAA
BAA

BAC
(BA十
DA)A
BAD
BAB
CAB
CAA

CBA
(DB+
DB)A

30.8

28.8

19。 2

44。 0

69.6

48.2

31.3

35。 4

32.5

32.0

(24。 0)

38.0

29.3

30.1

18.0

19.5

(21。 8)

30。 9

18。 3

16.0

18.6

26.6

28.2

42.4

36.9

18.8

31.7

20。 8

(34.2)

27.1

42.8

21.0

29.6

27.4

(18.6)

31.5

9.5

6.9

5.2

8.2

12.5

12.2

5.4

6.1

8。 0

7.8

(7.3)

11。 0

9。 3

6.4

6.8

7.0

5。 0

5.8

5。 0

3.2

2.2

5.0

17.2

17.2

7.3

4.2

8.5

4。 0

(4.6)

8.4

11.0

4.0

3.4

(4。 0)

(1.8)

5。 9

ch.

20。 9

15。 9

19.6

23.6

70.3

18。 0

36.4

29。 8

27.5

29。 0

25。 7

(27.1)

20。 0

36.2

25.6

26.8

26.1

(24.5)

13.9

25。 0

5.4

8。 0

10.2

5。 7

17.2

1.6

8.4

5。 4

4.5

4.8

-1.2

(1.5)

3。 8

2.0

1.8

3.7

2。 0

(1。 2)

-1。 9

-1。 2

58

73

73

67

55

56

55

64

61

52

57

71

55

64

51

55

(65)

60

59

破 損 品

片側辺欠

末 端 欠

表へ刃こぼ  背部薄化

裏内弯部軸直交線痕

表へ刃こぼ

表へ刃こぼ

両面線痕多

刃つぶ

裏に縁直交線痕

裏線痕少

216-7
-8
-9
-10

-11

-12

-13

-14

-15

-16

-17

-18

-19

-20

-21

-22

-23

-241

41

42

43

44

45

46

15住-21
-… 22

--23

--24

--25

--26

AAA

BAA
CAD
CAA
DAA

30.0

(28。 7)

27.9

37.1

33.8

37.8

41.0

(43.2)

22.0

42.0

20.5

21。 1

12.8

(8.1)

8。 2

9.0

9.4

7.9

15.8

(13.0)

4.4

16.3

4.8

4.2

ch.

ch.

hO.

39。 7

(46.6)

22.7

42.1

27.7

30.8

16.6

(15.5)

4.5

2.8

0。 8

-2.1

86

77

71

51

56

65

側端頂端欠

刃こ′ゴ

刃つぶ

218-21

-22

-23

-24

-25

-26

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

16住 -45
ニー60

--61

--62

--63

--64

--65

--66

-67
--68

-69
--70

--71

BAA
AAA

BAA

(BA十
CA)A
BAA

CAA

38.5

31.4

(35。 0)

18.6

33.5

(34.6)

21.1

29。 4

31.1

42.2

28.0

(19.0)

29。 2

27.9

30.4

29。 8

21.4

19.2

(16.8)

18.2

15.1

40.0

24.5

44.0

30.5

29。 2

6.9

9。 5

7.0

11.8

4.8

(8.1)

3.1

3。 9

7.3

11.1

12.1

5。 1

6。 9

7.5

8.0

(7.7)

4.8

3.0

(3。 9)

1。 1

1.4

6.5

10.2

11.8

(4.1)

5.5

gu. 30.0

30。 3

33.9

14。 0

27.0

(26.7)

15.6

27.6

13。 0

35。 0

30.0

40。 9

16。 9

21.5

2.8

26.2

21.3

19。 9

1.9

(2.7)

2.1

8.1

-0。 5

7.2

4.9

2.8

2.4

1.2

55

72

83

65

63

71

67

65

51

31

8.6

65

75

32

末 端 欠

末 端 欠

欠半

刃こぼ、刃縁部つぶ

刃こぼ

稜つぶ、点痕不定方向線痕

裏に縁直交短線痕

裏線痕少

219-45

220-7
-8
-9
-10

-11

-12

-13

-14

-265-



No` 出 土 地 点 型  式
長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

重 量

(0
石 質

刃 長

(mm)

刃部ふ
くらみ
侮彗(mm)

刃角

(° )

破損状況 使 '用 痕 ・ 備 考 図番号

60

61

62

63

64

65

16住 -72
-73
--74

--75

--76

--79

CBA
CAA
DAA
(DA+
DA)A
(DA+
DA+
DA)D
DBA

30.5

24。 9

46.7

17.0

59。 8

(30。 0)

42.0

32.5

24。 8

35.2

86.5

(38.5)

5。 7

6.3

7.5

8.4

12.4

(5.5)

6.8

4.3

8.2

4.3

51.5

(5。 2)

sie sl.

ch。

33.2

39。 9

35.5

5。 9

8。 3

49.2

40。 0

81.5

9.5

1.3

2.5

-3.2
-1.6
-1。 0

-2.6
-3。 0

-2.0
-3.4

65

75

45

75

80

83

63

64

78

刃 端 欠

頂 端 残

側縁薄化

裏線痕

ノッチ状

三角形

石匙か ?

220-19

-20

-21

-22

221-1

66 19住 -2 (DA+
DA)A

60.0 49。 0 13。 5 32.1 35。 9

38.3

-1.8
-3。 0

51

62

表面頂端薄化 224-20

67

68

69

70

71

21住 -22
--23

--24

--25

--26

フ
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
フ
　
フ

BAA
(CA+
CA)A
ICA+
BA)A
BAA

(44.3)

(34.0)

64.9

(24.2)

27.9

(31.3)

(20.8)

34

40

41

9.2

(8.4)

9.4

(8。 4)

7.6

(10.5)

(5.6)

22.0

(9。 1)

7.8

che

(20。 3)

24.8

23。 0

28。 3

55。 9

(16.1)

38.0

(3。 0)

1.4

1.2

0.8

5.8

1.1

4。 0

51

58

68

37

66

40

62

末 端

頂端、

端欠

末 端

欠

末

欠

225-22

-23

-24

-25

-26

72

73

23住-7
-8

AAA
BAD

28.2

(17.7)

20.9

(19.8)

7.2

(4.2)

3.5

(1.4) ch。

20.5

(20。 6)

6.0

(5。 8)

55

50 一 部 残

226-11

-12

74 24住 -1 CAA (25.2) 41。 0 (5。 3) 32.8 88 末 端 欠 裏線痕 -14

75 25住-5 CAB 28。 7 38。 9 25.3 77 両面に縁直交長線痕 -19

76

77

78

26住 -21
--22

--23

AAA
BAA
DAA

29。 0

25.2

49.1

25.4

17.8

22.0

9。 0

4.4

9.9

4.4

1.9

11.3

28.8

24.0

37.5

12.5

7。 2

--1。 8

68

73

64

石錐 (31)と 同

両面線痕

227-1
-2

-3

79 28住-1 CAA 23.7 16.5 4.4 16.9 5。 7 38 頂端両面から薄化

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

37住-9
--10

--11

-12
--13

-14
--15

--16

--17

--18

--19

--20

--21

BAA

BBB
CAA

(CA十
DA)A
CAA
DAA

(DA+
DA)A

28.7

34。 7

30。 1

51.9

41.8

47.2

58。 1

45。 0

(53.5)

(21.7)

(44.7)

50.6

46.5

19.6

36.0

36.7

30.0

32.2

36.5

35。 2

30。 0

49.6

(27.0)

(18.0)

27.2

26.5

4.7

14.2

9。 0

12.3

6.2

10。 6

12.3

11。 8

15.4

(5。 8)

8.2

9.2

9。 1

2.2

14.8

10。 6

18.5

9.3

12.7

18.4

15.4

(29。 0)

(3.5)

(6.2)

7.9

13.9

24.2

27.9

36.6

43.1

40.4

38。 7

53.9

38。 8

55.6

26.3

(18。 9)

(36.4)

41.0

17.9

29.6

10。 3

6.0

6.3

5.8

-1。2

2。 0

3.7

2.2

-2.2

(0。 9)

(-2.8)

-2.4
-1.6
-1.1

72

43

50

46

28

73

65

54

59

60

61

37

64

64

CAの
刃 部 欠

末 端 残

末 端 欠

縁つぶ

両面磨痕

両面線痕多

両面線痕少

両面線痕少

両面線痕多 裏面末端薄化

両面に縁直交線痕多

両面線痕少

-21

-22

-23

-24

-25

-26

228-1

-2
-3

-4
-5
-6
-7

38住 -9
--10

--11

--12

46〔L―-23

BAA

CBA
BBA

(65.8)

27.7

20.5

17.5

32.2

(44.2)

34.2

23.2

43。 7

19。 7

(10。 0)

11。 7

6.0

8.4

7.8

(26.0)

12.2

2.7

4.3

4.7

ch.

ch.

(43.8)

33.0

20.8

30.6

27.3

(10.7)

2.9

3.3

1.2

2.6

47

72

75

79

63

片側辺欠

石匙の一部 ?

表面頂端薄化

229-9
-10

-11

-12

230-31

一-266-一



Nol 出 土 地 点 型 式
長 さ

(mm)

幅

ｍｍ

厚 さ

(mm)

重
石 質

刃 長

(mm)

刃部ふ
くらみ
値 (mm)

刃角

(° )

破損状況 使 用 痕 ・ 備 考 図番号

46生L―-24 BBB 24.5 53.9 11.5 13.5 50。 4 3.3 線痕表多、裏少。右端

表に縁直交線痕

230-32

47[L―-10 (CA+
DA)A

25.2 38.3 10.0 10.5 ch. 20.6

23.5

0。 7

-2.4
231-15

49住 -6 CAA 42.6 67.3 14.2 45。 7 49。 0 3.0 49 頂端調整 -27

50住 -7 (CA+
DA)A

54.7 35.6 12.1 26.7

38.2

0.6

-2。 0

57

55

縁斜交 (40° )線痕 -35

‐０２

‐０３

‐０４

52生L―-5

-6
-7

BAA

CAA

28。 0

28。 8

26.7

26.2

15.4

21.0

7.3

4.7

9.8

5。 4

2.1

5.3

26.6

14.0

24.3

4.8

3.0

0。 7

裏に縁直交短線痕 232-5
-6
-7

１０

１０

　

　

１０

59住-6
-7

59住 -8

AAA
(CA十
CA)A
DAA

21。 0

38。 8

44.3

20.4

24.2

36.2

6.5

7.4

10。 1

2.4

5。 7

15。 9

ｃ
ｈ
ｅ

　

ｃ
ｈ
．

18.4

25。 2

25。 7

34.6

12.5

0。 9

1,7

-5.5

63

48

61

81 232-33

65〔 L―-6

-7
BAD
(CA+
DA)A

(22。 0)

42.9

(18.2)

22.9

(5.0)

5.4

(1。 6)

4.9

(15.5)

29.5

29。 0

(1.1)

0.4

-1.4

43

56

47

頂 端 残

表線痕少

全面線痕 末端裏面薄化

233-12

-13

110

111

112

113

114

66住 -13
-14
--15

--16

--17

BAA

BBC
DAA

52.8

41.2

22.9

31.6

46.5

35.6

20.3

52.6

27.2

25.8

11。 0

6.5

7.4

9。 1

10.6

18.0

5。 0

9.2

8.2

7.7

40。 9

17.9

42.4

25.5

8.3

4.0

4.5

3.2

2.5

-2.0

63

52

85

80

70

頂端調整

全周に調整 (溌形)

234-1
-2
-3
-4
-5

115

116

117

68住 -4
-5
-6

CAD
DBD

(17.2)

(26.8)

14.5

(18.2)

35。 1

32.5

(4.6)

(6.4)

5.7

(0.8)

(5.3)

1.8

16.9

(16.2)

18.4

0.6

(2.7)

-3.0

59

74

84

刃 部 残

2ケ 所欠 形態不明

両端ふくらむ山形、全周調整

118

119

120

69住 -4
-5
-6

BAA

(BA+
BA)A

31.6

13.0

23.0

32.0

24.2

22.9

13.0

4.4

5。 9

11.1

1.4

1.7

ёh。 27.2

22.0

15。 7

13.0

4.2

2.6

0。 9

2.5

72

63

78

50

頂端表面薄化

73生 L―-4 BAA 15。 3 39.8 5。 9 4。 2 37.5 3。 3 頂端調整 -27

74住 -9 CAA 53.2 36.8 14.3 25.5 47.4 235-9

75〔 L―-14

--15

BAA 28.5

(23.0)

28.5

(28.1)

8。 2

(6.2)

6.7

(4。 2) ch.

23.7

(23.4)

4.5

(5。 9)

67

77 末 端 残

裏に縁直交短線痕

95住 -6

-7

(BA+
BA+
CA)A
(BB十

CB)A

41.5

25.5

19。 1

32.3

8.0

8。 0

5.3 27.0

11.9

18.8

20.0

15。 9

3.6

3.1

0.6

2.2

-0.8

71

86

83

52

62

裏に縁直交～斜交(40° )短線痕

裏に縁直交短線痕

237-9

-10

‐２

‐２

‐２

96住 -13
-14
--16

BAB
cBA
(CB+
CB)C

40.3

35。 6

55。 7

67.0

16.3

22.5

13.3

4。 3

8.9

26.2

2.3

7.4

67.0

14.6

27.2

36.7

24.0

-0.3
1.1

-1.5

50

41

70

68

両面加工で木の葉状

頂端調整

刃部鋸歯状
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出 土 地 点 型 式
長 さ

(mm)

幅

ｍｍ

厚 さ

(mm)

重 旦
里 石 質

刃 長

(mm)

刃部ふ
くらみ
任彗(mm)

刃角

(° )

破損状況 使 用 痕 ・ 備 考 図番号

1311 98住T8 BAA (26。 2) (25。 0) (4.8) (2.7) (19。 1) (1。 8)
′
79 末 端 欠 側辺調整 238-8

99住=2 (CA+
CA)A

(52.8) 36。 0 7.8 (13.5) ch. 45.2

30。 7

1.8

-1。 0

65

53

３２

器

102住 -5
-6

フ
　
フ

BAA
CAD

39。 7

(20。 7)

36.9

(30。 1)

13.2

(7.2)

11.9

(3.5)

22.3

(19.8)

4.4

(0。 9)

72

70 端 欠
破損は頂端表面

の剥離による

134 104住 -4 BAA (40。 8) 31.0 8。 8 40。 0 頂 端 欠

晰

　

　

Ⅲ

‐３７

1“住-7

-8
-9

(BA+
CA)A
DAA
CAA

24.4

(25。 0)

42.0

15。 7

(23.9)

25.5

6.3

7.0

7.0

2.6

(3.4)

6.1

12。 8

19。 0

19.5

39。 0

2。 8

L.0

-1。 0

2.4

50

52

42

33

片側辺欠

裏縁刃つぶ少

縁つぶ  末端表面薄化

頂端表面薄化

239-7

-8
-9

108住 -6 AAA 47.0 37。 8 15。 2 25.0 41.5 18。 8 裏に縁直交短線痕 -16

139

140

141

142

111住 -11
-12
--13

-14

BAA
CAA
(DB+
DB)A

47.3

(38。 0)

(32.2)

(62.2)

39。 9

(43.7)

(15.2)

(20。 8)

8.5

9。 0

(8.1)

(9。 0)

14.4

(19.6)

(3.6)

(10.4)

ch.

ch.

ch.

ch。

47.9

(37.0)

(28.4)

16。 0

(24。 0)

22.0

3.7

(-0。 9)

-5.5

(―-3.0)

45

65

49

94

96

側辺末端欠

頂 端 欠

片側辺欠

裏磨痕

側辺調整

形態不明

240-11

-12

-13

-14

143

144

145

146

147

148

149

1511

151

152

112住 -7
-8

-9
-10
--11

-12

--13

-… 14
--15

--16

AAA
(BA十
BA)A
BAA

(BA+
BA)A
CAA

DAA

38.2

40.1

(27.2)

28.5

23.4

29.4

(38.9)

37.1

71.7

38.6

25.5

32.1

(34.8)

(39。 9)

(30。 9)

23。 0

23.4

30。 0

25.3

23.5

8.8

10。 2

8.3

8。 3

7。 0

7.8

6.2

13.7

9.4

9.0

7.1

11.6

(7.6)

(11.5)

(4.5)

5.3

(5。 3)

13.0

23.5

5.8

24.5

30.2

19。 7

(26.5)

(32.2)

(24。 9)

25。 2

24.1

32.2

34.7

51.4

25。 4

7.0

5。 5

2.4

(3.2)

(4.1)

(2.7)

3.5

3.0

1。 4

5.3

-2.8
-1.0

71

42

42

48

72

83

65

52

78

52

75

64

末 端 欠

片側辺欠

両側端欠

末 端 欠

裏に縁直交短線痕多

頂端表面薄化

刃つぶ

裏に縁直交短線痕表面薄化頂端

両面線痕多、縁直交線痕多

241-7
-8

-9
-10

-11

-12

-13

-14

-15

-16

‐５３

皿

晰

晰

■3住 -25
--26

--27

--28

BAB
CAA

CBA

26.8

52.8

50.4

22.0

52.7

34.2

27.2

26.7

11.2

5。 7

9。 9

5。 0

14.6

9.6

13.9

3.9

ch.

ch.

49。 8

46.9

36.4

15。 8

7.0

1.0

2.0

0.5

82

44

74

44

縁つぶ少  両面加工 242-25

-26

-27

-28

５７

∬

119住 -7
-8

BAA 39.4

26.5

28.8

39。 5

4.5

9.6

5。 7

8.6

39。 0

28。 0

11。 8

2。 7

53

41

243-11

-12

‐５９

‐６０

　

　

‐６‐

12住-6
-7

-8

(BA+
DB)A
CBA

55.5

41。 0

38.0

29。 9

38。 5

32.5

15。 2

6.6

8.3

22.2

7.0

9。 2

41.2

17.5

10。 7

26.4

6.3

2.0

-3.6
1。 0

62

70

82

51

頂 端 欠

両面線痕多
刃部連続、側辺表

面薄化、形態不明

扶り状

127住 -11

--12

(BA+
BA)A
(CA十
CA)A

47.3

35.8

31.5

14.7

9.5

6.6

13.9

3.2

41.4

23.5

24.6

22.0

4.8

3.6

0.6

0.8

68

81

86

72

裏線痕

131住 -20 BAA 25。 7 35。 0 7.2 24.2 50 裏磨痕と線痕 244-22
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No` 出 土 地 点 型 式
長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

重
石 質

刃 長

(mm)

刃部ふ
くらみ
侮室(mm)

刃角

(° )

破損状況 使 用 痕 ・ 備 考 図番号

137住 -6 BAA 36.9 19。 9 11。 3 6.8 34.2 10。 8 245-21

139住 -4 CAA 22.5 16.2 3.6 13.8 刃こ′ゴ -22

囁
170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

‖

外 - 313

-314
-315
-316

-317
二

318

-319
-320
-321
-322
-323
-324
-325
-326

-327
-328
-‐ 329

-330
-331

-332
-333
-334
-335
-336

-337
-338

-339
-340
-341
-342
-343

-344
-345
-346

-347
-348
-349
-350
-351

-352
-353
-‐ 354

-355
-3561

AAA

AAB

AAC
ABC
(BA+
DA)A
BAA

(BA+
BA)A
BAA

BAA
(BA+
BA)A
BAA

BAD

CAA

(BA+
CA)A
CAA

43.9

32.0

32.8

32.7

36.8

20.8

24.4

42.8

43.5

(28.8)

24.6

24。 8

32.4

21.0

26.3

28.5

26。 6

54.6

44。 8

48。 8

30。 7

42。 4

(45.8)

42.5

39.2

28。 8

28.6

(20.5)

21。 0

36.2

28。 0

17.1

48。 7

31.9

31。 4

42.8

(40.6)

51。 0

48.5

40.8

38.4

38.4

33.0

40.2

43.4

45.3

40。 0

23.5

25.5

18.2

31.6

22.9

(23.5)

24.3

21.6

43.5

36.8

30。 0

31。 0

37.7

39.6

30.2

27.8

23.2

23.3

21.2

17.9

20.7

19。 0

19。 2

(24.0)

15。 5

18。 0

25.8

27.0

48.6

(36.6)

34.8

36.0

(31.8)

26.6

29。 7

17.5

23.5

22.4

18.6

■
襲

６０

８０

錦

６５

４．

５０

４６

６７

６７

-7
-8

-9

-10

-11

-12

-13

再菫∬J華

-269-



出 土 地 点 型 式
長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

重
石 質

刃 長

(mm)

刃部ふ
くらみ
侮室(mm)

刃角

(° )

破損状況 使 用 痕 ・ 備 考 図番号

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

棚

躙

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

獅

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

外 -357
--358

-359

-‐ 360

-361
-。 362

-363

-364
-365
-‐ 366

-367
-‐ 368

-‐ 369

-370
-371
-372
-373
-374

-375

-‐ 376

-‐ 377

-378
-379
-‐ 380

-‐ 381

-‐ 382

二 383

-384
-385
-386

-‐ 387

-‐ 388

-‐ 389

-390
-‐ 404

-465

CAA

(CA+
CA)A
CAA

(CA+
CA)A
CAA

BAA
CAA

(CA十
CA+
DA)A
(CA+
CA)A
CAA

CAB
CBA
CBC
CAD

DAA

DBA
DAC
(BA十
BA)A
(DA十
DA)A

(38.2)

(30.6)

35.5

35.0

42.7

37.2

30.8

27.2

(31。 0)

31.0

30。 0

22.8

35.2

26.0

27.0

23.4

23.7

59。 9

40.0

40。 0

38。 7

29.4

21.7

17.5

32.5

(29。 4)

68.6

(19。 7)

(20.0)

71.8

49.5

22.7

(32.0)

24.8

54.7

48.3

(22.8)

(26.4)

21.4

18。 7

18。 8

19.2

19。 0

18.5

16.5

10。 8

14.2

17.5

13.2

12.6

8.3

(14.2)

(15。 6)

52.7

45。 9

59.8

41.7

35.0

23.0

25.0

29。 3

(23.0)

37.3

(19。 0)

(45.2)

55。 0

51.6

(32.7)

19。 8

37.3

22.8

28。 0

(9.5)

(9.2)

6.7

5。 0

5.9

8.4

6。 2

7.0

(3.7)

6.8

6.0

3.2

5。 1

4.0

5。 1

2.4

3.7

13.3

9。 7

8.8

10.4

(4.7)

3.7

5。 7

(5。 0)

11.8

(10。 1)

(9.0)

8.5

10.2

5.0

5.2

9.8

11.8

13.9

(7.3)

(7.7)

5:2

3.6

3.1

4.3

6。 1

3.7

(1.9)

3.2

2.0

1.4

2.1

1.0

(1.2)

(1。 0)

(1.3)

32.5

17.6

30。 8

9.7

8.9

(2.9)

1.3

6.3

(3.1)

20.9

(4.3)

(6.6)

33.0

22.5

(3.2)

(3.2)

7.0

12.0

16.5

ch.

sio sl。

cheho

ch.

sio sl

ho.

ch.

(31.6)

(22.5)

25。 2

22.3

25。 7

30.5

21.4

25.2

20.2

24。 0

(28.0)

17.4

16.1

24.5

20.9

21。 4

(23.3)

17.9

15。 7

46.6

39.7

43.4

33.0

37.1

53.5

19.5

23.8

9。 7

19。 4

23.1

(17.0)

52.8

(17.3)

(44.3)

28.0

48.4

24.5

(28。 4)

15。 2

42.4

35。 2

16.0

9。 0

(2.2)

(1.2)

-0。 9

0.8

1.3

0。 9

0.9

-0.8
1.0

1.4

(1.7)

0.8

1.8

1.1

0.8

-0。 7

(0。 7)

1.0

-1。 0

-1.7

1.5

-2.6
1.6

1.7

1.6

0。 7

1.5

0.6

0.6

0.8

(0。 5)

2.8

0.7

(2.0)

-2.6

-4.0

-1。 7

-1.3
-2.1

3.2

2.4

-1.2
2.1

75

72

53

57

31

48

50

41

56

47

36

75

58

25

45

33

70

35

51

46

50

69

75

66

80

44

78

49

60

62

36

67

60

81

64

60

45

34

61

56

54

69

52

頂 端 欠

頂 端 欠

片側辺欠

片側辺欠

末 端 欠

頂 端 残

刃の一部

刃部のみ

片側辺欠

頂 端 欠

欠

欠

端

端

頂

末

扶入 1

両面線痕

両面線痕少

両面線痕少

刃こクゴ

頂端調整

両面線痕

両面線痕少

両面線痕、縁平行太擦痕

全面不定方向の線痕、擦痕

扶入 1

両面線痕

頂端調整

裏に縁直交短線痕と擦痕

裏に縁直交不定方向短線痕

裏中央に刃部斜交(70° )擦痕

両面線痕多

頂端調整

矩形板状に調整

両面線痕少

石匙か ?

両面線痕少 両面加工

裏面線痕

石錐65と 同

頂端調整

側辺つぶ

両面線痕 石錐75と 同

裏線痕

刃つぶ、一部稜つぶ

刃部連続、2つの突出部

-18

-19

-20

-21

-22

-23

-24

-25

255-1

-2

-3

-4
-5
-6
-7

3ドー 1 CAA 34.2 34。 2 ・6.9 23.8 46 264-2

7ドー 1 BAA 25.6 29。 7 4.9 34.4 54 裏に縁直交線痕 -5

17ド ー 1 AAA― 29。 1 30.9 7.7 30.5 14.1 76 裏に縁直交短線痕 -13

別

胤

26ドーー3

-4
BBA (20.0)

52.1

(27.4)

35。 0

(8.2)

13.1

(4.3)

14。 4

ch。 (27.1)

34.5

(5。 0)

9.8

89

74

頂 端 残
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No` 出 土 地 点 型 式 長 さ

(mm)

幅

ｍｍ

厚 さ

(mm)

重 石 質 刃 長

(mm)

ふ
み

ｍ＞

部
ら
鮨

刃
く
値

刃角

(° )

破損状況 使 用 痕 ・ 備 考 図番号

252 40ド ーー2 BAA 29.3 37。 8 8.5 7.9 33.7 42 両面線痕少 264-27

朋

盟

42ド ーー2

-3
CAA
DAB

36.1

36。 5

18.6

43.7

4.6

10.3

2.7

16。 0

28.3

28.2

1.0

-1.0
39

49
裏線痕少

獅 66ドーー4 CAA 28.4 58。 0 13.3 15。 6 33。 0 50 両面線痕多 刃部両面加工 265-9

256 77 ドーー1 25.4 34。 7 10。 2 7.6 21.2 54 片側辺薄化

257 78ド ーー3 AAA 16.1 18.9 21.9 56 -13

158 123ド ー 1 DAC 17.0 33。 0 3.6 11.9 -1.1 79 刃 こぼ -24

142ド ー 1 CAA 19。 6 30。 2 6.0 3.5 19。 0 0。 7

複数挟入石器

No` 出 土 地 点 扶 入 数
さ

＞
長
＜

幅

ｍｍ

厚 さ
(mm)

重 量
(ω

破損状況 石質・使   用   痕  ・  備 考 図番号

8住 -38 4対 48.4 17.5 8.4 6.6 つまみ状部有イモムシ状 214-17

46〔ヒーー25 3対 +1 93.8 40。 7 10.8 34.5 扶 入前 に右 辺 表 裏 面 に縁 辺 と平 行 な線 痕 多 。
稜 つ点 痕 部 分 的

230-33

47住 =11 (1対)+2 (29.0) 12.5 4.3 (1.2)
1対の扶 入

部 よ り上 欠
全面に不定方向の線痕 231-16

■3住 二29
-― i30

1対 +3+1
3対

45。 2

22.8

37.3

17.9

10.4

3。 9

9。 7

1.5
稜つ、点痕少、突出部 1ケ所縁つ多 242-29

-30

外 -513 3対 +1 60。 6 36。 0 13.9 27.3 Sl・              尖頭器 ? 261-1

小型有挟顕磨石器

No= 出 土 地 点 型式
長 さ

(mm)

幅

ｍｍ

さ

＞
厚
＜

重 量
(9)

欠 損 状 況 使 用 痕 備 考 図番号

1住 -31 A 24.1 22.1 5ら 7 点痕、線痕、稜つ共少 213-4

12住 -42
--66

フ
　
フ

Ａ

Ａ

33.0

38.1

21。 3

20。 0

6.9

6.4

5。 1

3.9
点痕、線痕、稜つ       石匙18と 同
点痕、稜つ共多

216-1
217-1

16住-80
--81

--82

--83

フ
　
　
　
フ
　
フ

一　

一
Ｃ

Ａ

(22.7)

(30.0)

27.5

28.3

(33。 9)

(26。 6)

25。 7

20.4

(13.7)

(6.7)
10。 0

7。 1

(9。 2)

(5.6)
6.1

3.2

扶入部の 1方のみ残

扶入部の 1方のみ残
点痕、不方擦痕
加工前不方線痕多
縁稜つ少、点痕少

稜つ、点痕共多、不方擦痕

221-5
-6
-7
-8

21生L―-27 C 17.6 56.9 片面加工 225-27

52[ヒ ーー8 A 19.4 13。 0 4.7 稜つ、点痕、不方線痕共多 232-8

64[L―-5 A 49。 0 29.6 10.8 16.3 点痕、不方線痕少 233-5

106住 -10 A 37.2 24.9 縁稜つ点痕、不方線痕共多、扶入部に線痕 239-10

139住 -5 C 15.5 11.2 縁稜つ、点痕少 245-23

13

14

15

16

17

外 -254
-391
-392
-393
-394

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ａ

35。 8

18.7

18.3

29.0

22.0

21.7

17.7

19。 8

26.8

26.2

縁稜つ、点痕共多、扶入部に線痕  扶入刺突具11と 同
縁稜つ、点痕不方線痕共多
縁稜つ、点痕、不法線痕共多
稜つ、点痕
点痕、不方線痕

248-38

256-1
-2
-3
-4

15ド ー 2 C 26。 7 28。 9 7.3 縁稜つ、点痕、不方線痕、快入部に線痕。 石匙175と 同 264-12
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石錐

No. 出 土 地 点 型式
長 さ

lmm)

幅
飾

厚 さ

lmm)

重 量

(9)
石 質

錐部長

lmm)

錐部幅

缶m)

欠損

状況
使用痕・備 考 図番号

1住-33
--34

AA 36。 4

(18.4)

25:5

27.5

9.6

8。 4

9。 7

(3.4)

ch.

ch.

7.7

(4.9)

7。 1

(10.0) A

両側、先端、稜磨耗 213-6
-7

8住-12
-43
-4

16。 0

31。 8

(22.3)

8.2

18。 1

19。 5

2。 6

7.1

3.4

0.3

3.8

(1。 4)

7。 0

7.0

(3.5)

4.8

6。 2

5.4 A

213--26

214-21

--22

11住 -11 BA 21.5 4。 0 10。 7 21.5 215-15

7

8

9

10

11

12

13

14

15

12住-35
--82

--83

--84

--85

--86

--87

--88

-89
フ

　
フ

AA
AB
AA
AB
AA

BA

21.9

18.6

33.3

47.5

37.3

(25.0)

30。 7

33。 6

28。 3

13.6

25。 4

25.8

21。 0

24.7

18。 0

16。 1

13。 5

10。 7

4。 0

7.0

7.6

6.7

11.1

7.0

4。 9

4.9

5。 5

0.7

2.9

5。 8

5.4

3.9

(2.5)

1。 6

1。 4

1.7

12.1

2。 5

3.0

3.4

9。 2

8.5)

13。 6

21.6

9.1)

(

(

8.1

3。 2

3。 0

6。 4

5.8

7。 5

6。 5

8。 3

8.2

A

A

遺物紛失

―-50

217-17
--18

--19

-20
--21

--22

-23
--24

15〔ヒーー35 AB 27。 1 26。 5 4.8 2。 9 218--35

17

18

19

20

21

22

23

24

25

16[≧ ―-77

-141

-142

-143

-144

-145

-146

-147

-148

AA
AB

AA
AB
BA

22.6

36。 5

26.4

(25.0)

20.8

21.8

31.1

35。 5

21。 2

26.5

36.8

38.9

20.9

20。 3

21.8

13.7

16.1

8.6

7.2

9.1

8。 8

8.0

5。 8

3.3

7.7

7.3

7.4

3.5

10.1

4.8

(2。 5)

2.0

1.7

1.9

3.4

1.0

1。 6

5.2

2.1

(2.3)

6.9

2。 1

8.5

4.3

21.2

4.9

8。 0

2。 9

3。 0

5.4

5。 5

5.2

5.0

8。 6

A

先端、稜磨耗

先端磨耗

221--2

223--20

--21

--22

-23
--24

-25
-26
-27

26

27

28

17住-14
--15

--16

AA
AB
AA

(16。 6)

43.1

26。 4

23.0

10.9

14.7

6.0

6.6

4。 8

(1.8)

6。 6

1.4

(1.6)

23.9

10.7

9。 0

13。 7

6。 5

A 224--16

--17

--18

20住-5
-6

BB
AA

36.2

22.2

10。 5

9.8

8.5

3.7

2.4

0。 5

12。 8

9.9

7.3

4。 1

-25
-26

31 26住-21 26.1 29.7 9.0 2。 8 3。 8 ス ク レイパー76と 同 227--1

37生ヒーー29

--30

ク
　

　

ＡＡ

(39.2)

22.7

17.4

8。 6

4.0

0.5

7.5

(11.7)

15.8

6.1

8.7

6.0

Ａ

Ａ

228--15

--16

38住 -15
--16

--17

BA

17。 7

35.3

37。 0

20.0

16。 0

13.2

5。 5

4。 6

5.5

1.5

2.9

2.9

5.3

21.6

17。 1

9。 0

11.6

9.0

面側つ 石鏃 (BB)状

先端磨耗

229--15

--16

--17

37

38

39

46住 -28
--29

-30

AA
BA
AA

25.1

25。 0

34.2

16。 3

10.5

22.9

7.7

6。 3

10。 0

1.9

1.4

6.9

8。 9

4.3

7。 2

6。 5

5.0

8.0

先端つ 石鏃 (AD)状

231--3

-4
′ -5

40 47生L-14 AB 20。 1 24.0 7。 5 2。 2 3。 6 5.2 ―-19
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No. 出 土 地 点 型式
長 さ

lmm)

幅

lmm)

厚 さ

lmm)

重 量

(9)
石 質

錐部長

lmm)

錐部幅

lmm)

欠損

状況
使用痕・備 考 図番号

58住-7 BA 30.4 11。 1 21。 0 9.7 232--25

42 59住-9 AA (35。 7) 22。 3 7.7 (6.5) ch. 10。 2 9.0 A ―-34

65住 -11
--12

BB
BA

(38。 2)

38.9

14.8

14.0

7.3

8.4

(3。 7)

3.3

(8.8)

10.8

7.4

8。 3

A 233--17

--18

45

46

74住-6
--10 AA

(17.5)

29.3

10.6

15。 4

6.3

5。 0

(1.2)

1.6

(2.3)

9.0

6。 3

4。 5

A 235--6

-10

75〔≧―-17 27。 7 33.0 7。 0 5.8 先端磨耗 ―-28

48 904ヒー 2 21.8 (19。 1) 0.8 (1。 3) 6。 0 B 236--16

49

50

92住-1
-2

31。 6

33。 3

16.2

15。 0

7.9

3.6

3.4

1.1

13。 7

19。 9

9。 8

6.1

先端両偵Jつ 少 ―-17

--18

95住-10 BA (23。 9) 10。 2 (1.4) (1.5) A 237-13

52 96住 -15 35。 0 18.9 15.2 先端磨耗 ―-28

111住-20
--21

AA
BB

29.8

30。 3

20。 1

8。 6

5.6

5。 1

2。 2

1.2

7。 3

14。 2

5.1

6.0

240--20

--21

55 112住-28 AA 23。 0 19。 6 6.2 4.8 241--28

56

57

113[L― -33

--34 AB

(34.4)

37。 2

28。 0

10.0

4。 4

11。 0

3。 6

2.4

(10.2)

14.5

7.7

5.5

A つまみ部に 1対 の袂入

縁つ  錐部両面加工

242--33

--34

58 127生 L―-14 AA 25。 2 19:9 7.7 3.3 3.3 4。 9 244-2

59

60

61

62

63

1314≧―-23

--24

--25

131住-26

-27

BA

BA

(23.6)

36。 2

35。 6

26。 6

23。 5

45。 3

30.3

24.1

9。 7

11。 4

10。 0

8。 0

4.6

4.7

6.7

(7。 0)

6。 2

3。 9

1。 1

1。 2

sio sl.

sio sl.

ch.ho.

3.3

13.3

11。 0

12.4

4.6

12.8

7.0

11.1

8。 1

8。 0

7。 0

8.8

A

先端磨耗 石鏃 (AD)状

先端磨耗

―-25

--26

--27

244--28

--29

141住-16
--17

39。 0

25。 2

11.2

9。 9

4。 0

4。 7

2.2

1。 2

ch。

ch.

29.0

13.8

9.5

9.0 石鏃 (AD)状

246--16

--17

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

外-387

-395

-396

-397

-398

-399

-400

-401

-402

-403

-404

-405

-406

AA

AB
AA

47.2

38.0

32.2

36。 8

34.4

(23.3ノ

27.5

30.5

27。 2

17.8

54.7

52。 1

45。 0

51。 2

27.0

34。 4

30。 6

20。 7

32。 0

23。 2

22。 3

17.6

15。 7

22.8

18.7

20.8

10.2

6.6

7。 3

8.1

6。 9

4。 5

8。 5

9.4

5.7

5。 5

11。 8

10。 2

10.3

22。 5

5.1

6。 0

8。 6

3.3

(2。 4)

8.81

ho.

ch。

ch:

sio sl.

ch.

sio sI.

7。 9

20.0

9.4

8.0

16。 5

(10。 7)

5.4

11.2

11。 7

2.0

11.8

15。 6

11.7

11.8

12.2

6。 8

7.2

8.3

8.7

6。 7

6。 2

7.1

3。 7

14.2

11.8

14.2

A

スクレイパー241と 同

先端両側磨耗
つまみ部に 1対 の扶入

先端、縁稜つ、

スクレイパー245と 同

錐部両面軸線と平行な

線痕、擦痕多

255--14

256-5
-6
-7
-8
-9
--10

--11

--12

--13

--14

--15

--16
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No. 出 土 地 点 型式
長 さ

lmm)

幅

lmm)

厚 さ

lmm)

重 量

(9)
石 質

錐部長

lmm)

錐部幅

lmm)

欠損

状況
使 用 痕・備  考 図 番 号

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

-407

-408

-409

-410

-411

-412

-413

-414

-415

-416

-417

-418

-419

-420

-421

AA

BA

BA

(44。 0)

50.5

33.0

(18.9)

21。 9

52。 9

37。 0

32.3

(29。 0)

28。 3

28。 6

27.6

(24.7)

26.2

(21.2)

20.2

17。 5

19。 2

12.5

10.8

14。 0

12。 8

11.9

11。 9

12。 1

13.7

15.7

9。 0

10。 2

9。 4

14。 1

9。 6

7。 0

7.2

3。 7

9。 0

6。 7

4.3

6。 4

5。 0

7。 4

5.0

6.0

4.9

6。 0

(9。 6)

4.6

4。 5

(1。 9)

0.9

5.6

2。 3

1.6

(1.8)

1.3

2.4

1。 7

(1.1)

1。 3

(1。 1)

(4。 9)

31.9

8。 3

(4。 4)

6。 0

24。 4

9.8

8.2

19。 4

(3。 4)

15.7

21.0

12。 5

(13.3)

9。 3

11.5

7.8

8。 2

7.5

8。 2

5。 4

10.5

7。 9

7.4

10.2

4。 9

9.2

13。 7

9。 6

8。 0

8.6

8。 0

A

A

Ａ

　

　

　

　

　

Ａ

　

　

Ａ

石鏃 (AD)状

―-17

--18

--19

--20

--21

--22

--23

--24

-25
-26
--27

--28

--29

--30

--31

34ドーー2 AB 28.2 14。 3 4。 7 4。 7 264--24

95 ドー BA 29。 3 13.6 2.8 6.5 265--22

使用痕のあるIll片 ・石核・原石

No。 出 土 地 点 型 式
長 さ

lmm)

幅
飾

厚 さ

lmm)

重 量

(9)

使用痕部
長  さ

(mm)

部
値願錫ｍ

使

ふ 石質・使用痕・備考 図番号

1住-32 CBA 41.8 17.2 3.7 20。 2 -2.2 213--5

6住-4
-5

フ
　
ユ (AAtt CA)A

39。 0

32.3

27.9

27.0

9.3

5。 3

5。 5

3。 0

26.7

22。 1  18.2

-5.7
2。 1  --0。 8

―-13

-14

8住-39
-40
-41
-42

ABA
BAA

(BA+BA)A
CAA

25.7

23。 5

(37.6)

15.1

26.0

46。 5

(16.5)

14。 9

6。 9

11。 0

(5.4)

3。 1

4。 4

12。 4

(2。 2)

0。 6

24.1

23。 3

(29。 0)(20。 9)

12。 9

5.1

--0.9

(0。 9) (一 -0。 8)

-0.9

h。

刃こ全周

214-17
--18

-19
--20

10住-2 26.5 12.3 9。 9 -0.9 215--2

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

12[ヒ ーー67

-68
-69
-70
-71
--72

--73

--74

--75

-76
--77

--78

-79
-80
--81

フ
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
フ
　
　
　
フ
　
フ

AAA

CAA

(CAttCA十
CAttCA)A

CBA

31.1

25.5

22.8

20。 9

24。 7

43.7

31。 1

20。 9

31.1

29。 2

31。 3

36。 0

25。 0

18。 3

23。 4

19.6

18。 0

21。 2

19。 9

30.6

33。 0

20。 0

39。 8

14.5

20。 2

12.1

49.8

24.8

27。 3

25。 6

6.8

5。 6

9.1

5.6

6。 5

10。 0

6。 6

7。 5

6。 1

7。 2

6。 6

10.5

5。 5

5。 6

8。 3

3.9

2.4

2.9

1。 9

4。 9

9.4

3。 7

5.8

2.0

4.8

1。 6

16。 1

3。 5

2.1

5。 4

31.0

16。 5

16。 6

19.2

19。 2

35.8

24.2

14。 5

25.0

21.6

4。 5 3.1
6。 4  4。 2

28。 4

12。 7

14。 2

9。 9

6.9

3.3

3.9

2。 7

1。 5

-2。 6

3。 2

-1.1

-2。 4

-2.2
--0。 4  --0。5

--1。 0  --0。8

-4.2
-0。 8

-1.8
-1.8

調整有

不方擦痕

頂端表面から薄化

217--2

-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9
--10

--11

--12

-13
-14
--15

--16
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No。 出 土 地 点 型 式
長 さ

lmm)

幅

lmm)

厚 さ

(mm)

重 量

(9)

使用痕部
長  さ

(mm)

部
値願錫＜ｍｍ＞

使
ふ 石質・使用痕 0備考 図番号

24

25

26

27

28

29

30

31

15住-27
--28

--29

-30
--31

--32

--33

--34

AAA

ABA
AAA
CBA
CAA
CBA
CAA

27。 5

18。 1

17.0

32.7

(34.2)

32.6

16.6

16。 0

18。 0

17。 4

16。 6

24。 2

(24.1)

18.2

18.9

24。 2

7。 0

4。 1

4。 8

8。 0

9.1

7。 2

3.5

4.6

3.4

1。 1

1.4

5。 2

(4。 8)

3.1

0。 9

1.3

22。 4

15。 7

16.8

32.7

17。 3

9。 5

15。 7

12。 7

6.7

6。 8

5。 0

17.2

-3.5
-1。 0

-1.0
0。 6

長さ幅任意

裏刃こ直交短太擦痕

末端縁辺つ

218-27
--28

-29
-30
--31

--32

-33
-34

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

16住-84
--85

--86

-87
--88

--89

--90

--91

-92
--93

--94

--95

--96

--97

--98

--99

-100

-101

-102

-103

-104

-105

--106

-107

-108

-109

-110

-111

-112

-113

フ
　
　
　
フ
　
フ
　
フ
　
　
　
フ

AAA
(AA+AA)A
(AB+AB)A
(AAttBA)A
(AAttAA)A

AAA

ABA

(AA+BA)A
ABA

BAA
(BA+BA)A

BAA
BAD
BAA

(BAttBA)A
BAA

B A

45.1

49。 5

45.6

45.5

40。 4

30。 4

25。 7

24.2

26。 9

29。 6

30。 5

18.9

52。 1

33.0

41.1

33。 2

35.6

26.8

24。 0

15.5

26。 0

16.0

16.4

26。 1

20。 3

18。 6

52.2

33。 7

36.2

36.9

39.4

28.8

33.1

31。 0

25。 9

16。 2

18。 4

23。 1

16.4

10.2

43.3

23。 8

35。 7

31。 7

34.9

20。 0

17。 5

15。 2

28.2

(16.0)

26。 8

19.1

21.5

27.0

24。 3

27。 8

27.9

19。 0

19。 5

30.8

10.8

10。 0

12。 5

11。 4

8。 4

8。 8

7.6

5。 2

4.3

10。 0

6。 8

4。 9

8.8

6.8

9。 6

8。 6

5.9

4.2

3.5

4.0

11。 0

2。 8

5.2

10.9

4.0

5。 4

15。 6

12.2

6.7

11。 7

17.2

14.2

16。 7

9.0

7.1

3。 3

3。 2

3。 3

1.6

1。 8

7.o

2.o

12。 9

6.2

10。 5

5.5

3.0

1.6

1。 9

(0.9)

5。 2

1。 0

2。 0

4。 3

1。 5

2.2

22。 6

5。 2

4。 5

11.9

28。 7

29。 5  22。 0

34.5  45。 2

13.9  13.3

13。 6  14.9

7.2

20.0

18.5

7.3

25。 9

27.1

13.1  13.4

18。 9

31.5

30。 1

29。 0  24。 2

12。 8

15。 2

17.4

13.3 (8.8)

20.8

16。 1

(18。 0)

28。 7

14。 7

14.6

24。 1

25。 0

20。 6

19.6

2.3

2.6 2.2
5.1 13。 2

6.0 0。 4

1。 0  2.4
0.5

3.1

2.6

1。 0

5.0

3。 8

1。 5  0.6
1。 5

10。 9

3.7

0。 8  1。 0

0。 3

1。 0

-0。 9

--0。 4 (―-0。 4)

0。 4

2.1

1.2

2。 0

0.7

-0。 4

1。 1

1.4

-0。 8

1。 1

頂端表面から薄化

稜つ

両面縁辺平行線痕

ch.頂端表面から薄化

裏縁辺平行線痕

裏側辺斜交 (75° )擦痕

裏側辺平行線痕

221--9

-10
--11

-12
-13
-14
-15
-16
--17

-18
--19

--20

222--1

-2
-3
-4
-5
-6
-7

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

16住-114

-115

-116

-117

-118

-119

-120

-121

-122

-123

-124

-125

(BB+BB)B
BBB

(CA+CA)A
(CA+CA+
CA)A

CAA
(CA+CA)A

CAA

(CAttCA+
CA+CA)A

CAA

35。 5

(19。 9)

43.2

37。 2

34。 5

57。 5

33。 5

31。 8

34。 2

30。 4

32。 5

23。 8

19。 8

(31。 0)

32.9

22。 4

17。 0

22。 1

16。 9

17。 9

26。 5

23.3

20.2

15。 4

10。 7

10.0

14.0

5。 1

6.2

8.8

8。 2

10。 5

9。 3

8。 0

10。 7

4。 8

7。 4

(6.1)

15。 5

2.0

2.9

9。 0

4。 0

4.9

6。 6

5。 4

2.8

1。 5

18。 6 27。 1

(22.6)

14。 1  18。 5

14。 9  14.0

5.4

6.1

12。 0 21.4

8。 7

12。 3

9。 8

11.6 11。 1

11。 0  9。 5

18.9

9。 4

1。0    1。 2

(-0.8)
一-1。 2  --1。 0

--2。 3  -1。 4

-1。 0

-0。 6

--0。 8  -1。 4

-0。 4

- 1.1

-0。 9

--0.6  --0.6

-1。 1 -1。 2

-2。 3

-0.6

裏中央稜つ

石錐 (AB)か ?

222--19

--20

--21

--22

--23

--24

--25

--26

223--1

-2

-3
-4
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No. 出 土 地 点 型 式
長 さ

lmm)

幅

lmm)

厚 さ

(mm)

重 量

(9)

使用痕部
長  さ

(mm)

部
値願錫ｍ

使
ふ 石質・使用痕 0備考 図番号

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

-126

-127

-128

-129

-130

-131

-132

-133

-134

-135

-136

-137

-138

-139

-140

CAA

(CB+CB)A
(CAttCB)A

CAA

CBB
(AB+CA十
CA)A
(AA+CA)A
(AB+CA)A

BAA
ABA

(AA+AA)B
BAB

19.2

25.5

35.6

25。 3

20.9

19.1

20.4

41。 1

23.0

23。 4

19.8

19.7

18。 2

24.4

22.1

17。 8

14。 0

43。 8

36。 8

27。 5

19。 9

34.0

18.9

14。 0

32.7

26.1

18。 0

(27.3)

49.9

28.3

4.0

5.6

10。 4

7.8

7.4

4.8

11。 2

8.1

5。 0

5。 9

6。 9

4。 0

5。 8

17.6

9。 5

1.2

1.3

9。 5

7.2

3。 6

1.9

6.2

3.8

1.1

4.3

3.1

1.2

(2.0)

14.0

5.2

9。 8

10.0

12.0  18。 2

9。 0  10。 0

7.7

5.4

20。 0

14。 1  10。 3

14.3

8。 6  7。 9

29。 8   7.8

10.8  6。 7

17。 2

(21。 9)

16。 0  13。 5

23.9

―-2。 1

--2。 0

--1.5  --2。 0

-1.1 --1。 1

-1.3
--0.4

2.7

3。 1  --1.9

-1.8
0.9  --1.0

6。7 -1.4

1.6  --1。 0

0.3

(3.6)

1.9    1。 5

--0。 9

頂端表面から薄化

AB側辺ま多

AB縁辺平行線痕

頂端表面から薄化

AB側辺ま

つまみ状部有 り

つまみ状部有 り

両面縁辺平行線痕

223--5

-6
-7
-8
-9
--10

--11

--12

--13

-14

--15

-16
--17

--18

--19

89

90

91

92

93

94

95

96

97

21住-28
--29

--30

--31

--32

--33

--34

--35

--36

フ
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
フ
　
フ
　
　
　
フ

AAA
(ABttAB)A
(BAttBA)A
(BAttBA十
CAttCA)A
(BAttBA)A

BAA

BBA

23.9

43。 0

48.2

31.0

27.0

(20。 0)

23.8

37.8

24.3

22.2

15.3

21.8

15.9

16.8

30。 0

45.2

19。 6

26.1

6.9

9。 5

7.6

4.0

5.5

(5。 2)

9。 0

6.8

9。 0

3.5

510

7.1

1.6

2.6

(2。 4)

7。 9

4.3

5。 3

11.2

40。 1  29。 1

24。 1  16.1

16.9   9。 9

5.7  5。 0

16。 2  13。 0

9。 8

14.5

15。 0

20.2

5.8

3。 7  3。 5

1.0  0。 8

0.8  --0.2

--0。 7  --1.1

0.3 -0.4
--0。 5

0。8

0。7

1.0

頂端表面から薄化

裏使用痕直交0斜交(50° )擦痕

ch。 頂端両面から薄化

225--28

--29

--30

-31

--32

--33

226-1
-2
-3

98 23住-9 BAA 30.2 23.7 4.7 2.3 13。 6 0。4 -13

９９

‐００

　

　

‐０１

26住-24
--25

--26

フ
　
フ
　
　
　
フ

AAA
(BA+CA+
CA)A

BAA

22。 4

26.6

30.5

26.7

14。 2

31.0

9.4

2.3

10.5

4。 2

0。 8

8.2

15。 1

24。 2   4。 5

9.0

10.9

1。0

1。0  --0.3

--1.0

0。 2

227-4
-5

-6

102

103

104

105

106

107

108

37[L―-22

--23

--24

--25

--26

--27

--28

AAA
(AB+AB)A

ABA
(BAttBA)A

BAB
(CAttCA)A

CAA

27.7

38.6

21。 2

43。 0

28.9

33.8

44。 6

36.6

30.1

58.9

11.1

34.3

32.4

24.0

3.1

8.0

8。 8

5.6

6.1

7.3

9。 3

2.5

8.0

6.3

2。 0

7.5

7。 0

10。 1

29。 6

36.5  29.7

38.7

39。 1  31。 6

20。 9

16.3  18。 7

30.6

8。3

5。1   2.9

6.5

1。5    1.7

0.5

-1。7  --2。 2

-2.2
末端表面から薄化

228--8

-9
--10

--11

--12

--13

……14

38[L―-13

-14
AAA
BAA

29.6

29。 2

26.0

19。 0

5。 3

6。 8

4.0

3.4

24.0

13。 3

2。 3

--0。 4

頂端表面から薄化 229-13
-14

46准L―-26 (CA+CA)A 18。 6 23。 2 2.7 15.9  8。 9 ―-0。 9  --1。 0 231--1

112

113

47住 -12
--13

AAA
BAA

28.2

21.2

42.5

19。 0

8.5

6。 2

9。 5

2.2

2■ 7

9.4

4。 3

0。4

―-17

--18

114

115

116

117

52住-9
--10

--11

--12

AAA
(BAttBA)A

CAA
(CAttCA十

33。 5

34.9

29。 3

30.9

16.3

28。 0

14.8

31。 7

5。 4

6.0

6。 0

6。 0

2。 0

5。 6

2.6

2.9

30。 7

25。 7  25.4

9。 5

7.4  7。 3

7。3

1.5  --0。 8

-0.7

-1。 1 -0。 6

ch.

2番 目の使用痕裏縁辺

232--9

--10

--11

--12
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No. 出 土 地 点 型 式
長 さ

lmm)

幅

lmm)

厚 さ

lmm)

重 量

(9)

使用痕部
長  さ

(mm)

部
値願錫ｍ

使
ふ 石質・使用痕・備考 図番号

CAttCA)A 6.0 21.9 ―-1.0  --2。 2 斜交 (60° )線痕

118

119

52[L―-13

-14
BBD
CAA

32.0

25.4

23.0

23。 3

9.7

7.8

4.9

4。 1

8.7

10.9

0。 4

-1。 4

縁辺斜交 (40° )線痕

側辺薄化

232--13

56住-5 (CBttCA)A 31.8 14.5 10。 0 22.2  6。 8 -1.3 --1.5 -18

121

122

123

124

65住-8
-9

-10

--18

フ
　
フ
　
　
　
フ

AAA
(CAttCA十
CA)A
(AA+CA十
CA)A

AAA

33.8

23.7

34。 0

21.6

13。 9

15。 2

14.9

30`5

5.9

4。 7

5.8

9。 4

3。 0

1。 7

2.1

3。 2

33。 0

11。 2  10。 8

6.0

23.8  11。 2

8。 3

14。 7

5.5

--1.0  --0。 6

--1.5

3.0  --2。 1

-0.4
0.9

233--14

-15

--16

234--6

125

126

127

68住-7
-8
-9

BAB
(BA+BA)A
(CAttCA)A

50.8

24。 9

38.5

35。 2

16.8

19。 5

18。 2

7。 1

5.6

26.6

2.4

2。 5

33。 3

8.1 10.8

6.1  10.7

+0。 9

--0.3  --0.3

--5。 5  --1。3

表使用痕平行線痕

頂端と末端薄化

表右縁辺直交短線痕

-14
--15

-16

69住-7 BAA 13。 5 19.9 4.2 0.8 16.8 0。 8 ―-23

75tヒ ーー16 ABA 31.6 26.4 9.0 22。 0 235--27

86住-11 CAA 29.2 14.5 3。 6 13。 6 ―-1.6 236--14

131

132

95住-8
-9

BAA
CAA

37.3

35.1

21。 3

23.9

5。 0

7.8

3.1

4.7

15.2

15.8

―-0.3

--2。 0

頂端調整

片側辺表面から薄化

237--11

--12

133

134

135

136

96住-17
--18

--19

--20

BAA
(AA+CA)A

CAA
(BA+CA)A

32.2

32.0

49.6

32。 6

20.6

13.0

19。 1

16.6

7.4

3.4

7.4

5。 7

4.4

1。 1

5.3

2。 1

22。 6

14。 2  22。 1

15.9

18.0  10。 3

0.9

2.0  --1.0

-2。 0

0.7  --0。 3

-30
-31
--32

--33

98住-9
--10

--11

BAA
CAA

30。 6

26.3

25。 9

10。 7

17.5

23。 4

2。 9

4.0

6。 6

11。 6

12.0

7。 1

0。 3

--2。 0

--0。 8

表縁辺平行線痕 238--9
--10

--11

108住-7 AAA 24.8 25。 4 7。 8 24。 6 239--17

141

142

143

144

145

111住-15
--16

--17

--18

--19

(AA+BA)A
(CA+CB)A

CAA
BBC

17.5

(49.2)

32.2

20.9

19.2

27.2

(26.3)

41。 6

26。 5

37.3

4。 0

(8。 9)

10。 6

7.8

9.0

1。 5

(7。 5)

10.3

3。 5

6.4

18.4

40。 2  45。 1

13.0 38。 8

14。 9

25.6  31。 1

1。4

2.9    1。 8

--1。 0  --2.1

-1.0
2.0    1。 0 鋸歯状

240--15

--16

--17

--18

--19

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

112住-17
--18

--19

--20

--21

--22

--23

--24

--25

--26

--27

AAA
(ABttCB)A

AAB
BAA
BAC
CBA
CAA

(BAttCA)A
CAA

26。 0

43.9

29.8

39。 8

39.2

24.5

25.0

27.0

19.4

16.8

17。 3

22.0

25。 6

38。 0

30。 3

20.6

13.4

22。 5

22。 6

17。 0

31。 9

38.6

8。 5

4。 2

12.2

6.0

13.0

4。 5

5.2

6。 7

5。 7

3.2

4.9

3.6

4。 4

10。 3

7。 3

9.6

1。 3

2.5

2。 6

1。 6

1.6

2。 8

15。 5

24。 3  21.0

18.0

29。 1

10.4

21.0

19.0

15.5

11.6 11.3

21。 9

16.9

1。7

3.2  --1.5

1.0

1.1

0.6

--0。 7

-… 2。4

--5.4

0。 5  --1.6

-0.5
--0.8

頂端裏面から薄化

ch.

一端薄化

裏縁辺直交線痕

頂端表面から薄化

裏縁辺斜交(50°)線痕、頂端調整

裏縁辺直交・平行線痕

241--17

--18

--19

--20

-21
--22

--23

--24

-25
-26
--27
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No。 出 土 地 点 型 式
長 さ

lmm)

幅

lmm)

厚 さ

lmm)

重 量

(9)

使用痕部
長  さ

lmm)

使 用 痕 部
ふくらみ値

lmm)

石質・使用痕・備考 図番号

113住-31
--32

AAB
BAA

32。 6

27。 8

22。 1

18。 3

7。 9

4。 0

4。 8

1。 8

21.1

23。 2

4。 7

0.5

242--31

--32

122住-9 AAA 37。 4 24.5 10。 4 21。 5 縁つ多 243--21

127准 L一-13 CBA 26.2 24.8 5.6 3。 0 10.2 ―-0。 7 244--1

131住-21
--22

(AAttBA)A
AAA

21.2

15.9

17.8

17。 7

4。 7

3.7

2.1

1.1

55.1  15。 2

17.2

1.7 -0。 9

2.8 調整 ?

-23
--24

132住-11 AAC 81。 5 10。 9 13.8 4.5 0.6
上端に縁辺直交太短擦痕
反対端つ 245--11

135住-2 (AB+BB)A 36。 8 18.4 7.6 2。 2 36.8  31。 3 9。 8 縁辺平行線痕、稜つ ―-13

165

166

139住-6
-7

BBA
(CAttCA)A

20。 4

41.2

29.2

17.4

4.2

5。 8

2.3

4。 2

23。 5

12。 1  18。 4

1.0

--0。 8  --1。7

-24
-25

167

168

169

170

171

172

173

141住-9
--10

--11

--12

--13

-14

--15

AAA

BAA
(BA+BA)A
(CAttCA)A
(ABttCA+
CA)A
(CA+CA十
CA)A

43。 0

25。 9

19。 6

20.1

27。 2

41。 4

30.0

23.1

15.6

24。 2

21.2

42.1

19.8

16。 6

12。 8

5。 9

4。 8

3。 8

13.0

9。 3

5。 9

8.8

2。 0

1。 6

1。 3,

8。 2

4。 3

1。 6

30.8

22.7

13.7

15.9  13.1

10。 2  14。 3

11.6

24。 3  12.8

7.3

15。 8  12。 7

2.7

4.0

0.7

0。 7    0。6

--0。 5  --0。9

0。 7

--1。 4  --2。8

-0.8
--0。 9  --1.2

右倶J辺に扶 り

裏縁辺直交・平行線痕

AB部の縁辺ま多

左上の裏縁辺直交短線痕

246-9
--10

--11

--12

-13
-14

--15

2竪-2 ABA 23.3 17.5 21.2 -23

1集-7 BAA 61.8 23.5 7。 5 16。 2 一-0。 4 -30

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

外-359

-423

-424

-425

-426

-427

-428

-429

-430

-431

-432

-433

-434

-435

-436

-437

-438

-439

-440

-441

-442

-443

-444

-445

CBA
AAA

AAC

(AAttBA)A
(ABttBA)A

BAA

(BA+CC)A
(BA+BA)A

30.6

43。 3

51。 4

44。 8

31。 7

24.9

28.8

26.1

23.5

35。 6

31。 0

23。 3

52。 5

34。 2

30。 6

22。 9

35.0

43.2

25.4

24。 8

32.1

33。 5

30。 3

22。 7

26.4

52.5

23.8

21.2

23.8

23.2

29。 0

19。 7

23.9

23。 0

23.5

21。 2

36。 0

25.2

30。 5

26.1

19.4

11。 0

30。 4

20.8

20.2

15.4

14。 0

13。 6

9。 2

14.2

11.2

4.2

5。 2

6.4

8。 7

6.7

5.1

11。 2

8。 7

9。 3

13。 2

6。 5

11。 5

4.8

5.4

8。 9

6.6

6。 9

7.1

6.3

5。 9

4.3

7.7

27.7

7。 4

3.1

3。 1

2。 6

7。 1

3。 0

2。 7

8。 4

6。 0

2。 9

20.3

5。 8

6。 6

3.0

3。 4

2。 3

3.5

3.4

4.1

2。 5

2。 6

1。 0

12.5

27。 3

22:3

15。 4

14.9

25.4

13.0

21.7  20.3

17.1

23.9

20。 7  14.2

22.8  14.9

39。 6

29。 4

24。 7

13.7

19.8

20.9

14。 0

14.7

14.8

15。 2  14.7

9。 9  12。 0

8.3 19。 3

-0.9
1。 9

4.6

1.6

1。 8

4。 0

2.0

2.8    3.8

3.9

2.8

3.0  --0.5

2.2   0.4

5.4

2。 2

1.3

-0.3
1。 0

0.5

--0.3

1.0

0。 7

--0。 7  --1。 3

0。 3  -0。 2

0。 2  --0。 7

両面縁辺直交短線痕
スクレイパー212を 破損後利用

裏縁辺直交線痕

裏縁辺直交短線痕

縁つ

縁つ

AB部の裏縁辺平行線痕

裏縁辺平行線痕

CC部の裏縁辺平行線痕

254-10
257-1

-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9
--10

--11

--12

--13

-14

--15

--16

--17

--18

--19

-20
-21
--22

-23
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No。 出 土 地 点 型 式
長 さ

lmm)

幅
飾

厚 さ

lmm)

重 量

(9)

使用痕部
長  さ

lmm)

部
値願錫ｍ

使
ふ 石質・使用痕・備考 図番号

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

243

244

245

246

247

248

249

外-446

-447

-448

-449

-450

-451

-452

-453

-454

-455

-456

-457

-458

-459

-460

-461

-462

-463

-464

-466

-467

-468

-469

-470

-471

-472

-473

-474

-475

-476

-477

-478

-479

-480

-481

-482

-483

-484

-485

-486

-487

-488

-489

-490

-491

-492

-493

-494

-495

-496

BAA

BBA

(BBttBB)A
BBA

BBB
(BBttBB)C

ACC
(BA+
CA+CA)A
(BA+CA)A
(BA+BA+
CBttCB)A

CAA

(BC+CA)A

(ACttCA)A
(CAttCA)A
(BCttCA)A
(CAttCA)A
(BAttCA)A

CAA

(CAttCA)A
(CAttCA+
CA+CA)A

CAA
(CA+CA)C

CAC
CBA

28.2

22.8

16.5

16。 0

15.8

12.6

72。 3

33。 4

30.0

28。 9

34.2

24。 0

60.4

41.5

49。 1

71。 2

43。 2

55。 3

54.9

47.2

42。 6

36。 0

27.5

51。 6

45.6

42。 3

41。 0

39。 1

24。 5

36。 8

33。 3

35.7

33.3

35.4

30。 4

30.2

26.7

31.0

27.0

29。 5

26.6

27。 8

23.4

18.5

19。 0

47。 2

37.6

38.6

40。 0

21.4

6.8

6.5

2。 2

2。 4

5。 8

2.6

2。 3

3。 7

0。7

0。 8

--0。 4

0.4

0.7

0.3

3。 2.

2.0

1.0    0。 4

0。7

1。6

0.5

……0。4  --1.6

―-0。 8

--1。 9  --2。 2

-1。 1

--1.6

--3。 2

--2。 0

裏縁辺直交線痕

BC部の両縁辺平行線痕

CA部の裏縁辺直交線痕

AC部の裏縁辺直交太擦痕

BC部の両縁辺平行線痕

CA部 の裏縁辺直交線痕と縁つ

―-16

--17

--19

259--1

-2
-3

-4
-5
-6
-7
-8
-9
--10

--11
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No. 出 土 地 点 式型
長 さ

lmm)

幅
飾

厚 さ

lmm)

重 量

(9)

使用痕部
長  さ

(mm)

使 用 痕 部
ふくらみ値

lmm)

石質・使用痕・備考 図番号

外-497

-498

-499

-500

-501

-502

-503

-504

-510

CBA

(AAttCA)A

(AAttAA十
CA)A
(AB+CB)A

BCA

18.7

53.4

49.4

42。 0

28.6

26.5

18.1

25。 1

28.6

26.7

27。 4

20。 0

20。 8

20.2

20。 0

19。 3

33。 2

28.6

7.3

10.0

6.0

7.0

6。 9

6.0

6.2

9.7

8.5

2.3

12.2

6。 2

5.0

3.9

2。 9

1。 7

5.7

5。 4

12。 6

27。 0  33。 7

36.8  19。 1

15。 1  19。 0

25.2  14.1

21。 2  18。 5

10.5  17。 6

3.2

17。 0  16。 5

19。 1

2.0

3。 2  --4.7

7.2  --3.0

1。 8 -1.2
2.6 -1.0
3.4 -1.2
1.6  4.1

-0:6
3。 2 --1。 2

-0.6

両
　
Ａ
Ｃ
直

CA部に縁辺斜交(30° )太擦痕

両面縁辺平行線痕、頂端
表面から薄化

260--6

-7

-8
-9
--10

--11

--12

--13

--19

12ドー 2

-3
BBB

(CA+CA)A
19.1

25.1

24。 6

39。 4

4。 8

6.6

2。 5

4.4

9。 1

7.2  12。 0

0。 3

-1。0 --0.9

264--9
--10

4ドー 2 BAA 24。 8 14.3 4。 0 10.2 ―-0.5 265-2

石核類

No。 出 土 地 点 打 点 部 位
長 さ

lmm)

幅

lmm)

厚 さ

(mm)

重 量

(9)
石 質 備 考 図番号

12住-90
--91

--92

両 端

片面上端、他面側端

28。 8

22。 3

13.7

15.7

37。 4

39.0

9。 0

18.2

15.8

3.0

10。 7

6。 5 1遺
物紛失

217--25

--26

--27

16住-149

-150

-151

頂 端

頂端、末端

片面全周

31。 7

24。 3

20.0

22.0

17。 1

22。 6

8.8

8.5

7.0

6。 6

3。 8

2。 9

Ch 223--28

-29
--30

21住 -39 末端両面 17.0 11.0 2.9 0。 6

26住-27 表面頂端 24。 3 34.9 7.9 末端直部に刃こばれ 227-7

9

10

11

外-509

-512

片端片面、他端両面

片端全面

両 端

51。 5

22.1

25.1

21.6

9。 9

15.3

9。 6

7.2

9。 0

11.8

1.7

3。 7

260-18
--21

264--3

軽石 (製品)

No. 出 土 地 点 形 状
長 さ

lmm)

幅

(mm)

厚 さ

lmm)

重 量

(9)
破損状況 備 考 図番号

10住-3 環 状 28.8 30。 1 20。 2 11.9 穿孔部径16。 Omm、 孔径6.Omm 215--3

16住-153 つぶれた鼓形 (51。 0) (73。 6) 41.8 (22。 3) % 欠 推定径下面70mm、 上面6.Omm 224-2

38住 -19 円 盤  状 (56。 8) (42。 5) 15.1 (8.7) % 欠
推定径65mm 2孔 有 り、孔径5.6mm
9.5mm 229-19

74住 -11 状板 81。 7 123。 0 (12.1) % 欠
ゆがんだ長方形、「下床面内北側 ピ
ッ ト」

235-11

754L-18 61。 4 (53。 0) 10。 6 (6。 4) 欠 損 形態不明 -29
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No. 出 土 地 点 形 状
長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

重 量

(mm)
破損状況 備 考 図番号

外-514

-515

-516

板   状

扁平な半球

扁 平 塊

54.0

79.8

79。 7

(68。 1)

133。 0

50。 0

12.4

69.4

21.9

(7.5)

(248.0)

22。 4

1端 欠

わずかに欠

0

三角形

自然のもの

261--2

-3

石錘

No. 出 土 地 点 型 式
長  さ

(mm)

幅

ｍｍ

厚 さ

(mm)

重 量

(9)
石 質 破 損 状 況 備 考 図番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

38准L―-20

--21

--22

--23

--24

--25

--26

--27

--28

--29

A2A

AlA
A2A

AlA
A2A
AlA
A2C
BA

61.8

56.2

50.9

38.0

28.3

(51。 0)

(39.0)

(37.3)

55.5

52.1

14.0

13。 4

8。 1

11.3

9。 5

16。 1

15。 1

(14.3)

11.1

16。 8

5。 9

5。 4

5.3

5。 6

4。 7

7。 0

6。 4

(5.7)

7。 5

6。 6

10。 4

6.9

3.8

4.2

2.1

(9.7)

(5。 6)

(5.2)

6。 7

8。 7

粘 板 岩

山石
山石板

″

砂

粘

細 粒 砂 岩

粘 板 岩

片 端 欠

両端と片面欠

鰹節状

229--20

-21
--22

--23

--24

--25

--26

-27
--28

-29

11

12

13

14

39住-5
-6
-7
-8

フ

　
フ

A2A

A2C

45。 1

36.0

58。 0

50。 5

12。 9

11。 8

15.0

10.2

6.7

5。 9

9.5

9。 7

7。 5

5.3

(9。 7)

7。 5 砂 山石

% 欠

胴部を 1条 の溝がめぐる

鰹節状

230-5
-6
-7
-8

81住-2 Al A (32.9) (10。 8) (6.2) (4。 0) 粘 板 岩 片 端 欠 236-2

16

17

18

19

20

137住-1
-2
-3
-4
-5

A2A

Al A

A2A

85。 4

64.9

45.8

(34。 9)

38.4

14.0

11.6

10。 5

10.2

9。 4

10.4

5.2

5.7

7。 0

7。 4

20。 7

6.1

5。 0

(4.1)

(3。 4)

細 粒 砂 岩

粘 板 岩 両 端 欠

両 側 端 欠

245-14
--15

--16

--17

--18

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

外-524

-525

-526

-527

-528

-529

-530

-531

-532

-533

-534

-535

-536

-537

-538

-539

-540

-541

-542

-543

-544

AlA 107。 6

73.8

56.3

64.6

51。 0

40.5

33。 2

29。 0

31。 0

24。 8

26.6

23.0

61。 9

(47。 7)

(48。 3)

(44。 3)

(43。 9)

(44。 9)

39.5

31.9

(27。 0)

15。 2

11。 7

13.0

11。 7

11.2

10.9

12.6

13。 0

8。 7

10。 0

7。 8

9.2

13.3

13。 3

12。 7

15。 1

12。 0

(13.7)

13。 0

(12。 5)

9。 0

9。 1

6。 9

5.6

5。 5

7.2

6.8

8.7

3。 6

4。 3

4。 7

4。 7

4.1

9.7

9。 1

(9.5)

8。 4

7.1

(8.1)

6。 7

(6.3)

(1.9)

30.2

10。 1

8.3

8.5

7.6

5.3

5.3

3.0

1.9

1.7

1。 6

1.5

(14.7)

(10。 6)

(9.3)

(8。 4)

(6。 7)

(6.3)

(6.0)

(4.6)

(2.5)

砂   岩

細 粒 砂 岩

粘 板 岩

粘 板 岩 ?

粘 板 岩

粘 板 岩 ?

粘 板 岩

片面に擦 り切 り溝

262--1

-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9
--10

--11

--12

片 端

″

欠
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No. 出 土 地 点 型 式
長 さ

(mm)

幅

(mm)

厚 さ

(mm)

重 量

(9)
石 質 破 損 状 況 備 考 図番号

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

-545

-546

-547

-548

-549

-550

-551

-552

-553

-554

-555

-556

-557

-558

-559

-560

-561

-562

-563

-564

-565

-566

-567

-568

-569

-570

-571

-572

-573

-574

-575

-576

-577

-578

-579

-580

-581

-582

-583

-584

-585

-586

-587

-588

-589

-590

-591

-592

-593

-594

-595

-596

-597

-598

AlA
A2A

AlC

A2C
BA

(18。 6)

55.3

47.8

68.1

56.0

67.4

72。 2

60。 4

62.4

45。 2

76。 3

61。 6

65。 3

33.9

37.9

40。 1

34.8

31.3

28.8

(58。 0)

(68。 2)

(70。 0)

(55。 8)

(38.1)

(54。 5)

(46.1)

(34。 9)

(43.0)

(33。 7)

(36。 5)

(37。 6)

(28.0)

(28。 9)

(24。 5)

(36.3)

(35。 1)

58。 0

(52.6)

(28。 8)

(29.0)

(50。 5)

(28。 0)

(40.7)

81。 0

77.6

53。 1

(49。 8)

95。 0

70。 0

60。 6

48.4

35.8

38。 8

(45。 7)

(10.7)

15。 7

17.0

17。 8

14.5

12.4

14.2

14。 2

14。 7

14。 8

10.2

10.0

14.7

12.8

12.8

13。 6

11.8

12.7

8。 4

13.3

13.0

(12.0)

11.5

10。 8

(12。 5)

(9.4)

12.6

18.7

(12。 0)

(12。 7)

(11。 7)

(12。 7)

(15。 2)

(7.9)

14.7

10.8

11.8

11.8

(8.6)

(10.1)

(14。 9)

(13.9)

(10.8)

18.2

11。 3

15。 7

16.0

24.4

23。 2

18.0

16.3

18。 1

12.1

(24.2)

(3.5)

9.3

9.2

6:2

9。 5

6.6

6。 7

8。 2

7.0

7。 5

6.7

8。 9

4。 9

9。 6

9.6

5.5

6.0

5.5

5。 1

10。 5

10。 2

(7.5)

7。 2

(10。 0)

(6。 6)

(6.6)

5.7

(4。 2)

(5.9)

(6.0)

(4.7)

4.9

(4.1)

(4.7)

6.6

5.2

(6。 5)

(5。 3)

(3。 0)

(2。 6)

(4。 7)

(3.1)

(3。 2)

5.2

8.0

6。 1

10。 7

14.2

9。 4

9。 5

9.8

5。 5

5。 7

(11.1)

(1。 2)

17.5

13。 2

11.7

11。 3

11.4

11.0

10。 9

10。 8

10。 0

9.6

9.4

8.1

7。 9

7。 2

4。 8

4.6

4。 1

1。 8

(14.9)

(13。 3)

(9.5)

(7.9)

(7.0)

(6。 7)

(5.2)

(4.5)

(4.6)

(4.2)

(3.7)

(3.6)

(3.1)

(3。 1)

(1.1)

(6.3)

(3。 3)

(6。 3)

(4.2)

(1。 1)

(1.0)

(5。 9)

(1。 4)

(2。 4)

12.9

9。 2

8.8

(15。 9)

47。 1

25.0

16。 7

12。 0

6。 8

4。 6

(18。 7)

細 粒 砂 岩

細 粒 砂 岩

粘 板 岩 ?

細 粒 砂 岩

緑 泥 片 岩

細 粒 砂 岩

粘  板  岩

ホルンフェルス

粘  板  岩

細 粒 砂 岩

山石

ク

板

ク

粘

？
・
山石
？
。
山石

山石
砂

山石
砂

板

粒

板

粒

粘

細

粘

細

岩板粘

岩

？

岩

岩

？

山石
　
　
　
凛υ
山石

ク

ク

板

　

板

板

　

粒

板

粘

粘

粘

細

粘

山石

？
・
？
・
　
　
山石
　
　
　
？
・
山石

山
石

山
石
　
　
　
　
　
　
　
　
山
石

板

　

　

ク

板

″

砂

板

ク

ク

″

ク

板

板
　
　
　
　
粒

粘

粘

粘

粘

細

粘

山石
板

ク

ク

ク

ク

ク

″

粘

山石

ク

板粘

片 端 残

欠
端

″

″

″

片

欠端片
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No. 出 土 地 点 型 式
長 さ

lmm)

幅

lmm)

厚 さ

lmm)

重 量

lmm)
石 質 破 損 状 況 備 考 図番号

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

外-599

-600

-601

-602

-603

-604

-605

-606

-607

83ドーー1

-2
-3
-4
-5
-6
-7

84ドーー1

123ドーー2

-3
177ドーー5

BA

CA
CB
DA
AlA

A2A
AlA

A2A
AlC
A2A

AlA

(36.1)

(43。 1)

(43。 0)

(61。 0)

(30。 4)

(40.5)

29。 6

86.9

66。 6

67.6

(49.0)

(50.7)

(43.8)

(33。 0)

(24.2)

(24。 7)

(51.8)

55。 0

(53.7)

41.6

(22.6)

(17.0)

13。 1

13.0

(20.1)

(19。 0)

12。 5

31.0

33。 0

13.7

(11.7)

9。 7

10。 0

(7。 7)

(12.4)

(11。 7)

11。 0

10.9

14。 4

12.2

片端と片面欠

片 端 欠

両 端 欠

片 端 欠

片端と片面欠

片 端 残

片 端 欠

欠端

ク

片

粘  板  岩

晰 ホルンフェルス

緑 簾 緑 泥 片 岩
? 多孔質輝石安山岩の

焼けたもの

一　

一

山
石

山石板

砂

粘

四石

山
石

欠端片

山石
山石

砂

板

粒細

粘

砂

粘

-9
265--14

--15

--16

--17

--18

--19

-20
--21

-25

三::|

板

″

装身具

No. 出 土 地 点 種 類
長 さ

(mm)

幅

lmm)

厚 さ

lmm)

重 量

(9)
石 質 破損状況 備 考 図番号

1住-35
可36

フ
　
ユ

海 浜 石

映 状 耳 飾

29。 5

(24。 1)

18.0

(10.9)

11.8

1。 5

9.1

(0.7)

ch.

滑 石 % 欠

213--8

-9

8住-45 28。 8 (20。 5) 3。 4 (3.2) % 欠 214--23

10住-4 臼 玉 状 9。 8 9。 2 4.0 215--4

16住-152 有孔三叉状垂飾品 23。 8 45.7 13。 8 13。 5 背部に 1条の溝 224--1

37[L―-31

--32
映 状 耳 飾

管 玉 状

(31。 1)

(33.1)

(34.0)

(16。 0)

(5.8)

(12。 0)

(7。 0)

(4.9)

欠

欠

％

％

有孔 (2つ ) 228--17

--18

38住-18 海 浜 石 58.6 33.8 11.2 40。 8 蛇紋岩 229-18

9

10

47住 -15
--16

映 状 耳 飾 (27。 0)

(20.1)

(20.1)

(12.4)

4。 0

(3.6)

(3.5) 滑  石 % 欠

有子L、 遺物紛失

231--20

-21

49生L-7 映 状 耳 飾 (27.7) (24。 3) (6.9) (5。 5) % 欠 ―-28

59住-10 (23.2) (19。 5) (5。 9) (4。 2) % 欠 232--35

66住-19 (23.2) (14.8) (5.5) (2。 4) % 欠 234--7

81住-3 有 孔 垂 飾 品 31.8 13。 3 10。 7 正面から下面に 1条 の溝 236-3

15

16

93住-6
-7

フ
　
ユ

平  玉  状

管  玉  状

15.0

(28。 5)

14。 4

(13.0)

8.0

(5.2)

2.4

(1。 7) % 欠

孔径3。 6

推定長29mm推定径15mm

237--2

-3
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No。 出 土 地 点 種 類
長 さ

lmm)

幅

(mm)

厚 さ

lmm)

重 量

(9)
石 質 破損状況 備 考 図番号

96住 -21 映 状 耳 飾 (38。 9) (33.9) (5。 0) (10。 0) 滑  石 % 欠 推定幅70mm 237--34

122生ヒーー10 35.8 46.3 9。 6 14.8 % 欠 243--22

19

20

21

131住-28
-…29

--30

33。 1

(28。 9)

(37.8)

34.9

(18.1)

(22.2)

(7.3)

(3。 0)

(5.2)

(10.0)

(2.3)

(5.8)

欠

欠

欠

％

％

％ 推定幅45mm

244--30

--31

--32

22 111住-22 管 玉 状 17.5 10。 5 9。 6 240--22

23

24

25

26

27

28

29

外-517

-518

-519

-520

-521

-522

-523

映 状 耳 飾

海

ク

ク

ク

ク

浜

ク

石

42.5

36.2

36。 9

21.5

(16。 0)

17.5

51.7

(27。 6)

26.4

(18。 0)

(16。 8)

26。 2

13。 9

34。 0

8。 9

7。 1

(9.1)

7.9

(7。 4)

4.3

13。 5

12.3

(7.9)

(9。 0)

(3.7)

(3。 5)

1.6

32.4

蛇紋岩

% 欠

% 欠

% 欠

% 欠

下%欠

有孔 261--4

-5
-6
-7
-8
-9
--10

30 25ドーー5 映 状 耳 飾 ? (5。 8) (6。 7) (4。 2) (0。 2) 滑  石 断 片 264-18
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石錘

図番号 黙
０

幅
ｍ 膵

０
重 さ

(9)
石 質 出土地点 備 考

271--15

--16

--17

--18

--19

--20

-21

9。 3

8。 1

8.5

9.8

4.9

4。 6

4.8

7.7

5.3

4。 5

3.9

3。 5

3.0

3。 3

7。 8

3。4

3.5

3。4

1.0

1.2

0。 9

880

145

165

180

30

23

25

安 山

粘 板

砂 岩

緑泥片

137准L

140准主

8住

33住

99住

-12
-13

(3.6)

9。3

(15。 8)

12.0

15。 5

1。 7

14。 5

1:5

75

1250

4830

55

砂

流 紋

安 山

緑泥片

21住 床

46住

39生L

砥 石 ?

全面磨滅

下半欠損

横刃・他

磨石・他

図番号 長径
eml

短径
lml

騰
０

重さ
(9)

石 質 出土地点 備 考

273--14

--15

--16

--17

--18

--19

-…20

--21

7.1

10。 5

8。 7

4。 4

6。 6

7。 2

5.6

3.9

7.4

7。 6

6.2

6.0

5。 2

6.1

7.8

7.9

4.2

6。 5

7.0

5。 2

3。 7

7.2

6.1

5.1

5。 2

5.7

5.2

4。 6

4。 6

4.6

5。 6

3。 3

3.8

3。 6

2.7

4。 1

270

650

460

70

310

410

160

400

220

200

250

160

200

220

120

紋

山

流

安

19住

74住 床

38住

112住

75住

88生L

38[L

96住

80住

17住

39′住

46生L

側面全周高i打

全面敲打

偏平円礫

1球

形

図番号
縦

０

横

ｍ

さ

０

厚
―

重さ

(9)

石 質 出土地点 備 考

271--1

-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9
--10

--11

--12

--13

-14

4。 5

4。 6

3。 5

5.1

3.5

3.0

4。 8

(3。 5)

3.8

(8.3)

(7.3)

6.8

4。 6

2.9

3.3

3。 8

9.8

8.2

7。 3

7.0

6.6

6。 6

11。 5

(4.0)

7。 3

4.1

4.1

4。 8

5。 6

6。 6

6.6

5.2

0.9

0。 9

1.0

1.3

1。6

0.7

1。 5

0.5

0。7

1。 5

0。 8

1。0

0。 8

0.9

0。 6

0。 8

75

45

30

90

40

25

90

12

30

80

35

38

22

20

15

15

緑泥片

安 山

岩

板

岩

砂

粘

頁

ホルン

磋質砂

頁 岩

緑泥片

輝 緑

粘 板

砂 岩

緑泥片

砂 岩

緑泥片

64住

21住

112住

46住

8住

127住

124住

15住

112住

804L

61住

39[L

16住

弥生砲丁

尖頭石器

敲打器 I類

図番号 黙
ｍ 馴０

短径同
lml

重 さ

(9)
石  質 出土地点 備  考

272--1 14。 0

10.9

(10.5)

(6。 5)

(6.8)

(6.5)

(718)

(6.4)

6.5

6。 3

6.1

6.3

6.7

6。 3

6.8

6。 8

6。 0

6。 2

6。 0

6。 0

6。 5

5。 9

6。 4

6.5

930

640

630

370

430

460

530

440

安 山

119住

119住

72生L

37生L

37住

完形、凹あり

一部欠

半 欠
隔

図番号 黙
ω

幅
ｍ 膵

ｍ
さ

＞
重
＜９

石 質 出土地点 備 考

273--1

-2
-3
-4
-5
-6

12。 1

9.5

4。 8

7。 0

9.9

(9.1)

4。 3

3.2

3.0

2。 1

(7。 8)

6。 2

2。 0

1.8

1。4

1。 9

3。 6

4.3

210

110

30

35

205

450

頁 岩

砂 岩

確質砂

山石
山石

砂

頁

44住床

123住

8住

35住

土拡 134

12住

全面磨滅

4面磨滅

全面磨滅

2面磨滅

すり切溝?

敲打器Ⅱ類

図番号 黙
ｍ 剛ｍ

短径同
eml

重さ
(9)

石 質 出土地点 備 考

272--2 12。 2

13.7

11.3

12。 6

(10。 3)

9。 6

11。 7

10.0

(7。 9)

(8.3)

3.9

3.5

2.5

3.0

2。 9

720

900

490

360

300

緑泥片

安 山

砂 岩

96住床

21住床

一部破損

完 形

半 欠

石棒・他

図番号 が
同

幅
飼 膵

０
重さ
(9)

石 質 出土地点 備 考

273--7

-8
-9
--10

--11

(19。 0)

(6.0)

(6。 0)

(11。 5)

(7.7)

7。 7

12。 6

3.4

2。 4

4。 0

5。 9

11.3

2.2

2.0

3.7

1250

1030

80

95

150

緑泥片

安 山

緑泥片

粘 板

凹線状擦痕

?

敲打器Ⅲ類

図番号 黙
ｍ ｍｍ

短径日
eml

重さ
(9)

石 質 出土地点 備 考

272--3 12.8 8.0 安 山
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272--4 10.1

17.7

16.5

14。 3

12。 6

13.2

11.1

(4.6)

(8。 7)

6.2

(7。 0)

(10。 5)

6。 6

7.1

7。 2

7。 7

6。 8

6.3

6。 4

6.8

6。 4

5.8

9。 8

5。 0

5.6

2.8

4。 6

3.5

3。 8

4。 0

4.4

5.8

3.5

4.0

4。 2

3.9

710

420

870

550

580

480

380

270

230

240

430

390

輝

石墨片

安 山

1044L

76准ヒ

131住

38生L

26生L

37生ヒ

38住

土拡23

半 欠

半 欠

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

280--2

-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9
--10

--11

--12

-13
-14
--15

32.5

(18。 0)

(22.5)

(17.0)

(18.5)

(17.0)

(23.7)

(20.0)

(37.0)

(16.0)

25.6

(20.5)

(20.0)

(16.8)

23.1

27.5

(15.0)

(22.8)

(16.4)

(17.7)

(14.7)

(14.2)

(20.5)

(11.2)

(20.5)

24.2

20。 6

(12。 3)

(20.5)

27。 5

22。 3

(17。 5)

25.1

(17.0)

18。 8

(20.4)

(20。 8)

(16。 4)

16。 3

(11.6)

17.5

24。 6

(25.0)

20。 3

(7。 8)

(11.7)

(27。 0)

(13.8)

4。 8

3.8

5。 8

3。 3

5.7

5。 0

4。 8

5。 3

12.7

2.8

3.8

7。 3

3。 8

4。 0

8。 0

3。 8

4。 5

6.4

6.3

5。 9

5.4

3.0

7.0

2.5

花 商

安 山

花 商

安 山

片麻岩

砥石状

119住 。98住

182土拡

1324L

l住

96住

12住

132住

土拡131

敲打器Ⅳ類

図番号 黙
０

長径同
lCml 剛０

さ

＞
重
他 石 質 出土地点 備 考

272--5

-6
-7
-8
-9
--10

--11

--12

-13
-14
--15

--16

-17

6.0

5。 8

8.9

6.8

5。 2

8.7

11.2

16.2

10。 1

10.0

7。 0

4.7

6.4

5.5

5.3

2。 4

2.4

1。 8

4.1

2。 2

3。 3

5.0

3.8

3.8

3.0

2。 5

3。 2

2。 1

1.1

1.9

1。 7

2。 6

1.7

2.4

3。 8

3.5

3。 0

2。 3

1。 1

205

130

32

47

20

140

65

210

240

200

130

35

20

緑泥片

粘 板

緑泥片

粘 板

緑泥片

安 山

緑泥片

閃 緑

流 紋

安 山

88住

1住

132在ヒ

111住

37生L

86住

土拡23

石斧転用

特殊磨石 他

凹石①

NQ 図番号 離
ｍ

短径
lml

恥
０

重さ
(9)

出土地点 備 考

I-1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

274--6

-7

-8

-9

--11

―-10

125住

37〔L

8住

139住

64生L

４０２

６９３

２８０

‐７０

‐２５

図番号 黙
０

雌
ｍ

短径
←ml

さ

＞
重
＜９

石 質 出土地点 備 考

274-1

-2

-3

-4
-5

13.4

15.0

15.1

11。 6

11.8

11.2

12.8

9.6

9.6

8.6

7.8

11。 9

8。 1

7。 4

11.6

11。 0

9。 4

7。 9

7.5

7.5

6。 4

8。 9

7.4

8.5

6.3

8。 5

8.2

7。 3

6。 9

6。 9

7.4

5.4

6.8

5.5

6.5

5。 6

5.9

5.8

6.6

5:0

5.5

5.7

6.9

6.2

5.1

4.3

7。 0

5。 1

1050

910

905

585

720

885

1120

740

505

630

585

730

420

325

930

390

安 山

砂 岩

安 山

砂 岩

流 紋

112住

104住

93住床

土拡 23

108住

土拡131

土拡184

106住

37在ヒ

同「着

折損

同類型″

IⅢ
″

凹あり

石 皿

番 号 図番号
長  さ
にml

幅
０

′早  さ

侮ml 石 質 出土地′点

280--1 42.3 36。 5 11.0 安 山

-291-



図番号 離
０

雛
ｍ

腱
ｍ

重さ
(9)

出土地点 備 考

正-26
27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

274--12

275--2

-1

10.8

9。 0

10。 3

8.6

10.1

11.2

11.5

12.1

(9.3)

8.0

9.7

10。 4

12。 5

(13。 2)

9.6

(3)

(11。 0)

(7.7)

(6.6)

(9。 0)

11.9

6.4

6.4

7.7

6。 2

6`。 4

8.0

4.6

6。 2

5.9

7.0

6.2

8.4

11。 0

(7。 8)

7。 5

(7.8)

7.6

(6.8)

6.4

5.0

7。 3

5.8

3。 9

2.1

4。 4

5.2

4。 3

3。 7

4.3

(2。 4)

2.4

3.2

3。 3

5。 6

4.9

(3。 5)

(2。 3)

6.7

(5.5)

4.5

3.6

4。 3

425

270

175

235

425

350

218

340

170

166

236

300

600

(600)

(332)

(63)

(760)

(320)

(195)

(160)

400

80生L

46住

122住

118住

118住

86住

8住

49住

86住

11住

56住

26住

46住

38住

96住

15住

26住

137住

26住

12住

土j●A75

粘板

Ⅱ-47
48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

-3

-4

-5

-7
-6

13.5

14.7

15。 8

12。 1

12。 5

10.8

13.8

13.1

10。 9

9.0

913

11.8

11.0

11.0

8。 9

13。 0

13。 2

12.0

13。 7

8。 4

10.8

5.7

5。 8

7.0

6.4

6.0

5.6

8.7

8.8

9.0

7。 6

7.9

8。 3

7。 7

7.2

6.0

7.5

5。 7

4.3

7。 2

6.2

3.1

3。 1

3。 1

2.6

3.4

4.4

3.5

4.7

5。 4

5。 3

4。 6

4。 2

6.5

5。 4

4。 2

4。 0

4。 2

2。 3

3.2

3.6

5.8

2.6

375

390

455

390

480

355

955

735

530

320

450

770

720

540

275

585

248

340

490

410

130

38住

92住

86住

112住

68住

112住

56住

37住

8住

11住

37[ヒ

83土拡

96住

粘板

閃緑

Ⅲ-68
69

70

71

72

73

74

75

276--1

-2

10。 1

12.9

13。 4

10。 9

11。 9

18。 2

12。 3

9。 3

6。 8

9.8

7.0

8。 8

8.3

7。 5

7.3

6.5

4。 5

3。 8

4。 7

5。 0

4。 5

6。 3

4。 5

4.3

415

725

590

730

700

1230

782

360

80住

136住

86住

119住

図番号 齢
ｍ

短径
(Cml

膵
ｍ

重 さ

(9)
出土地点 備 考

Ⅲ-76
77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

275-10

二 19

-8

9。 9

9.8

8.3

10.7

12.6

11。 2

10.8

(10。 1)

(911)

(6.7)

8。 0

6.8

13.1

11。 4

6。 5

8.4

7。 2

7.0

7.3

5.4

6。 3

7.3

7。 2

5.5

6.0

5.7

6.6

7.2

3。 8

4。 5

4。 2

4.8

3.3

3.3

4。 5

6.0

5。 7

4.6

4.5

3.8

5。 3

4.0

365

570

350

455

470

315

485

560

536

(307)

270

123

550

480

102生ヒ

56生L

1住

37准L

38住

土拡23

閃緑

Ⅳ… 90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

276--5

-4

-3
-1

-7

-8

-9

-6

277--2

11.0

11.0

10.6

10.7

13。 8

12。 9

13。 4

12.3

13.6

13。 3

11.8

10。 0

12.0

11.5

(9。 8)

(9.1)

8.4

13.0

8.7

10。 7

9.6

9。 0

10.3

(8.6)

10。 5

11.0

10.4

7。 2

12.8

12.4

9.3

12。 9

9。 4

10.3

8。 5

10.3

11.2

8.4

9.0

7.0

8.0

6.5

8.5

8.4

10.5

9.2

9。 8

9.9

7.5

8.6

9。 1

8.6

6.5

7.7

6。 4

7.6

10.2

6。 9

7.3

7。 9

6。 8

8。 1

7.7

8。 5

6.8

8.6

7.4

(3。 2)

7.4

7。 4

8。 8

7。 5

6。 7

9.8

4.4

5。 3

5.0

4.4

4.2

5.4

6.8

4。 9

4.5

5。 6

5.3

6。 0

5.9

5。 5

5。 0

6.3

3.2

4.1

4。 1

4.3

3.8

4.1

3。 4

5.2

4.5

6.1

5.4

4.3

6。 2

6.0

3.5

4.1

5。 5

4。 5

5.8

3。 4

7。 0

413

690

400

483

535

970

1080

802

925

767

843

635

806

725

(590)

(425)

295

430

423

680

350

380

(312)

(402)

510

(800)

i697

282

835

633

(135)

612

(525)

605

512

312

960

64住

73住

106住

110住

112住

118住

96住

47生L

l10住

64住

溝 1

37住

土拡165

64住

11住

137[L

86〔L

37生L

砂岩

一-292-一



NQ 図番号 離
０

雛
０

恥
ｍ

重さ
(9)

出土地点 備 考

IV-127

128

129

130

131

132

133

134

7.3

(10。 7)

(9。 8)

11。 1

10。 3

9。 1

(8.8)

10。 7

5.8

7。 3

(8.6)

9.0

7。 6

7。 4

8.5

5.9

4.2

5。 1

(6。 4)

4.8

5。 4

3。 9

4。 6

4.0

225

(640)

(660)

655

650

355

445

340

106住

74住

土ltA130

土拡123

64住

3土拡

16住

赤色付着物

半折

V… 135

136 277--3

13.2

10.7

8.3

7。 9

4.1

4。 4

575

431

37[L

15住

No 図番号 長径
←ml

短径
lml

謄
０

重さ
(9)

出土地′点 備 考

V-174
175

(5。 5)

(5。 7)

5。 8

6.2

4.5

2.4

215

113

２０．

２０２

２０３

２０４

２０５

２０６

２０７

２０８

２０９

２． ０

3。 5

3。 2

3。 5

4。 3

3。 3

4。 0

4。 0

3。 2

3。 7

4。 4

雀

凹石②

No 図番号 齢
０

齢
０

恥
０ 討 1出

土地点備 考

V-137
138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

277--4
--11

-6

-7

-8

-5

-9
--10

5.1

4。 1

4.5

3.3

4。 3

5。 9

3.7

3。 4

5.2

5.3

5。 3

5。 0

4.4

4。 1

5.1

4。 3

5。 8

5。 0

3.8

4.4

4。 6

5.3

3.9

4。 3

5。 2

4.0

4。 7

一-293-一



No 図番号 確
ω

短径
eml

腱
０

重さ
(9)

出土地点 備 考

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

２４．

２４２

２４３

２４４

２４５

２４６

２４７

２４８

２４９

278--10

-2

14。 3

9.7

11。 3

10.4

11。 4

(9.8)

(9。 8)

9.3

(8。 8)

14。 2

11.4

10.5

12。 3

10.4

11.0

10。 8

11.7

11.4

9.4

10.0

12.4

13.7

10。 5

13。 9

(8。 6)

(6。 6)

(6。 0)

(6。 3)

(4.8)

(4.7)

8.7

11.0

9。 3

10。 0

9.3

7.0

10.7

10。 7

10.0

8.2

8。 8

8。 9

7.7

8。 6

7.7

7。 7

(6。 5)

7.5

9.2

7。 6

7.8

7。 3

7.0

6.3

7。 0

7。 7

6.7

6。 2

6.4

7。 8

7。 6

7.0

7.2

8.5

6。 8

6。 8

7。 0

6。 5

5.6

6.0

7.0

6。 3

6.3

6.7

5。 0

7.0

6.5

6.3

4。 3

4.0

4.0

3。 5

4.8

4.6

3.8

3.5

3.5

3.4

6。 0

4:2

6。 0

4。 0

3.4

4。 2

4.2

5。 1

4.6

4.5

4。 4

4。 4

5。 0

5.5

(3。 5)

6。 3

3。 5

4.2

3.0

3.7

4.3

3。 4

4。 6

3。 6

3.7

4.3

3。 7

4。 5

5。 0

4.0

700

508

570

378

(657)

(617)

(460)

(320)

(290)

(110)

1240

540

835

615

430

420

508

700

550

406

412

640

750

625

(525)

(700)

(265)

(240)

(200)

(165)

(152)

260

495

335

375

485

170

495

515

435

52[L

l18住

土拡146

119住

64住

110住

112住

38住

49住

76住下層

37住

118住

17住

21住

75住

26住

37在L

98住

26住

80住

37生ヒ

1住

8住

131住

土拡165

38住

80住

96住

96住

108住

38住
|

NQ 図番号 離
ｍ

短径
(cml

恥
ｍ

重さ
(9)

出土地点 備 考

WI…265

266

267

268

269

270 278--3

13.0

11。 0

9。 8

11。 3

8。 2

11.1

7。 4

8。 3

6.3

7。 4

6。 2

7。 0

4.8

5。 2

3。 9

3。 5

4。 2

4。 4

835

745

360

435

324

480

384整

58住

86住 花 商

凹石③

NQ 図番号 雖
ω

齢
ω

膝
ω

さ

＞
重
＜９

出土地点 備 考

マI…271

272

273

274

275

276

277

278

279

280

281

282

283

284

11。 5

14.7

10.5

(8。 2)

11.2

(6.5)

(5。 8)

(8。 0)

11。 9

12。 4

10。 7

(9.3)

(7。 3)

(9。 0)

7.1

7。 4

(6.5)

7。 6

6.7

7。 2

5.8

6。 5

8。 1

7.3

5.3

6.6

7。 7

6.7

3。 0

3。 9

4.0

4.0

5。 5

3。 8

3。 4

4。 5

3。 6

3.9

3。 8

5。 5

4。 5

3。 9

338

585

1375)

(340)

(490)

(295)

(163)

390

360

495

385

445

440

340

64住

81住

土拡130

56住

38住

16住

47tL

土拡41

土拡23

土拡23

竪穴 1

土拡123

半折

半折

半折

半折

Ⅶ-285

286

287

288

289

290

291

292

293

294

295

296

297

298

299

300

301

302

-2
-3
-4
-5
-6
-7
-8
-9
-10
--11

8。 8

(12。 0)

(9.5)

7.8

11。 5

11.9

10.3

21.5

15。 0

11。 4

9。 7

9.1

6.9

7。 4

5。 9

4.6

13.3

11。 8

6。 7

9.6

(5.7)

9。 2

10.6

5.6

3。 4

19。 0

(7。 7)

10.7

9。 0

7。 9

6。 1

6.6

5。 0

4。 0

(9。 8)

(9。 3)

2。 7

3。 6

3。 2

3。 4

5.5

4。 1

1.2

10。 0

8。 1

5。 8

7。 1

3。 5

3。 8

3。 4

2。 6

3。 0

6。 3

4。 2

167

588

350

285

962

385

60

4150

1160

520

880

270

190

195

45

65

810

500

26住

27住

119住

49生ヒ

土拡83

土拡25

38准L

64住

閃緑

磨石斧

砥 石 ?
刃 21+?
み1″己り|・

半折

一-294-一



簑
釈
引
ヨ

ｄ

Ｓ

ざ
Cヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
ヤ

卜
曽
螺
引

∞田
螺
引

田
螺
引

等
螺
引

攣

９
Ｈ

係

副

離

引 野
粗

０
野
巡

喪
巡

（長
Ｎ
寒
）
野
さ

０

（響
瀧
）
野
橿

０

↑
蒙
ポ

野
さ

↑
野
さ

野
巡０

（超
Ｎ
熙
）
賢
き

００

↑
野
さ

い
賢
巡

↑
賢
さ

●

（長
Ｎ
熙
）
喪
さ

（Ｅ
Ｎ
寒
）
野
さ

↑
衆
さ

騒
　
幾

ｍ

日

´

く

日

“

く

日

“

く

日

“

く

日

的

Ｈ

ｍ

Ｈ

ｍ

Ｈ

ｃ

く

日

的

日

“

く

日

´

く

日

に

く

日

に

く

日

的

Ｈ

く

Ｈ

ｍ

Ｈ

ｍ

日

“

く

日

“

く

日

的

Ｈ

に

く

日

“

く

日

的

Ｈ

い

杓
　
側

卜
．∞
劇

（ヾ
。Ю
Ｈ）

（〇
。∞
）

ヾ
．Ｏ

Ю
．∞

Ю
．寸

Ю
．卜
Ｈ

Ｈ
．Ｏ
ｍ

寸
．寸

Φ
．∞
Ｈ

（Ю
．Ю）

卜
．Ｈ
∞

∞
．ト

ト
．∞
Ｈ

Ｈ
。卜
Ｈ

Ｎ
ｅｍ
Ｈ

Ｏ
．マ
Ｈ

Ｎ
。Ｈ
Ｈ

∞
。Ю

Φ
．Ю

卜
。∞
Ｎ

∞
。∞

〇
。Ｏ
Ｈ

Ｈ
．ヾ
∞

杓
　

叫

杓
　

暉

目

尋
熙

Ю tt H寸 ざ ざ  H卜 |^Hぁ ぁ
`o o o oあ

Ю H tt Ю  ∞

Я目
響
哨

中
榊
図

寸
Ｈ
！
‐

∞
Ｈ
Ｉ
Ｉ

コ

ー

〓

―

〇
劇
―
―

〇
　
―
―

∞
　
―
―

ト
　
ー
ー

Φ
　
‐
‐

Ю
　
Ｉ
Ｉ

マ
　
ー
ー

∞
　
―
―

い
　
―
―

Ｈ
　
Ｉ
Ｉ
寸
∞
∞

Ｎ
Ｈ
Ｉ
Ｉ

〓

―

Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｉ

Ｏ

Ｉ

∞
　
―
―

ト
　
ー
ー

Φ
　
Ｉ
Ｉ

Ю

Ｉ

マ
　
ー
ー
∞
∞
∞

2

簑
製
引
ヨ

川翠
卜
∞
Ｈ

川翠
〇〇
劇

攣
認

川翠
∞ト

川翠
Φ寸

選
田

ｄ
お

攣
褐響、

係

副

辮

引
↑
喪
手

（Ｃ
Ｎ
寒
）
賢
さ

●

↑
喪
手

野
潔

（メ
＼
）
↑

↑
野
ざ

一Ｏ
野
粗

（メ
＼
）
↑
野
さ

い
喪
さ

（く
Ｎ
寒
）
野
さ

（く
Ｎ
熙
）
熙
さ

●０

（Ｃ
Ｎ
駅
）
野
ポ

↑
野
さ

野
橿●

馳
　
幾

く

目

“

く

日

“

く

日

“

く

日

´

く

日

的

目

´

く

日

‘

く

日

に

く

日

‘

く

日

に

く

日

的

Ｈ

ｍ

日

く

Ｈ

mmmく m
目 H

い

約
　
側

寸

．Ｏ
Ｎ

Ｈ

．∞
Ю

Ｏ

．ト

ト

．∞
Ｎ

Ｏ

。卜
Ｈ

（
∞
．
∞
）

卜

。〇

∞

。寸

ｏ

。ｍ
ｍ

（
〇
．
∞
）

∞

。∞

〇

．Φ

（
〇
．
Φ
）

〇

。Ｈ
Ｈ

Ｏ

．Ю
Ｈ

Ｏ

．∞
Ｈ

∞

．∞
Ｎ

卜

．〇
∞

Ｈ

．∞

杓
　

叫

約
　

暉

目

轟
熙

IN ヾ

“

 O ∞ ぁ 〇 ∞ 卜  o ぶ o∞  o 卜  Ю O Ю

ｃ目
轟
哨

中
紳
図

∞
　
―
―

Ｎ
　
Ｉ
Ｉ

Ｈ
　
Ｉ
Ｉ
∞
∞
∞

Ｏ
Ｈ
Ｉ
Ｉ

Ю
Ｈ
Ｉ
Ｉ

ヾ
Ｈ
Ｉ
Ｉ

∞
耐
―
―

∞
Ｈ
Ｉ
Ｉ

〓

―

〇
耐
！
―

〇
　
―
―

∞
　
―
―

ト
　
ー
ー

Φ
　
Ｉ
Ｉ

Ю
　
Ｉ
Ｉ

マ
　
ー
ー

∞
　
―
―

∞
　
―
―

Ｈ
　
Ｉ
Ｉ
Ｎ
∞
∞

2

嗣
―
緊
肛
熙
引
せ
６
番
鞭
蠅
女
騰
引
引
ヨ
墨
興
Ｌ

ヽ
――
十
　
Ю
憮
展
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別表 6 十二 ノ后遺跡出土古墳時代以降土器法量一覧
(涙蒸囲黒勢子讐籍葬彎果誓裏竃厖 銀 象祭〉

)内 は
)

出土

地点
図番号 種別 器  種

口径
(cm)

器高
(cm)

底径
(cm)

径高

指数
備考

４８
　
　
住

174-1

2

4

5

6

7

9

Ｈ

　

″
　

″
　

″
　

″
　

″

Ｓ

不 AH
不 D

不 G Ⅱ b2

鉢 D I d3

士宛

10.0

11.0

11.8

11.8

11.8

21.2

12.2

5.0

3.2

3.2

3.4

5。 2

％

％

％

％

％

％

完

住

10

11

12

13

14

15

16

18

19

20

21

H

S

不 D I b2

不 G H b3

不 G I b3

小形甕 ?

壺 AH
甕

5。 8

6.8

6.4

6。 9

5。 3

8.8

6.4

8.4

10.2

16.0

26.3

2.1

2.1

2.o

l.3

1.5

3.0

%

″

％

％

％

％

包
　
含
　
層

22

23

24

25

26

27

28

H
Ko
H

S

不 D Ⅱ b3

不 DI
不 G Ⅱ b3

不

12.8

16.2

13.8

12.2

12.2

12.8

10.0

4.0

3.6

3.0

3.0

％

％

％

／

％

％

％

82

住

175-1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

H

Ko

H

不 G H b3

不 GⅡ b2

不 H I b3

甑 B C2

小形壺 Aa

局不 B

呂不 A

鉢 C b3

小形甕

壺 AH
甕 A
甕 AI

12.5

15。 8

10.0

21.8

12.0

8.2

9.3

8.1

8.0

9。 1

完

％

完

〃
完

％

％

％

％

％

％

″
％

″

％

住

176-1

2

3

4

5

6

7

8

不 D d3

不 C C2

不 GH b2

小形壺 C b3

小形甕 A

甑 B b3

甕

10.8

10.0

14。 2

14.0

10.6

11.8

17.0

26.6

4.5

4.0

9.0

34.0

％

完

％

％

％

％

％

％

小形甕AI
甑 Ab3

不GH
鉢 Bb3

小形甕 B

甕AI
小形甕AI
小形甕 AⅡ

甕

甕AI
甕A

不 GⅡ b3

壺 AH
小形甕 ″

ヘラ記号

略完

%
%
略完

%
%
%
%
%

不 Aal

不 AⅡ al

蓋 AⅢ

蓋 BI
鉢(?)

甕 A

″ B
訪

一-296-一



出土

地点
図番号 種 別 器 種

口径
(cm)

器高
(cm)

底径
(cm)

径高
指数

備考

77

住

179-20

21

Ｈ

Ｈ

小形甕 AⅢ 11.0

14。 7

％

％

包
含
層

22

23

腺

鉢 10。 0

%
%

住

180-1
2

3

4

5

6

8

10

Ｈ

Ｓ

Ｈ

″

鉢

蓋 AⅢ

不 A III a 3

不 A II

不 Aal

小形甕 AⅢ

甕 C

25.8

9.8

5..7

9.6

15.1

10.0

24.8

10.0

2.2

3.4

3.2

8.6

存

％

％

％

％

％

略

％

％

・３３
　
　
住

11

12

14

15

17

18

K0
H

S

H

不 AI
甕 A
甕 F
蓋

横瓶

甕 A

16.4

15.0

12.8

10.0

21。 8

7.0 %
%
%
%
%
%

142

住

181-1

2

3

4

6

7

8

10

11

12

13

14

15

17

Ko
H
H
S

H

S

H

S

不 AH

不 AⅢ

不 BⅡ

蓋

甕 F

訪
″ 脚

蓋 BⅡ

甕 A
甕 F
短頚壺

13.8

13。 1

12.4

12.8

8.0

12.7

10。 9

30.1

15.0

16.3

17.2

11.5

3.8

7.5

3.3

8.5

3.5

10.0

5.0

%
%
%
%
%
%
%
%

略存

%
%

包

含

層

18

19

20

21

蓋 AⅡ

不(?)

短頚壺

不 BI

12.4

7.8

16.2

％

　

％

％

住

182-1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

K0

S

″
　

Ｈ

不 AⅡ

″  b3

不 AⅢ a3

不 A I al

不 BⅡ a3

甕 C
甕 D

甕 B

13.2

14.0

12.7

13.3

14.2

17.0

12.0

23.5

27.5

24。 8

24.2

22.3

23.2

22.0

4。 3

5.5

4。 4

3.4

5.6

4。 4

34.0

7.6

7.2

8.6

12.0

8.4

39。 29

34.65

25.56

完

％

完

％

％

″

″
％

％

％

％

％

％

％

完

出土
地点

図番号 種 別 器 種
口径
(cm)

器高
(cm)

底径
(cm)

径高
指数

備考

182-16

17

Ｈ

　

″

小形甕AH
小形甕 AⅢ

14.0

11.5

％

％

９‐
　
　
住

183-1
2

3

4

5

6

″

Ｈ

″

蓋 BI
ス AH al

不 AⅢ ″

小形甕 AI
甕 D

16.5

14.7

10。 8

16.3

24。 3

18.5

4.2

4.5

12.8

％

％

％

％

／

％

・・７
　
　
住

7

8

9

10

12 H

広口鉢

不 AⅡ al

不 AⅡ

不 AⅡ a3

甕 D

21.1

13.1

12.5

13.1

14.2

5。 1

5。 2

7.5

7.1

7.6

38.9

％

％

％

％

％

‐２６
　
　
住

13

14

15

16

17

18

K0
S

H

不 AⅢ

蓋 BⅡ

短頚壺

甕 A

小形甕

壺

11。 9

12.8

15.8

19。 1

13.5

18.4

％

％

　

％

30

住

184-1

2

5

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

25

26

27

28

29

30

31

S

H

Ｋ

　

″
　

″

不 A
不 AⅡ

不 Aal

蓋

蓋 AⅢ

蓋 BⅡ

蓋 BI
蓋 BⅡ

蓋 BI
蓋 BⅡ

不 CHa2
不 B a3

不 Ba2

不 BⅡ

甕 B

甕 D

壺 (?)

蓋 C

多口嘴瓶 ?

12.6

6.4

12.2

10.4

9.6

14.8

15。 3

15.5

16.5

15.0

15。 3

15。 6

16。 1

14.0

13.2

15.0

20.2

22.6

17.5

11.0

14.0

5。 6

5.3

2。 9

3.6

3.6

3.8

3。 7

3.5

7.6

26.5

％

″

%

％
％
完
″％
％
″完
％
鵬
完
％
％
％
″
″％
％
〃　
　
０．‐個

３５
　
　
住

185-1

2

3

6

7

8

Ｈ

″

″

Ｋ 。

Ｓ

″

不 E I b3b4

不 EHb3b4

不 CⅡ a2

13.2

13.3

12.6

13.3

13.5

12.3

5。 1

5。 4

4.1

3.5

3.9

9。 1

8。 5

5。 4

6.3

38.6

40.6

30。 8

25。 9

31.7

％

％

％

％

％

％
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出土
地点

図番号 種別 器 種
口径
(cm)

器高
(cm)

底径
(cm)

径高
指数

備考

住

185--9

10

11

12

14

15

16

17

18

21

22

23

Ｓ

″
　

″

Ｈ

Ｓ

″

Ｈ

S

不 CⅡ

不 BⅢ

蓋BⅡ

小形皿a2

不 BI
不 BH
長頚壺

甕 D

甕

長頚壺 (?)

13.6

11.0

15.5

9。 3

18.0

13.1

21.9

22.6

16.4

14.4

4.3

11.3

10.6

存

％

％

／

完

％

％

%

イN-32

住

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

H

S

不 EⅢ b3b4

短頚壺

不Ⅱ

不 AⅢ

蓋 D

短頚壺

不 BH
蓋 BI
蓋 BⅡ

10。 3

10.4

14.0

13.4

12.6

8.3

11。 1

9.5

14.1

16.0

13.3

13.4

％

％

％

％

％

″
％

　

％

″
％

％

″

123

住

186-1

2

4

5

6

7

8

Ｈ

　

″

Ｓ

　

″

″

Ｈ

　

″

不 E b3b4

不 EⅡ ″

蓋 BH
不 BⅡ a3

不 BH
甕 D

甕 F

11.8

13.1

11。 1

10.5

15.0

12.2

4.7

3.7

3.8

9。 8

7.8

7.9

7.3

39。 8

33.3

36.1

％

％

％

％

％

％

％

76

住

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

23

24

25

H

Ko

S

H

S

H
S

不 E Ⅱ a2b3

不 DⅡ

不 CⅡ

不 CH a2

皿 BH a2

不 CⅡ

不 CH
不 BⅡ

甕 F

小形甕

蓋 BI
甕 C

甕

11.8

15。 0

13.5

14.9

11。 7

14.5

13.5

13.1

15。 5

14.1

14.8

15。 5

9.0

17.0

27.1

42.2

4。 4

3.8

3.9

2.6

4。 1

4.4

5。 0

8。 2

7.8

5。 4

6.6

6.3

9。 2

37.2

28。 1

26.1

30.3

33.5

32.2

完

％

％

％

％

％

％

完

％

％

％

％

　

％

％

％

７８
　
　
住

187-1

2

4

5

7

Ko
S

土宛A I a2a3

甕

蓋 BI

不 CH a2

17.0

12.2

17.3

17.1

12.6

7.6

4.2

4.0

6.4 44.0

31.7

完存

%
%
%

出土
地点

図番号 種 別 器 種
口径
(cm)

器高
(cm)

底径
(cm)

径高
指数

備考

８４

住

187--8

9

10

Ｓ

″^

Ｈ

短頚壺

不 CⅡ a2

小形甕A

8.2

13。 0

16.7

4.0

18.6

6.3

9。 2

30.7

％

％

完

105

住

11

12

14

15

17

18

22

Ko
S

不 AⅡ

不 AⅡ a3

不 CⅡ a2

蓋 BI

甕

13.6

14.6

13.5

13.4

16.4

18.9

44.4

3.0

8.6

7.4

27.4

30.0

／

％

完

％

％

％

55

住

188-1
2

3

H
Ko
H

不 EⅡ

不 CⅡ a2

甕 C

11.0

14.5

22.0

4.4 30。 3

％

％

79

住

H
Ko
S

不 EⅡ a2b3

不 CⅡ a2

11.2

12.5

11.2

4.4

4.0

3.9

6。 1

5.5

5。 3

39。 2

32.0

34.8

％

完

％

94

住

7

9

10

Ｈ

Ｓ

Ｓ

不 E Ⅱ b3

不 CⅡ a2

長頚瓶

11.5

7.5

3.0

5.8

4.9 26.0

％

％

％

５．
　
　
住

11

12

13

15

16

17

Ｈ

　

″

不 EⅡ

不 E III b 3

不 EⅢ

不 E b3

不 CⅡ

不 BⅡ a2a3

11.8

10.8

9.8

14.1

12.8

4.3

4.4

5。 0

4。 2

9.0

39.8 存

％

完

％

％

％

％

‐０３

　

住

20

21

22

23

Ko
S

不 CⅢ

″ II

″ II al

不 B a3

11.2

12.6

11.4 6.7

8.0

33.3

％

％

％

％

130

住

24

25

26

〃

Ｈ

Ｓ

不 CⅡ

不 EH
不 CⅡ a2

12.9

11.0

12.8 4。 3 6.0 33.5

％

％

％

40

住

189-1

2

3

4

5

7

8

10

12

13

14

15

18

19

20

21

22

H
Ko

S

不 EⅡ b3b4

不 CⅡ a2b3

不 CH

不 AⅢ al

不 CⅡ a2

不 BⅢ

長頚瓶

不 BⅣ a2

蓋 BI

蓋 BⅡ

婉 (?)

部  (?)

11.3

12.1

13.0

12.4

11.1

13.4

13.0

11.8

7.6

15。 1

16.7

16。 1

18。 2

17.1

15.8

18.8

14.2

3.9

3.5

3.6

6.4

7.5

6.0

7.0

7.3

7.0

9。 2

9.7

35。 1

26.1

27.6

%
%
%
%
%
%
%
%
%0-1
%
%
%

%
%
%
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出土
地点

図番号 種 別 器 種
口径
(cm)

器高
(cm)

底径
(cm)

径高
指数

備考

189-23

24

25

26

27

28

H 甕 B

甕A
甕 D

甕

19,0

21.0

19。 5

21.8

19.0

19。 5

％

％

″
％

６０

　

住

190-1

2

5

6

Ko

S

不 CH

不 BⅡ

不 B III

13.0

12.4

13.3

11.9

％

％

％

％

67

住

Ｈ

Ｓ

　

″

不 E Ⅲ a2b3

不 CⅡ

不 Ba3

10。 7

13.0

5。 2

9。 4

36.4 完

％

％

住

10

11

13

14

15

16

17

19

20

21

22

S

Ko
S

K
S

H

不 CI
〃  II

皿 BH a3

不 BⅢ a3

皿 BⅡ

蓋 C

蓋 BI

小形甕 A
甕 D

小形甕 A

16.0

12.1

12.8

11.4

15。 2

14.8

16.3

16.8

12.5

21。 9

14。 4

2.5

4.4

3.2

5.0

13.3

6。 7

8.4

7.1

4.0

%
%
%
%
%K-1
%
%
%
%
%
%

住

191-1

3

4

5

7

8

9

11

12

13

14

15

16

17

18

S

H
S

H
Ko
H

S

H
S

蓋 AⅢ

不 AⅡ a3

蓋 BI
長頚壺

不 BHal

不 E b3

不 CⅡ a2

壺

甕

不 DⅢ a2b3

不 CⅡ

10.0

13.1

12.4

19。 4

15。 9

14.6

14.6

16.3

26。 9

30.8

11.8

13。 1

14.0

2.3

3.7

4.2

6.1

5。 8

3.5

3.2

7.6

12.0

9。 6

7.3

7.0

6.2

23。 9

27.1

％
％
％
略
％
％
％
％
％
％
％
　
％
％
″

住

192-1

2

3

4

5

6

7

8

H

S

H

甕 A
不 EⅢ a2b3

不 CⅡ

蓋 BI
蓋 BH

甕 B

19。 3

10。 8

10。 6

13.3

16.0

13.9

13.0

20。 1

4.0

3.8

36.1

5。 1

4.3

11.1

37.0

35。 8

%
%
%
%
%
%
略完

9

10

11

Ｈ

Ｓ

　

″

不 EⅢ b3

不 CHa2
小形甕 BⅢ

10.8

12.4

11。 7

4。 1

3.8

37.9 曇九

″
％

出土
地点

図番号 種別 器  種
口径
(cm)

器高
(cm)

底径
(cm)

径高
指数

備考

住 192-12
13

広口鉢

蓋C
16.8

9.0 %

住

14

15

16

17

18

19

20

21

193-1

2

3

4

5

H

S

Ko
S

Ko
H

K

不 CⅡ a2

″ ⅡI a2

″ II a2

″ HI a2

″ I a3

″ II a2

鉢A
甕E

甕 C

甕BⅡ

鉢

13.0

11.6

12.8

11.8

16.3

13。 7

13.0

26。 7

25。 8

24.7

25.0

25。 4

3.7

4.0

3.6

3.5

5.0

3.8

4.4

6.5

5。 2

7.1

4.7

7.3

6.0

5。 9

28.4

34。 4

28。 1

29.6

30。 6

27.7

33.8

％

％

％

％

完

％

％
′％

％

％

％

％

％

住

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

Ko

S

H

S

H

不 CⅡ

不 BHa2
不 CⅡ a2

不 BHa3
不 CⅡ

小形甕 BI

不 BI
甕 C

甕 E

13.2

12.6

13.1

12.8

14.6

14.5

16,4

16.4

20。 6

4.2

3。 7

5。 8

5。 9

5。 4

6.1

9。 7

8.0

8.7

11.3

9。 8

32.3

28.9

%
%
%
完

略完

%
%
%
%

%

住

194-1

2

3

4

5

6

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

20

21

22

24

25

26

H

Ko
S

H

S

陶器

不 DⅡ a2

不 BⅡ a2

不 C″
不 BⅢ

蓋 BⅡ

長頚壺

甕 E
甕 E

甕 D

甕 B

小形甕 AⅢ

皿

甕

12.5

12.1

13。 2

14.3

12.8

11.5

14.5

14。 3

14。 5

14.8

25.0

20.8

20.0

16.4

15.5

11。 2

25。 8

14.4

16.8

11.8

20.0

34。 0

3。 2

3.4

3.6

4。 6

3.2

5。 1

5.0

5.5

7.5

4。 9

25。 6

28。 1

27.2

24。 2

%
%
%
略完

完

/
%
/
%
%
%
%
%
%
/
%
%
%
/
%
%
%

５

住

195-1

2

Ko
H

不 CⅡ a2

小形甕AI
12.0

17.8

5。 7

8。 1

26.6

一-299-―



出土
地点

図番号 種別 器 種
口径
lcm)

器高
(cm)

底径
(cm)

径高

指数
備考

５

　

住

195-3
4

6

7

8

甕A
小形甕AI
甕D

小形甕AⅡ

壺

26.3

17.3

18。 1

13.0

15。 4

19。 2

14.8

6.8

5。 8

％

完

″

住

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

20

21

H
Ko
S

K
S

Ko

S

H

不 A Hb4

不 AⅡ

不 CH
塊

不 C Ⅲa3

長頚瓶

不 CH

不 CⅢ

不 B Ⅲa3

小形甕AH

15。 4

13.5

12.4

8.4

11.2

12.5

12.7

11.4

10.8

13.0

13.0

3.5

3.7

3.2

3.0

3.0

4.0

9.0

5。 7

5`1

8.0

22.7

29.8

26.3

27.7

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

住

196-1
2

5

6

7

8

9

10

11

12

15

16

18

20

21

22

23

24

25

26

H

Ｋ 。

′″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″

Ｈ

Ko

不 C H a2

不 EⅢ

不 CI鈍
不 C Ⅱ a2

塊 A Ⅱ a3

塊AH
塊A ⅡIa3

皿 BⅡ

皿 B a2

甕E

小形甕BI
小形甕BH
小形甕 BⅢ

不Ⅱ a2a3

鉢A

12.8

11.5

17.8

15。 2

13.0

12.4

14.3

13.9

11.3

14.6

13.7

13.0

20。 8

17.8

14.5

10。 5

14.4

29.8

4.1

5。 9

4.0

4.2

6.2

4.7

2.5

9.0

3.8

11.6

5。 3

7.2

5.5

5.6

7.0

5.6

6.2

6.2

8。 7

7.5

11.2

32.0

33.1

30。 7

33.8

43.36

49。 33

％

″
％

％

％

″
％

％

％

％

″

％

％

％

％

％

％

住

197-1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

不 H a2 13.0

13.5

13.0

13.6

13.0

13.5

13.2

12.6

13.0

13.5

12.6

12.3

14.2

13.3

12.3

12.9

4.3

4。 0

4.4

3.6

3。 7

3.6

3.5

3.4

3.3

3.1

3.4

3.2

2.8

3.8

3.5

5.5

5。 5

5.6

6.0

5.6

6.0

5。 5

5。 6

6.2

6.7

6.0

5.6

7.0

6.0

5.0

33.0

29。 6

33.8

26.4

28。 4

26.6

26.5

26.9

25。 3

22.9

26.9

26.0

19。 7

28.5

28.4

完

％

％

％

％

％

％

完

〃

″
％

″
％

％

％

出土
地点

図番号 種別 器 種
口径
(cm)

器高
lcm)

底径
(cm)

径高
指数

備考

53

住

197-17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

S

K
S

不 H a2

不 B

長頚壺

蓋BI
蓋BH
甕

長頚壺

甕

四耳壺

13.4

13.2

13。 1

12.4

9.0

10。 7

17.2

14.3

22.8

3.6

4.0

3.2

3.3

6.3

6.0

6.4

5。 9

6.0

13.6

13.4

30。 3

24.4

26.6

％

″

%

％

％

％

″
％

％

住

198-1

2

3

4

5

6

7

9

10

13

14

15

16

H
Ko

S

H

S

不 CⅡ

不 C Ha2

不 B Ⅱa2

皿 B Ha2

皿 B Ⅲa2

不 C Ha2

小形甕 C

小形甕 BI
甕 E

甕

13.0

12.4

15。 1

12.9

11.0

13。 2

14。 2

17.4

21.4

21.3

17.3

20.3

3.6

5。 4

2.6

1.6

3.9

6.2

7.2

6.3

6.0

5.6

6.3

12.9

9.8

29。 0

35。 7

％

％

″
完

％

完

％

％

％

％

％

％

％

63

住

199-1
2

3

4

5

6

7

8

Ko
S

H
S

不 C H b3

不 CH
不 C Ha2

甕 C

不 C al

不 C
甕

13.4

13.4

13。 4

14.0

23.7

16.1

3.9

4.0

3.2

3.9

6.8

6。 8

7.0

5。 0

5。 2

29。 1

29.8

23.8

27.8

％

／

％

％

％

％

％

％

住

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

20

Ko

S

K

H

不 CⅡ
～

不 CⅡ

不 CⅡ 鈍

不 CⅡ

不 B
皿 A a3

塊 AI
″A a3

長頚瓶

甕 C

13.1

12.4

13.2

13。 7

15。 2

25.5

4。 4

3.7

5.4

7.0

9.6

8.2

7.3

7.8

10.2

33.5

28.0

%
%
%
%
%
″K-9C

″o-53

%
イK-90

%K-9C
1/4

住

200-1
2

3

4

5

6

8

H

Ko

塊 A Ha3

不 C Ha2

不 CI
不 C Ⅱa3

不 CⅡ

境 A Ha2

15。 9

15。 1

17.3

15.8

12.8

14.1

12.8

6.9

5。 2

4.2

5.0

8.0

6。 3

5.0

7.0

43.4

34.4

32.8

39.06

%

％

％

％

一-300-一



出土
地点

図番号 種別 器  種
口径
(cm)

器高
(cm)

底径
lcm)

一呂
数

径

指
備考

住

200-9

11

12

13

14

15

16

19

20

23

24

S

Ｈ

Ｋ

Ｓ

不 C
不 C a2

不 C
不 B a2

不 BⅡ

小形甕 BⅡ

塊 AI
長頚壺

甕

15。 1

13.7

14.2

15。 7

13.5

18。 1

7.7

32.8

49。 8

5.8

10.8

9.0

5。 8

%

%
%
%

%K-9(

住

201-1
2

3

4

5

6

H
Ko

H
S

不 D Ha2

不 C″

不 CI
皿 B a2

小形甕 BⅢ

不 B a2

12.8

12.8

16.0

11.7

5。 7

7.3

8.3

28.1 ％

％

／

％

％

124

住

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

H

Ko

S

Ko

S

H

不 D Ha2

不 AⅢ

不 BⅡ

塊 A Ha2

不 C Ⅱa2

不 CH
不 C a2

不 CⅡ

不 B Ⅱa2

皿 BⅢ

不 CⅡ

不 BⅡ

甕 F
小形甕 B

15。 0

13.4

11.3

15.6

13.0

13.4

12.7

13.3

13.1

13。 0

14。 4

11。 9

13.9

12.7

12.8

13.7

14。 0

12.4

14.5

16.9

16.1

4.5

4.3

3.5

5.0

5。 3

5.0

4.0

3.9

3.5

7.1

4.7

4.0

7.0

5。 6

7.1

7.0

5。 9

5。 3

8.3

30.0

32.0

30。 9

38.4

39。 1

28.7

30。 7

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

‐２０

　

住

202-1
2

3

4

5

Ｈ

　

〃
　

Ｋ

　

″
　

Ｈ

甕E

塊AI
″A a3

不 D Ha2

27.0

22.5

17.2

13.0

23.8

3。 8

10。 8

9。 1

5。 3

%
K-9〔

略完

・２９

　

住

Ｓ

Ｋ

　

″

不C″

境AI
塊 A a3

13.5

16.9

7.1

7.3

28。 1 %
%0-53

%0-53

・３４
住

%0-53

５４

住

10

11

蓋 BⅡ

不

15。 4

11.2

%

出土
地点

図番号 種 別 器 種
口径
(cm)

器高
(cm)

底径
lcm)

径高
指数

備考

５４
住

202-12 不 C %

７０

　

住

13

14

15

H
K0
S

甕 F
不 CⅢ a2

不 C a2

23.1

11.6 2.8

6.1

24.1 曇九

％

略

％

72

住

18

19

20

21

22

26

27

28

Ko

K

不 C Ha2

i不 B

不 C Ha2

塊 A Ia3

境 AH″
皿 A at

13.6

12.5

13.0

12.6

12.6

13。 2

16.0

15。 1

5.3

3.6

6.1

3。 7

3.7

3.4

4.8

5.5

5。 8

6.0

5。 3

6.0

5.0

8.5

6.4

7.1

38.9

27.6

29。 3

29。 3

25。 7

％

％

完

％

％

％

％

％

″
％

住

203-1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

19

20

21

22

23

24

25

26

H

Ko

K

不 D Ha2

不 B Ⅱa2

不 C Ⅱa2

不 BH
不 B Ⅱa5

塊 AI

塊 A Ⅱa3

境 AH
婉 A a3

塊 AⅡ a3

塊 a2

皿 A Ha3

皿 AH

長頚瓶

13。 0

15.0

15。 3

12.6

13.8

13。 0

12.6

15.9

14.3

14。 3

16。 2

16.7

15。 7

15.4

13.0

13.4

12.9

13.2

13.6

12.6

10。 7

3.5

4.9

4.8

3.6

3.2

3.0

5.2

4.1

4.8

4.8

3.0

3.1

3.0

5.3

6.8

7.2

5.6

5。 8

5。 6

17.0

8.1

7.0

7.5

6.6

7.2

6.6

6.1

6.3

7.0

26.9

26.0

24.6

23.8

30。 5

由九

完

″
％

略

％

％

完

％

″

″

″
完

％

％

″

略完

%

%
%

%
%

住

204-1
2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

Ko

H

S

不 CI
不 CⅡ

不 CⅡ

不 C Ⅱa2

不 CⅡ

不 D Ha2

不 DⅡ

長頚壺

16.7

13.6

13.1

13.3

12.5

12.7

13.2

13.0

14.0

12.5

13.6

6。 1

4。 2

3.8

3.8

5.5

6.4

5.3

6.1

815

12.9

36.5

29。 9

30.4

曇万

完

略

％

％

％

％

％

／

″
％

％

％

％

一-301-一



出土
地点

図番号 種別 器  種
口径
(cm)

器高
(cm)

底径
lcm)

径高

指数
備考

住

204-14

15

16

17

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

Ｓ

Ｋ

″

Ｈ

″

″

Ｋ

″
　

Ｈ

甕

塊Aa2

小形甕CH
小形甕 CⅢ

甕 D

小形甕AⅡ

小形甕AⅢ

皿 B HI

皿 BⅡ

小形甕B

甕 D
甕

13.2

13.2

9。 2

21.8

20。 8

15。 8

14.0

13.0

13.3

11.6

11.6

11.6

12.3

15。 4

12.9

9。 7

9。 2

6.5

7.1

％

％

%

％

％

％

％

％

一九

％

％

略

％

％

住

205-1
2

3

4

5

6

8

9

Ｈ

　

〃
　

″
　

″

Ｓ

　

″

Ｋ

不 D Ia2

不 DH″
不 DⅡ

皿 B Ⅲa2

不 B

境 AⅡ

塊 Aa2

16。 1

13.5

12.3

10。 3

13。 1

4.0

3.7

2.0

6.7

6.6

4.8

9。 8

4.4

3.8

24.8

27.4

存

％

完

％

完

略

％

％

％

住

10

11

12

13

14

16

17

18

Ｈ

　

″

Ko

Ｓ

Ｋ
　
″

皿 A Ⅲa2

不 B a2

不 CI
不 CⅡ

不 CⅢ

皿 B Ha3

皿 BⅢ

10.3

16.2

12.0

11.5

12.0

10.6

4.8

8.2

8.0

6.2

曇九略

％

″
　

％

％

％

％

住

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

30

31

32

33

H

″
　

″
　

″

Ｓ

Ｋ

不 DⅡ

皿B Ⅱa2

不 B Ha2

不 DH
壺

境Aa2

塊AⅡ

塊 A Ⅱa2

境 A a3

皿 AⅡ

皿B Ⅱa3

皿 B HIa2

13.4

13.6

12.0

15.6

12.3

14.4

14.7

12.0

14.7

12.8

10.8

3.6

2.2

5.0

5.0

2.3

2.1

6.5

5。 4

6.5

4.8

8.2

6.0

6.8

6.6

5。 7

26.4

％

％

完

％

％

　

％

％

％

％

″
％

完

％

住

206-1
2

4

5

Ko

K
H

不 CH
不 BH
境 A Ⅱa3

皿BH

12.0

12.7

14.4

12.5

6.6

％

％

％

％

出土
地点

図番号 種 別 器 種
口径
(cm)

器高
lcm)

底径
(cm)

径高
指数

備考

住

206-6

7

9

10

11

12

13

Ｋ
　
″
　

″

Ｈ
　
″
　
〃

Ｓ

塊 AH

甕 D
甕 C
小形甕 A
甕

14.0

12.2

15.0

20.8

17.3

11.8

37.2

％

″

″
％

％

″
％

住

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

27

28

29

30

31

Ko
S

K

H

S

不 C Ⅱa2
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別表 8 十二ノ后遺跡出土土錘 (縄文以外)一覧

No 図番号
出さ

(mm)

最大径

(mln)

内径

(mm)

重 さ

(9)
形 態

破損

状態

出土

地点

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

３．

っ

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

4

5

4

4

4。 5

9

4

4

3.5

4

4

5

4

2

4

3

4.5

4。 5

4.5

3。 5

4

3

4

6

7

6

6

6

6

6

6

5。 5

5。 5

5。 5

4

3

2

5

5

5

4

5.5

4.5

5.5

6

4

4

4

5

珊
4。 7 1

(3。 4)

51.3

(3.4)

4。 2

(4.9)

(2.9)

(2.0)

5.6

4.5

4。 3

4。 0

5。4

4。 0

(4。 7)

(4.5)

(2。 1)

4。 6

5。6

(3。 1)

(13。 7)

47。 5

66.0

67.2

60.5

51.4

62.3

54。 0

38。 7

34。 3

(28.6)

(2。 5)

(0。 9)

(0。 4)

(4。 2)

(6。 6)

4.7

4。 0

(3.7)

(6。 1)

(3。 8)

IC
IA
IC

ⅡB
IC
I Ba

IC
I Ba

IA

I Ba

ID

I Ba

IC

IBa
IBb
IC

I Bb

IBa

IC

I

Ⅱb

Ⅱa

Ⅳ

I

Ⅱa

I

Ⅱa

I

Ⅱa

I

Ⅱb

Ⅲ a

Ⅱa

I

Ⅱb

Ⅱ

Ⅱa

I

Ⅱb

Ⅱa

Ⅲb

I

Ⅲb

Ⅱb

Ⅲb

Ⅱb

Ⅲb

Ⅱa

Ⅱb

3住 フ

13住 フ

″  フ

31住

43住 フ

ク フ

ク フ

ク フ

ク  フ

48住 フ

ク  フ

ク  フ

53住 フ

53住 ユ

ク ヤ

ク ヤ

ク ヤ

ク ヤ

55住 フ

57住ユ

ク フ

ク フ

ク フ

ク フ

ク フ

ク フ

ク フ

60住 フ

71住

72住 フ

ク フ

ク フ

ク フ

ク フ

ク フ

ク フ

ク フ

ク フ

ク フ

ク フ

No 図番号
長さ

(mm)

最大径

(mm)

内径

(mm)

重 さ

(9)
形 態

破損

状態

出土

地点

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

291--25
1 --26

-43
--27

--51

--28

--29

-52

--59

--30

--31

―-34

--53

--60

-35

--36

--54

--37

--55

-56
--38

--39

-40

-41

--61

290--10

--11

一　
一　
一

27  1

25

30

36

47

34

44

41

37

27

42。 5

20.5

39。 5

31。 5

18

29。 5

41

(41)

33.5

28

35

34

27

46.5

39.5

35

41.5

41

34

31

20

39

38

38

36

38

37

37

47。 5

44

44

48

43

35

31.5

23.5

92

82.5

10。 5

12

10

13。 5

11.5

12

10

11

12.5

11

12

9

11。 5

11

6.5

8

10.5

12

12

11.5

12.5

12

12

10。 5

12.5

21

10。 5

10

14.5

10

6.5

11。 5

11.5

11

14

11.5

12

12

15

13

11

13

11.5

11。 5

11。 5

8

30

27

4.5

3。 5

5

4。 5

4

4。 5

4

4。 5

4

4。 5

5

4

4

3

2

3

4

4

4.5

5

4

5

5

4

5

8。 5

4

4.5

4.5

5

1.2

5

5

4

4

4

4。 5

3。 5

5。 5

5

4.2

5

4.5

4

4

2

6

6

(2.5)

(2。 8)

(2。 1)

5。 9

5.2

3.2

4.0

4。 0

4。 3

(2.5)

4。 9

(1。 4)

6。 0

3.0

(0。 8)

5。 5

3。 7

(4.6)

(4。 2)

(3。 0)

(3。 7)

(4。 2)

(2.6)

4。 0

5。 0

(14。 8)

(4.4)

3.7

5。 0

(2。 7)

(0.9)

(3.1)

(4。 1)

4.6

8。 1

4.2

4.0

4.5

7.4

6.3

3。 7

(5.4)

(5.3)

(4。4)

(3。 1)

(1。 1)

72。 3

58。 1

Ba

IC
I Bb
I Ba
IC
IBa

IC
ID

I Ba

IC
IBa

ⅡB
I Bb
I Ba
IC
IBa
ID

I Ba

IC
I Ba
IC

I Ba

ID
IA

I

Ⅲ b

I

Ⅱa

I

Ⅱa

I

Ⅱa

I

Ⅱb

I

Ⅲ b

Ⅱ a

Ⅲ b

Ⅱb

I

Ⅱb

Ⅲ b

Ⅱ a

Ⅱb

Ⅲ b

I

72住 フ

74住

76住フ

79住

81住

82住フ

85住

91住フ

ク フ

92住

97住

99住

101住

105住 フ

109住

114住

115住

121住

124住

ク  フ

ク  フ

ク  フ

ク  フ

ク  フ

142住 フ

ク  フ

フ

フ

フ
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No 図番号
長 さ 最大径

(mm)

内径

(mm)

重 さ

(9)
形 態

破損

状態

出 土

地 点

98

99

100

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

290--12

-13

291--44

-62

-71

-72
--73

-74

--75

-14

-63
--64

78

61

29

38

40

37

26.5

18

41

42。 5

37

37

39

41。 5

35

63

63

(36)

46

32

30

17

20

25

(17)

(19)

(14。 5)

(22)

(29)

(19)

(23.5)

(17)

(17)

t

25。 5

26

11

13

8

13

5

6

20

(24)

26

25.5

24。 5

27

23。 5

26

28

24

10

10。 5

8.5

4

5.5

10

7

5

5.5

5

3

4.5

4。 5

1.5

1.5

10

(6.5)

7

(5。 5)

(8.5)

(6.5)

6。 5

4

10

6。 5

3.5

3

3

1.5

1。 5

3.5

2

3

3

3

2

2

2.5

3

1。 5

2

2.5

2

2

31.3

(32.7)

5.2

(2.6)

(5。 1)

0.5

(0.5)

15.1

(11。 4)

(15。 5)

(13.4)

21.5

(12.8)

(11.0)

(20。 0)

41。 4

(10.5)

(6.8)

2.6

3.1

(0。 5)

(0.8)

(2。 2)|

IA

IC

I Bb

IBa
ID

ⅡA

ⅡB
ⅡA

IA

I Ba

IC
ID

IC
ID

I

Ⅱb

I

Ⅱb

I

Ⅱb

I

Ⅳ

I

Ⅳ

I

Ⅳ

Ⅲ b

I

Ⅱb

Ⅱa

Ⅲ b

Ⅲ a

Ⅱa

Ⅱb

Ⅲ a

Ⅱa

Ⅲb

Ⅱb

I

142住 フ

ク  フ

土渡 66

土渡 133

土渡 141

土渡 157

土渡 162

その他

No 図番号
長 さ

(mm)

最大径

(mm)

内径

(mm)

重 さ

(9)
形 態

破損

状態

出 土

地 点

その他

141

142

143

144

145

(1。 7)

4。 0

4.7

2。 7

(0.8)

IC

¨
４

４

４
。

２
。
２
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図

　

図

図69

図70

図71

図72

図73

,G74

Dζ 75

図76

図79

図80

図81

,082

図83

,コ 84

図85

図86

図87

図88

図89

図90

図91

図92

,093

1C94

8住 フー 1,11住 ユー 2・ 同フー 3～ 7,12住 ユー

8,15住 フー9010,16住ユー120同 フー11013～ 15

21住 -1,28住 -2,37住 ■-3～ 50同 ユー 6～

9,46住-10,47住 ユー11・ 同フー12～ 15,56住 一

16～ 18

56住-1～ 7,64住 -8,66住 -9010

75住 ユー 1～ 3・ 同フー 4,86住二 5～ 9,93住ユ

ー120同-10011013,96住ユー14・ 同フー15,98

住ユー16

102住 -1,106住ユー 203,同 フー 4～ 6,111住

ユー 7～ 9,同 フー10,112住 ユー11～ 16

26住埋甕-7・ 8,49住-9,50住 ユー10,118住 ユ

ー 1 0 2, 同フー 3 0 4, 119住 -5, 131住―-6

38住-4,65住炉-1,同 フー 2,81住ユー708,

同フー 9・ 10, 99住 一‐11012, 100住-3

137住 -1～ 3, 3土 -4, 5土 -5,66土 -6,

173土-7,175土-8,外 -9～ 11

遺構外-1～ 15

38住-3～ 7,46住 ユー 1,65住 フー 2,81住炉一

8,110住-9,137住-10～ 12

137住-1,遺 構外-2～ 9

1住-1～ 30

6住ユー 1～ 3, 8住ユー 4～ 25

8住ユー 1～ 21

8住フー 1～ 19

10住-1～ 22

11住-1～ 28

11住-1～ 7

12住-1～ 26

15住-1～ 28

16住-1～ 35

16住-1～ 23

16住-1～ 19

17住-1～ 32

17住-1～ 12,19住 -13～ 31

20住 -1～ 27

図95

図96

図97

図98

図99

図100

図101

図102

図103

図104

図105

図106

図107

図108

図109

図110

図皿

図■2

図113

図114

図115

図116

図117

図118

図119

図120

図121

図12

図123

図124

別表 9 十二ノ后遺跡出土縄文土器出土地点一覧

21住 -1～ 19,23住 -20～ 29

24住 -1～ 5,25住 -6～ 11,26住 -12～ 16,27住

―-17^-23

37〔L―-1～ 10, 38〔L(1)―-11-20

38准L(2)―-1～24

38[L(3)―-1～ 16

38住 (4トー1～ 19

39住-1～ 18     :

46住 (1)ユ ー 1～19,46住 フー20～27

46住 (2)フ ー 1～ 23

47住(1卜 1～ 23

47在L(21-1～ 18        '

47[L(3ト ー1-25

50住-1～ 11,52住 -12～30    1

52住-1～ 15,56住 -16～ 24

56[L―-1-20, 58[ヒ ーー22-29, 59仁ヒーー30-32

59住-1～ 15,61住 ユー16～25,同 フー26～32

64住 (1)ユ ー 1～ 14,同 フ丁15γ 26

64住 (2)フ ー 1～15,65住 子-16～ 19,同 フー21,66

住ユー20022・ 23     :

66住 フー 1～17,68住 フー18～33,69住 (1)ユ ー34～

42

69住(2)-102,73住 床面-3～ i7,同 フー 8～ 37

74住ユー 1～ 5,同 ファ 6～ 23,75住 (1)ユ ー24～34

75住 (2)ユ ー 1～ 4,同 フー 5γ 36

80住 フー 1～27    :

81住-1～27     .´

86住 (1)ユ ー 1～20,同 フー21～ 30

86住(2)7-1～ 12, 88住 一-13-32

88住(2)-1～ 11,90住ユー12～ 17,92住ユー18～ 25,

93住 (1)ユ ー26～33

93住 (2)ユ ー 1～ 6,同 フー 7～ 18,95住 (1)ユ ー19～

29, 同フー30～35

95住 (2)フ ー 1～11,96住 (1)ユ ー12～ 31

96住(2)ユ ー 1～ 3,メ 同フ 4～ 19, 98住ユー20～ 27,

99住 フー‐28-37 .
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図1%

図126

図lη

図128

図lη

図1鋤

図131

図12

図1器

図1縫

図1%

図1%

図137

図138

図139

図140

図141

図142

図143

図144

図145

図146

図147

図148

100住 -1～ 7,102住 -8～ 24

104住 -1～ 10,106住 (1)-11～ 22

106住 (2)フ ー 1～ 22

108住(1卜 1～ 18

108住 (2)フ ー 1～10,110住 ユー11～23

111住 -1～ 16

112住 (1)ユ ー 1～ 22

112住 (2)フ ー 1～20

113住 -1～ 22

118住 ユー 1～ 17,同 フー18～ 21

119住 ユー 1～14,同 フー15～32

122住 ユー 1～20同 フー21～29

125住 -1～ 10,127住 -11～ 28

131住 ユー 1～ 18,同 フー19・ 20

132住 (1)フ ー 1～20

132住 (2)ユ ー 1～21

135准≧―-1～ 8, 137准L―-9～ 19

139住 -1～ 22

140住-1～ 10,141住 -11～ 26

竪穴 1-1～ 6, 1号集石-8～ 13,同炉-7

2号集石-lt4,溝 状遺構-5～ 10, 1土 -11～

14, 2土 -15, 3土 -16～18, 4土 -19020, 6土

―…21-23,  7土 -24^-27

9土-1-4, 10三L―-5 ・ 6, 11三L―-7～ 12, 12三L

―-13, 13三 L―-14～ 17, 15三L-18--21, 16三L―-22, 17

」三―…23024, 18三L―-25-27, 19三 L―-28^V30, 351L――

31^V35, 36■―-36037, 37ニヒーー38, 38三L―-39

39」ヒーー1～ 4, 40三L―-5～′7, 41 L―-8～ 11, 42三L

-12^-15, 43三 L一-16, 44■―-17γ 19, 45三 L―-20^v24

22」ヒーー1～ 3, 23」ヒーー4 ・ 5, 24三 L―-6, 25三L―-7

図 149

図150

図151

図152

図153

図lM

図155

～ 9, 26三 L―-10, 30三 L―-11, 33三 L―-12^ヤ 14, 34三L――

15・ 16, 44三L―-17-24, 104三 L―-25, 107二L―-26

45三L-1-8, 46三 L―-lo^-12, 47三L―-13014, 48三L

―…15・ 16,49三 L―-17018, 53三 L―-19020, 57三 L―-21・

22, 101三 L―-23-27, 105二 L一-28-30,  106」 ヒニー31 0

32

107二 L―-1, 108三L―-2, 109」ヒーー3´ ′ヽ5, 110三L―-6,

111土-7～ 13, 112二L―-14^V20,  113土 -21022,

114三 L―-23・ 24, 119二 L―-25026, 120三 L―-27, 121三 L

―-28029

122三L-1´ヽ́3, 123三L-4-6,  124土 ‐―-7～ 12,

125三 L―-13, 127三 L―-14-19, 128三 L―-20-25, 129三L

―-26^-31

131三 L―-1～ 8, 134三L―-9, 136=L―-10^-12, 140三ヒ

ー13～ 15, 142三ヒ~16017, 143二L-18019,  146土

―-20-28, 155三 L―-29, 159二 L―-30-33,  160土 ―-34

～36

160三 L―-1´、́3, 1641L―-4, 166二L―-5～ 11, 167ニヒ

ー12-14, 168三 L―-15-21, 169二L―-22, 170三 L―-230

24, 171三 L―-25-28, 172三L―-29030, 1741L― -31-

34

174三 L―-1-5, 176二 L―-6ン、′9, 180二L―-10, 181三 L

―-11-13, 186」 L―-14・ 15, 183二L―-16, 184三L―-17,

185■ -18・ 19, 186三L―-20^v22,  187土-23^V25,

191」ヒーー26-28, 174三 L―-29

128三 L―-1 ・ 2, 130三 L―-3-6,  132土 -7 0 8,

137三 L―-9～ 12, 138三L―-13, 139三 L―-14015, 140二L

―-16, 148三 L―-17, 149三 L―-18) 150三 ヒ~~19, 153三 L――

20。  176」L―-21. 178三 L―-22
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図 2 神送山遺跡付近地形図及び調査範図 (1:2,000)



図 3 十二 ノ后遺跡付近地形及び調査範囲 (1:2,000)



図 4 金鋳場遺跡付近地形図及び調査範囲 (1:2,000)
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LI

15号住居址

×高不正位

1..14,L号 住居址(1:80)

4_

3。 3o号住居址炉(1:40)

I.焼  土
Ⅱ。焼土混 り黒色土
Ⅲ.炭化物・焼土混 り黒色土
Ⅳ.炭化物混入黒色土
V. ローム土

0

図 6

2.30号住居址 (1:80)

金鋳場遺跡14015・ 30号 住居址,30号住居址炉実測図

|
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図 67 十二 ノ后遺跡土層断面図
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図 68 十二 ノ后遺跡土層断面図
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図 69 十二 ノ后遺跡 8・ 11012・ 15・ 16号住居址出土土器実測図
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図 70  十三ニノ后遺跡 21 028037046047・ 56号住居址 た日二LttL器実測 厖コ
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図 71 十二 ノ后遺跡56064066号 住居址出土土器実測図
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図 72 十二 ノ后遺跡75086・ 93096098号住居 l■L出土土器実測図
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図 73 十二 ノ后遺跡 10201060111・ 112号住居址出土土器実測図
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図 74 -十二 ノ后遺囲 180119・ 131・ 26049・ 50号儀三ガ∃」二[遇 ±lIL器卜多是沢J図
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図 75  十三ニノ后遺跡650 100038039081 ・99号住居 l」Lた日土土器実測 E4
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十二 ノ后遺跡137号 住居址,土拡 3・ 5・ 6601730174, 遺構外出土土器実測図
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図 77 十二 ノ后遺跡遺構外出土土器実測図
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図 78  十三ニノ后遺跡4606503808101100137号 住居 llL LЦ 土二L器実測 Eコ
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図 79 十二 ノ后遺跡137号住居址及び遺構外出土土器実測図
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図 80 十二 ノ后遺跡 1号住居 l■L出 土土器拓影
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図 81
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十二 ノ后遺跡 6号住居址,8号 住居址 (そ の 1)出土土器拓影
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図 82 十二 ノ后遺跡 8号住居址 (そ の2)出土土器拓影
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図 83 十二 ノ后遺跡 8号住居址 (そ の3)出 土土器拓影
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図 85 十二 ノ后遺跡11号住居址 (そ の 1)出土土器拓影
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図 86 十二 ノ后遺跡11号 住居址 (その2)出土土器拓影



図 87 十二 ノ后遺跡12号 住居址出土土器拓影



4
|

15「



祗
  晨   3

」蘇澤け1"積1凛■・

7

28

図 89 十二 ノ后遺跡16号 住居址 (そ の 1)出土土器拓影
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図 92 十二 ノ后遺跡17号 住居址 (そ の 1)出土土器拓影
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図 93 十二 ノ后遺跡 17号住居址 (そ の2)出土土器,19号住居址出土土器拓影


